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細
研
究
の
概
要

本
研
究
に
か
か
わ
る
資
料
「
広
島
県
三
原
市
立
図
書
館
旧
蔵
寄
託
図
書
」
　
は
、
新
三
原

市
立
図
書
館
建
設
の
後
、
登
録
抹
消
さ
れ
て
旧
図
書
館
に
別
置
さ
れ
て
い
た
も
の
で
'
そ

の
後
へ
　
旧
図
書
館
が
平
成
1
 
3
年
3
月
の
芸
予
地
震
に
よ
っ
て
損
壊
し
、
倒
壊
の
危
険
が
あ

る
た
め
取
り
壊
し
別
置
図
書
も
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
折
へ
　
研
究
代
表
者
が
寄
託
の

か
た
ち
で
一
括
引
き
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
初
年
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
い
た
る
諸
分

野
の
図
書
、
教
科
書
類
に
は
'
仏
教
学
者
二
両
楠
順
次
郎
の
旧
蔵
書
へ
　
高
楠
の
生
家
沢
井

家
か
ら
の
寄
贈
書
、
ま
た
へ
　
明
治
末
年
か
ら
昭
和
初
期
に
活
躍
し
た
弁
護
士
・
政
治
家
へ

花
井
卓
蔵
の
蔵
書
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
ほ
か
、
当
時
各
所
か
ら
地
方
図
書
館
に
寄
贈
さ

れ
た
図
書
　
(
陸
軍
省
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ
　
外
務
省
情
宣
図
書
へ
　
各
地
商
工
会
議
所
発
行
の
〟

商
工
名
録
″
 
t
等
)
や
満
洲
・
朝
鮮
半
島
関
連
図
書
へ
宗
教
・
思
想
・
教
育
関
係
の
地
方

出
版
物
、
民
俗
調
査
記
録
な
ど
も
兄
い
だ
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
昭
和
戦
前
期
の
地
方
図

書
館
所
蔵
図
書
の
概
要
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。

本
研
究
は
'
第
l
義
的
に
は
、
上
記
図
書
の
整
理
と
目
録
作
成
を
目
的
と
し
、
も
っ
て

近
代
文
化
史
研
究
　
(
な
か
で
も
カ
ル
チ
ユ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
)
　
に
お
け
る
資
料
整
備

を
は
か
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
し
て
へ
　
こ
れ
を
も
と
に
'
明
治
～
昭
和
戦
前
期
の
地
方
図

書
館
所
蔵
図
書
の
概
要
、
ひ
い
て
は
同
期
の
地
方
文
化
、
社
会
教
育
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
で
'
近
代
の
地
域
社
会
が
は
ぐ
く
ん
だ
知
の
様
態
を
う
か
が
う
一
助
と
し
た
い
。

加
え
て
、
こ
れ
ら
の
豊
富
な
近
代
テ
キ
ス
ト
を
領
域
横
断
的
に
解
読
、
考
察
し
っ
つ
近
代

の
言
説
　
(
M
・
フ
ー
コ
ー
)
　
の
い
く
つ
か
を
洗
い
出
し
へ
　
各
テ
キ
ス
ト
の
言
述
の
あ
り
様

(
=
表
象
行
為
-
物
語
行
為
-
言
語
行
為
過
程
に
お
け
る
諸
言
説
と
の
関
係
性
)
　
を
分
析

す
る
こ
と
で
、
研
究
代
表
者
の
当
面
の
課
題
で
あ
る
言
述
研
究
　
(
概
要
は
小
著
『
言
述
論

(
d
i
s
c
o
u
r
s
)
　
f
o
r
　
説
話
集
論
』
[
笠
間
書
院
、
平
成
1
 
5
年
5
月
刊
」
を
参
照
さ
れ
た
い
)

を
近
代
に
ま
で
拡
張
す
る
こ
と
を
も
ね
ら
っ
て
い
る
。

現
在
へ
　
日
本
各
地
の
図
書
館
に
お
い
て
は
'
収
蔵
能
力
の
限
界
も
あ
っ
て
昭
和
戦
前
期

以
前
の
洋
装
本
が
次
々
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
状
況
に
あ
っ
て
、
戦
災
を
被
ら
な

か
っ
た
地
域
の
図
書
館
、
し
か
も
上
述
の
と
お
り
極
め
て
多
種
多
様
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

も
っ
て
な
る
旧
蔵
書
の
全
体
を
、
ほ
ぼ
一
括
し
た
か
た
ち
で
調
査
し
目
録
化
で
き
る
ケ
-

ス
は
、
そ
う
多
く
あ
る
こ
と
で
は
な
い
。
今
後
へ
新
三
原
市
立
図
書
館
に
保
管
収
蔵
さ
れ

て
い
る
若
干
の
昭
和
戦
前
期
以
前
の
図
書
資
料
も
加
え
る
こ
と
で
'
こ
れ
ま
で
に
な
い
目

録
、
す
な
わ
′
ち
文
化
研
究
資
料
の
情
報
提
供
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
研
究
代
表
者

は
平
成
1
 
4
年
、
こ
れ
も
某
氏
よ
り
寄
託
を
う
け
た
福
山
藩
儒
門
田
尭
佐
・
杉
東
旧
蔵
書
を

主
と
す
る
約
3
5
0
点
に
お
よ
ぶ
近
世
未
明
治
初
期
の
版
本
類
に
つ
い
て
、
目
録
m
成

の
う
え
公
表
し
た
(
「
備
前
邑
久
岩
佐
家
旧
蔵
書
(
広
島
大
学
国
語
文
化
教
育
学
講
座
「
岩

佐
文
庫
」
)
　
目
録
」
　
[
『
調
査
研
究
報
告
』
F
3
'
国
文
学
研
究
資
料
館
へ
平
成
1
 
4
年
1
 
1
月
発

行
]
)
が
、
そ
う
し
た
備
後
地
域
の
文
化
研
究
、
知
の
様
態
を
め
ぐ
る
考
察
に
も
、
本
研

究
は
今
ひ
と
つ
の
情
報
を
提
供
し
'
あ
ら
た
な
局
面
を
み
ち
び
く
こ
と
に
な
ろ
う
0

本
寄
託
書
に
は
多
教
科
に
わ
た
る
多
様
な
教
科
書
・
指
導
書
・
参
考
書
類
も
含
ま
れ
'

な
か
に
は
多
量
の
書
き
込
み
を
も
っ
た
も
の
も
あ
る
。
カ
ル
チ
ユ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

が
近
代
の
知
を
は
ぐ
く
ん
だ
教
育
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
は
周
知
の
と
お
り
だ
が
'
本

研
究
は
教
科
教
育
史
研
究
に
も
資
料
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
へ
　
そ

う
し
た
近
代
教
育
史
を
取
り
込
ん
だ
文
化
研
究
に
も
多
く
の
寄
与
を
な
し
う
る
は
ず
で
あ

る
。
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■
報
告
書
の
構
成

本
報
告
書
は
、

第
-
部
　
広
島
県
三
原
市
立
図
書
館
旧
蔵
寄
託
図
書
目
録
(
稿
)

第
Ⅱ
部
　
広
島
県
三
原
市
立
図
書
館
旧
蔵
寄
託
図
書
に
よ
る
言
述
研
究

第
Ⅲ
部
　
関
連
資
料

か
ら
な
る
。

第
-
部
「
広
島
県
三
原
市
立
図
書
館
旧
蔵
寄
託
図
書
目
録
」
　
は
本
研
究
の
核
と
な
る
も

の
で
あ
る
。
科
学
研
究
費
補
助
金
交
付
以
前
か
ら
の
書
誌
調
査
を
加
え
て
編
集
し
た
。
分

類
は
、
本
寄
託
図
書
の
性
格
を
勘
案
し
て
、
以
下
の
通
り
と
し
た
(
算
用
数
字
は
ペ
ー
ジ

敬
)
0J

単
行
本
　
　
-
L
O
O
>
　
(
I
五
八
五
点
)

□
叢
書
　
　
-
L
C
　
　
三
四
六
点
)



□
全
集
　
H
-
-
1
0
　
(
四
五
点
)

□
文
庫
　
　
-
c
o
　
(
三
三
種
)

□
新
書
・
選
書
・
全
書
　
1
　
(
一
五
種
)

ロ
伝
記
類
　
　
~
c
o
　
(
一
五
五
点
)

□
辞
書
・
事
典
へ
　
写
真
帖
へ
　
図
録
・
複
製
　
-
<
N
　
(
三
一
点
)

書
雑
誌
　
　
　
蝣
t
-
i
c
o
　
(
一
〇
五
種
)

□
報
告
書
類
　
　
-
^
　
(
五
六
点
)

□
法
令
・
統
計
　
1
-
I
・
-
-
1
-
I
l
-
I
　
(
一
六
五
種
)

ロ
地
方
関
連
資
料
　
(
旅
行
案
内
・
商
工
会
・
要
覧
　
　
　
-
^
r
　
(
八
七
点
)

ロ
ノ
ー
ト
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
類
　
1
　
(
七
点
)

書
教
育
/
小
学
校
教
科
書
　
　
-
c
o
　
(
六
三
点
)

□
教
育
/
中
学
校
・
師
範
学
校
　
　
　
I
C
O
　
(
二
七
三
点
)

ロ
教
育
/
高
等
女
学
校
　
　
・
(
M
　
(
四
三
点
)

□
教
育
/
実
業
学
校
　
　
-
0
3
　
(
二
七
点
)

□
教
育
/
そ
の
他
学
校
　
　
-
<
M
　
(
一
四
点
)

□
教
育
/
学
習
参
考
書
類
　
-
L
O
　
(
一
〇
三
点
)

□
教
育
/
教
育
学
等

□
教
育
/
教
授
資
料

口
教
育
/
教
科
関
連

□
教
育
/
受
験
案
内

□
教
育
/
専
門
書

・
サ
　
(
一
六
六
点
)

・
蝣
s
T
　
(
七
五
点
)

^
　
(
I
〇
二
点
)

1
　
(
二
〇
点
)

・
I
N
　
(
六
一
点
)

総
計
三
五
〇
〇
点
余
り
六
〇
〇
〇
冊
近
く
に
お
よ
ぶ
図
書
に
つ
い
て
詳
細
な
書
誌
調
査
を

お
こ
な
い
'
そ
れ
ら
を
デ
ー
タ
入
力
し
た
が
へ
　
本
報
告
書
に
は
、
紙
幅
の
関
係
上
、
電
子

フ
ァ
イ
ル
に
入
力
し
た
書
誌
デ
ー
タ
の
う
ち
か
ら
概
要
を
知
る
上
で
必
要
な
事
項
の
み
を

抽
出
し
た
　
「
簡
易
目
録
」
　
を
掲
載
L
へ
　
詳
細
目
録
は
C
D
版
で
添
付
す
る
こ
と
と
し
た
。

吾
人
・
印
記
等
の
情
報
は
C
D
版
を
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
、
当
初
は
三
原
市
立
図
書
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
明
治
～
昭
和
戦
前
期
図
書
に
つ
い

て
も
組
み
込
む
予
定
だ
っ
た
が
未
調
査
の
も
の
が
多
く
、
混
乱
を
恐
れ
て
今
回
の
目
録
に

は
入
れ
て
い
な
い
。
ま
た
へ
　
あ
ら
た
に
寄
託
を
受
け
た
図
書
に
未
調
査
の
も
の
も
あ
り
、

そ
れ
ら
は
今
後
増
補
す
る
予
定
で
あ
る
。
「
稿
」
　
と
し
た
所
以
で
あ
る
。

本
日
録
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
村
山
太
郎
・
井
上
泰
の
両
君
中
心
に
、
渡
辺
心
　
T
H
A
I

T
H
I
 
B
I
N
H
 
A
N
　
豊
田
晃
・
竹
本
正
子
・
上
杉
香
菜
・
奥
美
里
・
池
田
有
希
'
・
加
藤
健

伍
・
古
田
尚
行
二
両
橋
共
・
中
塚
恵
理
の
大
学
院
学
生
、
岡
本
真
由
美
・
水
本
文
美
・
柏

原
佑
紀
・
遠
城
千
晶
・
藤
原
優
子
・
井
波
真
吾
・
岡
嶋
智
恵
子
・
岡
本
絵
里
・
川
辺
乃
有

季
・
谷
尻
奈
美
の
学
部
学
生
の
協
力
を
得
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。

第
Ⅱ
部
　
「
広
島
県
三
原
市
立
図
書
館
旧
蔵
寄
託
図
書
に
よ
る
言
述
研
究
」
　
と
し
て
は
う

研
究
年
度
中
に
公
表
し
た
論
文
の
内
か
ら
、
本
資
料
を
直
接
に
使
用
し
た
二
論
考

O
　
「
近
代
金
言
集
三
種
」

『
P
r
o
b
l
e
m
a
t
i
q
u
e
^
>
』
へ
　
B
.
堅
甲
同
人
プ
ロ
プ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク
　
平
成
1
7
年
1
0
月

O
　
「
今
昔
物
語
集
と
近
代
-
学
術
・
小
説
・
教
科
書
」

『
国
語
教
育
研
究
』
　
　
　
　
　
　
　
広
島
大
学
国
語
教
育
会
　
平
成
2
0
年
3
月

を
転
載
し
た
。
後
掲
の
他
論
考
も
言
述
研
究
の
一
環
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
'
本
補
助

金
に
よ
る
間
接
的
な
成
果
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

な
お
へ
　
本
寄
託
図
書
を
用
い
た
研
究
期
間
以
前
の
論
考
は
以
下
の
通
り
。

O
　
「
(
資
料
紹
介
・
解
説
)
　
『
莫
東
防
共
/
自
治
政
府
排
日
教
科
書
改
訂
事
業
　
/
附

北
支
に
於
け
る
教
育
工
作
の
重
要
性
』
　
(
昭
和
1
2
年
5
月
刊
)
」

『
P
r
o
b
l
e
m
a
t
i
q
u
e
別
巻
1
』
、
p
p
甲
興
同
人
プ
ロ
プ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク

平
成
1
4
年
3
月

O
　
「
(
資
料
紹
介
・
解
題
)
　
「
教
育
勅
語
ノ
御
趣
意
」
」

『
p
r
o
b
l
e
m
a
t
i
q
u
e
H
』
口
絵
解
説
へ
　
p
p
l
、
同
人
プ
ロ
プ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク

平
成
1
4
年
7
月

O
　
「
(
資
料
紹
介
・
解
題
)
　
『
東
方
文
化
事
業
総
委
員
会
並
北
平
人
文
科
学
研
究
所
の
概

況
』
　
(
昭
和
1
 
0
年
8
月
刊
)
」

『
P
r
o
b
l
e
m
a
t
i
q
u
e
』
　
Ⅳ
口
絵
解
説
へ
　
H
-
i
-
i
-
c
o
へ
　
同
人
プ
ロ
プ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク

平
成
1
5
年
7
月

O
　
「
(
資
料
紹
介
・
解
題
)
　
(
『
西
教
十
誠
真
論
』
第
六
誠
)
　
『
自
殺
復
讐
戦
争
等
之
論
』

(
明
治
1
4
年
2
月
刊
)
」

『
P
r
o
b
l
e
m
a
t
i
q
u
e
^
』
、
監
・
5
'
同
人
プ
ロ
プ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク
　
平
成
1
5
年
7
月

O
　
「
(
資
料
紹
介
・
解
題
)
　
『
学
位
録
』
　
(
明
治
3
3
年
3
月
3
1
日
調
)
」

『
p
r
o
b
l
e
m
a
t
i
q
u
e
J
>
』
　
g
E
.
堅
2
4
6
同
人
プ
ロ
プ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク
　
平
成
1
6
年
7
月

ま
た
、
翻
刻
紹
介
を
依
頼
し
て
な
っ
た
論
考
に
も

○
川
口
隆
行
　
「
伊
能
嘉
矩
著
『
増
補
訂
正
　
戦
時
教
育
策
　
附
戦
勝
後
の
教
育
』
　
(
明

治
2
8
年
刊
)
、
陸
軍
省
編
纂
『
支
那
時
局
に
関
す
る
美
談
逸
話
集
』
(
昭
和
3
年
刊
)
」
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『
P
r
o
b
l
e
m
a
t
i
q
u
e
H
』
p
p
.
墾
墾
同
人
プ
ロ
プ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク
　
平
成
1
4
年
7
月

第
Ⅲ
部
「
関
連
資
料
」
は
目
録
作
成
の
際
に
補
助
資
料
と
し
て
用
意
し
た
も
の
で
あ
る
。

O
　
「
近
代
日
本
学
校
教
育
に
お
け
る
学
科
目
名
一
覧
　
(
稿
)
」

『
P
r
o
b
l
e
m
a
t
i
q
u
e
　
』
、
g
E
畢
=
'
同
人
プ
ロ
プ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク
　
平
成
1
8
年
1
0
月

を
転
載
し
、

○
学
校
制
度
年
表

○
法
令
各
種
　
「
国
語
科
」
　
関
連
記
事
年
表

を
掲
載
し
た
。

■
こ
の
度
の
補
助
金
交
付
に
よ
る
目
録
作
成
を
も
っ
て
よ
う
や
く
寄
託
図
書
の
輪
郭
を
知

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
本
資
料
を
利
用
し
た
研
究
は
今
後
に
侯
つ
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

増
補
修
訂
版
の
完
成
を
急
ぐ
と
と
も
に
へ
　
そ
れ
を
W
 
e
b
上
に
公
開
す
る
な
ど
し
て
本
資

料
の
利
用
を
広
く
呼
び
か
け
る
こ
と
と
し
た
い
。

最
後
に
本
研
究
遂
行
の
た
め
に
図
書
室
へ
ゼ
ミ
室
な
ど
の
使
用
を
許
さ
れ
た
広
島
大
学

大
学
院
国
語
文
化
教
育
学
講
座
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。

■
キ
ー
ワ
ー
ド

近
代
、
地
方
図
書
館
、
目
録
、
言
述
研
究
、
教
科
教
育
史
)

事
研
究
組
織

研
究
代
表
者
　
竹
村
信
治
(
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
授
)

研
究
分
担
者
　
な
し

■
交
付
決
定
額

円牡早顔檎

n

&

平 早 早

年

度

成 成 成

十 十 十

九

(

八
.
(

七

(
2 ウー 2

0 0 0

0 0 0

7 6 in

〉
年

)
.年

)
年

度 皮 皮

二

、

六 七 -p

一

、
± 直

0 0 0 0 妾..I
0

、

0

、

0

、

0

、

経

費

.
′0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

二
二

-
二

0 0

間

0

、

0

0

0

0

、

0

0

0

接

経

費

二

、

八 九 七
'

I
I

合

計

- - 0 0

0

、

0

、

0

、

0

、

0 0 o 0

0 0 o 0

0 0 0 0

■
研
究
発
表

○
雑
誌
論
文
(
い
ず
れ
も
研
究
担
当
者
の
単
著
。
査
読
な
し
)

・
「
近
代
金
言
集
三
種
」

『
P
r
o
b
l
e
m
a
t
i
q
u
e
!
>
』
へ
　
&
2
-
墾
同
人
プ
ロ
プ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク
　
平
成
1
7
年
1
0
月

・
「
〟
東
ア
ジ
ア
漢
字
文
化
圏
″
構
想
へ
の
瀬
踏
み
」

『
文
学
』
6
・
6
t
 
g
E
甲
9
1
、
岩
波
書
店
　
平
成
1
7
年
1
1
月

二
善
通
寺
聖
教
類
調
査
留
書
-
付
へ
法
遵
手
沢
『
茶
山
先
生
詩
稿
六
十
首
』
翻
刻
-
」

『
善
通
寺
教
学
振
興
会
紀
要
』
日
へ
p
p
.
早
璽
善
通
寺
教
学
振
興
会

平
成
1
7
年
1
2
月

・
「
[
資
料
紹
介
・
翻
刻
]
『
文
献
報
国
』
第
一
巻
第
二
号
(
図
書
館
大
会
号
へ
朝
鮮
総

督
府
図
書
館
へ
　
昭
和
十
年
十
二
月
二
十
六
日
刊
)
」

『
P
r
o
b
l
e
m
a
t
i
q
u
e
別
巻
2
』
、
現
車
　
同
人
プ
ロ
プ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク

平
成
1
8
年
3
月

・
「
近
代
日
本
学
校
教
育
に
お
け
る
学
科
目
名
l
覧
(
稿
)
」

『
P
r
o
b
l
e
m
a
t
i
q
u
e
　
』
、
肝
　
　
同
人
プ
ロ
プ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク

平
成
1
8
年
1
0
月

二
伊
勢
物
語
　
「
芥
川
」
　
段
小
考
」

『
国
語
教
育
研
究
』
　
　
O
h
墾
1
0
0
広
島
大
学
国
語
教
育
会
　
平
成
1
9
年
3
月

・
「
『
打
開
集
』
-
『
今
昔
物
語
集
』
と
の
類
縁
性
顕
著
」

『
国
文
学
・
解
釈
と
鑑
賞
』
第
九
l
五
号
へ
　
&
o
N
-
興
至
文
堂
　
平
成
1
9
年
8
月

二
今
昔
物
語
集
と
近
代
-
学
術
・
小
説
・
教
科
書
」

『
国
語
教
育
研
究
』
　
　
c
v
c
-
-
。
。
'
広
島
大
学
国
語
教
育
会
　
平
成
2
0
年
3
月

○
図
書
　
(
い
ず
れ
も
研
究
担
当
者
の
単
著
論
文
)

二
類
衆
と
想
起
-
『
枕
草
子
』
の
言
述
・
続
考
」

浜
口
俊
裕
・
古
瀬
雅
義
編
『
枕
草
子
の
新
研
究
』
へ
　
毘
-
叩
新
典
社

平
成
1
8
年
5
月

二
メ
デ
ィ
ア
・
媒
体
-
絵
画
を
中
心
に
」
　
(
コ
メ
ン
ト
)

中
世
文
学
会
編
『
中
世
文
学
研
究
は
日
本
文
化
を
解
明
で
き
る
か
』
へ
　
抑
堅
甲
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笠
間
書
院

平
成
1
 
8
年
1
 
0
月

・
「
説
話
と
通
過
儀
礼
」

小
嶋
菜
温
子
編
『
(
平
安
文
学
と
隣
接
諸
学
3
)
王
朝
文
学
と
通
過
儀
礼
』
へ
　
g
E
堅

1
 
5
'
竹
林
舎

平
成
1
9
年
1
 
1
月

○
資
料
紹
介
　
(
い
ず
れ
も
研
究
担
当
者
の
単
著
。
査
読
な
し
)

二
北
畠
豊
彦
氏
寄
託
「
原
爆
死
没
者
慰
霊
碑
碑
文
色
紙
」
　
(
昭
和
3
2
年
末
～
3
3
年
頃
)

解
題
」『

p
r
。
b
】
e
m
a
t
i
q
u
e
 
E
>
』
　
口
絵
解
説
、
a
-
-
*
-
'
同
人
プ
ロ
プ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク

平
成
1
7
年
1
0
月

二
(
資
料
紹
介
・
解
題
)
　
「
明
月
記
」
　
関
連
資
料
断
簡
」
　
(
今
井
明
と
の
共
著
)

『
P
r
o
b
l
e
m
a
t
i
q
u
e
　
』
口
絵
解
説
、
叩
<
-
X
、
同
人
プ
ロ
プ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク

平
成
1
8
年
1
0
月

○
研
究
報
告
書
　
(
い
ず
れ
も
査
読
な
し
)

・
「
詩
教
材
と
し
て
の
和
歌
」

『
中
等
教
育
に
お
け
る
教
科
内
容
の
開
発
と
そ
の
指
導
に
関
す
る
研
究
』
第
1
章

第
2
節
、
g
:
畢
S
'
平
成
1
7
年
度
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
リ
サ
ー
チ

・
オ
フ
ィ
ス
経
費
に
よ
る
研
究
　
(
研
究
代
表
‥
竹
村
信
治
・
演
口
修
・
今
岡
光

範
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
1
8
年
3
月

二
こ
れ
か
ら
の
教
育
実
習
-
国
語
科
に
お
け
る
教
育
実
習
指
導
の
研
究
(
1
)
　
「
実
習

の
現
場
で
生
起
す
る
出
来
事
」
-
」
　
(
広
島
大
学
附
属
福
山
中
高
等
学
校
国
語
科
と

の
共
著
)

『
学
部
・
附
属
学
校
共
同
研
究
紀
要
』
　
　
a
響
S
r
広
島
大
学
学
部
・
附
属

学
校
共
同
研
究
機
構
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
1
8
年
3
月

・
「
古
典
学
習
論
-
「
親
し
む
」
　
か
ら
　
「
考
え
る
」
　
へ
の
展
開
の
た
め
に
-
」

『
中
等
教
育
に
お
け
る
教
科
教
育
内
容
と
そ
の
指
導
に
関
す
る
研
究
』
第
1
章
第

2
節
、
c
v
-
i
・
4
8
、
平
成
1
8
年
度
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
リ
サ
ー
チ
・

オ
フ
ィ
ス
経
費
に
よ
る
研
究
　
(
研
究
代
表
‥
今
岡
光
範
・
竹
村
信
治
・
溝
口
修
)

平
成
1
9
年
3
月

・
「
こ
れ
か
ら
の
教
育
実
習
-
国
語
科
に
お
け
る
教
育
実
習
指
導
(
2
)
　
「
授
業
者
の
と

し
て
の
学
び
の
具
体
と
実
習
指
導
の
あ
り
方
」
　
-
」
　
(
広
島
大
学
附
属
福
山
中
高
等

学
校
国
語
科
と
の
共
著
)

『
学
部
・
附
属
学
校
共
同
研
究
紀
要
』
　
　
a
畢
間
'
広
島
大
学
学
部
・
附
属

学
校
共
同
研
究
機
構
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
1
9
年
3
月

・
「
古
文
学
習
論
-
　
「
読
解
力
」
　
育
成
に
向
け
た
5
段
階
学
習
1
」

『
高
等
学
校
に
お
け
る
教
科
指
導
研
究
』
第
1
章
第
2
節
へ
　
g
E
窄
冥
平
成
1
9

年
度
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
リ
サ
ー
チ
・
オ
フ
ィ
ス
経
費
に
よ
る
研
究

(
研
究
代
表
-
潰
口
修
・
竹
村
信
治
・
今
岡
光
範
)
　
　
　
　
　
平
成
2
0
年
3
月

・
「
こ
れ
か
ら
の
教
育
実
習
-
国
語
科
に
お
け
る
教
育
実
習
指
導
(
3
)
　
「
単
元
別
授
業

力
獲
得
モ
デ
ル
の
提
示
と
今
後
の
実
習
指
導
の
あ
り
方
　
(
1
)
」
　
-
」

『
学
部
・
附
属
学
校
共
同
研
究
紀
要
』
　
　
　
　
里
S
'
広
島
大
学
学
部
・
附
属

学
校
共
同
研
究
機
構
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
2
0
年
3
月

○
教
科
書

・
『
中
学
校
国
語
1
』
⑤
文
化
・
歴
史
「
時
を
こ
え
て
」
、
陣
。
S
^
D
及
び
指
導
書
、
共

編
著
、
学
校
図
書
　
平
成
1
8
年
2
月
検
定

・
『
中
学
校
国
語
2
』
⑤
文
化
・
歴
史
「
時
の
中
で
」
へ
　
g
E
堅
1
 
7
2
及
び
指
導
書
、
共
編

著
、
学
校
図
書
　
平
成
1
8
年
2
月
検
定

・
『
中
学
校
国
語
3
』
⑤
文
化
・
歴
史
「
今
に
向
か
っ
て
」
、
・
。
o
^
及
び
指
導
書
、

共
編
著
、
学
校
図
書
　
平
成
1
8
年
2
月
検
定

○
研
究
発
表
へ
　
等

*
研
究
発
表
'

・
「
香
川
県
善
通
寺
蔵
『
茶
山
先
生
詩
稿
六
十
首
』
　
(
法
遵
手
沢
)
　
を
め
ぐ
っ
て
」

第
5
回
古
典
研
究
会
へ
　
於
福
岡
大
学
へ
　
古
典
研
究
会
へ
　
平
成
1
8
年
6
月
1
0
日

二
伊
勢
物
語
　
「
芥
川
」
　
段
小
考
」
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第
4
8
回
広
島
大
学
国
語
教
育
学
会
へ
　
於
広
島
大
学
、
広
島
大
学
国
語
教
育
会

平
成
1
 
8
年
8
月
日
日

*
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・
「
中
世
文
学
と
パ
ロ
デ
ィ
」

中
世
文
学
会
第
1
0
2
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
中
世
文
学
と
パ
ロ
デ
ィ
」
へ
於
国
際

基
督
教
大
学
へ
　
中
世
文
学
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
1
9
年
6
月
2
日

*
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

・
「
中
世
文
学
研
究
は
日
本
文
化
を
解
明
で
き
る
か
」

中
世
文
学
会
創
設
5
0
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
「
中
世
文
学
研
究
の
過
去
・
現
在

・
未
来
」
　
第
2
分
科
会
　
「
メ
デ
ィ
ア
・
媒
体
-
絵
画
を
中
心
に
」
　
コ
メ
ン
テ
ー
タ

ー
、
於
青
山
学
院
大
学
、
中
世
文
学
会
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
1
7
年
5
月
2
8
日

*
講
演

・
「
高
校
生
に
古
典
教
材
で
何
を
学
ば
せ
る
か
」

広
島
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
国
語
部
会
「
国
語
教
育
を
考
え
る
会
」
　
於
広
島

・
呉
三
津
田
高
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
1
7
年
8
月
2
2
日

二
古
典
に
親
し
む
態
度
を
育
て
る
指
導
と
評
価
の
在
り
方
」

中
学
校
二
両
等
学
校
「
古
典
に
親
し
む
態
度
を
育
て
る
」
　
国
語
研
究
講
座
　
於
山

口
県
教
育
研
修
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
1
7
年
1
0
月
5
日

・
「
和
歌
を
読
む
と
は
」

広
島
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
国
語
部
会
「
国
語
教
育
を
考
え
る
会
」
　
於
広
良

・
呉
三
津
田
高
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
1
8
年
8
月
2
1
日

二
高
等
学
校
古
典
教
育
の
課
題
-
教
師
の
語
り
」

広
島
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
国
語
部
会
「
国
語
教
育
を
考
え
る
会
」
　
於
広
島

・
呉
三
津
田
高
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
1
9
年
年
7
月
2
3
日
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□教育/教科関連　1-4
□教育/受験案内　1

□教育/専門書　1-2
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調査番号 通番 書名.
巻
冊

細 目
冊
敬

著者名 発行所 . 初版発行年 ra 発行年 一蝣ff

18-03429 I 史籍年表 1 伴信友 文源一堂 弘化2年夏6月 求板 明治16年6月

19-00498 2 陰陽両麿比較表
[大陰暦 一百零一年間′太陽暦

一百二十九年間]
1 中上彦次郎 明治6年11月 初版 滞井常四郎

19-00977 3 西南記樽
-tm

1
1 黒龍会本部 黒龍会本部 明治11年11月28日 訂正

再版
明治42年4月20 日稲泉量四郎

19-00978 西南記停
上巻

2
1 異能会本部 黒龍骨本部 明治11年11月28 日 訂正

再版
明治42年4月20日稲泉量四郎

17ー01046 西南記侍
下巻

1
1 黒龍会本部 黒龍骨本部 明治44年4月1日 初版 稲泉量四郎

17-01047 西南記樽
下巻

o
1 黒龍会本部 黒龍会本部 明治44年4月1日 初版 稲泉量四郎

揮井常四郎
沖守八

18-04282 4 育幼州 1 ダツレー 今村謙吉 明治13年6月8日 初版
18一03078 5 新約全書 1 米国型香合社 明治14年 月 日

20ー25 6 自殺復讐戦争等之論 1
美圃派遣宣教師
事務局

美園派遣宣教師
事務局

明治14年2月 初版 直田秀吉

揮井常.四郎
薄井常四郎
揮井常四郎

19-Q1027 7 東京穴探 3 三篇 1 松村換 兎屋誠 明治14年3月5 日 初版
初版18-03217 8+耶蘇教園嘗論 M̂ KM X M M iK*E」3i 1 斎藤喜一郎 明治14年8月8 日

明治15年11月
18-02160 9 村田銃聴扱法 1 陸軍省 陸軍省 不明

17-00408 1.0 m Jfr 上 上巻 1
小川弘
旗野十一郎

暇成堂 明治I7年1月25日
(序)

初版 薄井常四郎 .

18-03332 一一福音史 ～名 基督言行録 1
イムプリー
井深梶之助訳

井深梶之助 明治17年9月30日 初版

蓮井常四郎
薄井常四郎
薄井常四郎

18-02301 ー2 HORY B IBLE 1 OXFORD 明治17年 初
18-046 12 13 地誌目録 1 内務省地誌訣 内務省地理局 明治18年2月 初版
17-00746 ー4 傭教略論 坐 1 南方啓澄 山本徳定 明治18年3月17 日. 初版

18-02777 ー5
[日本′支那′西洋]料理濁
案rt

全 1 吉田正太郎 明治19年11月 初版 滞井常四郎

薄井常四郎
薄井常四郎
頭書倶楽部
片山武夫
薄井常四郎
滞井常四郎
滞井常四郎

18-02451 16 真理金針. 三編 1L長沼清忠 、L 長沼清忠 明治20年1月14日 初版
明治20年5月.2日
明治23年12月5日P

18-03325 17 西国立志編 2 中村正直 自由閣 明拍20年1月21日 3版
18ー02049 ー8 【増補】社食進化論 1 有賀長雄 牧野善兵衛 明治20年2月 皇版
19-00372 19 [冠註傍解]注心躍 1 町元呑空 出雲寺文次郎 .明治20年6月10日 初版

18二02430 20 少年教魯演説 2 中島智教 中島智教 明治20年7月24日 初版
17-00690 2 1 日本僧侶の位置. 坐 1 小林淘 輿教書院 明治20年8月31日 初

18-02749 22.大経五番段講義 1 北儀蓮慧 山本明達堂 明治20年10月1日 初版

20- 168 23
[The OFFICIAL RULES/OF
CARD GAMES
Hoyle Upーto-Date

1 LEONARD R.GRACY
T虹 UNITED
STATES PLAYING
CARD COMPANY

1887 34版 1936 奥田

20-12 24
基督之心 合本 (二八
秤) [明治二一一三二年]
(墨書)

1霊魂の生れ轡り 全
米圃人キャラバ

ン
明治29年4月 初版 天野宜彦

20-12
基督之心 合本 (二八
冊) [明治二一一三二年]
(墨書)

2

SER姐0N SERIES. ( I )THE LOVE

OF GOD

1耶麻降生一千八百九十五年【講演
集]神の愛

J.C.血lber
本多庸一

メソジスト出版

′∠ゝ.コ耳
明治28年4月27日 初版 天野宣彦

単行本1



調査番号 通番 書名
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著者名 発行所 初版発行年 版 発行年 普

20-12
革督之心 合本 (二八
冊) 【明治二} 一三二年]
(墨書)

3
クリスマスの由来
A Short History of Christmas

耕書道人 (矢部
外次郎)

福音社 明治28年11月11日 初版 天野宜彦

20-12
基督之心 合本 (二八
冊).【明治二一一三二年]
(S ft )

4

HOE A CHURCH WAS MADE TO
PROSPER
教官の復興 (事実談)
[第百七十七耽]

ウヰン
毛利官治釈

基督教書類会社 再版 明治32年3月 天野宣彦

20-12
基督之心 合本 (二八
秤) 【明治二一一三二年】
(墨書)

5
CHRIST S GREAT PROMISE基督之
大なる約束

米囲宣教師事務
局.
I.D.DAVIS.D.D.
田村秀光 筆記

福音社 (今村謙
吉)

明治25年2月4 日. 初版 天野宜彦

20ーI軍
基督之心 合本 (二八
冊) [明治二一一三二年]
(墨書)

6
何故に基督教を倍ずる能はざる
辛 中田久昏 サX tl 明治29年11月25日 初版 天野宣彦

20-12

基督之心 合本 (二八
冊) [明治二「一三二年コ
(墨書)

7
The reasons why I berieve The
Devinity of Christ
基督の神たる事を侶ずる理由

田村直臣 田村直臣 明治24年4月13日 初版 天野宜彦

20-12
基督之心 合本 (三八
冊) [明治二一「三二年]
く墨書)

8 基督之心 松村介石
響醒壮 (福永文
之助)

明治24年6月18 日 初版 天野宜彦

20-12
基督之心 合本 (二八
冊) 【明治二一一三二年】
(墨書)

9

触e Story of the Crucifixion
十字架の基督 [第
二百二十二親1

ウイリアム、
ジョージ、スミ

ス

基督教書類骨社 明治32年12月 初版 天野宜彦

20-12
基督之心 合本 (二八
秤) 【明治二一- 三二年]

(4 JT& )
10

SERMON SERIES. CHRISTIAN ITY
AND LIFE
耶蘇降生一千八百九十五年[講演
集】基督教と生活

T.E.Slater
本多庸-

メソジスト出版
令

明治28年4月27日 初版 天野宜彦

20-12

基督之心 合本 (二八
冊) 【明治二一】三二年]
(墨書)

ll
TALKS WITH A SCEPTIC▼
懐疑者との談話
[第百「妹]

片山義行釈 基督教書類会社 明治29年11月 初版 天野宜彦

20-12

基督之心 合本 (二八
冊) [明治二一一三二年]
(墨書).

12

A SHORT INTRODUCTION TO
CHRISTIANITY AND TO THE STUDY
OF IT位 SCRIPTU王妃S
【基数聖書】研究之端緒
{第百四十七競]

ウイリアム、
ジョージ、スミ
ス

基督教書類会社 . 8版 明治32年2月 天野宜彦

20-12
基督之心 合本 (二八
冊) [明治二一一三二年]
(墨書)

13
翁問答
[第十四統]

ゼービ、ヘール
岩崎寛訳

基督教書帯食社 明治26年5月 初版 天野宜彦

20-12

20ー12.

基督之心 合本 (二八
冊) [明治二叫一三二年】
(墨書)

基督之心 合本 (二八
冊) [明治二一一三二年]
(墨書)

14

15

【増補三版】救之門

救之門

素軒逸史

素軒逸史

福音社 (今村凍
害)

福音社 (今村謙
吉)

明治25年1月5日

明治25年1月5日′

増補3
版

明治27年7月20 日天野宜彦

天野宜彦

単行本2
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20-12
基督之心 合本 (二八
冊) t明治二】一三二年]
(墨書)

16
[耶蘇降生一千八百九十二年]鳥
渡⊥青 第萱編

基督教書類骨社 冒4版 明治25年1月 天野宣彦

20-12

基督之や 合本 に 八
冊). [明治二一一三二年]
.(墨書)

17
[耶蘇降生一千八百九十二年]鳥

渡一書 第式編
基督教書類会社 20版 明治25年1月 天野宜彦

20-12

基督之心 合本 (二八
秤) .[明治二一一三二年]
(墨書)

18 愛は最上の賜なり
ヘンリー、ドラ

モンド
仁田植次郎訳

基督教書類食祉 明治22年6月13 日 再版 明治25年3月30日.天野宜彦

20-12
基督之心 合本 (二八
冊) f明治二一一三二年]
(墨書)

19 【通俗]天啓論 四方素訳
米国型教書類会
社

明治23年3月13日 初廠 天野宜彦

20-12
基督之心 合本 (二八
冊) 【明治二～一三二年]
(墨書)

20

THE SCRIPTURE UNION OF JAPAN
/LIST GF READING FOR 1902
【耶蘇降生千九百二年]聖書之友
日課表[明治三十五年】
[聖書之友創立第拾九年]

聖書之友合
聖書之友食 (印
行福音社)

明治34年 初版 天野宜彦

20-12
基督之心 合本 (二八
秤) [明治二d ～三二年】
(墨書)

21
[訂正〕基督教Pt 忠君愛圃 [附 神
儒備に封する意見]

宮川匪輝 野津半 明治26年3月25J日 初版 天野宜彦

20ー12
基督之心 合本 (二八
冊) [明治二～I 三二年]
(墨書)

22
SPIRITUAL POWER,HOW SHALL WE
GAIN IT?
神嚢的之力及其嘩長

米囲派遣宣教師
事務局
J.D.DAVIS.D.D.
上田周太郎 筆
記

福音社 (今村謙
普)

明治24年4月20日 初版 天野宣彦

20ー12

基督之心 .合本 (二八
冊) [明治二～一三二年]
(墨書)

23 【基督教叢書]悟仰の標準 全 植村正久訳 南海堂 明治25年3月23日 初版 天野宣彦

2l0- l2

基督之心 合本 (二八
秤) 【明治二一一三二年】
(9 * )

24 園と基督教 太田惣事 池田書店 明治23年9月3日 初版 天野宣彦

20-12
基督之心 合本 (二八
冊) [明治二一一三二年】
(墨書)

25 キリスト教の主意略説
タプリユー、

ヱ一、デビス

福音社 (今村諌
早)

明治29年4月 初版 天野宣彦

20ー12
基督之心 合本 (二八
秤) [明治二一一三二年]
(墨書)

26
【耶蘇降世千八百九十年]基督敬

三綱嶺

米固派遣宣教師
事務局

福音社 5版 明治23年5月 天野宣彦

20-12
基督孝心 合本 (二八
冊) [明治二一- 三二年]
(墨書)

27

CONVERSAT IONS with a Temple
Keeper
廟祝問答
[耶麻降生千八百九十年′明治二
十三年]

バヲ
倫敦聖教書類禽
社

明治23年 初版 天野宣彦

20-12

25

基督之心 合本 (二八
冊) [明治二一q 三二年〕 28 耶蘇教略解 全 瀬川沫訳

米囲聖教書類会
社

明治21年5月15日 初版 天野宜彦

工8【03326
.(墨書)
西国立志編

中村正直 野村銀次郎 明治21年1月 初版 小林連

単行本3



調査番号 ilfi flf 書名
&

冊
細目.

冊

Ik
著者名 'id (if 初版発行年 版 発行年 者

17-00783 26 t改正]西周立志縮 1 中村正直 倫敦出版 . 不明 花井斐夫

18ー03347 27 [近世偉業ユ日本立志編 1 阿部秀吉 自由蘭共和書店 明治21年2月 初版 伊達患教

18-03205 28 出雲問答 全 千家蔵 1
佐々木幸見
吉川健五郎

明治21年3月8日 8版 大正9年5月12 日

18ー04323 29 退去目録 1 尾崎行雄
集成社
博文堂

明治21年4月17 日 初版

19-010 26 30 大日本帝国之行末 全 1撃常居士 赤松市太郎 明治21年4月29 日 初版 揮井常四郎

17-00560 31 【伊蔓仏英米]五大園漫逓 1
ボスウェル
山本憲一 訳

富山房 明治21年7月3、日 3版 明治23年6月13日薄井常四郎

18-04569 、3亘西国立志編 原名自助論 1
スマイルス
中村正直訳

岡本仙助 明治21年11月7 日 再版 明治24年7月13日鐸井常四郎

18-02330 33 [引照]者新約全書 1 大英国聖書骨社 明治22年 沖守人

18-03428 34 [新橋妓苑]群芳新譜 I M L 博文堂 明治㌶年2月1日
訂正
再版

明治22年2月21日天野宜彦

18-02164 35 真神を借ずる理由
醜y d0 工Believe/There is a
God?

1 田村直臣 田村直臣 明治22年9月11日 初版 輝井常四郎

18-02573 36
W王LLIAM P ITT/AND/EARL
OF CHATHAM

1 LORD MACAULAY
Longmans,
Green, & Co.

明治23年 初版 泉田秀吉

18-03387 37 [日本名婦]百人博 1 志水鳩峰 .川勝鴻宝堂 明治23年5月10日P初版 揮井常四郎

18-02048 38 日本大家演説 坐 1 篠田正作 図書出版骨社 明治23年9月4日 3版 明治24年1月20 日花井斐夫

17-00441 39 [古今昔歴] 日本七傑倦 附 日本七大忠勇肖像入 1 今井道雄 賛文軒 明治24年2月3日 再版 明治25年7月10 日泉田秀吉

19-00892、 40 Pl表紙剥離]J 1 小島功一 小畠功一 明治l24年3月22日 初版

18-02820 4 伏敵編. 1 唐様賢光 吉川半七 明治24年11月2日 3版 明治25年3月1日薄井常四郎

18-02819 42 伏敵編
附録 靖方潮源 竹崎季長 蒙
古襲来絵詞 1 磨橋賢光 吉川半七 明治24年11月2日 3版 明治25年3月1日揮井常四郎

18-03486 43 支那歴史 1 前橋孝義 富山房 明治24年11月7日 初版 得能利統

17-01165 44 加賀藩勤王始末 ..1 横地永太郎 志士敬賛舎 明治24年11月30 日 2版 昭和4年2月20 日.

20-132 45 鞄庵十種 1 栗本鋤雲
報知社 (斎藤清
之丞)

明治25年3月26 日 初版 花井斐夫

18ー02166 46 自治行政論 . 1 都筑馨六 東洋社 明治25年6月18 日 初版 滞井常四郎

18-02240 47 不妄監理談 1 石川敬直 明治25年9月10 0 初版 滞井常四郎

18132727 4 8 幕府衰亡諭 1 福地源一郎 民友社 明治25年12月1.日 、2版 明治26年1且23日讃書倶楽部

17-01276 49 千島探敬 i 笹森儀助 笹森儀助 明治26年2月10 日 初版 薄井常四郎

17-01179 50 基督信徒のなぐさめ .1 内村鑑三 警醒社 明治26年2月25 日 3版 明治29年12月1日薄井常四郎

19-00349 5ー[式覚博識】藻草速成 1 三輪文次郎 静観堂 明治26年6月16 日 再版 明治26年8月24 日片山武夫

17-01166 52
天路歴粒 PILG由M,S

PROGRESS
1
J0脚 BUNYAN
ff.F.WHITE訳

基督教書類会社 . 不由 3廠 明治26年12月.薄井常四郎

17-00208 53 甘韓交通史= 全上世史′中世史/近世史 1 服部徹 博聞社 明治27年7月30 日 初版 浮井常四郎

18-03180 54 日清曾静 1 木野村政徳 日清協舎 明治27年9月17 日 7版 明治33年6月.28日沖寺八

18-03006 55 日本風景論 1 志賀重昂 政教社 明治27年10月27日 3版 明治28年3月3.日滞井常四郎

19ー00076 日本風景論 1志賀重昂 政教社 明治27年10月27日 3版 明治28年3月4日揮井常四郎

18-02260 56 基督教証接論 1
マーク.ホプキン
ス ′
4、林彦五郎訳

秀英舎 明治28年3月 初版 頭書倶楽部

‥19ー01031 云7 [ユングリン氏ノブへヒネ

ル氏]第一讃本
燭案内 直辞 1 田中廉二 若林政吉 明治28年3月1日 初版 滞井常四郎

単行本4
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19-00306 58 第二静思鎗録 2 垣田純朗 民友社 明治28年4月24月.初版 揮井常四郎
′±こ.19-01056 59 日光山沿革客記 坐 1彦坂湛照 輪王寺々務所 明治28年5月 初版 字都呂七五

18-03303 日光山沿革暑記 1 彦坂話照 輪王寺々務所 明治28年5月 5版 明治30年5月15 日富田俊一郎

17-00511 60 福音之大原理 1
ビート
和泉爾六訳

青山畢院賓業部. 明治28年6月25日 初版 蘭書倶楽部

17-00741 6ー[日本型公曾]祈稀書 1 明治28年10月 初版 門脇観次郎

19-00578 62 青年親族 1清水俊蔵
メソヂス ト出版
曾

明治28年12月25 日 初版 輝井常四郎

17-00752 63 十九世紀史 1

ロバ⊥ ト、.マツ
ケンヂー
幸田成友訳

博文館 明治29年2月2日 初版 蘭書倶楽部

18-04112 64 二千五百年史 1 竹越輿三郎 開拓社 明治29年5月28日 9版 明治33年10月18日富田利害

17-00715 65
[訂正′十九版】二千五百年
史

1 竹越輿三郎 甲拓社 P明治29年5月28日 19版 明治42年10月10日謹書倶楽部

17-00716 66 [増補訂正コ二千五百年史 全 1 竹越輿三郎 二酉社 明治29年5月28日
増訂
改版6

版

大正14年1月2 日東田秀吉

19-00549 67 般若心経和解 1 中村寂静
般若心経和解出
版所.

明治29年7月24日 初版 片山武夫

19-00002 68 [希伯東詩]心の緒琴 下 1 湯谷瑳一郎 教文館 明治29年7月25 日 初版 村上勘太郎

18ー02496 69
[法味愛染]鼻泉安心一口
さとし

1 安田忠麟 法城書院 明治29年10月10 日 初版 滞井常四郎

18-03257 70一書翰文大成 全 1 中部秋香 博文館 明治29年12月22日 4版 明治33年3月28日和田屋喜市

17-02302 7ー阿弥陀経園舎 1 竹川耕中 ..明治30年7月29 日 初版

19-00369 72 標註浄土三部摩 坐 1 輿教書院 明治30年9月15.日 初版 韓井常四郎

19-00043 73 十九堆紀外交史 1 平田久 民友社 明治30年10月1日 初版 小林連

20- 123 74 m w m ^ M M 1
米圃派遣宣教師.
事務膚

米国派遣宣教師 .
事務局

訂正9

. 版

明治31年1月滞井常四郎

18-04297 75 歩兵換典 1 大渉淵 昏々堂 明治31年3月15日 初版 滞井常四郎

18-04563 76 宗教と文畢 1 内村鑑三 響醒壮 明治31年3月28日 初版 薄井常四郎A
18-04235 77 [日魯交渉]北海道史稿 1.岡本柳之助. 田中三七 明治31年4月1日 再版 明治31年5月.23日薄井常四郎

18-04 177 78 修業立志編 1 慶鷹義塾 時事新報社 明治31年4月16 日 7版 明治31年11月15日望月大学
18ー02504 79 楽天禄 1 田口卯書 経済雑誌社 明治31年6月18 日 初版 有田青松

18ー04028 80 内地雑居論 1 デフォレスト 福永文之助 明治31年9月30 日 初版 薄井常四郎
18-02944 8†[安徳天皇]潜幸達蹟 1 高山昇 皇典講究所 明治31年1.0月5日 初版 高山昇

18-03161 82 【引照.]新約全書 1 大日本聖書館 大日本聖書館 明治32年 月 日 初版 門脇観次郎
18-03380 83 名流談海 1 大橋又太郎 博文館 明治32年3月25日 初版 揮井常四郎

18-04540 84 名流談海 1 大橋又太郎 博文館 明治32年3月25日 初版 望月大学

17-01054 85 家庭の鑑 . il l 堀内文麿 国光社 明治32年5月ユ2 日 3版 明治32年8月15 日

19ー00119 86 小仙郷 1 帝国法規出版
帝国法規出版
進運社

明治32年7月7日 初版 滞井常.四郎

18-02729 87 戦争と外交 1 伊藤芳松 兵事雑誌社 明治32年8月23日. 初版 宇都宮七五

18-04168 88 歩兵戦術 小隊中隊之部 1 高橋静虎 軍事教育会 明治32年8月25 日 初版 宇都宮七五

18-02934 89真宗通鑑 1 土屋詮教 九皐堂 明治32年8月29日 初版 薄井常四郎

17-00417 90 畢生立身策 1
プラッキー
田中次郎詩

博文館 明治32年10月20 日 初版 滞井常四郎
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17ー00759 91側面観 附 .逆臣之墳墓 1 地元半之助 岡崎屋書店 明治32年10月10 日. 初版 薄井常四郎

18-02768 92 校訂 落語全集 1 石橋助三郎 博文館 明治32年11月28 日 初版 津井常四郎

19一00655 93 修養録. 1 松村介右 響醒壮 明治32年11月30日 3版 明治32年 12月30日薄井常四郎

17-00294 94 藩牌之牌衆 附 教育之大計 1 外山正一 博文館 明治32年12月5日 初版 滞井常四郎

19-00641 95 HOLLY BIBLE 1
【大英国′北英囲]
聖書会社

明治32年12月5 日 初版 仲守人

19ー00640 HOLLY BIBLE 1
[大英国′北英国]
聖書会社

明治39年1月26日 16版 大正8年5月16日仲守人

18-03335 96
[伊藤侯′井上伯′山賄侯」
元勅談

1 中央新聞 文武堂 明治33年2月15日 初版 宇都宮七五

18-02758 97 m m m 人のゆく道 1 佐竹智鷹 黒道書院 明治33年5月5日 初版 揮井常四郎

18-04016 98 大日本画競考 附 諸国名解 1 高橋龍雄 同文館 明治33年7月15日 初版 薄井常四郎

17】01275 99 曹洞宗借徒日課祓諦法 1 木田観光 . 鴻盟社 明治33年7月16日
計.ll-fi

版
明治42年9月15 日得能利統

18-02319 一oo 醇畢通俗談 1 菅原如庵 小川尚典堂 明治33年7月28日 14版 大正4年4月15日伊達恵教

17-00205 10ー[列薗聯合】清固戦争昔記 1 福島粂 此柑欽英堂 明治33年9月.10 日 4版 明治34年7月10 日揮井常四郎

18-03236 102 [傭道初歩]蓉慈因果 .1 佐竹智応 婦人雑誌社 明治33年9月27日. 初版 薄井常四郎

16-00045 ー03 局部戦史 千八百七十年土ユイ附近ノ戦 1 杉村勇次郎 兵林館 明治33年11月14 .日 初版

18-02297 104 基督之神性 全 1
エチ . ピー . リ
ットン
吉村大次郎訳

日本聖公会出版
社

.明治33年1.1月24日 初版

18-02562 05 貧之朋友 1 宮崎右夫 内外出版協会 明治33年12月17日 初版 滞井常四郎

19-00135 106 〔日清戦後〕外交始末 1 開善次 三光社 昭和33年12月25 日 初版 薄井常四郎

18-02575 107 リビングストン 1
有島武郎
森本厚書

福永文之助 明治34年3月.29 日 2版 明治34年5月10日村上勘太郎

17-00148 108 本蘇寺派畢事史 1 前田慧雲撰 文明堂 明治34年4月8 日 初版 揮井常四郎

19-003 17 109 【本稿コ国史眼 全 1 目黒甚七 史草食 明治34年7月10日
改訂
再版

明治34年11月15日輝井常四郎

18-04155 110 欧米小観 1 大橋新太郎 博文館 明治34年7月.14日 初版 津井常四郎

18-040 11 11ー‥孔門之徳育 1 亘理章三郎 開発社 明漁34年7月18日 初版 片山武夫

18-02184 一一2 家庭の新風味 1 堺利彦 、l 内外出版協骨 明治34年8月28日 7版 明治36年9月1日請書倶楽部

18ー03271 一一3 〔訂正増補]財政と金融 第五版 1 KIW 仰坤 に 同文館 明治34年9月王3日
訂正
増補5

版
明治35年9月10 日音.田利吉

18-02985 114 [訂正増補]財政と金融 乾 第二十六版 1 田尻稲次郎 同文館 明治34年9月13日
訂正
増補
26版

大正3年9月18 日頭書倶楽部

17-01148 [訂正増補]財政と金融 坤 1 田尻稲次郎 . 同文舘 明治34年9月.13日

訂茸
増補

′26

大正3年9月18 日
三原親書倶楽
部

16-00043 1ー5.夜間戦闘ノ要嶺 1 平轡長 兵林館 明治34年9月25日 3版 明治35年9月20日

19†00639 116 績一年有半 1 中江鴬介 博文館 明治34年10月15.日 再版 明治34年10月18日薄井常四郎

19-00006 一一7 帝国議骨史 . 自叙 1工藤武重 有斐閣 明治3年年12月15 日 初版 宇都宮七五

19-00CM 4 帝国議曾史 1 1 工藤武重 有斐腕 明治34年12月15 日 初版 浮井常四郎

19-00171 帝国議骨史 2 1 工藤武重 戟兵書屋 明治36年5月8.日 初版 薄井常四郎

19ー00753 帝国蔑骨史 3 1.工藤武重 秀英舎 明胎39年10l月28 日 初版 富田利吉
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18ー03364 118 最近記憶法 1 駿姦隠士 大草館 明治35年1月20日 初版 薄井常四郎 .

18-04514 119 社食的教育策 1
高橋正熊
諸陶存

開発社 明治35年2月20日 畢版 宇都宮七五

17-00444 ー20 菅公事蹟 1 井上哲次郎 博文舘 明治35年3月15甘 初 薄井常四郎

17-00989 ー21 最英囲 1 好本督 言文社 明治35年4月1日 初版 薄井常四郎

19-00927 122 蒙古史 1 河野元三
東京軍門畢校出
版部

明治35年6月12日 初版 滞井常四郎

18→02388 123 羅馬拾王史 1
坂本健一訳
高田早苗編

東京専門撃校出
版部

明治35年7月28 日 初畢 滞井常四郎

19-00806 ー24 貯金のすゝめ 1 金森通倫 文明堂 明治35年9月8 日. 初版 薄井常四郎

17-00309 125 【増補】貯金のす めゝ 1 金森通倫 耳由堂 明治35年9月8 日 増

16壁
明治36年6月5日滞井常四郎

19-00807 [増補]貯金のす ゝめ 1 金森通倫 . 文明堂 明治35年9月9 日 増補

16版
明治36年6月5日薄井常四郎 P

18-02071 ー2.6 帝迦牟尼樽 1 井上哲治郎 文明堂 明治35年11月15日. 初塵 滞井常四郎

17-00020 輝迦牟尼停 1 井上哲次郎 文明堂 明治35年11月15日 初版 薄井常四郎 .

17-01213 127 NEW TESTA雌NT
THE NEW TESTAMENT OF OUR LORD
AND SAV IOUR JESUS CHIRIST

1
OXFORD PRINTED
THE UNIVERC ITY
PRESS

明治36年 初版 川口圃次郎

18I82076 ー28 北浦事情大全 上 1 前田政四郎 川流堂 明治36年1月24日 初版 勝島仙之介

1&-02581 ー29 明如上人達芳録 1 国光社 . 国光社 明治36年2月3 日 初版 薄井常四郎
18-02935 ー30 .我宗教 1 .トルス トイ 文明堂 明治36年3月14日 初版 津井常四郎

18-03408 ー31 + 九堆紀之隷書者 CaRlyle/Rusk主n/Tolstoi 1 柱谷天衆評 響醒壮 明治36年4月4日 初版 薄井常四郎

18【0275? ー32 the light of buddha 傭陀の光 1 黒田鼻洞
浄土宗第六教務
所

明治36年4月8 日 初版 滞井常四郎

17ー00397 133 H ft # 」fi/fH # 1石倉重細 博文館 明治36年9月15 日 初版 薄井常四郎

18-02030 ー34 【菊池前文相]演述. 九十九集 会 1 田所美治 ^ a * m w 明滑36年11月15日 初版 揮井常四郎

18-02936 135 宗教大観 1 宗教研究曾 鴻盟社 明治36年11月28 日 初版 揮井常四郎

11ト00859 ー36.
DIFFERENT主AL AND
INTEGRAL GALCULUS

1
WILLIAM ANTHONY
GRANVILLE…、他

GINN AND
COM PANY

明治3l7年 初版 . 明治44年

18-04045 137 【明治廿/七八年】日清戦史 m - m 1 参謀本部 . 育英会 噺治37年3月17日 初版 望月周三郎

19-00141 [明治廿/七八年]日清戦史 第三巻′第四巻 1参謀本部 参謀本部 明治40年3月15 日 初版 望月周三郎

19-00142 【明治廿/七八年】日清戦史 附蘭 1参謀本部 明滑40年3月15 日 初版 望月周三郎

19-00634 138 銃創論講義 1 芳賀粂次郎 南江堂書店 明治37年7月1月 初版

18ー03337 139 【開一′生面】日本海賊史 1 伊藤銀月 隆文館 . 明治37年11月7 日 5版 明胎39年2月1日伊藤恵教

17-01241 ー40 馬氏文通[上 . 下] 1 馬建忠 ′商務印書館 甲辰年12月 20版 中華民国18年3月

18-03166 14ー
Encyclopadie Der
Ph ilosoph
Wissenschaften

1 Georg Lasson
Verlag Von
Felix Meiner

明治38年 月 日 初版 林礼二郎

19lー01009 142 PROCEED王NGS OF THE
CENTRAL ASIAN SOCIETY

EXPANSION′HISTORYCALLY 1 BARON SUYEMATSU 明治38年1月11日 初版 滞井常四郎

19ー00049 ー43 冥想論 1 加藤熊一郎 東亜堂書房 明治38年2月4日 13版 明治43年10月20 日草野吾人0
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18-02ヰ98 144 【千歳ノ紀念】白露戦史 前編 上千歳′紀念]日露戦史 前編 1 都築高紹 帝国史拳骨 明治38年2月11日 10版 明治40年3月20日井上好雄
18∵02499 【千歳′紀念]日露戦史 後編 [千歳′紀念]日露戦史 後編 1 都築高紹 帝国史拳骨 明治39年3月30日 7版 明治40年3月10日井上好雄
17-00433 145 日.露戦争史 前 前編 1 後藤頚城 旭文堂 明治38年2月18.日 初版 宇都宮七五

19-00719 ー46 月腰戦争国際事件要論 1 高橋作衛 清水書店 明治38年2月21月 初版 花井斐夫

18ー02816 147 日露交戦紀念録 上 日露交戦紀念録. 上巻 1 内田安蔵 東江堂 明治38年6月.15日 6版 富.田俊一貼 .

18イ)28 17 日露交戦紀念録 下 白露交戦紀念録 下巻 1 内田安蔵 東江堂 明治39年3月r20 日 2版 明治39年4月10日富田俊一郎

17-01207 ー48 の一生 今 1
Sir John
Lubbock
正木照蔵訳

東草堂出版 明治38年10月1日
訂正5

版
明治38年12月13日頭書倶楽部

19▼00287 人の一生 1
エバーリー
正木照蔵訳

東草堂書店 不明 5版 明治3白年12月13 日花井斐夫

19-00844 149 怪傑マホメット 1 忽滑谷快天 山中孝之助 明治38年11月24 日. 初版 花井斐夫

18-04624 150 日本地図 1 池田虎之助 内田老鶴圃 明治39年1月14日 初版 宇都宮七五

17-00195 ー5ー
[FAMOUS WOMAN] 欧米女 .
子立身樽

1 根本正辞 吉川弘文館 明治39年3月20日 初版 讃書倶楽部

18-03405
[SELF-MADE MAN] 欧米青
年立身侍. 1 根本畢謬 古川弘文館 明治39年4月5日 再版 明治39年6月1日頭書倶楽部

19-00286 152 人生問題 1 黒岩風六 丙午出版社 明治39年4月20日 6版 大正2年10月10 .日望月博一.

17-00509 15 [浄土]最宗教義→.班会 1 梅田謙敬 興教書院 明治39年5月5日 初版 滞井普四郎

18-04352 154
[軍下之記者/一名山田一
郎君ユ言行録 1 薄田斬雲 実業之日本社 明治39年5月26 日1再版 明治39年6月20日花井斐夫

19-0 1052 155 北京名.磨 i 山本讃七郎 山本讃七郎 明治39年8月23日 初版 勝島恒夫 P

17-00174 156 清洲地誌 上巻滞洲地誌 上巻 4 守田利達 丸善 明治39年9月3 日 初版 薄井常四郎

17-00174 清洲地誌 中巻 満洲地誌 中巻 4 守田利達 丸善 明治39年9月.3 日 初版 薄井常四郎

17-00174 満洲地誌 下巻 漸洲地誌 下巻 4 守田利達 丸善 明治39年9月3日 初版 薄井常四郎

17-00174 浦洲地誌 附蘭清洲地誌 附蘭 4 守田利達 丸善 明治39年9月3 日 初 薄井常四郎

18-02867 157 薙馬史論 1 # * 博文館 明治39年9月28日 初版 花井斐夫

18-04550 158 壮丁諌本 上巻 1 樋自勘次郎 金港堂書籍 明胎39年10月7 日 初版 謹書倶楽部

17ー00389 159 [映及聖地]旅行談 1 山田寅之助 教文館 明治39年10月22 日 初版

18-04009 160 日本帝国之富力 1
高橋琴臣
五十嵐栄吉

保険銀行新報杜 明治39年11月 初版 宇都宮七五 .

18-03473 ー6一.馬太停謙義 1 安倍滑蔵 警醒社 明治39年11月5日 再版 .大正3年8月10日 真田秀吉

17-00425 一.62ニ永懐録 1 同部長 民友社 明治39年11月27日 2版 明治40年3月28.日

17一00423 163 順種紀行 1 徳富健次郎 警醒社 明治39年12月15日 3版 明治39年12月25日滞井常四郎

18†040 13 ー64 日露大戦史 1 東京大成社 大成社 明治39年12月25 日. 4版 明治30年8月20日 山名俊一郎

17-00373 165
The CON陀S幻ONS of
ST.AUGUST INE

1 E.B.PUSEY
J . M DENT&SONS
LTD

明治40年 5版 大正6年林札二郎

18-02555 66 家政要鑑 上上巻 2 内田安蔵
大日本家政学拳
骨

明治40年6月28日 3嘩 明治40年9月12∵目4、林康三

18-02556 家政要鑑 下 下巻 2 内田安藤
大日本家政学拳
骨

明治40年6月28日 3版 明治40年9月12 日小林康三

17-00415 167 [ー薗′d 人]近世人傑傭l : 坐 1 山方香峰 賓業之日本社 明治40年8月1日 再版 明治40年10月20 日.請書倶楽部

18ー02234 168 m m サ 1 新渡戸稲造 . 丁未出版社 明.治40年8月15日 7版 明治41年7月25 日村上勘太郎

16ー00014 f69
RELIGIOUS HISTORY OF
JAPAN

1 姉崎正治 秀英舎 明治40年9月1日 初版
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17-00606 170 征韓簡寮相 1 煙山専太郎
早稲.田大草出版
部

明治40年9月25 日 初版 滞井常四郎

18-04442 ー7ー大隈伯済説集 1
早稲田大学編輯

部

早稲田大学出版 .I

SB
明l治40年 10月 15 日 初版 小松康三

17-00687 ー72 基督之教会 1
米国一信徒 . 日

本一信徒滞
響醒社 明治40年 10月16 日 初版 木村大it-

止. I
19-00054 173 家庭に於ける職分 1 吉川秀雄 内外出版協曾 明治 40年11月3 日. 初版 宇軌呂七五

薄井常四郎18-0 3331 ー74 心草道の話 1 奥田嘉太 中川勘助 明治40年 12月10 日 初版

ー19ー00284 175 【訂正′九版】ポケッ ト論帯 1 矢野恒太 博文館 明治40年 12月20 日訂正9
版

明治 42年10月 13 日 花井斐夫

19-00312 176 開園五十年史 上 、 1 福島八十六 秀英舎 明治40年12月25 日 初版 頭書倶楽部
諌書倶楽部19-00313 開.囲五十年史 下巻 1 福島八十六 秀英舎 明治41年2月29 日 初版

1ト00615 開国五十年史 下巻 1 福島八十六 秀英舎 明治41年2月29 日 初版
花井斐夫

19-00846 177 大英連記 1 杉村廉太郎 有奨社 明治41年 1月1 日 5版 明潜 42年2月3 日

19-00103 17甲
偉人に及ぼせ る婦人の感

化
1 西洞たみの 内外出版協会 明治41年 1月15 日 初版 頭書倶楽部

17【00607 179 傭蘭酉革命史 I 奥田竹松 博文堂 明治4 1年 2月25 日 初版
揮井常四郎

揮井常四郎
花井斐夫

サ* & & &

,A>

17ー00758 180 帝固財政之現状 第二十四歳曾 1 伊藤長次郎 立教社 明治 41年4月25 日 初版

17-00760 1甘1 [五千帯衆必諌之書]政論 坐 附 国民覚醒之歌 1 土田正次郎 博文舘 明治41年7月22 日 初版

.18-03201 I.82 山寺名勝志 完 1 伊滞柴次 官位堂 明治41年9月16 日 2版 大正 14年9月 18月

17-00370 183 廠 米人之 日本観 h 上巻 1 大日本文明協骨 大日本文明協骨 1 明治41年 10月 1 日 初

17-00590 欧米人之 日本観 . 中 中編 1 大日本文明協曾 大日本文明協骨 明治41年12月Zl0 日 2 明治45年 5月25 日..請書倶楽部
18-04162 欧米人之 日本観 下 下編 1 大 日本文明協会 大日本文明.協会 明治42年4/T25 日P 再版 大正 1年 7月30 日 謹書倶楽部

宇都宮七五
謹書倶楽部 .

18ー02892 184 帝国議骨史網 1.工藤武重 有斐閣 明治41年 12月5 日 初版

18-03454 ー85 孔子 1 西脇玉峯 内外出版協骨 . 明治41年12月 15 日 再版 明治 42年8月18 日

18ー03162 186 New Testament 1

THl弓BRITIStS AND

FOREIGN BIBLE
SOC IETY

TI把 BRITISH AND
FOREIGN BIBLf王
SOCIETY

明治42年 月 日 初版 門脇観次郎

17-00073 ー87 Baedeker's GUIDE BOOKS
Baedeker's ITALY FROM THE

ALPS TO NAPLES
1 KARL BAEDEKER

KARL

BA苫DEKER,PUBLIS
HER (LEIPZIG)

明治 42年 2版 勝島恒夫

1B ー04353 188 家の鑑 上 1 藤牧左門 帝国療兵慰籍会 明治42年 1月20 日 2版 明治42年 3月25 日
瞥撃博士 望

月悼一18-02375 家の鑑 下 1 帝国癖兵慰籍倉 帝圃癖兵慰待合 l 明治42年 1月20 日 2版 明治42年 3月25 日

17-00144 189 辞迦 1 大屋徳城編著 内外出版協骨 明治42年2月5 日 再版 明治42年 10月25 日 請書倶楽部

井上好雄18-04087 190 交際術修養 .1 芦川忠雄 実業之 日本社 明治42年2月8 日 初版

19-00956 ー9ー固民歌集 1 佐佐木借綱 民友社 明治42年3月 12 日 初版
勝島仙之介

有田青松
1.7ー00225 192 催界藻道案内 1 坪谷幸四郎 博文社 明治42年 7.月25 日 再版 明治43年3月25 日

工9-00403 193 平田篤胤之哲畢全 1 田中義能 東京堂書店 明治 42年 10月 18 日 初版

18-046 14 194 巴葛 . 1 :山川早水 成文館 明治42年 11月 20 日 初版
宇都宮七五

謹書倶楽部
19-01055 195 日本史接 日の巻 1熊田宗次郎 昭文堂 明治 42年 12月5 日 初版

17-00409 196 【増訂再版】小野催眠畢 坐 1 小野福平 大 日本催眠拳骨 明治42年.‡2月11日 再墜 明治44年 7月15 日

18-03499 197 よろこびのあ と 1 佐々木慶成 同和畢囲 . 明治42年 12月20 日. 初

19-00601 198
BARKHAUSEN DIE

EISENBAHNーTECHINIK DER
GEGENWART

1
Dr. Ing.
BARKHAUSE…N

C.W.KREIDEL s

VERLAG.
初版

中本守三菱重

工三原製作所
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17-01253 199 奮闘の教訓 1.
ルーズヴエル ト

山崎俊彦、他訳
寮業之日本社 明治43年春序 辞書倶楽部

18ー04120 200 【家庭訓話 ]今 日の歴史 蔵の巻 、 1 清水孝数 弘道館 明治43年1月15 日 再版 明治43年2月28 日花井斐夫
19ー00749 20 避済策論 1 天野鳥之 賛美之 日.本社 明治43年1月20 日 初 宇都宮七五
18-03510 202 [補正コ赤穂四十七士侍 1 杉原夷山 藤井利八 明治43年1月25 日 初版 鎌田莞爾

17-01235 203 THE SPEECIAL POPULAION

CENSUS OF FORMOSA 【1905ユ

Report of The Committee of

the Formasan Special Census
Investigation

1 KUMAZI OSHIMA
臨時壷確戸口調
査部印刷局

明治43年2 月25 日 初版 薄井常四郎

18-03071 204 膚拳骨典 1 河村泰太郎 貝菓書院 明治43年2月31ヨ 望月周三郎
18-03165 205 .[英.和封照]畑樽福音書 1 英国聖書協会 英囲聖書協骨 . 明治43年2 月28 日 13版 昭和4年9月25 日薄井一男 L
16-00080 206 四十七士 1 大町芳衛 弘学館書店 明治43年3月20 日. 初版 鼻由秀吉
17-01183 207 山鹿帯類 1第一 1 Tfi-JUS - 国書刊行曹 明漁43年4月20 日 初版 勝島恒夫
17ー01153 208 南山遺稿 Ⅰ1 渡連輝之助 法律新聞 明治43年5月1 日 初版 勝島恒夫

18ー02852 209
[地方自治/青年圃慢]模範
事績 1 洛中仁三郎 大 日畢護園舎 明治43年9月8 日 初版 頭書倶楽部

18ー0307冒、 2ー0 [ボケ ヅト]菜根帝講義 1 的子種
富田文腸堂 1
武田交感館

明治43年 10月5 日 3版 明治43年11月 1 日

18ー02121 211 食物の改良 と料理法 1.小室鼻咲 京草堂 明治43年10月 15 日 9版 大正2年4月 1日滞井常四郎

19-01054 2ー2 木曽のにしき 1 坂野悦治郎
浪越寓最製版印

刷所
明治4台牢 11月31∃ 再版 明治44年7月 25 日勝島恒夫

17-00717 213 基督抹殺論 1 幸徳秋水 丙午出版社 明治44年2月1 日
再発

行
明治44年2月8 日木村大介

18-04071 2 4 欧米管見散 1 1 伊藤長次郎 博文館 明治44年3月18 日 初版 薄井常四郎

18-02061 2ー5 E修養′魔性]自己測量 1
鈴木券太郎 辞
補

丙午出版社 明治44年4月 14 日 初版 滞井常四郎

18ー04456 2ー6
[家庭に於ける]心理拳の
慮壁 1 高島平三郎

文泉堂書房

服部書店
明治44年5月13 日 初畢 頭書倶楽部

19-00955 2 17 朝顔 日記 1 H * # 吉川弘文館 明治44年6月25 日 l初旗
19-00105 2ー8 紀念の法線 . 1 是山憲党 興教書院 明治44年6月2白日 再版 明治44年9月 13 日浮井常四郎 .
1一8-03305 2ー9 金津文庫考 1 近藤守重 金滞文庫 . 明治44年白月28 日. 初版 揮井常四郎

18-04519 220 社会主義 ト自由思憩 1.
教学研錬和仏協
A
苔

教学研錬和仏協
A
jet

明治44年8月30 日 初版 輝井常四郎

19ー00679 221 [通俗]鷹用心理講話 1 高島平三郎 明治44年9月12 日 初版 謹書倶楽部
19l4 0140 222 慈戦 1 高島米峰 丙午出版 明治44年9月13 日 初版 井上好雄
19】00563 223 [日本史優 ]赤穂義士 1.熊 田宗次郎 昭文堂 記載無 し0 6版 明治44年9月25 日宇都宮七五
19-00107 224 羅馬書註解 1加藤直士 tf B tfc 明.治44年9月.30 日 初版 星田秀吉
19-00225 225 軍原義曾史要 1 有井卓蔵 花井卓蔵 明治44年 10月10 日 初版 薄井常四郎

20一75 226 維新物静 1 村上晋
江陽堂 (杉本善

郎)
明治44年 11月5 日 再版 明治45年4月5 日 児玉良亮

20こ-63 227 朝 日講演集 1 小池倍美
朝 日新聞合資骨

社 .
明治44年 11月10 日 初

壬8-02858 228 金儲けの瓜畦 1 伊藤直矢 実業之世界社 明治44年 11月19 日 初旗 薄井常四l郎
17ー00612 229 進歩 と教育 1.成瀬仁蔵 実業之日本社 明治44年 11月21 日. 初版 謹書倶楽部
18-04604 230 新渡米洛 1.島貫兵太夫 博文館 明治44年12月9 日 再版 明治45年 1月30 日薄井常四郎

18-02899 231 【立身致音コ海外渡航案内 1 朝報社 1楽世社 明治44年 12月12 日 初版 浮井常四郎
18-03304 2蔓2 悲哀の情緒の研究 1 岡田恒輔 北文館 明治44年 12月15 日 初版 望月博一
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18-02739 233 宗教菅鑑 観音の巻 観音の救済 .1 倉島元爾 併都新報社 明治44年 12月ご20 日 初版 揮井常四郎

17一00343 234 虞生の活歴 1
大谷嘉兵衛述
菊地噴汀編纂

丸山舎書籍部 明治44年 12月30 日 初版 頭書倶楽部

18-03477 235
【ショウペンハウエルコ意思
と現織 としての世界

下 1 姉崎正治 博文館 明治45年1月27 日 7版 大正11年4月 1 日

18-03 100 236 努力論 1 事摺成行 東亜堂書房 明治45年7月23 日 22版 大正元年10月 13 日 山田松太郎

19-00502 231 鑓海 1 杉山高太 .. 鏡海印刷社 大正 1年8月18 日 初版 揮井常四郎

17-00495 238 日本仏教 坐 1 井上園丁 同文館 大正 1年9月10 日 再版 大正1年9月 12 日 山名俊「郎

19-00777 239 【縮刷コ世渡 りの道 1 新渡戸稲造 賓業之 日本社 大正 1年 10月5 日
縮刷

67版
大正 13年 6月 15 日

18ー02483 240 【新/辞]中朝事賓 1 朝 日文雄訳 虜文堂書店 大正1年10月 10 日第 5版 大正元年 11月5 日 山名俊一郎

19-00854 241
[PSYCHOLOGIQUE DES

PEUPLI王S EUROPEENS PAR
〕軟洲各国民の心性

上 上巻 1
PAR ALFRED
FOUILLEE
大 日本文明協会

大 日本文明協合

事務所
大正1年 11月1.日 初版 花井斐夫

18-04288 242 政界列国の大勢 i 建部遊喜 同文館 大正1年12月7 日
4版締

刺
大正3年 11月21 日.諌書倶楽部

17-00548 243 聖代四十五年史 i 物集高畳、他 時事通侶社 大正1年 12月2 1日 4版 謹書倶楽部

18→53227 244 [HUSSERLjIDEEN

.ー=JIHTAtmi-*蝣11̂
Phanomenologie und
Phanomenologifchen
n一.1 ′、 1 ,

. 1 HUSSERL Edmund Huffer l 1913 初版 林礼二郎

19-00633 245 日本短歌史 1 山内素行 敬文館 大正2年 1月 25 日 初版

18-03383 246 日本列女樽 1 熊谷敬太郎 明治出版社 大正2年2月15 日 初版 有田青松

18-02091 247 死の研究 坐 1 大.日本文明協会
大日本文明協骨

事務所
大正2年4月3日 初版 花井斐夫

17-00404、 248
[LAS NUEVAS TEORIOS DE

LA CRIMINALIDAD]近代犯
罪畢説

坐 1

C.BERNALDO DE

QUIROS
大 日本文明協会

編訳

大 日本文明協会

事務所
大正2年 6月 10 日 初巌 花井斐夫

17-00207 ～49 天津案内 1 富成一二 中東石印局 大正2年6月15 日 初版 謹書倶楽部

19-00564 250 清河八郎遺著 1 山路禰吉 民友杜 大正2年6月 16 日 初版 滞井常四郎

19-00741 25ー高山樗牛と日蓮上人 1
妹崎正治

山川智鷹
博文館 大正2年6月21 日 25版 大正13年3月25 日滞井常四郎

18-03409 252 [東西l偉人言行録 1
千頭清臣

川田正数
博文館 大正2年6月24 日 初版 望月周三郎

19-00810 253 李詩講義 1 森泰二郎 文食堂書店 大正2年6月2l8 日 初版 片山武夫

20-51 254 近代人の信仰 1 内ケ崎作三郎 響醒壮 大正2年6月28 日 初版 串田千代子

18 ー02104 255 都合 と田舎 1 横井時敬 成美堂書店 大正2年7月 10 日 塑版 頭書倶楽部

18-02331 256 兎糞録 1 和田垣謙三 至誠堂書店 大正2年7月 14 日 6版 大正2年9月5 .日 望月博一

18-02025 251 昇猛精進 1 名古屋醇 大正2年8月1日 初版 宇都宮七五

18-02023 258 米国及米国人 1 正岡猶一. 二酉社 大正2年8月22 日 初版 花井斐夫

18-04637 259 人物研究と史論 1 横 山健堂 & *t & * (B 大正2年9月 15 日 初版 花井斐夫

16-00022 人物研究と史論 .1 横 山健堂 金港堂書籍 大正2年9月.15 日 初版

18-03416 、260 東洋 撰名菅典 1 内山智照 日本姓名拳骨 大正2年 12月7 日 初版 望月大学

、20ー3 26ー- B - 1 山本瀧之助 洛陽堂 大正2年 12月1.5 日 初版 讃書倶楽部

17-01017 之62
Sm 月CT WORKS OF

PLOTINUS
1 T虹)h岨S TAYLOR

G . BELL AND
SONS, LTD.

大正3年 初版 林礼二郎 ′
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調査番号 通番 書名 .
#

冊 1
細目

冊

&
著者名 発行所 初版発行年 版 弟行年 者

19-01025 263 [0L王) TESTAMENT]者約聖書 1 米圃聖書協骨 米国聖書協会 大正3年1月8日 初版 得能利統

18-03163 [OLD TESTAMENTユ曹約聖書 1 米国聖書協倉 米国聖書協会 大正3年1月8日 初畢 勝島恒夫

18-02843 264 日本歴史のたすけ 1 薄地患 修文館 大正3年1月.10日 14版 大正8年1月10 日

18【03479 265 兵鬼の囲 薩摩気質 1 平野秋来 日東堂 大正3年1月10日 初版 草野吾人

l才一00122 266 最新支那大地理 1=西山粂久 大倉書店 大正3年1月30日 初版

17-00044 267 大鵡群青 1
祝儀麿 .松平静
講述
井上韓国校閲

松田尚友堂 大正3年2月1日 初版 滞井常四郎

18-03404 268 偉人の家庭 1 榎本秋村 1 賓業之日本社 大正3年4月15 日 ai 坂 嘗撃博士望月
fi t-

18ー03421 俺人の家庭 1 .榎本秋村 安業之日本社 大正3年4月15 日 初版 木村大介

18ー02781 269 日本西教史 上 日本西教史 上巻 1 薄井常四郎 .

18-02766 日本西教史 下 日本西教史 .下巻 l 1.:太政官 時事嚢存社 大正3年5月18 日 初 薄井常四郎

18-03441 270 日本外史論文段階 . 1 三島毅 二松学舎出版部 メ. 大正3年6月1日 初版 笹井琢志

19-002 12ノ 27ー観音大士略章 1 小野玄妙 大島誠進堂書店 大正3年6月5 日 初版 高楠順次郎

18-030 11 272 [ヘやルンバルド氏】労働功程論 1 矢島家事 東京誓文館 大正3年6月7日 初版 m * ォft tt

18ー02438 273 英雄の梧朋ー 1 長沼賛海 賞業之日本社 大正3年6月15日 初版 木村大介

18ー04547 274 次の一戦 1 北原鉄雄. 金尾文淵堂 大正3年6月30 日 3版 大正3年8月10 日井上好雄

18-04553 275
.【終衆の大問題]太平洋の
争覇戦 1

ブラックフォッ
クス
今西嘉薗

大同館 大正3年9月4日 初版 漢書倶楽部

18-02243 276 捗州滑事情 1 工藤謙 有斐閣 大正3年10月4日 .初版 花井斐夫

19-00248 277 大来国 1 正岡猶ー 誠文堂書店 大正3年10月8 日 初版 花井斐夫

17-00028 278 巴里龍城日誌. 音名 『法曹戦争誌賂』 1 渡正元 東亜書房 大正3年10月13日 9版 大正3年11月1日詑井斐夫

17-00405 279 人生と犯罪 1 花井卓歳 廉文堂書店 大正3年12月10日 初版 讃書倶楽部

17-00344 280 [日本国民】修養鑑 坐 1
帝国講草食編集
戟

帝固辞撃食 大正3年12月15日 10版 大正6年6月15 日議書倶楽部

18-03239 281 高野山千百年史 1
高野山金剛峰寺
記念大陰会事務
局

高野山金剛峰寺
記念大紋会事務
局

大正3年10月20 日 初版 有田青松

18ー02353 282 COMMUNIST W IFESTO 1
KARL MARX,
FREDERICK
ENGELS

CHARLES H. KERR
& C0班PANY

大正4年 初版 得能利統

19-00 188 283
D ie Maschm enlehre der

elektrischen
Zusforderung

1 Dr. W. Rummer
Julius Springer
in Berlins∋

大正4年 初版
中本守 三菱
重工三原製作 A
所

18-03067 284 一日一書 1 新渡戸稲造 賓業之日本社 大正4年1月5 日 29版 大正4年10月1日

18-02839 285 青島戦記 1 山口信雄
朝日新開合資会
社.

大正4年1月15 日 初版 議書倶楽部

18-034 12 286 改正 西国立志伝 原名 自助論 1 中村正直 辞 博文館 大正4年2月18 日P 23版 大正7年3月10日望月大学

17-00241 287 遵奉要覚 1 w m m rn 河野公明書房 . 大正4年3月8 日 初版 望月大草

18-02035 288 腎師ノ権利義務 1 市村光憲 大正4年4月5日 初版
撃畢博士 望
月惇～
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調 ft * りl 通草 書名
巻

冊
細 目

再 .

敬
著者名 瀧 fJT lf 初版発 行年 版 発行年 者

16-00058 289 倫理哲学講話 1 西晋一郎 育英書院 大正 4年4月13 日
再訂9

版
昭和 17年6月15 日

18-03491 290 高野のしをり 1 井村米太郎
珠数屋四郎兵
衛、他

大正4年4月20 日 13版 大正6年6月25 日宇都宮七五

18-02505 291 随感随想 1 淳柳政太郎 富山房 大正4年 5月 18 日. 初版 有田青松

サ蝣一蝣18ー03370 2g2 大 日本碁面史 1 樋 口東陽 歴史研究会 大正4年 7月 15 日 3版 大正4年9月5 日 県田秀吉

17-00277 293 LOCOMOTIVE OPERATION
AND TRA IN CONTROL

1
ARTT即R JULIUS ′
WOOD

McGRAWーHILL

BOOK
COMPANY,Inc.NEW

YORK

大正4年9月 初版
三菱重工三原
製作所

17-00393 294 家庭百話 1 安轟喜代香
大 日本雄挿食辞

萩社
大正4年9月3日 3版 大正7年 7月 10 日 宇都宮七五

18-02477 295 修養小品 1 加藤熊一郎. 加藤虎吉 大正 4年9月20 日 初版 山口勲一

18ー02501 296 江戸時代史論 i
日本歴史地理草
食

仁友社 大正4年10月 12 日 初版 有田音松

17-01186 297 こゝろの力 1 成棋拳固 成鉄拳園出版部 大正4年10月20 日 181版 大正 13年 5月 10 日待能利統

16-00066 298
情的偉人を中心とせる日

本側面史
1 藤森政次郎

歴史研究会

日本書院 .
大正4年10月21 日 初版 泉田秀吉

20-84
情的偉人を中心とせる日

本側面史
1 藤森政疾郎 歴史研究会

日本書院
大正4年 10月21 日 初 泉田秀吉

19-00456 299 囲史八面観 1 久米邦武 磯部甲陰道 大正4年11月8 日 初壁 直田秀吉
18-04003 306 五高書 1 古江竪治 欄会事務所 . 大正4年 11月25 日.. 初版 村上勘太郎

19-00460 30 1 近代思想 十六諦 1
ヰ滞臨川

生田長江
新潮社 大正4年 12月23 日 80版 大正15年7月5 日 泉田秀吉

19-01008 302
NEW

ESSAYS/CONCE1NING/HUMAN
/UNDERSTAND ING

1

GOTTFRIED

WlliーELM

LEIBNITZ

†HE OPEN COURT

PUBL ISHING
COMPANY

191-6年 2版 林礼二郎

18-03384 303
【近位に於ける]我の自覚

史.
1 朝永三十郎 宝文館 大正5年1月5日

改訂5
版

昭和 25年 2月15 日

17-00624 304 死後は如何 1
マーチル リンク

栗原元宮訳
玄貴社 大正 5年4月1日 18版 大正 10年5.月 1日勝島恒夫

18-04020 305 壮丁諸本 一 1 田中義一 丁未出版社 大正 5年4月5 日 初版 薄井常四郎

19-00181 306 濠州及新酉蘭 ′1 土屋元作
朝 日新聞合資会

社
大正5年4月5日 初版 薄井常四郎

19ー00805 307 TFE 班ESSAGE OF INDIA TO
JAPAN

1
SIR
RAB INDRANATl王
TAGORE

東京帝圃大草 大正5年6月13 日. 初版 揮井常四郎

19-00718 308 蘭領東印度事情 1外務省通商局 啓成社 大正5年7月20 日 4版 大正8年 9月1日 薄井常四郎

18ー02320 309
[訓辞]
妙法蓮華躍並開始

坐 1 法華経普及会 平楽寺書店 大正5年8月15 日 18版 昭和 2年10月 10 日 門脇観次郎

17ー00588 310
【漢和′南文】大日本史輸賛
隻

也JXZ 1 井川作之助 大正書院 大正5年8月25 日 初版 鐸井常四郎

18-03349 3ー1 日本百終停一夕話 1 山田清作 姶入文庫刊行骨 大正5年8月28 日 初版 有田青松

18-02236 3ー2 [東郷はがね]思有闇行 1 河合佐兵衛 河合鋼商店 大正5年9月5日 4版 昭和4年4月5日 山科良夫

17-00819 313 * L代め廉史を遣る人々 1 鵜崎鷺城 . 貴業之 日本社 大正5年 10月20 日 2版 大正5年 11月1 日頭書倶楽部

17-01150 3,41自警 1 新渡戸稲造 官業之 日本社 大正5年 10月20 日 4版 大正5年 11月25 日小林連
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調査番 号 通番 書名
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冊
細 目

冊

敬
著者名 発行所 初嘩発行年 版 発行年 者

18-04580 3ー5 大正の青年と帝国の前途 1 徳富猪一郎 民友社 大正5年 11月1 日 24版 大正5年 11月 24 日.# アfcサ

19ー00974 大正の青年と帝国の前途 1 徳富猪∴郎 . 民友社 大正5年11月1 日 33版 大正5年 12月3 日 頭書倶楽部

19-00975 大正の青年と帝回の前途 1 徳富猪一郎 民友社. 大正5年11月1 日 55版 大正 5年 12月25 日讃書倶楽部

17-01121 316 m m m 塗毒鼓 全 1 藤田玄路 藤田家蔵版 大正5年 11月 15 日 10版 昭和 6年 11且25 日堂元貫

17-01122 塗毒鼓 塗毒鼓 績縮 全 1 藤田玄路 藤田家蔵版 . 大正5年 11月15 日 12版 昭和 5年 11月10 日堂元貫

18-02019 3ー7
THE IGNOBLE WARRIOR 是

でも武士か
1

ジエー .タプリ

ユー . ロバー ト
ソン .スコッ ト

丸善 大正5年 12月工8 日 再版 大正6年1月51∃勝島仙之介 .

18-02798 318
ALLOYS AND THEIR

INDUSTRIAL
APPLICATIONS.

1 EDWARD F. LAW
CHARLES GRIFFIN
and ra tP ANY

1917年 3版

18-04562 319 西国立志編 原名 自助論 1
スマイルス
中村正直訳

一書堂 大正6年 1月10 日 初版 笹井琢志

19-00596 320 墨西苛 と其天産 1
.マヌエノレ.ペー

レス . ロメーロ
酉班牙語草食 大正6年 1月1.5 日.‥初版 花井斐夫

19-00483 墨西軍 と寒天産 1

マヌコ二ノレ.ペ

レース . ロメ一

口
村画玄訳

西班牙語草合 . 大正6年 1月 15 日 初版 花井斐夫

17-01156 321 世界政策と極東政策 1 中野正剛 至誠堂書店 大正6年2月 13 日 2版 大正6年2月25 日宇都宮七五

19⊥00746 322 墨囲一党 1 長谷川新二郎 細野潔 大正6年4^ 28 日 初版 草野吾人

18ー02850 323
【薮野/椋十] 日本 と世界

見物 1 駐川柳次郎 m x s . 大正6年6月 1日 11版 木正6年9月 1日 勝島仙之介

18-04133 324 欧洲対戦の心理的教訓 1 大 日本文明協会
大 日本文明協会
事務所

大正6年6月20 日 初版

17-00453 325 ルイズ 1

ロボル ト .ィ .

スピア
弘中つち子訳

教文館 . 大正6年6月22 日 SJjg 昭和 12年 10月1 日 堂元貫

18-03313 32や足利畢校沿革誌 1
足利畢校連鎖圃
書館

足利撃校道鏡凝

書館
大正6年 7月6 日 初版 泉田秀吉

18-02053 327 地的環境 と人生 坐 1 大 日本文明協骨
大 日本文明協会

事務所
大正6年7月25 日 初版

18-04517 328 日本経済地理 1 石橋五郎 宮山房 大正6年9月20 日 再版 大正7年 3月 18 日

18一02950 329 皇圃経典 i 佐藤範雄 国髄神勅普及曾 大正6年 10月22.日 5版 大正9年1月 10 日

18-02329 330 カン .トと現代の哲畢 1 桑木巌巽 岩波書店 大正6年 11月 1 日. 19版 大正 13年 3月21 日

19∴00949 カン トと.現 代の哲畢 i 桑木巌翼 岩波書店 大正6年11月 1 日 19版 大正 13年 3月21 日

17-00927 33ー続大 日本歴史集成 下 下巻 1 青木武助 隆文館 大正6年 11月18 日 初版

18⊥03478 332 KANTS THEORIE I漉R
ERF瓜択UNG

1 HERMANN COHEN
VERLEGT 虹I

BRUNO CASSIRER
大正 7年 初版 林礼次郎

19-00295 333 和歌流式便覧 1 小野利教 盛文館 .大正7年 1月 10 日 初版

1Bー02289 334
[文革上/美術上]三教思想

研究
鍵三教思想 と茶道 I.末松謙澄 .. 吉川弘文館 大正7年2月 15 日 初版 高桶順次郎

18-04597 335 回顧蝕 1 鰻谷良翰 不明 大正7年 4月 初版 花井斐夫

17-00679 336 [雨辞′封照】大乗起情論 1 隈部慈明 法蔵館 大正7年4月 15 日 4版 大正15年4月1 日津井常四郎

19ー00768 337
〔石童丸一代記〕萱のい

はり
1 野寺元隆 苅萱堂 大正7年4月20 日 初版 宇都宮七五
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調査番 号 壷番 書名
巻

秤
細 目

冊
敬

著者名 発行所 初版発行 年 版 襲 行年 #

士
19-00843 338 回教 1 瀬川亀 響醒社 大正7年4月25 日 初版 泉田秀 ロ.

17ー00262 339

t ビューム] 人性論 【A

TREAT ISE OF HUMAN

NATUR E]

上巻 認識論の部 . 1
DAVID HUME
太田善男訳

阿蘭陀書房 大正7年6月3日 初版 串田千代子

i
17-01271 、340 維摩産め神髄 .1 青木得浮 中央出版社 大正7年6月22 日

大正7年7月 15 日
初版

初版
花井斐夫

薄井常四郎18-02779 34ー維新史八辞 と徳川政教考 1 吉田東伍 富山房

19-00409 342 藤樹先生 坐 1
駐賀賄高島郡教

w #
酉凍印刷 大正7年8月25 日 再版 大正8年9月28 日薄井革四郎

高楠順次郎
得能利統19一00292 343 工校訂ユ臨済録 1 束子工英二 森紅書店 大正7年9月10 日

大正7年9月10 日
初版

19版
大正9年1月1日

18ー04524 344 社合間嶺管見 1 河上肇 弘文堂書房

18-04300 345 満蒙探検記 1
深谷松涛

古川秋風
博文館 大正7年 11月28 日 初版

昭和 15年 9月25 日こ

勝島恒夫 .

19ー00131 346 観音経済藷 1 帝来演 光融館 大正7年 lP2月8 日 14版

17-01178 347 The L ittle Hymn Book 1
JOHN.M.MORE.D.D

METHODIST

EPISCOPAL
CHURCH

大正8年 初版

17-00419 348 GESCHICHTE DER
PH ILOSOPHIE

2 1 KARL VORLANDER Felix Meiner in

Leipzig
大正8年 初版 林礼二郎

19-010 07 349 Rants Dbeltanfchauung 1 KARL VORLANDER
OTTO REICHL

VERLAG
大正8年 初版 林礼二郎

、 17-00525 350
[一九- 四年 = - 九一八
年]世界大戦史

前編 (破れ) 1 箕作元八 冨山房 大正8年1月2日 初版 頭書倶楽部

19-0 1024 35ー
〔王法正論ノ治国之要】十

善法詩
1 藤井左兵衛 藤井文政堂 大正8年 1月 10 日 初版 揮井常四郎

18-02986 352 上海 と長江 1 伊吹山徳司 大正8年2月5日 2版
初版

大正8年 7月5日
得能利統

17ー00132 353 聖アランシスの完全の鏡 .. 1 久保正夫訳 新潮社 大正8年 4月23 日

17ー00501 354 輿欄群論 I-.!.'・><岬噛 1

ゼ」 .エ リス .

パーカー
杉山英日庵辞

民友社 大正8年5月16 日 初版 花井斐夫

㌔
17-00990 355 思索と健験 1 西田幾多郎 岩波書店 大正8年5月18 日 6版

初版
大正 10年1月 15 日.松本柴一郎

意書倶楽部19-00698 356 現代の婦人問題 1 本間久雄 天祐社 大正8年5月25 日
大正 12年 12月25 日

昭和9年7月25 日
19ー00883 357 沸教概論 1 金子大栄 岩波書店 大正8年6月1日 13版

島田忠三
宇都宮七五18-03164 358 新約聖書 詩常 附 1 英囲聖書協曾 英国聖書協骨 大正8年6月5日 44版

18-04516 359 菊乃薫 1 渡瀬徳兵衛 三原善吉 大正8年 9月31 日 初準

17-00663 368 [現代]産業心理畢講話 1

バアナー ド .ム

ツシオ
時圃理一駅

日本評論社出版

部
大正 8年 10月10 日 初版 花井斐夫

17-01003 36ー義士偉 1
有馬裕政

鳥野孝次
弘道館 大正8年 10月10 日 再版 大正8年1.0月20 日頭書倶楽部

17-00997 362 THE ELEMENTS OF
CONSTRUCTION

1 H. G. WELLS
N王SBET & CO.

LTD.
大正8年11月 3版 大正6年1月 小倉清一郎

19-00353 363 暴風爽 1 上杉慎吾 洛陽堂 大正8年11月15 日 初版 串田千代子

19-00022 364 管田 1
エ ドウィン .

キヤナン
弘文堂書房 大正白年11月20 日 3版 大正9年2月5日 花井斐夫

17-00955 365 醇の解剖 1 日程銀山 二松堂書店 大正8年 11月22 日 ・M 大正8年 11月30 日勝島恒夫
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19ー00285 366 大本神諭 .天之巻 1
大 日本修斎会出
版局

大 日本修斎会 大正8年 11月25 日 4版 大正9年6月26 日 花井卓蔵

19-00445 367
【真正日本乃建設′拳固一
致乃提唱]圃髄精華及費揚 1 上杉慎吾 洛陽堂 大正8年 12月12 日 初版 高棉順次郎

19-00382 368 COMPRESSED AIR DATE
,一...▼ .
PNEUMATIC′engine:王∑RING 1 F.由.0'NEIL、他 INGERSOLL-RAND

COMPANY
5版

三菱重工三原
製作所

18-0 3014 369 D ie Dampflokomotiven
der Gegenwart

1 Robert Garbe
Ju lius
Springer

大正9年 月 日 初版
三菱重工業三

原製作所

19-00048▼. 370
Die Dampflokomotiven
der Gegenwart LZweite

Auflage Textband]
1
Dr.-Ing.e.h.

Robert Garbe

Verlag von
Julius Springer

.2版

中本守 三菱

重工三原製作
所

17ー00320 371

ENCYCLOPAD IE DER
PHILOSOPH ISCHEN

WISSENSCHAFTEN IM
GRUNDRISSE

1 HEGEト

Alle

Rechte,einschli

eBlich des
Ubersetzungsree
htes,vorbehalte

n

大正 9 年 初版 林礼二郎

16ー00010 372 新羅者都 .慶州誌 1 奥田 悌 玉村書店 大正9年1月5日 初版 IS S S S

19-00067 373 経済 ト道徳 1 田島銀治 有斐閣 大正9年 1月 10 日. 初版 花井斐夫

19-00614 374 浮浪労働者の群から 1 伊藤佐太郎 ルテ⊥ル社 大正9年3月25 日 初版 花井斐夫

17-01203 375 光明の虜海へ 1 藤秀琴
光融館

法爾社
大正9年4月 10 日 初版 高楠順次郎

17一00137 376 大本教の批判 1 服部静夫 新光社 大正9年5月5日 8版 大正9年6月25 日花井卓歳

18→34520 377 [青年娯楽 ]閑窓雑話 (不明) 1 森脇栄進
武田福蔵
富田能次

大正9年6月1日 再版 大正9年10月 1 日望月大学

17-00313 378 改訂 社食問題研究 1 小泉借三 岩波書店 大正9年6月1日
改訂1

版
大正 14年 5月5 日

20-53 379 祖先崇拝 と国民の響 1 有田青松
有田 ドラッグ商
会出版部

大正9年6月 12 日
増補
育.版

大正9年8月26 日 串田千代子

19ー00662 380 外来思想 と我が固.民道徳 1 深作安文 右文館 大正9年6月 15 日 1 7版 大正 11年4月 1 日伊達恵教

18ー02378 381 経済的文化 と哲撃 1 野村兼太郎 . 国文堂書店 大正9年6月20 日 初版 得能利統

17-00135 382 皇道塵畢講話 1 谷口正治 新光社 大正9年6月30 日. 初版 花井卓赦

18-03017 383 文化の権威 1 椎尾排匡 隆文館 大正9年6月30 日 3版 大正10年5月10 日 有田青松

17-00369 384 労資協調の鍵 . 1
クウバア

下僚康麿訳 .
清水書店 大正9年6月30 日 初版 山科良夫

17-01090 385 働け働 け飽迄働け . 1 大隈重侶 日本書院 大正9年7.月5 日 16R8 大正 13年 10月25.日

17ー00 188 386 女性史の根本的研究 l 1 中津信 文章院 大正9年7月20 日 初旗 有田青松

18-02847 387 謎の大本教 1 池輝度治郎 大正9年8月.15 日 初版 花井卓蔵

18-04301 388 欧洲大戦 と発明 1 大 日本文明協会
大 日本文明協会

事務所
大正9年8月25 日 初版

19-00356 339 曙光 1 後藤静香 希望社出版部 大正9年8月28 日 8版 大正 11年3月 1 日 串田千代子

17-00 189 390 大固民の根抵 1 増田義一 賓業之日本社 大正9年9月7日 10版 大正 13年3月10 日

17-00711 39ー日本史講話 下 1 萩野由之 明治書院 大正9年 11月20 日 初版 薄井常四郎.

18-02987 392 京阪文化史論 1
史畢地理撃同故

∠ゝ I35
大正9年 11月20 日 2版 大正10年3月1月 有田青松
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18-04511 393 欧米失業者問題 1岡 田治郎
協調会事務所
有斐観

大正9年11月29 日 初版 大林悦也

18-02247 欧米失業者問題. 1 岡田治郎
協調会事務所
有斐閣

大正9年 11月29 日 初版 田坂畳

19-00558 394 囲史上の社曹問題 1 三浦周行 大鐙蘭 大正9年 12月15 日 初版 有田音聡

18-02432 3 95
【慶鷹義塾大学】社合間薗
講演

1 慶鷹義塾出版局 国文堂書庫 大正9年 12月25 日 再版 大正 10年2月20 日 得能利統

17-00768 396 A GENERAL HISTORY OF
EUROP宜

1

JA肥S 一班RVEY

ROBINSON,JAMES
HENRY
BREASTED,EMMA
PETTERS SMITH

GINN AND
CONPANY

大正10年 初版 勝島恒夫

17-00965 397

[AristotelesiNikomach is

che Ethik [Zweite
Auflage]

1
Dr. theol. 琶ug.

Rolfes
大正 10年 2版 林礼二郎

18-02418 398 KANT 1.Georg Simmel
Verlag von
Duncker &
Humblot

大正r0年 林礼二郎

18ー02799 399
鵬TALLOGRAPHY 伽ETALS

AND COMMON ALLOYS]
1

SAMUEL

L.HOYT,E.M.,PH.
D,

1921年 2版

17ー00280 400 RAILROAD SHOP PRACTICE 1 FRANK A.STANLEY
MCGRAW-HILL

BOOK CO;班PANY
大正 10年 初版 二菱重工ニ原

製作所

17-00311 40ー
[増補改版 ]労働間塔の現

在及終束 .
1 堀紅蹄一 大鐙蘭 大正 10年2月 10 日 .初版

19-00552 402 善の研究 1 西田幾太郎 岩波書店 大正 10年 3月 18 日 119版 大正14年10月 1日

17-00164 403 誓之御柱 1 水上七郎 や さか骨 大正 10年 3月25 日 竺版 大正13年3月30 日 山崎栄次郎

19-00354 404 貴賓め宗教 . 1 富士川沸 法爾社 大正 10年 4月 15日′ 4版 大正11年 1月15 日 「雷ーあさ

19-00368 405 経済畢論致 I 福田徳三 大鏡閣 大正 10年5月25 日 初版

17-00862 406
DiSTANCE T.胤 だAND

SPEED TABLE
1 永津卯平 海事嚢報社 大正 10年6B 1日 初版 門脇観次郎

18ー02258 407 知識の間者 . 1 村蹄省五郎 岩波書店 大正 10年6月5 日 19版 昭和25年3月10 日

17-00992 408
【視察′所感 ]大改造期の低
罪 .

戟 [視察′所感 ]大改造期の世界 乾 . 1 山科鵡赦 山科鰻蔵 大正 10年6 月5 日 初版 勝島恒夫

17-00070
[視察′所感]大改造期の性
罪

坤 【視察/所感]大改造期の惟界 坤 1 in a n * 山科種蔵 大正12年6月25 日 初版 勝島恒夫

18-03S独4 409 【明治′活史]七卿落 1 坂本忠一郎 清華堂書店 記載な しD 再版 大正 10年6月 15 日 揮井常四郎

18-04165 4ー0 国土の督 前編 国土の響 1 有田青松 有田青松出版部 大正 10年9 月5 日 3版 大正 11年 11月1 日有田青松

19-00553 4一一現代の哲畢及哲聾者 . 1 野村隈畔 京文社 大 jE I0年9月5 日 再版 大正 1.0年 9月20 日 花本玉⊥

17-01105 412 聖き愛の牡界へ 1 帆足理一郎 博文館 大正 10年9月 12 日 2版 大正 10年11月1 日薄井常四郎
18二-03430 ヰta 朱印船貿易史 1 川島元次郎 巧入社 大正 10年9月.15 日 4版 昭和 17年8月15 日

19-00928 4ー4 高野山蒐粋 . 1 井村米太郎 高野山嚢聾館 大正 10年 10月3 日 再版 大正 11年5月 1日 薄井常四郎

19-00588 4ー5 女大草と女四者の批判 1 井口愛泉 家庭協和曹 大正 10年10月 10 日 初版 滞井常四郎

18-04296 416 日本 と革はん乎 下巻 1

.ウォルター .

ピー . ピトキン
佐藤綱次郎駅

目黒分店 大正10年 10月 15 .日 3版 大正 10年 10月18 日花井斐夫
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l8ー03212 417 [娩近]哲畢大集成 1 村田豊秋 中央出版社 大正10年11月18 日 10 大正 11年5月5 日花井斐夫

17ー00672 418 車宙之進化 1

ドク トル、アウ

ニレス

】戸直戒訳

大鐙閣 大正10年12月10 日 初版 花井斐夫

19-00360 419 日本皇太子史論 1 三宅武郎 衆英閣 大正 10年 12月8 日 初版 有田青松

19-60223、 420 THE N甜 JAPANESE YEAR
BOOK

1
THE 〝NEW

JAPAN〝PUB. CO .

ニュー . ジャパ

ン社
昭和6年 12月20 日 初版 泉田秀義

17-00454 42ー十七偉憲法 1 高島米峰
聖徳太子一千三

百年御忌奉賛会 .
大正10年 12月25 日 初版 高棉順次郎

19-00047 422 Elektrische Zugfo

rderung
1
Dr.-Ing.

E.E.Seefehiner

Verlag von
Julius Springer

初
中本守三菱重

工三原製作所

18-02534 423
GRUNDRISS DER

PSYCHOLOGIE
1 WILI由U WUNDT

ALFRED KRONER

VERLAG
大正11年 初版 林礼二郎

19-00863 424
[KANT] Kritik der

Urtcilskraft
1
K A R L V O
S L A N D E R

VERLAG VON

FELIX MEINER
1922年 初版 林礼二郎

18-02390 425
LOGIC DER REINEN

琶RK正NTNIS
1 HERMANN C01ーEN

B良UNO CASSIRER

VERLAG
大正11年 初版 林礼二郎

19-00882 426
LOGISCHE UNTERS

UCHUNGEN
1 ED… HUSSERL HALLE A.D.S. 大正 11年00月00 日 初版 林礼次郎

17-00857 427
PRACTICAL GEOMETRY AND

GRAPHICS
1 D.A.LOW

LOMGMANS,GREEN

AND CO.
大正 11年 初版

17-00835 428
RA ILWAY ELECTRIC

TRACTION
1 F.W. CARTER

EDWARD ARNOLD &
C0.

大正 11年 初版 .lノ1へ、J 一..一,iR
重工ノ三原製作

TTr~

19-00600 429 ZAHNRADER SCH IEBEL i Dr. A. Schiebel
Verlag 、Ⅴ0n
Julius Springer

初版
中本守三菱重

工三原製作所

17ー00403 430 少年犯罪論 坐 1 .大揮鼻音 法律新聞 大正11年1月 1.1 日 初版 勝島恒夫

17-00194 431 差別善の提唱 1 田口精蘭 . 差別善研究骨 大正11年2月11日. 初版 山科良夫

17二一01205 43 2 親鷲と更生 1 山中峯太郎 - H # 大正11年3月15 日 4版 大正11年3月28 日 揮井常四郎 .

19-00849 433
[文化 と史観コ日本文化生

活史
1 西村文則 国史講習食 大正 11年4月 1日 3版 大正 11年 1.0月1 日..

17ー00706 434 道を求めて 1 蓮沼門三 岡本増進堂 不明 5版 大正 11年4月10 日

17-00520 435 ‥愛する同朋へ 1 大谷尊由 真宗文書倦道管 大正11年4月15 日 初版 薄井常四郎

17-00022 436 丙午紀行 3 佐藤傭亮 清水書店 大正11年4月28 日 初版 薄井常現郎

18-02186 437 社会事業 . 1 田子⊥民
帝国地方行政畢

会
同朝鮮本部

大正1土牛5月23 日 3版 大正 11年 6月30 日

. 17一01060 438 浮浪浸薄 1 辻潤 下出書店 大正 1.1年6月3 日 初版

17-00097 439 緒観史美談 前編 績国史美談 1 北垣恭次郎 官業之 日本社 大正 11年6月20 日 30版 大正 13年 10月1 日.

1.7こ00098 緒国史美談 中編 績統史美談 1.北垣恭次郎 賓業之 日本社 大正13年 1月.l2日 2 1版 大正 14年 2月20 日

′17-00099 繍薗史美談 後編 績囲史美談 1.北垣恭次郎 窯業之 日本社 大正14年3月5 日 12版 大正 14年 4月 13 日

17-01267 440 李朝史大全 1 青柳綱太郎 . 朝鮮研究骨 大正11年7月4 日 10版 大正 12年 2月.10 日 高楠栄

18-02259′ 44ー聖.餐 1 益富政助 鎌倉保育園 大正11年8月8 日. 再版 大正 11年 9月25 日J頭書倶楽部

18-02207 442
[慶庵義塾大草 ]経済思潮

講演集 1 慶鷹義塾 岩波書店 大正 11年8月 15 日 初版 得能利統
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17-00800 443 真剣に 1 峰 田一歩 働 く曾 大正11年9 月2 日 初版 望月大学

17-00192 444 日本民族思想の研究 1 津田敬武 大鐙閣 大正11年分月l5 日 初版 高桶順次郎

18ー04060 445 快気焔全集 1 野依秀一 実業之僚界社 大正 11年9月15 日 再版 .大正11年 10月25 日 有田青松

17-00266 446 親鷲聖人の正しい見方 1 大谷尊由 興教書院 大正 11年9月25 日 2版 大正11年11月1 日 高楠順次郎

18-02760 447 京都名家墳墓録 上 附 暑停泣ニ碑文集覚 1 寺田貞次 山本文筆堂 大正11年10月 15 日 初版 有田青松

18ー02336 448 我が見た る.原首相の面影 1 ffl tfr直 警醒社 大正11年10月20 日 初版 花井斐夫

17-00750 449 世界大戦概史 1.大類伸 右文館 大正11年 11月 10 日 初版 山名俊一郎

18†02539 450 立正大師誼戟奉戴記事 1.
日蓮聖人大師碗
追賜奉祝事務所

日蓮聖人大師競
追賜奉祝事務所

Wra

大正11年 12月10 日 初版

18ー02321 45ー貨幣固定畢説 1
クナツプ

宮田喜代蔵訳
岩波書店 . 大正 11年 12月20 日 初版 真田秀吉

17-00704 452 見真大師 i 大令光瑞 大乗社 大正 11年 12月20 日 11版 大正 12年2月25 日薄井常四郎 、

17-01279 453 THE COKEBURY HYMNAL
For General Use In Religious
Meetings

1
HAROLD HART
TODD

The Cokebury

Press
大正12年 初版 田坂豊

17-00479 454 東西文明の調和 1

故大隈重信侯達
*
大日本文明協会

大日本文明協骨

事務所
大正 12年 1月15 日 初版 花井斐夫

17-01103 455 囲民改善講話 . 1 足立栗園
富田文陽堂

武田交感館
大正 12年 1月20 日 3版 大正12年 10月20 日

18-02070 456、
[訂正増補版】武家時代之
研究 1 - # 1 大森金五郎 冨山房 大正 12年 1月22 日

訂正
増補3

版

昭和2年1月22 日有 田青松

17-00535 457 前濁帝自叙樽 1.

ウイルヘルム .
ホーヘンツオル

レノレン′
大阪毎日新聞外
囲通信部訳

大阪毎日新聞

東京 日日新開
大正 12年2月8 日 初版 山名俊一郎

18-02543 458 普及版 /大菩薩峠 2 大菩薩峠 第二巻 6 中里介山 薄井常四郎

18-02785 普及版 /大菩薩峠 3 大菩薩峠 第三巻 1 中里介山 春秋社 大正12年2月15 日
普及

版
昭和2年10月25 日

18-02791 普及版′大菩薩峠 4 大菩薩峠 第四巻 1 中里介山 春秋社 大正12年2月15 日
普及

版
昭和2年11月25 日

18-02544 普及版′大菩薩峠 5 大菩薩峠 第五巻 6 中里介山 春秋社 大正14年11月 10 日
普及

版
昭和2年11月1.日 揮井常四郎

18】02545 普及版′大菩薩峠 6 大菩薩峠 第六巻 6 中里介山 春秋社 昭和2年 1月20 日
普及

版
昭和2年11月 1日 薄井常四郎

17-00673 459 平和なき欧羅巴 1
大 日本文明協骨
編

大日本文明協会

事務所
大正 12年3月 15 日 初 . 花井斐夫

17-00085 460 茎滑匪誌 1
秋揮次郎 (鹿

川)
杉田書店 大正 12年4月5 日 初版 花井甲斐夫

17-00471 461
(辞護士) 開業二十年記

念論文集 1 天野弘一 同勢舎活版所 大正 12年4月12 日 初版 花井斐夫

19-00301 462
〔善等何を撃ぶべき乎′第

二期〕 2 倫理の話 1 安島健 世界思潮研究骨 大IE 12年4 3 20 日 初版 幸野吾人
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17-00718 463 憲法撮要 1 美濃部達吉 有斐哀 大正12年4月30日
訂正4
版第3

刺
昭和2年3J330 日川口囲次郎

17ー01044 464 浅野純一郎 1
浅野泰治郎、摸
野良三

浅野文庫 大正12年6月8日 7版 大正14年2月1日山科良夫

17-00173 465
[科皐より戟たるコ犯罪と .
探偵 1 小酒井不木 博文館 大正12年6月15日 初版 勝島恒夫

18ー02831 466 労働運動の研究 1 安井英二 日本大草 大正12年6月30日 再版 大正12年7月10 日

18-02577 467 嘘の効用 1末広巌太郎 改造社 大正12年7月3日 SO飯 大IF.13年3月5 日

18-02453 468 傭教の神髄 1Ⅰ富士川辞 法爾社 大正12年7月15日 初版 高桶順次郎

18-03299 469 たちはなのかをり. 1 放田淵龍 大倉書店 大正12年7月18日 初版 高楠順次郎

18-04594 470 地方臼.治制要義 1 末松借一郎
帝国地方行政学
∠ゝ
コ三
岡戟鮮本部

大正12年7月31日 3版 大正12年8月12日

20-127 471 我国と傭数 1 福島甲子三 福島甲子三 大正12年8月1日 初版 高楠順次郎

17-00729 472 身延山史 1 身延山久遠寺 身延教報出版部 大正12年8月3 日 初版 高梼順次郎

17-00457 473 大師主義 . 1.和自性海 全正合書籍.部 大正12年8月I8 日 初版 高楠順次郎

18ー04572 474
[皇太子殿下コ海外御巡遊
日誌

1
宮内大臣官房庶
務銀

宮内大臣官房庶
務課

大正12年8月25 日 再廟 大正13年5月30日

19-00401 475 乞食の名督 1
大杉典
伊藤野枝

衆英閣 大正12年9月28 日 9版 大正1.2年12月1日 K . K

18-04008 476 m tk 1 木日本文明協会
大日本文明協会
事務所

大正12年10月30 日 初版 花井斐夫

18-03066 477 この大災に遭うて 1 大谷光演 中外出版 大正12年12月15日 4版 大正13年2月20日花井斐夫

18-02108 478 南米移民研究 1 奥村安太一賂 弘文堂書房 大正12年8月1日 初版 山科良夫

17-01008 479 ON LIBERTY ETC.
REPRESENTATIVE GOVERN班ENT/THE

SUBJECTION OF WO肥Ⅳ
1
JOHN STUART
M ILL

GXFORD
UNIVERSITY
PRESS

大正13年 初版

19一00930 480 【[皇太子殿下】御外遊記 1 二荒芳徳 .
大阪毎日新聞
東京日日新聞

大正13年1月1日 初版 津井常四郎

18-03023 48ー日本の堅実性 慶びの春に 1 永由秀次郎 敏文館書店 大正13年1月1日 3版 大正13年1月10日 山科良夫

18-03397 482
[烈婦か妖婦か]固史上問
題の女性 1 国史講習会 雄山閣 .大正13年2月20日 初 . 有田青松

17-00147 483 露酉亜の鼻相 1 戸泉憲浜
大阪毎日新聞
東京日日新聞

大正13年2月20日 初版 幸野吾人 .

18-02161 484 無線の知識 1 伊藤賢治 無線実験社 大正13年3月5日 5版 大正13年6月20 日

18【03361 485
【これは面白い]日本偉人
の話

1 犀川天寿 白光社出版部 大正13年3月25日 5版 大正13年5月10 日

17-01109 486 昔生活と.哲畢 1 村岡省五郎 東光閣書店 大正13年4月I8日 4版 大正13年4月25 日幸野古人

18-02095 487 家畜奨輸論 1 森永太一郎 東京堂 大正13年4月28日 初版 山科良夫

18-02770 488 和平と.防固 1 新納克己 国際聯盟協骨 大正13年5月8.日 2版 大正13年6月1日山科良夫

18-04062 489 有史以前の平壌 平壌の化石林 1 広瀬憲二 平安南道教育会 大正13年5月18日 初版 山科良夫

18-04063 古朝鮮と平壌
壇君偉観と平壌/菓子朝鮮と平壌
′衝浦朝鮮と平壌

1 広瀬憲二 平安南道教育会 大正13年5月lB 日 初版 山科良夫

18-04064
楽浪時代と平壌 高勾駕
時代と平壌 1 広瀬憲二 平安南道教育会 大正13年5月18 1ヨ 初版 山科良夫
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18-04065
文練役と平壌 日清戦役
と平壌

1 広瀬憲二 平軍南道教育会 大正13年5月18日 初版 山科良夫

18ー04066 平壌概観 1 松本源作 平壌商業会議所 大正14年5月28 日 初版

17-00248 490 [維′新】烈士史談 上 【維/新]烈士史談 上巻 1 上田景二 帝国教育研究骨.. 大正13年5月18日 3版 大正15年5月1日

16-00075 [維′新】烈士史談 下 [維′新]烈士史談 下巻 1.上田景二 帝国教育研究曾 大正13年5月18 日 3 版 大正15年5月1日

19-00855 491 [教化資料コ中朝草書. 完 .山鹿素行遺稿 1 島津巌 帝圃報徳骨本部 大正13年5月31日 2版 大正13年6月5日 島崎恵登

17-00692 492 自由人は斯く語る 1 室伏高倍 批評社 大]E13年6月7 日
改訂
10版

大正15年2月10日

17-00036 493 鰯霞勝連記 上巻 梱霞勝速記 1
徳富猪】郎 (蘇
峰)

民友社 大正13年6月13日 初版 川口圃次郎

17-00037 梱霞勝遊記 下巻 栖霞勝連記 1
徳富猪一郎..(蘇
峰)

民友社 大正13年9月10日 再版 大正13年9月20 日川口圃次郎

17】00901 明治裏面史 正編 [隠れたる′事賓]明治裏面史 2
伊藤仁太郎 (痴
遊)

威光館出版部 大正13年6月15日 23版 昭和10年5月1日二本松利雄、

17-00902 明治裏面史 続編
[隠れたる/事賓コ明治裏面史[緒′
編]

o
伊藤仁太郎 (痴
遊)

威光館出版部 大正13年6月15日 23版 昭和10年5月1日二本松利雄

19-00738 494 新国是の提唱 1 国策研究骨 希望閣 大正13年7月16 日 初版 山科良夫

lr7ー01250 495
朝鮮殖産銀行と朝鮮の産
莱 1 朝鮮殖産銀行 片山市太郎 大正13年7月31日 初版 山科良夫

17-01106 496 死生と宗教 1 帆足理一郎 新生堂 大正13年8月4 日 5版 大正13年10月15日薄井常四郎

18-03396 497 大正震災美庸 1 東京府 モナス 大正13年9月1日 初版 薄井常四郎
19-00172 498 大正大震災⊥過年記念 地震と内閣 1 tU n ff M ft J tt 大正13年9月1日 .初版 花井斐夫

17-00141 499 太平洋を中にして 1 徳富健次郎 文化生活研究骨 大正13年9月1日 初版

18-03338 500 [奮闘努力]近代立志樽 1
経済之日本社編
集部

経済之日本社 大正13年9月5日 8版 大正15年10月10 日花井重文

18-02717 501 BRAZIL 南米の賛庫′伯刺西爾 1 竹津太一
ジャパン .タイ
ムス社

大正13年9月5日 3版 大正13年9月20 日山科良夫

18-02093 502 全労働収益樺史論 1 森戸辰男訳 弘文堂書房 大正13年9月10日. 初版 花井斐夫

18-02107 503 社曹生活の法則 1 高窪喜八郎 法律評論社 大正13年9月30日 初版 花井斐夫

17-00794 504 司法官物語 1 長谷川清志 京文社 大正13年10月15日.初版 花井斐夫

16-00040 505
無限の富源地唯一の発車
地 . 南米渡航案内

1.結城朝八 実業之日本社 大正13年10月15 日 初版

19-00053 506 【串川老人影署]龍城雑稿 1播磨龍城 新阿蘭書院 大正13年10月25日 初版 花井斐夫

19-00699 507 [信仰′物理】異圃行脚 . 1 日下部四郎太
大日本雄雑食講
談社

大正13年10月30 日 SO飯 大正15年9月25日花井斐夫

19ー00765 508
[改訂増補十 [能率増進了
無益の手数を省く秘訣 1 池田藤四郎 エフイシエン

シー協会
大正13年11月5 日

増補

1000
版

大正14年3月15日池田清次郎

19ー00042 509 動的青年訓 1.茅原廉太郎 朝日P書房 大正13年11月5 日 初版 草野吾人

18→03373 510 成青息汗ハ源義経也 1 小谷部全一郎 富山房 大正13年11月10 日 初版 大正13年12月15日薄井常四郎

17-01001 5日 使命と人生 1 後藤静香 希望社 大正13年11月20日 17版 昭和3年3月11日
19-00668 512 外遊印象 1 小池秋草 鹿文堂書店 大正13年11月25日 初版 花井斐夫

18ー02324 5 3 世界革命之裏面 1 包荒子
二酉社内二酉名
著刊行会

.大正13年12月20日 9版 大正15年5月22 日花井斐夫
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17-00798 5ー4 上水違 1 岩崎富久
日本工人倶楽
部、日本文化協 ′
令 .

大正13年12月22日 初版 花本玉一

17-00701 5†5 我が赤裸々記 1 野依秀一 秀文関 大正14年1月4 日 初版 池田清次郎
16-00033 516 宴会常道 1 藤原銀次郎 三省堂 大正14年1月5日 初版
18-04103 517 [増訂1武訂二年表 1 広谷雄太郎 国書刊行会 大正14年1月10日 初版
1壬卜02117 518 国際阿片問題 1 野波.静雄 平凡社 大正14年2月8日 初版 花井斐夫
19-00976 519 園民小訓 1 徳富猪一郎 民友社 大正14年2月11日 22版 大正14年3月30 日

17-00598 520 【増補]圃民小郡 1 徳富猪†郎 民友社 . 大正14年2月.11日
増補
版

昭和8年10月12 日徳富蘇峰

17-00634 [増補】国民小訓 1 徳富猪】郎 民友社 大正14年2月11日
増補
版

昭和8年10月5.日徳富蘇峰

19-00511 【増補]薗民小訓 1 徳富猪一郎 民友社 大正14年2月11日
増補
版

昭和8年10月5 日徳富蘇峰

18-02898 52ー王仁蒙古入記 1 上野公園 霊都新聞 大正14年2月12日 初版 花井卓蔵

19-00751 522
[祝祭日及ビ国民記念日1.1
講話資料 . 1

相島亀三郎
宮部次郎吉

明治園書 大正14年2月15日 初版

17-00977 523 近代人の人生観 1 人生哲畢研究会 越山堂 大正14年2月15日 ′初旗
18-03485 524 横田千之助論 1 荒木武行 大観社 大正14年2月20日 初版 田阪垂

17ー01033 525 咋夢錬 1 平山威信
ジャパン、マガ
ジーン社

大正14年3月1日 初版 山科良夫 .

18-02599 526 日本建築史 1 佐藤佐 文翫堂 大正14年3月5日 3版 大正14年5月25 日山名俊丁郎
18-03328 527 罪の子となるまで 1 前田誠孝 共弊社 大正14年3月10日 10版 大正14年4月.15 日花井斐夫 、
18-02923 528 震災ニ因ル日本ノ損失 1 東京市 西脇嘉市. 大正14年3月13日 初版 浮井常四郎
18-03345 529 青年美談、 1 熊田宗次郎 賛業之日本社 大正14年3月18日
18二03222 530 進化と思想 1 松村松年 大日本雄雑食 大正14年3月20日 3版 大正14年3月25日有田青松
18-03210 531 倍は力なり 1 吉原正道 文典堂書店 大正14年4月10日 初版 川口圃次郎
18ー02481 53要水天宮神社御由緒記 1 馬場線郎 大正14年4月12日 初版
17ー00076 533 支那の晋際に鱗れて 1 内藤順太郎 東亜社出版部 大正14年4月23日 初版 花井斐夫

19-00607 534
掻政宮殿下の御日常を拝
して 1 山本倍次郎 日本警察新聞 大正14年4月25日 初版 望月大学

18-04538
構政宮殿下の御日常を拝
して 1 山本倍次郎 日本響察新聞 大正14年4月25日 6版 大正15年6月25 日山科良夫

17-蝣01151 535 [合本】外遊草書
irサ.7.ォ&tォJォ*.','; 山 一"ATiSti-W l̂ isJUX
研究資料′第参巻憲政俗論/第四
巻蒲鮮支那沸記′第五巻蘭領東印
.血

1 石井謹書 石井法律事務所 大正14年4月30日. 初版 花井斐夫

17→30600 536 新朝鮮 坐 1 青柳綱太郎 京城新聞. 大正14年5月15日 初版 高橋栄
18-03493 537 都市政策汎論 1 田川大吾郎 . 白揚社 大正14年5月15日 初版 花井斐夫
18二02998 都市政策汎論 1 田川大吉郎 白揚社 . 大正14年5月15日 花井斐夫
17-00931 538 [批判/研究]博士人物 嘗科篇 1 井関九郎 尊展社出版部 大正14年5月.17日 初版 井関文代
17-00170 539 或相の.近性史 .1 小山勝清 衆英閣 大正14年5月20日 初版

18.儲 2l0 540
囲際資本戟【T打E WORLD

WAR OF CAPI†AL]
1
東京朝日新聞躍
vm

日本評輪社 大正14年5月20日 初版 田坂豊

18-03444 541 薗史叢説 1 八代囲治 日用書房 大正14年5月25日 初 有田青松
19「00100 542 歌集 傷める花 1 高梨直郎 衆芳閑. 大正14年5月28日 初版 ■■■-
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18-02753 543 朝癖 1
相愛禽大阪本部

文化部
相愛合大阪本部 大正 14年5月30 日 初版 有田青松

18-04606 544
ムツソ.リニとファシス ト

運動
1 川村貞四郎 良書普及会 大正 14年 6月5 日 再版 大正14年6月8 日 花井斐夫.

17-00668 545 天幕生活 1 河田祐慶
ジャパン キヤ

ムプ クラブ
大正 14年6月 13 日 初版 勝島恒夫

17-00341 546 [日日観照]心の王国 1 梶康郎 帝国教育研究曾 大正14年7月5 日 4壁 大正 15年5月5 日
勝島恒夫

18-04292 547 南島情趣 P 1 本山桂川 墾英閑. 大正 14年 7月20 日 初版

18ー03203 548 新辞傭教聖典 坐 1 傭教協会 1
新帝傭教聖典普

R *
大正 14年7月25 日 54堪 昭和3年3月 1日 揮井常四郎

17ー01251 549 行啓に【顧れ′たる]軒命輝 1 藤守噴明 鳥法館 大正 14年8月5 日 初版 高林順次郎

18-02208 550 世界の資本主義戦 1 高橋貞樹 白揚社 大正14年8月15 日 初版
大正 14年9月18 日

田坂豊

有田普松18-04579 55 我が薗膿 と囲民道徳 1 井上哲治郎 広文堂書店 大正14年9月10 日 3版

18ー04541 552 N宅;w rad工0-BOOK 1 早川迭雄 早川字源次 大3E 14年 10月1 日 改訂

14版
昭和 5年7月 1日 田部俊一

19-00455 553 仏教の現代的批判 1 井上秀天 賓文館 大正14年10月 10 日 初版
揮井常四郎17-00731 554 日蓮聖人の言葉 1 星野梅耀 太平洋書房 大正14年10月 13 日 初版

18-04290 555
【哲撃 を′基礎 とせる]教師

論
1 根岸栄之 培風館 大正14年10 月15 日 4版 大正 15年2月28 日高橋順次郎

17-00025 556
十八健紀英国産業革命史

論
1
Arnold Toynbee
芝野十郎訳

岩波書店 大正14年 11月10 日 初版 花井斐夫

17-01049 557 北都留郡誌 坐 1 稲泉量四郎 山梨願北都留郡

誌編纂合
大正 14年 11月10 日 初版 稲泉量四郎

18-02586 558 三笠 ものかた り 1 小笠原長生 三笠保存会 大正 14年 11月15 日 2版 大正15年2月5 日 花井斐夫

19-00762 三笠 ものかた り 1 小笠原長生 三笠保存食 大正 14年 11月15 日 11版 昭和3年 11月1 日 山崎柴次郎

17-00167 559 義は君臣情は父子 1 千代田舎 千代 田舎綴事務

所
大正 14年12月 15 日 初版 花井斐夫

17-00166 義は君臣情は父子 1 千代田舎
千代田骨事務所
出版部

大正14年12月 15 日 12版 大正 15年 7月15 日 望月大学

17-00247 560 専制撃綱要 1 中井良太郎 織田書店 大正14年12月 15 日 10版 大正 15年4月10 .日高垣玉次郎

花井斐夫18-04078 561 新開に入 りて 1 下村宏 日本評論社 大正14年1.2月2.0 日 初版

18【02941 562 家事経済綱要 1 松平友子 文書堂 大正14年12月25 日 5版 昭和4年4月10 日 S tES

18ー04336 583 w a is * 1 武藤山治 日本評論社 大正15年 1月1 日 初版

16-00038 564
バイ ウオター太平洋戦争

と其批判
1
文明協会

石丸藤太訳
文明協会 大正15年1月 10 日 初版

17-00083 565 弟代政治轟音 1 吉野作造 文化生活研究骨 大正15年1月17 日 初版 花井斐夫
18-03370 566 [槍にしたる]歴史の裏 1 由村孝之介 輝文館 大正 15年 2月1 日 初版 望阪豊

19-00559 567 新入萄記 1 遅塚金太郎 大阪屋戟書店 大正 15年 2月巨日 初版 津井常四郎

19-00193 568 全輿主義 . 1 ア# ォ 静観堂 大正 15年 2月8 白 増訂
再版

昭和 3年 11月3 日花井斐夫

19-00041 569 大臣責任訴訟之研究 附 参考論文 1 川手忠義 至誠堂書店 大正15年2月10 日 初堪 花井斐夫

1gl⊥00448 570 朝鮮統治の批判 . 1 石森久瀬 朝鮮公論社 大正 15年2月 17 日 初版 轟楠栄8

16-00039 571 民族 と其問題 1 文明協会 文明協会 } 大正15年3月1 日 初版

18-02022 572 英米訪問晋業圏龍 1 属誌編纂委員 + - 4 大正 15年4月25 日 初版 山科良夫

19-00352 573 信仰の力と鋸の味わひ 1 高橋常雄 鴎恩協会 X jE 15年4月25 日 再版 昭和6年 10月5 日滞井常四郎
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18-02354 5 74 世の申請本 1 山田愛創 忠誠堂 . 大正15年4月25日 初版 鎌田完爾 .

18ー02759 575 南国史話 . 1 浦川亀太郎 平凡社 大正15年5月1日 初版 有田青松

17-00319 576 大正徳行録 1 宮内大臣官房 内閣印刷局 大正15年5月5 日 初版

18-02891 577 原始併載と辞宗 1 立花俊道 更正社書房 大正15年5月10 日 初版 薄井常四郎

18-04096 578 護法の神見島惟謙 1 沼波武夫 修文館 大正15年5月12日 初版 花井斐夫

19†00147 5 79 改樺の哲畢 1 田中王堂l 衆芳閣 大正15年5月20 日 初版

19-00764 5印′長輿山随筆 1 田遵勉吉 田辺家蔵版 . 大正15年6月8 日 初版 山科良夫

17-00781 長奥山随筆 1 田辺勉吾 田辺家蔵版 大正15年6月8日 初版 花井斐夫

19-00897 581 南天荘歌話 1 井上嘩泰
日本古典全集刊
行合

大正15年6月10日 初版

19-00249 582 訪欧大飛行誌 . 初風 HATSUKAZE 1 岡野養之助 朝日新聞 大正15年7月1日 初版 山科良夫

18-03005 583
現代政治の社会化及産業
化

1 H ffl 作禰 文明協会 大正15年7月5日 初版 高楠順次郎

19-00705 584 日本近社史説 1 花見朔巳 日本拳術普及会 大正15年7月10日 初版 有田曹松

17430991 585 雑阿含経/雑阿村耶の研究 1 渡連楳雄 甲子社書房 大正15年7月15 日 初版 高棉順次郎

18-03216 5舶 光を仰ぎて 1 蓮沼門三 修養圏 大正15年8月1日
訂正
増補
20版

昭和5年5月10 日樽見幸雄.

18-02062 587 第一銀行五十年小史 1 長谷井千代松 長谷井千代松 大正15年8月5.日 初版 山科良夫

18-02242 588 津久見蕨村集 1 故津久見顧村 久津見蕨村集刊
行会

大正15年8月7日 初版 花井卓蕨

17-00222 589 長紅漫遊日記 1 高山生 大正15年9月序 初版 山科良夫

17-00086 590 政治の倫理化 1 後藤新平
大日本雄禅骨講
談社

大正15年9月20日 初版 望月大学

17-00307 591 攻治の倫理化
普選に直面して政治の倫理化を
捷唱す (巻首) l 後藤新平

大日本雄耕舎講 .
談社

大正15年9月20日 初版 石原武一

19-00011 592 山陵の復古と精忠 1 金杉英五郎 日本瞥事週報社 、 大正1ち年9月2A1日 初 高楠順次郎

17-00522 593 - 夫一婦か自由樽愛か 1 倉田百三 岩波春店 大正15年9月22日 4版 昭和2年1月5 日滞井常四郎

18-02020 594 西郷南州先生 遺訓 1 清田正夫 盛文館書店 大正15年9月.22日. 初版 花井斐夫

19-00342 595 東亜沸教大骨記要 1 傭教聯合食 傭教聯合食 大正15年9月23日 初版 高橋順次郎

18-04170 596 国家級動員之意義 1 沢本孟虎 青山書院 大正15年9月28日 4版 昭和2年1月23.日

l9ー00146 597 理想主義的悪戦 i 鹿子木魚信 京文杜 大正15年9月.28日 初版 浮井常四郎

18-03209 598 傭説元量番線講話 阿弥陀仏と其師との問答 1 噴烏敏 香草舎 大正15年.10月10日 .初版 川口圃次郎

17-00775 599 傭教の健界観 1
パウル . ダール
ケ
高桑純天訳

甲子社書房 大正15年10月25 日 初版 堂元貫

18ー02999 600 fc H & te 1 武藤山治 日本評論社 大正15年11月15日 初版 宇都宮七五

17-00165 601 朴列問題の批判 1.天野麟作 . 鶴山草堂 大正15年11月15 日 初版 望月大学

17-01102 602 菜根欝講話 1Ⅰm m m 京文社書店 大正15年11月2.5日 47版 昭和5年3月20 日門脇観次郎

16-00037 603 カイザーリンクの日本観 附 支那広東印象記 1 1 文明協会 文明協会 大正15年11月.25 日 初版 高楠順次郎

18ー02078 6
社園法人実費珍療所の歴
史及び事業 2 創立第十五周年記念 第二巻 1

社画法人寮費診

1療所編輯部

社国法人寮費診

SRRft
大正15年11月28 日 初儀 山科良夫

17-01099 605 青年の傭智 1 井尻進 内海停一郎 大正16年12月5 日 3版 昭和1年12月25日滞井常四郎

17-00155 606 政治講座 . 1 立憲政友脅 日本政治拳骨 大正15年12月9 日 初版 望月大学

17-00390 607 財政讃本 1 下村宏 日本評論社 大正15年12月10 日 再版 昭和1年12月27日河口貞次
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17-00391 財政諸本 1 下村宏 日本評論社 大正15年12月10 日 初版 山科良夫

19-00595 608 聖勅奉行頚木 完 1.三井侶 聖勅奉行食 大正15年12月10 日 .初版 山科良夫

19-00218 609 政局を練る人々 1 山浦寛一 四海書房 大正15年12月15日 3版 大正15年12月12日池田清次郎

18-04025 6ー0 囲民消防 1.松井茂 松草堂書店 大正15年12月16 日 初版 花井斐夫

18-02864 6日 大越成徳遺稿 1 志立鏡次郎 財政経済時報社 大正15年12月20 日 初版 南橋場次郎

18-03231 6 2 ENGLAND 1 E.0.HOPPE
ERNST 触SMUST
A.G. B印LIN

昭和1年 初版 猿田秀吉

17-00153 613 [学生の見たる]アメリカ 1 中村嘉蓄 畢生海外見拳固 昭和1年12月25.日 5版 昭和2年1月18 日花井斐夫

19-00860 6ー4 第一の宣言 農村文化建設の第一歩 1 金作之助 久麗波.文庫 昭和1年123 25日 初版 薄井常四郎
18-02947 615 童滑史と樺山大勝 1 藤崎済之助 . 国史刊行骨 昭和1年12月30.日 初版 花井斐夫

18-04059 616 新時代魔世諌本 1 佐野鍵之丞
大日本雄帝骨講
談社

昭和2年1月1日 初版

17-01045 617 撮津郷土史論 1
日本磨史地理畢
#

弘文社 昭和2年I月10日 復興 有田青松

19-00527 618 [⊥哲学者の]世界連記 1 千葉命吉 平凡社 昭和2年1月20 日 初版 草野古人

18-03018 619
[改訂]原始僻教の賓践哲
畢

1.和辻哲郎 岩波書店 昭和2年1月25日 lI刷 昭和23年11月10日松本典一郎

18-03208 620 道徳の意義 . 1 木村泰賢 大雄閣 昭和2年2月1日 8版 昭和2年6月20.日川口囲次郎

17-00029 621 倫理書 1
杉浦重剛著
猪狩史山註解

政教社 1 昭和2年2月1.1日 初版 花井斐夫

18-02318 622 津方撃撃の新研究 1 中山忠直 菅文館 昭和2年2月25日 P15版 昭和16年6月1日堂71=貢

18-02323 623 日本打開鎗 1 横井兵五郎
帝国地方行政草
食

昭和2年2月25日 2版 昭和2年3月5日花井斐夫

17-01209 624 【検察蝕銀】赤い法服 1 真野歓三郎 博文館 昭和2年2月28 日 初版 花井斐夫

17-00298 625 古い政治の新しい親方 1 吉野作造 文化生活研究骨 昭和2年3月1日 初版 花井斐夫
1g一04389 626 囲民に訴ふ 1 若槻礼次郎 改造社 昭和2年3月24 日 塑版 池田清次郎

18-03511 627 賛巌寺縁起 一遍上人客席並に和歌 1 小林愛住 * * # 昭和2年3月30 日 初版 宇都宮七五

18-04536 628 汎ヨーロッパ 1
クーデンホープ
永富守之助訳

国際聯盟協会 昭和2年4月28 日 初版 山科良夫

18-04017 629 村瀬.l.'ifK ''七輪 Ⅰ 1
江木表 .江橋活
郎

渡律新報社 昭和2年5月8日l初旗 花井卓蔵

17-00035 630 日本政貴史 上 上巻 1 林田亀太郎
大日本雄沖合講
談社

昭和2年5月15日 5版 昭和2年5月20 日.花井斐夫

18-02493 631 m m m 1 吉野作造 福永重勝. 昭和2年5月15日 初版 花井嬰夫

18ー022 14 632 日本モラ 1トリウム法論 1 竹野竹三郎 大同書院 昭和2年5月25日 初版 花井斐夫

19-00776 633 碑箆法と稗言萱的方法 1 ゴーレフ 南宋書院 昭和2年6月20日 初版

19「00760 634 近代人の人生観 1 人生哲畢研究骨 日新社 昭和2年6月25 日 初版 田阪垂
18-04212 635 [大正/外交】十五年史 1 信夫浮平 国際聯.盟協会 昭和2年7月12日 初版 山科良夫

18-02440 636
[K E N I ]樺威 (普及
版) 1 後藤静香 希望社出版部 昭和2年7月20 日 35版 昭和2年10月11日

17ー01162 637 樽威 (大衆版) 1 後藤静香 希望社出版部. 昭和4年9月1日 初版 秋山正史

17-01173 権威 (大衆版) 1 後藤静香 希望杜出版部 昭和4年9月1日 初版 得能利統

18-02983 638 青淵回顧録 上青淵抑顧録 1 小貫修一郎
青淵阿I顧録刊行
会

糊fiii'V -s i]★5日 山科良夫

18ー02984
!蝣

膏淵回顧録 下 青淵四顧録 1 !J、貫修一郎
青淵抑顧録刊行
令

昭和2年8月31日 山科良夫
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18一03177 639 列強の興腰を見つ 、 1 花岡止郎 集成社 . 昭和2年8月20 日 初版 山科良夫

19-00012 列強の興廃を見つ ゝ 1花岡止郎 集成社 昭和 2年白月20 日 初版 花井斐夫..

18】04335 640 満蒙政策更新論 1 山田武吉 中日文化協会 昭和 2年8月25 日 初版 車野吾人

18-02506 641 北欧の海賊と英国文明 1 金子健二 研究社 昭和2年 9月3日 初版 有田音松

17-00648 642 政治講座 . 療縮 1 立憲政友骨 立憲政友骨本部 昭和2年 9月6 日 初版 望月大草

17-00932 643 支那風俗の話 1 後藤朝太郎 大阪屋概書店 昭和 2年9月15 日 初版 川口固次郎

18-02871 644 懐奮録 1.南条文雄 大雄閣 昭和2年9月20 日 3版 滞井常四郎

17-00196 懐首線 1 南候文雄 大雄閤 昭和2年9月20 日 .3版 昭和2年 10月 20 日薄井常四郎

17ー00984 645 半峰昔ばな し 1 高田早苗
早稲田大草出版

部
昭和2年 10月3 日 4版 昭和2年 12月20 日花井斐夫

17ー01124 846 合掌の心 1 泉道雄 女性の光社 昭和2年 10月10 日= 初版 斎伯守

18-02376 647
【先賢達芳 ]維新志士遺墨
負

更生閣 昭和2年 10月13 日 3版 昭和8年 12月.1 日滞井常四郎

17-00452 648 儒教聖典の見方 1 木村泰賢 破塵閣書房 昭和2年 10月16 日 初版 南楠順次郎

18-02060 649
紋服採用 と国民輿論の鼻
影

1.後藤武夫 日本魂社 昭和2年10月27 日 初版 花井斐夫

17-00733 650 偽教 日本之自覚 1 藤井草宣 甲子社書房 昭和2年10月31 日 初版 南楠順次郎

19-00851 651 [増補 ]支那行脚記 1 後藤朝太郎 高里閣書房 昭和 2年 11月3 日 10版 昭和5年2月 15 日 川口囲次郎

19一006 15 652 支那は支那な り 1 鳥居素川
大阪毎 日新聞

東京 日日新聞
昭和 2年 11月5 日 初版 幸野吾人

17-00104 653 梨花回咲 . 谷本宮博士達磨紀念会誌 1 戸津貴之助 戸津吾之助 . 昭和2年11月 12 日 初版 南桶順次郎

17-00824 654 安田亮君と松本信書君 1 秦孝道 昭和2年11月 15 日 初版

11ー00774 655 傭陀を練 りて 1 山崎精華 大雄閣 昭和2年11月25 日 初版 滞井常四郎

16-00035 656
日本赤十字社東京支部沿
革 /11史 1

日本赤十字社東

京支部

日本赤十字社東
京支部

昭和2年 11月28 日 初版

17ー00689 657 [集宗 ]畢苑談叢 1.前田常雲
前田/是山南和上

古稀記念会
昭和2年12月 1日 初版 高橋順次郎

19-00669 658 .欧米旅 日記抄 P 1 稲本錠之助 , 昭和3年 1月 1日 初版 花井斐夫

17-00570 65& [活 して′謹む].菜根辞 1 1 後藤静香 . 希望社出版部 昭和3年1月25 日 2版 昭和3年 1月30 日

19-00742 660 」# B 1 島谷亮輔 国際聯盟協曾 昭和3年 1月30 日 初版 山科良夫

18-04307 661 時事小言 1 森作太郎 中公司 昭和3年 1月30 日. 初版 花井斐夫

18-03455 662 西洋哲畢物語 上 上巻 1 村松正俊誇 アノレス 昭和 3年2月10 日 13版 昭和3年 5月24 日 勝島恒夫

19-00344 663 日本改造の具鰻案 1 田中滞二
養正時評社出版

部
昭和3年2月 11 日 6刷 昭和 16年 7月 10 日 薄井常四郎

17ー00923 664 海の女王 . 瀬戸内海の尊兄 1 茅原廉太郎 内観社 昭和3年2月25 日 初版 川 口貞次

19-00477 665 仙道一夕話 . 1 野村勇 野村勇 昭和3年3月20 日 初版 門脇観次郎

17-0 1160 666 かもか がみ 1 浅野泰治郎 浅野文庫 昭和3年4月 10 日 初版 山科良夫

18-02083 667
北越戊辰戦争 と河合経之

助
1 井上一次 長岡史蹟蘇彰禽 昭和3年 4月 10 日 初版 花井斐夫

19-00550 668 支那讃本 1 長野朗 支那問題研究所 昭和3年4月27 日 初版 山科 良夫

17-00062 669
【社食改造運動の]心理撃

的考察
1

C.T.WU.パ.トリッ

ク
山田敬徳 .内館

忠歳訳

立命館大草出版
部

昭和3年4月 30 日 初版 花井斐夫

18-03167 670 [改訂〕愚禿紗の愚禿草 1 村上専精 村上専精博士功

績紀念骨
.昭和3年 5月5 日 初版 高桶順次郎
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19-00407 671 傭教人文主義 1

シルブン. レ
ヴイ

lU ffl 龍城

大雄閣書房 昭和3年5月25日 初版 山科良夫

17-00802 672 家を建てる人の麓に 付 和洋住宅の実例 1 山田醇 繁文堂書店 昭和3年6月1日.初版 岸田恒樹

19-00446 673
[思潮文献]日本自殺情死
*fl

1 山名正太郎 大同館書店 昭和3年6月10 日 初版

17-00442 674 石塚左玄 1 樽滞如一 社圏法人食養骨 昭和3年6月20日 再版 昭和14年4月25 日堂元貢

18-03024 675 再生の欧米を観る 1 煙山専太郎 賞美之日本社 昭和3年6月20日 山科良夫
18【04554 676 清洲問題の賓相 1 長野朗 支那間瀬研究所 . 昭和3年6月25日 初版 山科良夫

19-00618 677 御大典 1 岩井武俊
大阪毎F l新聞
東京日日新聞

昭和3年7月5日 堰 昭和3年7月19 日

18-03381 678 桃源遺事 1
義公生誕三百年
記念会

昭和3年7月5 日 初版 花井斐夫

16-00019 679 小野金六 1 有隣会 . 三橋十一郎 昭和3年7月10 日 初版

18-02482 680 聖訓諒解 1 内田良平 黒龍骨出版部 昭和3年7月21日 8版 昭和3年12月20日 山科良夫

17⊥00224 681 じやわさらさ
昭和二年七月より .じやばめぐ
り 日本 千歳山荘

1 壮太郎 千歳文庫 昭和3年7月25日 初廠 高棉宗

18ー03367 682 出雲大社御由緒略記 1 出雲大社社務所 昭和3年7月30日
増補

15版
昭和28年7月1日小松茂

18-02096 683 日本八景 1 繊道省
大阪毎日新聞
東京日日新聞

昭和3年8月1日 初版

17-00388 684 印度旅日記 全 1 泉芳壕 嶺藻堂書院 昭和3年8月25日 初版

19ー00466 6防 全国師範巡講読 . 1 木津無庵 破塵閣書房 昭和3年9月1日 初版 高楠順次郎

18-02094 686 阿片問題の研究 1 菊池酉治、他 国際聯盟協骨 昭和3年9月4 日 初版 花井斐夫

17ー00418 687 英雄待望論 1 鶴見祐輪
大日本雄群合講
談社

昭和3年9月20 日 初版

20一19 英雄待望論 1 鶴見祐輔
大日本雄粁食誇
談杜

昭和3年9月20 日 9版 昭和11年9月28 日滞井一男

17-00292 688 魔性の大道 1 浪揮発一 官業之憧界社 昭和.3年9月20 日 7版 昭和3年11月7日 山科良夫

19-00906 689 ソヴュー トの妹 附 漁業問題 1 小山冨三 東京堂書店 昭和3年9月25 日 再版 昭和3年9月25.日花井斐夫

17-00966 690 めしのあぢはい 1 ttア#&i* 村上純群 昭和3年9月29 日 初版 宇都宮七五

19-00861 691 海め赤十字 1 帝国水難救済合 帝国水難救済骨 昭和3年10月 15 日 初版 山科良夫

18ー04095 692 [犬種奉祝]日章国旗論 1 松波仁} 郎 松波仁一郎 昭和3年10月20.日 初版 山崎英次郎

18-04339 693
支那塊状の解剖
(Analysis of Present

China)
1 植原悦二郎 東海堂書店 昭和3年11月20日 初版 山科良夫

18ー04600 694 .循衆的進化 1 福富泰蔵 政教社 昭和3年12月15日 初版 高橋順次郎

17-00064 695
[改訂剰 削経済記事の革
礎知識 1

ダイヤモンド編
輯局

ダイヤモンド社 昭和3年12月20日 50版 昭和8年9月5 日

17-01152 696
[財団法人】啓明骨創立十
年記念講演集

1 笠森侍繁 縮輯 啓明食事務所 昭和3年12月29 日 初版 高楠順次郎

19-00492 697 t最新]帝囲及列強の陸軍 1 陸軍省 . 昭和4年1月 初版 花井卓蔵

18-02119 698 カメラ社会相 1 片岡昇 文車市場社 昭和4年1月1日 初版 勝島恒夫

19-00629 699 日本及日本囲民之起原 1 小谷部全一郎 厚生関 昭和4年1月16 日 8版 昭和6年5月5日

18-04229 700 承久殉難の五忠臣. 1 植木直一郎 大明.堂書店 昭和4年2月2l5 日 再版 昭和4年3月20 日花井斐夫

17-00728 70ー打.蓮聖人乃資現の宗教 1 山川智庵 天業民報社 昭和4年2月28 日 初版
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18「03488 702 県人生の基調 1 牧野秀 修養圃 昭和4年3月3 日 10版 昭和4年12月23 日深見幸雄

17-0Q387 703
ソヴエト法並国家の哲単
的基沓 1

クルイレンコ
大竹博吉訳

ロシア問題研究
所

昭和4年3月10日 初

17-00438 704 豪快博 1 伊藤痴逆 . 忠誠堂 昭和4年3月20 日 初版 小林良一

19-00908 705 賛明の南洋 1.井手諦一郎 淳風書院 昭和4年3月20 日 初版 花井斐夫

18一02 189 706 稲田法撃博士論集 1 川席次吾郎 巌松堂書店 昭和4年4月6 日 初版 花井卓蔵

18-04048 707 [清浦伯爵]警察回顧録 1 警察協力会 . 響察協会 昭和4年4月15 日 初版 花井斐夫

18-03363 708 [塀治′大正]傑僧秘訣 1 山内傭謙 大雄閣 昭和4年4月20 日 初版 薄井常四郎

18一-03448 [明治′大正].傑僧秘談 1 山内俸謙 大雄閣 昭和4年4月20日 初版 滞井常四郎

18-03099 709 人類文化の発展 1 文明協会 文明書院 昭和4年4月25日 初版 山科良夫

18-02012 7ー0
[思想′善導]地方自治と郷
土愛 1.菅菊太郎

仲野和洋紙店印
刷所出版部

昭和4年4月25日 3版 昭和4年12月5日薄井常四郎

19ー00770 711
〔白濁/雨文) 生命の周大

展性 1 山川智鷹 天業民報杜 昭和4年4月28日 初版 門脇観次郎

17-00161 7ー2
不戦倹約中 「人民の名に
於で」の閉居 1 美濃部達吉編 日本評論社 昭和4年5月7日 ['}ォ 昭和4年6月10日望月大学

20-ll 713
mito 七赤目
逸事 1 石黒忠藩 山崎楠岳 昭和4年5月19日 初版 薄井常四郎

18ー02047 714 日本海員液済骨五十年史 1 日本海員鞭滑食 目.本海員液済骨 . 昭和4年5月22日 初版 山科良夫

18-03220 715 [赤禍]共産主義箆相 1 来原慶助 巌松堂書塵 昭和4年6月28日 6版 昭和4年7月17 日花井斐夫

19-00019 716 法曹飴談 1 山田武雄 北越時報社 昭和4年6月30 日 初版 花井斐夫

18】02077 717 :帝固之前途 1 大令光瑞 大乗社 昭和4年7月5 日 58版 昭和4年8月31日望月大学

18ー04530 718 海軍軍縮の重慧占 1 安富正造 国際聯盟協会 昭和4年7月10日 初版 花井斐夫.

18-02292 7柑こ日本に於けるベ リー翁 1 大久保利武 東京保護曹 昭和4年7月27 日 初版 花井斐夫

19-00767 720 朝日連峰 / 1 染谷正龍 山形電気 昭和4年8月5 日 初版 勝島恒夫

18-02851 721 笠置落 .元弘戦記 附 名所案内説明1薗 1 龍脊辰次郎 古跡研究所 不明 7版 昭和4年9月1日川口圃次郎

19-00331 722
国民経済の立直しと金解.
禁 1 井上準之助 千倉書房 昭和4年9月5 日 125版 昭和4年9月15 日滞井常四郎 .

19ー00338 723 【朝鮮′感話]死線に立つ 1 大浦貫道 心之友社 昭和4年9月12日. 再版 昭和4年9月18日高桶栄

19-00952 724 米国人の敦たる清洲問題 2 1.新渡戸稲造 日.本評論社 昭和4年9月15日 初版 山科良夫

18-04555 725 金解禁 全日本に叫ぶ 1 井上準之助 先進社 昭和4年9月ユ8 日 初版 田阪豊

18-03413 726 新興の朝鮮 1 朝鮮総督府 朝鮮総督府 昭和4年9月20日 2版 昭和4年9fl 25日花井斐夫

19-00895 727 大日本帝圏の囲鰻 1
後藤武夫
芳井直利

日本魂社 昭和4年9月24日 6版 昭和4年10月18日

17-00111 728 井上蔵相の正体 1 野依秀一 賞美之性界社 昭和4年9月25日 25版 花井斐夫

17-00930 729 日本帝園の一緒機 . 1.徳富猪～郎 民友社 昭和4年9月25日 初版 薄井常四郎 .

18-04557 730 救国運動と教化線動員 1 蓮沼門三 修養団 昭和4年9月26日 11版 昭和4年1.2月15日深見幸雄

17-00268 731 【注目すべき]南阿と東阿 1 今井忠直 文明協合 昭和4年9月30日 初版 山科良夫

18-04311 732 緊縮時代と消費経済 1 大道弘雄 朝日新聞 昭和4年10月8日 初版 津井常四郎
1.8袖2034 733 趣味の法律 1 上田保 忠誠堂 昭和4年10月10日 6版 昭和6年6月15 日

17-00406 趣味の法律 1 上田保
趣味の法律普及
#

昭和4年10月15日 274版 昭和6年11月1日川口囲次郎

19ー00017 734
国民経済の立直しか破壊
か

1 山崎蹄純 秀耳閣書房 昭和4年10月12日 初版 花井斐夫

18-03377 735 沸教文学物語 1 深浦正文 東林書房 昭和4年10月15日 初版 薄井常四郎

18」033自2 沸教文学物語 1 深浦正文 東林書房 昭和4年10月15日 初版 川口囲次郎
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18二03368 736 【補訂版]偶数文学物語 1 深浦正文 輿教書院 昭和4年10月.15日▼補訂
版

昭和16年8月20日天野弦一郎

17-00084 737 金解禁亡国論 『井上準之助氏に輿ふ』 1 久保久治
久保法制経済研
究所

昭和4年10月21日 初版 花井斐夫

19-00625 738 軍縮 1 印亜 i.-:ォ! 春陽堂 昭和4年11月23 日 2主版 昭和4年12月5日花井斐夫
高梼順次郎
花井斐夫

17ー01155 739 穂積【陳重′八束]進講録 1.穂積陳重 岩波書店 昭和4年11月25 日 初版

17-00068 740 日本を守る潜水艦. 1 福田一郎 政教社 昭和4年11月27日 初版

17-00190 74ー[増補]無産階級と宗教 1 高津正道 大風間書房 昭和4年12月5日 増補
版

昭和6年4月5 日

19-00628 742 ムツソリニの獅子帆 1 下位春吉訳
大日本雄辞骨講
談社

昭和4年12月5日 初版 花井斐夫

19-00924 743 亜米利加をのそいてきて 1 西田天香 回光杜 昭和4年12月10日 ≡版 昭和4年12月15日花井重夫
山科良夫17-00785 744 音暦小記 1 相馬半治 相馬半冶 昭和4年12月15日 初版

18-02846 745 基督教の本質[補遺] 1
フォイエルバッ

ハ
共生閣 昭和4年12月15 日. 初版 松本粂一郎

19-00120 746 漫談 思出す侭
漫談 思出す侭 筆記 (追録) ′
昭和五年一月′重道 .

1藤田重道 高楠順次郎

土9-00121 漫談 思出す侭
漫談 思出す侭 筆記(追録′其

二)′重道
1 藤田重道 高桶順次郎

17-00386 747 三申先生健舌賓文集 1 永田正吾 三協印刷 昭和5年1月23日 初版 花井斐夫 A
花井斐夫
真田秀吉

18ー04084 748 百年後の日本 1 松谷輿二 光学堂 昭和5年1月26日 初版

17-00375 749 酉式強健術と鮪手療法 1 西勝造. 賓業之日本社 昭和5年2月5日 40版 昭和5年5月9 日

18-04061 750
景気か不景気か[犬養か/
溝口か]

1 * * ォ ォ* s 昭和5年2月9 日 初版 小林良一

18-04119
景気か不景気かf犬養か/
潰ロか】 1 犬養毅 蔵文堂 . 昭和5年2月9 日 初版 草野吾人

18ー02074 751圃民之自費 1 大令光瑞 大乗社 . 昭和5年2月11日 SO板 昭和5年4月30日.花井重夫
19-00923 752 鮮支遊記 1 藤山雷太 千倉書房 昭和5年2月15 日 初版 花井斐夫
16-00061 753 古代日本人の世界観 、′ 1 城戸幡太郎 岩波書店 昭和5年2月15日 初歩

20-130 754 葛城の慈雲尊者
雑誌等合銀墨書外題 r慈雲尊者
附鼻生の光」の内

1 松阪青演 高貴寺畢寮 昭和5年2月15 日 初版 川口圃次郎

19-00361 755
[改訂三版]各園人絹界
最近の情勢

1 宮城排次
帝薗人造細赫調
査室

昭和5年3月15日
改訂3

版
昭和6年5月31日花井斐夫

17.-00658 756 丁抹農相文化の最随 1 平林磨人 文化書房 昭和5年3月15日 初版

18ー04404 757
[尖端をゆく′ラヂオ科畢]
ラヂオ展畢術参考出品
解説

1 東京中央放送局 北陽社 昭和5年3月20 日 初版 花井斐夫

18-04122 758 日本精神 1 紀平正美 岩波書店 昭和5年3月20 日 14版 昭和14年4月1日

18-03504 759
[前科三六犯]久吉俄悔
再生

1 督藤弔花
昭和保護合出版
部

昭和5年3月25 日 16版 昭和5年7月10日

17ー00245 760
【園を奉げて]産業合理化
に溝逸せよ

1 松岡均平
マネジメント社
調査部

昭和6年4月15日. 初畢 花井斐夫.

18-02069 761 童轡民族性. 百談 1 山根勇蔵 杉田書店 昭和5年5月18日 初版 西田正一

ltト00740 762 含意録済詣 1佐藤一曹 京文杜書店 昭和5年6月15日 再版 昭和5年6月15日門脇戟次郎
とb18-02砧0 763 漉大嘘ノ研究 1 銅直雅治 飛州木材 昭和5年6月5日 初版 宇都呂七五

村上弥太郎17-00461 764 神に就ての院想 1 賀川豊彦 教文館出版部 昭和5年6月15日 初版

単行本29



調査番号 通番 書名
巻
冊

細 目
冊
敬

著者名 発行所 初版発行年 版 発行年 普

19-00671 765 公民教育と宴生活 1 長倉矯介 明治蘭書 昭和5年6月15 日 初版

17-00777 766 鱒験を静る
職を求むる人の為に/職にある人
の為に′人を使ふ人の為に

1 野間清治
大日本雄弾倉講
談社

昭和5年6月20 日 初版 池田清次郎

17-00314 767 勧誘と虚位 1 告白義輝 啓成社 昭和5年7月10日 初版

18-04043 768 帝人は語る 1 久保季夫 新店書籍部 昭和5年7月15日 初版 河口貞次

19-00318 769 圃民道徳原論 1 藤井歓三郎 谷間商店印刷部 昭和5年7月15日 初版 藤井歓二郎
17-00031 770 新訳 バイブル物語 1 fi lffl 文教書院 昭和5年.7月15日 初版

19-01059 771
【神代ながらの奇跡= ヨ向

の青島
1 岩切一枝 日向青島宣揚食 昭和5年8月1日 初版 河口貞次

17-00081 772
堆界不景気と我圃民の覚
悼

附録 催界不景気の基本的解説 1 井上準之助 経済知識社 昭和5年8月6日 初版 田阪豊

17-00244
世界不景気と我国民の覚
悟

附録 世界不景気の基本的解説 1 井上準之助 経済知識社 昭和5年8月6 日 初版 花井斐夫

19⊥00004 773
【新しき生活の途]沃野千
里

1遠藤轟健 大雄閣 昭和5年8月10 日 初版 花井斐夫

181 34298
[新しき生活の途]沃野千
隻

i 遠藤寿僚 大雄閣 昭和5年8月10 日 初版 滞井常四郎

17-00592 774 幻の殻を破る 1 津田明導 直宗拳研究所 昭和5年8月10 日 初版 川日囲次郎
18-02433 775 日本皇室論 1 福淳諭吉 時事新報社 昭和5年8月15日 6版 昭和6年3月9 日花井斐夫

19ー00251 776
[牡界経済研究所]世界経
済 綿観 1 小島精一 千倉書房 昭和5年8月25日 初版 花井斐夫

18-02016 777 虚健の道 1 野間清治
大日本雄輝食講
談社

昭和5年9月1日 初版 花井斐未 .

18-04079 778 赤裸々の五十年 1 有山福重郎 有山福重郎 昭和5年9月1日 初版 花井斐夫

18-02870 779 T打E NEW JAPAN YEAR BOOK 1 長谷琴治
ニュー 一ジャパ

ンシャ社
昭和5年9月15 日 初版 真田秀吉

18-02ぬ6 780 山水巡礼 1 本間晴 淡海堂出版部 昭和5年10月1日 初版 川口国次郎

18-03013 781
天理教侍道者に関する調
査

1 中山正夢 天理教道友社 昭和5年10月1日 初版 天理教々庭

17-00795 782
[公認]不具者救済互助会
m w

1 中西友夫
不具者救済互助
会

昭和5年10月10 日 初廠 高楠順次郎

18ー04094 783 祖先の遺風 1
鹿児島尋常高等
小学枚

鹿児島尋常高等

小学校
昭和5年10月30 日 初版 田森長次郎

17-00186 784
[世界に比類なき]天皇政
袷

1 佐藤清勝 忠誠堂 昭和5年11月1.日 初版 花井斐夫

19-00039 785
〔時局救済/囲本確立} 共

済富鼓囲曹論 1 中日文化協骨 中日文化協会 昭和5年11月3日 初版 花井斐夫

20-22 786 経済非常時め正視 1 三土忠造 日本評論社 昭和5年11月5日 1初版 花井斐夫
18-02793 787 日韓合邦秘史 上 日韓合邦秘史 上巻 2 葛生能久 黒龍骨出版部 昭和5年11月25日 塑版 花井斐夫
18-02794 日韓合邦秘史 下 日韓合邦秘史. 下巻 2 葛生能久 黒龍骨出版部 昭和5年12月24日 初版 花井斐夫
18-04228 788 北海道教片 1 伊藤司馬 伊藤司馬 昭和5年11月25日 初版 真田秀吉

17-00191 789 日本人の進路 1 紀平正美、他 回天時報社 昭和5年11月29日 初版 花井卓蔵
19-00910 日本人の進路 1 紀平正美、他 回天時報社 昭和5年11月29日 初版 花井斐夫
18-02298 = ∃本人の:進路 1 紀平正美、他 回天時報社 昭和5年11月29 日 初版 花井斐夫
17ー01014 790 我観談屑 1 水野錬太郎 清里閣書房 昭和5年11月30 日 5版 昭和5年12月10日花井斐夫
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18一02919 79ー日本更生史 1 中博学三郎

清朝報社調査部

内 .日本更生史
編纂局

昭和5年 12月5 日 初版 養 田秀吉

19-00837 792
【文化 と史観]日本文化生

活史 .
1 西村文則 国史講習会 不明 有 田青松

-If.19ー-00069 793 一代華族論 1板垣退助 東京忠誠堂 記載な し0 有田胃松

有田青松
花井斐夫

花井卓戒

18-03398 794 史話と文話 1 萩野由之 博文館 不明

18-04148 795 次の極東戦争 帝国陸軍は何魔へ行 く 1 西野雄治 朝風社 昭和 5年 12月12 日 25版 昭和5年 12月15 日

17ー00512 796 道光 1 水野才正 水野才正 、昭和 5年 12月2 1日 初版

18-02056 797 社食撃 1 建部遊吾講述
早稲田大草出版
部

不明 富田利害

18】04570 798 軍縮の脅威 1 大島高精 愛国青年会 昭和5年 12月27 日 64版 昭和6年1月7日 向楠順次郎
花井斐夫

花井斐夫 .

斎伯守

18-04577 79g 建国祭記録 . [自第一回至第五回] 1 建国祭本部 建国祭本部 昭和6年 初版

18-04566 800 統帥槽 と輔弼の範囲 1 山田耕三 不明 昭和6年 初版

17-00362 801 時代 と.宗教 1 泉道雄 白蓮社 昭和6年1月5日 初版

17ー00828 802 囲文畢衆影 上世篇 1 藤村作 中興館 昭和 6年 1月13 日 塑版

18-04543 803 全国農村娯楽状況 1 文部省 文部省 昭和6年 2月 初版 花井斐夫

18-03169 804 搾取に耽る人々 宗教暴露 ! 1 高津正道 大鳳閣書房 昭和6年2月 15 日 初版

19-00661 805 出世之礎 1 野間清治
大 日本雄排脅講

談社
昭和6年 2月25 日 15版 昭和6年3月20 日池田清二郎

19ー01001 806
[マノウクス′レーニン]に於

ける殖置法

第三

部

[マルクス/レーニン]に於ける稗

m m
1

イ一 . ワイン

シユテイ ン
直井武夫訳

春陽堂 昭和 6年3月3日 初版

18-04153 807 修養雑話 1 野間清治
大 日本雄辞令講
談社

昭和6年 3月5 日 初版 池田清次郎

18-03460 808 藤井故宣正/記念 1 無 し 無 し 滞井常四郎

18-02503 809 善光寺如来樽記図線 上 1. 薄井常四郎

18-02423 8ー0 宗教文拳の攻究 王′高楠順次郎 不明 滞井常四郎

17-00431 8一一
[贈正四位 ] 高山彦九郎

京 日記
1
高山彦九郎先生
頒読会

参龍閣 昭和6年3月18 日 初版 花井斐夫

J±J18-04417 812 赤穂義士史料 上 1 中央義士曾 雄山閣 昭和6年4月5日 初版 宇都 呂七五

18-04418 赤穂義士史料 中 1 中央義士骨 雄山関 . 昭和6年7月5日 塑版 宇都宮七五

18-04419 赤穂義士史料 下 1 中央義士食 雄山間 昭和6年8月25 日 初版 宇都宮七五

17-00118 813
養進途上のサウエー ト .

ロシャ
1 高橋利雄 露西亜通信社 昭和6年4月 11 日 25版 昭和6年 5月5 日花井斐夫

18-04000 814

【政界財界 徹底暴露秘

話コ 朝鮮疑獄の審かれる
近

肥田琢司 弟 を語る 1 肥田理吉 山東社 . 昭和6年4月 15 日 4版 昭和6年4月24 日花井斐夫

19130652 815
[汽車′電車]ノ 「スピー

ド」 ト其ノ危険
1 成瀬喬 成瀬最澄 昭和6年4月 16 日 W JK 昭和6年4月24 日 暴田秀吉

19-00294 816 ふ るさと 1.高田保属 日本評論社 昭和 6年5月5 日 初版

17-01041 8ー7 支那療史 完 1 依田雄甫 大日本中拳骨 不明 小林連

18-04118 818
[満蒙問題を中心 とする】

日支関係
共存共柴か ? 共亡共枯か ? . 1 佐藤安之助 日本評論社 昭和6年5月17 日 初版 高楠順次郎

1.8-02248 819 久原一家言 1 久原房之助 冨山房 昭和6年5月20 日 初版

18-02417 820 播磨風土記新考 1 井上通泰 大岡山書店 昭和6年5月30 日 2版 昭和18年9月1 日
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18-03238 821 古社寺の研究 1 魚澄惣五郎 星野書店 昭和6年6」!日 初版 山名俊】郎 .
19ー00370 822 数行倍置 1 高楠順次郎
17-00152 823 【異本】侭名法語 至道無難禅師.法語 1 至道無難. 不明 滞井常四郎
19-00857 8蔓ヰ滞葛の重大化と賓カ年動 1 細野繁勝 巧轟社 昭和6年7月15 日′初版
18叫04075 825 動く繍蒙 1 松岡洋右 先進社 昭和6年7月17 日 11版 昭和6年8月1日

17ー00130 826 歩兵第四十一聯隊史 1

歩兵第四十】聯
隊本部校閲、帝

国在郷軍人会本
部

* H 」ォ* A *

本部
昭和6年7月20 日 初版

19-00813 827 偶数 と人生 1 長井匿琴 大雄閣 昭和6年7月24 日 初版 輝井常四郎

18-02235 828

[ブラック .チユンバ】米

国はいかにして外交飛電
を盗んだか ? .

1

ハーバー ト.
オー .ヤー ド
リー

大阪毎 日新聞

東京 日日新聞
昭和6年8月10 日 初版

18-03410 829 世界十傑倖 1 津田謙 昭和6年9月 1日 初版

19-00037 830 [遺稿 ]随感録 1
溝 口富士子 (梶
者 )

三省堂/三省堂大

阪支店 .
昭和6年9月14 日 初版 泉田秀吉

18-02792 831 三州遺草 1 異本植 石川賄立蘭書舘 昭和6年9月25日 初版

19-00871 832
封支政拍圃題一覧表

封支経済資料一覧表 . 1 大阪毎 日新聞 大阪毎 日新聞 昭和6年9月30 日/ 元版

18-04565 833 日.本の 自衛権 1.
東邦評論社/プロ.

ンソン . レ一一
不明 昭和6年10月 初版 花井斐夫

18-04546 834 山東の賓情を 貴族院蔑員醇賢に憩ふ 1

青島居留民団/育

島日本商工会議

所

青島居留民団/育

島日本商工会議

所

昭和6年10月 初版 花井斐夫

19-00852 835
いはゆる天諦組の大和義

革の研究 1 久保田康彦 大阪毎日新聞 昭和6年 10月15 日 初版 滞井常四郎

18-02479 836 日本興廃の前夜 1 里見岸雄 春秋社 昭和6年 11月15 日 初版 池田清次郎

18丁022 12 837
満蒙に於ける列強の侵略

戟 1 長野朗 千倉書房 昭和6年 11月 15 日 初版

18ー02722 838
[日本の一平民として】支
那と支那国民に奥ふる書 1 中里介山 華陽堂 昭和6年 12月14 日 初版 池田清次郎

l8ー02334 839 & S M 1 保科貞次 千倉書房 昭和6年 12月23E】 初版

19ー00219 840 FUN IN BED 1
F R A N K S

C U L L Y

S I M O N A
N D S C H U
S T A E R

1932/00/00 初版

18ー02345 糾ー聖家 一世の家庭へ捧ぐ 1 松田善六 常道書院 昭和7年1月 1日 初版
18ー04136 842 陸軍諸本 1 平田晋策 日本評論社 昭和7年 1月4 日 初版

19-00619 843 金再発止早わかり [小説の如 く興味ある/誰にもわ
かる解説 ] 1 刀禰館正雄 朝 日新聞 昭和7年 1月15 日

訂正3
版

昭和7年 1月20 日

17-00234 844 台舶KT WAVES 1 高瀬芳卿 誠文堂新光社 昭和ヶ年 1月20 日 17版 ′昭和 15年9月 10 日 佐々木要
16-00027 845 弗売男 の解剖 附 外国為替の解説 1 森田久 千倉書房 昭和7年 1月20 日 TO版 昭和7年 1月25 日

18-04551 846
滞州事愛 と[不戦健的/囲
際聯盟] 1 松原一雄 九善 昭和7年2月.1 日 3版 昭和7年 2月 10 日 揮井常四郎

16-00031 347
稀州事轡 と[不戦債約/囲

際聯盟] l l 松原一雄 丸善 1昭和7年2月 1日 3版 昭和7年2月 10 日

18-02730 848 女性と.瀧罪 1 野添教義 武侠社 昭和7年 3月 1日 初版 其阿弥直次郎
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18▲02291 849 r人」の瞥畢概論 1 馬場和光 .
南紅堂書店、南

紅堂東都支店
昭和7年3月10 日 初版 堂元貫

18-03481 850 参宮の葉 1 神宮神部署 神宮神部署 昭和7年3月30 日 初版 定森蓬

17-00107 85ー
計数上 より見たる天理教

の伸展 と現勢
1
天理教教療総務

部調査課

天理教教廉総務
部.調査錬

昭和7年4月 10 日 初版 天理教々療

18-041畠5 852 海軍讃本 1 平価晋策 日本評論社 昭和7年4月24 日 初版

18ー04362
"04369

853 時局 と婦人の覚悟 1 高橋誠一郎 愛国婦人会 昭和7年 11月10 日 初版

18-04365 854 姫産婦及乳幼児保育心得 1
中央社会事業協

.∠ゝ3=:

中央社会事業協

.A耳

暗和 7年 5月2日 初版

18-04366 855 満蒙の正 しい知識 1 一花健蔵 毎 日新聞 昭和6年 11月15 日 初版

17-00626 856 海賊王の懐に入る 1 安藤盛 先進社 昭和 7年5月18 日 初版

18-03480 857 [本邦築城の粋]名古屋城 . 1 四.宮砲兵大佐 三友社 昭和 7年5月22 日 初版 定森蓮

18ー02583 858 憲政を破壊する政党政治 1 大井一哲 * # - # 昭和 7年6月15 0 3版 昭和7年 6月 17 日 匿名

19-00230 859 財界昔話 もだゆる島徳 外廿一篇 1 野依秀市 賓業之世界社 昭和 7年6月 15日 初版 花井斐夫

19-00419 860 囲史の研究各説 上 上巻 1 黒板勝美 岩波書店 昭称7年6月20 日 初版

17-00547 861 修養め研究 1 岡村技師 昭和7年7月 3日政 初版 得能利統

19⊥00522 862 集えゆく道 1 野間清治
大 日本雄挿骨講 ..

談社 .
昭和7年 7月 13 日 初版

17-00603 典えゆく道 1 野間清治
大 日本雄稗食講

談社
昭和7年 7月 13 日 53版 昭和7年8月24 日深井照登

J 18ー04034 863 【最新]航空講話 1 北島定夫 新潮社 昭和7年 7月28 日 初版

18ー02953 864 宇宙論 1 大島豊 第一書房 昭和7年8月 15 日 8刷 昭和17年3月15 日

18-04357 ‥865 上海 - 戦隊の華 噴忠魂 1 浦路耕之助 杉本書店 昭和 7年9月 1日 3版 .昭和7年9月20 日、

、 17-01175 866
[昭和七年 (立教第fL十五
午) 版 ]天理教綱要 1

天魂教綱要編纂

委員 .
天理教道友社 昭和7年9月5 日 初版 夷理教々席

19-00688
[昭和七年 (立教革九十五
年) 版]天理教綱要 1

天壌教綱要編纂

委員 .
天理教道友社 昭和7年9月5 日 初版 唐 田衝ー

1白-02339 867 新生命の獲得 1 本間俊平 官業之 日本社 昭和7年9月15 日 初版 田坂豊

18-02920 868 [日本寺嶺庄園]経済史 1 細川亀市 白揚社 昭和7年9月20 日 初版 揮井常四郎

19-00367 869 工場統計 と疲労調査 1 柴原弘 松本善次郎 昭和7年9月22 日 初版 揮井常四郎

18ー04322 870 愛国諌本 1
東郷平八郎

小笠原長生
実業之 日本社 昭和7年 10月1 日 20版 昭和7年 10月3 日 織田拘造

17-01174 871 大経五番段講話 1 梅原鼻隆 頼虞畢苑出版部 昭和7年 10月20 日 初版 岡本昌三

18-04021 872 闇曹先生 と日本精神 1 平泉澄 至文堂 昭和7年10月23 日 初版

18ー04070 873 郷賢梅津先生 1 赤松文二郎 後凋閣 昭和7年11月25 日 初版 赤松文二郎

19ー00700 874
The Japan& Manchouーku0

Year Book
Formerly `̀The New J.叩an" 1 長谷琴治

ニュー ▼ジャパ

ン
昭和7年12月25 日

訂正
増刷

昭和8年 1月15 日 泉田秀吉

18.イ〉2290 875
苫1e加ntary

Quantitative Analysis
1

Hobart-h -

willard/N '
Howell-Furman

D.VAN NOSTRAND
C0姐PANY, INC

昭和8年 4版 昭和20年 12月18 日 県教育会

18-03371 876
「親 しく接した】十二偉人

を常 る
1 佐藤義夫 . 新潮社 昭和 8年 1月 1日 初版

18ー03445
r親 しく接 した]十二億人

を帯 る
1 佐藤義夫 新潮社 昭和8年 1月 1日 初版
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18-04216 877 聯盤脱退 と囲民の覚悟 1
帝国在郷軍人会 .

本部

帝国在郷軍人会

本部
昭和8年2月 初版

181 32480 878
聯盟を脱退 したら日本は

どうなる ? 1 有馬基 東京 日日新聞 昭和8年 2月8日 初版

17-00093 879 朝鮮は起ち上るt 1 鎌田揮+ 郎 千倉書房 昭和8年2月23 日 初版 高橋栄

17ー00608 880 楠氏研究 t 1 藤田精一 積善堂 昭和8年2月25 日 5版 昭和14年5月20 日

18-04618 881
[軍人勅諭奉戴′五十周年

記念]憂国志士博
1 近藤源吾 軍人社 昭和 8年3月15 日 初版 近藤保雄

19て00497 882

警察辞習所存立ノ本義ヲ

論ジ圃策上ヨリ警察教育
統一ノ急務ニ及ブ

1 松井茂 花井卓蔵

18ー04545 883 戦争 と平和. 1 秋山雅之介 法政大学 不明 花井斐夫

17-00321 884 層憩読本 1 土田香村 日本評論社 昭和8年4月20 日 初版 河野維儀 .

19ー00649 885 人 と鳥轟 1 薄田泣董 樺井書店 昭和 18年4月2 0 日 .、初版 津井常四郎

19-00901 886 我が民奴生命の本質
いざなぎ . いざなみ封アダム .

ヱヴ[我が古典神代巻 と聖書創世
記の比較].

1 遠藤友四郎 錦旗会本部 昭和 8年5月3日 初版 花井斐夫

18ー04578 887
【国際聯盟離脱ニ闇 スル]

詔書術義
1 加藤熊一郎

中央教化国体連
合会

昭和8年5月25 日 初版 花井斐夫

19-00616 888 化畢兵器解説 1 山口誠太郎 日本薬剤師曾 昭和8年6月20 日 7版 昭和10年4月25 日 中央薬局

18一04605 889 旋風襖の 日本 1.竹越輿三郎 立命館出版部 昭和8年8月 1日 17版 昭和8年9月 1日P蝣蝣蝣蝣

19-00345 890 皇室の御紋章 . 1 佐野憲作 三省堂 昭和8年9月10 日 10版 昭和10年2月5 日

19ー00134 皇室の御紋章 . 1 佐野春作 三省堂 昭和8年9月10 日 10版 昭和 12年 12月10 日

19-00692 89 義人礎茂左衛門 1 後閑祐次 千 日堂事務所 昭和8年9月20 日 再版 昭和 14年3月20 日

18-04163 892
[下位奉書氏]熱血熱涙の

大演艶 1 淵田忠良
大 日本雄稗骨講

談社
昭和8年 10 月1 日 初版

18】03015 893 金光教大要 1 金光教本部 金光教本部 昭和8年 10月10 日 .2版 昭和9年 7月25 日 金光教本部

16-00079 894 [修 /補コ殉難録稿 節 1 宮内庁
宮内庁蔵版 .吉

川弘文館
昭和8年 r0月15 日 初版 滞井常四郎

19-00431 [修′楯 ]殉難録稿 中 1
代表者 :軍川弘

文館
吉川弘文館 . 昭和8年 1-1月 10 日 初版 揮井常四郎

19-00432 [修′補 ]殉難録稿
I 1

伐表音 :吉川弘

文館
吉川弘文館 昭和 8年 11月25 日 初版 滞井常四郎

17ー00564 895 西村油虫の儒学 1 北村揮書 不明 薄井常四郎

18-04399 896 マルクス乎カン ト乎
十九世紀に於ける唯物史観か十

八 位紀に放ける理想主義かP
I 湯沢鏡子 ク リチック社 昭和8年11月 14 日 初版

19-00077 897 神川の事蹟 1 足利角蔵 昭和8年12月 18 日 初版 花井斐夫

18-04205
04211

898
日本ニ於ケル蘇聯邦ノ策 .
fill

テノi/ミ ドール途上にある蘇聯邦 1
帝国在郷軍人会

本部

帝固在郷軍人会

* 」R
昭和8年 12月 18.日 初版

19-00191 899、明治生命五十年史 1 ;n n i 東屋印刷所 昭和8年12月25 日 初版 山名俊一郎

17ー00455 900 MIRACLE OF THE AGES THE GREAT PYRAM ID 1 WORTH SM ITH

The Elizabeth

Towne
Co.,Inc./Holyok

e, Mass

昭和9年 初版 小西敬三

19-00149 901
日本の危機 一九三六年

に備えよ . 1 岡田晴吉
大 日本雄排合講

談社
昭和9年 1月1.日 初版 滞井常四郎
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19-00204 902 報徳要典 1 舟越石治 .内外書房 昭和9年 1月 1日 6版 昭和 13年1月1 日

18一-04294 903 熱河探検記 1 藤木九三 東京朝 日新聞 昭和9年1月10 日 初版 勝島恒夫

19-00021 904 白米商店三十五年史 周晴久次郎奮闘回顧録 1 日米商店 日米商店 昭和9年1月15 日 初版 山科良夫

18ー04328 905 日本精神を基調 として 1 岡崎寿市
日本弘道会有志
青年部

昭和9年 1月20 日 初版 岡崎寿市

18⊥02211 906 趣味の東洋史 1 近森幸衛P 賓文館 昭和9年3月10 日 初版

18-03064 907 人間寓事健康に在 り 2J
薦越恭平 .本山

彦一
不明 不明 山科良夫

18-03004 908 欧米名所みたま ′′ 1 東郷ハガネ主人 東郷ハガネ主人 不明 山科良夫

19-00886 909 日糖最近廿五年史 1 西原雄次郎 大召本製糖 昭和9年4月27 日 初版

18-02011 9ー0 東亜の風雲 と日ソ戦 附録 非常時日本を背負ふ人々 1 忠誠堂編輯部 忠誠堂 昭和9年5月1日
改訂

版
昭和9年7月20 日 河野維織

17-00622 9一一母ごころ 母ごころ 1 村上寛 文友堂書店 昭和9年 6月 10 日 96版 昭和9年 12月10 日花本玉～

18-02167 母ごころ 母ごころ 1 村上寛 文友堂書店 昭和9年5月 10 日 57版 昭和9年9月10 日

17-00697 9一.2 神道名 目類衆抄 1 佐伯有義 大岡山書店 、 昭和9年5月25 日 2版 昭和19年4月15 日

18-04051 913
日本ニ封スル強盗遠征
外

合巻 1

アルフレッ ト-

ス トース
帝国在郷軍人会

本部訳

帝国在郷軍人会
本部

昭和9年6月 1日 初版 池田肇

18-02860 914 東京地下城道史 乾 東京地下鋪道史 1
東京地下繊道株

式合社

東京地下繊道株

式会社
昭和9年6月20 日 初版 東京地下鉄道

社

18-02861 東京地下織道史 坤 東京地下繊道史 1
東京地下繊道株

式会社

東京地下域道株
式会社

昭和9年6月20 日 初版 東京地下鉄道 .

社

18-02767 915 綿練と綿布の知織 1 演野恭平 . 非凡閣 昭和 9年7月 15 日. 初版 岡田早苗

l7ー00659 916
[最新】犬の飼ひ方と訓練 .

紘
1 日本愛犬倶楽部 岡村書店 . 昭和9年7月 17 日 初版 河野維織

17ー00856 9ー7 無線工畢 上 上巻. 1 棉.田三之助 誠文堂新光社 昭和9年9月 10 日 初版 佐々木要

19ー00231 918
MAがCHUKUO I如HER TH IRD

YEAR
THE SITUATION IN KOREA 3 上野田節男 太平洋社 昭和9年9月 16 日 初版 池田肇

16-00036
MANCHUKUO IN HER TH IRD
YEAR

THE SITUAT ION IN KOREA 1 上療田節男 太平洋社 昭和9年9月16 日 初版

18-02434 918 傭教の諸問題 1 & ? * * 岩波書店 昭和9年9月25 日 第5刷 昭和23年4月30 日

19-00311 920 山鹿素行先生日記 全 1 素行骨 東洋蘭書刊行骨 昭和9年9月28 日 初版 宇都宮七五

19-00570 92ー日本精神に生よ 1.奥山八郎 l 改造社 昭和9年10月3 日 初版

19-00905 922 抑留 日記 1 赤沼三郎 春陽堂 . 昭和 19年 10月10 日 初版

18ー04204 923 国民政府的政績改題 南京集政府の批政 1 李産洲 庸報準 昭和9年 10月10 日
改版/
訳版

昭和 12年 1月26 日
第四師団司令 、
部

19-00230 国民政府的政繕改題 南京薫政府め批政 1 李産洲 庸報社 民囲23年 10月10 日 謬版 民国26年 1月26 日滞井常四郎

17-00047 924 フイリツピン大観 1石 黒大介 新興出版社 昭和9年 10月25 日 初版 薄井常四郎

17ー00366 925 刑罪珍書解層 1 尾佐竹猛
犯罪科草書刊行

t
昭和9年11月 1 日 初版 勝島恒夫

18-04082 926 趣味の維新外史 1 安藤徳器 日本公論社 昭和9年 11月20 日 初版

18-04582 927 m m m 1 宮川次郎 蓬莱書院 昭和 9年 12月10 日 初版 金斤次郎

18-03076 928 武士道集 上 1 和田利彦 春陽堂 昭和9年12月15 日 初版

18-03178 929 溝蝕類書 付 目鹿洞掲示 1 小松直温夫 不明 笹井琢志

単行本35



調査番号 通番 書名
巻

冊
細 目

冊

数
著者名 発行所 初版発行年 版 発行年 者

16-00042 930
対滞観念の確立 と機構の

瀦整に就て
1
帝国在郷軍人会

本部
軍人会館事業部 昭和9年12月30 日 初版

17-00278 931 PRACTICAL RADIO
COMM UN ICAT ION

1
ARTHUR
R.N ILSON′AND/J.
L.HORNUNG

MCGRAW一HILL

BOOK COMPANY,
INC

昭和 10年 3

18-02922 932 満鮮連記 1 藤山雷太 千倉書房 昭和 10年1月15 日 初版 金行二郎

19-00623 933 サガ レンの思ひ出 領有前に於ける貴重なる文献 1

ここヌ . コニヌ . ロ

ノミース
太宰俊夫訳

北進堂書店 昭和10年1月軍8 日 初版 樺太廉

19-00357 934 維新志士銘々侍 1 安藤徳器 東光書院 昭和10年2月10 日 初版 滞井常四郎.

19二00627 935 新高略史 1 西原雄次郎 新高製糖 昭和 10年 3月1 日 初版 1 行次郎

19ー00025 936 経済機構 と用語の解説 1 三輪美嘉久 中外商業新報社 昭和 10年3月5 日 初版 花井斐夫

18-03297 937 垂加神道 上 上巻 1 和田利彦 春陽堂 昭和 10年3月15 日 初塵 滞井常四郎

18-04172 938 陸海軍今昔物語集 1 安藤徳器 言海書房 昭和 10年白月15 日. 初版 山名俊 - fiu

18-04073 939 清洲薗皇帝 新帝国創建秘史 1、中保輿作 日本評論社 昭和 10年3月 18 日 初版 M M H U I

17-00087 940 政戦六十年 1 1 尾崎行雄 日本評論社 昭和 10年3月20 日 初版

18-03000 941
参戦二十終星【回顧′粁年]

日露大戦を静る
陸車篇 1 相馬基

東京 日日新聞

大阪毎 日新聞
昭和 10年 3月23 日 初版 滞井常四郎

19-00397
参戦二十将星【回顧/肝年]

日露大戦を語る
陸軍篇 1 相馬基

東京 日日新聞

大阪毎 日新聞
昭和 10年3月23 日 初版 門脇観次郎

19-00396
参戦二十提督 [回顧′升年]

日露大海戦を語 る
1 相馬基 .

東京 日日新聞

大阪毎 日新聞
昭和10年5月27 日 初版 門脇観次郎

17-00627 942 嘩外商業寮務 1 今井友次郎
早稲田大草出版

部
不明 花井斐夫

18-03327 943 【縮刷 ]ナポレオン史話 1 不明 花井斐夫

17-010 19 944
[維新の秘密を語る】自序
侍 1 新窄噂太郎 額道書院 昭和10年4月20 日 甲版 滞井常四郎

19ー00026 945 足尾銅山 1 宇都宮七五

17-01211 946
[沸教通俗講義]排道話諌

義
1 高田道見 光融館 宇都宮七五

17-00440 947 東郷元帥直話集 1 阿部暴追 ヰ央公論社 昭和10年5月3 日 初版

16-00013 948 われ らの海戦史 1 平田晋作
大日本雄弾倉講

談社
昭和 10年5月 15 日 初版

18-04313 949 膨張の 日本 新英雄諭 1 鶴見祐輔
大 日本雄雑食講

談社 .
昭和 10年 5月 18 日 初版

17-00709 950 地湧の浄土 1 谷 口雅春 生命の垂述社 ▼ 昭和 10年5月21 日 初版

17ー00303 95ー[ミル]功利主義 1 爵播種 岩波書店 昭和10年7月 1日 5版 昭和23年2月25 日

19→30561 952 漢籍を語 b l 1
徳富猪一郎
宇野哲人

大東出版社 昭和 10年7月20 日
. 国策

版
昭和14年1月10 日

19ー00695 953 【伊藤痴遊]快傑樽 1 伊藤仁太郎 平凡社 昭和10年8月9 日 初版

18-04302 954 [高二千峯]金剛.山 [朝鮮] 1 徳田富次郎 徳田写真館本店 昭和10年8月20 日 初版 薄井一男

19-00858 955 愛を慕ひて 1 I p f - 人間愛社 昭和10年8月28 日 初版 薄井常四郎

17-00281 956 功利説 1

ミノレ

富田義介 .小倉
兼秋

培風館 昭和 10年9月6 日 6版 昭和 12年 12月1 日 □口一男 .
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20-1050 957
【昭和 11年′毎 日年鑑別冊]
家庭毎日

1 荒木利一郎 大阪毎日新聞社 昭和 10年9月10 日 初版

19-00398 958
[フォール レンデル]西洋

哲畢史
2 1

栗 田賢三二他共

釈
岩波書店 昭和 10年9月 15 日 7刷 昭和25年 1月l20 松本典一郎

1白-03432 959 世界は動 く 1 岡本鶴松 人文書院 昭和 10年 10月1 日 25版 昭和 11年 5月 1日

昭和 13年 4l月5 日17-00014 960 鎌倉武士 と確 1 鷲尾順敬 日本学術普及会 昭和 10年10月25 日 3版

18-03403 96ー
【英雄嘩人を出 した]畢校

と父母の教訓
1 岩崎高敏 二松堂書店 昭和 10年 11月5 日 初版

19-00859 962 世間雑音 1 野間清治 大日本雄辞令辞

談社
昭和 10年11月5 日 145版 昭和 10年12月 15 日 炭田秀義

17-00329 963 一 日一訓 人生 日記 1 加藤峨堂 . 国民教育普及曹 昭和10年 11月18 日 望版 昭和 12年2月20 日
堂元責

滞井常四郎
滞井常四郎
薄井一男

18-02346 964 子安観音と鬼子母神 1 三輪善之助 不二書房 . 昭和 10年 11月10 日 初版
18-03065 965 蒙古 1 山本晋彦 改造社 昭和 10年 11月24 日 初版

19-00556 966 調息歳説解 完 1 間次郎 虎文賓 . 昭和 10年 12月5 日 初版

19-00390 967 皇紀二千六百年の用意 1 高橋順次郎 大阪毎日新聞 昭和 10年 12月7 日 初版

19-00180 968 SWEDEN 1 GUSTAV SUNDBARG
ORDER OF

GOVERNMENT
勝島恒夫

19ー00525 969 勝利生活 1
フオスデ ック博
士

賓業之 日本社 昭和11年 1月2 日 初版 門脇戟次郎

17-00631 970 【本質明叙】国史概助 1 藤崎俊茂 有精堂出版部 昭和 11年2月20 日 増訂
改版

昭和 11年 10月15 日揮井一男

18ー02168 971 中心に鮮】する道 1 谷口雅春、他 光明思想普及骨 昭和 11年2月23 日 初版 花本五一

17-01159 972 若き召の尊徳 1 奥平祥一 春塾社 昭和 11年3月20 日 初版
山名俊∴郎

19-00196 973 大日本葬酒三十年史 1渡田徳太郎 大 日本褒酒 昭和 11年3月26 日 初版
18ー02299 974 【高橋是清遺著]随想録 1 上塚司 千倉書房 昭和11年3月29 日 初版

17-00414 975
[者師]大河内治郎氏め成
功を静る

1 西島芳太郎 酉島芳太郎 昭和 11年4月9 日. 初版 滞井常四郎

17-00213 976 展従訪 日恭紀 .1 雇従訪 日恭紀 1 林出撃次郎述
満州帝国囲務院

総務廉情報虞
昭和 11年5月2 日 再版 昭和11年9月 18 日 満洲圃線務庁 .

18-04607 977 私の会った人物印象記 1 野依秀市 秀文閣書房 昭和 11年5月 10 日. 初版

17-00105 978
現代人の戟たる擬似宗教

の農相
1
島影盟 .唐木勇

郎
大東出版社 昭和 11年 5月20 日 初庖

17→30057 979 自l由主義とは何か 1 神原周平縮 東洋経済新報社 昭和 11年 5月26 日 初版

18-03206 980 大 日本思想史 . 一名 日本精神の絶封解決書 1

勅語御下賜記事

業念部中華校教
育精神作興舎

昭和 11年7月21日
b ]版 古川- 明

ノ 一18ー02109 981 東京電燈開業五十年史 1 新田宗雄 共同印刷 昭和11年8月23 日 初版 金TT二郎
16ー00004 982 支那 1 山本賓彦 改造社 昭和11年9月11 日 初版

19ー00672 983 父は何 をなすべきか 1 江原小鮒太 千倉書房 昭和11年9月16 日 初版

19ー00948 9糾 聖上御盛徳録 1 聖徳奉賛骨 聖徳奉賛曾 昭和11年 10月 1 日. 初版

19-00571 985 兵器考 1古代貰 1 有坂鋸蔵 雄山閣 昭和 11年 10月10 日 初版

19-00572 兵器考 2 砲横篇 「般部 1 有坂鈍蔵 雄山閣 昭和 11年11月 10 日 .再版 19400215

19-00573 兵器考 3 砲煩篇 海軍砲頼′小銃 1有坂錨蔵 雄山閣 昭和11年12月 10 日 再版 19400315

19-00574 兵器考 4 近代篇 1 有坂招蔵 雄山間 昭和 12年 1月 10 日 再版 19400415

18▲04053 986 趣味のデパー ト 生活を楽 しむ技術の案内書 1 石原博 大阪毎 日新聞 昭和11年 10月 10 日 初版

18-02369 987 俳句の手ほどき 1武 田鴬塘 松粂堂 昭和11年11月 10 日 HJiK31̂ - lî -
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18-02088 988
[創立二十周年記念]基準
倉庫二十年史 1 瀬耕廿 i'k 嘉滑倉庫 昭和 11年 11月28 日 初版

17ー00628 989 湘南方丈記 新訂新版 1 三土忠造 千倉書房 昭和 11年 11月.30 日 初版 三土忠造

17-01063 990 ノ[世界の戦債コ赤化の陰謀
コミンテルン 日本を襲ふ!なぜ 自

衛は擾携 したか 1 相馬基
東京 日日新聞

大阪毎 日新聞
昭和 11年 12月14 日 初版 鐸井】男

17ー00082 [仕草の戦債]赤化の陰琴
コミンテルン日本を襲ふ/なぜ 日
燭は提携 したか 1 相馬基

東京 日日新聞

大阪毎 日新聞
昭和 11年 12月24 日 再版 昭和 11年12月20 日 薄井常四郎

17∵00734 991
FOOTSTEPS OF JAPANESE
BUDDH ISM `̀The Shingon

Sect"

2 1

Foreign

Department of

the Institute
for Research in

L iving Religion

昭和 12年 初版 大師固書□

20-69 992 沸教の美術と歴史 1 小野玄妙 大蔵出版 昭和 12年2月 15 日 初版
滞井常四郎
(高楠文庫)

19-00332 993 [研究 と随筆 ]喝蘭樹 1 太宰施門 人文書院 昭和.12年3月 10 日 初版

18.⊥03012 994
[セックスシエラ】] 宇宙に於 け

る人間の地位
1 大島豊 第一書房 昭和 12年 3月 10 日 3版 昭和 17年4月5 日

18ー04012 995 日I本圃鱒新論 1 清原貞雄 育芳社 . 昭和 12年 4月20 日 再版 昭和12年 11月15 日

18-02098 996 物の見方考へ方 1 鮎川義介 賓業之 日本社 昭和 12年 5月20 日 55版 昭和12年6月12 日

18-04226 997
立闇の精神 と我が国の文 .
化 1 清原貞雄 目黒書店 . 昭和 12年5月 30 日 再版 昭和13年6月20 日

18-Q4273 998 天の道人の道 1 西晋一郎 目黒書店 、昭和 12年8月10 日. 19版 昭和18年6月25 日

19-00842 999
[現代修養]寸職を利伸 し

て 1 巌田春効 大 日本蘭書 昭和 12年6 月23 日 初版 大正 10年12月23 日 伊達恵教

18ー02377 1000 モンテー土.早 1 落合太郎 岩波書店 昭和 12年6月25 日 2版 昭和23年2月25 日

19-00178 1001 我等の空軍 1 大場滞平
大 日本雄辞合講

談社
昭和 12年6月2.8 日 35版 昭和1,2年9月25 日

18ー04299 1002 道理の感覚 1 天野貞祐 岩波書店 昭和12年7月.10 日 6版 昭和23年2月25 日

19-00576 道理の感覚 1 天野貞祐. 岩波書店 昭和12年7月10 日 6刷 昭和23年2月26 日 松本粂一郎

18-02494 1003 動く北支 1 遠藤豊馬編 第二国民骨出版
部

昭和12年8月11 日 初版 韓井常四郎

17-00742 1004 支那の全貌 1 井上謙吾、他 信正社 昭和12年8月17 日 6版 昭和12年8月30 日

19-00778 1005 財政諸本 . 1 土方成美 日本評論社 昭和12年8月20 日 初版

18-02264 1006 瞥術 と宗教 : 1 富士川醇 第一書房 昭和12年8月20 日 3版 昭和15年11月30 日 堂元貫

19「00486 1097

戦懐ノ空軍 [空襲に僻へよ

′婦人線動員時代爽る]
他

戦侯 ! 空軍/空襲た偏へよ/棉

人輝動員時代乗る 1 東京 日日新聞社
東京 日日新聞発

行所
昭和 12年9月18 日. 初版 揮井常四郎

19-00486

戦懐 ノ空軍 [空襲に億へよ

/婦人総動員時代乗る]
他

大本教事件の全貌
1 大阪毎 日新聞社

東京 日日新聞単
行所

昭和 1.0年12月20 日 初版 揮井常四郎

19-00486

戦懐ノ空軍 [空襲に億へよ
′婦人総動員時代乗る】

他

紳士亡国論 1 斉藤正義 精神文化指導会 昭和 10年8月20 日. 初版 輝井常四郎
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19ー00486

戦債ノ空車[空襲に億へ よ.

/婦人絶動員時代乗 る】
他

選挙の神聖 1 金光教本部 金光教本部 大正 13年 3月27 日 再版 昭和 10年8 月5 日滞井常四郎

19-00486

戦傑ノ空軍 [空襲に億へよ

/婦人総動員時代乗る]

他

斎藤内閣は何 をしたか/非常時内

閣の使命は績 く
1 政界情報社 政界情報社 昭和8年1月28 日 初版 薄井常四郎

19ー00650 1008 [ポケ ット]支 那分省地蘭 1.空山粂久編 大阪屋観書店 昭和ユ2年 10月10 日

昭和 12年 10月19 日.

初逝
初版18-02029 ー009 支那事轡 I .北支之巻 1 山本宴彦 改塗社

19-00528 1010 倫理御進講草案
天之

部
倫理御進醜草案 天之部 1

猪狩又蔵 (編纂

者)

杉浦重剛先生倫

理御進講草案刊
行会

昭和12年11月 13 日 初版 門脇観次郎

19-00175 倫理御進講草案
地之

部
倫理御准醸草案 地之部 1

猪狩又蔵 (編纂
者)

杉浦重剛先生倫

理御進講草案刊
行会

昭和 13年1月13 日 初版 門脇観次郎

19-00174 倫理御進講草案
長之

部
倫理御進講草案 長之部 1

猪狩又蔵 (編纂

者 )

杉浦重剛先生倫

理御進講草案刊
行会

昭和 12年 12月13 日 初版 門脇観次郎

19-00176 倫理御進講草案
久之

部
倫理御進講草案 久之部 1

猪狩又蔵 (編纂
者)

杉浦重剛先生倫

理御進講草案刊
行会

昭和 13年2月 13 日 初版 門脇観次郎

18-02849 101
支那の将来と我帝園の使

命 .
1 大令光瑞 有光社 昭和12年 11月 18 日 初版

18-04057
支那の将来と我帝国の使

命
1 大令光瑞 有光社 昭和 12年 11月18 日 初畢

一 、′ -コ
18-04481

18-04617
1013

【歴史に輝 く】支那事撃物

If
1 大毎こども会 盛 、光社 昭和 12年 11月20 日 5版 昭和12年12月 14 日

18-02013 ー014 激磐期の 日本経済 1 石橋湛山 東洋経済出版部 昭和 12年11月20 日

昭和 12年12月 12月
初版
初版18-04306 1015 堆界に立つ日本 1 池崎忠孝 今 の ロ

19-00487 ー0 ー6
敵将ニ与へタ降伏勧告状

他
敵格ニ与へタ/降球勧告状 1 亀岡豊二 東京朝野新聞出

版社
昭和12年 12月 12 日 初版 揮井常四郎

19-00487
敵賂ニ与へタ膝伏勧告状

他
英国民に告ぐ 1 亀岡豊二 東京朝野新聞出

版社
昭和 13年 1月 1日 初版 滞井常四郎

19-00487
敵絡ニ与へタ降伏勧告状

他
貯蓄報国の途 1 賀屋興宣 大蔵省囲民貯蓄

費塾局
昭和 13年5月8 日 初版 薄井常四郎

19-00487
敵終ニ与へタ降伏勧告状
他

時局 と圃民自党大講演集 1 小山松吉 日本文化中央聯

盟
昭和13年6月 10 日 初版 薄井常四郎

19-00487
敢絡ニ与ぺタ降伏勧告状
他l

支那船舶交通速断 1
海軍省海軍軍事
普及部

東京朝野新開出

版社
昭和 13年 4月 初版 滞井常四郎

17-Q0951 1017 抗英健界戦等 . 1 武藤貞】 清水書店 . 昭和 12年12月 15 日 初版

3版
再版

昭和 14年 3月 1日

昭和14年2月10 日

川 口圃次郎
18-03296 10 18 日本神社考 . 1 押野岩三郎 檀巨星社 昭和12年 12月.18 日

18-02008 ー019 北支八省の資源 1 馬象鍬太郎 晋業之 日本社 昭和12年 12月25 日

17ー00613 1020 海の荒鷲奮醜記 1 阿部信夫 大 日本雄弾倉講

談社
昭和 12年l12月30 日 初版

18-04058 ー021 [明朗〕支那の建設 1 長谷川了 第二国民会出版

部
昭和 13年 1月 1 日 初版
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18-02800 1022 槍具染料商工史 1
大阪線具染料同
業組合

大阪給具染料同
業組合

昭和 13年 1月 1日 初版

P 19ー00709 1023 肉弾三勇士傑士の魂 1 新谷道太郎 顧道書院 昭和1.3年1月13 日 初版

16叫00028 1024 すべて吾によし 1 江原小浦太 千倉書房 昭和13年1月18 日 初版

19ー00757 和25 向上の道 . 2 生きる力 第二編 1 佐藤義亮 新潮社 昭和 13年2月5 日 初版

l軒041S0 1026 嶺展 日本の目標 1 河相達夫 中央公論社 . 昭和13年2月25 日 初版

18-04544 1027 胎教と種子の嬰異 1 今成覚禅 古鏡会 昭和13年2月28 日 初版

18-04044 028 皇道より見たる諸鐙 1 加藤虎之亮
国民精神文化研
究所

昭和 13串3月5 日 初版 文化研究所

18-02218 †029 1 由木康訳 1白水社 昭和13年3月30 日 3版 昭和24年4月2.5 日 松本典一郎

17-00662 ー030 近代思想界の轡遷 」 不明 花井斐夫

18-02752 103 甫乃たび 1 鎌 田発音 不明 花井斐夫

19-00300 1032
資本畢義工業と科畢主義 P

工業
1 大河内正敏 科撃主義工業社 昭和13年5月1 日 初版 花井斐夫

18-02924 1033 少年清州諸本 1 長輿善郎 新潮社 昭和 13年5月20 日 初版

18-04239 ー034 畢生の書 1 室伏高倍 モナス 昭和 13年5月20 日 初版 揮井 } 男

1も-03436 1035
【陸軍省推奨]維新志士

勤王詩歌評樺 1 小泉孝三 立命館出版部 昭和 13年 5月20 日 10版 昭和 13年 11月 1日

18-02568 1036 m 担果m a 1 藤 山雷太 中央公論社 昭和 13年5月21 日 初 金行二郎

17-00267 03? 司法制度革新論 1 横田晃一 酒井書店 昭和 13年6月 10 日 初版 金行二郎

17-00252 1038 集圏.勤行 [厚生運動.] 1 大阪毎 日新聞
大阪毎 日新聞

東京月日新聞
昭和 13年 6月 10 日 初版

19-00524 1039 農材の機械工業 1 大河内正敏 科挙主義工業社 昭和 13年 6月10 日 再版 昭和 13年6月20 日

17-01091 ー040 儒教の書換道徳 1 津田左右吉 岩波書店 昭和 13年6月 16 日 3版 昭和15年8月25 日松本粂一郎

17-01092 儒教の賓蹟道徳 1 津田左右吉 岩波書店 昭和 13年6月16 日 6版 昭和24年3月10 日 松本粂一郎

17-01097 儒教の貴蹟道徳 1 津田左右吉 岩波書店 昭和 13年6月16 日 6版 昭和24年3月10 日松本粂一郎

18-04305 1041
【凡人の完成 ]大和民族 と
本然自教

誰でも出来る心身安定生活 と能

率増進の賓験 1 近藤常治 本然 日数堂 昭和 13年7月5 日 初版 近藤常治

19「00493 1042 捧風美俗 と民法 他 淳風美俗 と民法 1 m m m . 不明 揮井常四郎

19-00493 淳風美俗 と民法 . 他 房総一新 [第一編/総論] 1 原徳治 原徳治 昭和 11年 12月10 日 初版 滞井常四郎

19-00493 淳風美俗 と民法 他 断断食療法の意義と私の催験 1 杉江敏夫 昭和 13年2月3 日 初版 薄井常四郎

18【04560 1043 婦人従軍記 、1 1山岸多嘉子 中央公論社 . 昭和 13年8月 1 日 初版

18-02205 1044 人間 . 1 ALEXIS ・CARREL 岩波書店 昭和 13年8月5 日 5版 昭和14年2月.10 日

17- 00817 1045 武格輪 1 三宅雄二郎 千倉書房 昭和13年8月14 日 初版

18-03443 1046 高野山領荘園の研究 日本荘園の研究 第一輯 1 紅頭恒治 有斐閣 昭和 13年8月30 日 初版

18ー04523 1047 猶太 と.日本の戦ひ 1

アルフレッ ド.

ス トツス
佐竹勝太郎

政教在 昭和13年9月10 日 8版 昭和13年11月23 日

18-02571 048 揚子紅 1 大阪毎日新聞編 大阪毎日新聞 昭和13年9月13 日 初版

18-03427 1049 秦 と兵隊 . 1 火醇葦平 改造社 昭和13年9月19 日 初版

18-02890 1050
[科学解説]代用品.と再生

RPD
1
白峰宰】

佐久間哲三郎
国勢杜 昭和13年 9月30 日 4版 昭和13年10月 10 日

18-02131 ー051 撰集 倫理御進講草案 1 杉浦重剛 i- w m 昭和 13年 10月 1 日 初版

18-04571 1052 東の 日本西の濁逸 1 伍堂卓雄 、 金星堂 昭和 13年 10月25 日 初版

18-03188 1053 【論集】国語尊重の根本義 1 山田孝雄 白水社 昭和 13年 11月3 日 再版 昭和 14年 5月31 日
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17-00838 1054
星と宇宙 とプラネタ リウ

ム解説
1 早川虎雄 東 目天文館 昭和13年 11月3 日 初版 佐々木要

19-00055 1055 中央亜細亜探検記 1岩村忍 冨山房 昭和 13年11月10 日 初版

19-00686 1056 従軍作家 より圃民へ捧 ぐ 1 白井喬二 平凡社 昭和 13年11月15 日 初版

19-00717 1057 支那思想 と日、本 1 津田左右吉 岩波書店 昭和13年11月20 日 7刷 昭和16年8月 31 日

昭和14年1月25 日19-00058 1058 支那全土 1 片山繁雄 三省堂 昭和13年11月25 日 再版

17-00700 059 ユダヤ人の封日攻勢 1 武藤貞一 内外書房 昭和 13年 12月5 日 初版

18ー02721 060 [征野千里]ー兵士の手記 1 谷口勝 新潮社 昭和13年 12月13 日 初版

19「00057 ー061 城郭之研究 1 大類伸 目本草術普及骨 <昭和13年 12月15 日 初版
昭和 l4年9月20 日17-00674 ー062 知 と行 . 1 紀平正美 弘文堂書房 昭和 13年 12月16 日 3版

18-02332 1063 江南百壌 1 酉暗雲 W lli 昭和 13年 12月18 日 初版

19一00756 ー064 詩吟 と剣武術 1鈴木胤虎 京文社書店 昭和 13年 12月25 日 初版

20ー1048 1065 戦線 1 林芙美子 朝日新聞社 昭和 13年 12月25 日 初版

19ー00362 ー066 論籍物語 1 下村湖人 大 日本雄桝骨講

談社
′昭和13年12月26 日 初庖

17-00416 1067 SPR INGS IN THE VALLEY 1
Mrs.Chas.E.Cowm

an

THE ORIENTAL
M ISSIONARY

SOCIETY、L0S
Angeles,Calif.

昭和 14年 初版 畢田

18-04040 10 68 北岸部隊 1 林芙美子 中央公論社 .昭和 14年 1月 1日 初版

19-00447 北岸部隊 1 林芙美子 中央公論社 昭和 14年 1月 1 日 初版

17-01274 1069 [農民資話 ]土に生きる 1 富▼田岩代 荻原星文館 昭和 14年1月30 日 初版

17-00732 1070 解脱への道 1 木村泰賢 大東出版社 昭和 14年 2月1日 再版 昭和14年3月8 日P

18-03474 ー07ー東亜協同鱒の原理 1 杉原正巳 モダン日本社 昭和 14年2月6 日 初版

18-02 180 1072 金属材料及鋳造板金便覚 1 加藤俊男 京文社書店 昭和 14年2月 10 日 初壁

17-00594 1073 神話篇 日本文争論 1 志田延義 日本問題研究所 昭和 14年2月 10 日 増訂
再版

昭和 16年 2月15 日

19-00666 ー074 昭和圃民讃本 1 徳富猪一郎
東京 日日新聞
大阪毎 日新聞

昭和 14年 2月 11 日 初版

18-04046 1075
大陸経管 とその先騒音を

語る
1 森田英亮 金星堂 昭和 14年2月20 日 初版

19-00001 1076 後鳥羽天皇を偲び奉る 1平泉澄 建武義骨 昭和14年3月 25 日 2版 昭和 14年4月20 日建武義会

18-04113 1077
【銃後礎石/永代家賓 ]如何

にして/良い子を生むか

陰の

巻

【銃後礎石/永代家賛]如何にして

/良い子を生むか
1 佐々木爾山 . 佐々木蘭山 昭和 14年4 月1 日 初版 佐々木爾山

18-04114
[銃後礎石′永代家賛]如何

にして/良い子を生むか

陽の
巻

[銃後礎石/永代家賓]如何にして

ノ良い子を生むか
1 佐々木蘭山 佐々木爾山 昭和14年4月1 日 初版 佐々木爾山

17-00880 1078 日支交渉史研究 1 秋 山謙蔵 岩波書店 昭和 14年4月 10 日 初版

17-00067 1079 軍人わ しが固さ 上 上巻 1 伊藤金次郎 今 日の問題社 昭和 14年4月 18 日 初版
、r*r*19-01028 080 (なし) 1 (なし) (記載なし) (記載なし) 沖守人

18-02458 108 モンテーニュ小論 1
サン ト. ブー ヴ

渡遠一夫訳

自豪社 昭和 14年4月30 日 3版 昭和24年5月25 日松本粂一郎

J払18-03459 1082 空車 日用工夫略集 1 辻善之助 一太洋社 一 昭和 14年4月30 日 初版 滞井吊四郎

18-04477 1083 科撃への道 1 石本巳四雄 柁谷書院 昭和14年5月10 日 20版 昭和 18年6月15 日 堂冗貫
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18-03344 084
靖国の神 となりし輝 く女
性 1 飯田豊二 文友堂書店 昭和14年5月10 日 昭和 14年 5月 10 日

18-04603 1085 南海 島.記 1 火野葦平 改造社 昭和14年5月15 日 初版 昭和15年6月1 日m m m m m ¥

18-04180 1086 こ興亜は国家組動員で 1 近藤源吾 日本精神杜 昭和14年5月20 日 再版 昭和15年6月1 日 栗原雅隆

18ー04598 087 正法眼蔵の哲畢私観 1 田連元 . 岩波書店 昭和 14年5月.25 日 2刷 昭和 14年 6月20 日 堂元貢

20- 135 1088 [歌集】Eg の子 1 影山正治 大東塾 昭和14年5月25 日 初版

19-00305 1089 港 1 宇田道隆 岩波書店 昭和14年5月30 日. 2版 昭和14年9月5 日

18-02754 ー090 維新の史蹟 1
大阪毎 日新聞京

都支局
星野書店 昭和14年6月1 日 初版

18-04351 ー0 91 生活技術 と教育文化 1 城戸幡太郎 宝文館 .昭和 14年6月 10 日 初版

17-00516 1092 富士と大和民族 、1 佐藤太平 宮越太協堂書房 昭和 14年 7月22 日 初版

19-00565 1093 極意の書 1 本荘可宗 千倉書房 昭和14年8月3 日 初版

19-00185 10 94 かね さは物語 1 闇靖 幕朝報横潰支局 昭和 14年8月 15 日 初版

17-00601 095 欧洲情勢と支那事磐 1 本田熊太郎 千倉書房 昭和 14年8月21 日 初版

19-00801 1096
[惟界の現勢 より見たる]
史的論叢 1

【鹿島文理科大畢

内]鹿島史撃研究
#

中文館書店 昭和14年9月5 日 初版 滞井常四郎

18-02780 ー097 上野公園グラン ト記念樹 . 1.池田次郎吉
日本種苗合資骨
社

昭和14年9月5 日 初版 池田次郎吉

17-00549 1098 旺兆銘 1 森田正夫 興亜文化協骨 昭和 14年9月 18 日 初版

17ー0Q621 1099 [評論集 ]悲劇 と侍統 . 1 浅野晃 人文書院 昭和14年10月 1日 初版

16ー00070 1100 浪蔓派的 文芸批評 1 保田与重郎 人文書院 昭和14年10月1 日 初版

17-00925 110 1 母心 1 友松画諦 借成社 昭和 14年10月8 日 3版 昭和 14年 11月16 日堂元貢

18-03457 ー102 華夷通商考 1 西川求林賓 無 し 無し 輝井常四郎

18-04088 一一0
国民精神文化研究基本文
叡要 目 1

国民精神文化研
究所

国民精神文化研
究所

昭和14年11月5 日 初版 車■

18-02951 104 日本二千六百年史 1 大川周明. 第】書房 昭和 14年 11月15 日 初版 近藤司書

18ー02343 1ー05 忠烈遭芳 1
大阪毎日新聞畢

轟部
文友堂書店 昭和 14年 11月24 日 初版

18-04154 1106 明るい生活 . 1 佐藤義亮 新潮社 昭和 14年 11月25 日 初版 山名俊～郎

18-04225 1107 動乱の世界と興亜 日本 各界名士時局熱論集 1 宮下丑太郎
大日本雄辞脅講
談社

昭和 15年1月1 日 初版

17」00238 1 08 社会主義抹殺論 1
勅語御下賜記念
事業部

文化時報杜 昭和 15年1月8 日 初版

17-00226 1109 印度旅行 1

モオ リス .デコ
プラ

原百代辞

山雅虜 昭和 15年 1月20 日
普及

版
昭和 17年 4月 10 日堂元貢

19-00929 1110 満洲建国讃本 1 徳富正敏 日本電報通信社 昭和 15年2月 11 日 再版 昭和15年3月1 日

18-04585 ー111 支部生活案内 1 後藤朝太郎 黄河書院 昭和 l5年2月25 日 初版

19ー00907 日12 節.白.本外史 1 菊池寛 非凡閣 昭和 15年3月16 日. 初版

17-01269 一一一3 南洋の華僑 1 南洋協曾 南洋協合 昭和 15年4月27 日 2版 昭和 15年8月 1日

18ー04329 一一一4 新支那諌本 1 神敬尚 日本評論社 昭和 15年5月1 日 初版

17ー00767 .↑ー15 赤十字諌本 1 手塚義明 日本赤十字社 昭和 15年5月 1白日 初版 日本赤十字社

19-00594 †116 太陽 と日本 1 大久保弘一 陸軍童報社 A 昭和 15年5月15 日 初版

17ー00974 ー117 四季 と子供 1 鷹密つぎ 古今書院 . 昭和 15年5月20 .日l 初旗

19-00598 一.一一8 人的瞥激論 1 石田誠 秋豊囲出版部 . 昭和 15年5月20 日 初版 堂元貢
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18-04098 1119 人農嶺生畢 1 津崎孝道 金原商店 昭和 15年5月25 日 初版 堂元貢

17ー01059 1120 道元示郎市と行 1 秋山範二 山喜房傭書林 昭和 15年5月28 日 初版 堂元貢

18ー02559 1121 蘭領印度 1 神敬尚 日本評論社 昭和 15年6月 1日 初版

17-01013 1122 我が闘争 1
ヒットラア
室伏高信訳

第一書房 昭和15年6月15 日 4版 昭和15年 7月8 日

18-03329 1ー23 歴史的現督 1 田連元 . 岩波書店 昭和15年6月15 日 2版 昭和 15年7月 15 日.堂元貢

17-00185 1124 武士道 1 安部正人 大東出版社 昭和15年6月20 日 初版

17-00045 ー125
[四国における]後醍醐天
皇之諸皇子 1 秋山英】 健洋出版社 昭和15年6月30 .日 初版 薄井常四郎

17ー00680 ー126
後天的速命 と印象 との.関

係に就て
改訂版 1 今泉四郎 今泉四郎 昭和 15年7月1 日 初版 今泉四郎

19-00938 1127 日本の城 . 1 鳥司す正雄 創元社 昭和15年7月25 日 初版 天野清一□

18-02582 28 ポケッ ト菜根辞 1 五島慶太 賓業之 日本社 昭和 15年7月30 日 初版

18-02123 1129
[大日本史に現はれた]尊
皇精神 1 高須芳次郎 誠文堂新光社 昭和 15年8月28 日 初版

18ー03213 113a 蘭印事情 1 JJ、笠原長杢 羽田書店 昭和 15年9月 18 日 初版

17-00602 1ー31 昔の南洋 と日本 1 板滞武雄
日本放送出版協 .
令

昭和 15年9月20 日 初版

19【00341 ー132 英囲スパイ五百年史 1 牧勝彦 . 刀子工書院 . 昭和 15年9月21 日 初版 独逸大使館

17-00124 1133 俳額印度支那 [政治/経済] 1 太平洋協会 河出書房 昭和15年 10月 13 日
崩廠

17ー00421 34 不二山 1 岡田紅陽 アノレス 昭和 15年 10月17 日 初版

19ー00980 135 園太磨 4
巻四 [自観鷹二年七月到文和三

年十二月]
1 太田藤四郎 大洋社 昭和 15年 10月20 日 初嘩 輝井常四郎

18-03449 ー136 武将 とその妻 十大作家傑作選 1 笹本寅 興亜 目本社 昭和 15年 10 月27 日 初版 赤沢修策

19二00654 ー137 蘭領東印度地誌 1.大谷光瑞 有光社 昭和15年11月3 日 初版

18-04111 1138 父心 1 友松円諦 僧成社 昭和15年11月5 日 ′23版 昭和 15年 12月5 日 堂元貢

17-00807 1139 法隆寺 1 伊藤忠太 創元社 昭和 15年 11月15 日 10版 昭和 18年6月30 日 松本粂一郎

18ー04537 1140 新愚制の理論 Lffl̂ECKKM iJ 一 打i. J
.▼1こn

1.谷 口書彦 千倉書房 昭和 15年 11月16 日 45版 昭和15年11月30 日

18ー02547 114 1 蘭印/英印′偽印 1 井出諦一郎 三省堂 昭和 15年 11月29 日 初版

17-Q0265 1142 隣組 と常食 常骨運馨の基礎知識 1 #fe* H - 誠文堂新光社 昭和15年 12月5 日 7版 昭和 16年 1月 18 日

18ー04610 隣組 と常食 常食運菅の基礎知識 1 鈴木嘉一 誠文堂新光社 昭和15年 12月5 日. 8刷 昭和 16年 1月 19 日

18-04416 1 43 隣組讃本 1 熊谷次郎 . 非凡閣 昭和 15年 12月10 日 20版 昭和15年12月 18 日

17-01006 1↑44
[大杉柴論集 ]正義を求む t

る心 1 大杉柴 アルス社 昭和 15年 12月 15 日 初版

17ー00133 1145 iti b-母線 1
岩倉具栄監修

産業統計研究所
東亜堂 . 昭和 15年 12月 15 日 初版

19-00656 1146 五人組から隣組へ 1 石川謙 西村書店 昭和 15年12月 18 日 初版

17ー00347 1147 K.B.S.2600 Anniversary
Essay Series

THE 0虹GINALITY/OF/ TAPANESE

CIVILIZATION
1 ARTHUR WALEY

KOKUSAI BUNKA
SHINKOKAI、
TOKYO

昭和 16年 初.版 滞井常四郎

18-02314 1148
Tt偲 FAMILY AND ITS

RELATIONSH IPS
1

ERNEST R

GROVES/EDNA L
SKINNER′SAD柑

J -SWI王N SON

T'B 'Lippincott
Company

昭和 16年 2版 昭和23年
広島アメ リカ

文化センター

19-00028 149 大 日本紡績五十年記事 1 井上幸次郎 大 日本紡績 溜和 16年1月 13 日 M & 山名俊郎0
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18-03461 日50 洗炭 . 1.伊能泰治 共立出版 昭和 16年 1月25 日 4版 昭和 19年 4月20 日
19-00708 1151 歌集 心光 1 福島政雄 揮沌社 . 昭和16年 1月30 日 初版

18-04528 152 (なし) 1 囲丑之助 小林軍用品会 昭和 16年2月 5 日 初版 竹村秀三郎

17-00842 tl53 科挙物帯 1
竹内時夫

佐藤益治
畝房書房 昭和 16年2月27 日 6版 昭和 16年8月 10 日堂元貢

18-02546 1154 愚翁道話 坐 1 宮本愚翁 宮本鬼外 昭和 16年3月 15 日 初版 宮本鬼外

17-00308 一一55 戦争指導の賞際 1 酒井鏑次 改造社 昭和 16年3月21 日 5版 昭和 19年 5月20 日

18-02832 日56
[南方の賛庫]蘭印I.スマ ト

ラ 1 増淵佐平 青 田書店. 昭和 16年3月30 日 初版

18-02557 1157 日本瞥畢史 1 * ア)¥¥ffi 日新書院 昭和 16年4月 16 日 初版 堂元貢

18-02587 1ー53 興亜の大業 1 松岡洋右 第一公論社 昭和 16年5月 10 日 100版 昭和 16年5月20 日

20-21 1159 南方共桑園 視察 と探訪 1 大谷敬治 三省蛍 昭和 16年 5月 15 日 4版 昭和 17年4月15 日

18-046 19 1160 熔接部の腐蝕 1 日本学術振興会 日本学術振興会 昭和 16年5月20 日 初版 ■■所

19-00329 116
独逸落下傘部隊と機械化
兵圃 1 山本浩 皇徳杜 昭和 16年6月20 日 初版

18-02427 1ー62 .人間と死 1 友松薗諦 借成社 昭和 16年6月29 日 初版

18→)4564 1163 闘ふ燭 ソ 1 時局情報編集部
東京 日日新聞
大阪毎 日新聞

昭和 16年 7月 10 日 初版 輝井一男

17-00493 一一64 倣教の新偉制 1.山速習畢 第一書房 昭和 16年 7月 10 日 初版

18一02411 1165 [人間錬成].の吉田松陰 1 品川義介 真水社 昭和 16年 7月 15 日 初版 堂元貢

17-00676 1166
聖フランシスコ . ザビ

ュー小樽
1 幸田成友 創元社 昭和 16年 7月20 日 3版 昭和2 1年6月15 日松本粂- 郎

17-00677
聖フランシスコ .ザ ビ

ュー小樽 .
2 幸田成友 創元社 昭和 16年 7月20 日 4版 昭和24年4月1 日 松本柴- 郎

18ー04083 1ー67
大陸の村つくり[北浦紀

行 ] 1 丸山義二 興亜日本社 昭和 16年 7月25 日 初版

19-00437 1168
[道元蹄師生死の巻コ死の

解決 1 江部鴨村 大東出版社 昭和 16年 7月25 日 初版

19-00551 ー169 満州夜話 1 衛藤利夫 吐風書房 康穂7年 7 ^ 25 日 初版

17ー01043 170 安南通史 1 岩村成允 ′ 冨山房 昭和 16年8月 15 日 初版
18-03207 ー17 1 人間論 1 鈴木清 白水社 昭和16年9月4 日 11版 昭和17年3月30 日 堂元貫

18一03240 1172 日本固有民族信仰 . 1 松岡静雄 刀子工書院 昭和 16年9月5 日 初版

19ー00592 1173 国史の回想 .. 1 浅野晃 小峯館 昭和 16年9月 10 日 初版

16-00071 1174 当観無常 [歌集 ] 1 三浦義「 私家版 .昭和 16年 9月 18 日 初版

18-02478 ー175 大西郷の精神 1 影山正治 大東熟出版部 昭和 16年 9月 20 日
増補

再版
昭和19年2月25 日 真田房子

17-00667 ー176 停統と民俗 1 中山太郎 三友社 昭和 16年 9月 20 日 初版

18ー02120 一一77 日本とイタリア 1

カルロ . フォル
ミキ .

日伊協合評編

日伊協食 昭和 16年 9月 28 日 初版

19-00387 1178 大正御大鵡記録 1 不明 薄井常四郎

19-00723 1179 法隆寺再建非再建論争史 1 足立康 . 龍吟杜 昭和16年 10月 11日 3版 昭和16年12月 1 日

17-00841 1180 科撃と賓在 1

ピエール .デル

ベ .
平林初之輔辞

興畢館 昭和16年 10月20 日 2刷 昭和 16年 12月10 日

18ー02340 81 生物暦 . 1 東光治 人文書院 昭和16年 11月 15 日 初版 堂元貫
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18-03232 1 82 惟神の礎 1
紀元二千六百年
奉祝会

紀元二千六百年
奉祝会

昭和 16年11月19 日 初版 赤石砂夫

18-04512 惟神の礎 1
紀元二千六百年
奉祝会

紀元二千六百年
奉祝会

昭和 16年11月 19 日 初版 揮井常四郎

19-00715 日83 悌僚印度支那 1柴山武徳 腰業舘 昭和16年11月25 日 初版

19-00803 ー184 日伊文化交渉史 1 日伊協骨 .日伊協会 昭和16年11月30 日 初版

18-02325 1185 ボルネオ紀行 . 1 小倉清太郎 畝傍書房 昭和16年11月30 日 3版 昭和17年3月15 日

‡9-00612 1186 若い手帖 1 夏目虎堂 希望の窓社 昭和 16年 12月1 日 初版 佐々木要

19-00378 1 87 社食政策の基本問題 1 大河内「男 日本評論社 昭和16年 12月 10 日 3 昭和23年4月20 日松本柴一郎

17-00027 一一88 紀州史備要 1 伊藤只人 撰書堂 昭和16年 12月15 日 初版

17-00644 1189 桶家聖訓集 1.景桶義脅 景楠義食 昭和 16年 12月25 日 初版

19ー00590 1190
まゐのはり【古事記入門/

ふ くろしよひの心】
2 第二輯 1 阿部圃治

満蒙開拓幹部訓

練所
昭和 16年 12月25 日 初版

18ー03219 ー191 融和運動の回顧 I 岡本滞 光風文庫 昭和 16年 12月25 日 岡本滞

19-00881 日92
ELE胞NTS OF GEOGRAPHY

PHYS ICAL CULTURAL
1
Vernor
C.Finch′Grenn
T.Trewartha

McGRAW-HILL

BOOK COMPANY
昭和 17年00月00 日 2飯 日本教育会

18ー03476 1193
ESSENTIALS OF
TR王GONOMETRY WITH

APPLICAT 工ONS AND TABLES

1

DAVID RAYMOND
CURTISS AND

ELTON JAMES
MOULTON

F>.C.HEATH AND
COMPANY

昭和 17 初版 日本教育会

18ー04171 一一94 米英東亜侵略史 . 1 大川周明 第一書房 昭和 17年 1月28 日 初版

18-04023 一一95 太平洋の民族 = 政治畢 1
平野義太郎

清野謙次
日本評論社 昭和 17年2月25 日 初版 薄井一男

18-02217 1196 八幡船 1 柴田健一 興亜 日本社 昭和 17年 3月 1日 初版 滞井常四郎

18【02570 1197 宣戦の大詔 1 徳富猪一郎 東京 日日新聞 昭和 17年 3月8 日 初版

20-14 1198
東壷共粂圏と硫黄資源封
嶺論 1 石井芳雄

レー ヨンエーヂ
社

昭和 17年3月8 日 初版 石井芳雄

19-00136 1199 宣戦大詔護解 1朝 日新聞 朝 日新聞 Bg fn i7年3月30 日 初版

19】00582 1200 なるほどの哲畢 1紀平正美 畝傍書房 昭和 17年 4月5 日 再版 昭和17年5月5 日堂元貢

17ー01249 ー201 【大東亜共柴圏′南方大観】 附 堆界新秩序建設戟 1 宇都宮謙 日本歴史研究骨 昭和17年4月18 日 初版 佐藤健介

18-04157 202 ハ ワイ攻撃隊 . 1 千葉愛雄 興亜書房 昭和17年4月20 日 初版

18-04097 1203
[南対戦間/に於ける]濁 .
俳 .英の社食政策

1 鮎沢巌
財団法人世界経
済調査会

昭和 17年4月30 日 初版

18-0250Q 1204 元緑事件批判 1 遠藤達
元緑事件批判単
行所

昭和17年5月1 日 初版 遠藤達

18-03019 1205 天道 と人道 1 下種勇吉 岩波書店 昭和 17年5月21 日 初版

19-00475 t206 古典の精神 1 武田祐吉 創元社 昭和 17年6月 15 日 318 昭和17年 1月10 日

17-00973 1207 [勤皇秀歌]貰菓時代等 1 武田祐吾 聖紀書房 昭和 17年 6月30 日 初版

19-00783 1208 北島親房文書輯考 1 横井金男
大日本百科全書

刊行会
昭和17年7月5 日 2刷 昭和 18年 11月20 日

18】02728 1209
【聖戦五周年】支那事磐か
ら大東亜戦争へ . 1

大 日本興亜同盟

梶
大 日本興亜同盟 昭和17年7月7 日 初版

大 日本興亜同

盟

18-02392 1210 法話集 1 谷 口雅春 光明息憩普及骨 昭和 17年 7月15 日 初版 堂元責

19-00620 1211 維新十傑樽 . 1 金滞正造 文松堂 昭和17年7月20 日 初版
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17-00935 1212 南轡通交史 1.松原勉 大日本出版 昭和 17年 7月22 日 初版

18-04099 1213 アメリカの石油産業 I

ロナル ド .

ピー 1 シューマ L

ン′
世界経済調査会

釈

財団法人性界経

済調査会
昭和 17年 7月30 日 初版

17-00528 1214 日本民俗畢入門 1
柳 田囲男 . 闘敬

吾
改造社 昭和 17年 8月 11日. 初版

18ー02895 1215 大東亜海の文化 1 高桶順次郎 中山文化研究所 昭和 17年8月20 日 初版 揮井常四郎

19-00750 1216 包辞酸法 2 高橋里美 昭和 17年 8月25 日 初版 松本柴一郎

18-02028 1217 大陸の思憩戦 1 丸山畢 目黒書店 昭和 17年9月30 日 初 余越文江

17-00643 1218 志士詩文集 1.影 山正治 小畢館 昭和 17年 10月5 日 初版

16-00065 t2柑 清貧論 1 中谷孝雄 白馬書房 昭和 17年 10月5 日 初版

20-83 清貧論 1 中谷孝雄 自席書房 昭和 17年 10月5 日 初版

19-00613 1220 慮永外寂の前後 中性の日鮮交渉 1 高木束太郎 八木書店 昭和17年 10月15 日. 初版

17-01212 122ー
印度の闘争Indian

Struggle 1

S.チャン ドラ .
ボー一ス

田中正明訳

興亜書房 昭和17年 10月20 日 初版

18-03435 ー222 木恩石語 1 柳田国男 三元社 昭和17年 10月20 日 初版

19-00523 12 23 興亜記 1 隈元常矩 春江堂 昭和17年 10月25 日 初版 金越午郎

19-00720 ー224 印度地誌 1 大令光瑞 有光社 昭和 17年11月 1 日 初版

18-02866 225
東海道宿輝 と其の本陣の

研究
附 中山道宿醇 と其の本陣 1 大熊育邦 丸善 昭和 17年 11月10 日 初版 薄井常四郎

18ー02718 ー226 造船物語 . 1 神馬新七郎 高山書院 昭和 17年 11月15 日 初版

19ー00711 1227 パスカル/書簡集 1
由木康
松浪信三郎謬

白水社 昭和17年 11月15 日 再版 昭和23年7月30 日 松本柴一郎

17-00048 1228 青葉の自由に就いて 1

エルンス ト .ベ

ル トラム
豊永音之訳

文林堂双魚房 昭和17年 11月20 日 初版 佐 々木要

18-02540 1229 第六感 1 竹内芳衛 畝傍書房 昭和 17年 11月20 日 初版 堂元貢

19-00736 1230 印度支那の民族 と文化 1 松本借鹿 . 岩波書店 昭和 17年 11月30 日 初版

18一02437 1231 北畠親房卿和歌拾遺 . 歌集、樽記、挿話、年譜 .. 1 横井金男編
大 日本百科全書

刊行会
昭和17年 11月30 日 初版

16-00041 1232 牲界の空軍 1 佐藤喜一郎 金鈴社 昭和17年 11月30 日 初版

17-00108 1233 大東亜戦争梅戦史 緒戦篇 1

大本営海軍報道
部編纂

相馬基編輯

東京 日日新聞
大阪毎 日新聞

昭和17年 1.2月8 日 初版

19-00735 1234 日本の祭 り 1 柳田国男 弘文堂書房 昭和17年 12月10 日 初版

20-4 1235
[昭和十八年′日本基督教
囲】家庭種拝暦 [聖書日課コ

196.9/R 1
穫拝暦編纂委員
会 (小崎道雄)

日本基督教圃 日

曜撃校局
昭和17年 12月10 日 初版 泉田秀吉

19-00747 1236 航空戦の技術 1 新谷春水 改造社 昭和17年 12月11 日 初版
19-00703 、 237 アメ リカの反撃 と戦略 1 岩田岩二 三協社 昭和17年 12月15 日 初版

19ー00452 1238 軍へ魂 1.緒方九州男
讃責新報社出版

部
昭和17年 12月15 日 初版 □ロ所

16-00072 1239 わが国学 . .1 藤田徳太郎 新興亜社 昭和17年 12月15 日 初版
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19-00716 1240 セレべス 1
日本イン ドネシ

ア協会
帝囲産業出版社 .昭和 17年12月20 日 初版

18-02848 241 離縁状 と縁切寺 1 穂積重遠 日本評論社 昭和17年12月20 日 初版

18-02736 ー242 俳句の五十年 1 高演虚子 中央公論社 昭和17年12月25 日
改訂

版
昭和22年2月10 日

19-00729 1243 珊瑚海を泳 ぐ 1 天藤明 朝 日新聞 昭和17年12月30 日 初版

17-01280 ー244 A Treasury of Science 1

HARLOW SHAPLEY,

SAMUEL RAPPORT,
HELEN WRIGHT

HAPPER &

BROTHERS New
York

昭和18年 初版

18-02894 1245
海運 より見たる太平洋諸

島
1 岩尾久弥 二里木書店 昭和18年 1月15 日 初版

19-00663 ー246 祖国に遠へる 1 中野五郎 新紀元社 昭和18年2月 10 日 初版 滞井常四郎

19-00228 1247
[傷癖軍人1再起奉公の手

記
1 軍事保護院 遠藤書店 昭和 18年2月 11 日 初版 滞井常四郎

18-02312 t248 青天祭 1 前田夕暮 明治美術研究所 昭和 18年2月20 日 初版

19-00763 1249 ソロモン海上決戦 1 平出英夫 . 興亜 日本社 昭和 18年2 月20 日 初版

18「02845 1250 日本仏教史話 1 相葉神 第一書房 昭和 18年2月20 日 初版

18-04093 1251 白虎隊 とその教育 1 ア M % m 第一出版協会 . 昭和 18年2月20 日 初版

18-04081 1252 隣組配給め知識 1 井関純 同文館 昭和18年2月28 日 初版

18-02370 1253 港の青 1 鴫野貞三 僧成杜 昭和18年2月28 日. 初版

19ー00724 ー254 連彊アラスカ 史的せ展 と資鯨 1 毛利亮 * ォ fi 昭和 18年 3月5 日 初版

18-02341 ー2 55 明治文明締談 1 菊池寛 六輿商会出版社 昭和 18年 3月5 日 初版

17-00162 ー256 耐病秘記 1 日夏耽之介 東峰書房 昭和 18年 3月8 日 初版

19-00748 1257 江田島 1 清閑寺健 小畢館 昭和18年3月.10 日. 塑版

18-02536 1258 弾道探求 1 伊福部隆彦 今 日の閉居社 昭和18年3月10 日 塑版

19-00766 1259 日本の歴史 1 風間泰男 伊藤書店 昭和18年3月 10 日 初返

18-02216 1260 [増訂].日本歯髄の理論 1 牧健二 有斐閣 昭和 18年3月 10 日 再埜 昭和 19年2月20 日

19-00395 ー26ー産業指導醇本 : 動努青少年の勝利 1 三好清司 興隆社 昭和 18年3月 15 日 初版

18-04272 11262 やまとをみな 1 三輪田元道 新大衆社 昭和 18年3月15 日 初塞

18-02313 ー263 青年の囲 1 林房雄 文轟春秋社 昭和 18年3月20 日 初版

18一02350 1264 巷塵抄 i 安倍能成 小山書店 昭和 18年 3月20 日 初版

19-00721 1265 = ーMM EKF& ≡ 1 秋山謙蔵 岩波書店 昭和 18年3月 20 日 初版

19-00099 1266 幕末歌人偉
安藤野雁′太田垣蓮月/平賀元義′

天田愚庵
1 蕩本春作 河出書房 昭和18年3月20 日 初版

19ー00183 1267 夜の太陽を掲ぐるもの 1和由正雄 富山房 昭和18年3月25 日 初版

18-02537 1268
【候件反射撃の父 ]パウロ

フの生涯
1

ィ .ア .カシル

スキー
上野友威訳

/ト島書店 昭和18年3月30 日 初版

19-00392 ー269 マライ戦話集 1 山本地柴 朝 日新聞 昭和18年3月30 日 初版

18-02775 1270 山と人と生活 1 高騰文太蹄 金星堂 昭和18年3月3t〉日 初版

17-00916 1271 人 と作品 1 小宮竪隆 小山書店 昭和 18年4月5 日 初版

18-04072 1272 翼賛の生活 1 松村久義 アマノ書店 昭和 18年4月8 日 初版

17-00908 1273 M l中の請書 1 佐藤観次郎 新興亜社 昭和 1.8年4月 10 日 初版

18-03225 1274 もう一つのアメ リカ 1 山崎清 天佑書房 昭和 18年4月 10 日 初版
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20-32 1275一科草への第二歩 1 富塚清 世界文化協骨 昭和1.8年4月15 日. 再版 昭和 21年9月 30 日 堂元貢

18-04308 1276 東亜共貴簡の地理 1 国松久弥 柁谷書院 昭和18年4月19 日 初版

18-04569 1277 海軍力 と世界戦争 1
′レべ C ・A
浅野秋平

文松堂 昭和 18年4月20 0 初版

18-0230畠 1278 歌集 牡丹の木 1 北原 白秋 河出書房 昭和 18年4月20 日 初版

18-02L63 1279 樗牛 と天心 . 1 浅野晃. 潮文閣 昭和 18年4月20 日 初版

17-01012 1280 山と人間 .1
エム .イ リイン
矢島順吉訳

南光社 . 昭和 18年4月20ー∃ 初版

19-00065 1281
[無嘩嘩信士′無線技術者 ]
無線資輸 . 1 藤崎粂 招文社 昭和 18年4 月30 日 初版 佐々木要

19ー00402 1282 楠公債 1中村孝也 小畢館 昭和 18年4月30 日 初版

19-00657 1283 毒瓦斯と焼夷弾 1 清水辰太 非凡閣 昭和 18年4月25 日 初版

18-03224 284 母の愛行 1
村岡碍子
今井福治郎

有精堂出版部 昭和 18年 5月 1 日 初版

20-20 ー285 南方の生活科畢 1 南方生活研究会 讃膏新聞社 昭和 18年 5月5 日 初版

17】00920 1286 赤虫島 日誌 1 石川達三 東京八雲書店 昭和18年5月15 日 初版

18→32561 1287 相良組三 とその同志 王長谷J一日申 新小鋭社 昭和18年5月15 日. 初版

19-00377 ー288 白線線戦 1武野藤介 輝文堂書房 昭和18年5月20 日 初版

18-04515 12幽 [図解 }飛行機が出乗るま

で
1 宮本晃男 ワット社出版 昭和18年5月25 日 .初版 津斗肺i'LII'K

19-00376 1290 戦影 日記 1 尾崎士郎 小畢館 昭和18年5月25 日 初版

18-04567 1291 暴珠湾潜航/○○大尉記 1 読売新聞出版部 読売新聞 昭和18年5月27 日 初版 薄井常四郎

17-00271 1292 迷彩 と偽装 1 宮下孝雄 威武堂 昭和 18年5月27 日 初版

18-04397 1293
Z 旗高 く[四人の報道班員

の手記】
1 斉藤権助 . 実業之 日本社 昭和 18年5月27 日 初版

18一04479 1294 ソロモ ン戦記 i 泉毅一 .朝 日新聞 昭和 18年5月30 日 初版 滞井常四郎

17-00193 1295 日本風景の研究 1 脇水鏡五郎 春陽堂文庫出版 昭和 18年5月30 日 初版

19-00621 1296 天諌組拳兵 1 松原～夫
パンフレット文
垂社

昭和17年6月1 日 初版

18-02897 1297
蒙古横断【京都帝大調査隊

手記 ] 1 宮崎武夫 朋文堂 昭和 18年6月1 日 初版

18ー04089 1298
ガダルカナル . ブナの血

戦 t圃南挺進軍]
1 瀧田意次 天祐書房 昭和 18年6月 10 日 初版 滞井常四郎

19-00838 ー299 沃土清洲を拓 く 1 半択耕貫、他 東亜書林 昭和 18年6月 10 日 初版

17-00435 1300 隣組魂 1 山本初太郎 高志書房 昭和 18年6月 15 日. 初版

18-04246 1301 漸鞍作戦従軍記 1 森山三郎 博聞堂 昭和 18年6月15 日 初版 薄井常四郎

18-04035 1302 ア リユーシ.ヤン戦記 1 杉山吉良 六興商会出版部 昭和18年6月20 日 初版

19-00381 1303 勤労訓 1 井上高蓄蔵 無何有書房 昭和 18年6 月20 日 初版 薄井常四郎

18▼04484 1304 月本の家 と母 1 桜井祐男 第百書房 昭和18年6月25 日 初版

18-04303 ー305 燭 ソ決戦の背景 1 上野浩一 欧亜通信社 昭和 18年7月4 日 初版

18-02993 1306 近代戦 と日本刀 1 本阿爾光遜 玄光社 昭和 18年7月10 日、

18-02328 1307 潜水艦出撃 1 匝瑳胤次 東葦書房 昭和18年7月10 日 初版

18-04611 308 落下傘の話 沿革 .構造 ..使用法及訓練 1 聾青鳥 大和書店 昭和18年7月10 日. 初版
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18ー04068 1309
【印度 .西亜に於ける]英
園の暴政 1

ラインバル ト`

フランク′ゲル
ト . ヴイインシ

こし
森孝三訳

千峰書房 昭和 18年7月15 日 初版

18-02347 ー3ー0 【職場短篇劇]生産のうた 1周村俊一郎 新興亜社 昭和 18年7月20 日 初版

17一00954 31 山村動物誌 1 松山義雄 山岡書店 昭和 18年8月1 日 初版 薄井常四郎

19-00336 1312 ソロモン諸島とその附近 地理 と民族 1太平洋協曾 太平洋協骨 昭和 18年8月3 日 初版

17-00921 1313 明治天皇御集【類纂′謹註] 1 武 田祐吉 明治書院 昭和 18年8月 10 日 初版 薄井常四郎

17一00994 13ー4 閏ゆる英国 1 工藤新一良 成徳書院 昭和 18年8月 15 日 初版 滞井常四郎

17ー00806 1315 [改稿ユ日本の民家 . 1 今和次郎 相模書房、 昭和18年10月 10 日 初版 薄井常四郎

19-00904 ー316 大東亜秩序建設 1 大川周明 第一書房 昭和 18年8月25 日 初版

17-00250 1317 囲民防諜と其の指導 1 西揮幹雄 巌松堂書店 昭和18年9月5 日 初版

18一02782 1318 勤皇護国譜 1 金平太郎 合同新聞 昭和 18年 9月 10 日 滞井常四郎

18-03306 1319 祭 1 松平秀光 日光書院 昭和 18年 9月 15 日 初版 薄井常四郎

19-00365 320 哲学的人間の形成 1 藤井義夫 弘文堂書房 昭和 18年 9月20 日 . 3版 昭和22年 11月29 日松松本典一郎

18-02416 32 機織る少女 1 保田輿重郎 清里閣 昭和 18年9月20 日 4版 昭和19年9月30.日

17-00016 1322 山木元帥書行銀 1 伊藤金次郎 春陽堂書店 昭和 18年 9月20 日 初版

18-02600 323 新彊紀遊 1
呉藷東署

楊井克巳辞
興亜書局 昭和 18年9月30 日 初版

18-02588 1324 西洋瞥畢史 1 小川政修 日新書院 昭和 18年 9月30 日 初版

17-00232 1325 ドイツの健民運動 . 1 近藤春雄 富山房 昭和 18年 10月20 日. 初版

17-00458 1326 戦時の家庭経済 1 本位田群男 光生館 昭和 1B年 10月25 日 初版

19-00903 1327 新輝済理論の確立 1 東洋経済新報社 東洋経済新報社 昭和 18年11月 1 日 初版

17-00159 1328 【国防科撃]園解兵器 1 長野邦雄 昭和18年11月5 日 初版

17-00384 1329 ァァ 織のさび 1 山本洋一 高山書院 昭和 18年 11月10 日 初版

19ー00111 ー330 日本武器概説 1 末永雅雄 桑名文星堂 昭和 18年 11月10 日 再版 昭和 18年12.月20 日

17-00996 1331 再起 1 高木勇夫 起山房 昭和 18年 11月20 日 1初版

18-02342 1332 帝国潜水艦 1 本内達蔵 庸文堂 昭和18年 11月20 日 H初版

19-00781 1333 現象畢 上 1佐竹哲雄 朝倉書店 昭和 18年 11月25 日 初版 尾孝雄

18-02492 1334 軍艦旗の下に . 1 海野十三 借成社 昭和 18年 11月28 日 初版

16ー00032 1335 音 と戦争 1 田口卯三郎 春陽堂文庫出版 昭和 18年12月5 日

19ー00451 1336 ガダルカナル敢樹記 1 柏木啓一 畝傍書房 昭和18年 12月8 日 初版

17-00864 1337 煽幅日記 1.直良信夫 甲鳥書林 昭和 18年12月10 日 初版

17-00865 1338 科畢とともに 1 緒方富雄 集地書房 .昭和 18年12月 15 日 初版

17-00995 ー339 随筆 楠公 1 中村直勝 星野書店 昭和 18年 12月 15 日 初版

17-00553 1340 印度藩王国 1

Wilam Burton
国土計童研究所

釈

中川書房 昭和 18年12月20 日 初版

18-02310 ー341 生命の健界 1 石田周三 青木書店 昭和 18年12月20 日 初版 堂元貢

17-00378 ー342 森鴎外の系族 1 小金井事美子 大岡山書店 昭和 18年12月20 日 初版

17ー00822 1343 戦ふ神国 1 神祇院
日本青年教育令

出版部
昭和 18年12月20 日 初版

18-04080 1344 海軍建設の人々 1 邦枝完二 潮文閣 昭和 18年12月25 日 初版

17-00243 1345 毒ガス弾 Ⅰ焼夷.弾 . 1.堀口博 龍吟社 昭和18年12月25 日 初版
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18-04483 1346 東久逮司令宵宮 1 池田源治 鱒書房 昭和 18年 12月25 日 初版

17-00053 1347 艦上 日誌 1 樺 田常久 興亜日本社 昭和 18年12月28 日 初版

18ー04576 ー348 日本海軍の話 1 くろがね会 掴方木書房 昭和 18年7月 15 日 .初版

18-03073 ー349 報徳要典 1 船越石治 内外書房 昭和19年1月1 日
改装

版
昭和 15年 4月 20 日

18--や4596 1350 大締旬誌 上 上巻 1 国分正三 三省堂 昭和 19年 1月 10 日 初版

18-04047 1351 空襲 と食糧 .1 九本彰造 ニ東葦書房 昭和 19年 1月 10 日 初版

17-00049 1352 物語海兵圏 1 若野草 池田書房 昭和 19年 1月 10 日 初版

19-00112 353 qwm i邑 1 紅橋英二郎 真水社 昭和1.9年2月1 日 初版

18-04049 1354 必勝囲民諸本 1 徳富猪一郎 毎 日新聞 昭和 19年2月 11日 初版

17-00123 1355 敵 南方戦記小説集 1 寒川光太郎 金星堂 昭和 19年2月20 日 初版

18一02783 1356 成層圏飛行 1 中正夫 借成社. 昭和19年2月23.日 初版

17-00517 1357 ひむが し年刊歌集 1 新国勢協骨 大東塾出版部 昭和19年2月 25J日 初版

17-00125 ー358 一人一刀 1.武富邦茂 彰文館 . 昭和 19年3月 1日 初版

19-00636 1359 南太平洋の血戦 1 瀧田意次 天佑書房 昭和19年3月10 日 初版

17-01254 1360 詩人哲聾者 1 出隆 小山書店 昭和19年3 E 15 日 2版 昭和 19年6月 10 日 松本柴一郎

18-&4042 ー361 国民海軍諌本 1 植松尊慶 山海堂出版 昭和19年3月20 日 初版

17-00138 1362 決戦下の列固海軍 1
名取儀一
中島誠

文化研究社 昭和19年3月20 日 初版

18-02765 1363 僕の木船見畢 1 小泉紫郎 東雲堂 昭和19年3月20 日 初版

18-04286 ー364 文教維新の綱領 1 文政研究会 新紀元社 昭和19年3月25 日

増補

訂正2
版

昭和 19年 9月 15 日松本典一郎

17-00903 365 日の丸の国旗 1 亘理章三郎 賓業之 日本社 昭和19年3月30 日 初版

18-02764 1366 石油 1 大村一歳 岩波書店 昭和19年4月5 日 初版

18-02763 ー367、決戦栄養学. 1 井上兼雄 高志書房 昭和 19年4月 1.0 日 初版

18-02748 1368 台所の心 1 宮城クマヨ 主婦之友社 . 昭和 19年 4月 10 日 初版

18-02302 ー369
[増補版] 日本人地質之研

究
1 足立文太郎 萩原星文館 昭和 19年4月 15 日 初版 堂元貴

18-03498 1370 ニューギニヤ研究 i 西村勝比古都辞 文明社 昭和 I9年4月20 日 初版

18-02027 ー371 衛逸軍部論 1 渡田常二良 昭和刊行脅 昭和 19年4月25 日 初版

18ー04343 1372 江田島第一報 1 山本地栄 朝 日.新聞 昭和 19年4月30.日 再版 昭和 19年 8月5 日

17-00094 1373 わが愛する事業 J 1 石川武美 主婦之友社 昭和19年4月30 日 初版

18ー02558 ー374 通信兵器 1 紫芝幸憲 潮文閣 昭和19年5月 1日 初版

18-02026 137声兵曹の記録 1 権藤貫
大 日本雄辞令講

談社
昭和 19年5月 1日. 初版

17-00837 1376 滑空戴象の話 1 鹿野太郎 東京開成館 昭和 19年5月3.日 初版

18-03502 1377 海洋の書 1 米窪満亮 .. 潮文観 昭和19年5月20 日 初版

18-02954 1378 列国の軍用機 1 大 日本飛行協会 大 日本飛行協会 昭和19年6月15 日 .初版

19-00799 379 薗士列侍 上上巻 1大坪草二郎 高山書院 昭和19年6月15 日 初版

17-00237 380 尊皇史概説 1 今村文英 東京修文館 昭和19年6月 15 日 初版

17-00106 138ー米英の神経戦略 1 岩滞太平 欧亜通信社 昭和19年6月15 日 初版 独大使館

18-03262 382 忠誠心 とみやび 1 蓮 田善明
日本放送出版協
会 昭和19年6月20 日 初版

18-02307 1383 世界幸水艦 ものがた り 1 鹿瀬彦太 文昭社 昭和19年6月30 日 初版
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17-00363 1384 日本海軍航空隊 1 植松尊慶 北原出版′アルス 昭和 19年 7月 10 日 初版

17】00786 1385 日支僻教交渉史研究 1 塚本善隆 弘文堂書房 昭和 19年 7月 15 日 初版 揮井常四郎

18-02915 ー386
模型飛行機のプロペラの

削 り方
1 鹿川久 彰考書院創立事

務所
昭和 19年 7月 15 日 初版

18-02183 1387 海の薗本 1.井関貢編 天然社 昭和 19年7月 17 日 初版

18-03346 1388 日本女性伝 1 高群逸枝 文松堂書店 昭和 19年7月20.日 初版

18▼02735 1389 美 し魚 1 橋爪健 紙硯社 昭和 19年7月20 日 初版

17ー00933 390 無敵海驚 1 土屋賢一 みたみ出版 昭和 19年7月20 日 初版

19-0<サ94 1391 潜水艦戦記 1 平手郎 朝 日新聞 昭和19年7月30 日 初版

18-02367 1392 戻 り道 1 内田百聞 青磁社 昭和19年7月30 日 初版

19-00350 1393 目本科畢史 1 山本成之助 肇書房 昭和 19年8月5 日 初版

18-02225 1394 勤労と結婚 女性篇 1 薄井浮 健文社 昭和19年8月10 日 初版

19-00038 1395 農士道 東洋農道の教畢 1 菅原平治
旺文社創立事務
所

昭和19年8月10 日 初版

19-00229 1396 舞鶴 [海軍機関畢校物語】 1 永松摸造
啓明出版社創立
事務所

昭和 19年8月 10 日 初版

19-00637 1397 皇室の御紋章 改訂版 1 佐野憲作 樺菊書院 昭和 19年8月 15 日 初版

18-02913 1398 闘ふ通信機 1 早田保育 誠文堂新光社 昭和 19年8月 15 日 初版

18-02127 ー399 人間即家園の説 1 酉晋一郎 明.牡堂書店 昭和 19年8月 15 日 初版

17-00948 400 締旬の 自然 と民族 1.中島鹿一 養徳社創立事務

所
昭和 19年8 月15 日 初版

19ー00148 140
【少国民大東亜戦記]工兵
隊進撃

陸軍省報道部推薦 1 和泉恭
晴商社創立事務

所
昭和 19年8月10 日 初版

18-02762 1402
【少圃民文峯選 ]怪獣船 と
うえい丸 1 平野直

国民蘭書刊行会

創立事務所
昭和 19年8月20 日 初版

19-00958 ー403 歌集 鹿鳴集 109 1 iA - 創元社 昭和 19年8月20 日 初版

18-03471 1404 家 と家族制度 1戸 田貞三 羽田書店 暗和19年8月20 日 初版

19-00393 1405 従軍記者 1.吉良武夫
旺文社創立事務

顔
昭和19年8月20 日 初版

1畠ー04029 1406 ササ* * 1 谷馨 成文堂 .昭和19年8月20 日 初版

18-02566 1407 農村歳時記 1 結城裏革果 岩波書店 昭和19年8月20 日 初版

18-02223 ー408 火の昔 1 柳 田国男 官業之日本社 昭和19年8月25 日 初 版

19-00379 ー40 命のかぎ り 第一部 命のかぎり 1 大池唯雄 賞業之日本社 昭和19年8月30 日 初版

17-00666 ー4一〇海運戦士 1 永松洩造 研進社 昭和19年9月5 日 初版

16-00051 1411 玉鉾の道 1 三浦義一 大東塾出版部 昭和19年9月5 日 初版

19-00458 4 2 白い戦争 1 秦賛助 鶴書房 昭和 19年9月 10 日 初版

19【00106 1413 千人隊遺聞 1 荒木観 博文館 昭和 19年9月 10 日 初版

18-04304 ー414
君は少年飛行兵′になれる

か
1
五十嵐衡
望 S ir

博文館 昭和 19年9月 10 日 初版

17-00276 ー4 15 住ひ方の研究 1 佐藤次夫 乾元社 昭和 19年9月 10 日 初版

19-00617 1416 女子挺身記 1 料治花子 賓雲合 昭和 19年9月 15 日 初版

17ー00922 1417 [ビスマル ク]書翰抄 、 1 吹田順助 撃書房 昭和 19年9月 15 日 初版

19ー00543 ー418 銀のつばさ 1 小出正吾 大 日本出版 昭和 19年9月 16 日 初版

18ー04568 14 19 或 る職長の手記 1 真下五一 大阪新聞 昭和 19年9月20 日 .初

17ー00449 1420 おはみいくさ 1 影山正治 地平社 昭和 19年9月 20 日 初版
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17-00399 1421 勝つために戦ふ村 1 曹藤弔花 大阪新聞 昭和19年9月20 0 初版

19-00599 422 航空部隊 1 榊山潤 賞美之日.本社 昭和19年9月20日 初版

18-04338 1423 職域皇国.史談 1 峯岸米造 乾元社 昭和19年9月20日 初版 蝣 i^ - H

18-02579 1424 船員かく戦へり 1
日本海運報国圃
機髄誌編輯部

太平洋書館創立
事務所

昭和19年9月20日 初版

19-00554 1425 南方要塞 1 火野葦平 小山書店 昭和19年9月20日 初版

19-00737 426 日本群島 1 小川琢治 弘文堂書房 昭和19年9月20日 初版

19-00113 1427 列圃科畢技術の戦力化. 1 後藤正夫 大日本出版 昭和19年9月20日 初版

19-00812 1428
シラーの封話【詩人を緯ぐ
る′同時代人の記録]

1
ベーターゼン編
橋本忠夫辞

教材社 昭和19年9月21日 初巌

19-00226 ー429 [海底に戦ふ]潜水夫物語 1 安藤玉治 第】出版協会 昭和19年9月25 日 初版

19-00545 1430 かねも戦地へ 1 小川未明 中央出版創立事

m m
昭和19年9月25日 初版

19-00020 143 統一原慣計算制度論 1 久保田音二郎
産業蘭書創立事
務堕

昭和19年10月15日 初版

19-00101 ー432 ガダルカナル従軍記 1 新田義夫 冨山房 昭和19年10月18日 初版

17-00054 433 陸を征く軍艦旗 1 北原晴光. 輝文堂書房 昭和19年10月20日 初版

18-02734 1434 素顔の時代 1 佐々木邦 北光書房 昭和19年10月20日 初版

17-00187 1435 大義武士道訓 五十六億僚武道初心集 1
大道寺友山原著
久保義八郎編著

鶴書房 昭和19年10月20 日 初版

19†00102 ー436 百年の無鵡 1A並河亮 . 大成出版 昭和ユ9年10月20 日 初版

19-00 114 1437 戦線に母あり 1 中路ちか 小畢館 昭和19年10月25 日 初版
19「01037 1438 【詩集]伊勢参宮 1 奥田準→ 大成出版 昭和19年10月31日 初版

19-00459 1439 空征く翻楯 1 大河内敏夫 帝国出版創立事
務所

昭和19年11月1日 初版

19-00591 1440 太平記と勤皇精神 1 勝谷透 菅文館 昭和19年11月1日 初版

18-02708 1441 春の山かぜ 1 1 丹羽文雄 . 春陽堂 昭和19年11月8日 初版

19-00391 1442 アツツ玉砕 1 川口松太郎 非凡関 昭和19年11月10日 初版

19-00953 1443 工員能率増進の要領 1 田中要人 第一出版 昭和19年11月10日 初版

17-00878 1444 A死生問題 1 加藤熊一郎 明治書院 昭和19年11月15日 初版

17-00947 1445
[少囲民讃物]東印度′諸島
物帯

1 小出正吾 冨山房 昭和19年l1月18 0 初版

11し00236 1446 少薗民催界史談 1 岡成志 六輿出版部 昭和19年11月20日 初版

18-02761 14 47 小説 青山白雲 1 牧野吉晴
大日本雄排合誇
談社

昭和19年11月20日 初版

19ー00444 1448 比島従軍 1 今日出港 創元社 昭和19年11月25 日 初版

19-00611 1449 奉仕の道徳畢 1 小牧治. 理想社 昭和19年12月10 日 初版
19ー00227 †450 戦闘指揮所 1 木村荘十 輝文堂 昭和19年12月15 日 初版

17-00685 ー451 FU LL EMPLOY班ENT IN A
FREE SOC王ETY

1
WILLIAM
H.BEVERIDGE

W .W .Norton &
Company

昭和20年 初版

17-00216 1452
[訂正増補]印度悌槍巡遵
記

下 下巻 昭和十八年 1 天沼俊一 秋田屋 昭和20年12月25日 初版 松本典一郎

17-01180 ー453 構想力の論理 2 1 三木滑 岩波書店 昭和21年6月15日 2 脚 昭和23年2月20日松本粂一郎
17-00971 1454 繕高菜紀行 1 土屋文明 養徳社 昭和21年9月20日 初版I- - - - - -
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17ーQ0969 1455 資本論 1-1 資本論 [第 1巻第 1分冊] 1

カール -マノレク

ス著、フ リー ド
リツヒ .ユング J

ルス編
長谷部文雄訳

日本評論社 昭和21年 10月1 日 4版 昭和 23年11月20 日

20-1049 資本論 1-2 資本論 [第1巻第2分冊] 1

カール .マルク

ス著、ブリー ド
リツヒ .エンゲ

ルス編
長谷部文雄駅

日本評論社 昭和21年 12月1 日 3刷 昭和23年5月 20 日

17ー00771 資本論 1-3 資本論 [第1巻第3分冊] 1

カール lマル ク

不着、ブ リー ド
リツヒ .エンゲ

ルス編
長谷部文雄訳

カール .マルク

ス薯、ブ リー ド
リツヒ .エンゲ

ルス編
長谷部文雄訳

日本評論社 ′ 昭和 22年9月15 日 初版 頭書倶楽部

17-01011 資本論 1-4 資本論 [第 1巻第4分冊] 2 日本評論社 昭和22年1 1月5 日 初版

20-43 1456 m m * 1 金子大柴 創元社 昭和21年10月20 日 初版 松本典一郎

16-00074 ー457 歌集 民草の祈 り 1 影山正治 不二出版社 昭和 21年10月25 日 初版

17-00868 1458 科撃の統一 1 第一巻′生存の理法 と存在の理法 1 小林六道 人文閣 昭和22年4月 1日 初版 松本柴一郎

16-00059 1459 新愛国論 . 民主主義 と愛国の理想 1 寺島徳治 文理書院 昭和22年5月20 日 初版

17-00497 1460 圃民主権論 . 1 渡逢宗太郎 大翠書院 昭和22年6 月15 日 初版 松本柴一郎

17-00993 146 アメリカの世紀 1 寺西五郎 大月書店 昭和22年6月26 日 初版 松本典一郎

17-009 10 ー462 創作ノこ ト 1 林芙美子 酎燈社 昭和22年8 月20 日 初版

17ー00095 1463
[哲学随想録】生き抜 く憾

み
1 山本茂実 昭和22年9月2 日序 53版 召和29年 11月1 日序

18-02309 ー464 痛める葦 1 邑楽慎一 山雅房 昭和22年9月15 日 初版

20ー29 1465 新 しき国家 アメ .リカの民主主義に就て 1

ジョン . シー

プエリン
京都国際文化協

力会釈

冨山房 昭和22牢9月25 日 初版 松本粂一郎

17-01056 1466 頼経法の理論 と歴史 1 竹下直之 理想社 昭和22年11月25 日 初版 尾孝雄

17ー01149 1467 ドイツ イデオロギー 1 ドイツ イデオロギー (1 ) 1

マルクス、エン
ゲルス遺稿 ア
ドラッキー監修
唯物論研究食
(森宏一) 釈

ナウカ社 昭和22年12月5 日 3版 昭和24年 12月25 日

17ー00675 ドイツ イデオロギー 2 ドイツ イデオロギー ( 2 ) 3

マルクス、エン
ゲルス遺稿、森

宕一訳

ナ ウカ社 昭和22年12月5 日 3版 昭和24年 12月.25 日

18-03221 1468 [CONFESSIONS]告白 1 1 生島遼一 創元社 昭和22年 12月15 日 再版 昭和24年 5月30 日 松本粂一郎

17ー00447 146&
まて りあ りすむす .みり

たんす
1 大森義太郎 黄土社 昭和23年 1月30 日 初版 伊達恵教
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17-00058 ー470 老年に就いて 1
キケロ一.
岩崎良三訳

摩耶書房 昭和23年2月5 日 初版 松本粂一郎

20-28 ー47 ー比較文化論 1 飯塚浩二 白目書院 昭和23年2月 15 日 初版 松本粂一郎

17-00545 1472 新憲法縦横 1 中島陽一郎 雄山間 昭和23年3月25 日 初版 松本粂一郎

20-137 1473 歌集 白菊抄 1 影山正治
不二出版社 (顔

井で郎)
昭和23年4月 1日 初版

17-00521 1474 米国の民主政治 1 家永正章 時事通信社 昭和23年6月5 日. 2版 昭和25年4月20 日
時事通信社 ′

山陽新開

17-01163 1475 孔子 1 和辻哲郎 植村書店 昭和23年6月20 日 2版 昭和23年 10月5 日松本粂一郎

17ー00302 1476 死と不死について
附 .フ.オイエルバッハの生涯 と

思想 1

ルー ドヴィヒ .

フォイエルバッ

ハ
猪木正道辞

鬼怒書房 昭和23年6月25 日 初版 松本柴一郎

17ー0116 1 477
[封照′註解]世界民主革命
年表 1

松本慎一、古在
由重監修

佐伯嶺三編集

民主評論社 昭和23年7月25 日 初版

17ー00102 478 哲学ノー ト 1 三木清 河出書房 昭和2 3年8月25 日 3版 昭和24年4月1 日 松本発.一郎

17-01273 1479 科撃の培地 1 楠正貫 拳峯社 昭和23年9月.25 日 初版 松本典一郎

17-00664 1480 鍛治丹源 1
天理教河原町大

教会史料集成部
河原町文庫 昭和23年10月 19 日 初版 伊達恵教

17-01296 1481 詩人哲筆者 1 出隆 小山書店 昭和 23年 10月30 日 初版 松本粂一郎

17-00233 482
アメリカ雑記帳 ワシン

トンにて
1 坂井米夫 板垣書店 昭和 23年11月 10 日 初版 松本粂一郎

17ー00629 1483
姐arie Antoinette マ
リー .アン トアネ ット

下 下巻 1

シユテフアン .

ツワイク .
高橋禎二 秋山英
夫奥訳

青磁社 昭和23年 11月20 日 再版 昭和24年6月30 日

17-01028 484
滞 日十年 [TEN YEARSニIN

JAPAN】
下

下巻 日記 .公文書 .私文書に

基く記録 1 JOSEPH C. GREW 毎 日新聞 昭和23年 12月 10 日 再版 昭和23年 12月15 日松本柴】郎

17-00860 1485 距 m sm 昭和24年/1949 1 東京大草 東京天文轟 昭和23年 12月25 日 初版 東京天文塞

16-00064 1486 大正天皇御集 1

大正天皇御集刊
行会 (代表 山
岸徳平)

大正天皇御集刊
行会

昭和23年 12月25 日 初版

18】02391 1487 二 十位紀の世界 1 加藤周～、他 真善美社 昭和23年 10月 10 日 初版 松本粂一郎

17-00011 1488 ITALY AND ITALIANS 1

COUNT C.ARL0

SFORZA
EDWARD HUTTON英
釈

E.P.DUTTON &

COMPANY,INC New
York

昭和24年 初版
広島アメリカ
文化センター

17-00765 1489 【全訂】現代工業政策論 1 磯部喜一 有斐社 一昭和24年4月5 日 初版 松本典一郎

17ー00043 t490 不普利得の研究 1 谷口知平 有斐閣 昭和24年4月6 日 初版 松本粂一郎

20-97 149ーロシアとヨー ロッパ スラグ主義 と汎スラグ主義 1 鳥山成人 白日書院 昭和24年4月5 日 初版 松本粂一郎

20-26 1492 天よりの大いなる声 1
日本基督教青年

会同盟
東京 トリビュー

ン社
昭和 24年4月10 日 初版 松本粂一郎

17-00691 1493 アメリカ史 千 下巻 1

アン ドレ .モー

P T
録木福一、他訳

近代文化社 昭和2.4年4月25 日 初版
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18-02125 ー494 赤ん坊の科挙 1 松田道雄 創元社 昭和24年4月30 日 2版 昭和24年12月5 日

17ー00119 1495 第二次大戦回顧録 1 1

チャーチル、毎

日新聞翻訳委員

ノ∠ゝT*

毎日新聞 昭和24年5月5 日 5版 昭和24年7月5 日

18-02283 496 村及び入会の研究 1 中田.薫 岩波書店 昭和24年6月20 日 初版 松本柴一郎

松本柴一郎18-02284 村及び人骨の研究 1 中田薫 岩波書店 昭和24年6月20 日 初版

17-00867 1497 フランス科撃の展望 1.稲村耕雄辞 白水社 昭和24年6月30 日 初版 松本典一郎

17-00696 1498 日本の神道 1 津田左右吉 岩波書店 昭和24年9月 1.5 日 初版 松本柴一郎

17-00761 1499 沸教聖典 1 友松あきみち 鼻理連動本部 . .昭和24年10 月17 日 3刷 昭和25年 1月 1 日.

17ー00670 1500 戦後国家財政の賓態分析 1 風早八十二 潮流社 昭和24年 10月20 日 初版

17】01208 501
【人生の福音]基督教の筋
道 1 m m m - 北加基督教同盟 昭和24年 11月10 日 2版 昭和25年7.月 10 日

20-47 1502
原子論の誕生 .追放 .復

活
原子 と科畢 1 田中賓 三一書房 昭和24年 11月10 日 初版

17-00748 ー503 中国大革命 1 平野義太郎 ナウカ社 昭和24年 11月30 日 初版

20-89 1504 愛の泉 1 美平晴道
戦災孤児援護協
令

昭和25年7月1 日 初版

20-30 1505 三十八度線 と日本 われらは どうすべきなのか ? 1 欧亜協会 欧亜協会 昭和25年7月20 日 初版

17-00295 1506 [レーニン】帝国主義論 1

ニコライ . レー

ニン
青野季書評

新生書院 昭和25年8月5 日
初廠

17-00678 1507 神のこひつじ 1 中揮博
高圃福音教圃出
版部

昭和25年8月10 日 4版 昭和29年 5月 1 日

20ー95 ー508 現代革命の考察 上 上巻 1

!、ロル ド . ラス

キ
笠原美子訳

みすず書房 昭和25年9月30 日 初版

18-02191 ー509 新 しい合成繊維 7 祖父江寛 時事通信社 昭和25年 10月1 日 初版 時事通倍社

20- 125 1510 新 しい遣樽撃 単行 1 石井友幸 ▼ 時事通楕杜 昭和25年 10 月1 日 初版 時事通信社

20-126 新 しい達侍撃 単行 1 石井友幸 時事通信社 昭和25年 10月1 日 初版 時事通借社

20-1051 51

道は開ける

HOW TO STOP WORRY ING
AND START L王VING

1
D.カーネギー
加藤直士訳

創元社 昭和 25年 11月 10 日 初版

20-71 1512
共産集宣言への歴史的序
説 1

n J一ラキス
山村喬訳

港政大草出版局 昭和 25年 12月 10 日 3版 昭和26年 10月3 1 日

18ー02279 1513 飛行機 とバスの窓から 1 久留島秀三郎 相模書房 昭和25年 12月20 日 初版 同和鉱業

18-02280 飛行機 とバスの窓か ら 1 久留島秀三郎 相模書房 昭和25年 12月20 日 初版 同和鉱業

17-00002 飛行機 とバスの窓から 続 続編 北米東西南北 1 久留島秀三郎 相模書房 昭和26年 12月20 日 初版

「同和鉱業図

書」印、 「昭
和二十七年九

月/山陽新聞二

万五千号記念′
公民館文庫助
成図書」印0

17-00647 15絹 SAFFTY IN THE
CHEMICAL LABORATORY

1
Dr H .

A .j▼PIETERS

ACADEMIC PRESS

INC
昭和26年 1月 初版

アメリカ文化

センター.
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17-00072 15 15
キリス トへの道 [STEPS TO

CHRIST]
1
ELLEN Gt WH ITE
福音社編集部訳

福音社 昭和26年3月25 日 8 版 昭和26年4月1 日

18-02200 15ー6
主婦の栄養メモ 実用料

理献立
1
鈴木慣次郎
森本喜代

第一出版 昭和26年9月15 日 2版 昭和27年9月 15 日

17-00766 1517 西洋嘗畢史 1 小川政修 文献社 昭和27年3月30 日

17-00254 1518 日本経済50の疑問 1 理論社編集部 理論社 UmttU'Fn ^ ^S.
ITを、

17ー00707 1519 荷田東丸 (花押) 1 伏見稲荷大社 伏見稲荷大社 昭和27年9月3 日 初版 羽倉敬尚

520 1952 SAE HANDBOOK

STANDARDS RECOMME細ED

PRACTICES GENERAL INFORMATION

REPORTS

1

the Society of

Automot ive
Engineers

the Soc iety of
Automotive

Engineers

昭和27年 初版 三菱重工三原製

17-00721 52 創造と堕落 1 中津博
属国福音教圃出

版部
昭和28年 3月 1日 4版 昭和28年8月 1 日

17-00688 1522 荒木田久老歌文集放偉記 1 神宮司廉 神宮司廉 昭和28年3 月31 日 初版 神宮司庁

17-00217 1523
モスクワ .東京 . ロン ド

ン
1

ヘルバー ド . フ
ォン .デイルク

セン

読売新聞 昭和28年5月15 0 初版
外務省情報文

化局

17-00577 1524 皇太子の窓 1

E - G ヴアイニ

ング
小泉一郎辞

文革春秋新社 昭和28年5月20 日 初版

17二00299 1525 民主主義の倫理 1 柳 田謙十郎 文理書院 . 昭和28年8月20 日 初版

17ー00519 1526

ウェッブ ソヴエ ト . コ

ンミユニズム【新 しき文
明]

Ⅱ第二巻 憲法 (二) 1

シ ドニー . ウ

ェッブ、ベア ト
リス . ウェッブ
木村定 .立木康
男辞

みすず書房 昭和28年 10月 15 日 初版

17-00645 1527 一女性 の鼻音の歩み 1 久保まち子辞 みすず書房 昭和28年 12月 15 日 初版

17-00796 1528 願事の一世紀 共産主義の世界革命戦術 . 1
S.T.ポッソ一二

小野虎雄訳
国際文化協会 昭和29年3月10 日 初版 広島アメリカ

文化センター

17-00703 ー529 堕落 と恩寵 1 中滞博
高固福音教園出
版部

昭和29年4 月5 日 初版

17-00515 1530 未来は既に始った 1
ROBERT JUNGK
菊盛英夫訳

文垂春秋新杜 昭和29年5月10 日 初版

17-01064 1531 基督教一週間卒業 附録 心之本髄 . 1 石渡善作
世界平和鼻本部

石渡善作
昭和29年5月16 日 初版 石渡善作

17-00113 基督教一週間卒業 附線 心之本線 ′ 1 石渡善作
世界平和賞本部

石渡善作
昭和29年5月 16 日 初版 石渡善作

18-02204 1532 [ティ1)ツヒ]存在への勇気 1
パウル .ティ

リツヒ
新教出版社 昭和 29年12月 10 日 初版

広島アメ リカ
文化センター

17-00230 533 聖書入門 1 北森嘉蔵 河出書房 2版 昭和30年 1月20 日児玉扇之介

17ー00498 1534 アメリカの政治組織 1
D - C コイル
安保長春訳

時事通信社 昭和30年 3月 10 日 初版 広島アメ リカ

文化センター

20-124 1535 東洋宗教遍歴
War,Communism and World

Religions
1
C一S.Braden
小野武雄訳

国際文化研究所 昭和30年5月20 日 初版 広島アメリカ

文化センター

17-00010 1536
ONE MAN S AMER ICA [アメ
リカの裏窓コ

1
A . クック
福由吉蔵訳

国際文化研究所 昭和 30年6月20 日 初版 アメリカ文化

センター

20ー135 ー537 歌集 . しらぎく抄 1 白菊社 白菊社 昭和30年7月 1日 初版
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17-00526 1538 報徳に生きる 1 加藤仁平
東京教育大学内

日本図書文化協

ノ∠ゝJ耳

昭和30年8月5 日 初版 林礼二郎

17一00001 1539 THE U.S.A. 1
F.E.COMPTON &

COMPANY

Compton s

Pictured
Encyclopedia

昭和31年 初巌 広島アメリカ

文化センター

17-00829 1540 おむすびの味 1 岡部伊都子 創元社 昭和 31年 5月 1 日 初版 帝国人造綿締

三原工場

/ 17ー00609 1541 インドの発見 下 1
J.ネルー

辻直四郎、他釈
岩波書店 昭和31年7月30 日 初版

1542 Pl坂 口甚作記録]蟹の泡 1 坂口甚作 ー樹会 昭和32年2月15 日 初版 著者

18-02281 1543 Essential Of
Buddhism t仏教の要嶺]

1 椎尾弁匡 共生会出版部 昭和 32年4月1 日 初版 椎尾弁匡

17-01168 1544 世界中値史研究 ト1 第1巻第 1分冊 1
コス ミンスキー
阿部玄治訳

未来社 昭和32年4月 15 日 初版

17-00199 1545 炉辺動物記 1 斐太猪之介 中央公論社 4版 昭和32年4月20 日

17-00799 546 日本の電子工業 1
通商産業省重工

業局編
日刊工業新聞 昭和32 年5月10 日 2版 昭和32年7月15 日

16-00081 ー547 聖良寛 1

玉島文化 クラブ

編
石橋光治

財団法人聖良寛

奉賛会
玉島市立図書館

昭和32年 10月30 日 再版 昭和33年3月31 日

20-1055 1548 YEAR OF CRISIS
Communist Propaganda

Activities in 1957
1
EVRON M.

KIRKPATRICK

THE MACMILLAN

COMPANY
昭和32 初版 広島アメリカ

文化センター

17-00231 1549 心のあるところ 女性のためのノー ト 1 高見沢潤子
月本基督教団出

版部
昭和33年 10月25 日 再版 昭和台4年 5月20 日 児玉扇之介

17-00646 1550
生活を豊かに[YOUR HOME

AND HEALTH
1
イ一 . ジー . ホ

ワイ ト
福音社 昭和33年 12月1日 4版 昭和36年12月 11 日

17-00275 1551
宗教は必要か [WHY 王AM

NOT A CHRISTIAN]
1

ハー トラン ド.

ラッセル
大竹勝訳

荒地出版社 昭和34年2月 10 日 初版

17-00784 1552 知識革命の要訣 1 田崎正浩 聴霞学者 昭和34年4月5 日 初版 田崎正浩

17ー00297 1553
骨 [日本人の祖先はよみが

える]
1 鈴木尚 畢生社 昭和35年 5月 15 日 初版

17-00705 1554 カ トリック要理 1
公教要理改訂委
員会

善き牧者の運動

本部
昭和35年8月 15 日 3版 昭和38年7月15 日

17-00757 1555 仏教乃精要 1 原由秀泰 仏教研究所 昭和35年 11月10 日 初版 原田秀泰

19ー00384 1556
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1

K P A T K lイ内
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.H H K
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初版

三菱重土三原

製作所
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敬
著者名 発行所 初版発行年 版 発行年 者

20.▲136 557 藤原仁君遺詠抄 1 藤井一郎
大東塾不二歌道
会広島県支部

昭和 38年8月序 初版

17-00407 1558 世界不戦論 1 桜井徳太郎 誠和聯盟 昭和39年1月1 日 初版 石橋財団 .

17-00620 1559 =続句碑巡礼 1 増田広州 増田広州 昭和39年 1月30 日 初版

20- 139 1560 歌集 茅挿′金剛′雄健 (私家版) 3 東野茂 東野茂 昭和39年2月 初版

20-1030 1561 新由地震の記録 自然 との半月の戦い 1 新潟 日報社 新潟日報社 昭和39年8月1 日 初版 新潟県総務部
消防防災課

17-00214 562
[市長訪中記コ新中国の横
顔

1 * * ォー 実業之日本社 昭和4 1年12月7 日 初版 桑木健一

17-00623 1563
民族資料調査収集の手び

普
1
文化財保護委員

一凸、苗
第- 法規出版 昭和40年 12月15 日 初版

17一00650 1564 桜洞の花守 1 福田篤二 拘妃之友社 昭和42年2月11 日 初版

17-01219 1565 l」9 !ft ft 1
世界基督教統一

神 霊協会
光舌社 昭和42年 10月2 日 3版 昭和43年5月1 日 鈴木紀子

16-00055 1566 大地 .農耕 .女性 比較宗教類型論 1
エ リアーデ著

堀一郎訳
未来社 昭和43年 1月31 日 初版

17-00684 567 桜花の飴芳 1 福田鴬二 杓栂之友社 昭和43年3月 14 日 初版

17ー00791 1568
企業をいかす技術開発 [外

国技術への挑戦 ]
1 牧野昇 日本経済新開 昭和43年4月2.5 日 初版

17-00333 1569 あるく みる きく,68 1 宮本常】
近畿 日本ツー リ

ネ ト
昭和43年7月20 日 初版

17-00625 1570 道をひ らく 1 松下幸之助 P H P 研究所 不明 2版 昭和43年 7月1日

17-00788 1571 家庭′医学全書 1 主婦の友社 主婦の友社 昭和44年 12月10 日. 初版

17-00212 1572
ベルギー便 り【ベルギーに

ついての基本知識]
1
ベルギー外務貿

易振興省

ベルギー外務貿
易振興省 (プ

ラッセル)

昭和46年8月 初版
ベルギー大使
鰭

17-00255 ー573 アメリカ人と日本人 1 登村ヘ ンリー
イ ンフォメー

シ ョン出版社
昭和46年 12月15 日 3版 昭和49年 8月25 日 平田守

17-00861 1574 [東京天女台編]歴象年表 昭和48年 /1973 1 東京大学 東京天文台 昭和47年6月25 日 初版 東京大学東児

天文台

20一1031 1575 韓国の考古学 1 金延鶴 河出書房新社 昭和47年8月30 日 初版

17-00723 576 はんみち概観 . 1 ほんみち教義郎 ほんみち教義部 不明 改訂

: 版

昭和47年8月15 日. ほんみち教義

部
16-00062 1577 聖 と俗の葛藤 1 堀一郎 平凡社 昭和ち0年 2月 13.日 初版

17-00209 1578 日生の観光 とキリシタン 1 星尾正一 星尾ガラス屋 昭和5 1年 10月1 日 初版

17-00301 †579 ブラジルの現実 その政治 .経済 .社会 1

【社団/法人 ]ラテ

ン .アメリカ協
A
JS

社団法人ラテ

ン .アメリカ協
A
TEC

昭和52年3月1 日 初版 外務省

17-00306 ー580 ロシア亡国論 (覆刻版) 1 内田良平 大東塾出版部 昭和 52年7月23 日 初版
内田良平大人

四十年祭実行

委員会

17ー01058 158t 新約聖書 1
ポケット聖書連

盟

ポケット聖書連
盟

不明
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初版発行年 版 者

17-00708 582
[The Great Plan/The

Chr istian Way]キリス ト
教に於ける大設計

1

ノヾ一...ニー .

シー .テイラー
著、平木国夫訳

末 日聖徒イエス

キ リス ト教会

17-00096 1583 君らこそ日本を 1 篠原正瑛 光文社 不明17-00096 1583 君らこそ日本を l I . 1r篠原正環 ー光文社 . 4、.明ー
19ー00189 1584 普及型潜誠賛度蹟響器 .I l l lI久静電気研究所 一 I 不明l
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17ー01247 1-日本随筆大成 首巻野史 1飯田忠彦
日本随筆大成刊
行骨

明治9年5月9日 3版 昭和5年5月30日

17ー01248 日本随筆大成 1野史 1飯田忠彦
日本随筆大成刊

行会
明治9年5月9日 3版 P昭和4年11月10日

17ー00779 2立放論綱 1 1
ベンサム著、島▼

田三郎重訳
明治11年9月初版 揮井常掴郎

17-00780 立法論綱 2 1
ベンサム著、島

田三郎重訳
滞井常四郎

17-00792 立法論綱 3 1
ベンサム著、島

田三郎重訳
滞井常四郎

17-00793 立放論綱
蝣

1
ベンサム著、島

田三郎.重訳.

中外堂(柳川梅

次郎)
鐸井常四郎

18一-02455 3日本新文化史 6鎌倉時代 1龍粛 内外書籍 明治16年1月8日 2版 明治l白年2月1日

19-00809 4 [古/今]詩文詳解 142
第百四十二集(明治十七年十】月

五日) 1 成章館 明治17年11月5日 片山武夫

19-00809 [古/今]詩文詳解 143
第百四十三集(明治十七年十一月

十五日)
成章館 明治17年11月15日 片山武夫

19-00809 [古′今]詩文詳解 144
第百四十四集(明治十七年十一月

二十五日)
成章館 明治17年11月25日 片山武夫

19-00809 【古′今コ詩文詳解 145
第百四十五集(明治十七年十二月

五日)
成章館 明漁17年12月5日 片山武夫

19-00809 [古′今]詩文詳解 146
第百四十六集(明治十七年十二月

十五日)
成章館 明治17年12月15日 片山武夫

19-00809 [古′今]詩文詳解 147
第百四十七集(明治十七年十二月

二十五日)
成章館 明治17年12月25日 片山武夫

19-00809 [古/今]詩文詳解 148
第百四十八集(明治十八年一月五

日)
成章館 明治18年1月5日 片山武夫

19-00809 【古/今]詩文詳解 149
第百四十九集(明治十八年一月十

五日)
成章館 明治18年1月15日 片山武夫

19-00809 【古/今コ詩文詳解 150
第百五十集(明治十八年一月廿玉.

目)
成章館 明治18年1月25日 片山武夫

19-00809 [古/今】詩文詳解 151
第百五十一集(明治十八年二月五

日)
成章館 明治18年2月5日 片山武夫

19ー00791 5鴻案内 ス.ベルリング鴻案内 1ウェブストル 大阪同志出版舎 明治18年1月初版 揮井常四郎0
19-00790 燭案内 第二リードル凋案内 1ウヰルソン 大阪同志出版舎 明治18年3月 初版 揮井常四郎0

19-00792 珊案内 スペルリング濁案内 1
ノアーウニブス
タ一.

英文書房 明治20年7月 初版

18-04260 6【教育/適用]心理尊 1 1有賀長雄 有賀長雄 明治19年1月 初版 笹井琢志
18-04261 [教育′通用】心理撃 9 1有賀長雄. 有賀長雄 明治19年2月 初版 笹井琢志
18-04262 【教育′適用】心理畢 3 1有賀長雄 有賀長雄 明治19年3月 初版 笹井琢志
19-00541 【教育′適用]心理撃 4 ll有賀長雄 牧野書房 明治1B年11月19日 4版 明.治19年4月笹井琢志
18-04263 E教育′適用]心理畢 5 1.有賀長雄 有賀長雄 明治19年4月 初版 笹井琢志
18-04413 7ELEMENTARY I-ⅤGE棚ETRY 1.T.M.WILSON,M.A HAKUBUNSF払 明治20年 初版 真田秀吉

請,'Fl
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香

叢書名 #
序

細 目.
冊
数

著者名 発行所 初版発 行年 版 発行年 寄贈者

18-04411 ELEMENTARY ALGEBRA 1
CHARLES SMITH
M.A

富山房書店 明治22年 1月29 日 i版 明治23年6月 12 日 滞井常四郎

18-044 12 ELEMENTARY ALGEBRA 1
CHARLES SMITH

班.A
在井卯助 明治23年 10月2 日 3版 明治25年9月27 日滞井常四郎

18-02828 8 万蘭歴史全書 4 印度史 1 北村三郎 博文館 明治22年12月 19 日 初版 山田松太郎

17-01087 9
【政治畢′経済畢 /法律
畢】講習全書 2 1.坪谷善四郎 博文箪 明治 23年 1月30 日 初版 津井常四郎

17-01088
【政治撃′経済撃/法律
畢】講習全書 3 1 坪谷告四郎 博文堂. 明治23年2月16 日 初版 揮井常四郎

17-01089
[政治撃′経済畢′法律
畢]諦習全書 4 日本合計払要論完/選拳原理完 1 坪谷善四郎 博文堂 明治23年2月28 日 初版 揮井常四郎

17-00772
[政治畢/経衝撃/法律
畢 ]許習全書 21

外囲貿易論完/外国為替論完′貨幣

論完
1 坪谷草四郎 博文館 明治23年 12月25 日 初 版

18⊥04478 10 亜細亜之光輝 1 1

エ ドウィン .
ア.ーノル ド′中川
太郎訳

興教書院 明治23年4月18 日 初版 滞井常四郎

17-00565 1ー民準正義 財産編 1ーr 1
今村和郎 .亀山

貞義
新法註輝禽 明治23年8月5 日 初版 泉田秀吉

18-02357 ー2 百家鋭林 1濁語 4
佐藤定介 .. 畠山

健編
吉川半七 明治23年 11月17 日 初版 滞井常四郎

18-02359 百家貌林 3 玄同放言 4
佐藤定介 .畠山

健編
吉川半七 明治24年 3月3 日 初版 摩井常四郎

18-02360 百家説林 4 風味庵雑記 4
(佐藤改)今泉定

介 .畠山健編
吉川半七 明治24年4月6 日 初版 滞井常四郎

18一0 2358 百家説林 家屋雑考 4
佐藤定介 .畠山
健編

吉川半七 明治24年9月28 日 初版 滞井常四郎

18-03433 13 少年文畢 4 維新三傑 全 1 大橋新太郎 博文館 明治24年6月17 日 9版 明治30年10月 15 日 薄井常四郎

19-00277 ー4 少年叢書漢文畢済義 1十八史略講義 上 1 土田泰蔵 輿文社/石川商店 明治24年9月 13 日 初版 揮井常四郎

19-00255 少年叢書漢文畢講義 2 文章規範講義 i 下森来治 東京輿文社 明治24年10月25 日 初版 片山武夫

19-00256 少年叢書漢文畢講義 . 3 療文章規範講義 1 下森来治 東京興文社 明治24年11月26 日 再版 明治24年 12月27 日片山武夫

19-00278 少年草書漢文畢講義 4 十八史略講義 下 1 土田泰蔵 興文社/石川商店 明治24年 12月28 日 初版 津井常四郎

17-01291 少年叢書漢文畢講義 20 [五経講義第一]易経講義 全 1
稲垣異久章 (衣
自) 講義

輿文社 明治27年9月 17 日 12刷 明治43年2月6 日

19-00257 少年叢書漢文畢講義 22 t五経講蕃第三]書経講義 1 林英吉 東京興文社 明治30年7月17 日 初版 片山武夫

20-1026 少年叢書漢文畢講義 22 [五経講義第三]書摩講義 1 林英吉 東京興文社 明治30年7月17 日 14刷 明治43年 10月 5 日

17-00569 15 普通草間全書 5 世界歴史問答 全 1
富山房編輯所
編纂

富山房 明治27年 12月30 日 4 版 明治29年 10月4 日 輝井常四郎

18-02454 普通草間全書 15 日本新歴史 1 乙黒直方 富山房書店 明治24年 11月9 日 3版 明治25年5月17 日 薄井常四郎

19丁00399 ー6 通俗教育全書 25 [初等′教育]小倫理事会 1 浪江保 博文館 明治24年12月8 日 初 小林連

19-00258 ー7 支那文畢全書 1 四書講義 上巻 大草′中庸/論帯 1.内藤耽曳 . 博文館 ..明治25年6月8 日 初版 片山武夫

19-00259 支那文革全書 . o 四書講義 下巻 孟子 1 内藤耽曳 m アョ 明治25年7年5 日 初版 片山武夫

19-00260 支那文畢全書 3 レj、撃/孝経′忠経]講義 . 1
内藤恥曳/東候永
胤

博文館 明治 25年8月8 日 初版 片山武夫

叢書2



調査番号
過
香

叢書名
巻

序
細目

冊
敬

著者名 発行所 初版発行年 版 発行年 寄贈者

18-03174 支那文撃全書 4 【老子列子′孫子呉子]講義 1
大橋新太郎編輯′
小宮山綴介

博文堂 明治25年9月3日 片山武夫

19ー00254 支那文筆全書 4 [老子列子′孫子典子〕講義 1
大橋新太郎編輯/
小宮山綴介

博文館 明治25年9月3日 初 . 滞井常四郎

19ー00262 支邦文草全書 5 韓非子講義 上巻 1 小宮山絞介 博文館 明治25年10月1日 初版 片山武夫

l9ー00263 支那文畢全書 6 韓非子講義 下巻 1 小宮山綴介 博文館 明治25年10月29日 初版 片山武夫

19-00270 支那文革全書 7 & * m m ア* 1 大田才次郎 博文館 明滑25年11月20日 初版 花井斐夫

19-00264 支那文畢全書 8 荘子講義 下巻 I 大田才次郎 博文館 明治25年11月20日 初版 片山武夫

19-00265 支那文畢全書 10 [墨子/文中子]放義 1.内藤牡壁. 博文館 明治26年7月8日 初版 片山武夫

19-00555 支那文畢全書 14 葡子講義 上巻 1 大橋新太郎 博文舘 明治25年12月15日 初版 片山武夫

19-00266 支那文畢全書 15 有子許義 下巻 1 城井寿草 博文館 明治26年3月9日 初版 片山武夫

18-04506 支那文畢全書 16 十八史略講義 上巻 1 大橋新太郎 博文館 明治26年2月26日. 初版 片山武夫

19-00267 支那文革全書 17 十八史略辞義 下巻 1 大田才次郎 博文館 明治26年4月7日 初版 片山武夫
19-0026日 支那文畢全書 18 戦国策 . 上巻 1 平井魯堂 博文館 明治26年5月14 日 初版 片山武夫

18-04507 支那文畢全書 19 n m m r % 1.大橋新太郎 博文館 明治26年6月30 日 初 片山武夫

20ー1028 支那文聾全書 22 史記列偉講義 上巻 1 城井青草 博文館 明治26年11月20 日 7版 明治36年6月25日

17-01226 支那文畢全書 23 史記列侍講義 中巻 1 & # * $ 博文館 明治27年2月3 日 4版 明治34年9月5日

19-00261 支那文革全書 5 韓非子講義 上巻 1 小宮山腹介 博文館 明治25年10月3 日 6版 明治34年9月11日 薄井常四郎

19-00557 支那文畢全書 14 有子辞義 上巻 1大橋新太郎 博文館 明治25年l2月1石目 初版 薄井常四郎

19ー00539 ia 国民叢書 3 青年と教育 1 渡連慮蔵 民友社 明治25年9月24 日 9版 明治30年10月20日薄井常四郎

17-00800 一.9 十二文豪 3荻生狙裸 1 山路瀬音 . A民友社 明治26年9月15 日 5版 明治27年11月17日薄井常四郎

18-03263 十二文豪 7 近松門左衛門 1 塚越芳太郎 民友社 明治27年11月4 日 再版 昭和9年1日∃11日浮井常四郎

19-00366 十二文豪 8 新井白石 1 山路蘭書 民友社 明治l27年12月10 日 初版 浮井常四郎

17-01136 20 史料通信 (協曾) 叢誌 1 第萱縮前 1 近藤瓶城 ′編輯 史料通信協骨 明治26年10月1日 初版 薄井常四郎

17-01137 史料通借 (協会) 叢誌 2 第萱編後 1 近藤瓶娘 編輯 史料通信協曾 明治26年12J3 14 日 初版 滞井常四郎

19-00644 史料通信 (協会) 叢誌 3 第式編前 I 近藤瓶城 編輯 史料通信協曾 覗.治27年1月30 日 初版 藤井常四郎

工7-01138 史料通信 (協曾) 叢誌 4 第式編後 1 近藤瓶城 編輯 史料通信協骨 明治27年2月24日 初版 揮井常四郎

17-01225 2ー漢文全書 5 小撃辞義 1 近藤延之助
偉業館 (岡本書
店)

明治26年10月11日 初版

19-4 1050 22 日本名勝地謡 1 幾内之部 1
野崎城雄 (左
文)

博文舘 明治26年11月16日 初版 沖守人

18-04018 日本名.勝地誌 1 畿内之部 i
野崎城雄 (左
文)

博文館 明治26年11月17日 9JS 明治31年5月20日笹井琢志

19-01051 日本名勝地誌 2 東嘩道之部上 1
野崎城雄 (左
文)

博文舘 明治27年1月27日 初版

18-03505 日本名勝地誌 2 東海道之部上 1
.野崎城雄 (左
文)

博文館 .l 明治27年1月.28日 8版 明治31年12月6 日揮井常四郎

1、8-03506 日本名勝地誌 3 東海道之部下 1.
野崎城雄 (左
文)

博文館 明治27年5月8 日 5版 明治30年9月9 日滞井常四郎

18-03507 日本名勝地誌 6 山陽道之部 1
.野崎城雄 (左
文)

博文館 明治28年7月7日 9版 明治36年3月21日滞井常四郎

18-02744 日本名廟地誌 6 山陽道之部 1
野崎城雄 (左
文)

博文館 明治28年7月7日 初版 滞井常四郎

18-03508 日本名勝地誌 7 北陸道′山陰道′之部 1
野崎城雄 (左
文)

博文館 明治29年1月18日 3版 明治31年8月5 日滞井常四郎
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18-02745 日本名勝地誌 自南海道之部 1
野崎城雄 (左
文)

博文館 明治31年5月26日 初版 薄井常四郎

1B一02746 日本名勝地誌 . 自南海道之部 1
野崎城雄 (左
文)

博文館 明治31年5月28日 7版 明治39年4月27日滞井常四如

18ー02747 日本名勝地誌 . 9 北海道之部 . 1 松原岩五郎 博文館 明治32年9月23日 初版 浄井常四郎

19▼00279 23.寒雷教育全書 87 近低大儒列席[上′巻] 1 内藤燦衆 . 博文館 明治26年12月.16 日 初版 薄井常四郎

19ー00280 書車教育全書 88 近偉大儒列博【下/巻] 1 内藤燦衆 博文館 . 明治26年12月25 日 初版 滞井常四郎

18-03362 24 説教畢全書 4 【響諭/回線]通俗破石集 1 西村七平校訂 法蔵館 .明治27年3月17日 初版 薄井常四郎

18-03365 25 寸珍育種 48 記憶術全 1.大橋新太郎編 博文館 明治27年5月15日 初版 小林連

19-00476 26
[日本軍′大勝利】国民の
ft ォ 2 第或編 付勇壮武誌新十集 l

金子佐治郎 (咲
堂居士)

温故堂 明治27年9月14日
第三
版

明治27年9月23日薄井常四郎

18-022 15 27 日用百科全書 1和洋示豊式 1 大橋文太郎編 博文館 明治28年5月15日 初版 揮井常四郎

18-03465 28 徳撃講義 2 第武第参 L合冊 1 西村茂樹 哲畢書院 . 明治28年9月19日 明治36年6月.25日頭書倶楽部

18-03466 徳畢講義 4 第四 1 西村茂樹 哲車書院 明治3,8年8月8日 初版 m m m m n

18-03467 徳撃講義 . 5 第五 1 西村茂樹 哲畢書院 明治30年12月31日 初版 請書倶楽部

18-03468 徳畢講義 6 第六 1 西村茂樹 哲畢書院 明治32年6月17日 初版 謹書倶楽部

18-03469 徳畢講義 7 第七.第八 合冊 1 西村茂樹 哲畢書院 明治33年12月30日 初版 謹書倶興部

18-03470 m m m i 9 第九第十 合冊 1 西村茂樹 . 哲畢書院 明治34年10月5日 初版 辞書倶楽部

19-00307 29 青年叢書 6 畢校生涯 1 垣.田純朗 民友社 明治28年12月10日 初版 揮井常四郎

Kー0113 30 .普通畢問答全書 3 日本歴史問答 全 1 冨山房 冨山房 明治27年12月30日 .9版 薄井常四郎

K-0093 普通草間答全書 4 支那歴史問答 全 . 1 冨山房 冨山房 明治27年12月30日 4版 輝井常四郎
K-0199 普通畢問答全書 5 催界地理問答 全 1 冨山房 冨山房 明治27年12^ 30日 7版 薄井常四郎

20-81 普通畢問答全書 7教育畢問答 1 冨山房 冨山房 明治28年12月11日 4版 揮井常四郎

k-0 153 普遍畢問答全書 物理畢問答 全 1富山房 富山房 明治28年12月30日 再版 滞井常四郎

19-00426 31 偉人史叢 1 林子平 1 長田権二郎 裳華書店 明治29年2月13日 再版 明治29年2月25 日花井斐夫
19ー00427 偉人史叢 1 林子平 1 長田権二郎 裳華書店 . 明治29年2月10日ノ 5版 明治30年3月25 日薄井常四郎

19一00440 m x ^ m 2 蒲生君平 1 上野雄図馬 裳華書店 明治29年4月28 日 4版 明治30年4月10 日滞井常四郎

19ー00420 偉人史叢 3 伊藤仁君 1.竹内松治 裳華書店 明治29年5月20 日 3版 明治29年10月23日薄井常四郎

19▲00423 偉人史叢 4 伊藤東涯/附録 間宮林蔵 1 竹内松滑 裳華書店 明治32年1月31日 初版 滞井常四郎

19ー00421 偉人史叢 4 平田篤胤 1.長田権二郎 裳華書店 明治29年7月15 日 再版 明治29年3月15日揮井常四郎

19-00441 偉人史叢 4 平田篤胤 1 長田権二郎 裳華書店 明治29年7月15 日 再版 明治30年11月14日滞井常四郎

19-00962 偉人史叢 4 平田鴬胤全 1 長田権二郎 裳葦書房 明治29年7月.15 日 初版 沖守人

19-00428 偉人史叢 5 平野国臣 1 宮部カ次 真筆書店 明治29年7月23 日 3版 明治30年4月10日薄井常四郎

19ー00429 偉人史叢 6 平賀源内 .1 水谷弓彦 裳華書店 明治2=9年8月30日 初版 薄井常四郎
18ー02823 偉人史叢 8 大盤平八郎 2 国分種徳 裳葦書房 明治29年12月5日 初版 澤井常四郎

18-02825 偉人史叢 . 10 白河染翁 ′1 上野雄園馬 裳華書房 明治30年1月.20 日 初版 薄井常四郎

17-00491 偉人史叢 10 白河楽翁 全 1
上野雄園席 (南
城)

裳華書房 明治30年1月20 日 初版 韓井禽四郎

19ー00430 偉人史叢 ll加藤清正 1 小泉第太郎 裳華書店 明治30年2月20 日. 初版 滞井常四.那

19ー00422 偉人史叢 12 新井白石 1 足立四郎書 裳華書店 明治30年3月10 日 初版 薄井常四郎
18ー02868 偉人史叢. 13 高野長英′渡蓮華山 i 長田権二郎 裳葦書房 明治30年7月1日 初版 揮井常四郎

19-00963 偉人史叢 15 水野越前 1 工藤武重 裳華書房 明治3.0年8月22.日 初版 滞井常四郎
18-02822 偉人史叢 16 織田信長 後編 1 小泉策太郎 裳葦書房 明治30年11月5日 初版 深井常四郎

18ー02821 サA * ォ 16 織田借長 前編 1 小泉策太郎 裳葦書房 . 明治30年9月9 日 初版 薄井常四郎
19-00964 偉人史叢 17 虞木和泉 1 樺藤震二 裳葦書房 明治30年9月30日 初版 滞井常四郎

18-02824 偉人史叢 18 小山田輿清 1 紀敵雄 裳葦書房 明治30年10月24 日 初版 揮井常四郎
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19-00424 偉人史叢 臨時
発刊

近藤重蔵 1 長田権二郎 裳華書店 明治29年8月30日 初版 滞井常四郎

19ー00425 偉人史羊 協時

.発刊
明智光秀 1 小泉策太郎 裳華書店 明治30年5月15 日 初版 滞井常四郎

18-03388 32 少年僧記叢書 機外 吉田松陰文 1 民友社 民友社 明治29年6月21日 初版 薄井常四郎
17-00400 少年侍記叢書 篭虎外 ウェリントン 1 渡連為蔵 民友社 明治30年2月26 日 初版 薄井常四郎
18-03350 33 今堆人物評樽叢書 i 山賊有朋 1 民友社 明治29年10月2 日 再版 明胎29年10月7日津井常四郎O
18-03308 34 家庭叢書 号外 [骨′外]紫式部 1 民友杜 明治29年11月8 日 3版 明治30年2月10 日薄井常四郎
18-03309 w m m m 号外 [号/外]清少納言 1 民友社 明治29年12月25 日 再版 明治30年2月10 日浮井常四郎
壬8-02574 35 3 マゼラン 1 良友社 明治30年4月13 日 初版 薄井常四郎
19-00896 36 新撰百種 5 天才論 1 畔柳都太郎辞 普及舎 明治31年2月9 日 初版
17-00769 37 新撰大地誌 1前編世界之部巻之一 3 山上清次郎編 冨山房 明拍31年6月5 日 初版 薄井常四郎
17-00770 新撰大地誌 2 前編堆界之部巻之二 3 山上高次郎編 冨山房 明治31年12月31日 初版 薄井常四郎
17ー00773 新撰大地誌 3 前編世界之部巻之三 3 山上清次郎編 宮山房 明治33年10月20日 初版 滞井常四郎

Kー0163 38 帝国百科全書 2 日本新地理 1佐藤侍歳 博文館 明治31年3月3日 初版

K-0164 帝圃百科全書 8 高囲新埠理 1 佐藤樽歳 博文館 明治31年7月23日 初版

18-03246 帝国百科全書 ll修辞畢 1 武島又次郎 明治31年9月4 日 3版 明治33年3月7 日津井常四郎
18-03247 帝薗百科全書 78 解説′批評 日本文典 上 1 岡田正美 博文館 明治35年2月5.日 初版 揮井常四郎
18-03248 帝国百科全書 7.9 解説/批評 .日本文典 下 1 岡田正美 博文館 明治35年2月21日 初版 薄井常四郎
18ー03249 帝国百科全書 lヰs 日本打葡文典 1 鈴木暢華 博文館 明治39年4月2日 初版 韓井常四郎

18-03250 帝相中 蝣¥ 'fi. 157 言語畢 上巻 1

マクスミューラー博士
金滞庄三郎 .後
藤朝太郎

博文館 明治39年12月21日 初版 滞井常四郎

18-03251 帝国百科全書 . 158 言語畢 下巻 1
マクスミユうー博士
金滞庄三郎 .L後
藤朝太郎

博文館 明治40年5月2日 初版 滞井常四郎

18ー03252 帝圃百科全書 186 日本語草史 上 1 長連恒 博文館 明治41年10月23日 初版 薄井常四郎
18-03253 帝囲百科全書 186 日本語草史 下 1′長連恒 博文館 明治41年12月15日 初版 滞井常四郎
18-03359 39 少年諸本 5 曲亭属琴 1饗底墓相 博文館 明治32年2月28日 初版 沖守人
18-03245 40 通俗百科全書 ll通俗言語畢 1 宮田修 博文館 明治32年3月10日 初版 滞井常四郎
18-D 3254 41 日本犬文畢史 1 1 大和田建樹 博文館 明治32年4月7日 初版 滞井常四郎
18-03255 日本大文畢史 2 I 大和田建樹 博文館 明治32年6月4日 初版 薄井常四郎
18-03256 日本大文革史 3 1 大和田建樹 博文館 明治32年8月12日 初版 滞井常四郎

17-00018 42 icm m m 1 晋其角 1
岡醇知十 (敬
胤)

裳華房 明治33年3月26日 初版 浮井常四郎

19】00173 43 歴史叢書 英囲憲法史 1松平康囲
東京専門撃校出
版部

明治34年2月13日 初版 滞井常四郎

19-00177 歴史叢書 露酉亜東 1 山本利喜雄
畢京専門撃校出
版部

明治34年2月13日 初版 津井常四郎

18ー02 185 歴史叢書 欧洲十九世紀史 1

ハーリー . プ
ラット.ジヤツ
ドソン薯、大内
暢三訳

東京専門撃校出
版部 明治34年6月15日 初版 富田利害

WWo
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17-00739 歴史叢審 欧洲十九也紀史 1

ハーリー..プ
ラット.ジヤツ
ドソン著、大内
暢三訳

東京専門畢校出
版甲

明治34年6月15 日 初版 薄井常四郎

17-00740 歴史叢書 世界近世史 1 松平康団 .
東京専門畢校出
版部

明治34年9月lP7日 初版 輝井常四郎

18-02994 44 □国百科全書 67 世界宗教史 1 加藤玄智詳述 博文館 明治34年5月17日 薄井常四郎

17-00826 45 響性叢書 2 ナポレオン 1 松村介石 警醒社書店 明治34年11月26 日 初版
薄井常四郎

18ー02431 46 経済撃草書 上 経済統計畢 1
米囲メーヨ一、
スミス原著、日
本呉文聴詳述

東京専門畢校出
版部

明治35年5月17日 初版 m m m m u

18-02774 47 富囲全書 電気編 1 波木居芳太郎 青木嵩山堂 5版 明治35年10月2日小松康三

18-02326 48 HISTORY OF THE UNITED
STATES 1 V0LUME 1/1492一1763 1

E. BENJAMIN
ANDREWS

CHARLES
SCRIBNER S SONS

明治36年 頭書倶楽部

18」02327
HISTORY OF THE UNITED
STATES

2 V0LUME2/1763-1814 1
E. BENJAM IN
ANDREWS

CHARLES
SCRIBNER S SONS

明治36年 謹書倶楽部

16ー00006 49 東野通史 1 1
久保得二 (天
防)

博文堂 明治36年5月22 日 初版 澤井常四郎

16-00009 東洋通史 2 1
久保得二 (天
防)

博文館 明治36年7月18 日 初版 揮井常四郎

16-00008 東洋通史 3 1
久保得二 (天
防)

博文館 明治36年8月21日 初版 津井常四郎

17-01111 東洋通史 4 1
久保得二 (天
紘)

博文館 明治36年11月11日 初版 薄井常四郎

17ー01112 東洋通史 5 1
久保得二 (天
防)

癖文館 明治37年1月8 日 初版 滞井常四郎

17-01113 東洋通史 6 1
久保得二 (天
防)

博文館 明治37年3月28 日 初版 揮井常四郎

17ー01114 東洋通史 7 1
久保得二 .(天
紘)

甲文館 明治37年6月11日 初版 滞井常四郎

17ー01115 東洋通史 8 1
久保得二 (天
随)

博文甲 明治37年7月6 日 初版 薄井常四郎

17一01116 東洋通史 9 1
久保得二 (天
防)

博文館 明治37年8月4日 初版 揮井常四郎

17-01117 東洋通史 10 1
久保得二 (天
紘)

博耳館 明治37年9月25日 初版 滞井常四郎 ′

17-01118 東洋通史 ll 1
久保得二 (天
防)

博文館 明治37年ユ1月21日 初版 輝井常四郎.

17-01119 東洋通史 12 1
久保得二 (天
防)

博文館 明治37年12月17日 初版 滞井常四郎

18-02741 50 国文大観 物語部 4 雑下 1
松下大三郎 .丸
岡桂 編

横倉屋書房 明治36年7月31日 初版 鐸井常四郎
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. 18ー02742 国文大観 物語部 6 狭衣/ 古今著聞集 1
松下大三郎 . 丸
岡桂 縮

板倉屋書房 明治37年1月31日 初版 滞井常四郎

18-02743 国文大戦 歴史部 2 雑 1
松下大三郎 .丸
陶桂 編

板倉屋書房 明治37年9月30日 初版 滞井常四郎

17ー00039 51
The Library of
Starーdard Biographies

LIFE OF NELSON 1 ROBERT SOUTHEY
HUTCHNSON&
CO.London

明治36年9月 5 刷 大正2年6月 講書倶楽部

19-01063 52 家庭衛生叢書 3 1 中川恭次郎 博文館 明治38年1月31日 四版 明治39年9月30 日薄井常四郎

17-00328 53 武士道草書 下 1
井上哲治郎 .育
馬祐政 (共編)

博文館 明治3l8年12月4 日 6 版 大正2年4月15 日譲書倶無部

17-00831 54 大日本時代史 奈良朝史 1 久米邦武
早稲田大草出版
部

明治40年5月25 日 初版 滞井常四郎

17-00832 大日本時代史 平安朝史 1 池田晃淵
早稲田大撃出版
部

明治40年3月18 日 初版 滞井常四郎

17】00833 大日本時代史 鎌倉時代史 1 三浦周年
早稲田大草出版
部

明治40年8月18 日 初版 滞井常四郎

18ー02507 大日本時代史 室町時代史 1 痩遁世祐 早稲田大草出版
部

明治40年6月18 日 初版 揮井常四郎

18ー02508 大日本時代史 安土桃山時代史 1 渡連性祐
早稲悶.大挙出版
部

明治40年2月18 日 初版 揮井常四郎

19-000 10 大日本時代史 .8 徳川幕府時代史 1池田晃淵
早稲田大草出版
部 .

明治40年4月18 日 初 滞井常四郎

19-00031 大日本時代史 9 幕末史 1小林庄次郎
早稲田大草出版
部

明治40年9月18 日 初版 揮井常四郎。

17-00587 大日本時代史 維新史 1 本多辰次郎
早稲田大草出版
部

明治4I年11月28日 初版 揮井常四郎

18-02509 大日本時代史 維新史 1 本多辰次郎
早稲田大軍出版
部

明治41年11月28日 初版 有田青松

17ー00929 55 【訓練管理/音験講話] 先天篇 1 岩永岩太郎 同文舘 明治40年7月20年 初版
18-04473 56 清観事情 . .1 1 外務省通商局 外務省通商局 明治40年9月5日 初版 薄井常四郎

18-04474 清囲事情 2 1 外務省通商局 外務省通商局 明治40年11月1日 初 津井常四郎

17【00055 57 偉人研究 10 中江藤樹言行録 1 中里介山 内外出版協骨 明治40年12月1日 3 版 明治43年11月10日滞井常四郎

. 17ー01057 偉人研究 35 佐久間象山言行録 1 村田寛敬 内外出版協骨 明治41年5月 14日 再版 大正2年9月10日花井.卓蔵、

17ー00239 58 法律畢経済撃研究叢書 2 人類原始ノ生活 1 河上肇 京都法華会 明治42年5月27日 3版 明治45年2月15日木村大介

18-03489 59 赤穂義人纂書 1 1 早川純三郎編輯 日進舎 明治43年3月5日 初版 宇都宮七五
18-03494 赤穂義人纂書 2 1 早川純三郎編輯 国書刊行骨 明治43年6月25日 初版 宇都宮七五

18「03458 m m m x m m 補遺 1 早川純三郎編輯 国書刊行骨 明治44年6月30日 初版 宇都宮七五

17ー00246 60 経済全書 1貯蓄機関論 1 下村宏 菅文館 明治44年5月5.日 初版 宇都宮七五

17-01191 61 通俗= l十】史 1十二朝軍談′列圃志前編 1
早稲田大畢編輯
部

早稲田大草出版
部

明治44年7月25日 初版 轟井常四郎

17ー01192 通俗二十一史 2 列国志後編/湊楚軍談 1
早稲田大草編輯
部

早稲田大草出版
部

明治44年8月25日 初版 揮井常四郎

17-01193 m 俗二十一史 3 西湊紀事′東漢紀事 1
早稲田大草縮輯
as

早稲田大草出版
部

明治44年9月25日 初版 滞井常四郎

17ー01194 通俗二十】史 4 三国志上 1
早稲田大草編帝
都

早稲田大草出版
部

明治44年5月25 日 初版 揮井常四郎
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17ー01195 通俗二十一史 5 三園志下 1
早稲領大草締輯
部

早稲田大撃出版
部

明治44年6月25 日 初版 薄井常四郎

17-01196 通俗二十】史 6 感三国志 1
早稲田大軍編輯

部

早稲田大草出版

部
明治44年 10月28 日 初版 揮井常四郎

19-004 16 通俗二十一史 7 緒後三固定 . 1
早稲田大草編輯

部

早稲田大草出版

部
明治44年 11月28 日 初版 薄井常四郎

19-004 14 通俗二十一女 8 南北朝軍談ノ晴楊帝外史 1
早稲田大草編輯

部

早稲田大草出版

部
明治44年 12月28 日 初版 津井常四郎

191 )0415 通俗二十一史 9 唐太宗軍艦/唐玄宗軍談 1
早稲田大草編輯
部

早稲四大撃出版 .

部
明治45年I月28 日 初版 滞井常四郎

17-01197 通俗二十】史 、 幸0 五代軍談′宋史筆談 1
riM u ll! -V 阜端

部

Y-fTi川七草出版

部
明治45年2月28 日 初版 揮井常四郎

17-01198 通俗二十一史 ll 両国史/采元軍談 1
早稲 田大挙編輯
部

早稲田大草出版
部

明治45年3月28 日 初版 滞井常四郎

17ー01199 通俗二十】史 12 元明軍談/明清軍談 1
早稲田大草編輯
部

早稲 田大草出版

部
明治45年4月28 日 初版 滞井常四郎

19-00400 62 家庭百科全書 35 婦人 日常座右銘 i 高須芳次郎 . 博文館 明治44年11月15 日 初版 滞井常四郎

19-00602 63
D‡E′EISENBA肝ト .

I

I .BAND/Das/Eisenbahn-

′Maschinen/wesen′
1
Dr. Ing. C.W.KREIDEL s 19110000 初版

中本守/三菱重

TEC脚IK′DER′GEGENWART I .ABSCHN.′Die/Fahrzeuge/

H .TELL/Die Wagen I【./2.Auflage

BARKHAUSEN VERLAG. 工三原製作所

19ー00238
DIE/E王SENBAP耶ー
TECHNIK′DER′GEG1王W ART

1
Dr. Ing.
BARKHAUSEN

C.W.KREIDEL s

V印LAG.
19 12/00/00 初版 中本守/三菱重

工三原製作所

19-00239
DIE′EISENBA甜卜

TECHNIK′DER′GEGENWART
1
Dr. Ing.
BARKHAUSEN

C.W.KRE王DEL's

VERL.AG.
1912′00′00 不明 大正gl年7月1 日 中本守/三菱重

工三原製作所

19-00046
D柑′EISENBAHN-

Ⅳ
IV . ABSCHNITT/E/FAHRZEUGE/FXJ

1 E C.ZEHME
C.W.KRE IDEL s

19140000 初版 中本守′三菱重

TECHNIK/DER/GEGENWART R/ELEKTRISCIーE/EISENBAHNEN VERLAG. 工三原製作所

18-04439 64 P 3i:^ 0 * .t 1 1 国民文庫刊行会 国民文庫刊行会 明治45年3月25 日 3版 大正3年 3月25.日

18-04440 辞文大 日本史 2 1 国民文庫刊行会 周 民文庫刊行会 明治45年4月25 日 3版 大正3年4月 15 日

19-00 115 鐸文大 日本史 3 1 国民文庫刊行骨 国民文庫刊行曾 明治 45年6月.20 日 三版 大正3年 5月 10 日

19-00116 藩文大 日本史 4 1 国民文庫刊行曾 国民文庫刊行骨 大正 1年8月30 日 三版 大正3年6月5日

19-00117 静文大 日本史 5 1 国民文庫刊行骨 薗民文庫刊行会 大正元年10月30 日 三版 .大正3年7月5日

17-01185 65 通俗 日本全史 1神代志 王朝志′前々太平記 1
早稲 田大草編輯

部

早格 田大草出版
部

大正3年 1月28 日 初版 揮井常四郎

17⊥0 1223 通俗 日本全史 前太平記′保元平治 1 早嘩 田大草編聴
部

早稲 田大草出版
部

大正3年 2月28 日 初版 薄井常四郎

17-0 1224 通俗 日本全史 3 源平盛衰記 上 1
早稲田大草編輯
部

早稲田大草出版
戟

大正1年 11月18 日 初版 薄井常四郎

18-02802 通俗 日本全史 3 源平盛衰記 上 1
早稲田大草編帝
都

早稲田大草坦版

部
大正1年 11月18 日 初版 譲葉倶楽部

18-02803 通俗 日本全史 4 源平盛衰配 下′北俵九代記 1
早稲田大草編帝
都

早稲田大草出版
部

大正1年 12月18 日 初版 瀬音倶楽部

19-00981 通俗日本全史 4 源平盛衰記 下/北条九代記 1
早稲田大草編革
部

早稲田大草出版
部

大正1年12月19 日 初版 滞井常四郎

17-00713 通俗 日本全史 5 太平記 上 1
早稲 田大草嘩輯
部

大正2年 1月28 日 初版 謹書倶楽部
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19】00982 通俗日本全史 5 太平記 上 1
早稲田大畢編輯
部

早稽田大挙出版
部

大正2年1月28日 初廠 揮井常四郎

19-00983 通俗日本全史 6 太平記 下′後太平記 上 1
早稲田大挙編帝
那

早稲田大草出版
部

大正2年2月18日 P初版 揮井常四郎

19-00984 通俗日本全史 7 後太平記 下′織田軍記 1
早稲田大草編輯
部

早稲田大草出版
部

大正2年3月18日 初版 滞井常四郎

19-00985 通俗日本全史 8 太閤記 上 .1
早稲田大草編輯
部

早稲田大草出版
部

明治45年5月18日 初版 薄井常四郎

18-02807 通俗日本全史 10 三河後風土記 中 1
早稲田大草編輯
部

早稲田大挙出版
部

明治45年7月1.8 日 初版 滞井常四郎

18-02804 通俗日本全史 10 三河後風土記 中 1
早稲田大草縮輯
部

草稿田大草出版
部

明治45年7月18 日 初版 itw rn ^ S !

18【02808 通俗日本全史 ll 三河後風土記 下/難波戦記 1
.早稲田大草編輯
部

早稲田大草出版
部

大正1年8月18 日 初版 滞井常四郎

18一02805 通俗日本全史 ll 三河後風土記 下/難波戦記 1
早略田大草編輯
部

早稲田大草出版
部

大正1年8月18 日 初版 諌責倶楽部

18一02806 通俗日本全史 15 四囲西国鎌倉′北債五代記 1
早稲田大草轟輯
部

早稲田大草出版
部

大正2年5月18 日 初麟 讃資倶楽部

18-04248 66 表解詳細 問答全書 . 心理単 . 1 中等教育撃会 修草堂書店 大正1年9月21日 初版 宇都宮憲教

18【02052 67 足利十五代史 1 国史研究会編纂 大同館 大正1年10月7日 初版 有田青松

17ー00283 68 System
der Philosophie 2 METAPHYSIK 1 HERMANN LOTZE 大正2年 林種二郎

I7-01306 69 [校訂]漢文叢書 2 孟子 1

【監修1三島毅 .
服部宇之吾 . 義
瀬武次郎、【校
訂]久保得ニ

博文館 大正2年1月18日 初版 輝井常四郎

18ー02195 [校訂】漢文叢書 3 大草/中庸′孝経 1

[監修ユ三島毅 .
服部字之書 . 義
瀬武次郎、[校
訂]久保得二

博文館 大正2年3月18日 初版 滞井常四郎

18【02199 [校訂]漢文轟書 4 唐革選′三臆詩 1

【監修コ三島毅 .
服部宇之吉 ..高
瀬武次郎、[校
訂]久保得二

博文館 大正2年6月28日 初版 滞井常四郎

18-02193 【校訂】漢文草書 5 t 書上巻 1

[監修]三島毅 .
服部宇之書 . 高
瀬武次郎、[校
訂]久保待二

博平館 大正2年6月2.日 初版 浮井常四郎

17-01307 [校訂コ漢文叢書 6 七書下巻 三略′大韓/太宗問答 1

E監修]三島毅 .
服部宇之吉. 高
瀬武次郎、[校
訂]久保得二

由文館 大正2年9月15日 初版 滞井常四郎

19-00250 [校訂]漢文叢書 7 蒙求 1

[監修】三島毅 .
服部宇之吉 .爵
瀬武次郎、[校
訂】久保得二

博文館 大正2年8月30 日 初版 滞井常四郎

叢書9
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18-02197 [校訂]醸文叢書 8 m m . 1

【監修]三島毅 .

服部宇之書 .高
瀬武次郎、 [校

育丁]久保得二 .

博文館 大正2年 12月25 日 初版 滞井常四郎

18-02196 [校訂]湊文轟書 9 小撃 1

【監修]三島毅 ..

服部宇之吉 .高
瀬武次郎、 [校
訂 ]久保得二

博文館 . 大正 3年2月27 日. 初版 津井常四郎

18-02194 [校訂 ]漢文叢書 10 近思録 1

[監修]三串毅 .

服部宇之吾 . 高
瀬武次郎、 [校

訂]久保得二

博文館 大正3年4月5日 初版 揮井常四郎

18-02192 【校訂]漢文叢書 ll 古文暴賛/前集 1

[監修]三島毅 .

服部宇之吾 .義
瀬武次郎、 [校
訂 ]久保得二

博文館 大正 3年6月13 日 初版 薄井常四郎

18-02198 [校訂 ]漢文草書 12 古文県費′後集 1

[監修]三島毅 .

服部宇之吉 . 義
瀬武次郎、【校
訂コ久保得二

博文館 大正3年8月4日 初庖 薄井常四郎

Je3
18⊥03211 70 [重訂].漢文/叢書 1 & fァ 1 久保天随 博文堂 大正2年 2月5日 揮井吊四郎 一.

19-00235 71
[加除/自在]現行法規類
典、 2 第五類民事′第九類刑事 .監獄 1

帝国法規出版株

式合社

帝国法規出版株
式会社

大正2年4月 1日 23版 昭和5年7月20 日

19-00913
[加除/自在]現行法親類

輿 3 第七類管制 1
帝国法規出版部

式会社

帝園法規出版部
式会社

大正2年4月1日 23版 昭和5年 7月20 日

19-00914
[加除′自在]現行抵規類
輿 4 第八類官吏 1

帝国法規出版部

重合社
帝圃法規出版部

式合社
大正2年4月1日 2.3版 昭和5年 7月20 日

19-00915
[加除′自在]環行法規類
典 6

第十二類 社寺 宗教′第十三類

畢校 .天象 暦事
1
帝国法規出版部

.式会社

帝国法規出版部 .

式脅社
大正 2年4月1日 23版 昭和5年7月20 日

16-00023
[加除′自在】現行法規類
輿 8 第十五類産業 .第 16類幣制度量衡 1

帝国法規出版部

式会社
帝囲法規出版 大正2年4月 1日 23版 昭和 5年7月20 日

19-00236
[加除/自在 1現行法規類 .
負 9 第十七類交通 通信 電気 (上 ) 1

帝国陰規出版株

式会社
帝国法規出版株

重合柾
大正2年4月 1日 23版 昭和 5年7月20 日

19ー00916
[加除′自在]現行法親類
輿 ll 第十九 財政 (上) 1

帝国法規出版部

式会社
帝圃法規出版部

式骨社
大正2年4月1日 23版 昭和 5年 7月20 日

19-00917
[加除/自在]現行法規類

輿
13 第二十類 軍事 1

帝国法規出麟部

式会社
帝国法規出版部

式骨盤
大正2年4月1日 23版 昭和5年7月20 日

19-00237
[加除/自在]現行法規類

輿 14 第二十】類統計報告 1
帝国法規出版株

式会社
帝国法規出版株

式会社
大正2年4月1日 23版 昭和5年7月20 日

18ー02906
[加除 /自在】現行法規類

輿
15 1

簡閲法規出版株

式会社 .
帝園法規出版株

式会社
大正2年4月 1日 23版 昭和 5年7月20 日

18-03170
[加除′自在 ]現行法親類

輿
1
帝国法規出版株

式会社
帝国法規出版株

式会社
大正2年4月 1日 23版 昭和5年7月20 日

.WFin
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17ー00542 72 日本史蹟文庫 小田原の偉傑 1 妹尾夜谷

岡田文禅堂書店 .

(岡田菊二
郎) . 山本文友
堂書店 (西谷完
蔵)

大正2年 5月5日 初版 養田秀吉

18-02931 73 *:B * 」 10 種奨志′兵志刑法志/陰陽志 .′ 1 吉川弘文館. 大正7年3^ 8 日 初版 揮井常四郎

18-02932 大 日本史 ll 傭事志/臣連二進表′公卿表 1 吉川弘文館 大正 2年8月30 日 初版 薄井常四郎

18-02933 大日本史 13 蔵人検非違使表′賂軍僚展表 1 吉川弘文館 1大正 7年7月28 日 初版 薄井常四郎

18-04513 74 国家之研究 1 1 寛克彦 清水書店 大正2年11月25 日 初版

18一03378 75 民俗叢書 4
【国民性の上/よ.り観たる]鏡の話/

附録御即位大典と鏡 . 1 石橋臥波 人文社 大正3年4月6日 初版 高橋順次郎

17-00790 76 係数和讃全集 地之巻 1 大島誠一 大島誠遅堂 大正3年6月5日 初版 高桶順次郎 .

19-00198 77

[BIBL IOTHECA/JAPONICA

/唖CONOM Itf/POLITIG E] 日
* ォ* * *

1 1 瀧本誠「
日本経済草書刊

行骨
大正3年6月B 日 初版 井上好雄

18-02381

[BIBLIOTHECA/ TAPONICA
/(ECONOMW POL ITIG Q 日
本経済叢書 .

2 1 サ* ォーォ
日本腔滑叢書刊

行曾
大正3年7月 17 日 初版 井上好雄

18-02382

[BIBLIOTH芭CA′JAPONICA

/岬 N OMIiE/POL ITICjE] 日
* ォ* **サ

5 1 瀧本誠一編
日本経済叢書刊
行会

大正3年 10月25 日 初版 井上好雄

17ー00531

[BIBLIOTHECA′JAPONICA
A ECON0MI*/POLITIC/」] 日 .
本経済叢書

6 1 瀧本誠二編
日本経済叢書刊
行会

大正3年 11月22 日 初版 井上好雄

19ー00755

[BIBLIOTHECA/ JAPONICA

佃eONOMM /POLITIOE] 日
本経済叢書

6 1 瀧本誠一縮
日本経済叢書刊

行会
大正3年 11月22 日 初版 井上好雄

18-02383

[BIBLIOTHECA/JAPONICA

/唖CONOMI/E/POLITIG E] 日
本経済叢書

8 1 ォ* ォーサ .
日本経済叢書刊

行会
大正4年 1月20 日 初版 井上好雄

18-02384

[BIBLIOTHECA/JAPONICA

/(ECONOM IZE/POLITIC* 日
本番至済叢書

9 1 瀧本誠二編
日本経済叢書刊

行会
大正4年2月25 日 初版 井上好雄

18-02385

[BIBLIOTHECA/JAPONICA
/(ECONOMI戚′POLITICO] 日
本経済叢書

ll 1 瀧本誠一編
日本経済叢書刊

行会
大正4年4月 19 日 初版 井上好雄

18ー02386

[B IBLIOTHECA/JAPON ICA

/唖iCONOMI戚/POLITICO】日
本経済叢書 .

13 1 瀧本誠一編
日本腫済叢書刊
行会

大正4年6月 10 日 初版 井上好雄 P

1.8ー04633 7.8 教育新潮叢書 小峯教育最新の傾向 1 山松鶴曽 教育新潮研究会 大正3年7月 13 日 再版 大正3年7月15 日 宇都宮音数

17ー00296 79 国民大拳骨講義録 1 民法講義 日常の法律 上 1 国民大草曾 隆文館書店 大正3年9月27 日 初版 重 野吾人

. 18ー02725 80 時事叢書 1伯林 と巴里 1保科孝一 富山房 大正3年10月6 日 初版 串田千代子

18-02726、 時事叢書 9 濁逸皇帝 1煙 山専太郎 富山房 . 大正3年 11月 18 日 初版 串田千代子

17-00432 81 [近′世]泰西英傑侍 1 自然科尊者!探検家/発明家′企業家 ll 大正 4 年 5 月序 m m

18ー03424 [近/低]泰西英傑停 o
詩人/小説家/俳優′画家′音奨家/逮

築家 1 無 し 無し ff * a * $

ti n



調査番号
過
香

叢書名 #
序

細 目
冊
敬

著者名 発行所 初版発行 年 版 発行年 寄贈者

立
18ー03425 [近′世】泰西英傑停 3英梯燭伊′露旬米 1 無 し 無 し 講書倶楽部

18-03426 [近/世]泰西英傑膚 4
陸軍々人′海軍々人/書籍聾者/法律

聾者′経済聾者/史草々者
1 無 .し 無 し 讃書倶楽部

士
17-00171 82 教育講座 (第1期) 7 現今教育思潮批判 1.吉田熊次 日本畢術普及曾 大正4年5月5日 初版 幸野口人、

幸野古人17-01110 83 日蓮去義研究叢書 1 日蓮聖人 と耶蘇 1 山川智磨 新潮社 大正4年5月18 日 初版
大正13年9月10 日

昭和23年6月20 日
17-01093 84 岩波書店哲畢叢書 1 認識論 1 紀平正美 岩波書店 大正4年10月3 日 58版

19-00481 岩波書店哲畢叢書 4 論理畢 1 M 7k i% 岩波書店 大正5年4月10 日 21版
林蔵二郎

19-00480 岩波書店哲畢叢書 4 論理畢 1 速水混 岩波書店 大正5年4月10 日 5版
大正 13年3月 15 日

16-00060 岩波書店哲畢叢書 6 倫理草の根本間題 i 阿部次郎 岩波書店 大正 5年7月13.日 皇5版

18ー02288 岩波書店哲畢叢書 39
プラ .トン哲畢よりのアリネ トテ レ

ス論理撃の争展について
1 プラン トル 」ォ* & " 昭和5年11月30 日 初版 高桶順次郎

17-00719 85 国史草書
千葉倖孝記、小田.軍記、小田天庵

記、房楓軍記、里見九代記
1 黒Jll尿道 (編 ) 国史研究会 大正5年3月 15 日 初版 揮井常四郎

17-00756 圃史叢書 蝣)玉露叢 二 1
国史研究曾編
(矢野太郎編)

囲史研究会 大正6年6月28 日 初版 滞井常四郎

18-02844 圃史叢書 4 浮世の有様 1
国史研究会編

I(矢野太郎編)

国史研究合 大正6年 10月20 日 初版 滞井常四郎

18-02837 囲史草書 5 浮世の有様 1
腐 史研究骨編
(矢野太郎編)

国史研究会 大正6年10月28 日 初版 揮井常四郎

17-00420 国史叢書 碗侍樽記全 /夷正南部 日記全 1
国史研究会編
(矢野太郎編)

国史研究倉 大正6年12月 11 日 初 滞井常四郎

19-00073 国史叢書 . 車侯三家誌⊥ 1
国史研究曹編
(矢野太郎編)

固史研究合 大正7年 1月 11日 初版 滞井常四郎

19-00074 国史草書 車侯三家轟二′吉田物静一 1
圃史研究会輝

(矢野太郎編 )
国史研究会 . 大正7年2月11日 初版 滞井常四郎

17ー00720 国史叢書 北肥戦誌一 1
国史研究骨編

.(矢野太郎縮)

国史研究舎 大正7年3月11 日 初版 薄井常四郎

18-02112 86 曾計畢論叢 合計畢論叢 第二集 (2 巻 10号) 1 神戸合計拳骨 東京賛文館 大正5年4月15 日 初版 講書倶楽部

19-00 186 87
【日本畢術普及会第式期

刊行コ歴史講座
庄園制度の大要 1 日本畢術普及会 大正5年6月15 日 初版 滞井常四郎

18-03009
[日本撃術普及合第式期

刊行]歴史講座
竪太閤と其家族. 1 渡遁世祐 日本畢術普及会 大正8年4月28 日 初版 有田音松

17ー00177 88 通俗億界歴史 1英吉利帝囲 1 坂本健】 博文館 大正5年8月5日 初版 謹書倶楽部

講書倶楽部
謹書倶楽部

講書倶興部

17-00178 通俗牡界歴史 2 濁逸帝国 1 坂本健一 博文館 大正5年12月5 日 初版

17-00179 通俗世界歴史 3 露南蛮帝国 1 坂本健一 博文館 大正6年4月8 日 初版

17-00180 通俗.牲界歴史 4 傭蘭西共和歯 1 ォ# ォー 博文館 大正6年8月14.日 初版
17-00181 通俗性界歴史 5葡米利加合衆園 . 1 坂本健～ 博文館 大正7年2月5 日 初版 讃書倶楽部

謹書倶楽部17-00182 通俗世界歴史 6 伊太利王鯖 1 坂本健一 博文館 大正7年6月5日 初版

17ー00834 89 ELECTRIC TRACTION ELECTRIC TRACTION 1 A.T. DOVER
SIR 王SSAC
PITMAN & SONS,
LTD.

大正6年 3版 大正 11年
中本守/三菱重

工三原製作所

19ー00045 ELECTRIC TRACTION ELECTRIC TRACTION 1 Lionel Calisch
A.M.I.C.E.,

A.M.I.E.E,
A.C.G.I.

再版
中本守′三菱重

工三原製作所

17-00348 90 大 日本風教叢書 1 1 堀成之
大日本風教草書 .

刊行会
大正6年 5月 10 日 初版 頭書倶楽部

叢書12
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17-00402 91 大.日本風教草書 2 1 堀成之
大日本風教草書
刊行会

大正6年9月26日 初版 頭書倶楽部

18ー02286 92 賓敏 也畢工業 3 1
西田博太郎′慶松
勝左衛門

化畢工業費行所 大正6年5月28日 4 版 大正7年1月15日

l7】00738 93 興亡.史論 世界史論′進講録/坐 1
レオポル ド.

フォン .ランケ
興亡史論刊行会 大正7年2月24 日 3版 大正11年1月20日花井斐夫

こ19-00348 亡 払 3 蝣I;;d --I召Ê ^W t

1

諭 行 m 行 + 正9^ 1^ 15 日 3 n ^ 6 fl 15 ▼HS ll Sl s

17-00305

BH

興亡史論
4 僻蘭酉/革命史論

エノレ.フォン.ス
タイン
綿貫哲雄辞

興亡史論刊行会 大正7年12月2.9 日 3版 大正11年4月10日花井斐夫

17-00736 興亡史論 欧州民族/文化史/坐 1
イエーリング.
井上折次辞

興亡史論刊行食 大正8年7月15日 再版 大正9年12月5日花井斐夫

17-0 0737 興亡史論 . 海戦史論′全 1
ダリク.加藤政

司郎、松宮春一
郎

興亡史論刊行会 大正8年11月15日 再版 大正9年8月15日花井斐夫

19-00786 興亡史論/正論 4 宮西亜/史論/坐 1
クリユチエフス
キー (訳者 堀
竹雄)

興亡史論刊行食 大正7年10月29日 3版 大正11年4月8 日花井斐夫

19-00787 興亡史論′正論 ll 史始業録′上 1大類伸 興亡史論刊行骨 . 大正7年7月27日 3版 大正11年4月9 日花井斐夫

花井斐夫 .19-00788 興亡史論′正論 12 * f& ili&/T 1 大類伸 興亡史論刊行曾 大正7年7月27 日 3版 大正11年4月10日
18-03229 94 修養全書 修養編′努力編/貯蓄編 . 1 加藤美命編 帝国教育拳骨 大正7年6月25 日

大正9年10月13日
大正9年7月20日

花井卓痕
花井卓戒

18-03266 95 皇道大本叢書 古事記と現代 1 浅野和三郎 大日本修密会 大正8年2月16日 14版
18一032一67 皇道大本叢書 裏の神諭 1 小牧斧助 大日本修密会 大正8年7月20 日 10版

18-03268 皇道大本轟書 m m m 1
岩田久太郎 .浅
野和三郎

大日本修密会 大正8年7月25日 4版 大正9年8月20日花井卓威

18-03269 皇軍大本叢書 皇道大本の概要 1

輩記者 .瀧川辰
郎′講述者 .浅野
和三郎

大日本修密会 大正9年3月25日 10版 大正10年7月5 日花井卓蔵

18-03270 皇道大本草書
[大本神諭に′照らされたるコ堆界覆
滅の大隙醸

1 井上亮 大日本修密会 大正9年4月30日 初版 花井卓蔵

19-00314 96 [司馬/遷薯】史記囲字解 2 十 衰/八 書 1 司甲遷 早稲田大草出版
部

大正8年9月15 日 初版 滞井常四郎

19ー00315 [司馬′適者】史記国字解 3 世家 上 1 司馬遷 . 早稲田大挙出版
部

大正8年9月15 日 初版 輝井常四郎

19-00316 【司馬/遷薯〕史記国字解 4 世家 下 1 司馬遷 早稲田大草出版
m

大正8年9月15日 初版 滞井常四郎

19-00410 【司馬/適者]史記固字解 5 列緒 一 1
早稲田大挙出版
部編輯

早稲田大草出版
部

大正8年7月1坤 初版 薄井常四郎

19-00411 [司馬/遷薯]史記国字解 6 列俸 二 1
早稲田大草出版
部編輯

早稲田大挙出版
部

大正8年8月15日 初版 薄井常四郎

19-00412 [司馬/避暑]史記国字解 7 列席 三 1
早稲田大草出版
部編輯

早稲田大挙出版
部

大正8年11月15日 初版 揮井常四郎

19-00413 【司馬′選者]史記圃字解 8 列樽 四 1
早稲田大草出版
部編輯

早稲田大草出版
部

大正9年土月15 日 初版 揮井常四郎

19-00418 97 世界聖典全集 神道 日.本書紀神代巻 全 1
世界聖典全集刊
行会

堆界聖典全集刊

行会 .
大正9年4月20 日 再版 大正9年11月25日浄井常四郎

サ#13
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19ー00417 世界聖典全集 儒教 . 四書集註 上 1
世界聖典全集刊
行会

世界聖典全集刊
行会

大正9年8月20日 再版 大正9年11月25 日揮井常四郎

17一00877 他界聖典傘集 儒教 四書集註 下 1 宇野哲人 (釈)
世界聖典全集刊
行脅

大正9年11月20日 滞井常四郎

17ー00854 世界聖典全集 曹那 智邪教聖典 全 1 鈴木重信 (釈)
世界聖典全集刊
行会

大正9年12月20日 初版 薄井常四郎

17ー00876 世界聖典全集 波新教 アヱスタ摩 上 1 木村鷹太郎
世界聖典全集刊
行骨

大正9年1月25 日 再版 大正8年11月25 日薄井常四郎

17ー00850 世界聖典全集 映及 死者之書 上 1

[パチユラ .オブ
/ヂキニチー].田
中達 (釈)

世界聖典全集刊
行会

大正9年2月20 日 元版 大正8年11月25日滞井常四郎

17-00851 世界聖典全集 波及 死者之書 下 1
[パチユラ .オブ
′ヂキニチー]田
中達 (釈)

世界聖典全集刊
行会

大正9年7月2.0 日 再版 大正8年11月25日薄井常四郎

17ー00855 惟界聖典全集 基督教 新約全書解題 全 1

[ドクトル . オブ
/デヴイニチー]
高木壬太郎

堆界聖典全集刊
行骨

大正9年6月20日 再版 大正8年11月25日滞井常四郎

17-00875 位界聖典全集 基督教 新約外典 全 1

【バチェラー .オ
ブ . アーツ/ ドク
トル . オブ .
フイロソイ]杉浦
貞二郎

世界聖典全集刊
行骨

大正9年10月20日 再版 大正8年11月25日輝井常四郎

17ー00852 世界聖典全集 回教 コーラ! 経 上 1 坂本健一 (釈)
他界聖典全集刊
行会

大正9年3月20日 再版 大正8年11月25 日滞井常四郎

17-00853 世界聖典全襲 回教 コーラン経 下 1 坂本健一 (釈)
世界聖典全集刊
行会

大正9年9月20日 再版 大正8年 11月25 日津井常四郎

19ー00319 仕界聖典全集 印度古聖歌 1
世界聖典全集刊
行会

健界聖典全集刊
行会

大正10年3月20日 初版 滞井常四郎

17ー00849 世界聖典全集 道教 道教聖典 全 1
小柳司気太 .飯
島忠大 (釈)

世界聖典全集興
亡史論世界語本′
性界文庫刊行会

大正12年3月20 日 初版 薄井常四郎

17ー00848 世界聖典全集 基督敬 啓約全書解題 全 1 石橋智信 (釈)
催界聖典全集興
亡史論世界讃本′
世界文庫刊行合

大正11年11月20日 初版 滞井常四郎

17ー00847

17-00846

世界聖典全集

世界聖典全集

基督教 奮約外典 全

アイヌ アイヌ聖典 全

1

1

杉浦貞二郎
(釈)

金田一京助 L
(釈)

世界聖典全集興 .
亡史論准界諸本/
健界文庫刊行会

世界聖典全集興
亡史論世界諌本′
堆界文庫刊行会

大正11年10月25日

大正12年1月25日

初版

初版

津井常四郎

薄井常四郎.
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18-03233 憧界聖典全集 (世界文庫) 世界聖典外纂 . 1 性界文庫刊行会 堆界文庫刊行会 大正12年5月25 日 初版 薄井常四郎

20-1045 98 近世 日本固民史 2 織 田氏時代 中編 1 徳富蘇峰 民友社 大正8年6月20 日
改版

25版
大正13年12月20 日

20-1012 近食 日本国民史 3織 田氏時代 後編 1 徳富蘇峰 民友社 大正8年 10月15 日 初版 滞井常四郎

20ー1013 近堆 日本国民史 4 豊臣氏時代 甲篇 Ⅰ1 徳富蘇峰 民友社 大正9年3月15 日 3版 大正9年 3月21 日 滞井常四郎

20ー1040 近世 日本国民史 4 豊臣氏時代 甲篇 1 徳富蘇峰 民友社 大正9年3月 1P5 日
改版

19版
大正 14年3月 15 日

20-1014 近牡 日本国民史 5 豊臣氏時代 乙篇 1 徳富蘇峰 民友社 大正9年12月28 日 初版 滞井常四郎

19ー00920 近世 日本国民史 6登臣氏時代 丙篇 1 徳富蘇峰 民友社 大正 10年6月 10 日 初版 薄井常四郎

20⊥1015 近世 日本国民史 7 豊臣氏時代 丁篇 .[朝鮮役上巻】 1 徳富蘇峰 民友社 大正 10年 10月5 日 初版 薄井常四郎

20-1041 近世 日本国民史 8 豊臣氏時代 .戊篇【朝鮮役中巻コ 1 徳富蘇峰 民友社 大正 11年 1月 15 日
改版

11版
大正 14年 1月25 日

20ー1042 近世 日本国民史 10 豊臣氏時代 庚篇.[桃山時代概観 ] 1 徳富蘇峰 民友社 大正 11年9月 15 日
改版9

版
大正 14年 1月30 日

20-1016 近世 日本国民史 13 家康時代 下巻 [家康時代概観] 1 徳富蘇峰 民友社 大正 12年 12月5 日 初版 薄井常四郎

20-41 近世 日本国民史 16 徳川幕府上期【下巻 ]思想篇 1 徳富蘇峰 民友社 大正 14年4月20 日 初版 輝井常四郎

16-00018 近世 日本国民史 18 元禄時代 中巻 .義士篇 1 徳富蘇峰 民友社 大正 14年9月 15 日 初版

16-00005 近堆日本画民史 20 元禄享保 中間時代 1徳富蘇峰 民友社 大正 15年 2月 17 日 初版

20ー1039 近性日本国.民史 32 神奈川倹約締結篇 1 徳富蘇峰 . 民友社 昭和4年 12月 19 日 初版

20ー1044 近世 日本国民史 34 孝明天皇初期堆相篇 1徳富蘇峰 民友社 昭和5年8月 18 日 初版

20-1017 近世日本国民史 3g 朝幕交渉篇 1.徳富蘇峰 民友社 昭和6年 12月 15 日 初版 揮井常四郎

20-40 近牲日本国民史 41 安政大獄 中篇 .1 徳富蘇峰 民友社 昭和 7年 11月25 日 初版 滞井常四郎

20-39 近世 .日本囲民史 42 安政大獄 後篇 1 徳富蘇峰 民友社 昭和8年3月 15 日 初版 薄井常函郎

20-10 18 近低 目本隊民史 44 開園初期篇 1 徳富蘇峰 民友社 昭和8年 12月 10 日 初版 薄井常四郎

20ー1043 近惟日本国民史 61 大和及生野義皐 1 徳富蘇峰 民友社 昭和 11年5月3 日 初版 薄井常四郎

20ー1019 近牡 日本国民史 53 元治 甲子禁門の役 1 徳富蘇峰 民友社 昭和 11年 12月 15 日 初版 滞井常四郎

20-1020 近.陛日本国民史 幕府瓦解期に入る 1 徳富蘇峰 民友社 昭和13年4月25l日.. 初版 揮井常四郎

20-1021 近惟 日本国民史 59 倒幕勢力接頭篇 1 徳富蘇峰 民友社 昭和13年7月 15 日 初版 揮井常四郎

17-00544 近低 目.本国民史 61 孝明天皇御宇 終篇 1 徳富蘇峰 民友社 昭和14年2月20 日 初版 揮井常四郎

17-00427 近世 日本圃民史 大戦後の世界 と日本 1 徳富蘇峰 民友社 大正9年10月 1 日 10版 大正9年 11月5 日

19-01043 99
S I G W A R T / L O G

I K 1 1

C h r i s t o

p h S i g w
r t / H e i

r i c h M a
3 l e r

T u b i n g e

n /V e r 1 a g
v o n J ,
C 一B . M o h

r (P a u l
S i e b e c
k )

1921年 初版

19-01044
S I G W A R T / L O G

I K
o 1

C h r i s t o

p h S i g w
r t /H e i n

r i c h M a

l i e r

T u b i n g e

n ′V e r 1 a g

v o n J .
C . B . M o h

r (P a u l

a l e b e c
k )

1921年 初版

18-02740 100 傭教経典叢書 [現代 /意静]浄土三部経 /活嘗経 1 岩野異雄 訳者
沸教経典叢書刊

行会
大正 10年9月 10 日 再版 大正11年6月1 日 滞井常四郎
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17-01133 沸教経典叢書 [現代/意詳]梯伽経 1 三井晶史 訳著 沸教経典筆書刊

行会

大正10年 10月15 日 2版 大正 11年5月10 日滞井常四郎

18-02474 係数経典叢書 [現代/意辞]法華三部経 1 .里見達雄訳著 俳教経典叢書刊

行会
大正10年 12月10 日 2版 大正12年2月 1 日滞井常四郎

18-02918 傭教経典叢書 [現代ノ意静】悌所行讃 1 池田卓然 訳者 沸教経典叢書刊

行会
大正 10年12月28 日 再版 大正11年8月1 日 津井常四郎

滞井常四郎

滞井常四郎

17-01132 傭教経典叢書 [現代/意辞]華厳経 1 原田霊道 訳者 沸教経典叢書刊

行会

大正11年3月3 日 2版 大正 11年 i0月1 日

17-01134 傭教経典叢書 神 代∴.C'-iffl J W i'i鴎 1 三井晶史 訳著 傭教経典叢書刊

行会

大正11年3月.30 日 2版 大正 11年7月1 日

17-01131 沸教経典叢書 [現代/書評]併教護圃経世諸経 1 長谷川良倍 駅

著

傭教経典叢書刊

行脅
大正11年5月28 日 2版 大正11年11月 1 日揮井常四郎

滞井常四郎

揮井常四郎

18-029Q4 傭教雁典叢書 【現代/意辞}維摩経 /解探密経 1.岩野真雄 訳薯 傭教経典叢書刊

行会
大正11年6月 18 日 再版 大正11年9月1 日

18-02473 偶数経典叢書 [現代′意辞]大般程盤経 、1 isiili!小心 耕 俳教経典叢書刊 P

行食

大正 11年 11月7 日 2版 大正 11年12月1 日

18-02475 席数経典草書 [現代!意辞]棟数道徳裡集 1 里見達雄 釈著 係数経典叢書刊

行会
大正11年 12月 15 日 2版 大正 11年 12月28 日 滞井常四郎

17ー00976 傭教経典叢書 【現代 /意辞 ]阿含経 1 友松園諦 .訳著 沸教経典叢書刊

行会
大正12年3月25 日.. 初版

昭和22年10月30 日 松本粂一郎
18†02311 101 西洋宗教思想史 1希臆の巻 1 波多野精一 岩波書店 大正10年9月20 日

大正 11年4月 17 日

大正11年5月5.日
大正11年 11月30 日

8 版

初版19-00214 102 日本文化史 1古代 1 安藤正次 大鎧閣
大正 11年9 月15 日 有田青松

高桶順次郎
高楠順次郎

勝島仙之介

宇都宮七五

18→03307 日本文化史 2 奈良朝 1 西村鳥之助 杢鐙閣 9版
初墜17-00088 103 外遁叢書 3 憲政俗論 1 石井護音 日比谷書房

1白-02969 外遊叢書 4浦鮮支那源記 1 石井謹書 日比谷書房 大正 12年 4月 10 日

大正 12年 4月 10 日
初版

初版18-04236 外遊叢書 4 満鮮支那辞記 1 石井謹書 日比谷書房

18-04076 外遊叢書 4 満鮮支那醇記 1 石井謹菩 日比谷書房 12*」4J3 10

18-04482 ー04 民衆科挙草書 8 社食進化 と生物進化 1
アーサア . リ.ユ

イス/荒畑寒村訳
三徳社 大正12年2月 1 日 初版 花井斐夫

18-04137 105
[新/辞]性界教育名著叢

香
1哲草 と教育′畢校 と社食 1

新訳世界教育名

著草書刊行会
文教書院 大正12年8月1 日 4版 大正13年9 月20 日

18ー04138
[新/静]堆界教育名著叢

書
3
プラ ト「ンの 『理想圃』/カン トの

『教育畢』′カン トの哲畢概説
1
新訳世界教育名
著叢書刊行会

文数書院 大正 13年 2月25 日 4版 大正13年9 月20 日

18-04139
[新/辞】世界教育名著叢
香 7

クオ レ (愛の単量 日記) ′トム .ブ

ラウンの畢校時代
1
新訳世界教育名

著叢書刊行会
文教書院 大正 13年 10月20 日 初版

18ー04140
[新′辞 ]健界教育名著叢
書 8 人間の教育′附録 幼稚園の教育 1

新訳牡界教育名

著叢書刊行会
文教書院 大正 13年 12月15 日 4版 大正13年12月20 日

18-04141
[新/辞]牲界教育名著叢
書 9 催界童話選集 1

新訳世界教育名

著叢書刊行会
文教書院 大正 14年3月 15 日 初版

18-04142
[新′諦]位界教育名著草

書
10

蟹の小本 (我子の慈徳 ) ′コンラー

ド .キープエル (我子の美徳) ′蟻

の小本 .(教育者の教師)

1
新訳世界教育名

著叢書刊行会
文教書院 大正 14年 4月15 日 初版

18-04143
[新/辞 ]世界教育名著草

書.
ll 文垂家教育論集 1

新釈世界教育名

著叢書刊行会
文教書院 大正 14年6月15 日 初版

耶ftltう
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18-04144
[新/鐸コ世界教育名著叢

香
12 現代教育畢説選集 1

新訳世界教育名

著叢書刊行会
文教書院 大正14年9月20 日 初版

17-00060 ー06 震災テールス 1 1
闇次郎編、大谷
尊由 1(序)

京都本派本顧寺

臨時救済事務所
大正12年 10月8 日 初版 高桶順次郎

19-00880 ー07 法律要覧叢書 1憲法要覧 1 普文畢会編 清水書店 大正13年5月10 日 8版 昭和5年11月18 日 勝島仙之介

18-03372 108 朝鮮民俗資料 2 朝鮮童話集 1 朝鮮総督府 朝鮮総督府. 大正 13年9月 1 日 初版 高摘発

20ー79 109 塵界物静 真善美愛 [子の巻] 1 横井重雄 夫響社 大正13年 11月5 日 初版 花井卓蔵

17-00392 110 通俗財政経済大系 4 税の見方 1森田久 日本評論社 大正13年 12月5 日 初版

18-02784 通俗財政経済大系 5 地方濠算 と地方税の見方 1 森田久 日本評論社 大正 14年 1月10 日 初版

17-00426 一日 物語 日本史 2 建国の巻 1 碧瑠璃園 大鐙閣 大正14年7月1 日 初版 花井斐夫 .

17-01101 112
[現代語辞]支那哲畢叢
書

韓非子 1 吉田義成 訳著
支那哲畢叢書刊

行会
大正 14年6月 15.日 3版 昭和2年7月15 日勝島仙之介

19-00473 一一3 [国文]東方傭教叢書 歌頭部 1 鷲尾順敬
国文東方悌教叢

書刊行食
大正14年12月20 日 初版 高楠順次郎

19-00986 114
【先哲/遺著】漢籍圃字解
全書 1 孝摩′大草/中庸′論語 1

早稲 田大草編輯
部

早稲 田大草出版
部

大正 15年 2月 28.日 初版

19-00987
[先哲′遺著]漢籍国字解
全書 2孟子/帝範′臣軌/家訓 1

早稲田大草出版
部

早稽田大挙出版

部
大正15年4月8 日 初版

19-00988
[先哲/遺著]漢籍国字解 .
全書 3 易経上/啓蒙階梯 1

早格 田大草出版
部

早稲田大草出版
部

大正15年4月7 日 初版

19-00989
【先哲/遺著]漢籍国字解
全書 4 易経下/本整指南 1

早稲田大挙出版
部

早稲田大草出版

部
大正15年6月3 日 初版

19-00990
[先哲′遺著]漢籍国字解
全書 5 詩経 /詩疏圏解 1

早稲田大草出版
部

早稲田大挙出版
部

大正 15年7月4 日 初畢

19-00991
[先哲′嘩著]漢籍国字解
全書 6 書経 1

早稲田大草出版
部

早積田大草出版
u

大正 15年8月3 日 初版

19-00992
[先哲/遺著1.漢籍国字解
全書 、 7 小撃′童子通 1

早稲田大草出版
部

早稲田大草出版
部

大正15年9月3 日 初版

18ー04420
【先哲′遺著]漢籍囲字解
全書 ′ 7 ′ト畢′童子通 1

早稲田大草出版
部

早稲田大草出版
部

昭和2年10月4 日 初版 真田秀吉

19-00993
【先哲′遺著]漢籍国字解
全書 8 近思録′用字格 1

早嘩田大草出版
部

早稲田大挙出版
敵

大正15年10月3 日 初版

18ー04421
【先哲/遺著]漢籍国字解

全書 8 近思録/用字格 1
早稲田大草出版

部

'i*-fc il 七草川恥

部
昭和2年 11月4 日 初 東田秀吉

19-00994
.[先哲′遺著]漢籍囲字解

全書 9 老阜/荘子/列子 1
早稲田大挙出版

部

早稲田大草出版

部
大正15年 11月3 日 初版

19-00995
[先哲/遺著]漢籍囲字解

全書 10 孫子′唐詩選 1
早稲田大畢出版

部

早稲田大草出版

部
大正 15年 I2月3 日 初版

19-00996
[先哲/遺著]漢籍国字解
全書 ll 第古文前集 1

早稲田大草出版

部

早稲田大草出版

部
し昭和2年1月9 日 初版

19ー00997
[先哲/遺著P]漢籍国字解

全書 12 古文後集 1
早稲田大草出版 .

部

早稲田大挙出版

部
昭和2年2月4 日 初版

18-04422
[先哲′遺著]漢籍固字解

全書
18 墨子 下巻 1

早稲 田大草出版

部

早括田大草出版

部
昭和2年9月4 日 初版

18-04423
[先哲/遺著】漢籍国字解

全書 23 戦国策 上巻 1
早稲田大畢出版

部

早稲 田大畢出版

部
昭和3年2月4.日 初版 鼻甲秀吉

F17
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18-04424
t先哲/遺著]漢籍圃字解
全書 24 戦圃策 中巻 1

早稲田大挙出版
部 .

早稲 田大草出版

部
昭和3年 3月6 日. 初版 真田秀吉

18ー04425
【先哲′遺著]漢籍国字解

全書
25 戦国策 下巻 1

早稲田大草出版
部

早稲 田大挙出版

部
昭和3年 4月4 日 初版 置田秀吉

18【02590 ー15 大正新修大蔵経索障 1 1 高棉順次郎編 大正一切経刊行
会、大雄閣書房

大TE 15年4且8 日 初版

昭和5年 10月5 日

高槻順次郎

堂元貫
ノ＼ ′ 公J 叫

18ー02304

18-04367

ー6

117

簡 射 撃

融和資料
4 隣保事業と融和間墳 1海野幸徳

中央融和事業協
∠ゝ
:Ⅰて

大正15年 11月15 日 再版 昭和3年5月20 日

118一04363 融和資料 5 我等の使命 1 守屋栄夫 中央融和事業協

A33C

昭和2年1月20 日 再版 昭和3年3月10 日

18-04368 融和資料 7 社食事業に於 ける融和事業の地位 1 生江孝之 中央融和事業協
A
石

昭和 2年8月16 日 初版

18【04364 融和資料 . 9 建園の精神と融和間籍 1 平沼勝一郎 中央融和事業協

î.コ耳

昭和2年12月20 日 再版 昭和3年 5月20 日

18-04369 融和資料 ll 融和事業概論 1 三好伊平次 中央融和事業協
会

昭和3年 11月3 日. 初版

有田音松
17-00 112

17-01257

吉利支丹文庫

漢文叢書

南轡寺興廃記 他二篇
孝経′大草′中庸′小撃 .

a na u t-a Kisi Ki膏-
118
日9

2

1
1 窺谷温

1.7431258 漢文叢書 2 t論語′有子 1 宇野哲人

17-01259 漢文叢書 3 孟子 1 内野台嶺

17ー01260 漢文叢書 4 老子′荘子/韓非子′史記 1 小柳司戴太

17「01261 漢文叢書 5 日本外史′左樽 . 1 頼成「

漢文叢書
漢文叢書

十八史略′本朝名家詩文′時文

文章規範′漢文畢講話

蝣-j'.i!::?生m EJi
17-01262

17ー01263
7 1 鰻谷温

11ト01264 漢文叢書 8 古文直菅′唐詩選′白楽天詩選 1 近藤正治

17-00562 120 近代社哲撃講座 8 . 1
書滞孔三郎 轟

輯
近代社 昭和2年2月 10 日 初版 高棉順次郎

19-00442 近代杜哲畢講座 9 1
書滞孔三郎 編

輯
近代社 昭和2年 3月I0 日 初版 高楠順次郎

17-00563 近代社哲畢講座 12 1
吉揮孔三郎 編

輯
近代社 昭和2年9月20 日 初版 高橋順次郎

19-00443 近代社哲撃講座 14 1
吉揮孔三郎 縮

輯
近代社 昭和2年 12月15 日 初版 高橋順次郎

19-00730 ー21 太平洋間潜叢書 ～九二七年 ホノ)し、会議 1 井上準之助 太平洋問題調査
#

昭和2年2月25 日 初版 山科良夫

19-00979 太平洋間鴇草書 3 海軍軍縮問題 1 安富正造 太平洋問題調査

会
昭和4年 10月20 日 初版 山科良夫0

17-00710 ー22 m m ョ 1 第一編 1 讃美歌委員編 教文館 昭和2年2月28 日 初版 勝島恒夫

17-00465 ー23 健界大思想全集 1 プラ トン′圃家 デカル ト′感情論 . 1

神田豊穣編 村

松正俊 .三宅茂

釈

春秋社 昭和3年3月25 日 初版 鼻田秀吉

17-00466 世界大思想全集 3
ヱ ピクテータス/語録 ア ウレリウ

ス′隈憩録 セネカ/幸福論
1

神田豊穣縮 佐

久間政一 .村山
勇三 .加藤朝鳥

釈

奉秋社 昭和2年 7月25 日 初版 異田秀吉

凝;'Viォ
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17-00467 堆界大思想全集 7

ベーコン/ノーヴム .オルガヌム
デカル ト′方法通説 ルソオ′民約.
論

1

神田豊穂編 岡
島亀次郎 .村埠
正俊 .加藤一夫
釈

春秋社 昭和2年11月25日 初版 真田秀吉

17-00468 世界大思想全集 10
ジャン . ジャック..ルソオ′エミイ

ノレ
1
神田豊穂輝 平
林初之輪訳

春秋社 昭和2年6月25 日 初版 東田秀吉

18-04586 他界大息想全集 ll全辞′スミス′圃宮論 上巻 1
アダム .スミス
著 青野李音訳

春秋社 昭和3年2月25 日 初版 真田秀吉

18-03156 世界大思想全集 ll会鐸′スミス′国富論.(上巻) 1 青野奉書編訳 春秋社 昭和3年2月25 日 初堅 堂元茎

18-03157 僅界大息想全集 13 十九徴紀文畢主潮史 1 吹田順助編訳 春秋社 昭和4年3月25.日 初版 花井斐夫

18-0315台 慨界大思想全集 . 14 ラオコオンノレオパルヂ集 1、柳田泉編訳 . 春秋社 昭和2年4月25 日 初版 真田秀吉

19ー00052 債券大息憩全集 18 人口論 1神田豊穣編訳 春秋社 昭和2年10月25 .日 初版 真田秀吉

18ー03159 世界大息想金華 24
功利諭′.自由論/功利主義′婦人の隷
従 1

田制佐重/高橋久
則編訳

春秋社 昭和3年8月25日 初版 堂元貢

18-03160 世界大思想全集 27ダーヰン′種の起源 1 内山賢次 春秋社 昭和2年9月25日 初版 堂元貫

18-02399 世界大思想全集 27 ダーヰン/種の起源 13

チャールズ. ロ
バア ト. ダーヰ
ン著、内山賢次
釈

春秋社 . 昭和2年9月25日 初版 真田秀吉

18-03 179 慢界大思想全集 28 第一原理 1 1 薄田謙編訳 春秋社 昭和2年3月25日 初版 炭田秀吉

17ー00469 世界大息憩全集 30

マルクス/経済畢批判 .貸銀努働及
資本 .償値償格及び利潤 エンゲ

ルス′空想的科撃的社会主義 レー
ニン/帝国主義論

ll

神田豊穂編 安
倍浩 .青野軍書
釈

春秋社 昭和3年1月25 日 初版 堂元頁

17-00470 世界大思想全集 33 べーベル/婦人論 1
神田豊穂編 加
藤～夫訳

春秋社 昭和2年12月25 日 初版 花井斐夫

17-00502 世界大思想全集 33ペーベル/婦人論 1
神田豊穂編 加

-* IR
春秋社 昭和3年1月25日 初版 堂元貢

18-04581 世界大思想全集 1 49
ゲル トルー ド/人間の教育/哲撃と
教育畢/民主主義と教育

1.

ペスタロツチ′フ
レーベル/ナ ..トル
プ/デューィ、田
制佐重訳

春秋社 昭和2年8月25.日 初版 真田秀吉

18ー04441 僅界大思想全集 53 支那思想篇 1.神田里穂編訳 春秋社 昭和6年7月8日 初版 赤石砂夫

王8-02549 世界大思想全集 54 日本思想篇 13 神田豊穂編訳 春秋社 昭和2年5月25日 初版 星田秀吉

18ー02274 124 世界文革全集 1 神曲 1
ダンテ作′生田長
江辞 .

新潮社 昭和4年8月30日 初廠

18-02351 健界文畢全集 2 デカメロン 1
ボッカチオ著、
森田草平訳

新潮社 昭和5年4月12日 初版

18-02162 健界文畢全集 2 補遺デカメロン 1 森由草平訳 新潮社 昭和5年8月1日 初版

18ー02275 世界文畢全集 10 濁逸古典劇集 1
秦竪吉/中島清/
舟木重信翻訳

m ww t 昭和5年1月30日 初版

草書19
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17-00610 健界文畢全集 ll
ポオ傑作集′緋文字其他 (PROSE

TALES′THE SCARLI汀 LETTER)
1

エ ドガア .アラ

ン . ポオ著、ナ
サニエル .ホー

ソーン著、谷崎
精二 .福原麟太

郎訳

新潮社 昭和4年1月15 日 初版

18-02277 世界文畢全集 ll ポオ傑作集/緋文字其他 1

エ .ドガア .アラ

ン .ポオ作/谷崎
精二詳/ナサニエ

ノレ.ホーソ一一ン
作′福原麟太郎鐸

新潮社 昭和 4年 1月15 日 初版 其田轟音

18ー02276 世界文畢全集 13 レ . ミゼラブル (2) 1

ヴイク トル .

ユーゴー著/竪島
輿志雄評

新潮社 昭和2年6月 15 日 初版 泉田秀吉

18ー02272 世界文撃全集 14 レ . ミゼラブル (3) 1

ヴイク トル .

ユーゴ一着′豊島
輿志雄鐸

新潮社 昭和5年4月27 日 初版

18-02273 世界文畢全集 17
ウージェニー . グランデ′従妹ベッ

ト
1

バルザ ック作 /椎

名其二鐸ノ水野亮
辞

新潮社 昭和5年4月27 日. 初版

18-02278 世界文畢全集 26 イプセン集 1

ヘンリツク .イ
プセン著/楠山正

雄辞

新潮社 昭和2年4月15 日 初版 星田秀吉

18-02349 性界文畢全集 27 北欧三人集. 1 宮原晃一郎鐸 新潮社 昭和3年9月 15 日 初版

18-02348 世界文畢全集 31
寂しき人々 態愛三昧 モンナ .

ワ1) ンナ 其他
1

成瀬清/秦豊吉′

山内義雄 /小林龍
雄辞

新潮社 昭和2年 12月13 日 初版 真田秀吉

17-00282 125 通俗世界全史 7 暗黒時代史 I 中島孤島編述
早稲田大撃出版
部

昭和2年 5月3 日 P初版

19-Q0874 126 日本宗教大講座 4 1 坂戸弥一郎 東方書院 昭和 2年7月10 日 初版 高楠順次郎

19ー00白75 日本宗教大講座 5 1 坂戸弥一郎 東方書院 昭和 2年8月10 日 初版 高楠順次郎

19-00876 日本宗教大講座 6 i 坂戸弥一郎 . 東方書院 . 昭和 2年9月10 日 初版 高楠順次郎

19ー00877 日本宗教大講座 7 1 坂戸弥一郎 東方書院 昭和2年10月10 日 初版 高楠順次郎

18-03314 日本宗教大講座 ll 1 坂戸新一郎 東方書院 昭和3年2月10 日 初版 高棉順次郎

18-03315 日本宗教大講座 14 1.坂戸爾一郎. 東方書院 昭和 3年5月10 日 初版 高楠順次郎

18-03316 日本宗教大講座 15 1 坂戸禰二郎 東方書院 昭和 3年6月 10 日 初版 高桶順次郎

18ー03317‥ 日本宗教大講座 16 1 坂戸漸一郎 東方書院 ′昭和3年7月 10 日 初版 高楠順次郎

18-03318 日本宗教大講座 19 1 坂戸鮪一郎 東方書院 昭和3年10月 10 日 初版 高桶順次郎

19-00795 127 宜園1叢書 2 昭和軍政の複言 第武編 1 .小林宜囲 運命大草院 昭和 2年7月 15 日 再版 昭和2年 10月15 日 花井斐夫ら

18-04443 28 明治大正文革全集 7 1 森林太郎 春陽堂 昭和4年1月1日 初版 薄井常四郎

18-04444 明治大正文畢全集 12 1 泉鏡太郎 春陽堂 昭和3年9月 15 日 初版 滞井常四郎

18ー04445 明治大正文畢全集 17 1 小乗磯夫 春陽堂 昭和3年10月 15 日 初版 揮井常四郎

18-04446 明治大正文革全集 18 1 菊池清 春陽堂 昭和3年6月 15 日 初版 薄井常四郎

18ー04447 明治大正文畢全集 P 21 1 高潰滑 春陽堂 昭和3年 7月 15 日 初版 滞井常四郎 .

18ー04448 明治大正文畢全集 22 1 国木田哲夫 春陽堂 暗和3年3月 15 日 初版 揮井常四.郎

叢書20
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18-04449 明治大正文畢全集 24 1 島崎春樹 . 春陽堂 昭和3年4月15 日 初版 揮井常四郎
18-04450 明治大正文畢全集 31 1 永井壮吉 春陽堂 昭和2年7月15 日 初版 薄井常四郎
18-04451 明治大正文畢全集 33 1 長田幹彦 春陽堂 昭和3年12月15 日 初版 滞井常四郎

18ー04452 明治大正文革全集 39 1
倉田百三/吉田絃

二郎
春陽堂 昭和2年8月15 日 初庖 滞井常四郎

18-04453 明治大正文拳全集 43 1 里見醇 春陽堂 昭和4年2月15 日 初版 滞井常四郎
18-02502 ー29 日本道話全集 4 1 高倉嘉夫編 忠誠堂 昭和2年9月20 日 初版
18-02201 日本道話全集 3 I 高倉嘉夫編 昭和2年8月10 日 .初版
18-02202 日本道話全集 6 1 高倉寡夫編 昭和2年11月15 日 初版
17ー00581 ー30 朝鮮史大系 1 上値史 1 小田省吾 朝鮮史拳骨 昭和2年8月25 日 3版 昭和4年12月10 日高摘発
17-00582 朝鮮史大系 2 中世史 1 瀬野馬熊 朝鮮史拳骨 昭和2年8月25 日 3 版 昭和4年12月10 日高摘発
17-00583 朝鮮史大系 3 近仕史 1 瀬野席熊 朝鮮史拳骨 昭和2年8月25 日 3 版 昭和4年12月10日 高橋粂

17-00584 朝鮮史大系 4 最近世史 1
杉本正介 こ小田
省吾 共著

朝鮮史草食 昭和2年8月25 日 3 版 J 昭和4年12月10 日 nm m

17ー00585 朝鮮史大系 5 年表 1 大原利武 朝鮮史拳骨 昭和2年8月25 日 4 版 昭和4年5月20日 高桶粂
18-02572 13ーマルキシズム叢書 ll マルクス ,エンゲルス樽 1 大山一郎訳 弘文堂書房 昭和2年9月1日 畠版 昭和3年2月25 日

17-00881 ー32 通俗堆界史 10 十六世紀史 1
早稲田大草出版
部

早稲田大草出版
部

昭和2年9月3白 初版

17ー00882 通俗世界史 ll 十七位紀史 1
早稲田大草出版
部

早稲田▼大草出版
部

昭和2年10月3 日 初版

18-02709 ー33 撃態郷土史 . 1 1 石井琴水 洛東書院 昭和2年11月10 日 初版 有田青松

17-01024 134
建築寓真類衆[第六期

7 】
文化住宅 巻五 1

建築寓異類衆刊
行会

洗陽社 昭和2年12月28 日 再版 昭和4年5月28 日森川賓

18-02873
建築寓簾類衆[第六期

22]
銀行会社 1

建築寓蔵類未刊
行合

洪畔社 昭和4年4月28 日 初版 森川賓

17-00385
建築寓直類衆.[第七期

1 ]
映画館建築 1

建築寓鼻類衆刊
行会

洪洋社 昭和4年9月15 日 初畢 森川賓

18-02881
建築寓直類衆【第七期

2 】
新時代の住宅 1 1

建築寓藻類衆刊
行会

洪洋社 昭和4年10月15 日 初版 森川賓

18-02874
建築寓鼻類衆[第七期
6 1

建具 3 1
建築寓虞類衆刊
行禽

洪洋社 昭和5年2月15 日 初版 森川費

18一02875
建寒寓直類衆【第七期
7 】.

ホテル建築 1
建築寓最類衆刊
行会

洪洋社 昭和5年3月12 日 初版 森川賓

18-02876
建築寓鼻類衆[第七期
11]

住宅の外観 4 1
建築寓鼻類衆刊
行骨

洪洋社 昭和5年7月15 日 初版 森川賓

18-02877
建築寓鼻類衆E第七期

12]
和風住宅の室内構成 1 1

建築寓虞類衆刊
行会

洪洋社 昭和5年8月15 日 初版 森川賓

17-01021
建築寓翼類.衆[第七期
13]

舞毒装置と舞茎設備 1
建築寓泉類衆刊
行会

枕陽社 昭和5年9月15 日 初版 森川賓

18-02878
建築寓東類衆【第七斯
14]

明治神宮寓募集 1
建築寓虞類衆刊
行骨

準洋社 昭和5年10月15 日 初版 森川賓

17-0 1022
建築寓鼻類衆【第七期
18

痩室及化粧室 4 1
建築賞鼻類衆刊
行会

淡陽社 昭和6年6月15 日 初版 森川賓

17-01023
建築寓異類衆t第七期
20]

都ホテルと京都ホテル 1
建築寓異類衆干り
行合

枕陽社 昭和6年4月15 日 初版 & JIIl
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森川賓

森川賓

18-02879
建築寓寅類衆 [第七斯 .

22]
店頭欄.間集 1 建築寓藻類衆刊

行会
洪洋社 昭和 6年6月15 日 初版

18-02880
建築東泉類衆 [第七期

23]
銀行会社 . 8 1

建築東泉類衆刊

行骨
洪洋社 昭和6年 7月 15 日 初版

18ー02882
建築寓鼻類衆 [第七期

24]
/)、住宅庭園蘭集 1

建築寓暴類衆刊

行会
洪洋社 昭和6年8月15 日 初版 m ¥*

森川賓

森川賓

森川賓

森川賓

森川賓

森川賓

河野維織

河野維織
津井常四郎

薄井常四郎

滞井常四郎
滞井常四郎 .

17-00336
建築寓衷類衆 [第八期

l l
茶室建築 . 1 建築寓異類衆刊

行会
洪洋社 昭和6年 11月15 日 初版 .

17-00337
建築鴬鼻類衆 [第八期 .

2 ]
百貨店 . 白木屋 1

建築寓鼻類衆刊
行会

洪洋社 昭和6年12月15 日 初版

17-00338
建築寓鼻類衆t第八期

4 ]
新しき階段の構成 1 建築寓鼻類衆刊

行会

kま.

洪洋社 由和7年 1月28 日 初版

17-00339
建築寓異類衆【第八期 .

5
現代和風邸宅の構成 1

建築寓典類衆刊
行合

洪轟社 昭和7年2月28 日 初版

18ー02853
建築寓県類衆 [第八期

6 ]
新 しき照.明意匠 1

建築寛異類衆刊

¥r

洪洋社 昭和 7年4月28 日 初版

18-02883
建築寓最類衆[第八期

7 ]
和風住宅の室内構成 2 1

革築寓暴類衆刊

行会
準洋社 昭和7年5月28 日 初版

18-02393 ー35 電機 リーダーズ 1 1 昭和3年

昭和3年

昭和3年1月15 日
昭和3年 2月 1日

昭和 3年2月1日
昭和3年2月1日

昭和3年 1月20 日

初版
18-02394 電機 リーダーズ 2 1 初版

初版18ー02907 136 [心/畢 ]道昔全集 1 1 高倉寡夫編 忠塾聾

18-02916 [心′畢 1道話全集 2 6 高倉嘉夫編 忠墜堂

18ーQ2397 [心′撃]道話全集 3 1.角倉嘉夫編 忠誠堂 . 初版
初版18ー02908 [心′畢】道話全集 4 1 高倉嘉夫編 忠誠堂 ′. 昭和3年 2月20 日

19-00346 ー37 新選名作集 [新′選 ]谷崎潤一郎集 1 ノ、 1t - 追
saw Fヨ 山名俊一郎

18-03191 138
[軍畑A I/HOGAKU/ZENSHU
]現代法華全集 1 憲法 .行政法′民法 .努働法 1編輯代表者未弘

厳太郎
日本評論社 昭和3年2月 10 日 再版 昭和3年2月15 日

18ー02065
[G主∃NDAI/HOGAKU/ZENSHU
]現代法華全集 1 1 憲法 .行政法′民法 .労働法 1 日本評論社 日本評論社 昭和3年2月15 日 初版 勝村金造

18ー02809
[GENDAI/HOGAKU/ZENSHU
]幾代法畢全集 1憲法 .行政法 /民法 .労働法 1

編輯代表者末弘

厳太郎 .
日本評論社 昭和3年2月8 日 3版 昭和3年2月25 日 鎌田莞爾

川 口圃次郎

山名俊一郎

19-00233
[甲;ndai/hogaku/zenshu
]現代法畢全集

1憲法 .行政法′民法 .労働法 1 末弘厳太郎 日本評論社 昭和3年2月8 日 初版

18ー03192
[GENDAI/HOGAKU/ZENSHU
]曳代払畢全集 2 憲法 .民法総則′行政法 . 労働法 1

編輯代表者未弘

巌太郎
日本呼鈴杜 昭和3年 4月 15 日 初版

18-03061
【GENDAI′HOGAKU/ZENSHU
]現代法華全集

2 憲法 .民法線則′行政法 .労働法 1
(編輯代表者 )

宋弘巌太郎
日本評論社 昭和 3年4月15 日 初版 勝村金造

18-02810
[GENDAI/HOGAKU/ZBNSHU
]現代法華全集

2 憲法 .民法粗則 /行政法 .労働法 1
編輯代表者末弘

巌太郎
日本評論社 昭和3年4月15 日 初版 鎌 田莞爾

18-02102
[GENDAI/HOGAKU/ZEINSHU

]現代法華全集
2 意法 . 民法線則′行政培 .労働法 1 日本評論社 日本評論社 昭和3年4月15 日 初版 川 口囲次郎

18-03193
[GENDAI/HOGAKU′ZENSHU

]現代法畢全集
3

3

憲法 .地方自治制′行政法 . 民法総

刺
1

h 1

縮輯代表者未弘

巌太郎
日本評論社 昭和3年 5月25 日 初版 山名俊一郎

18-02103
[GENDAI/HOGAKU/ZENSHU
]現代法華全集

憲怯 .地方自治制′行政法 .民法綿

刺
日本評論社 . 日本評論社 昭和3年5月25 日 初版 川 口圃次郎 .
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18ー03194
[GENDAI/HOGAKU/ZENSHU
]現代法華全集 4

民法級別 .契約概論′暴力行為等虎

罰法 1
編輯代表者末弘

厳太郎
日本評論社 昭和3年7月 15 日 初版 山名俊一郎

18-02811
[GENDAI′HOGAKU/ZENSHH

]現代法華全集 4
民法絶則 .契約概論/暴力行為等虎

罰法 1
編輯代表者末弘
厳太郎

日本評論社 昭和3年7月 15 日 初版 鎌田莞爾

18-02045
Egenda工/HOGAKU/ZENS如

]項イ七法華全集 4
民法線則 .▼契約概論/暴力行為等虞

罰絵 1. 日本酵論社 日本評論社 昭和3年7月 15 日 初版 川 口圃次郎

18-03195
[G琶NDAI/HOGAKU/ZENSHU
】現代法華全集 5

債権細論 .圃際公牡の基本観念/刺

事訴訟法 .工場抵普法 1
編輯代表者末弘
厳太郎

日本評論社 昭和3年8月 15 日 初版 山名俊】郎

18-02063
lGENDAI/HOGAKU′ZENSHU
l現代法華全集 5

債樺線論 .国際公法の基本観念/刺
事訴訟法 .工場抵骨法 1 日本評論社 日本評論社 昭和3年8月 15 日 初版 勝村金造

18ー02812
[GENDAI/HOGAKU/ZENSHU
】現代法華全集 5

債権総論 .固際公法の基本観念′刑
事訴訟法 .工場抵富治 1

編輯代表者未弘
巌太郎

日本評論社 昭和3年8月 15 日 初版 鎌田莞爾

18-02159
IGENDAI/HOGAKU/ZENSHU
]現代法華全集 5

債横線論 .圃輝公法の基本観念/刺
事訴訟法 .工場抵普抵 1. 日本酵論社 日本評論社 昭和3年8月15 日 初版 川 口囲次郎

18ー03196
[GENDA I/HOGAKU/ZENSHU
]現代法畢全集 6 債樺総論 .手形法′少年法 . 山林法 1

編輯代表者未弘
廉太郎

日本評論社 昭和3年9月.15 日 初版 山名俊～郎

18-02172
lG王粥DA王/HOGAKU/ZENSHU
ユ窺代抵畢全集 6 債権総論 .手形法′少年法 .山林法 1 末弘巌太郎 日本評論社 昭和3年9月15 日 初版 鎌 田莞爾

18ー03197
[GENDAI/HOGAKU/ZENSHU
l現代法華全集 7 手形法 .電諸法/行政法総論 1

轟輯代表者末弘
巌太郎

日本評論社 昭和3年 10月15 日 初版 山名俊】郎

18-02173
[GENDAI/HOGAKU/ZENSHU
]現代法畢全集 7 手形法 .電音法/行政抵緒論 1 末弘巌太郎 日本評論社 昭和3年 10月15 日 初版 磯 田尭爾

17ー00273
[GENDAI′HOGAKU/ZE甲SHU
]現代法華全集 7 手形法 .電話泣/行政法総論 1

未弘厳太郎
(編)

日本評論社 昭和3年 10月15 日 初版 川 口圃次郎

18-03198
【GEND.AI/HOGAKU/ZENSHU
]現代法華全集

債権緒論 . 手形法′坪護士法 .道路

法
1
編韓代表者未弘

厳太郎
日本評論社 昭和3年 11月10 日 初版 山名俊一郎

lP8ー02174
[GENDA土/HOGAKU/ZENSHU

]現代陰撃全集 9 債樺総論 . 地方税法/行政裁判法 1.末弘廉太郎. 日本評論社 昭和3年 12月10 日 初版 鎌田莞爾

18-03199
[GENDAI/HOGAKU/ZENS汀U

】現代絵皐全集 9 債権線輪 . 地方税法/行政裁判法 1.
編輯代表者未弘

巌太郎
日本評論社 昭和3年12月王0 日 初版 川 口囲次郎

18-02813
[GENDAI/H瓜蝣AKU/ZENS即

コ現代捻畢全集 10 刑法緒論′債権総論/契約各論 1
編輯代表者未弘

厳太郎
日.本評論社 昭和 4年 1月 10 日 初版 鎌 田莞爾

18-02814
[甲NDAI/HGGAKU/ZENSHU

].現代絵畢全集 ll
債権粗論 .契約各論′合計法 .錬鉄

道管業法
1
編輯代表者末弘

厳太郎
日本評論社 昭和4年2月10 日 初版 鎌田莞爾

19-00234
[GENDAI′HOGAKU/ZENSけU
]現代法華全集 ll

債権緒論 . 契約各論!合計陰 .蛾鉄

道菅業法 1 末弘厳太郎 日本評論社 昭和4年2月10 日 初畢 川 口圃次郎

18-03223
[GENDAI/H瓜AKU/ZENSHU
]現代法華全集 12

債樺総論 .裁判所構成法 .契約各

論 丁非訟事件手頗法 J 1 未弘厳太郎 日本評論社 昭和4年3月 10 日 勝村金造

18ー02815
[GENDAI/HOGAKU/ZENSHU
】現代法華全集 12

横様総論 .裁判所構成法 .契約各

論 , 非訟事件手療法 1
編輯代表考末弘
巌太郎

日本評論社 昭和4年 3月 10 日 初版 鎌田莞爾

19ー00603
[GENDAI/HOGAKU/ZENSHU
]現代法華全集 12

債権総論 .裁判所構成法 .契約各

論 # K 事件手練 1 未弘巌太郎 日本評論社 昭和4年3月 10 日 初版 鎌田莞爾

18-02901
[GENDAI/HOGAKU/Z苫NSHU

]現代法拳全集
12

債輝線論 .裁判所構成法 .契約各

論 . 非訟事件手療法
1 未弘巌太郎 日本評論社 昭和4年3月 10 日 初版 川 口囲次郎

[GENDA I/HOGAKU/ZENSHU

]現代法畢全集 12
債権聴論 .裁判所構成法 .契約各

義 .非敢事件手練法.
1 末弘巌太郎 日本評論社 昭和4年3月 10 日 初版 山名俊一郎
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18ー02042
[GENDAI/HOGAKU/ZENSHU
]境代法華全集 ′ 13 会社法′契約各論′戸籍法及寄留法 1 日本評論社 日本評論社 昭和4年10月 10 日 初版 勝村金造

18一04486
[GENDAI/HOGAKU/ZENSHU
]現代法撃全集 13 会社法!契約各論′戸籍法及寄留港 1 末弘巌太郎 日本評論社 . 昭和4年4月 10 日 初版 鎌田莞爾

18-03074
[GENDAI/HGGAKU/Z珪NSHU

ユ現代法華全集
13 会社法/契約各論′戸籍法及寄留法 1 末弘厳太郎 日本評論社 昭和4年4月10 日 川 口圃次郎

18-02037
[GENDAI/HQGAKU/ZENSHU
]現代抵畢全集 14

会社法 .行政払絶論 .契約各論′電

気事業法及瓦斯事業法 1 日本評論社 日本評論社 昭和4年5月 10 日 初版 勝村金造

18-02175
lG宜NDAI/HOGAKU/ZENSHU

】現代法撃全集
14

脅社法 .行政法総論 .契約各論′電

気事業法及瓦斯事業法 1 末弘巌太郎 日本評論社 昭和4年5月10 日 初版 鎌 田莞爾 .

18-03062
【GEND AI/HOGAKU/ZENSHU
l現代法畢全集 14

骨社法 .行政法緒論 .契約各論/電

気事業抵及瓦斯事業法 1
(編輯代表者)

末弘厳太郎
日本評論社 昭和4年5月10 日 初版 川 口園次郎

18-02040
[GENDAI/HOGAKU/ZENSHU

]現代法撃全集 .
15

衆議院議員遠拳法 .会社法′民事訴

訟法 .行政法規
1 日本評論社 日本評論社 昭和4年6月10 日 初版 勝村金造

18ー04487
[GENDA I/印OGAKU/ZENSHIT
]現代法畢全集 15

衆革院議員選拳法 .骨社法/民事訴

訟払 .行政法規
1 未弘巌太郎 日本評論社 昭和 4年6月10 日 初版 鎌田莞爾

18ー03063
[GENDAI/HOGAKU/ZENSHU
】現代法畢全集 15

衆議院議員選拳法 ..骨社法/民事訴

訟法 .行政法規
1

(編輯代表者)

未弘巌太郎
日本評論社 昭和 4年6月10 日 初版 川 口固次郎

18ー04488
[GENDAI/HOGAKU/ZENSHU
ユ現代法華全集 16 海絵 .民事訴訟法′平時国際公法 1 末弘顧太郎 日本評論社 昭和 4年7月10 日 初版 鎌田莞爾

18ー02176
[GENDAI/HOGAKU/ZENSHU
】現代法華全集 17 民事訴訟陰 .銀行法/平時国際公法 2 未弘巌太郎 日本評論社 昭和4年8月 15 日 初版 鎌田莞爾

18-02043
LGENDAI/H払AKU′ZENSHU
]現代法畢全集 18 平時国際公法′鍍業錬 1 1日本評論社 日本評論社 昭和4年9月 15 日 初版 勝村金造

18-04489
LGENDAI/H'αiAKU/ZENSHU
]現代法華全集 18 平時国際公法/鏡業録 1 末弘巌太郎 日本評論社 昭和4年9月 15 日 W ife 鎌 田尭爾

18ー02041
[GENDAI/HOGA鑑U/ZENSHU
]現代潜畢全集 20 破産法 .鞠族法/物樺法 1 日本評論社 日本評論社 昭和4年 11月 10 日 初版 勝村金達

18-02300
[GENDAI′ti OGAKU/ZlヨNSHU
1現代捷畢全集 20 破産法 .親族 法′物権法 . 1 末広厳太郎編 日本評論社 昭和4年 11月10 日 初版 山名俊一郎

18ー02039
[GENDAI/HOGAKU/Zf王NSHU
]幾代法華全集 21 物種法 .保険契約法′健康保険法 1 日本評論社 日本評論社 昭和4年 12月10 日 初版 勝村金造

18-04490
[GENDAI/HOGAKU/ZENSHU
]現代払畢全集 21 物権陰 .保険契約抵′健康保険法 1 末弘巌太郎 日本評論社 昭和4年 12月10 日 初版 鎌 田莞爾

18-04491
[GE馳AI/HOGAKU/ZENSHU
]現代絵拳全集 22 親族法 .物権法/破産法 .法制史 1 末弘巌太郎 日本評論社 昭和5年1月10 日 初版 鎌田莞爾

. 17「00506
[G一三NDAI/HOGAKU/ZENSHU
]現代法畢全集 23

保険業法 . 取引所法 .税法 .撫保
附社債信託法 1

末弘厳太郎 (編

棉)
日本評論社 昭和3年6月15 日 初畢 勝村金造

18-04492
[GENDA I/H(芯AKU/ZENSHU
]塊代法華全集 23

保輝業法 .取引所法 .税法 .婚保

附社債信託法 1 末弘巌太郎 日本評論社 昭和3年6月15 日 初版 鎌田尭爾 .

18-04493
【GENDA I/HOGAKU/ZI王NSHU
]曳代法畢全集 24 倍託法及信託業法′陪審捻 .河川法 1 未弘巌太郎 日本評論社 昭和3年4月30 日 初版 鎌田莞爾

19ー00288
[GENDA I′HOGAKU/ZENSHU
]現代法華全集 25

戦時国際公法′土地収用払 .衛坐行

政法 1

1Ⅰ

末弘廉太郎編 日本評論社 . 昭和 5年2月10 日 初版 勝村金造

18ー04494
[GENDAI′HOGAKU/ZENSHU
]現代法華全集 25

戦時国際公法′土地収用法 .衛坐行
政法 末弘巌太郎 日本評論社 昭和5年2月 1.0 日 初版 鎌田莞爾
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[G宜NDAI/HOGAKU/ZENSHU
]現代法撃全集

25
戦時国際公法′土地収用法 .衛坐行

政法
1 末弘巌太郎 日本評論社 昭和5年 2月 10 日 初版 山名俊一郎

[(浪曲AI/HOGAKU/ZENSHU

]現代除草全集
2 戦時国際公法/海商法 1 末弘巌太郎 日本評論社 昭和5年3月10 日 初版 山名俊一郎

19-00998
[GENDAI/HOGAKU/ZENSHU

]現代陰撃全集
26 戦時国際公法/海商法 1 未弘厳太郎 日本評論社 昭和5年3月10 日 初版 勝村金進

18-04495
[GENDAI/HGG坤U/ZENSHU
]現代法華全集 26 戦時国際公法/海商法 1 未弘巌太郎 日本評論社 昭和5年3月10 日 初版 鎌 田莞爾

18ー02387
[GENDA I/HOGAKU/ZENSHU
]現代法撃全集 26 戦時圃際公法/海 商.紘 24 末広厳太郎嘩 日本評論社 昭和 5年3月10 日 初版 川口圃次郎

18-04476
[(謡NDAI′H0GAKU/ZENSHU
]現代法華全集. 27

破産法 .撃育行政法′海商法 .都市

計童法′親族法 .刑法各論
1 末弘巌太郎 日本評論社 昭和5年4月20 日 初版 勝村金造

18-04496
[GENDAI/HOGAKU/Z印SHU
]現代法華全集 27

破産法 . 教育行政法/海商法 .都市

計婁法′親族法 .刑法各論
1 未弘巌太郎 日本評論社 昭和5年4月20 日 初版 鎌田尭爾

18-02177
[GENDAI/HOGAKU/ZENSHU
]現代法撃全集 29

社食行政 .農業法物理法/薯件槽

紘 .行政法総論
1 末弘巌太郎 日本評論社 昭和5年6月20 日 初版 鎌 田莞蘭 .

[GENDAI/HOGAKU/Z蜘SHU

]現代法撃全集 29
社食行政 .農業洗物魔法/著作樺

汰 .行政法線論
1 未弘巌太郎 日本評論社 昭和5年6月20 日 初版 山名俊一郎

18-04593
[GENDAI/HOGARU/ZENSHU

]現代法撃全集
30

国際私法 .治安維持法′漁業法 .人

事訴訟手鏡陰′著作権法 .農業法 .
物権法

1 未弘巌太郎 日本評論社 昭和 5年7月20 日 初版 勝村金造

18-04497
[GENDAI畑OGAKU/ZENSHU
]現代法華全集 30

国際私法 .治安維持法/漁業法 `人
事訴訟手噂法/著作権法 .農業法 .

物種法
1 末弘巌太郎 日本評論社 昭和5年7月20 .日 初版 鎌田莞爾

18一04475
[GENDAI/HOGAKU/ZENS肘

]現代法華全集
31

親族法 .法律畢概論′人事訴訟手績

紘 .物権法/商法総則 .農業法 .特

許法

1 末弘巌太郎 . 日本評論社 昭和5年8月20 日 初版 勝村金造

18-02271
[GENDA I/HOGAKU′ZENSHU
]現代法華全集 31

親族陰 .法律畢概論/人事訴訟手療

法 .物樺法′商法総則 .農業法 .特
許法

1 日本評論社 日本評論社 昭和5年8月20 日 初版 鎌 田莞爾

17-00507
[GENDAI′HOGAKU/ZENSHU
]現代法華全集 、 32

国際私法 .漁業法 .特許法 ..人事

訴訟手癖法 .和議法 .著作権法 .
抵律草枕給 .競費法

1
未弘厳太郎 (梶
輯)

日本評論社 昭和 5年9月20 日 初版 勝村金造

18ー02270
[GENDAI/HOGAKU/ZENSHU

]現代法華全集
32

国際私法 .漁業法 .特許法 .人事

訴訟手療法 .和議法 .著作横法 .
法律畢概論 .競療法 L

1 LP 本評論社 日本評論社 昭和5年9月20 日 初版 鎌田莞爾

18-02066
[GENDAI/HOGAKU/ZENSHU
]現代抵撃全集 32

国際私法 .漁業法 .特許法 .人事

訴訟手療法 .和議法 .著作樺法 .
法律畢概論 .競貴法

1 日本評論社 日本評論社 昭和5年9月20 日 初版 山名俊一郎

17-00508
【GENDA I/HOGAKU/ZENSHU
]現代法華全集 33

商法総則 .農業法 .相療法 -園際

私法 ..人事訴訟手療法 .著作権

法 ..法律撃概論
1
未弘巌太郎 (捕
輯)

日奉評論社 昭和5年 10月20 日 初版 勝村金造

18ー02269
[GENDAI/HOGAKU/ZENSHU

]現代法華全集
33

商法総則 .農業法 .相療敵 .国際

私法 .人事訴訟手療法 .著作権

.培 .法律撃概論

1 日本評論社 日本評論社 昭和6年 10月20 日 初版 鎌田莞爾

叢書25
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18十02067
[GENDAI/HOGAKU/ZENSHU
1現代法華全集 33

商法総則 .農業法 .相療法 .国際
私法 .人事訴訟手療法 .著作樺
法 .法律撃概論

1 日本評論社 日本評論社 昭和6年10月20日 初版 山名俊一郎

18-02268
[GENDAI/舶GAKU/ZENSHU
l現代法華全集 34

新聞紙法 .圃際私法/相療法 ..債権
紘 .特許法′法律畢概論 .漁業法 1 日本評論社 日本評論社 . 昭和6年11月20 日 初版 鎌田莞爾

18ー02068、
[GENDAI/H鵬AKU/ZENSHU
]現代法華全集 34

新聞紙法 .国際私法/相療法 .債権
紘 .特許法/法律畢概論 .漁業法 1 日本評論社 日本評論社 昭和6年11月20日 初版 山名俊一郎

18-02267
[GENDAI′HOGAKU/ZENSHU
]現代絵筆全集 35

人事訴訟手碑法 .新聞紙法/相療
法 .農業法 .賓用新案法′意匠法 .
法律撃概論 .漁業法.

1 日本評論社 日本評論社 昭和5年12月20日 初版 鎌田莞爾

18ー02064
[GENDAI/HOGAKU/ZENSHU
]現代牡畢全集 36

国際司法 ...駄律畢概論′相療法 .漁
業法 . 出版法′商標法 .強制執行泣 1 日本評鞠社 日本評論社 昭和6年1月20日 初版 山名俊一郎

18ー02044
[GENDAI/HOGAKU/ZENSHU
]乾代法華全集 37

相緒括 .強制執行法′農業法 .行政
汰 .債権法/競書法 一治安維持法 1 日本評論社 日本評論社 昭和6年2月20 日 初版 勝村金造

18-02266
[GENDAI/HOGAKU/ZENSHU
]現代法畢全集 37

相療法 .強制執行法/農業法 .行政
徳 .債権法′競貴法 .治安維持法 1 日本評論社 日本評論社 昭和6年2月20日 初版 鎌田莞爾

18-02190
[GENDAI/HOGAKU/ZENSHU
]現代絵拳全集 37

相療法 . 強制執行法′農業法 .行政
払 .債権法′競算法 .治安維持法 1 日本評論埠 日本評論社 昭和6年2月20 日 初版 山名俊一郎

18-03200
[GENDAI/HOGAKU/ZEtoSHU
]現代法撃全集 38

商法行為 . 法律畢概論/治安維持
紘 .調停法′民事訴訟法 .債権払 1

編輯代表者末弘
厳太郎

日本評論社 昭和6年3月20 日 初版 勝村金造

18-04602 139 日本思想家史侍全集 18 1
編集者、岩橋遵
成他

東方書院 昭和3年6月10 日 初版 滞井常四郎

18ー03385 140 日本百科全集 格言瞥句集 1 格言響句集 誠文堂 昭和3年7月10日 初版 古川】明

18-02086 ー4ー昭和新纂固辞大産経 経典部第一巻 1

[昭和/新纂]固辞
大蔵経締輯部
(代表者三井晶

史)

東方書院 昭和4年5月10日 初版 揮井常四郎

18ー02087 昭和新纂固辞大歳経 経典部第二巻 1

[昭和′新纂]固辞
大蔵経編輯部
(代表者三井晶

史)

東方書院 昭和5年2月10日 初版 浮井常四郎

17-01094 昭和新纂園轟大蔵経 経典部夢二巻 1

[昭和′新纂]固辞
大蔵経編暗部
(代表者三井晶

史)

東方書院 昭和5年2月10日.初版

19ー00151 昭和新纂囲轟大蔵経 経典部第三巻 般若経 1

[昭和/新纂]固辞
大蔵経編輯部
(代表者三井晶

史)

東方書院 昭和3年9月15日 初版 揮井常四郎

19-00152 昭和新纂固辞大蔵経 経典部第.四巻 般若経/金光明経 1

[昭和/新纂]固辞
大蔵経編輯部
(代表者三井晶

史)

東方書院 昭和3年10月12 日 初版 揮井常四郎

叢書26
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19-00153 昭和新纂固辞大蔵経 経典部第五巻 浬盤裡 1

[昭和′新纂]固辞
* サォfi W SB
(代表者三井晶

史)

東方書院 昭和3年7月15日 初版 津井常四郎

17-01130 昭和新纂固辞大蔵経
経典部第六巻 捜無燈第二′傭遺教
誠裡/維摩許所説躍 1

[暗和′新纂]固辞
大蔵経編輯部
(代表者三井晶

史)

東方書院 昭和4年3月10日 初版 揮井常四郎

17-00285 昭和新纂固辞大蔵経 経典部′第七巻 1.

[昭和′新纂]固辞
大蔵経編輯部
(代表者三井晶

史)

東方書院 昭和3年11月1日 初版 揮井常四郎

19-00154 昭和新纂固辞大蔵経 経典部第八巻 鼻音三′解探 1

[昭和/新纂]固辞
大蔵経編暗部
(代表者三井晶

史)

東方書院 昭和5年3月10 日 初版 滞井常四郎

19-00155 鴫和新纂固辞大蔵経 経典部第九巻 華厳経 1

[昭和′新纂]固辞
大麻経編輯部
(代表者三井晶

ft l

東方書院 昭和4年1月12日 f'JiK 揮井常四郎

19-00156 昭和新纂固辞大蔵経 摩典部第九巻 華厳経 1

[昭和/新纂]固辞
大蔵経編輯部
(代表者三井晶

史)

東方書院 昭和4年10月10日 初版 滞井常四郎

17ー00323 昭和新纂囲謬大蔵経 ffi ft SBォ+ 1 1

【暗知/新纂]固辞
大蔵経編輯部
(代表者三井晶

史)

東方書院 昭和4年6月10 日 初版 津井常四郎

17-00325 昭和新纂固辞大蔵経 経典部第十二巻 1

[暗和/新纂】固辞
大蔵経締輯部
(代表者三井晶

史)

東方書院 昭和4年9月10日 初版 薄井常四郎

18-02476 昭和新纂固辞大蔵経 宗典部第三巻 1

[昭和′新纂]固辞
大蔵経緯輯部
(代表者三井晶

史)

東方書院 昭和3年8月15日 初版 薄井常四郎

17-01126 昭和新纂固辞大蔵経 宗典部第四巻 鼻宗聖典 1

[昭和/新纂]固辞
大麟軽編輯部
(代表者三井晶

史)

東方書院 . 昭和5年4月10日 初版 揮井常四郎

17-01095 昭和新纂固辞大蔵経 宋典部第五巻 曹洞宗聖典 . 1

[昭和′新纂]固辞

蝣ici& ^ ォW g|5
(代表者三井晶

史)

東方書院 昭和4年8月10 日 初版 薄井常四郎
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17-0 1127 昭和新纂固辞大蔵経 宗典部第声巻) 臨済宗聖典 1

IHi'U ll-心儀l
大蔵経編輯部
(代表者三井晶

史)

4i is再読 昭和4年4月10 日 初版 滞井常四郎

17ー01128 昭和新纂固辞大歳裡 宗典部第七巻 .日蓮宗聖典 1

[昭和!新纂]固辞
^ ォK S S ォg|5
(代表者三井晶

史)

東方書院 昭和3年12月10日 初版 薄井常四郎

17-01129 昭和新纂固辞大赦経
宗典部第八巻 華厳宗 法相宗′律
宗 融通念傭宗′時宗 聖典 1

[昭和′新纂]固辞
大蔵経編朝.部
(代表者三井晶

史)

東方書院 昭和4年11月10 日 初版 滞井常四郎

I9-00157 昭和新纂固辞大頼経 宗典部第九巻 日本支浄土門聖 1

【昭和/新纂]固辞
大頼経編輯部
(代表者三井晶

史)

東方書院 昭和4年7月10日 初版 滞井常四郎

17-00324 昭和新纂固辞大歳経 宗典部第十巻 1

[昭和/新革]固辞
大蔵経編軽部
(代表者三井晶

史)

東方書院 昭和4年12月10日 初版 津井常四郎

17-00350 昭和新纂固辞大蔵経 m m u m - m i

[昭和/新纂]固辞
大麻経編輯部
(代表者三井晶

史)

東方書院 昭和5年5月10日 初版 輝井常四郎

17-00286 昭和新纂固辞大蔵経 解説部′第二巻 1

[昭和/新纂]固辞
^ SK S Si StSR
(代表者三井晶

皮)

東方書院 昭和5年6月10日 初 滞井常四郎

18-029 17 昭和新纂固辞大蔵経 1

[昭和/新纂]固辞
大蔵経編輯部
(代表者三井晶

史)

東方書院 昭和5年1月10 日 薄井常四郎

18ー02732 昭和新轟固轟大蔵経 1

[昭和′新纂】薗辞
大歳裡編輯部
(代表者三井晶

史)

東方書院 昭和4年2月10日 初版 薄井常四郎

18-02115 142
三省堂コンメンタール
* *

親族法 i 野上久華 三省堂 昭和3年7月26日 初版 山名俊一郎

18-04145 43 子鉄研究許座 1 1 上村清敏 先進社 昭和3年9月5日 初版
18ー04146 子供研究講座 2 1 上村清敏 先進社 昭和3年11月5日 初版
18-04147 子供研究講座 3 1 上村清敏 先進社 昭和3年12月5日 初版

18ー02945 ー44 修養全集 1 古今逸話特選集 1 野間清治編纂 * B
談社

昭和4年6月10日 初版 有田青松

18ー02940 修養全集 1 聖賢偉傑物語. 1 野間清治編纂
大日本雄沖合辞
談社

昭和3年10月1日 初版 有田音松

ft.1:こL'S
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P 18ー03348 修養全集 1 聖賢偉傑物帝 1 野間清治編纂
大日本雄排食講
談社

昭和3年10月1日

17-00619 修養全集 4 寓話道話お伽噺 1野間清治編纂.
大日本雄辞令辞
談社

昭和4年2月20 日 初版

17-00574 修養全集 4 寓話道話お伽噺 1 野間清治編纂
大日本雄挿脅講
談社

昭和4年2月20 日 初版 有田青松

17-00575 修養全集 5 修養文垂名作選 1 野間清治編纂
大日本雄挿食講
談社

昭和4年3月10 日 初版

18-02938 修養全集 6 滑稽胎裾教訓集 1 野間清治編纂
大日本雄稗合講
談社

昭和4年4月15 日 初版

18-02937 <」ォ」* 7 経典名著感詩集 2 野間清治編纂
大日本雄弾倉講
談社

昭和4年5月10 日 初版 有田青松

18ー02356 修養全集 9 訓話説教演説集 1 野間清治編纂
大.日本雄韓骨講
談社

昭和4年7月10 日 初版 有田青松

18-02939 修養全集 12 日本の誇 1.野間清治編纂
大日本雄弾倉講
談社

昭和4年10月10 日 初庖

19-00793 145 マルクス主義文庫 10 碑証的唯物論入門 1 ター)レハイアー 希望閣 P 昭和3年10月18 日 初版
18-02079 ー46 大日本史講座 7 江戸時代史 上 1 栗田元次 雄山閣 昭和3年11月10 日 初版 有田青松

17-00811 147
賛美之世界二十周年記
念 明治大正史 1 国勢篇 1 野依秀～編

賓業之世界社 .
明治大正史刊行
#

昭和4年2月20 日 初版 花井斐夫

17ー00812
窯業之堆界二十周年記
念 明治大正史 2 a * * 1 野依秀} 編

賓業之世界社 .
明治大正史刊行
ft

昭和4年3月30 日 初版 花井斐夫

17ー00379
賓業之世界二十周年記
念 明治大正史 3 m m m 1 野依秀～編

寮業之世界社 .
明治大正史刊行
#

昭和4年4月30 日 初版 花井斐夫

17ー00380
賓業之性界二十周年記
念 明治大正史 4 B tt lf 1.野依秀一編

官業之世界社 .
明治大正史刊行
ft

昭和4年5月15 日 初版 花井斐夫

17-00381
貨業之世界二十周年記
念 明治大正史 5 国勢篇 1 郎Hift 恥

賓業之世界社 .
明治大正史刊行
t

昭和4年6月15 日 初版 花井斐夫

17-00382
賞美之世界二十周年記
念 明治大正史 6 産業篇 1 野依秀一稀

賓業之他界社 .
明治大正史刊行
会

昭和4年8月18 日 初版 花井斐夫

17-00383
安業之低界二十周年記
念 明治大正史 7

壷業篇
1 野依秀市編

賓業之世界社 .
明治木正史刊行
脅

昭和4年12月12日 初版 花井斐夫

17-00813
音盤之惟界二十周年記
念 明治大正史

塵業篇 1 療依秀一編
賓業之世界社 .
明治大正史刊行
会

昭和4年12月8日 初版 花井斐夫

17-00814
I 賓業之世界二十周年記

念 明治大正史 9 産業篇 1 野依秀→編
賓業之催界社 .
明治大正史刊行
#

昭和4年12月15日 初版 花井斐夫
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17-00815
窯業之世界二十周年記
念 明治大正史 10 会社篇 1 野依秀一編

賓業之世界社 .

明治大正史刊行
#

昭和4年10月 1 日 初版 花井斐夫

-=アr--L4iV18-02778 ー48 婦人大講座 3 5 北原繊雄編 アノレス 昭和4年7月10 日 初版 向補筆
18-02771 婦人太講座 . 6 5 北原轍雄編 アルス 昭和4年 4月3 日 初版

H% ffi ^
18-02772 婦人大講座 9 5 北原城雄編 アノレス 昭和 4年8月10 日 初版

18-02773 婦人大講座 . 10 5 北原鏡雄編 アノレス 昭和 4年6月15 日 初版

19-00253 149 現代経済畢全集 16 工業政策′交通政策 1
小島精】′増井幸

雄
日本評論社 昭和 4年4月20 日 初版 川 口固次郎

18-02158 ー50 世界地理風俗体系 10 イギ リス 1 仲摩照久 新光社 昭和4年4月20 日 初版
宇都宮音数

山科良夫
得能利統
得能利統

18-04240 151 文槍参考叢書 4 最新論理畢 1 岡田.胎川 日比書院 昭和4年5月17 日 初版

18一02024 152 国際槻係通鑑 o 一九二八一一九二九年 1 松原一雄 . 国際聯盟協合 昭和4年6月 1日 初版

初版19一瑚1003 153 通俗瞥畢講座 2 1 刀禰館正雄 朝 日新聞社 . 昭和 4年6月15 日

19-01002 通俗嘗畢講座 5 1 刀禰館正雄 朝 日新聞社 昭和4年9月10 日 初版

17-0 0845 ー54 席有科撃大系 続編 17 1 仲摩照久 新光社 昭和4年7月3日 普及
版

昭和7年 1月20 日

18-03366 155 武蔵野歴史地理 2 1 高嘩源一郎編 武蔵野歴史地理

草食
昭和4年9月 15 日 初版 斎伯守

17ー00589 武威野歴史地理 3 1 高橋源.一郎編 武蔵野歴史地理

草食
昭和5年9月 18 日 初版 斎伯守

18一02156 ー56 日本地理風俗体系 3 関東南部篇 1 仲摩照久 新光社 昭和 5年 11月28 日 初版

19こ-00965 日本地理風俗大系 5 東海地方 . 1 仲摩照久 新光社 昭和4年 10月 18 日 初版

18ー02 157 日本地理風俗体系 6 中央及北陸篇 (上) 1 仲摩照久 新光社 昭和5年6月13 日 初版

19-00966 日本地理風俗大系 7 中央及北陸 (下) 1仲摩照久 新光社 昭和5年5月13 日 初版

19-00967 日本地理風俗大系 9 近親地方 (下) 1 仲摩照久 新光社 .昭和6年2月28 日 初版

19】00968 日本地理風俗大系 ll 四囲及瀬戸内海 1伸摩照久 新光社 昭和5年8月18 日 初版

19ー00969 日本地理風俗大系 12 九州地方 (上) . 1 仲摩照久 新光社 昭和 5年3月28 日 初版

19-00970 日本地理風俗大系 13 九州地方 (下) 1 仲摩照久 新光社 昭和 5年.1月18 日 初版
19一00971 日本地理風俗大系 14 北海道及樺太 1 仲摩照久 新光社 昭和5年2月20 日 初版

19-00972 日本地理風俗大系 16 朝鮮 (上) 1 仲摩冊久 新光社 昭和5年9月8日 初版

18一Q2073 ー57 訟庭論草
軍艦金剛の建造請負に関する事件

を論ず
1 花井卓蔵 無軒書屋 昭和4年 10月25 日 初版 花井斐夫

19ー00752 訴庭論草
松島事件及樺太事件を論ず 附

カイヨー夫人之獄梗概
.1 花井卓蔵 春秋社 昭和5年 10月15 日 初版 花井卓蔵

19ー01035 158 日本地理大系 3 大東京篇 1
山本三生 (編輯
代表者 )

改造杜 昭和5年4月22 日 初版

18-02 152、 日本地理大系 4 関東篇 1
山本三生 (編輯

代表者)
改造社 昭和5年1月3日 初版

18ー02148 日本地理大系 5 奥羽篇 1
山本三生 (編蹄

代表者)
改造社 昭和5年 11月3 日 初版

19-01036 日本地理大系 6 中部篇 上巻 1
山本三生 (編輯
代表者)

改造杜 昭和5年 12月8 日 初版

18-02149 日本地理大系 6 中部篇 下巻 1
山本三生 (編輯

代表者 )
改造社 昭和6年2月17 日 初版

18ー02154 日本地理大系 7 近畿篇 1
山本三生 (編輯

代表者 )
改造社 昭和4年 10月28 日 初版
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18-02 155 日本地理大系 8 中国 . 四観篇 1
山本三生 .(編輯

代表者)
改造社 昭和6年 5月19 日 初版

18-02150 日本地理大系 9 九州篇 1
山本三生 (編輯

代表者)
改造社 昭和 5年8月8日 初版

18-02151 日本地理大系 10 北海道 . 樺太篇 1
山本三生 (編輯

代表者)
改造社 昭和5年2月20 日 初版

18-02106 日本地理大系 ll 轟轡篇 1
山本三生 (編輯

代表者)
改造杜 昭和5年 5月5 日 初版

18-02153 日本地理大系 12 朝鮮篇 1
山本三生 (編輯

代表者)
改準杜 昭和 5年9月25 日 初版

19-0 1066 日本地理大系
別巻

2
滞洲篇 1

山本三生 (編輯

代表者 )
改造社 昭和5年12月20 日 初版

17-0 1170 日本地理大系
別巻

3
海外嶺展地篇 上巻 .1

山本三生 (編輯
代表者 )

改造社 昭和6年4月14 日 初版

17ー01080 日本地理大系
別巻

5
富士山 1 武田久書 改造杜 昭和6年9月15 日 初版

19-00209 ー59 よはひ草 4 1 小林富次郎編輯 ′j、林商店廉告部 昭和4年 12月 15 日 初版 高楠順次郎

19-00210 よはひ草 5 1 /ト林富次郎編輯 小林商店廉告部 昭和5年 11月1 日 初版 高楠順次郎

19-00036 160 朝 日民衆講座 . 14 明るき遵奉のために 1 刀禰館正雄 朝日新聞社 昭和5年 1月25 日 初版 花井卓戒

17-00103 16 第二朝 日常識講座 5 政薫の話 1 野村秀樹 朝 日新聞社 昭和 5年2月1日 初版 花井斐夫

19ー00939 ー62 修養囲叢書 1
修養の莱 全 [明るき世界の建設′

修養圏の精神] 1 蓮沼門三編輯 修養圃
二十

三版
昭和5年 7月3 日輝井常四郎

17-01加2 163 塩B 冒m 1 1 永島忠重 .編 奥達磨録刊行会 昭和6年2月15 日 初版 花井斐夫

17-01243 奥達磨銀 2 1 永島忠重 編 奥達磨録刊行会 昭和5年9月10 日 初版 花井斐夫

17-01244 転m 殿m 3 1 永島忠重 縮 奥遠慮録刊行会 昭和5年 10 月15 日 初版 花井斐夫

17ー01245 * * * & 4 1 永島忠重 森 奥速膚録刊行会 昭和5年12月 1 日 初版 花井斐夫

17-01246 奥濠膚銀 5 1 永島忠重 編 奥渓盾銀刊行会 昭和5年 7月5 日 初版 花井斐夫

18一03264 ー64 郷土物語 9 近松門左衛門′附 中島名左衛門 1 吉村藤舟 郷土史研究会 昭和5年9月29 日 初版 中野幸治

17】00755 165 世界印刷通史 1総説′日本篇 1 中山久四郎′龍粛 三秀舎 昭和5年 10月18 日 初版 星田秀吉

19-00999 世界印刷通史 1 線説′日本篇 1.中山久四郎′龍粛 三秀舎 昭和5年 10月 18 日 初版 花井斐夫

19-0 1000 世界印刷通史 2 支那篇/朝鮮篇 . 1 中山久四郎′龍粛 三秀舎 昭和5年10月 18 日 初版 花井重夫

18-04375 ー66 附錬畢校圃 足利畢校線絵画 1 (なし) (なし) (なし)
(な
し)

揮井常四郎

18-04380 附時拳校圃 肴岡山藩関谷畢校之囲 1 (なし) (なし) (なし)
(な

し)
滞井常四郎

18-04379 附録畢按圏 蕃岡山藩畢校之圏 1 (な し) (な し) (なし)
(な

し)
揮井常四郎

18-04372 附録畢校蘭 奮骨津藩日新館之圃 1 (な し) (なし) (なし)
(な

し)
滞井常四郎

18-04376 附録畢校風 膏加賀藩文武畢校之蹴 1 (な し) (なし) (なし)
(な

し)
滞井常四郎

18ー04383 附録畢校蘭 着佐賀藩弘道館之鳳 1. (なし) (なし) (なし)
(な

し)
薄井常四郎
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18ー04374 附録畢校圏 者仙嘉藩養賢堂之囲 1 (な し) (な し) (なし) (な

し)
滞井常四郎

18ー04378 附録撃校園 草津藩有造館之囲 1 (なし) (なし) (なし) (な

L
滞井常四郎

18-04377 附録畢校風 者名古屋藩畢校之園 1 (なし) (なし) (なし) (な

し)
津井常四郎

18-04381 附録撃校風 着福山藩誠之館之固 1 (なし) (なし) (な し) (な

し)

滞井常四郎

18-04373 附録撃校風 者水戸藩弘道館之蘭 1 (なし) (なし) (なし) (な

し)

滞井常四郎

18ー04382 附録撃校圃 沓山口藩明倫館之圃 1 (な し) (なし) (なし) (な

し)

滞井常四郎

艶
17ー00026 167 朝鮮史講座 . 一般史l2 1 朝鮮史拳骨編 山名俊一郎

山名俊二郎 .一

山名俊】郎
佐々木要
花井斐夫

18ー02795 朝鮮史講座 . 分類史 3 1 朝鮮史拳骨編

18-02755 朝鮮史講座 特別講義 1 朝鮮史拳骨編 .

17ー00839 168 電機畢校標準叢書 10 [新編1電気磁束測定 . 第一編 1 電機畢校編 電機畢校 昭和6年 2月5日′ .4版

18-02896 ー69 明滑大正史 6 政治篇 1 野村秀雄 朝 日新聞社 昭和6年3月20 日 P胡版

16ー00057 ー70 岩波書店嬉哲畢叢書 8 宗教畢 1 1 宇野囲空 岩波書店 昭和 6年9月.I0 日 13刷 昭和24年6月25 日

19-00482 岩波書店痩哲畢叢書 9 教育畢 1 長田新 岩波書店 昭和 8年7月20 日 初版
宇都宮七五

宇都宮七五
19-00658 171 国民思想叢書 囲髄篇 上 1 加藤熊一郎編輯 大東出版社 昭和6年11月15 日 初版

19-00848 薗民思想叢書 民衆篇 1 加藤熊一郎締輯 大東出版社 昭和 6年 10月 1 日 初版

19-00334 国民思憩叢書 民衆篇 1加藤熊一郎編輯 大東出版社 昭和6年 10 月1 日 初版 ^̂ 蝣 蝣M

19-00335 国民思想叢書 . 士道篇 1加藤熊一郎縮輯 大東出版社 昭和6年 11月 15 日 初版

19-00216 ー72 国文畢研究論叢 o 和歌 と偉観 1 坂井衡平 文書堂 昭和6年 12月 18 日 初版
′蛙か

18-04466 ー73 菰苑叢書 1 浪華人物誌 1 岡本撫山 菰苑 (なし) 揮井 吊四郎 l

18-04467 菰苑叢書 2 浪華人物誌 1 岡本撫山 義苑 (なし) 薄井常四郎 .
患18ー04468 菰苑叢書 3 浪華人物証 1 岡本撫山 薪苑 (なし) 滞井吊四郎

JB18-04469 菰苑叢書 4 浪華人物誌 1 岡本撫山 菰苑 (なし) 揮井吊四郎

19-00355 174 偉人樽全集 13 大隈重信俸 1馬場恒吾 改造社 昭和7年 1月8 日 初版 其阿弥直次郎

J払18-04400 175 [民事/刑事】 判案 1 (なし) (なし) (な し) 滞井吊四郎

」*」蝣18ー04403 [民事/刑事] 問題 1 (なし) (なし) (な し) 薄井吊四郎

18ー02713 [民事′刑事] 【判決′擬律コ答案 1 滞井常四郎

ノ18一02126 176 精神科畢叢書 7 国民道徳講話 1 西晋】郎 藤井書店 昭和7年6月20 日 37版 昭和 14年 1月 15 日

18-04026 精神科挙叢書 7 国民道徳講話 1 酉晋一郎 藤井書店 昭和 1.7年4月 15 日 3版 昭和 18年 4月15 日

18-04310 ー77 清洲囲容相 1 1 陸軍省調査班 陸軍省調査班 . 昭和7年8月6.日 初版 準田肇

18-04309 清洲囲容相 続 続編 1 陸寧省調査班 .. 陸軍省調査班 昭和8年 5月28 日 初版 池田肇

18-04264 178
【撃習′受験]教育科要覧
叢書 1畢習受輸 /教育畢要覧 1 岡田憶川 荘入社 昭和7年 10月.28 日 6版 昭和9年9月20 日宇都宮憲教

18ー04265
J[撃習′受験】教育科要覧

叢書 2 畢習受験′教育史要覧 1 岡田他用 荘入社 昭和7年 10月 28 日 再版 昭和8年 3月3月 宇都宮番数

18ー04266
[撃習/受験]教育科要覧

it *
3 撃習受験′心理畢要覧 1 岡田恰川 荘入社 昭和7年 10月28 日 4版 昭和9年9月20 日宇都宮憲教

18-04267
[撃習′受験]教育科要覧
叢書 4 ・1ァf」サ/サォ・ S R 1 岡副 台川 荘入社 昭和7年 10月20 日 初版 宇都宮憲教

181>4268
[畢習′受験1教育科要覧 5
叢書

車習受験′畢校管理法要覧 1 岡田胎川 荘入社 昭和7年 11月28 日 再版 昭和8年3月3日 宇都宮恵教
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18-04269
[畢習/受験]教育科要覧
* ・

6 畢習受験′各科教授泣要覧 1 岡田悟川 荘入社 昭和7年10月10日 5版 鳴和10年7月20日宇都宮番数

18ー04270
[畢習′受敬]教育科要覧
tt * 7 撃習受験′教育思潮要覧 1 岡田他州 荘入社 昭和7年11月10日 再版 昭和8年3月3日宇都宮番数

19-00082 179 大日本思想全集 10
平田鴬胤集′富永仲基集/附 伴侶
友 .伊勢貞丈 1

上村勝報 (編集
兼発行人)

吉田書店出版部
大日本思想全集
刊行会

昭和8年2月15日 初版

19-00080 大日本思憩全集 13
準達筆山集/高野長英集′林子平集/
附 蒲生君平

1
上村勝浦 (編集
兼発行人)

吉田書店出版部
大日本思想全集
刊行会.

昭和8年4月15日 初版

19-00079 大日本思想全集 15 頼山陽集/附 山鯨大武 .武内式部 1
上村勝爾 (編集
兼発行人)

吉田書店出版部
大日本思想全集
刊行脅

昭和8年1月15日 初版

19-00081 大日本思想全集 17
吉田松陰集/佐久間象山集/附 食
滞正志 l浅見細密 . 1

上村勝報 .(編集
兼発行人)

吉田書店出版部
大日本思想全集
刊行魯

昭和7年12月12 日 初版

19-00078 大日本思想全集 18 二宮尊徳集/大原幽撃集 . 1
上村勝頼 (編集
兼発行人).

吉田書店出版部
大日本思想全集
刊行会

昭和8年5月15 日 P初版

19-008 16 大日本思憩全集 18
徳川光囲集′藤田東湖集/橋本左内
集′附 松平定借 .藤田幽谷 1

上村勝浦 (編集
兼発行人)

吉田書店出版部
大日本思想全集
刊行脅

昭和8年3月15日 初版

17ー00499 ー80 新撰国文叢書 古今和歌集新誇 1 西下経】 三省堂 昭和8年6月5日 5 版 昭和10年5月15日

18-02855 18ー日本精神作興/歴史議本 神武建国記 1
鎌田発音/鈴木荘
六

実業之日本社 昭和8年11月10日 再版 昭和8年11月12日滞井常四郎

18ー02888 日本精神作興′歴史讃本 維新回天記 1
鎌田粂吉/鈴木荘
六

実業之日本社 昭和8年12月10 日 初版 揮井常四郎

16「00020 日本精神作興′歴史諸本 南海雄飛記 1 実業之.日本杜 実業之日本社 昭和9年2月1日 再版 昭和9年2月2 日

lBー04227 日本精神作興′歴史諸本. 圃難神風記 I.実業之日本社 実業之.日本社 昭和9年4月28月 初版 薄井常四郎

18-03401 182 日本精神講座 1 1 佐藤義亮編輯 新潮社 昭和8年11月17 日 初版 樺井常四郎

18-03402 日本精神講座 2 1 佐藤義亮麻輯 新潮社 昭和8年12月20 日 初版 薄井常四郎

19一00841 日本精神講座 3 1 佐藤義亮編輯 新潮社 昭和9年1月30 日. 初版 滞井常四郎

18-04036 日本精神講座 Il 1 佐藤義亮 新潮社 昭和10年4月15 日 初版 揮井常四郎

18ー02422 日本精神辞座 20 1 佐藤義亮 新潮社 昭和10年6月21日 初版 津井常四郎

18-03077 183 自治行政叢書 13 戸籍制度 1 関宏二郎 常磐書房 昭和8年12月12 日 初版

ユ7-00595 ー84 民族科畢大系 l 9 日本民族論 1守屋紀美雄. 帝国書院 昭和18年12月25日 初版

19-00023 185
[有栖川宮記念′厚生資
金コ選奨録 1 1高松宮出版 高松宮出版 昭和8年12月26日 初版 高松宮事務所

17-00745
[有栖川宮記念/厚生資
金]選奨録 2 1 高松宮出版 高松宮出版 昭和9年12月26日 初版 高松宮事務所

18-04033
【有栖川宮記念/厚生資
& ]サォ& 3 1 高松宮出版 高松宮出版 昭和10年12月26 日 初版 南松宮事務所

18ー02364
[有栖川宮記念/厚生資
金l選奨録 4 1 高松宮出版 高松宮出版 昭和11年12月26日 初畢 高松宮事務所

17-00652
【有栖川宮記念′厚生資
金]選奨録 5 2 高松宮出版 高松宮出版 昭和12年12月26日 初版 高松宮事務所
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18ー02238
[有栖川宮記念/厚生資
金]選奨録 6 2 高松宮出版 高松宮出版 、 昭和13年12月26 日 初版

18ー02239
[有栖川宮記念/厚生資
金]選奨録 7 2 高松宮出版 高松宮出版 昭和14年12月26日 初版 高松宮事務所

19-00024
【有栖川宮記念′厚生資
金〕選奨録 9 1 高松宮出版 高松宮出版 昭和16年12月26 日 初版 高松宮家

王8-02241
[有栖川宮記念/厚生資
& ]>

10 1 高松宮出版 高松宮出版 昭和17年12月26 日 初版 高松薗御

17-00651
[有栖川宮記念′厚生資
& ]3I3% $S:

適輿一党 2 高松宮事務所 高松宮事務所 昭和12年9月15 日 初版 轟松宮事務所

18-04616 ー86 非常時国民全集 .非常時国民全集 陸軍篇 1 木田開 中央公論社 昭和9年3月10 日 初版 浮井常四郎

19-00461 非常時圃民全集 非常時国民全集 産業篇 1 本田開 中央公論社 昭和9年4月5日 初版 樺井常四郎

17ー00261 187 寓有知識文庫 骨社法の知識 1 栗栖赴夫 非凡閣 昭和9年5月10 日 初版 岡田早苗

17-00009 高有知織文庫 . ソヴ羊ー ト. ロシアの知俄 1 昇曙夢 非凡閣 昭和9年5月10 日 初版 岡田早苗

17-00008 高有知識文庫 南米の知織 1.桑原忠夫 非凡閣 昭和9年5月10日 初版 岡田早苗

20「92 高有知識文庫 貨幣の知識 1 服部文四郎 非凡閣 昭和9年5月10日 初版 岡田早苗

18-02623 ー88
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思想の諸問題〕

王道政治思想 1 津田左右吉 岩波書店 昭和9年6月5日 初版

18-02621
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思想の諸間堰〕

支那に於ける耶蘇教 1 石田幹之助 岩波書店 昭和9年6月5日 初版

18-026 14
岩波辞座 東洋思潮
〔東洋思想の諸問題〕

宋撃の由来及び其特殊性 1 武内義雄 岩波書店 昭和9年6月5日 初版

18-02619
岩波辞座 東洋思潮
〔東洋思想の諸閏庸〕

清談 1 青木jf見 岩波書店 昭和9年9月15日 初版

18-02622
岩波辞座 東洋思潮
【東洋思想の諸問題〕

支那史畢思想のせ達 1 岡崎文夫 岩波書店 昭和9年9月15日 初版

18-02629
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思想の諸間堰〕

イスラム教 1 大久保幸次 岩波書店 昭和9年11月15日 初版

18ー02625
岩波辞座 東洋思潮
〔東洋思想の諸問題〕

支那の自然観 1 青木正見 岩波書店 昭和10年2月15日 初版

18-02624
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思想の諸問題〕

支那の兵撃 1 専田盛寿 岩波書店 昭和10年2月15 日 初版

18-02610
岩波講座 東洋思潮
t東洋思想の諸問題〕

天の思想ー先秦思想の天道観ー 1 郭抹著 岩波書店 昭和10年2月15日 初版

18-02626
岩波辞敢 東洋思潮
〔東洋思想の諸問題〕-

支那に於ける家族制度 1 牧野巽 岩波書店 昭和10年7月15 日 初版

18-02627
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思想の諸間糧〕

古代支那人の民間信仰 1 白鳥清 岩波書店 昭和10年7月15 日 甲版

18-02617
岩波諌座 東洋思潮
〔東洋思想の諸問題〕

自力道と他力道 1 佐藤泰舜 岩波書店 昭和11年7月15 日 初版

18-02620
岩波講座 東洋軍潮
〔東洋思想の諸問題〕

畢倦説 1 武内義雄 岩波書店 昭和10年8月15 日 初版

18-02611
岩波済座 東洋思潮
〔東洋思想の諸問題〕

儒教の起淑 1 津田左右吉 岩波書店 昭和10年8月15 日 初版

18-02613
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思想の諸問題〕

易の恩恵 1 高田直治 岩波書店 昭和10年8月15日 初版

▲<ii・・・



調査番号
過

香
叢壷名 巻

序
細 目

冊

敬
著者名 発行所 初版発行年 版 発行年 寄贈者

18-02615
岩波講座 .東洋思潮
〔東洋思憩の諸間壇〕

支那思想と俳教との.交渉 1 武内義雄 岩波書店 昭和10年11月15 日 初版

18-02616
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思想の諸問題〕

木乗数と小乗数 1‥宮本正尊 岩波香店 昭和10年11月15 日 初堪

18-02628
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思想の諸問題〕

摩尼教 1 矢吹慶輝 岩波書店 昭和10年11月15日 初版

18-02612
岩波講座. 東洋思潮
〔東洋思想の諸問題〕

緒の思想 附賓際 1 服部宇之書 岩波書店 昭和10年11月15 日 初版

18-02618
岩波革座 東洋思潮
〔東洋思想の諸問題〕

樺の思想 1 衛藤EP腐 岩波書店 昭和10年12月25 日 初版

18-02642 189
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思想の展開〕

印度支那の文化 (上) 1 松本信廉 岩波書店 昭和9年6月5日 初版

18-02643
岩波講座 東洋思潮
(東洋思想の展開〕

印度支那の文化 (下) 1 松本信磨 岩波書店 昭和10年11月15日 初版

18ー02645
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思想の展開〕.

西南亜細亜の文化 1 中原輿茂九郎 岩波書店 昭和9年9月15日 初版

18ー02644
岩波講座 東洋ョ潮
【東洋思想の展開〕

中央亜細亜の文化 .1 羽田亨 岩嘩書店 昭和10年12月25日 初版

18-02639
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思想の展開〕

朝鮮の文化 1 池内宏 岩波書店 . 昭和11年3月15日 初廠

18ー02636
岩波講座 東洋思潮.
〔東洋思想の展開〕

東洋軍旗に於ける日本の特質

日本科挙の特質 (天文)
1 三上義夫 岩波書店 昭和11年3月15日. 初版

18-02635
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思想の展開〕

東洋思想に於.ける日本の特質
目本科撃の特質 (数撃)

1 細井擦 岩波書店 昭和10年10月1日 初版

18-02637
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思想の展開〕

東洋思想に於ける日本の特質
日本科単の特質 (瞥畢)

1 富士川添 岩波書店 昭和10年1月15日 初版

18「02630
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思想の展開〕

東洋思想に於ける日本の特質.
日本儒撃の特質

1 西晋一郎 岩波書店 昭和10年12月25日 初版

18ー02631
岩波講座 東洋思潮
【東洋思想の展開〕

東洋思想に於ける日本の特質
日本神道の特質

1 村岡典嗣 岩波書店 昭和11年5月5日 初版

18ー02633
岩波講座 東洋思潮
{東洋思憩の展開〕

東洋思想に於ける日本の特質
日本政治思想の特質

1 黒板勝美 岩波書店 昭和11年7月15日 初版

18-02632
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思想の展開〕

東洋思想に於ける日本の特質
日本偶数の特質

1 花山倍勝 岩波書庫 昭和11年5月5日 初版

18-02638
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思想の展開}

東洋思想に於ける日本の特質
日本文撃の特質 1 岡崎義憲 岩波書店 昭和11年5月5日 甲版

18-02634
岩波講座 東洋思潮
つ東洋思想の展開〕

東洋思想に於ける日本の特質
日本法律思想の特質

1瀧川政次郎 岩波書店 昭和9年11月15日 初版

18-02641
岩波講嘩 東洋思潮
〔東洋思想の展開〕

西頼め文化 1 岩井大慧 岩波書店 昭和11年7月15日 初版

18-02640
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思想の展開〕

満蒙の文化 1 原田淑人 岩波書店 昭和10年8月15日 初版

18ー02658
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思潮の展開.〕

印度思想 印度教の思想 1

1

金倉圃照 岩波書店 昭和9年9月15 日 初版

18-02662
岩波辞座 東洋思潮
〔東洋思潮の展開〕

印度思想 文撃思想 (上) 田中於蒐蘭 岩波書店 昭和9年6月15日 初版

^ォ35
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18-02663
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思潮の展開〕

印度思想 文畢思想 (下) 1 田中於蒐滞 岩嘩書店 昭和9年7月15 日 初版

18-02661
岩波諌座 東洋思潮
〔東洋思潮の展開〕

印度思想 美術思想 1 逸見梅粂 岩波書店 昭和9年7月15 日 初版

18-02673
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思潮の展開〕

支那思想 科挙 (散華) 1 三上義夫 岩波書店 昭和9年7月15日 初版

18-02675
岩波講座 .東洋思潮
〔東洋思潮の展開〕

支那思想 科畢 (撃畢) 1 富士川井 岩波書店 昭和9年8月15日 初版

18-02676
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思潮の展開〕

支那思想 科畢 (本草の思潮) 1 中尾清三 岩波書店 昭和9年8月15日 初版

18-02655
岩波.講座 東洋思潮
〔東洋思潮の展開〕

印度思想 ウ。エータや及びブラ～7マナの思
想 (上)

1 福島直四郎 岩波書店 昭和9年8月15日 初版

18ー02656
岩波講座 東洋思聯
〔東洋思潮の展開〕

印度思想 ウ。エIタや及びブラづマナの思
徳 (下)

1 福島直四郎 岩波書店 昭和9年10月15日 初版

18-02660
岩波醸座 東洋思潮
【東洋思潮の展開〕

印度思想 制度思想 1 中野義照 岩波書店 昭和10年1月15 日 初版

18ー02657
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思潮の展開〕

印度患想. 沸教思想 1 宇井伯寺 岩波書店 昭和10年2月15 日 初版

18-02659
岩牧講座 東洋思潮
〔東洋思潮の展開〕

印度思想 社食経済思想 1 友松園諦 岩波書店 昭和10年5月15 日 初版

18ー02678
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思潮の展開〕

支那思想 音楽 1 兼常滑佐 岩波書店 昭和9年10月15 日 初版

18-02664
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思潮の展開〕

支那思想 哲畢思想 (上) 1 山口察常 岩波書店 昭和9年11月15 日 初版

18-02665
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思潮の展開〕

支那思想 哲畢思想 (下) 1 山口察常 岩波書店 昭和10年1月15日 初版

18ー02672
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思潮の展開〕

支那思想 法制思想 1 瀧川政次郎 岩波書店 昭和10年1月15日 初版

18-02674
岩波辞座 軍洋思潮
〔東洋思樹の展開〕

支那思想. 科挙 (天文) 1 新城新政 岩波書店 . 昭和10年2月15日 初版

18-02666
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思潮の展開〕

支那思想 道徳思想 (上) 1 高田直治 岩波書店 昭和10年5月15日 初版

18-02667
岩波講座 東洋思潮
【東洋思潮の展開〕

支那思想 道徳思想 (下) 1 高田直治 岩波書店 昭和10年7月15日
初版l

18ー02668
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思潮の展開〕

支那思想 沸教思想 (上) . 1 宇井伯寿 岩波書店 昭和10年5月15日 初版

18】02669
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思潮の展開〕

支那思想 傭教思想 (下) 1 宇井伯専 岩波書店 昭和10年7月15 日 初版

18-02677
蝣蝣 岩波席座 .東洋思潮

〔東洋思潮の展開〕
蝣蝣

支那思感 美術思想 (緒論) 1

1

1

1

田中豊蔵 岩波書店 昭和11年7月15 日 初版

18ー02679
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思潮の展開〕

支那思想 文撃思想 (上) 青木正見 岩波書店 昭和10年10月1日 初版

18-02680
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思潮の展開〕

支那思想 文撃思想 (下) 青木正見 岩波書店 昭和11年3月15 日 初版

18-02670
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思潮の展開〕

支那思想 道教思想 幸田寓伴 岩波書店 昭和11年7月15日 初版
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18-02671
岩波講座 東洋思潮
〔東洋思潮の展開〕

支那思想 社食経済思想 1 小島祐馬 岩波書店 昭和11年11月5日 初版

18-02654
岩波講座 東洋息潮
〔東洋思潮の展開〕

マックス.ウエーハやー 印度の宗教と社食 1
古野清人 .木下
史郎

岩波書店 昭和11年11月5 日 初版

18-02690 190
岩波辞座 東洋思潮
〔東洋の社食〕

日本の社会 1 瀧川政次郎 岩波書店 昭和9年6月5 日 初版

18-02692
岩波講座 東洋思潮
〔東洋の社食)

印度の社食 1 本tB 義英 岩波書店 昭和10年10月1日 初版

18-02691
岩波講座 東洋思潮
〔東洋の社食〕

支那の社会 1 加藤繁 岩波書店 昭和10年12月25 日 初版

19-00143 19ー靖国神社忠魂史 2 1

〔陸軍大臣官房/
海軍大臣官房〕
監修 靖国神社
社務所 (編輯)

靖国神社社務所 昭和9年6月15日 初版

19-01032 靖国神社忠魂史 3 1.

〔陸軍大臣官房/
海軍大臣官房〕
監修 靖国神社
社務所 (編輯)

靖国神社社務所 昭和9年10月15日 初版

19-01033 靖圃神社忠魂史 4 1

〔陸軍大臣官房/
海軍大臣官房〕
監修 靖国神社
社務所 (編輯)

靖国神社社務所 昭和10年2月11日 初版

17-00702 192 沸教聖典を語る叢書 . 1沸教経典を語る 1 山速習畢 大東出版社 昭和9年7月5 日 初版

17-00340 沸教聖典を語る叢書 15 立正安国論/日蓮の宗教 1 室伏高借 大東出版社 昭和9年12月15 日 初版

18-02687 ー93 岩波講座 東洋思潮
〔外国人の観たる東洋〕

支那人の戟たる日本 1 秋山謙蔵 岩波書店 昭和9年7月15 日 初版

18-02688
岩波講座 東洋思潮
〔外囲人の戟たる東洋〕

西洋人の観たる支那 1 後藤末雄 岩波書店 昭和9年10月15 日 初畢

18-02689
寒波講座 東洋思潮
〔外囲人の観たる東洋〕

西洋人の観たる印度 1 矢吹慶輝 岩波書店 昭和11年5月5日 初版

18-02684 194
岩波講座 東洋思潮
〔東洋の民族〕

印度民族 1 木村日紀 岩波書店 昭和9年7月15日 初版

18ー02681
岩波講座 東洋思潮
〔東洋の民族〕

日本民族ー日本人種論の轡遷ー 1 清野謙次 . 岩波書店 昭和9年11月15 日 初版

18-02683
岩波講座 東洋思潮
〔東洋の民族〕

印度支那民族 1 松本信贋 岩波書店. 昭和10年1月15日 初版

18-02682
岩波辞座 東洋思潮
〔東洋の民族〕

支那民族 1 松井等 岩波書店 昭和10年7月15日 初版

18】02686
岩波講座 東洋思潮
〔東洋の民族〕

西アジア諸国 1 大久保幸次 岩波書店 昭和10年8月15日 初版

18-02685
岩波講座 東洋.思潮
〔東洋の民族〕

塞外民族 1 白鳥庫吉 岩波書店 昭和10年10月1日 初版
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18ーQ2699 ー95
岩波講座 東洋思潮
〔東洋文化の源泉及び

交流〕
西南亜細亜文化の源泉 1 杉勇 岩波書店 昭和9年7月15 日 初版

18-02698
岩波講座 東洋思潮
〔東洋文化の源泉及び

交流〕

印度文化と希膿及び西南亜細亜の
文化との交流ー特に希臓文化の東
漸についてー

1 m m m 岩波書店 昭和9年11月15日 初版

18-02695
岩波講座 東洋思潮
〔東洋文化の源泉及び

交流〕
東洋文筆の源泉. 印度文化の源泉 1 逸見梅粂 岩波書店 昭和10年5月15 日 初版

18-02693
岩波拝座 東洋思潮
〔東洋文化の源泉及び

交流〕
東洋文撃の振泉 日本文化の源泉 1 清田耕作 岩波書店 昭和10年5月15 日 初版

18-02696

岩波講座 東洋思潮
〔東洋文化の源泉及び

交流〕

東洋文拳の源泉 日本文化と支那
及び朝鮮の文化との交流

1 津田左右吉 岩波書店 昭和11年7月15 日 初版

18→02694
岩波辞座 東洋思潮
〔東洋文化の源泉及び

交流〕
東洋文撃の源泉 支那文化の源泉 1 梅原末治 岩波書店 昭和10年12月25日 初版

18-02697

岩波講座 東洋思潮
〔東洋文化の源泉及び

交流〕

東洋文革の源泉 支那文化と西方
文化との交流 1 石田幹之助 岩波書店 昭和11年11月5日 初版

18-02650 196
岩波講座 東洋思潮
〔東洋昔話の系統〕

印度支那言語の系統 1 松本倍磨 岩波書店 昭和9年8月15日 初版

18-02649
岩波講座 東洋思潮
〔東洋青語の系統〕

滞蒙音詩の系統 1 石清純太郎 岩波書店 昭和9年10月15 日 初版

18-02647
岩波講座 東洋思潮
(東洋言語の系統】

欄鮮油*・>-& 抹 1 小倉進平 岩波書店 昭和10年1月15日 初版

18-02651
岩波講座 東洋思潮
(東洋首筋の系統〕

印度吉夢の系統 1 福島直四郎 岩波書店 昭和10年8月15日 初版

18-02652
岩波韓座 東洋思潮
〔東洋音詩の.系統)

西蔵静の系統 1 山口急 岩波書店 昭和10年10月1日 初版

18-02648
岩波済座 東洋思潮
〔東洋書薄の系統〕

支那静の系統 1 宮越健太郎 岩波書店 昭和11年5月5日 初版

18ー02653
岩波講座 東洋思潮
〔東洋音帯の系統〕

西南亜細亜言語の系統 1 松本重彦 岩波書店 昭和11年7月15日 初版

18ー02646
岩波講座 東洋思潮
〔東洋言簿の系統〕

日本語の系統」特に数詞に就い
てー 1 白鳥庫吉 岩波書店 昭和11年11月5日 初版

20-55 197
日本国際協骨経済委員
会叢書[ 「時事論説 (墨
書) 」の内ユ

8 我国の.努動時間と貸金 1 赤松小寅 日本国際協会 昭和9年9月8 日 初版 揮井常四郎

20-55
日本薗際協会経済委員
会草書[ 「時事論説 (墨
書) 」の内】

9 戦後の髄界工業の構造襲動 1 生島康治郎 日本国際協会 昭和9年9月2叩 初版 滞井常四郎

20-55 198
日本圃書館協骨講演集
[ r時事論説 (墨書) 」
の内]

1
芳輝謙吉 r文明の進歩と園書館」
友松囲諦 「傭教を生活に静る」 1 日本薗書館協会 日本降書館協会 昭和9年9月18 日 初 輝井常四郎
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17-01297 ー99 人参史 2 人参政治篇 1 今村鞘
朝鮮総督府専資
局

昭和10年9月15日 初版 薄井常四郎

1「卜01298
大壷史

4 人参栽培篇 1 今村鞠
朝鮮綿督府専膏.
局

昭和11年11月5日 初版 滞井常四郎

17-01299 A 」* 5 人参医瞥典篇 1 今村琳
朝鮮総督府専資
局

昭和12年3月31日 初版 滞井常四郎

17ー01300 人参史 6 人参雑記篇 1 今村葡
朝鮮絶督府尊貴
局

昭和14年3月31日 初版 滞井常四郎

1.8ー03500 人参史 7 1 今村鞭
朝鮮総督府専貴
局

昭和9年8月28日 初版 輝井常四郎

17-01157 200 二十五史 1 史記′漢書′後漢書 1
(開明書店編辞

所 編訳)
開明書店 滞井常四郎

17-01158 二十五史 2 三園史/晋書′宋書′南密書′梁書 1.
(開明書店編謬

所 露訳)
周明書店 滞井常四郎

17-01227 二十五史 3 陳書′親書′北賓書/周書/随書′南史 1
(開明書店編辞

所 編訳)
開明書店

昭和9 年 9 月
(中華民国23年)

初版 揮井常四郎

17-01228 二十五史 4 -It'll.小満 1
(開明書店編辞

所 稀釈)
開明書店

昭和9 年 9 月
(中華民国23年)

初版 滞井常四郎

17-01229 二十五史 5 新唐奮/五代史/新五代史 1
(開明l書店編辞

所 編訳)
開明書店

中華民国24年5月
15日

初版 鐸井常四郎

19-00508 二十五史 6 宋史上 1 記載無し0 開明書店 記載無し0 鐸井常四郎

19-00509 二十五史 7 宋史下/遼史′金史 1 記載無し0 開明書店 記載無し0 薄井常四郎

17-01036 二十五史 8 元史 ..新元史 1
(開明書店編辞

所 縮訳)
開明書店 揮井禽四郎

19-00510 二十五史 9 明史 1 記載無し8 開明書店 記載無しO 薄井常四郎

19-00772 二十五史′ 二十五史人名索引 1
二十五史刊行委
員会 (編著者)

開.明書店 民団24年12月 初版 揮井常四郎

17ー00576 201 九段叢書 3 1 昭和10年3月 初版 池田肇

17-01078 % stm m 4 4 人骨館事業部 昭和9年9月30 日 初版 池田肇

18-04316 九段叢書 海軍軍縮合議と日本の終爽 1 有馬成甫 大洋会出版部 昭和9年10月5 日 初版 池田肇

18→)4318 九段叢書 昭和十年鮎呼参合着の鳥に 1 海軍省人事局 海軍省人事局 昭和10年3月 初版 池田肇

18-04319 九段叢書 楠木正成 1 安岡正篤 金鶏撃院 昭和10年4月1日 .初版 池田肇.

18【04320 九段叢書
清洲事撃後新改されたる/満洲陳係
会社 1

輔閥iV rt W 人去
本部満蒙班

帝国在郷軍人会
# ォォ* ォ

昭和10年4月1日 初版 池田肇

18ー04315 九段叢書 サ̂fLai*蝣E5-!/iサ."ui ▼"TJ 一.-r … . I
A,, 1 小原正忠 軍人会館事業部 昭和10年4月15 日 初版 池田肇

18ー04317 九段叢書 東郷元帥の偉業 1 海軍省 海軍省 昭和10年4月 初版 池田肇

18「04321 202 九段叢書 機関説を斬る′ ∫緑林荘主人 中村政司 昭和10年5月20 日 初版 池田肇

18-02704 203
岩波講座 東洋思潮
〔東洋現代思潮〕

支那現代思潮 1 松井等 岩波書店 昭和9年10月15日 初版

18-02705
岩波講座 東洋思潮
〔東洋現代思潮〕

印度現代思潮 1 木村日紀 岩波書店 . 昭和10年I2月25日 初版

19-00474 204 岩波講座 日本歴史 5 古文書 1 相田二郎 岩波書店 昭和9年12月14 日 初版 浮井常四郎

18ー02703 205
岩嘩誇座 東洋思潮
〔東洋史の時代相〕

西方 1 内藤智秀 岩波書店 昭和10年2月15日 初版

18-02700
岩波講座 東洋思潮
〔東洋史の時代相〕

支那 (上) 1 細川油 岩波書店 昭和10年11月15日 初版

SS*39
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18-02701
岩 波講座 東洋思潮
【東洋史の時代相〕

支那 (下) 1 和田清 岩波書店 昭和11年11月5 日 初版

18-02702
岩波講座 東洋思漸
〔東洋史の時代相〕

印度 1 岩井大慧 岩波書店 昭和11年11月5 日 初版

18ー04622 206 人物評樽全集 7 陸奥宗光と小村寿太郎 1 本山桂川 大淑堂 昭和10年2月20 日 初版 十 日公

16-00056 207 大 日本文庫 神道篇 垂加神道 上巻 1

大日本文庫刊行
会 (和田利彦)

井上哲次郎 .上

田万年監修 .佐
伯有義校訂

春陽堂 昭和 10年3月15 日 初版

17-01287 208 聖典誇讃全集 4 阿爾陀経 1 宇野園空 .編蘭 小山書店 昭和 10年3 月18 日 初版 滞井常四郎

19-00199 209 商法諭 1 商法総論完/督社法完′商行鳥論完 1 片山義勝 中央大畢 宇都宮七五

18-02859 210 青年儒教叢書 5 日蓮聖人の生涯 と信仰 1 守屋貫数 三省堂 昭和10年 10月20 日 八版 昭和 17年6月20 日花本玉一

18-02535 211
TI碇 INTERNAT IONAL

SERIES OF MONOGRAPHS
ON PHYSICS

THE/QUANTUM/THEORY/OF/RADIATION 1 W. lIEITLER
Oxford
University
Press

昭和11年 2版 昭和25年
広島アメリカ

文化センター

18-02421 2ー2 幕末偉人物語 1 1 安藤徳器 言海書房 . 昭和11年1月1l5 日 初版 山名俊一郎

17-00430 2ー3 日本英雄偉人文庫 聖徳太子 1
渡遠慮亭ノ碧瑠璃

1*1
教育蘭書出版社 昭和11年4月20 日 初版

18-03175 2ー4
早稲田大草′政治経済講
義

第69回第2統 1 青柳順一編輯
早相田大挙出版
部

昭和 11年5月6 日 堀川系之

18-03176
早稲 田大草/政治経済講
義 第69回第 3戟 1 青柳順一編輯

早稲田大草出版

部
昭和11年6月6 日 堀川系之

17-01052
早稲 田大挙′政治経済講
義

第69回第4集 1
早稲田大草出版

部将

早稲田大畢出版

部
昭和11年7月6 日 初版 堀川系之

17-00330 215 痛感激賛話全集、 1聖恩に咽ぶ人々 1 飯 田竪二 金基堂 昭和 11年5月20 日 初版

18-02398 2†6.アジア民族の中心思想 印度篇 2 高楠順次郎 大蔵出版 昭和 11年6月30 日 3版 昭和1.5年 11月15 日 滞井常四郎
18ー02720 アジア民族の中心思想 印度篇 2 高楠順次郎 大蔵出版 昭和 11年6月30 日 2版 昭和13年 11月10 日 揮井常四郎

17-00803 2ー7 アルス土木工畢講座 3 地質 .地震 .気象 1.高由昭 アノレス 昭和 11年8月 19 日 初版

18-04283 2ー8 日本教育文庫 中江藤樹教育説選集 1 武田勘治 第一出版協会 昭和11年 10月 25 日 初版

18-04281 日本教育文庫 細井平洲教育説選集 : . 1 武田勘治 第一出版協会 昭和 12年7月.20 日 初版

19-01004 2ー9 維新史料綱要 1 自弘化三年二月ノ至安政元年十二月 1
維新史料編纂事

務局
目黒書店 昭和12年1月28 日 初版 換浅忠司

19-01005 維新史料綱要 2 目安政二年正月′至安政五年六月 1
維新史料編纂事

務局 .
目黒書店 昭和12年1月28甘 初版 蕩浅忠司

19-00887 維新史料綱要 4維新史料綱要 1
維新史料編纂事

務局
目黒書店 昭和12年9月20 日 初版 湯浅忠司

18-02990 維新史料綱要 維新史料綱要 1
維新史料編纂事
務局

目黒書店 昭和13年2月28 日 初版

19-00110 維新史料綱要 7 良.慶鷹三年正月′至慶鷹三年十二月 1 山田浩通 目黒書店 昭和ユ5年6月25 日 初版 湯浅忠司 .

19-00888 維新史料綱要 9 維新史料綱要 1
維新史料編纂事
務局

目黒書店 昭和 13年8月 15 日 初版 湯浅忠司

18ー02373 220 物静 日本史 2 藤原時代 .中 条華の巻 1 久松潜一 雄山閣 昭和 12年8l月 10 日 . 初版 滞井常四郎
18-02372 物語 日本史 2 藤原時代 下 保元平治の巻 1 久松啓一 雄山閣 昭和 12年5月 15 日 初版 薄井常四郎 一.

18-02371 物諦日本史 3 液平時代 1 龍粛 雄山閣 昭和 12年 3月20 日 初版 揮井常四郎.l一.
19-00889 物簿日本史 4 鎌倉時代 1 龍粛 雄山間 昭和1 1年 11月30 日 初版 滞井常四郎
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16-00007 物語 日本史 5 吉野時代 . 1 長坂金雄 雄山閣 昭和12年9月15 日 初版
輝井常四郎

19-00890 物語 日本史 7 織田時代 1 松本彦次郎 雄山閣 昭和 12年 1月30 日 初版

16-00017 物薄 日本史 9 徳川時代 上 1 雄山間 昭和12年6月5日 初版

16-00076 物論 日本史 ll 徳川時代 下 1 下村三四書 雄山牌 昭和 13年4月 10 日 3 刷 昭和 16年 3月25 日

16-00016 物葡 日本史 12 幕末明治時代 上 1 下村三四書 雄山間 昭和 12年7月 15 日 初版

17-00546 221 民法の基本間窟 外編 3
法律におけ.る進化的と普遍的 民

法の基本問題
1 牧野英一 有斐閣 昭和 12年6月 10 日 3版 昭和23年3月20 日松本柴一郎

17-00270 民絵の基本問題 外編 3
港律を手串 ける進化的と普遍的 民

法の基本問題
1 牧野英】 有斐閣 昭和 12年6月10 日 3版 昭和23年3月20 日 松本柴一郎

18-03001 222 生長の家聖典全集 台光明鷺 .生命篇 1 谷 口雅春 光明思想普及会 昭和 12年7月 1日 初版

18ー02958 生長の家聖典全集 3 聖憂篇 .賛澄篇 1 令 .口雅春 光明思想普及会 昭和14年2月18 日 初版

18-03002 生長の家聖典全集 4 生活貸 .親行篇 1 谷 口雅春 光明思想普及会 昭和 12年7月1 日. 初版
昭和46年 2月25 日

16-00053 生長の家聖典全集 5 聖霊篇上 1 谷 口雅春 日本教文社 昭和42年7月 10 日 6 版
門脇観次郎

17-01050 生長の家聖典全集 . . 7 教育篇 .倫理篇 .1 谷 口雅春 光明思想普及会 昭和 10年6月25 日 初版

18-02959 生長の家聖典全集 20 常磐篇 こ経典貸 .参考篇 .質疑篇 .1 谷口雅春 光明思想普及会 昭和 10年 12月 15 日 初版
:昭和18年 12月20 日

19ー00469 30 音 1 P ′h= ・ililmm 訂L▼ i " ■m ロ 12^ 7M 30 4

19-00951 2 24 【未曾有′非常時1記念
第二次堆界大戦衆たるか/ (国民必

譲の精神総動員親) 後編
1 近藤保雄 日本精神杜 昭和 12年 12月 13 日 3版 昭和13年1月10 日

19-00891 [未曾有 /非常時]記念

日濁伊防共線動員/英、傍、蘇終に

滅亡か/重大視すべき催界政略戦と

[思憩戦 ? ′経済戦 ? 】
1 近藤保雄 日本精神社 昭和13年9月18 日 4版 昭和 13年 11月15 日

18-04500 225 物語東洋史 3 雨湊時代 1 長坂金雄 雄由閣 昭和 13年 3月 1 日 初版

18-04501 物静東洋史 . 4 三回時代′南晋時代 1 長坂金雄 雄山間 昭和13年1月1 日 塑版

18-04502 物静東洋史 8 元時代 1 長坂金雄 雄山関 昭和13年2月1 日 初版

18ー04503 物語東洋史 9 明時代 1.長坂金雄 雄山牌 昭和 13年7月 1.5 日 初版

18-04504 物語東洋史 10 清時代 1 長坂金雄 雄山間 昭和14年4月5 日 初版

18-04505 物静東洋史 ll 朝鮮 . 1 長坂金雄 雄 山閣 昭和13年4月1 日 初版
昭和14年 10月25 日

19-00224 226 東洋文化史大系 i 古代シナ及びイン ド 1 小沼勝衛編纂 誠文堂 . 昭和13年3月5 日 再版

19-00206 東洋文化史大系 2 漠魂六朝時代 1 小沼勝衛編纂 . 誠文堂新光社 昭和 13年4月 10 日 初版

19【00205 東洋文化史大系 4 宋元時代 ′ 1 小沼勝衛編纂 誠文堂新光社 昭和 13年1月30 日 初版

19-00207 東洋文化史大系 5 明の興亡と酉カの東漸 1 小沼勝衛編纂 誠文堂新光社 昭和 13年6月5 日 初版

19一00208 東洋文化史大系 6 清代のアジヤ 1 小沼勝衛編纂 誠文堂新光社 昭和 13年9月5 日 再版 昭和15年8月20 日

19-00330 東洋文化史大系 7東亜の現勢 1小沼勝衛編纂 誠文堂新光社 1 昭和 14年5月25 日 重版 昭和 14年7月 1 日

19ー00029 東洋文化史大系 8 イスラム諸国の饗遷 1小沼勝衛編纂 誠文堂新光社 昭和 14年 1月5 日 初版

18-04326 227 国府諌本 1 支那讃本 1
外務省情報部

(編集 )
改造社 昭和 13年2月15 日 初版

19-01017 国際讃本 3 中南米譲本 1
外務省情報部
(編集 )

改造杜 昭和 13年2月15 日 初版

19-01018 国際諌本 4 ソヴイエ ト諸本 1
外務省情報部

(編集 )
改造社 昭和 13年4月 10 日 初版

18-04327 国際諌本 8 轟米利加護本 1
外務省情報部
(編集)

改造社 昭和 13年 3月 18 日 初版

19-01019 国際諌本 9 満州讃本 1
外務省情報部
(編集)

改造社 昭和 13年3月13 日 改正

版
昭和13年6月.16 日

17ー00972 228 歴代歌人研究 i 柿本人麻呂 1 武野祐書 厚生閣 昭和13年4月10 日 6 版 昭和 18年 12月10 日

17」00974 歴代歌人研究 3 大伴家持/大伴旅人 1 佐佐木倍綱 厚生閣 昭和14年5月19 日 初
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19-00333 229 薗辞一切経 1岩野義雄 大東出版社 昭和13年4 月20 日 初版

18-02181 230 ダイヤモン ド産業全書 ll 曹達 1 榎本幡書 ダイヤモン ド社 昭和 13年6月7 日 初版

19-01011 23ー日本畢貴書 1ヰ朝事資 上 1長坂金雄 . 雄山関 昭和 14年2月5 日 初版

19-01012 日本撃叢書 2 保建大記 上′保建大記打開 上 1 長坂金雄 . 雄山閣 昭和 13年 12月22 日 初版

19-01013 日本撃叢書 . 3 靖厭遺言並講義上 1 長坂金雄 雄山閣 昭和 14年 3月5 日 初版

19-01014 日本拳叢書 .4 武教本論 .武教小畢′武教全書詳録 1 長坂金雄 雄山閣 昭和 13年 10月20 日 再版 昭和 13年11月 15月

18-04332 日本畢草書 5 神儒問答 1 長坂金雄 雄山閣 昭和 14年 12月5 日 初版

18ー04333 日本畢叢書 6 奉公心得書′柳子新論 1 長坂金雄 . 雄山間 昭和 14年 7月 15 日 初版

18-02826 日本撃叢書 7
創畢校啓′歌意考′直毘憂/講本気吹

K
1

荷田東麻呂/賀茂

馬淵/本居宣長/
平田鴬胤

雄山閣 昭和 14年9月5 日 初版

19ー01015 日本畢叢書 8
正名論 .及門適範 /弘道館記述義

上
1長坂金雄 雄山閣 昭和 13年 11月22 日 初版 蝣 蝣

18-04470 日本畢叢書 9 靖献遺言姓講義 中 1 浅見綱磨 雄山.閣 昭和15年7月15 日 塑版

17-00 197 B # * H * 10 志士遣文集 1 長坂金雄 雄山閣 昭和14年5月20 日 初版

18-04471 日本車叢書 ll 中朝事貴 下 1 山鹿素行 雄山閣 昭和 15年4月25 日 初版

18ー04334 日本畢叢書 12
弘道館記述革 下/保建大記 下/

保建大記打開 下
1 長坂金雄 雄山閣 昭和15年2月5 日 初版

18-04472 日本畢叢書 13 靖厳達首班講義 下/報徳外記 i
浅見細密/二宮尊

徳
雄 山閣 昭和 15年9月23 日 初版

ノ. 一一18-04037 232 教畢叢書 4 1 教畢局 散華局 昭和 13年12月8 日 初版 ニ原市役所

19-00687 233 日本文化名著選 東亜美術史綱 I 1
ウキノロサ、.柿

愛作詳
創元社 昭和13年 12月25 日 初

18-03330 日本文化名著選 山島民欝集 1 柳田国男 創元社 昭和 17年 11月30 日 初版

17ー00552 日本文化名著選 日本古代史 と神道との関係 1 久米邦武 創元社 昭和 14年 5月5 日 7版 昭和21年6月10 日

17ー00040 日本文化名著選 日本と金銀島 1 小葉田淳 創元社 昭和 18年 12月10 日 初版

18⊥04426 234 碧巌録大講座 1 序講′第一則第二則 1 加藤鴫堂 平凡社 昭和ユ4年 1月22 日 再版 昭和 14年2月4 日

18-04427 碧巌録大講座 2 自第三則′至第八則 1 加藤噛堂 平凡社 昭和 14年3月2 日 初版

17ー01135 碧巌録大 座 5 自第二十碑則′至第三十三則 加藤噛堂 平凡社 . 昭和 14年7月 19 日 塑版

17-01144 碧巌録大 * ffi 6 自第三十四則ノ至第四十三則 1 加藤噛堂 平凡社 昭和 14年8月 14 日 初版

18ー04428 碧巌録大 磨 7 自第四十四則 /至第五十三則 1 加藤鴫堂 . 平凡社 昭和 14年9月 14 日 初版

18-04429 碧巌鉄大 座 8 自第五十四則′至第六十 四則 1 加藤鴫堂 平凡社 昭和 14年 10月 19 日 初版

18一04430 碧巌録大講座 9 自第六十五則/至第七十四則 I 加藤噛堂 平凡社 昭和14年11月 19 日 初版

17-01145 碧巌録大 .座 10 自第七十五則′至第八十四則 1 加藤咽堂 平凡社 昭和14年 12月 19 日 初版

17-01146 碧巌録大 座 ll 自第八十五則/至第九十二則 1 加藤p出堂 平凡社 昭和 15年 1月 19 日 初版

17-01147 碧巌録大講座 12 自第九十三則/至第一〇〇則 1 加藤叫堂 平凡社 昭和 15年 3月 15 日 初版

18-04437 碧巌録大 葺座 13 無門間 上 1 加藤噛堂 平凡社 昭和 15年4月 25 日 初版

18-04438 碧巌録大 座 14 無門閣 下 1 加藤岨堂 平凡社 昭和 15年6月15 日 初版

20-38 235 アジア間穎講座 1 政治 .軍事篇 (一) 1 矢部良策 創元社 昭和 14年3月28 日 初版

20-37 アジア開場講座 2 政治 .軍事篇 (二) 1 矢部良策 創元社 昭和 14年1月15 日 初版

20-36 アジア問題講座 3 政治 ←軍事篇 (三) 1 矢部良策 創元社 昭和 14年8月8 日 初版

20-35 アジア間藤講座 4 経済 .産業篇 (一) 1 矢部良策 創元社 昭和 14年2月25 日 初版

18-02495 アジア間層講座 5 経済 .産業篇 (二) 1 矢部良策 創元社 昭和15年2月12 日 初版

19-00296 アジア間題辞座 . 6 経済 .塵業篇 (三) 1 矢部良策 創元社 昭和 14年6月 1 日 初版

19-00297 アジア問題講座 7 民族 .歴史篇 (～) 1 矢部良策 創元社 昭和14年7月1 日 初版

19ー00298 アジア問題講座 8 民族 .歴史篇 (二) 1 矢部良策 創元社 昭和 14年12月18 日 初版
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19ー00299 アジア問題講座 9 社食 .習俗篇 1 矢部良策 創元社 昭和 14年9月 10日 初版

20-23 アジア問題講座 10 思想 .文化篇 (ー) 1 矢部良策 創元社 昭和 14年 10月22 日 初版
20-24 アジア閉居講座 . ll 思想 .文化篇 (二) 1.こ矢野良策 創元社 昭和 14年4月28 日 初版
20⊥52 アジア問題講座 12 アジア人名寓草書′綜合アジア年表 1 矢野良策 創元社 昭和 ll5年4月 12 日 初版 蝣 蝣 蝣一 蝣 I

16-00029 アジア間屠蘇座 ll 思想 .文化篇 (二) 1 矢野良策 創元社 昭和 14年4月28 日 初版

18-04002 236 家庭教育叢書 10 新生活の建設 1 文部省 文部省 昭和 14年3月30 日 初版 滞井常四郎

17-00462 237 哲畢教養醜座 2 現代の哲畢 1
竹内富子 (宿

輯 )
三笠書房 昭和 14年 4月 15 日 初版 山原英子

17-00463 哲畢敬老講座 3 世界観 1
竹内富子 (編

輯 )
三笠書房 昭和 14年 5月 15 日 初版 山原英子

17ー00464 替畢教養講座 4 社食 1
竹内富子 (編

棉 )
三笠書房 . 昭和 14年 6月 15 日 初版 山原英子

18-03089 哲拳教養辞座 5 歴史 1
竹内富子 (宿

棉)
三笠書房 昭和 14年 7月 15 日 初版 山原英子

19-01016 m m # m m m 6 文化 1
竹内富子 (編

輯)
三笠書房 昭和 14年 8月15 日 . 初版 山原英子

18一03021 238
[E .G ibbon]羅馬帝固

衰亡史 1 1
ギボン .村山勇

三辞
春秋社 昭和 14年 6月15 日

18ー03022
【E ▼G ibbon]羅馬帝国

衰亡史 1
ギボン .村山勇
三謬

春秋社 昭和 14年7月20 日

18-03075
[E .G ibbon]羅席帝国

衰亡史 3 1
ギボン 一村山勇
三鐸

春秋社 昭和 14年 8月20 日 初版

19-00166
IE .G ibbon〕羅鳥帝圃

衰亡史 4 1
ギボン .村山勇

三辞
春秋社 昭和 14年9 月20 日 初版

17ー00257
[E .G ibbon]羅馬帝国

衰亡史 5 1
ギボン .村山勇

三辞
春秋社 昭和 14年 10月20 日 初版

19-00167
tE . G ibbon]羅馬帝国

衰亡史 6 1
ギボン .村山勇
三辞

春秋社 昭和14年 11月20 日 初版

18-04587
[E . G ibbon]羅馬帝 国

衰亡史 9 1
ギボン .村山勇

三辞
春秋社 昭和15年4月 20 日 初版

18-04584
【E .G ibbonコ羅馬帝国.

衰亡史 10 1
ギボン .村山勇

三辞
春秋社 昭和15年6月18 日 初準

18-02006 239 大谷光瑞興亜計童 1 1 大令光瑞 有光社 昭和14年6月23 日 初版

18-02007 大谷光瑞興亜計童 2 1 大令光瑞 有光社 昭和14年7月23 日. 初版

18-03503 240 天我叢書 1 赤崎海門の生涯 とその随筆 1 高清次郎 寛政撃院 昭和14年9月18 日 初版

19-002 17 24ー日本古典諌本 12 幾代短歌 1 石山徹郎 日本評論社 昭和14年9月25 日 初版

19-00085 242 [現行 ]厚生陰規線撹 総則締 1
政治教育協会編
*

政治教育協会 昭和14年 11月25 日
第五

版
昭和15年9月25 0

19-00084 [現行 ]厚生法規絃療 保険編 1
政治教育協会編
寡

政治教育協骨 昭和14年 11月25 日
第五

版
昭和15年9月25 日

19-00083 【現行 ]厚生法規絶境 $ % ti 1
政治教育協曾編
寡

政治教育協会 昭和14年 11月25 日
第五

版
昭和15年9月25 日

19-00944 [現行 ]厚生法規舷撹 国民保険編′鰻カ/保健′撃務 1
埠治教育協骨編

m
政治教育協会 昭和 14年 11月25 日

第五

版
昭和15年9月25 日

19ー00946 [弟行 ]厚生法規線捜 社食稀!保護′福祉 /軍人援護編 . 1
政治教育協会編
寡

政治教育協会 昭和 14年 11月25 日
第五

版
昭和15年9月25 日
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19-00947 【現行 ]厚生法規絶境 保険編′社会保険 1
政治教育協骨編

*
政治教育協会 昭和14年11月25 日

第五
版

昭和 15年 9月25 日

19ー00945 [現行 ]厚生法規線撹 国民保険編′橡防/防疫′薬事 1
政拍教育協骨編 .
*

政治教育協骨 昭和14年11月25 日.
第五

版
昭和 15年 9月25 日

18ー02596 243 Jl-te 阪 1 2 橋田邦彦 山喜房傭書林 昭和14年12月20.日 茎 3版 昭和15年3月 1日

18ー02597 正法眼戒辞意 2 2 橋田邦彦 山喜房沸書林 昭和 15年7月25 日 第 6版 昭和 15年 9月15 日

19-00885 244 東洋史統 1 1 市村項次郎 富山房 昭和14年 12月22 日 初版

17-00694 東洋史統l 2 1 市村項次郎 冨山房 昭和15年 12月 18 日 3版 昭和 16年8月15.日

18-02426 245 創元社哲畢叢書 デカル ト書簡集 上 1 渡連一夫訳 創元社 昭和 15年4 月23 日 2版 昭和22年 11月25 日 松本粂一郎

19ー00797 246 偉人叢書 5横井小楠 1赤尾藤市 三数書院 昭和15年4月28 日 初版

1.7ー00249 rn x m rn 橋本左内 1 法本義弘 三教書院 昭和18年7月15 日 初版

19-00784 247 少年圃史物静 1 神代 大和 .奈良 .平安時代 1前田羅
早稲田大草出版

部
昭和 15年6月7 日 初嘩

19-00785 少年圃史物語 2 平安時代後瑚 鎌倉時代 1前田晃
早稲田大草出版

部
昭和 15年7月8 日 初版

19-00 168 248 大西郷書翰大成 1 1 渡連盛衛編 平凡社 . 昭和15年7月22 日 初版

17-00884 大西細事翰大成 2 1 渡連盛衛編 平凡社 昭和15年9月15 日 初版

19-00169 大西郷書翰大成 3 1 渡連盛衛編 平凡社 昭和 15年 10月20 日 初版

18→32187 大西郷書翰大成 . 4 1 渡連盛衛編 平凡社 昭和15年11月24 日 初版

19-00651 24 9 蘭領印度叢書 上 一般篇/政治篇′国際関係篇 1 伊藤一郎編輯 昭和 15年9月.28 日 初版

18-04525 蘭領印度草書 下 産業経済篇/日蘭印関係篇 1 蘭印事情講習会
愛囲新聞社出版 .

部
昭和 15年9月28 日 初版

18-04396 250 欧州事情草書 6 英国の支那侵入 1.

アルブ レヒト .

ハウスホー
ファー′欧州事情
研究会釈

ニ ッポン .プレ

ス
昭和15年10月l8 日 初版

東京 ドイツ大

使館

18-03292 25ー囲醇の理想的畢習書 ll 参考書 1 片山雄

19-00109 252 岩波講座倫理畢 6 1 岩波書店 昭和16年3月 20 日 初版 山原英子

18-02368 2串3 皇国文撃 2 古事記樽の研究 1

安藤正次、佐々

木倍綱、藤 田徳
太郎、石井庄

rj. rV li'輪{ 、
渡連秀、森本健
吉、福井久蕨、
森本治吉、宵倉

二郎、埠田良
平、山岸徳平

聖文閣 昭和 16年3月20 日 初版

17-005S7 254 新ぐろりあ叢書 【歌集]みたみわれ . 1 影山正治 日本打球社 昭和 16年4月 10 日 5版 昭和 18年7月25 日

18-03386 255 新クラウン英文叢書 FAMOUS GREEK MYTHS 1
かわむ らじゆう

じろう
三省堂 昭和 16年7月 13 日 初廠 奥田

18-03462 256 通倍技術受験講座 3 無線通信機器 1
r通信技術」編.

輯局
逓試社 . 昭和i7年9月 1 日 初版 佐々木要

19-00008 通信技術受験講座 4 回路紳理論 ′1
「通信技術」編

輯局
過試社 昭和 16年 8月26 日

再廠 昭和17年8月15 日佐々木要

19-00009 通借技術受験諌座 9 電気機械大意 1 逓我社編輯部 . 適米社 昭和 17年2月1 日 初版 佐々木要

19-00630 257 勤皇史大系 1 歴代御聖訓 1 市村其三郎 文友堂 昭和16年9月15 日 初版
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17-00394 258 民車掌書 2 琉球の文化 1 式場隆三郎 昭和書房 昭和 16年9月 20 日 初版

18-02352 259 創元社科畢草書 熱帯の景観 1
ウオー レス薯、
谷田専治訳

創元社 昭和 17年3月10 日 初版 堂元貢

1ト00003 260 南洋地理大系 (全 8 巻) 1 南洋線論 1 飯本信之 ダイヤモン ド社 昭和 17年4月 10 日 初版

17-00004 南洋地理大系 (全 8 巻) ′. 2 海南島 . ブイリツピン .内南洋 1 飯本信之 ダイヤモン ド社 昭和 17年6月 10 日 初版

17ー00005 南洋地理大系 (全 8巻) 3 タイ .偽印 1 飯本信之 ダイヤ草ン ド社 昭和 17年8月10 日 初版

17ー00006 南洋地理大系 (全 8巻) 4 マ レー . ビ′レマ 1 飯本信之 ダイヤモン ド社 昭和 17年7月 10 日 初版

18-04178 26ー大東亜戦争′海軍戦記 1大東亜戦争と帝国海軍 1
大本菅海軍報道
部編纂

興亜 日本社 昭和 17年5月12 日 初版 「■車」

18ー04230 大東亜戦争/海軍戦記 2 大東亜戦争と帝薗海軍 1
大本替海軍報道
部編纂

興亜 日本杜 昭和 17年 11月22 日 初版

17ー00288 大東亜戦争′海軍戦記 3 第三輯 1
大本督海軍報道
部編纂

興亜 日本杜 昭和18年5月27 日 初版

18-02338 262 日本文化新書 南陽動物誌 1 三吉朋十 モダン日本社 昭和17年5月15 日 初版

18ー03475 263 ギリシア史研究 1 1 原随園 創元社 昭和17年6月30 日 初版

19-00878 ギリシア史研究 2 1 原随囲 創元社 昭和 18年1月25 日 初版

19-00879 ギリシア史研究 3 1 原随園 創元社 昭和 19年 12月15 日 初版

18-04342 264
大東亜野争/陸軍報道班
員手記

ビルマ故定戦. 1 文化奉公骨
大 日本雄弁会講
談社

昭和17年8月16 日 初版

19-00600
大東亜戦争′陸軍報道班

員手記 7 ガダルカナルの血戦 1 文化奉公脅
大 日本雄辞令講
談社

昭和18年7月20 日 初版

18-03183 265 研究資料 1 日向方言論考 1 日野巌 上代 日向研究所 昭和17年8月25 日 初版 斎伯守

18-03025 266 南方経済資源線撹 1 南方農林水産資源緒論 1.
商工省 .農林省
監修 近藤康男

東亜政経社 昭和19年4月15 日

18-03026 南方経済資療癖携 2 南方錬産資源線論 1
商工省 .農林省

監修 山根新次
東亜政経社 昭和19年5月25 日

17-00537 南方経済資源線撹 3 南方産済資源開車概論 1
商工省 .農林省
監修 山田文雄

東亜政経社 昭和18年9月10 日 初嘩

17-00538 南方経済資源線撹
蝣

傭印の経済資源 1
商工省 .農林省 .

監修 逸見重雄
東亜政経社 昭和18年5月28 日 初

18-03027 南方経済資源線撹 5 タイの経済資源 1
商工省 .農林省
監修 宮原武雄

東亜政経社 昭和18年8月12 日

18ー04019 南方経済資源線埠 6 マライの経済資源 1
商工省 .農林省 P

監修 大谷敏治
東亜政経社 昭和18年 1月13 日 初版 薄井常四郎

18-03029 南方経済資振純増 7 ビルマの経済資源 1
商工省 .農林省
監修 蒲池清

東亜政経杜 昭和17年9月28 日 滞井常四郎

18-03030 南方経済資源線捜 8 イ ンドの経済資源 1
商工省 .農林省

監修 伊東敬
東亜政経社 昭和18年6月15 日

17-00981 南方経済資源線携 9 フイリツピンの経済姿源 1
商工省 .農林省
監修 大谷青光 東亜政経杜 昭和 17年 11月30 日 初版

輝井常四郎

17-00762 南方経済資源絶境 10 ジャワ/スワ トラの裡済資源 1
商工省 .農林省

監修 清田恒】
日本経国社 昭和19年9月20 日 初版

17-00982 南方経済資源線携 ll
ボルネオ .セ レベスニューギニア

の経済資源
1
商工省 .農林省
監修 細 田秀造 東亜政輝社 昭和 19年 1月6 日 初版
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18ー03028 南方経済資源絶境 12
オース トラリア/ニュージーランド

の経済資源
1

商工省 .農林省
監修 金子鷹之
助′清川正二

東亜政経社 . 昭和18年3月.5日

18-03069 267 武士道全書 1 1 佐伯有義 時代社 昭和17年12月15日 2版 昭和19年1月17日

18一一03070 武士道全書 刺 1 佐伯有義 時代社 昭和19年4月10日 初版

18-04510 268 労務管理全書 25 婦人労務者保護 1 古淳嘉夫 東洋書館 昭和18年1月19 日 初版

18-04214 269
闘魂 [晦軍報道班作家前
線記録] 2 1 くろがね合 博文館 昭和18年2月27 日 初版

17-00264 270 tt & ftft 12 都市住宅の防空防火戦術 1.桐生政夫
日本電建株式骨
社出版部

昭和18年3月14 日 初版

181 32182 271 青少年航空叢書 飛行機の歴史 . 1 南波辰雄 育生社弘道牌 昭和18年3月20 日 初版

18-029 12 青少年航空要事 グライダーの話 1 山崎好雄
彰考書院創立事
務所

昭和19年8月10日

17-00821 272 国民畢術逮書 7 信長 .秀吉 .家康 1.辻幸之助 中央公論社 昭和18年3月25日 初版 薄井常四郎
18-02335 273 新日本囲民選書 梅園日本少年 1 山内大蔵 鶴書房 昭和18年3月30日 初版

19-00187 274 日本思想家遠集 本居宣長 1 蓮田善明 新潮社 昭和18年4月10日 初版

18一03450 日本思想家選集 藤田東湖 1 肥後和男 新潮社 昭和19年8月30日 初版

17-00032 日本思想家選集 岡倉天心 1 佐藤信衛 新潮社 昭和19年10月11日. 初版

17-00919 275 少年文隼史 別巻 明治篇 1 木村小舟 童話春秋社 昭和18年4月25 日 初版

19-00973 276 維新勤皇遺文叢書 梅田雲堵 1 北島正元 地人書館 昭和18年6月20 日 初版

17ー00653 277 現代哲畢叢書 6 神話哲単一随順の′倫理一一 1 磯部忠正 朝倉書店. 昭和18年7月5 日 初版 IS S S H
278 山海堂理工畢論叢 15 発動機の回轄理論 1 小川久門 山海堂 昭和18年7月20 日 初版

17-00312 山海堂理工拳論叢 24 技術者の心構 1 山下輿家 山海堂 昭和18年9月30 日 初版

17-01123 279 滞思想史研究 1 盤理辞 1 鈴木大拙 岩波書店 昭和18年7月30日 初版 松本柴「郎

17-01214 280 m m m m 1 フイツリピン.マライ貨幣史 1 大内兵衛訳薯 栗田.書店 昭和18年8月10日 初版

18-03007 281 郷土偉人侍選書 5 [天諦観の総裁]松本杢堂 1 森銑三 電通出版部 昭和18年10月20日 初版

19-00340 282 Jfi tt B 本興業偉人 9 捕鯨界の先聾者/醍醐新兵衛 1 福山順一 日本出版社 昭和18年12月5日 初版

17ー01238 283 女性叢書 村里を行く 1 宮本常一 三園書房 昭和18年12月.20日 初版

17-01007 女性叢書 町の民俗 1 森口多里 三園書房 昭和19年6月15日 初版

19-00291 284 今 日の教養書選 19 青年のための論語 1 大木陽堂 教材社 不明

19-00137 285 青年海洋科撃叢書 戦力と船力 1
海運総局監修
須川邦彦

羽田書店 昭和19年2月20日 初版

17-00946 286 民俗選書 国史と民俗撃 1 柳田国男 六人社 昭和19年3月15日 初版

17一00 143 民俗選書 . 地理と民俗 1 山口貞夫 生活社 昭和19年8月5 日 初版

19-00 126 民俗選書 地理と民俗 1 山口貞夫 生活社 昭和19年8月5 日 初版

17ー00050 287 アルス文化叢書 40 小銃射撃 1

財圏法人 大日
本射撃協会編
(代表者 平尾

m

アノレス 昭和19年3月20 日 初版

17-01176 288 新日本建設叢書 神道日本 1河野省三 教育研究骨 昭和19年3月29 日 初版

17-00116 289 科挙文化叢書 車窓から観た自然界 山陽道 1 脇水鏡五郎 誠文堂新光社 昭和19年6月20日 初版

17-00079 290 南太平洋叢書 1
南方.へ挺身する人々へ - 熱帯生
活必携- 1 太平洋協会編 日本評論社 昭和19年6月30 日、初版

17-01204 291 職域講話集 2 繊鋼篇 1
本多光太郎監修
研友食編纂

誠文運新光社 昭和19年7月15日 初版

18-03513 292 海洋科畢叢書 9 海の地撃 1 新野弘 天然社 昭和19年7月25日 初版
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191 30 128 293 海軍叢書 軍艦旗は征く 1
大本督海軍報道
部 土屋賢一著

太平洋書館 昭和19年8月1日 初版

18-04485 294 宗教文化叢書 2 [大東亜に於ける]沸教文化の全貌 1 高橋順次郎
文部省教撃局宗
教課

昭和19年8月15日 初版 花本玉】

17ー00904 295 農村建設文畢叢書 無医村を救ふ人々 1 下村千秋 翼賛出版協骨 昭和19年8月25 日 初版

18-04115 296 陸軍教育叢書 陸軍航空士官畢校 1 技法 増進堂 昭和19年9月20日 初版

17-00917 297 文革新帝 1 三笑 1 武者小路実篤 小山書店 昭和19年10月15 日 初版

17-00918 文撃新輯 3 月の下 1 久保田万太郎 小山書店 昭和19年10月15 日 初版

17-00126 298 大 日本婦人会叢書 7八両十'/蝣ft 1- 1

井上兼雄詳述、
大日本婦人会編
棉 (代表者 高.
樹藩一)

圃民蘭書刊行食 昭和19年10月25.日 初版

17-00551 299 新国華叢書 伴倍友 i 石田熊三郎 春陽堂. 昭和19年11月18 日 初

17-00042 300 土の偉人叢書 森川源三郎 1 大瀧重直 新潮社 昭和19年11月25日 初版

20-45 301 新患絵大系 4 戦争の放棄 1
憲法普及会編
横田喜三郎

国立書院 昭和22年10月20日 初版 松本粂一郎

17ー00805 302 新経督経済畢全書 12 経費技術畢 1 大木秀男 東洋書館 昭和22年3月30日 初版 松本粂】郎
1ト00669 303 新白.本刑事畢叢書 2 民族と犯罪 1植松正 書嘩 有斐閣 昭和22年12月15日 初版 松本粂「郎

17「00304 304 政治教育叢書 4 資料篇′抵律篇 1
民主政治教育連
盟編

民主政治教育連
盟編

昭和23年5月1 日 初版

17ー00975 305 科拳の泉 25 鯛媒 .1 崎川範行 創元社 昭和23年8月10 日 初版 松本粂一郎

20ー48 306 科撃教養講座 1 自然科畢篇 1 樺俊雄 三笠書房 昭和23年10月1.5 日 初版

17-00869 307 理化撃選書 4 静電磁気撃 1 熊谷寛夫 山海堂 昭和23年9月1日 初版 松本柴一郎

17-003 17 308 捨撃選書 5 中華民圃憲法/外囲憲法の研究 1 高橋勇治 有斐閣 昭和23年10月30 日 初版 松本粂一郎

17-00372 309
International

Ⅲ
NINTH International Conference

1

DEPARTMENT OF
AMERICA 昭和23年11月 初版

広島アメリカ
Organ ization and
Conference Ser ies

of AMERICAN STATES/March 30-May
2′1948

Publication
3263

文化センター

17-00532 3ー0 自由人権叢書 1 司法と行政に依る自由人種の擁護 1 開之編集
法務廉人権擁護
局

昭和23年11月10 日 初版

17-00533 自由人樺草書 2 国際人権宣言 1 関之編集
法務廟人権擁護
局

昭和24年1月21日 初版

17ー00986 自由人権叢書 3 人種擁護の意味するもの 1 閥之
法務療人権擁護
局

昭和24年3月20日 初版

16-00046 311
潮流講座経済畢全集
第1部[経済理論の発展]

マルクス .エンゲルスの経済理論
(上)

1 山田勝次郎 潮流社 昭和24年2月10日 初版

17⊥00699
潮流講座経済畢全集
第1部[経済理論の発展]

日本ファシズムをめぐる理論的諸
問題

1 中西功 潮流社 昭和24年6月28日 初版

16-00048

圃流講座経済撃全集
第2部[世界経済の現状
分析】

インドシナの民族革命 1 奥島兼三郎 潮流社 昭和24年2月10 日 初版

16-00047

潮流講座経済撃全集
第2部【性界経済の現状
分析]

インドネシア燭立のための闘争 1 小林良正 潮流社 昭和24年2月10 日 初版
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16-00049
潮流講座経済畢全集
第2部[催界経済の現埠
分析】

インド人民民主主義革命q)展望 1 岡倉古志郎 潮流社 昭和24年2月10 日 元版

17-00434
潮流講座経済畢全集
第2部[世界経済の現状
分析】.

大英帝国の弊貌 1 蝋山芳郎 潮流放 昭和24年5月28日 初版

16ー00050

潮流講座経済畢全集
第3部【日本資本主義の
現状分析】

日本官僚制度論 1 平野義太郎 潮流社 昭和24年2月10 日 初畢

17-00671
潮流講座経済畢全集
第3部[日本資本主義の
現状分析コ

日本社食集論 1 大曲直 . 潮流社 昭和24年4月28 日 初版

王7ー01188

潮流洋産経清華全集
第3部[日本資本主義の
現状分析コ

漁業における r危機」の展開 1 小沼勇 潮流社 昭和24年4月28 日 初嘩

17-00251
潮流講座経済畢全集
第3部[日本資本主義の
現状分析]

圃家濁占資本主義下の繊維産業 1 西田譲冶 潮流社 昭和24年5月28 日 初版

17-00240

潮流講座経済畢全集
第3部[日本資本主義の
現状分析】

戦後の労働政策 1
横山不二夫ノ浮木
字書

潮流社 昭和24年5月28日 初巌

17ー00681
潮流溝座経済撃全集
第3部 [日本資本主義の
現状分析]

農業協同組合論 1
深谷進 新井義
雄

潮流社 昭和2年年10月20日 初版

18-02287
潮流革座経済畢全集
第3部 [日本資本主義の
現状分析]

農業技術の磐革 1 吉岡金市 潮流社 昭和25年1月31日 初版

17-00787 312 建築計画の研究 1 三 M T ▼
En 1 渡遵要 . 富士出版 昭和24年5月30日 初版 松本柴一郎

17-00557 313 西洋文轟思潮叢書 アメリカ文明論 DISCOURCES IN
AMERICA

1
アーノル ド著
松尾卯一 駅

河原書店 .昭和24年6月15日 初版 山陽新聞社

17-00139 314 日本の俗信 1迷倍の実態 日本め俗情一 1 迷信討査協議会 技報堂 昭和24年9月15日 P3版 昭和27年3月15 日
17-00140 日本の俗信 2 俗信と迷倍 1 迷信調査協議曾 技報堂 昭和27年1月10日 初版

17-01206 315 健界歴史 8 現代 下 1歴史研究骨 民主評論社 昭和24年11月5 日 初版

17-00274 316
法律拳体系【法律講話
篇】

家族法講話 1
川島武宣.爽栖三
郎.磯田進

日本評論社 昭和25年6月15 日 初版

18-02282 法律畢体系【コンメンタール篇] 戸籍法 1 青木義人 日本評論社 昭和26年8月31日 初版

20-80 3ー7 世界教育費典全集
ペスタロツチ全集第四巻[酵人の P
妻] 1

/j、原国芳編

田尾一一訳
玉川大草出版部 昭和25年10月20日 初版

17-00844 3t8
トムソン科畢大系[THE
OUTLONE OF SCIENCE] 2 1

トムソン教授
北川三郎/小倉謙
釈

清文堂書店 昭和26年6月15 日 初版

17-00863
トムソン科畢大系[THE

OUTLONE OF SCIENCE]
3 1

トムソン教授
北川三郎′小倉謙
釈

清文堂書店 昭和26年6月15 日 初版
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17ー01120 319 新時代 .軍書 6 アメ リカの当面す る諸問題 1

新時代叢書刊行
脅 (谷 口二郎

編)

新時代社 昭和26年7月15 日 初版

18-02285 320 新文化選書 6 自由と文化 1
ジョン . デュー

イ 細野武男訳
法律文化社 昭和26年 10月15 日 初版

広島アメリカ

文化センター

174 31215 32ー日本歴史講座 4 中世篇 二 1

上原専禄.. 西岡
虎之助監修 林
基編集

河出書房 昭和27年2月 15 日 初版

17ー01216 322
史料近代 日本史 (社食

主義史料) [第一期 ] 1
[週′刊]平民新聞一 【自第一親′至第

十六親]
1
般部之総 .小西

四郎監修
創元社 昭和 28年 12月20 日 初版

17-0 1217
史料近代日本史 .(社食

主義史料 ) [第一期〕 2
[過′刊]平氏新聞二【自第十七戟/至

第三十二親] 1
服部之総 .. ′j、西

四郎監修
創元社 昭和29年2月 15 日 初版

17-01218
史料近代 日本史 (社会

主義史料) [第一期] 3
[過/刊]平民新聞三【自第三十三髄/

至第四十八娩]
1
服部之総 .小西

UM M ^ I
創元社 昭和30年 1月25 日 初版

17-00556 323 FORUM BOOKS 3

FROM THE DECLARATION OF
王NDEPENDENCE TO THE

CONSTITUTION /The Roots of
Amer ican Cotnstitutionalism

1
CARL
J.FRIEDRICH/ROB
ERT G.McCLOSKI王Y

THE LIBERAL
AR†S PRESS,INC
NEW YORK

昭和29年
広島アメリカ

文化センター

17二01037 324 天理教博道史 . 1 大和 .河内 .大阪 . 和泉鷺 . 1 高野友治 天理時報社 昭和29年 10月 15 日 5版 昭和51年9月26 日天理教道友社

17-01038 天理教博道史 2 大和 .京都 .滋賀 . [若狭]篇 1 高野友治 天理時報杜 昭和30年2月20 日 5版 昭和5 1年9月26 日 天理教道友社

17⊥01039 天理教倦道史 3 徳島 .兵庫 . 三重 . 和歌山篇 1 高野友治 天理時報杜 昭和31年1月20 日 5版 昭和 51年9月26 日天理教道友社

1ト01040 天理数億道史 4 中部地方篇 1 高野友治 天理時報社 . 昭和32年1月20 日 5版 昭和51年9月26 日天理教道友社

17-01081 天理教博道史 5 cfa ffl .周囲潜 1 高野友治 天理時報社 昭和34年 1月23 日 5版 昭和51年9月26 日天理教道友社

17-01082 天理教樽道史 6 九州篇 .附′訂正′補筆. 1 高野友治 天理時報社 昭和35年4月25 日 3版 昭和49年9月26 日天理教道友社

17-01083 天理教樽道史 . 7 関東地方箸 1 高野友治 天理時報社 昭和43年 10月25 日 3版 昭和51年9月26 日天理教道友社 1

17-0 1084 天理教博道史 8 東北地方篇 1 高野友治 天理時報社 昭和45年 1月25 日. 再版 昭和51年9月26 日天理教道友社

17-01085 天理教偉道史 9 北海道篇 1 高野友治 天理時報社 昭和45年4月18 日 再版 P 昭和51年9月26 日天理教道友社

17ー01086 天理教倖道史 10 海 t¥-m 1 高野友治 天理時報社 昭和50年2月15 日 初版 天理教道友社

325 Decorative art 1954-55 1
Rathbone t寸'o lme,

Kathaleen Frost

The studio
Publications

London &New
York
丸善

初版

Decorative art 1959-1960 1 Terence Davis

The studio

Publications

London &New
York
丸善

1959 初版

17-00579 326
ONE HOUR LIBRARY (1

時間文庫 )
奥の細道 ノー ト 1 荻原井泉水 新潮社 昭和30年 6月 10.日 初版 蝣 H I

16ー00082 327 内外維新草書 A2
日本再建の原理/世界の現状 と日本

の進路
1 影 山正治 内外維新研寒所 昭和31年 12月 15 日 初版
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17-00367 328 固際連合研究選集 4
国際連合と平和 と安全の維持 上

普
1

L.M. グ.ツ ドリッ

チ、A.P.サイモ

ンズ 神谷龍
雄、角田順、杉
山茂雄共訳 .

日本外政畢会 昭和 34年6月 10 日 初版
広島アメ リカ .

文化センター

17-00368 囲際連合研究選集 5
国際連合 と平和 と安全の維持 下
巻 1

L.M. グッドリッ
チ、A.P.サイモ

ンズ 神谷龍
雄、.角田順、杉
山茂雄共訳

日本外政畢会 昭和34年6 月15 日 初版
広島アメリカ
文化センター

329
富士フォ トコンテス ト

作品集

59富士フォ トコンテス ト作品集 10

周年記念号
1
富士写真ウイル

ム

富士写真フイル

ム
昭和34年 12月 1 日 初版 富士フイルム

株式会社
富士フォ トコ.ンテス ト
作品集

富士フォ トコンテス ト作品集 1 9

6 1
1
富士写真フイル

ム
富士写真フイル

ム
昭和36年12月20 日 初版 富士フイルム

株式会社
富士フォ トコンテス ト

作品集

富士フォ トコンテス ト作品集 1 9

6 2
1
富士写真フイル

ム

1富士写真フイル

ム
昭和37年12月20 日 初版 富士フイルム

株式会社 .
17-00332 330 節 . 入団記 1 1 朝 日新聞社 朝 日新聞社 昭和38年5月20 日 初版 * Jt 一明
17-00335 節 . 入園記 3 1 朝 日新聞社 戟.日新聞社 昭和 38年10月 10 日 初版 古川一明

古川一明 .

古川一明
17-00352 新 . 入園記 4 i 朝 日新聞社 朝 日新聞社 昭和38年 12月1 日 初版
17ー00355 新 . 入園記 5 1 朝 日新聞社 l 朝 日新聞社 昭和39年2月 15 日 初版

17-00357 新 . 人囲詑 6 1 朝 日新規社 朝日新聞社 昭和 39年 5月 10 日 初版 古)Ii一明

-一明17-00359 節 . 人囲詑 7 1 朝 日新聞社 朝 日新聞社 昭和 39年8月 10 日 初版 古ノ

17-00360 新 . 人囲詑 8 1 戟 .日.新聞社 朝 日新聞社 . 昭和39年 11月25 日 初版 古川一明

33ー
LIFE NATURE LIBRARY
ライフ ネイチャー

ライブラ リー

THE MOUNTAINS
山岳

1 ライフ編集部 時事通信社 昭和38年5月20 日 初版

L王FE NATURE LIBRARY
ライフ ネイチャー
ライブラリー

THE THE DESERT
砂漠 1 ライフ編集部 時事通信社 昭和38年9月 14 日 初版

LIFE NATURE LIBRARY
ライフ ネイチャー

ライブラリ「

THE FISHES
魚類 1 ライフ編集部 時事通信社 昭和39年 5月 10 日 初版

332 日本原始美術 o 土偶 .装身具 1 甲野勇 講談社 昭和39年 7月 10 日 初版

日本原始美術 3 弥生式土器 1 杉原荘介 講談社 iH fii:'.中 州 川 = 初版
日本原始美術 青銅器 1 杉原荘介 講談社 昭和 39年 11月10 日 初版

日本原始美術 .6 埴輪 .鶴 .玉 .刺 三木文雄 講談社 昭和 41年2月25 日 初版

17-00218 333 日本民衆史 3海に生きる人びと 1 宮本常一 未来社 昭和39年8月25 日 初版 鮮本刀良意

17-00503 334 l日本生活文化史 2 庶民生活 と.貴族生活 1 門脇禎二編 河出書房新社 昭和49年5月30 日 初版

17-00504 日本生活文化史 5 動乱から秩序化へ 1 原田伴彦編 河出書房新社 昭和49年3月20 日 初版

17ー00505 日本生活文化史 8 生活のなかの圃家 1 宮川寅雄編 . 河出書房新社 昭和49年 1月20 日 初版

17-0相978 335 日本史の謎 と発見 2 倭国の大乱 1

谷川健一 l水野
祐 .三木文雄 .

黛弘道 .佐伯有

清 .原田天六

毎 日新聞社 昭和53年9月5 日 初版
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17-00979 日本史の謎と発見 7 南朝と北朝 1

佐藤和彦 .小川
埠 .椙山林継 .
福田以久生 .永
原慶二 .池上裕
千 .萩原龍夫

毎日新聞社 昭和54年2月5 日 初版

18-02132 336 街道を行く 1 1 司馬遼太郎 朝日新聞社 昭和53年10月20 日 4版 昭和56年10月20日

20-1033 337 太陽コレクション ll
士農工商【仕事と暮らし江戸 .明
治]Ⅲ職人 1 西巻輿三郎 平凡社 昭和54年8月25日 初版

18-02254 338 哲畢概説 1哲畢通論 1 田連元 . 不明 不明 不明

I8ー02229 哲畢概説 2 宗教哲畢 1 波多野精一 不明 不明 不明

18-02255 339 日本文畢様式史 2 近世戯曲史論 1 宇随憲治 不明 不明 不明 看■-

18ー04508 340 戸籍決蔑 1 1 ←.'.: i..う (なし) (な し)

18-04509 戸籍決議 2 1 (なし) (なし) (なし)

18-03333 341 [再/刻 ] 日本立志編 3 1 千河岸貫】 不明

17-01066 342 近代作家論 . 1 1

17-01067 近代作家論 1

17ー01074 343 現代教育科撃の傾向 社食/倫理 1

17-01073 現代教育科挙の傾向 教育′心理 1.

1.7-01079 344 文化講座 5 1

18ー03463 345 日本地名全辞書 1 1 山田美妙
日本大群書単行

所
浮井常四郎

18-02962 346
開
過

ロ漢文試錬研究 [秋季
] 1 第一回 数撃研究社 輝井一男

18ー02963
固辞漢文試錬研究【秋季

通辞コ
2 第二回 敷撃研究社

18-02964
国語漢文試錬研究 [秋季

通辞】
3 第三回 数畢研究社

18-02965
囲静漢文試錬研究【秋季

通辞]
4 第四回 散華研究社
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辿.17-00510 ー[七里和上]法詣聞書 坐 平常談話之部 1 佐竹智鷹 .集記 顧道書院 明治34年1月16 日 4版 明治37年2月10日滞井吊四郎
薄井常四郎18-02750 2 [七里和上]信後相繍談 1 水渓善鷹 筆記 顧道書院 明治34年12月25日 4版 明治39年10月10 日

18-02988 3 プラトーン全集 2 1 木村鷹太郎 冨山房 明治36年10月24 日 7版 大正13年6月15 日
18-02989 プラトーン全集 ll 1 木村鷹太郎 冨山房 明治36年10月24 日 7版 大正14年9月15 日

18-02296 4 平田鴬胤全集 1 1

井上頼国′角田忠
行監修 室松岩
雄編 .

平田草食事務所 大正7年9月28 日 初版 薄井常四郎

19-00433 平田鳶胤全集 . o 1

井上頼国′角田忠
行監修 重松岩
雄編

平田学会事務所 不明 再版 大正7年10月28日揮井常四郎

19-00434 平田篤胤全集 3 1

井上頼国′角田忠
行監修 重松岩
雄編

平田学会事務所 不明 再版 大正7年9月28 日揮井常四郎

17-01009 平田篤胤全集 4 1

井上韓国′角田忠
行監修 童松岩 .
雄編

法文館書店 大正8年3月31日 初版 滞井常四郎

17-0 1010 平田薦胤全集 5 1

井上韓国′角田忠
行監修 室松岩
雄編

平田草食事務所 再版 大正8年6月28日津井常四郎

18ー03168 平田篤胤全集 6 1

井上韓国/角田忠
行監修 室松岩
雄編一

平田草食事務所 大正8年8月25日 初版 輝井常四郎

ノ幾18-02796 5 二葉亭全集 . 2 ツルデーネ7 1 坪内雄蔵編 東京朝日新聞社 大正7年11月25 日 初版 浮井吊四郎

18-02797 二葉亭全集 3
コやーコやリ.コや一.)キィ.がルシン.アンドレーエ

7 .ポターへ0ンコ
1 長谷川虎之助編

博文堂
東京朝日新聞社

大正8年3月.15 日 3版 大正9年4月1日滞井常四郎

19-00819 6 IMMANUEL KANT 38
Kritik der
Praktisohen′Vernunft′Siebente
Auflaae

1 Karl Vorlander
Verlag von
Felix Mem 。r

初版 林礼次郎

19-00820 IMMANUEL KANT 40 Prolegomena/Sechste Auflage 1 Karl Vorlander
Verlag von
Fekix Mem er

初版 林礼次郎 .

17-00496 7-I
[原文封照/口藩辞] 日蓮
聖人全集 1 1 嘩水龍山 隆文館株式会社 大正10年3月31日 初版 島崎恵登

17ー00494
[原文封照/口語鐸】日蓬
聖人全集 4 1 清水龍山 隆文館 大正11年2月25日 初版 島崎恵登

18-03230
[原文封照′口語辞]日蓮
聖人全集 . 5 1 清水龍山 隆文館 大正11年6月28 日 初版 宇都宮七五

18-02952
[原文封照/口語辞]日蓮
聖人全集 6 1 清水龍山 隆文館 大正12年5月10 日 初版 島崎恵登

18ー02707
[原文封照/口語辞] 日蓮
聖人全集 7 1 清水龍山 P 隆文館 大正14年6月1日 初版 島崎恵登

19-00931 7-2
監 晋 /口締 】日蓮 1

1 清水龍山
[原文封照/口語
辞]日蓮聖人全集
刊行会

大正14年6月1日 再版 大正15年5月10日稲泉量四郎

全集1
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19-00932
【原文封照/口語浮]日蓮
聖人全集 2 1 清水龍 山

[原文封照′口語

辞 ]日蓮聖人全集
刊行会

大正 10年8月 15 日 再版 大正 15年6月25 日 稲泉量四郎

19-00933
[原文封照/口語謬]日蓮

聖人全集 3 1 清水龍 山 .
[原文封照/口許
辞 ]日蓮聖人全集

刊行会

大正 10年 12月15 日 再版 大正14年12月 15 日 稲泉畳四郎

19-00934
【原文封照/口語辞]日蓮

聖人全集 4 1 靖水龍山

[原文封照′口語

辞】日蓮聖人全集
刊行合

大正 10年 12月 15 日 再版 大正 15年 1月17 日 稲泉量四郎

19-00935
[原文封照′口醇謬]日蓮

聖人全集 5 1 清水龍 山
[原文封照′口許

罪 ]日蓮聖人全集
刊行会

大正 11年6月28 日 再版 大正 15年2月15 日 稲泉量四郎

19-009 36
[原文封照/口薄辞] 日蓮
聖人全集 6 1 清水龍山

[環文封鱒/口舌

書那 日蓮聖人全集
刊行禽

大正 12年5月 10 日 再版 大正 15年3月20 日 稲泉量四郎

19-00937
[原文封照′口語辞I B 蓮

聖人全集 7 1 清水龍山
[原文封碑/口語

詳 ]日蓮聖人全集
刊行会

大正14年6月1 日 再版 大正 15年4月15 日 稲泉塵四郎

18-02219 8 ニイチエ全集 5 ツアラ.トウノス トラ 全 1 生田長江訳 新潮社 大正10年11月5 日 -6版 大正12年3月18 日

、18-02733 9 トルヌ トイ全集 8 1 神 田豊穂訳 春秋社 4版 大正11年5月28 日滞井常四郎

19-00864 10
I M M A N U E L / K A

N T S ′W E R K E
3 1

A L B E R T
G O R L A N D

VERLI王;gt bei
BRUNO CASSIR‡R

1922年 林礼二郎

19-00865
I M M A N U E L / K A

N T S ′W E R K E
7 1

BENZION
KELLERMANN

VERLEGT BEI
BRUNO CASSIRER

1922年 林礼二郎

17-01002 1ー[註/辞]愚禿親驚全集 1.
可酉大秀′蓮沼文
範編

磯部甲陽堂 大正11年9月25 日 初版 滞井常四郎

18-03406 2- 1 カーライル全集 英雄及び/英雄崇拝 1
トマス ▼カ.ーテ

イル 柳田泉訳
春秋社 大正12年5月15 日

震災

後第2
版

大正13年3月10 日

17-蝣00559 12-2 カーライル全集 I フランス大革命′バスチイユ 1
トマス .カーラ
イル 柳田泉訳

春秋社 大正 14年5月5 日
改版
初版

花井斐夫

19-00059 カーライル全集 Ⅱ フランス大革命/憲法 1
トマス .カーラ

イル 柳田泉訳
春秋社 大正 14年 5月5 日 初版 花井斐夫

18-02834 カーライル全集 m フランス∴大革命 1
トマス .カーラ
イル 柳 田泉訳

春秋社 大正 14年9月8 日 再版 大正14年9月15 日花井斐夫

19ー00856 ー3
[教化′資料]山鹿素行全
負 1 島津巌 帝国報徳会本部 大正13年7月5 日 2版 大正3年7月5 日 島崎恵登

18-02565 ー4
アンリ . フアプル /昆虫

記 2 1 椎名其二 叢文関 大正13年 11月1 日
普及
版再

版

昭和 3年 1月 15 日

17-00176 ー5 吉野作造著作集 3 主張と.閑談 斯く信 じ斯 く讃=る 1 吉野作造 文化生活研究骨 .大正 13年 11月27 日 再版 大正13年 12月1 日 花井斐夫

18-02100 吉野作造著作集 5 問題と解決 1 吉野作造 文化生活研究骨 大正15年 11月3 日 初版 花井斐夫

17-00411 16 仲小路廉集 1 1
仲小路宣 一仲小
路彰

瑞軒骨 大正 13年 12月17.日 初版 山科良夫

19-00108 仲小路廉集 2 1
仲小路宣、仲小
路彰

ate -M ft 大正14年 1月17 日 初版 山科良夫

全集2
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19-00798 17 ギユイ ヨオ集 ′ 9 時間観念の創成 1 ギユイ ヨオ 釆英閣 大正 14年4月 18 日 初堕

19-00275 18 大南北全集 2 1
坪内避造′渥美清

太郎
春陽堂 昭和2年 11月28 日 初版 滞井常四郎

19】00276 大南北全集 6 1
坪内冶造/渥美清

太郎
春陽堂 大正15年2月16 日 初版 滞井常四郎

19】00347 19 訟庭論草
精錬事件を論ず [附 .陪審法案に就

て】
1花井卓戒

無軒番屋 (穐山

定登)
昭和2年3月20 日 初版 揮井常四郎

20-49 訟庭論草
軍艦金剛の建造請負に関す る事件

を論ず [附 静癖符]
1 花井直裁

無軒書屋 (宇都

宮七五)
昭和4年 10月25 日 初版 薄井常四郎

20-50 訟庭論草 入内事件を論ず [附 管姦抄] 1 花井卓蔵 春秋社 昭和6年 1月20 日 初版 花井卓蔵

18-02776 20 羽仁もと子著作集 8 子供讃本 1 羽仁 もと子 婦人之友社. L、昭和2年12月5 日 初版

18-02723 羽仁もと子著作集 9 家事家計篇 1 羽仁もと子 婦人之友社 昭和2年 10 月20 日
新刷
発行

昭和9年 11月 1 日 V ;->c.u

18-02170 羽仁もと子著作集 10 家庭教育篇 上 1 羽仁もと子 婦人之友社 昭和3年1月2J0 日 新劇 19321025 蛍光貫

18ー02124 羽仁もと子著作集 . ll SJ& # W * T 1 羽仁もと子 婦人之友社 昭和3年7月15 日 2版 昭和8年7月15 日 堂フG貝 .

1白一02171 羽仁もと子著作集 15 信仰篇 1 羽仁もと子 婦人之友社 昭和3年 12月30 日 新刷 19340525

18-04558 2 ー蘇峰叢書 1 皇室 と国民 1 徳富猪一郎 民友社 昭和 3年2月11 日 初版 望月大学

18-02975 22 志賀重昂全集 1 1 志賀富士男編纂 .
志賀 重昂全集刊.

行合
昭和 3年7月30 日 初版 山科良夫

18-02976 志賀重昂全集 2 1 志賀富士男編纂
志賀重昂全集刊

行会
昭和 3年9月25 日 初畢 山科良夫

18-02977 志賀重昂全集 3 1 志賀冨士男編纂
志賀重昂全集刊

行会
昭和2年12月20 日 初版 山科良夫

18-02978 志賀重昂全集 4 1 志賀富士男編纂
志賀重昂全集刊

行会
昭和3年5月30 日 初版 山科良夫

18-02979 志賀重昂全集 5 1 志賀層 士男編纂
志賀重昂全集刊

行会
昭和3年2月 10 日 初版 山科良夫

18∴02980 志賀重昂全集 6 1 志賀富士男編纂
志賀重昂全集刊

行会
昭和3年3月25 日 初版 山科良夫

18-02981 志賀重昂全集 7 1 志賀富士男編纂
志賀重昂全集刊

行会
昭和3年 11月25 日 甲版 山科良夫

18-02982 志賀重昂全集 8 1 よ i'!iV,C士朔輔
志賀重昂全集刊 .

行禽
昭和.4年3月20 日 初版 山科良夫

17一01278 23 輝来演全集 1 縛畢大衆講話 1
松田竹の嶋人
偏輯

平凡社 昭和4年5月20 日 甲版 古}rl一明

18-02460 輝宗演全集 3 碧巌録講話 前編 1 松 田竹の嶋人 平凡社 昭和5年3月20 日 初版 堂元責

18ー02884 24 滞庵和尚.全集 1 1
輝庵和尚全集刊
行会

滞庵和 尚全集刊

行会
昭和5年2月28 日 初版 篠原庄六

18-Q2885 揮庵和尚全集 2 1
津庵和尚全集刊
行脅.

滞庵和尚全集刊

行会
昭和4年8月3日 初版 篠原庄六

18ー02886 揮庵和尚全集 3 1
滞庵和尚全集刊
行会

津庵和尚全集刊
行会

昭和4年5月20 日 初版 林厘蝣I-A

18⊥02887 L鐸庵和尚全集 4 1
鐸庵和尚全集刊

ff #

滞庵和尚全集刊

行合
昭和5年8月20 日 初版 篠原庄六

19-00184 25 野依全集 5一欧米徹底観 1 野依秀市 秀文閣書房 昭和4年 10月20 日 -5版 昭和4年 11月10 日高楠順次郎

18ー02567 26 J.H,FABRE/昆轟音己 6 6 内田侍～ アルス 昭和5年6月25 日 初版 古川一明

全集3
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17】01000 27 水哉紀行選集 1 st 'tf Tk ift 博文堂 昭和8年5月6 日 初版

18】03171 28 師子王全集 1 史侍篇 魂一輯 1
田中巴之幼 く智
畢)

節子王全集刊行
骨

昭和7年5月21 日 門脇観太郎

17-01154 節子王全集 1 師子王情感篇 第一輯 1
田中巴之助 (響
畢)

節子王全集刊行

骨
昭和 7年2月28 日 初版 門脇観太郎

17-00051 29 ヘーゲル全集 4 精神現象畢 上巻 1
ヘーゲル、.金子
武雄訳

岩波書店 昭和7年6月30 日 6刷 昭和23年 4月20 日

17-00052 ヘーゲル全集 5 精神現象撃 中巻 1
ヘーゲル、金子

武雄訳
岩波書店 昭和16年3月5 日 3刷 昭和 23年4月20 日

17-00 160 30 大塚博士講義集 2 文峯思潮論 1 大西克穫編纂 岩波書店 昭和11年3月7 日 2届望、 昭和23年2月5 日

19-00351 3ー河合典治郎撰集 3 社食政策原理 1 河合典治郎 日本評論社 昭和 10年5月 15 日 2版 昭和 23年9月20 日 松本典一郎

17-00395 河合粂治郎選集 4 英国社会主義史研究 1 河合粂治郎rP 日本評論社 昭和23年2月15 日 2版 昭和24年4月10 日松本粂一郎

19-00566 32 二宮尊徳新撰集 1尊徳生活原理要説 I 貴地昌一
二宮尊徳翁全集

刊行会
昭和 14年 2月25 日 6版 昭和 14年9月10 日

19-00567 二宮尊徳新撰集 2 尊徳興国事業要説 1 宮地昌一
二宮尊徳翁全集

刊行舎
昭和 14年7月20 日 6版 昭和14年9月10 日

19-00568 二宮尊徳新撰集 4 尊徳夜話 .. 静銀要説 1吉地昌ふ
二宮尊徳翁全集

刊行骨
昭和13年 12月5 日 初版

19-00569 二宮尊徳新撰集 5 尊徳逸話 一教訓要説 1吉地昌一
二宮尊徳翁全集

刊行合
昭和 14年1月5 日 甲版

18-02084 二宮尊徳新撰集 6 尊徳賓嘩指導要説 1
二宮尊徳翁全集

刊行骨

二宮尊徳翁全集

刊行会
昭和 14年8月25 日 6版 昭和 14年9 月10 日

18-02085 二宮尊徳新撰集 6 尊徳報徳記要説 1
二宮尊徳翁全集
刊行会

二宮尊徳翁全集

刊行会
昭和 14年4月20 日 6版 昭和 14年9 月10 日

17-00331 33
アナ トオル - フランス
短篇小説全集 1 バルタザアル 1

ANATOLE.FRANCE

.山内義雄 .(釈)

白水社 昭和 14年 9月25 日 初版

17-00334
アナ トオル . フランス
短篇小執全集 2 錬細の手箱 .1.

ANATOLE.FRANCE
内藤濯 (釈 )

白水社 昭和 14年 10月29 日 初版

17-00351
アナ.トオル . ブラ.ンス

短篇小説全集 3 聖女クララの泉 1
ANATOLE….FRANCE
渡連一夫 (釈)

白水社 昭和 14年 11月28 日 初版

17丁00353
アナ トオル ` フランス
短篇小説全集 4 クランクピーユ 1

ANATOLE.FRANCE
山内義雄 (釈)

白水社 昭和 14年 12月23 日 初版

17-00354
アナ トオル .フランス
短篇小説全集. 5

ジャック . トゥルーヌブローシユ

のコン ト
1
ANATOLE….FRANCE
渡嘘】夫 (釈)

白水絶 昭和15年 1月26 日 初版

17-GO356
アナ トオル ..フランス
短篇小説全集 6 育賢の七人の妻 1

ANATOLE.FRANCE
杉睦夫 (釈)

白水社 昭和15年3月9 日 初版

17-00358
アナ トオル . フランス
短篇小説全集 7 ジ ヨカス トと痩猶 1

ANATOLE.FRANCE
佐藤正彰 (釈)

白水社 昭和15年4月9 日 初版

17-00714 34 佐藤直方全集 1
日本古典草食

(編)
日本古典草食 昭和 16年5月25 日 初版 薄井常四郎

18ー02244 35 西田幾多郎全集 5 1 西田幾多郎 岩波書店 昭和22年2月25 日 初版 松本粂一郎

17-00640 西田幾多郎全集 9 哲畢論文集第三. 1 西田幾多郎 岩波書店 昭和24年2月 10 日 初版 松本粂】郎

20-1008 36 三木清著作集 2 ョー% 1 三木清 岩波書店 昭和24年 7月30 日 初版 松本粂一郎

20-1007 三木清著作集 4 第四巻 1 三木清 岩波書店 昭和22年9月25 日 初版 松本粂一郎

20†1010 三木清著作集 5

12

第五巻 1

1

三木清 岩波書店 昭和24年11月20 日 初版 松本発一郎

20-1011 三木清著作集 第十二巻 三木清 岩波書店 昭和25年10月25 日 初版 松本柴～郎

全集4
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20-1009 三木清著作集 2 第二巻 1 三木清 岩波書店 昭和24年7月30 P 初版 松本柴一郎

17-00480 37 井伏鱒二選集 1屋根の上のサワン 1 井伏鱒二 筑摩書房 昭和23年3月25 日 初版

17ー00481 井伏鱒二選集 .2 悪い仲間 1 井伏鱒二 筑摩書房 昭和23年6月20 日 初版

17-00482 井伏鱒二選集 3雑肋集 1 井伏鱒二 筑摩書房 昭和23年9月20 日 初版

17】00483 井伏鱒二選集 . .4 囲心の行状 . 1 井伏鱒二 筑摩書房 昭和23年11月25 日 初版

17ぺー0484 井伏鱒二選集 5 多甚古村 1 井伏鱒二 筑摩書房 昭和23年12月 15 日 初版

17一00485 井伏鱒二選集 6 架空動物譜 1 井伏鱒二 筑摩書房 昭和24年 2月25 日 初版

17ー00486 井伏鱒二選集 7牡丹の花 1 井伏鱒二 筑摩書房 昭和24年 7月 10 日 初版

17-00487 井伏鱒二選集 8 山峡風物誌 1 井伏鱒二 筑摩書房 昭和24年 4月 15 日 初版

17-00488 井伏鱒二選集 9 白毛 1 井伏鱒二 筑摩書房 昭和 24年 9月30 日. 初版

17-00007 38 宮本百合子選集 6 小説集 1 宮本百合子 安垂書房 昭和23年 12月20 日 初版

39 ロマン . ロラン全集 14 魅せ られたる魂. (一) 1

Lomam

Lo llane 、宮本正
清訳

みすず書房 昭和23年6月10 日 2版 昭和 23年 10月30 日

17-00949 ロマン . ロラン全集 15 魅せ られたる魂 (二) 1

Lomain
Lollane、宮本正
清訳

みすず書房

17-00950 ロマン . ロラン全集 16 魅せ られたる魂 (三) 1

Loraam
Lollane、宮本正
清訳

みすず書房 昭和24年4月15 日 初版

17-00012 ロマン . ロラン全集 19 魅せ られたる魂 (六) . 1
Lomam
Lollane、宮本正
清訳

み すず書房 昭和24年11月25 日 初版

17【00730 40 藤井武選集 5 新約研究 上 イエス樽研究 1 矢内原忠雄 岩岡書店 昭和24年 7月 14 日 初版 松本粂一郎

17-00593 41 イ リン選集 . 人間の歴史 1
イ リン、八住利 .
雄訳

岩崎書店 昭和24年 10月20 日 初版

17-00227 イ リン選集 7 績人間の歴史 】古代文明物語】 1
イ リン、相川隆

釈
岩崎書店 和25年5月30 日華

171 30655 42 折口信夫全集 23 1
折口博士記念古

代研究所
中央公論社 昭和31年 1月5 日

新訂
再版

昭和49年3月20 日

17-00654 43 マルキ . ド .サ ド選集 Ⅲ ゾロエ 1

マルキ . ド .サ
ド著、漉滞龍彦

釈

河出書房 昭和3.2年1月25 日 初版

16ー00054 44 石井楚江選集 1

石井真一 (餐

班) 著 L石井麺
江遺稿刊行会編
集局

石井楚江遺稿刊

行会
昭和38年12月15 日 初版

17†00472 45 戸川幸夫動物文学全集 1 1 戸川幸夫 冬樹社 昭和40年7月18 日 初版

17-00473 戸川章夫動物文学全集 2 1.戸川幸夫 冬樹社 昭和40年8月118 日 初版

17-00474 戸川幸夫動物文学会集 3 1 戸川幸夫 冬樹社 昭和40年9月18 日 初版

17】00475 戸川幸夫動物文学会集 4 1 戸川幸夫 冬樹社 昭和40年10月18 日 初版

17ー00476 戸川幸夫動物文学会集 5 1 戸川幸夫 冬樹社 昭和40年11月18 日 初版

17-00477 戸川幸夫動物文学会集 . 6 1 戸川幸夫 冬樹社 昭和40年12月18.日 初版

17-00478 戸川幸夫動物文学全集 7 1 戸川幸夫 皇樹社 昭和41年 1月18 日 初版

全集5
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19-00609 ー新進堂叢刊 三鱒詩評輝 上巻 1 野口一太郎 新進堂 明治26年6月29 日 再版 治26年10月29日片山武夫

19ー00610 新進堂叢刊 三億詩評輝 下巻 1 野口一太郎 新進堂 明治27年1月2日▼初版 片山武夫

18ー02737 2 帝国文庫 [校訂}穫彦傑作集 .全 1 大橋新太郎編 博文館 明治27年2月5日 初版 揮井常四郎

18-02738 帝国文庫 [校訂]滑響名作集 上巻 1 大橋新太郎編 博文館 明治27年6月25日 3版 昭和5年9月3月 薄井常四郎 .

18-02366 帝固文庫 39 [校訂コ人情本傑作集 下巻 1博文館編輯局 博文館 明治28年8月25日 揮井常四郎

18-02769 帝国文庫
[校訂]四大奇書 三巻 西遊記
と弓張月 1大橋新太郎編 博文館 明治29年4月20日 初版 薄井常四郎

18ー02459 帝国文庫
[校訂]四大奇書 上巻 西遊記
と弓張月 1 大橋新太郎編 博文館 明治29年4月24日 lA0版 明治40年9月 滞井常四郎

18-02396 帝圃文庫 19 人情本傑作集 金 1伸 tfl'fjfi 博文館 昭和3年5月15日 初版

18-02552 帝国文庫 23 名家漫筆集 金 1 博文館編 博文館 昭和4年2月15日 初版
^̂^̂ ^̂ ^̂ ^̂ ^̂ ^̂ ^̂ ^̂ ^ m

17ー01005 3 社命 :CM 9 新着社食主義 前編 1
ウヰリヤム、
グラハム
森山信規

博文舘 明治27年5月4日 初版 望月大学

17-00128 4 RIVERSIDE
LITERATURE SERIES

143 ALEXANDER THE GREAT 1
PLUTARCH
SIR THOMAS
NORTH英訳

HOUGHTON
MIFFLIN
COMPANY

明治33年 初版

ー9-00375 5 軍報EB.帯書 政治汎論 1 高m v-iViifi! 有斐閣 治28年10月30日 7版 明治33年5月25日謹書倶楽部

18一02110 畢聴EB奉書 国法撃上 1 有賀長雄 東京専門畢校
出版部

明浩朗年H t¥V,¥¥ 初畢 富田利害

18-02365 6 痩帝埴文庫 34 [校訂]黄表紙百種 全 1 辛堂得知校訂 博文館 明治37年3月 臣 3版 明治40年1月31日薄井常四郎

18-02374 績帝燭文庫 50 名.家漫筆集 全 1博文館縞輯局 博文館 明治36年6月15日 初版 薄井常四郎

17-00934 7 公民文庫 .欽定論語解義 1康無帝欽定 共同出版 m m m m m m m 初版 薄井常四郎

17ー00568 8 名著文庫 39 他我身乃上 1
饗庭笠郁校訂
山岡元隣薯

富山房 ########榊##### 初版 滞井常四郎

17ー00541 9 月本歴史文庫
[将門′純友]畢酉軍配/奥州後三
年記′保元物語′平治物語 1 黒川最道編輯 集文館 m m m m m m m 初版 泉田秀吉 Y.

18-02563 10 アカギ叢書 4 [ルボン氏].群衆心理 1葛西又次郎訳 赤城正蔵 大正3年4月25日 初版 滞井常四郎

18-02564 アカギ叢書 7 ベルグソンの哲畢 1 三浦哲郎訳 赤城正歳 大正3年4月28日 初版 滞井常四郎

20-1029 ll 王仁文庫 1-4
1‥皇道我観 2:国教論集 3 :瑞
能神歌 3:記紀真解 1

1/2浅野和三
郎、3大日本修
寮禽 4浅野正

・ft

大日本修密会 大正9年6月20日 初版 花井卓蔵

20-1029 王仁文庫 5-7
5:道の大原 6:たまの礎 7;記

P紀真野
1
5/7出口王仁三
郎 6浅野正恭

大日本修斎倉 大正10年3月1日 3版 大正10年3月20日花井卓蔵

20-1029 王仁文庫 8-
10

8;八面鋒 9 :道の大本 10: 1
8.出口王仁三郎
9/10浅野正恭

大日本修癒合 大正10年6月25月 再版 大正10年7月5日花井卓赦

18-02075 12 境野叢書 7 静思 1 nru i'i三 境野社 大正11年6月25日 初版 勝島仙之介

文庫1
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17-00091 13
[中外日報創刊二十七
年七千号発刊記念]中.
外叢書

3 文化と社食運動と宗教 1 米田庄太郎 中外出版 大正12年5月1日 再版 大正13年5月1日高楠順次郎

17-00722
[中外日報創刊二十七
年七千号発刊記念]中
外叢書

6 大乗傭教原理 1 佐々木月麟 丙午出版社 大正12年7月25日.初版 高楠順次郎

17ー00374
t中外日報創刊二十七
年七千号葬刊記念]中
外叢書

7 燈を掲げて行く 1 黒田正利 . 中外出版 大正12年10月5日 初版 高楠順次郎

17-01026 14 報知文化叢書 4 ロシアをめぐる魂 1 池田林儀
報知新聞社出
版部

大正13年9月10日 鋤版 幸野義人

17→D0534 ー5 囲畢院大草叢書 1 日本趣味十種 1 芳賀矢一編 文教書院 大正13年12月1日 初版 有田青松

17-00523 ー6 文明レクチャー 補助艦問題と最近の我軍艦 1 文明協会編輯
財囲法人文明
協会 昭和2年2月16日.初版 揮井常四郎

18-04251 17 ニコニコ全集 ニコニコ全集 . 1 政野元次郎 弘畢館書店 昭和l2年12月3日 150
版

昭和4年10月1日高桶順次郎

17-00290 ー8 文明協会ライブラリ 2 現代丁妹の農村研究 1 長崎常鐸編
財国法大文明
協合

昭和4年2月25日 初版 山科良夫

17-00065 文明協会ライブラリ 英国社食主義立法 1 大潰信泉 財開法大文明
協骨

昭和3年12月15日 初版 高楠順次.郎

17-00428 文明協会ライブラリ. .
ドレイサアの見たソヴイエ ト.

ロシア
1
セオ ドル . ド
レイサア著
下山鎌音訳

財圃法人文明
協会

昭和4年10月30日 初版 山科良夫

17-00075 文明協会ライブラリ 列圃海軍と其の国民 1
Hector
C.Bywater
石丸藤太縮謬

財画法大文明
協会

昭和3年1月10日 初版 高楠順次郎

17-00412 文明協食ライブラリ
我れ等ウイーリンドバーグ半日
叙侍 1

リンドバーグ
宇都宮爽平詳
逮

財国法大文明
協会

昭和4年3月25日 初版 山科良夫

17-00291 文明協会ライブラリ 労働の哲撃 1
シー .ア一 .
バーンス著
浮田和民訳

財圃法人文明
協会

昭和4年1月15日 初版 山科良夫

17-00778 19 毎日叢書 2 [各改案代表者]大演説集 1
大阪毎日新聞
社編纂

大阪毎日新聞
社

昭和3年2月11日 初 池沢次郎

18-02036 20 国際聯盟協会叢書 83
国際観係通観[一九; 七一一九

二八コ
1 松原一雄

社圃法人囲際
聯盟協会 .

昭和3年6月18日 甲版 山科良夫

19-00192

21

2

圃際聯盟協骨叢書 86 我が海外貿易と日支経済関係 1

1

1
1
1

安川雄之助
白岩龍平

社囲準人国際
聯盟協合

昭和3年8月20日 初版

昭和6年4月20日

山科良夫

18ー02424 圃際聯盟協会叢書 10 倫敦′海軍軍縮会議/の成畢 r 山川端夫 社圃法人圃際
聯盟協会

昭和5年11月8日 初版 花井斐夫

山崎粂次郎.

18-02362 春秋文庫 科聾的生命観 lk # # 春秋社 昭和4年1月25日 初版

19-00648 春秋文庫 教育撃 . 阿部重孝 春秋社 昭和4年2月20日 10版

18ー02257 明解叢書 日:本歴史 iKs'I- 弘道関 昭和4年10月20日 初版

文庫2
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17-00698 23 誠文堂十銭文庫 40 友愛結婚の話 1 原田賓 誠文堂 昭和5年 12月25 日 初版 勝島恒夫

19-00195 24 雄文閣ライブラリィ . 1 [日本]好景気の [原理 ] 大 口二郎 雄文閣 昭和7年2月20 日 昭和8年1月1日 森元 T 車

19-00044 25
Selection s For
E ver y Day s

M y Utmo st/FOR/H is H ighest

THE GOLDEN BOOK OF′OSWALD

CHAMBERS

1
Oswa ld

Chamber s

DODD , MEAD &
COMPANY , INC .

初版 蝣u rn

18-029 25 26 文畢社叢書 HI 国文撃 と国語教育 1 {^ 1--l):.f| 文畢社 昭和11年9月17 日 初版

18-02921 27 滞 日叢書 特輯 移住の莱 満州は招 く 1 米野豊賓
満州 日日新聞

社P
昭和11年9月30 日 初版 池田肇

′18】04224 満 目叢書 6
全 日.本青年代表園は清洲を比の

如 く観る
1 米野豊実

満州 日日新聞
社

昭和12年 1月30 日 初版 輝井常四郎

18-030 16 28 新潮叢書 1 日本語録 1 保 田輿重郎 新潮社 昭和17年7月21日 4壁j 昭和 18年8月1日

18-02560 新潮叢書 ll日本語録 1.保田輿重郎 新潮社 昭和17年7月21日 初版

18-0 2429 新潮叢書 明治の精神 1 浅野晃 新潮社 榊榊m m m 榊## MiK
19】00542 29 朝 日新講座 30 教育畢 1 長 田新 朝 日新聞社 昭和17年8月20 日 初版

19-00213 30 双魚房良書 4 現代短歌の志向 1 松村英一 文林堂双魚房 .昭和 18年5月20 日 初版

20ー100 3ー僻蘭西古典文庫 9 パスカル冥想録 (パンセ) 下巻 1
パスカル
由木康訳

白水社 昭和23年2月20 日 3版 昭和24年 4月25 日松本柴一郎

17ー00998 32 組合ライブラリ 4 中共のはなし 岩村三千夫 労働教育協骨 昭和23年6月25 日 初版

17-000 13 33
TAPPI MONOGRAGH

SERIES
25 PAPERC OAT ING ADD IT IVES 1

A project of

the Coating

comm ittiee

Techn ica l

A ssoc iation

of the P ulp

and Paper
Indu stry

昭和38年 初版
三菱重工三原

製作所

文庫3



新 書
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巻
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著者名 発行所 初版発行年 版 発行年 寄贈者

19ー00814 ー岩波新書 3 支那思想と日本 1 浄田左右吉 岩波書店 . 昭和13年11月20 日. 4版 昭和14年5月15日

19ー0081S 岩波新書 3 支部思想と日本 1 津田左右吉 岩波書店 昭和13年11月20 日. 5版 昭和15年5月7日

19-00132 岩波新書 5 高菜秀歌′上巻 1賓藤茂吉 岩波書店 昭和13年11月20 日 14版 昭和25年12月20日

19-00133 岩波新書 6 高菜秀歌′下巻 1碧藤茂吉 .I 岩波書店 . 昭和13年11月20 日 6版 昭和15年12月28日

17-01027 岩波新書 49 零の費見′÷数草の生ひ立ち一 1 吉田洋】 岩波書店 昭和14年11月27日 11刷Ⅰ 昭和25年10月5日伊達者教

19ー00005 2 科撃新書 . 1天気蘭と天気橡報 1 大谷東平 河出書房 昭和16年3月30月 5壁 昭和16年10月5日堂元貫

18-02363 ft * * M 14 十五人の生物単音 1 篠遠喜入 河出書房 昭和16年7月29日 初版 堂元軍

17-00999 科畢新書 48 緒潜水艦 1.福.田一郎 河出書房 昭和18年6月30日 初版

19-00808 3 東亜新書 蒙古人民共和国 1 石田喜輿司 中央公論社 昭和16年12月20日 初版

17-00361 5 青年軍事新書 寒地作戦 1 舟橋茂 大紘書院 昭和18年5月3.0日 初版 薄井常四郎

18-04405 8 生産科学新書 生活と科挙の交渉 1
クローサ⊥
石松俊介訳

東和出版社 昭和18年11月5日 初版 堂元貢1

17-00518 7 時事新書 合衆国の政治制度 1

アーネスト. グ
リフィス
入江通雅訳

時事通信社 晒和42年1月10日 初版
アメリカ文化
センター

17-00630 8 紀伊国屋新書 日本とロシア 1 高野明 轟己伊国見書店 昭和46年5月31日 初版

落 書

20- 1023 ー春秋社思想選書 [アケンビス]基督のまねび 1
アケンビス
内村達三郎訳

春秋社 昭和3年5月1日序

16ー00067 2 創元選書 27 西行 1 川田順 創元社 昭和14年11月 10 日 8版 昭和21年5月15日

19-000 13 創元選書 弧猿随筆 1柳田国男 創元社 昭和14年12月17日 4版 昭和16年6月10日

17ー00078 創元選書 . 79 人生論ノー ト 1 三木清 創元社 昭和16年8月11日 21版 昭和22年4月5日

17-008 18 創元選書 112武将の家訓 1 桑田忠親 創元社 昭和19年12月10日 初版

19-00438 3 朝日選書 12 史藷北榛時宗 ′1 関靖 朝日新聞社 昭和18年12月25日 初版

20-99 4 白水社科挙選書 21 パスカル科挙論文集[上〕 1
パスカル
松浪倍三郎′安井
源治訳

白水社 昭和21年3月15日 再版 昭和22年12月25 日松本粂一郎

17-01167 5.改造選書 老子の研究 .上巻 1 武内義雄 改造社 昭和22年9月5日 初版 松本柴一郎

17-01171 改造選書 老子の研究 上巻 1 武内義雄 改造社 昭和22年9月5日 初版 松本典一郎

20-65 6 精神科畢選書 Ⅱ 教育草の根本間啓 1 1 木村素衛 P 賛明書房 昭和22年10月15日 初版

全 章

19ー00902 1 岩波全書 19 人間の撃としての倫理撃 1 和辻哲郎 岩波書店 昭和9年3月20 日 6版 昭和13年3月1日三菱重工三原
製作所

19-00003 岩波全書 儒教の賞践道徳 1 津田左右吉 岩波書店 昭和13年6月16日 6版 昭和24年3月10 日松本桑一郎

17-00616 岩波全昏 171 地方史研究必携 1.
1地方史研究協議
会

岩波書店 昭和27年7月10 日 初版

新書・選書1
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19-00769▼ 1 西郷南洲翁 全 1川崎紫山 博文館 明治27年2月12 日 3版 明治27年12月6日 小林連
17-00017 西郷南洲翁 全 1 川崎柴山 博文舘 明治27年2月12日 6版 明沿30年6月22日 滞井常四郎
18-03374 2 阪本龍馬 1 弘松宣It 民友社 明治29年7月16日 4版 明治L29年10月15日 輝井常四郎
18-03265 3 詩人西行 1 中龍児 民友社 明治29年12月26 日 初版 揮井常四郎 Jl
18-03310 4 在原業平 1 井 口基ニ 文学普及会 .明治30年3月2日 初版 薄井常四郎
18-04402 5 徳川家康 1 本城正塚1. 公愛社 明治30年3月16日 初版 滞井常四郎
18-04152 6 「評樽】陸奥宗光 1 渡辺傭二郎 同文館 明治30年3月26日 初版 滞井常四郎
17-00019 7 木戸孝允 1 無何有郷主人 明滑30年4月10日 初版 揮井常四郎
19-00324 8 第四健伊藤長次郎博 全 I 薗田宗藩 明治31年3月4 日 初版 宇都宮七五
17-01290 9 二宮尊徳 1 西村富次郎 弘文舘 明治31年10月24日.初版 韓井常四郎

18-02576 ー0
ふ らんくりん自叙偉
直辞註解

上 1 松尾豊文訳 金利源次 明治32年4月22日
訂正8

版
明治38年3月15日 薄井常四郎

18-03484 ll 福余 白倦 1 時事新報社 時事新報社 明治32年6月15日 33版 大正8年10月25日得能利統
18-02957 福翁 自樽 1 時事新報社 時事新報社 明治32年6月15日 44版 昭和7年3月10日
17ー01018 1.2 月照上人暑樽 1 磯谷勝二郎 清水寺事務所 明治40年11月16日 初版 滞井常四郎
18-034&0 ー3 理振大師 1.高見寛応 六大新報社 .明治41年5月1日 初版 宇都宮七五
17-00235 14 秀吉と家康 1 伊藤銀月 千代 田書房 明治42年10月6日 再版 明治42年10月8日 宇都宮七五
19-00032 ー5 大寮平八郎 1、幸田成友 東亜堂書房 明治43年1月1日 初版 花井斐夫

18-04613 16 尾張敬公 1 西村時彦
名古屋開府三百
年記念会

明治43年3月15日 初版 花井斐夫

16-00077 ー7 直紅山城守 1 福本誠 東亜堂書房 明治43年6月23日 3版 明治43年7月15日 井上好雄
18ー02315 18 大久保利通俸 上 1 勝田孫珊 同文館 明治43年7月31日 2版 明治43年8月15日 木村大介
18ー02316 大久保利通侍 中 1 勝田孫爾 同文館 明治43年10月17日 初版 木村大介
18-02317 大久保利通侍 下 1 勝田孫爾 同文館 明治44年3月10日 初版 木村大介
19-00680 19 偉人幽碧 1 池連義象 吉川弘文館 明治43年9月20日l 2版 明治44年10月5日 和田屋喜市
18-04100 20 t天理教祖]中山美枝子 1 碧瑠璃園 木下真進堂 明治43年9月23日 15版 昭和5年6月20日 唐田語一
19-00743 21 王陽明 1 亘理車三郎 丙午出版社 明治44年6月10 日 5版 大正9年9月20日堂元貫
18-02265 22 江藤新平 1 鹿島楼巷 貰業之 目本社 明治44年9月28日 初版 講書倶楽部
18-02838 23 明治之天皇 1 杉謙二 至誠社出版部 大正1年8月6日 4版 大正1年8月8日 花井斐夫

18-04015 24 明治天皇御賓記 1 熊谷発之助
千代由書房 . 輿
村藍外堂

大正1年8月13日 初版 花井卓蔵

18ー04121 25 明治天皇. 1 坂本辰之助 至誠堂 大正1年8月15日 5版 大正1年9月6月 木村大介
17ー00168 26 【偉人志操] 山鹿素行 1須藤荘一 大成社 大正1年11月28日 初版 請書倶楽部

18-04314 27
【明治時代の貞烈亀鑑]
乃木希典の妻 1 斉藤鹿三郎 目黒書店 大正2年2月20日 初版 滞井常四郎

16-00078 28
【大和魂之典型]乃木大
将実伝 1 碧瑠璃園 隆文館 大正2年8月20日 9版 大正3年2月5日 井上好雄

19-00358 29 明拍皇后 1 山口鼎太郎 南北社 大正3年5月1日 初版 井上好雄

17-00554 30

LLOYD GEORGE,′THE

MILITANT PEACEMAKER
(大宰相ロイ ド.

ジョーヂ) ー

1 原 田柴一郎 白水社 大正6年9月26日 初版 花井斐夫

19-00478 3ーアm m 1 横山健登 弘畢館書店 大正6年10月4日 5IS 大正7年3月30 日 薄着倶楽部
18-04431 32 徳川慶喜公博 1 1 渋沢栄一 龍門社 (な し) 謹書倶楽部
18-04432 徳川慶喜公侍 2 1 渋沢栄一 龍門社 (なし) 謹書倶楽部
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18-04433 徳川慶喜公樽 3 1渋沢栄一 龍門社 (なし) 謹書倶興部

18ー04434 徳川慶喜公侍 4 1 渋沢栄一 龍門社 (なし) 講書倶楽部

18-04435 徳川慶喜公侍 5 附録 . 1 渋沢栄一 龍門社 (なし) 頭書倶楽部

18-04436 徳川慶喜公停 6 附録 1 渋沢栄一 龍門社 (なし) 謹書倶楽部

17-01035 徳川慶喜公侍 7 附録 1 漉浮英一 龍門社 講書倶楽部

17-00825 徳川慶喜公借 8 索引 1 渋沢栄一 冨山房 大正7年1月4日 初版 講書倶興部

17ー牀0823 33 秀吉と家康 1 横山達三 東亜堂書房 大正7年10月8 日 初版 讃書倶楽部
18-03234 34 聖徳太子賓録 1 久米邦武 丙午出版社 大正8年8月25 日 初版 薄井常四郎 .

工8-04573 35 男爵安保清康.自叙侍 1 安保清廉 安保清種 大正8年10月27 日 初版 花井斐夫

19-00701 36 [大本教祖]出目直子倖 坐 . 1 服部静夫 明誠館 大正9年12月20 日 再版 花井卓蔵

19-00033 37 大塩平八郎倖 1石崎東商 大鐙閣 大正9年12月l25 日 初版 花井斐夫

18▼02082 38
[予の知れる連日苗穂
使] ジヨツフル元帥 . 1 樋口繊太郎 一二三館 大正10年11月10 日 初版 花井斐夫

18-03235 39 聖徳太阜御侍 1
聖徳太子一千三
百年御忌奉賛会

聖徳太子一千三
百年御忌奉賛会

大正12年3月1日 初版

18-03334 聖徳太子御侍 1
聖徳太子～千三
百年御忌奉賛会

聖徳太子一千三
百年御忌奉賛会

大正12年3月1日 初版 滞井常四郎

18-62862 40
[増補訂正]南洲手抄言
志録解

1 馬場禄郎 松陰道社 大正12年4月18日 再嘩 昭和3年8月15日宇都宮七五

、18-03320 4 1 [世界三聖俸]帝迦 1 大屋徳城 国民図書普及会 不明. 35版 大正12年5月15日花井斐夫

17-01308 [世界三塑借]基督 1 松本雲舟 編著 囲.民固着普及骨 不明 35版 大正12年5月15 日花井斐夫

18-02833 [世界三盤偉]孔子 1 西脇玉峰 国民蘭書普及骨 不明 35版 大正12年5月15日花井斐夫

19-00125 42 平民ワシントン 1 花岡敏夫. 寮業之日本社 大正12年5月25 日 初版 花井斐夫

17ー00801 43 青山飴影 田中光顕伯小樽 1 熊浮】衛 青山書院 大正13年2月11日 2版 大正13年7月10日山科良夫
19-00727 44 親鷲聖人 親驚聖人 1.須藤光曜 内外出版協骨 不明 4版 大正13年2月20日

I8ー03215 45 土居通夫君侍 1 半井桃水 記載なし0 大正13年6月1日 山科良夫

19-00697 46
[忠勇′義烈]軍神乃木大
将

完. 1 島津巌
皇国会本部 .帝
囲報徳舎

大正13年6月5日 再版 大正13年6月10日 島津恵登

18-02122
[忠勇/義烈】軍神乃木大
将

一缶フ一二 1 島津巌
革国会本部 帝
国報徳禽

大正13年6月5日 再版 大正13年6月10日宇都宮七五

18-04102 47 近衛療山公 . 1 近衛霞山会 近衛霞山会 大正13年6月26日 初版 花井卓蔵

18-02818 48 満水縛師逸事 1.寒川鼠骨 政教社 大正14年5月18日 初版 川口囲次郎

17-00763 49 塚原夢舟翁 1

塚原周造氏海事
周係五十年記念
祝賀会委員

塚原周造氏海事
関係五十年記念
祝賀会委員

大正14年5月20日 初版 山科良夫

19-00190 50
[ 友人画商荒川義署槍]
荘木冷灰先生追憶評

1未繁弼次郎 大正14年10月8日 初版 花井斐夫

18-02997 51 江木冷灰先生追憶辞 1 末繁瀬次郎編輯 記載なし0 大正14年10月8 日 山科良夫

17-01190 52 和田豊治樽 1 喜多貞書.
和田豊治博編纂
所

大正15年3月4 日 初版 勝島恒夫

17-01048 53 日蓮聖人御自停 1 鈴木一成 隆文館 大正15年4月8 日 初版 薄井常四郎

17ー00983 54 日蓮聖人の生涯 1 壊EEl義遜
甲府御遺文研究
骨

大正15年5月1日 初版 泉田秀吉

18-03336 55
〔我国女性′最高典型]静
寛院宮御車蹟 1

静寛院宮五十年
御法要奉賛会

静寛院宮五十年
御法要奉賛会

大正15年5月2日 6版 大正i5年7月20日滞井常四郎

triii亡コ
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17ー00429
[革固女性/最高典型]静
寛院宮御事蹟 i

醇軍院宮五十年

御法要奉賛食

静寛院宮五十年

御法要奉賛会
大正15年5月2 日 18版 大正 15年9 月20 日花井斐夫

17-01031 56
【東京慈恵食総裁 ]威仁

親王妃慰子殿下御事蹟 1 東京慈恵食 東京慈恵曾 大正 15年6月 10 日 初版 山科良夫

18-02295 57
[大成の彼方] 『エ ド

ワー ド lボツク樽』
1

エ ドワー ド.
ボツク着

京谷大助訳

畢而食出版部 大正 15年7月30 日 初版 花井斐夫

18一02436 53 高峰博士 1 盤原又策 庫原又策 大正 15年8月22 日 l初坂 山科良夫

18一02554 59 西郷南洲先生 1 蘇峰徳富猪一郎 民友社 大正 15年11月3 日 4版 大正15年 11月10 日

18-02857 西郷南州先生 1 蘇峰徳富猪一郎 友民社 大正 15年11月3 日 14版 大正15年 12月17 日

19一0 0439 60
【大津事件の烈女 ]畠山

勇子
1 ffl 波 新文書院 大正 15年 12月15 日 初版 花井斐夫

18ー04522′. 6ー日中義一論 1 矢野政二 時事評論社 昭和2年3月3 日 初版 花井斐夫

18-03008 62 高陽山人 . 1 専有正路 土佐美術協会 昭和2年3月8日 初版 山科良夫

16-00003 63 軍治大帝 1 長谷川卓郎
大 日本雄辞令誇 1

談社
昭和2年 11月1 日 初版

17ー00448 64 ムツソリニ俸 1 揮田謙
大 日本雄稗骨放
談社

昭和3年2月8 日 昭和 3年 3月25 日

17-00906 ムツソリニ侍 1 浮田謙
大 日本雄稗舎講

談社
昭和3年2月8 日 昭和 3年3月25 日二本松和雄

191 沿-728 65.昆田文次郎君め生涯 1.薄 田貞敬 後昆曹 昭和4年 1月21 日 初版 山科良夫

17ー00816 66 大岡越前守 1 沼田頼輔 明治書院 昭和4年5月25.日 初版 花井斐夫

18ー02293 67 エヂ ソン倖 1 浮 田謙
大日本雄辞令講

談社
昭和4年10月 15 日 初廠 滞井常四郎

18-02294 ユヂソン侍 1 浮 田謙
大日本雄稗食諌
談社

昭和4年 10月 15 日 初版 池田清次郎

18-04287 68 高士山岡繊舟 1 葛生能久 .. 黒龍会出版部 昭和4年 10月28 日 3版 昭和4年 11月 1.5 日 勝島恒夫

18】02425 高士山岡繊舟 i 葛生能久 黒龍骨出版部 昭和4年10月28 日 3版 昭和 4年 11月 15 日 滞井常四郎

18-03080 69 jS *DアA 1 梅原鼻隆 顕暴挙苑出版部 昭和5年4月24 日 初版 田阪豊

19-00722 70 曾我祐準翁自叙樽 1 曾我祐準
曾我祐準余 白叙

侍刊行会
昭和5年 12月25 日 初版 花井卓歳

18-02946 71 天野俊夫追悼録 1 天野弘一 昭和5年6月 16 日 初版 花井斐夫

20-167 72
野口英世事簡集 と母の

生涯 . 1 癖輝政 文献協会 昭和6年 11月25 日. 再版 昭和6年12月5 日

17-01104 73 親鷲聖人 1 大谷尊由 賞業之 日本社 昭和7年2月 15 日 初版

18-04542 74 北雷田尻先生停 上 1 鶴岡伊作 昭和8年 10月 25 日 初版 阪谷芳郎

17-00527 北雷田尻先生停 下 1 鶴岡伊錘 田尻先生停記及

遺稿編纂脅
昭和8年 10月25 日 初版 阪谷芳郎

18-02995 75 [法撃博士]寺尾亨氏三
周年追悼会紀要 1 記述なしD

法学博士寺尾亨

氏三周牛追悼骨
残務所

記述なし0 山科良夫

18ー02996 76
故男爵伊集院彦古君追

悼誌
1 記述なし0

故男爵伊集院彦
昔氏追悼会

記載なし0 山科良夫

I9ー00503 77 聖将東郷平八郎 1 小笠原長生 改造社 昭和9年6月5 日 初版 輝井常四郎

19-00290 78 安達峯「郎博士追悼録 1 追悼会発起人 追悼会 昭和10年2月00 日. 初版 薄井常四郎

19-00408 79 続良寛 さま 1 相馬昌治 官業之日本社 昭和 10年6月 1 日 11版 昭和16年6月10 日

伝記3
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18一02992 80 偉人権兵衛 山元権兵衛伯逸話 1 村上貞一 賞業之日本社 昭和10年12月1日 再版 昭和10年12月25日村上貞一

17-01301 81 西園寺公と湖南先生 . 1 安藤徳器 言海書房 昭和11年4月20日 初版 山名俊一郎

17-00089 82 鹿田弘毅樽 1 岩崎柴 新潮社 昭和11年4月23日 初版

17-00639 83 孝明天皇御事績紀 1 徳垂浅書 東光社 昭和11年6月1日 初版 薄井常四郎

18⊥02081 84 新島襲僧 1 湯浅輿三 改造社 昭和11年9月21日 初版 半田善四郎

18ー02389 85 日蓮聖人日録樽 1 宇都宮日鋼
日蓮宗布教助成
骨

.昭和11年10月13 日 初版 宇都宮日綱

17、00346 日蓮聖人自叙樽 1 宇都宮日綱
日蓮宗布教助成
#

昭和11年10月13 日 初版 宇都宮日鋼

1白ー02188 86 伯爵鹿島萩麿 1 伯爵鹿島家 鹿島家 昭和12年6月25 日 初版 イ自爵鹿島家

18ー02553 87 回想の寺田.寅彦 1 小林勇編 . 岩波書店 . ′昭和12年9月10 日 4版 昭和25年5月25日松本柴一郎

18-04104 88 松陰本山彦†翁 1
敬本山社長伝記
編纂委員会

大阪毎日新聞
社 .東京日日新 .
閲杜

昭和12年12月25日 初版 大阪毎日新聞社

17ー01184 89 男爵圃琢磨侍 上 上巻 1.
故囲男爵樽記編
纂委員会

故圏男爵偉記編
纂委員会

昭和13年1月28日 初版 故圃男爵樽記
編纂委員会

18-03003 男爵囲琢磨俸 下 下巻 1
鞠画男爵侍記編
纂委員会

故圃男爵博記編
纂委員会

昭和13年1月28日 初版 侍記編纂食

19-00761 90 鮎川義介 1 和田日出吉 . 春歌社 昭和13年2月23日 初版

17-01108 9 1平沼醇一郎侍 1 岩崎典 . 借成社 昭和14年2月8日 初版

17-00090 9一2 凝滞粂】樽 . 1 幸田露伴 岩波書店 昭和14年6月10日 初版 渋沢翁記念会

17-Q0489 93 渡連華山 1
太田 (金+ 善)
太郎

車山叢書出版会 昭和14年9月24日
増補

.再版

昭和15年3月5日堂元貫

17→00024 94 孝明日本のー開拓者 父鈴木藤三郎の一生 1 鈴木五郎 窯業之日本社 昭和14年10月1日 初版 鈴木五郎

18ー04022 95 大西郷正博 1 1 下中瀬三郎 平凡社 昭和14年12月8 日 初版

19-00926 大西郷正倦 2 1 下中潮三郎 平凡社 昭和15年1月20 日 初版

17-00446 大西郷正博 3 1 下中瀬三郎 平凡社 昭和15年2月29 日 初版

17ー00413 96 井伊大老 1
井伊直弼朝臣願
彰合

井伊直弼朝臣額 .
& t

昭和15年4月10 日 初版 井伊直弼朝臣顕

18-02788 97 中上川彦次郎侍 1 白柳秀湖 岩波書店 昭和15年6月26日 初版 三越内申朝会

18-02435 98 高山彦九郎 1 三上卓 平凡社 昭和15年8月17日 初版

19ー00694 99 蕃山先生樽 1 河本一夫 吉周書店 昭和15年10月9日 初版

18-02829 100 和気清麻呂公 1 岡山県教育会 岡.山県教育会 昭和15年10月20日 初版 薄井常四郎

18-03452 101 藤田東湖 . 1 商材文則 修光堂書店 昭和15年12月30日 初版

18ー04549 0 2
[忠勇/義臆]元窟皇国之
偉傑
従三位竹崎季長公

1 広田珊七
従三位竹崎季長
公顧彰会

昭和16年6月29日 初版

18-04574 103 [松門の人】黒瀬安輯翁 1 黒瀬寅彦 倍可祐 昭和16年8月30日 初版 黒瀬寅彦

17-00550 ー04 仁徳天皇 1 市村其三郎 全国書房 昭和16年11月15 日. 初版

17-01177 105 子爵斎藤賞停 3 1
財圃法人賓藤子
爵記念会

財囲法人曹藤子
爵記念倉 昭和16年11月25 日 初版 斎藤子爵

17-01201 子爵斎藤青侍 4 1
財囲法人密藤子
爵記念会

財圃法人斎藤子
爵記念会編

昭和17年2月15 日 初版 出版所

18-02179 106 後藤新平伯爵追慕講演 1
後藤伯爵記念公
民館
議書新聞社

諌貴新聞社 昭和16年12月 初版 諸費新聞社

i ui己Ll
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16-00069 ー07 後鳥羽院 1 保田輿重郎 万里閣 昭和17年5月15 日
4版増
補新

版
昭和 20年 11月 15 日

18ー02439 108 伴林光平 勤皇歌人の生涯 1 土橋真書 全国書房 . 昭和17年6月15 日 初版

19-00704 ー09 崇徳天皇御記 1 石井周作 建設社 昭和17年6月23 日 初版

18-02789 ー10 [神人 ]清麻呂 1 藤井真澄 新生社書店 昭和17年6月27 日 初版 濯井常四郎

17-00445 111 フアブル侍 . 下 ~R 1
ルグロ著

平野威馬雄辞
画出書房 昭和17年7月10 日 初版 堂元貢

19-00435 1ー2 平田篤胤 1 山田孝雄 畝傍書房 昭和17年8月8 日 初版

17-00604 113 佐久良東雄 1 望月茂
大日本雄韓骨講
談社

昭和17年 11月 18 日 5版 昭和 18年 12月1 日

18-02209 佐久良東雄 1 望月茂
大日本雄辞令講
談社

昭和17年 11月 18 日 甲版

18-04615 ー14 北畠顧家郷 1 中村孝也 小学館 昭和17年 11月20 日
改訂1

版

18】02249 1ー5 林子平 1 中西伊之助 興亜文化協督 昭和17年 11月20 日 初版

18-04101 116 兵尊者佐藤信淵 1 佐藤信淵の神髄 1 川越重昌 鶴書房 昭和18年3月20 日 初版

19ー00454 1ー7 平田篤胤とその時代 1 沖野岩三郎 厚生閣 昭和 18年3月23 日 初版

18-02412 一一8 吉田松陰 道義的志士世界の内面的探求一 1 岡不可止
大 日本雄韓骨講

談社
昭和18年4月21 日 初版

18-04245 119 乃木大勝 1.横井忠温 借成社 昭和18 年4月25 日 初版

17-00909 120
[米 . 百俵′隠れたる先
覚者]小林虎三郎 1 山本有三 新潮社 昭和18年6月20 日 初版 滞井常四郎

19-00597 21 [北の巨人]依田勉三 1 柿本良平 越後屋書房 .昭和18年6月20 日 初版

18】04179 122 [モートルの父】重宗芳水 1 今井誉次郎 第百書房 昭和 18年7月1 日 初版

19-00702 123
土に塗れて [農聖石川理

紀之助の生涯 ] 1 北尾正幸 創造社 昭和18年7月20 日 初版

17-00840 ー24
種蒔 く人 [品川弥二郎の

生産] 1 上泉秀倍 日本文林社 昭和18年7月21 日 初版

18-02854 ー25
海軍兵撃の父 [秋山真之

ォ* ] 1 大和杢衛 紙硯社 昭和18年8月5 日 初版

17-00436 126 [軍事の臣]高山彦九郎 1 萩原進 文進社 昭和18年8月17 日 初版 薄井常四郎

17】01020 ー27 純忠大和東公 1 岡山賄教育食 研文館′ 昭和18年9月25 日 初版

17一0 1034 128 [維新秘話]藤本鏡石 1 武野藤介 科畢目本社 . 昭和18年10月17 日 初版

17-00439 129 藤田小四郎 1 西村文則 小川書房 昭和18年11耳 10 日 初版

17-00046 130 鞍明界の先進[高林謙三] 1 吉尾なつ子 東条社 昭和 18年 12月1 日 初版

19-00922 131
築炉工 小屋原線三郎
樽 1 高田一夫

財圃法人圃民工
業畢院

昭和 18年3月25 日 初版

19-00811 132 嘘 !木村船長 1 ′j、田進. 金鈴社 昭和 19年 1月 15 日 初版

19-00091 133
[飛行機の額明者 ]二宮

忠八倖 1 関猛 日光書院 昭和 19年 1月20 日 初版

18-04325 叩ヰ北畠親房 1 那須辰造 三省堂 昭和 19年 1月30 日 初版

17-00987 135 海の守護神 .[菅源三郎] 1 宮瀬睦夫 日の出書院 昭和 19年3月25 日 . 初版

1ト00513 136 簡単の三傑 1 河原高書 潮文閣 昭和 19年4月 10 日 初版

17-01025 137 北畠親房 1 野村愛正 借成社 昭和 19年4月20 日 初版

伝記5
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17-01096 138
経済道義の創建者 [山鹿
素行]

1 東晋太郎 株式会社三省堂 昭和 19年 5月 10 日 初版

18】04039 139 平田焦胤 と夫人 1 渡遵刀水 弘畢社 昭和 19年5月20 日 l 初旗

18-04067 ー40
1.[川村純義′中牟田倉之

助]偉
1 由相楽太郎 . 日本軍事図書株

式会社
昭和 19年6月8 日 初版

18-03496 ー4ー[正倦コ.佐久間艇長 1 法本義弘 圃民社 昭和19年6月15 日 初版
18-03379 142 豊臣/太閤 1 森田草平 成徳書院 昭和19年6月1巨目 初版

17-00041 143 三浦按針 .1 岡田章雄 創元社 昭和19年9月20 日 塑版

18-02072 ー44 崇神天皇の御聖徳 1.下村専一 文松堂出版 昭和19年9月30 日 初版

17ー00924 ー45 三榛賛美停 1 三井 甲之
大日本雄稗食講

談社
昭和 19年11月25 日 初版

. 17ー00183 ー46
カー.ル .マルクス そ

の秘められたる生涯と
伝鋭

下 下巻 1

Leopld

Schwarzsch ild著
庄野満雄訳

Charles

Scribner s Sons
昭和22年 初版

18-02128 147 【スタ「 リン]侍略 .1
ケす.エ7 .アレキサンドロ

7、他

外囲諦蘭書出版
香

昭和22年

17-01286 148 禅月大師の生涯と垂術 1 小林太市郎 創元社 (矢部良

栄)
昭和22年3月15 日 初版 松本柴一郎

17-00109 ー49 ィ.エス博 1.* 」ォ 月曜書房 昭和25年5月25 日 初版

17-00437 ー50 尾崎行雄樽 1 伊佐秀雄
尾崎行雄倖刊行
会

昭和26年4月20 日 4版 昭和27年 5月20 日 三原市

17-00764 ー51
[原子力の父]フエルミ

の生涯
1

ローラ .フエル

ミ (著) /崎川範
行 (釈)

法政大学出版局 昭和30年 11月5 日 初版

17【00571 152 山下奉文の追憶 1 山下九三夫 昭和54年 2月23 日放 初版

17-00514 153
[承久の乱に於ける]順
徳天皇 と佐渡

1 長藤赦

18-02419 154 東照宮御遺訓 附録 1 不明

19-00693 155
孝勇亀松墓碑建設主意
書及事蹟 1

孝勇亀松墓碑事

務所

孝勇亀松墓碑事

務所
不明

fc;サi!f>
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20-5　1 誌必用 御 村上勘兵衛 明治1年11月　初版 井

18-02510 2 にほんれ き しじてん 1
歴史及地理講習会

M
六合館 賛文舘 明治34年 11月29 日 5版 明治35年 1月25 日

19-01064 3 健界歴 史辞典 1 郁 文金編輯所 郁 文館 、積文館 明治37年 1月25 日 初版 沖守人

19-00061 4 工業大辞書 1
大 日本百科辞書轟

輯 部
同文館 大正2年9月14 日 初版

20-42 5 主義畢説の字 引 1 佐 野畢 誠文堂 昭和 3年6月 15 日 初版 古川 一明

19-00404 6 【新版 ]現代哲畢辞典 1 三木清 日本評論社 昭和 16年3月20 日 初版 山原英 子

19ー00405 1 [新版 ]現代哲畢辞 典 1 三 木清 日本評論社 昭和 16年3月20 日
改訂

28版
昭和 16年6月 1 日 奥 田

18-03261 8 枕謝辞典 1l大塚龍夫 風 間書房 昭和19年7月5 日 初版

軍 事 楯

19-00925 1 清洲寓真帖 SIG壬rrs/iN/soUTH manchuria 1 大阪屋班書店 大正2年5月4日 初版 滞井常四郎

19-00771 2 【御大鵡′記念]寓泉帖 1 大日本圃民教育令 大日本圃民教育会 大正4年12月8日 初版 沖守人

19-00546 3 [大正十二年九月】日]大震災記念寓鼻帖 1 桝井照蔵
神奈川嚇震災寓蔑
帖頒布事務所

大正14年5月5甲 初版 鼻田秀吉

19-00030 4 【寓真解説] 現代機関車大観 1西田知】 繊道知識社 大正15年12月10 日 6版 昭和2年3月25 日

18-04090 5 東京新富真帖 1 昭和6年7月1日 初版

19ー01062 6 日本名勝風俗大寓菟帖 1 忠誠堂編輯部 忠誠堂 昭和6年4月1日 初版 ′j、林良一

18-04164 7 満州事変記念大富鼻帖 附録 最新満蒙大地蘭 i 忠誠堂編輯部 忠誠堂. 昭和7年1月15 日 初版 小林良一

17-00228 8 (関東軍写真集)

19ー00139 9 支那事変寓鼻実記 1
支那事変寓最実記
刊行会

轟備社三原出版部 昭和13年12月5 日 初版

19-00547 10 内外土俗晶画集 1長谷部吾人 . 賓雲舎 昭和14年9月20 日 初版

18ー02055 ll 新支那霊異大観 1
大日本雄辞骨講談
社

大日本雄辞骨講談
社

昭和14年12月30 日 初版

19-00215 12.高菜植物 寓最と解説 . 1 小清水卓二 三省堂 昭和16年5月20 日 初版

17-00322 13 [大日本国防癖人骨組本部]記念寓鼻帖 1
大日本観防婦人合
組本部

大日本圃防婦人会
組本部

昭和17年6月12日 初版
大日本圃防婦
人禽

18-03497 14 比島給だより 1 瀧田要吉 囲民蘭書刊行会 昭和19年6月20日 初版

20ー54 15 The Living Past of America 1
Cornelius

Vanderbilt,Jr

Crown

Pubulishers.Inc
昭和30年 3版 昭和30年8月 富 田俊 一郎

17-00198 16 最新皇室御写 真集 1 児童憲章愛 の会

20-1038 ー7 消 えた八郎 潟 1 石川 次男
嶋崎新経済研 究所

出版局
昭和40年 5月 10 日 初版

嶋崎 新経 済研

究所

17-00460 18 best press photos the Seikyo 1976 聖教報道 写真集 1 美坂房洋編集 聖教新 聞社 昭和52年 2月 11 日 初版 創価 学会

由愚・海草
20-1034　　t正　院御物図録 11後顧院良正　　[朝日新聞社　　l　昭和21年10耳150初版
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20ー174 2
(複製) Of the MARKO POLO

ITINERARIUM
Antverpiae.1485

1
Shinobu Iwamura
H irosato Iwai

国立国会図書館 昭和云4年初版

20-1036 3 [異端の芸術 その素朴なる美]円空彫刻展 1 日本経済新聞社 日本経済新聞社 昭和37年4月 初版

20-1037 4 飛鳥 ..白鳳古瓦展 1 奈良国立博物館 奈良国立博物館 昭和43年4月 初版

20ー1035 5
[文化財保護法施行20周年記念]東京国立博物館 日本
古美術展 1 東京国立博物館 東京国立博物館 昭和45年9月 初版

辞書類・写真帖2
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18-04526 ー教育雑誌 150 (なし) l l鮫島晋 不明 明治14年7月18日 初版 滞井常四郎
1白-02428 2 散華論集 1-10 自第萱篇至第拾篇 10 水渓智鷹 無外書房 明治17年1月5.日 初版 揮井常四郎

50-128 $t̂ pmft ll-
20

自第拾萱篇至第式拾篇 10 水渓智鷹 . 無外書房 明治17年11月5.日 初版 滞井常四郎

20-128

ifcH !fe* [A COLLECTION

OF MISCELLANEOUS

WRITINGS ON THE STUDY
OF THE DOCTR川E 〔0F
BUDDHA〕.ユ

21-
30

自第武拾萱篇至第参拾篇 10 水渓智磨 無外書房 醜治18年9月5日 初版 揮井常四郎

19-01045 3 囲民之友 新日本の青年/及日本の政治 1人見一太郎 民友社 明治20年10月 初fig 滞井常四郎
18-04457 4 圃之教育 1 1加藤駒二 & $ 」# $$ 明胎25年9J323日 初版

18-04458 園之教育 4 1加藤JB - & ォ」* ォ 明治25年10月13日. 初版

I8▲04459 囲之教育 5 1加藤駒二 金港堂書籍 .明治25年10月23日 初版

18-04460 圃之教育 7 1加藤駒二 & *ァ」* サ 明治25年11月13日 初版
18-04461 固之教育 8. 1加藤駒ニ 金港堂書籍 明治25年11月23.日 初版

18-04462 園之教育 9 1加藤駒二 & * & * ォ 明治25年12月3日 初版
18-04463 囲之教育. 10 1加藤駒二 金港堂書籍 明治25年12月13日 初版

18-04464 固之教育 ll 1加藤駒二 & if」* tt 明治25年12月23.日 初版
18-04465 囲之教育 1.2 1加藤駒二 & & 」* ォ 明治26年1月3日 初版

17-00580 5太陽 2-10 【臨時増刊.]第二巻十観 新法令 メ.1岸上擦 博文館l 明治29年5月15日 初版 天野宜彦

19-00873 太陽 8-8
[博文館創業第十五周年範年′臨時
増刊]第八巻第八観 梅の日本 1岸上擦 博文館 明治35年6月15日 初版 滞井常四郎

19-00839 太陽 12-3
第十二巻第三統 【明治史′第四編】

産業史 1不明 博文館 明治39年2月20日 初版 輝井常四郎

17-00935 6 B erean Library 3 Thoughts on the Revelation 1URIAH SMITH

REせIEW &

HERALD

PUBLISHING
ASSN.

明治30年

19-00560 7東大陸人豪樽 官頓 1三宅雪嶺 政教社 明治30年11月12日 初版 滞井常四郎

19-01010 8 地撃雑紙
外囲地名及人名書キ方及稀へ方調

査票 1稲川竹五郎 東京地車協会 明治36年12月15日 初版 輝井常四郎

17ー00614 9 史拳骨漁業 1 、1史学骨 冨山房 明治37年4月23日 初版
17-00747 10 明治三十八年御重竪 2 -fm - 1柄浮照資 神誠舘 明治37年11月1日 初版

18ー04116 1ー中華世界
[春期増刊コ第八巻第四髄 明治戦

記 1大月佳月他 博文館 醜治38年3月20日 初版 村上勘太郎

>19ー00794 12 惑備昏事 187 1潰井照人 峯傭瞥事単行所 明治44年12月15日 初版

18ー04161 13 英薗海軍協骨年報 一九一一一～二年 1

アラン.ここチ.

バーゴイン原著′
藤井光五郎訳

金港堂書籍 大正2年1月15日 初版 高棉順次郎

18-02361 14
【東京歯科瞥畢専門畢
校]畢生会誌 5 1

【東京歯科瞥/翠

専門畢校]畢生合
[東京歯科瞥′畢
専門畢校]畢生食

大正2年7月9日 初.版

19ー00713 ー5 婦人童報 皇族査報 1鷹見久太郎 東京社 大正3年1月15日 初版

19-00504 16
東京帝国大草文科大草
紀要 1 社寺領性質の研究 1東京帝簡大草 東京帝国大草 大正3年5月20日 初版 滞井常四郎
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18ー02306 17 日本歯科草食々誌 1 日本歯科拳骨 日本歯科拳骨 大正6年 12月30 日 初版

18-02261 ー8 日本歯科拳骨会誌 2
日本歯科拳骨 /第二回/分科綜合大
食′ 1 日本歯科拳骨 日本歯科草食 昭和 11年 12月12 日 初版 日本歯科拳骨

17-00443 19 尚古
[特別統]石川丈山 [石JUX 山先生

二百五十年祭記念親]
1 薦島尚古合 鹿島尚古合 大正 10年 5月 沖守人

18-04117 20 性界パンフレット通信 [特別統外] 欧洲衰亡論 1

ア一 . ド々 ンジ

エオン原著′世界
思潮研究会釈

世界思潮研究会 大正 10年6月30 日 初版 幸野吾人

18-02949 21 民族と歴史 8ー1 8 A # ォー 1 喜田貞吉 . 、.日本撃術普及会 大正11年白月1日 初版

17-00326 22 日本偉説研究 1 1 藤滞衛彦 大鐙閣 大正 11年 12月5 日 初版 有田音松

17-00056 23 開業二十年記念論文集 開業二十年記念論文集 P 1 天野弘】 天野弘一 大正 12年 4月 12 日 再版 大正13年9月15 日花井斐夫

19-00050 24 保険毎 日新報 m ・& 1 太田雅市 保険通信社 大正13年7月20 宇都宮七五

17-00633 25 報徳 第十五巻第四観附録 .報徳食綱要 1 報徳骨総務所 大正 14年4月1 日 初版 宇都宮七五

18-04004 報徳 18-9 第十八巻第九醜 1 倉橋四郎 報徳会総務書 昭和3年9月1日 初版 宇都宮七五

17-00879 26 北京週報 191
第百九十一能 (新年競) 附録 長

生久視 1 暁星 極東新倍社 大正 15年 1月 1日 初版 山科良夫

19-00587 27 社食教育パンフレット 1 中耳幸代 'M -LAL'-U1.細 1
文部省普通畢務

局′小松謙助

財圃法人社食教
w t& t

大正15年1月15 日 .初版 山崎柴次郎

19-00659 社食教育パンフレット 87 補助艦問題解説 1 松下安男
財圃法人社食教
育協会

昭和4年 10月5 日 甲版 山崎柴次郎 .

17-00451 28 属族 1-4 第萱巻第四蘭 1 岡村千秋 民族発行所1 大正15年5月1 日 初版 勝島恒夫

17431030 民族 1-5 第萱替第五競 1 岡茂雄 民族発行所 ′大正15年7月1 日 初版 勝島恒夫

17-0 1061 民族. ト6 第萱馨第六醜 1 岡茂雄 民族奇行所 大正土5年9月1日 初版 勝島恒夫

18ー03483 29 城山パンフレット 西郷南洲 1井手詮
鹿児島城山洞窟

南洲会
大軍 15年9 月25 日 皇3版 昭和2年9月25 日小林良一

19】00124 30 国際事情 1 外務省情報部 国際事情嶺布所 大正 15年10月1 日 初版 滞井常四郎

18-04181 圃際事情 272 1 外務省情報部 外務省情報部 昭和5年 7月25 日 初版

1モ卜04182 国際事情 273 1 外務省情報部 外務省情報部 昭和5年8月1日 初版

18ー04183 周際事情 塊外 1 外務省情報部 外務省情報部 昭和5年8月10 ー∃ 初版

18】G4184 H サ・m 274 I 外務省情報部 外務省情報部 昭和5年8月20 日 初版

18-04 185 国際事情 鍍外 1 外務省情報部 外務省情報部 昭和5年9月2日 初版

土8ー04186 国際事情 275 1 外務省情報部 外務省情報部 昭和5年9月5 日 初版

18ー0 4186 国際事情 276 1 外務省情報部 外車省情報部 昭和5年9月20 日 初版

18ー04187 園際事情 277 I 外務省情報部 外務省情報部 昭和5年 10月1 日 初版

18-04188 国際事情 、 278 1 外務省情報部 外務省情報部 昭和5年 10月5 日 初版

18-04189 国際事情 279 1 外務省情報部 外務省情報部 昭和5年10月20 日 初版

18-04190 国際事情 280 1 外務省情報部 外務省情報部 昭和5年10月28 日 初版

18-04191 国際事情 28 1 1 外務省情報部 外務省情報部 昭和5年 11月4 日 初版

18-04192 国際事情 282 1 外務省情報部 外務省情報部 昭和5年11月 15 日 初版

18-04193 韓際事情 283 1 外務省情報部 外務省情報部 昭和5年11月25 日 初版

18→04194 国際事情 284 1 外務省情報部 外務省情報部 昭和5年 12月1.日 初版

18-04195 国際事情 285 1 外務省情報部 外務省情報部 昭和5年12月 15 日 初版

17ー00269 国際事情 26B
陸軍軍縮経過 (第六回軍縮準備委

員魯迄) 1 外務省情報部 外務省情報部 昭和6年1月 10 日 初版

18ー04196 国際事情 P 302 1 外務省情報部 外務省情報部 昭和6年 10月 10 日 初版 花井卓蔵

18-04197 国際事情 303 1 外務省情報部 外務省情報部 昭和6年 10月 16 日 初版 花井卓蔵

18-04198 国際事情 304 1 外務省情報部 外務省情報部 昭和6年 10月23 日 初版 花井卓蔵
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18ー04199 国際事情 306 1 外務省情報部 . 外務省情報部 昭和6年1、1月2 日 初版 花井卓蔵

18-04200 国際事情 308 1 外務省情報部 外務省情報部 昭和6年 11月12 日 初版 花井卓蔵

18-04201 周際事情 309 1 外務省情報部 外務省情報部 昭和6年11月13 日 初版 花井卓蔵

18】04202 国際事情 310 1 外務省情報部 外務省情報部 昭和6年11月18 日 初版 花井卓蔵

18-04203 国際事情 311 1 外務省情報部 外務省情報部 昭和6年11月21 日 初版 花井卓蔵

10- 130 31 鼻生の光 1
雑誌等合綴、墨書外題 「慈雲尊者

附鼻生の光」 1 古家一男 大阪鼻生同盟 大正15年1.0月 15 日 初版 川 口圃次郎

17-00129 32
国際聯盟協会パンフ

レッ ト
67 英国外交の二十五年 1

エ ドワ一.ド. グ

レー、石丸藤太

sR

社圏法人国際聯

盟協会
大正15年10月 16 日 初版 山科良夫

19-00847 33 キング 3二11
第三巻第十一統 (十一月競 ) 附録
明治大帝 1 長谷川卓郎

大日本雄排曹講

談社
昭和 2年1月1日 初版 山名俊- 郎

19-00436 キング 3-ll
第三巻第十一塊 (十一月戟 ) 附録

明治大帝 附明治美談
1 長谷川卓郎

大 日本雄排合講

談社
昭和2年11月1 日 初版

17-01098 キング 3-ll
第三巻第十一班 (十一月統) 附録

明治大帝 附明治美談
1 長谷川卓郎

大日本雄尭学食講

談社
昭和2年11月1 日 初版 池 田マサコ

19130626 キング 7- 1
第七巻第一統 (新年競 ) 附録 出

世の礎 .
1 野間清治

大 日本雄辞骨講
談社

昭和6年 1月 1.日 初版

19-00302 キング 8-9
第八巻第九琉 (九月放 ) 【附録]

野間清治短託生
1 野間清治

大 日本雄韓合講
談社

昭和7年9月1日 初版

17-01172 キング 9-1
第九巻第】戟 (新年親) 附録 偉

人は斯く教へる
1 淵田忠良

大 日本雄軒倉講
談社

昭和8年 1月1日 初版

17-00293 キング 9I4
第九巻第内観 (四月髄) 附録 格

言倖諺集 1 薄田忠良
大 日本雄雑食講
談社

昭和8年4月1日 初版

17-00110 キング 9→5
第九巻第五紙 (五月戟) 附録 軍

事美談′愛国歌辞 1 淵田忠良
-a-o * m m * m

談社
昭和8年5月1日 初版

19-00385 キング 14-3

第十四巻第三貌 (三月競) 附録

[支那事襲]忠勇談 .感激談 [附 支
那事響誌】

1 淵田忠良編
大 日本雄頼曾講

談社
昭和13年2月3 日 初版

17一00221 キング 32-8

第三十二巻第八戟 (八月枕) 附録

【海 .山 .高原 .渓谷]夏のレクリ

エーション案内

1 川崎国輝
大 日本雄弾倉講
談社

昭和31年8月1 日 初版

17-00121 34 支那パンフレッ ト 5 不老長生 1

日本郵船骨社編

纂 後藤朝太郎
逮

北隆館 昭和2年6月 10 日 初版 勝島恒夫

19-00884 35 畢代 9】1
第九巻第一娩 [近/世]皐人達人大

文豪
1 宮下丑太郎

大日本雄辞令講
談社

昭和 3年1月1日 初版

19-00664 現代 13-4
第十三巻第四競 (四月娩) 附録

誰にも必要な政界の常識
1

大 日本雄稗骨講
談社

昭和7年4月1日 初準

17-00316 現代 13-7
第十三巻第七暁 (七月競) 附録
誰に も必要な経済の常識 1 唐滞武三郎

* B * 」」サ # .*

談社
昭和 7年7月1日 初版

19ー00665 現代 14】

10

iim m ^iB=m fm mniaTmKm m MM!VsifmBiim ォi
現代 日本に活躍する人物 とその園
t-L-

1 渡遵茂雄
大 日本雄雑食講

談社 .
昭和8年10月1 日 初版

19-00485 現代 17- 1
第十七巻第一競 (】月観 ) 附録

家庭讃本 1 丸山鶴書
大 日本雄桝禽講 .

談社
昭和10年12月5 日 初版

19-00484 現代 17-1
第十七巻第一競 (一月競) 附録

公民讃本 1 矢野恒太
大 日本雄排合講

談社
昭和10年12月5一日 初版

雑諦3
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19-00359 現代 18-1
第十八巻第一親 (新年観) 附録

慮世諸本 1 永田秀次郎
木 日本雄頼合講
談社

昭和 11年 1月 1 日 初版

17-00490 現代 20-1
第二十巻第一圃 (新年競) 附銀

世界の成功者 (/新五分間侍記) 1

デ⊥ル .カーネ

ギー著、加藤直
士訳 .

大日本雄弾倉講

談社
昭和 14年 1月1 日 初版

19-00496 36 中外瞥事新報
鳩野宋巴と関孝和の数畢蛙に科挙
史の一般考察 1 三上義夫 昭和3年 7月 初版 花井卓蔵▼

19-00495 37 大大阪
日本を攻撃せん とする敵は必ず先

づ大阪市を空襲するであらう
1 長岡外史 大阪都市協骨 昭和3年9月1日 初版 真田秀義

17-00885 38 日他文化 1 日仏会館学芸部 白水社

17-00926 日銀文化 2 日仏会館学芸部 白水社

17ー00754 日傭文化 3 1 日仏会館学芸部 白水社 昭和4年6月 10 日 初版 山科良夫

18-02134 3.9 建築時代 1▼ カール . シユナイデル作品集 . 1 洪洋社 洪洋社 昭和4年9月20 日 .初版 森川賛

18-02135 建築時代 3 ア ドルフ .マイエル作品集 1 洪洋社 洪洋社 昭和4年 11月20 日 初版 森川晋

18ー02136 建築時代 4 プレスラウ住宅展画集 1 洪洋社 洪洋社 昭和5年1月20 日 初版 森川賓 .

18-02137 建築時代 5 ワルター . グロピウス作品集 . 1 洪洋社 洪洋社 昭和5年2月20 日 初版 森川昔

18-02138 建築時代 6 近代の共同住宅 1 洪洋社 洪洋社 昭和5年3月20 日 初版 森川晋

18-02 139 建築時代 7 近代の撃校建築 1 洪洋社 洪洋社 昭和5年4月20 日 初版 森川賞

1白-02140 建築時代 8 ル.. コル ビュジェ新一作品抄 N0 1 1 洪洋社 洪洋社 昭和5年5月20 日 初版 森川資

18-02 141 建築時代 9 ル . コル ビュジェ新作晶抄 N0 Ⅱ 1 ョ& 社 洪洋社 昭和 5年6月20 日 初版 森川賞

18-02142 建築時代 10 サヴエー ド . ロシアの新建築 1 洪洋社 洪洋社 昭和5年7月20 日 初版 森川宴

18-02143 建築時代 ll アン ドレ . リユルサ作品集 1 洪洋社 洪洋社 昭和 5年8月10 日 初版 森川賓

18-02144 建築時代 20 現代のクラブ建築 1 洪洋社 洪洋社 昭和 6年6月30 日 初版 森川賓

18ー02145ノ 建築時代 21 新 しき公舎建築 1 洪洋社 洪洋社 昭和 6年7月10.日 初版 森川賞

18-02146 建築時代 22

フランク . ロイ ド. ライ トとタ リ

アセン/ (ライ トを周 る人々の作
品 3)

1 洪洋社 洪洋杜 昭和 6年8月 10 日 初版 森川賓

18-02147 建築時代 23 トーキー映書館画集 I 漢洋杜 洪洋社 昭和6年11月 10 日 初版 森川貿

18-04539 40 雪頂 創刊統 1 本多文教
成均学圃高等女

学校雪頂会
昭和5年3月22 日 初版 高楠順次郎

17】00279 4ー婦女界 最新型夏の婦人子供服 1 婦女界社 婦女界社 昭和5年7月1日 初版 滞井常四郎

18-04623 42 文明協骨ニューズ 10 1 文明協会 文明協会 昭和5年 10月 10 日 初版 高橋順次郎

18-04106 43 皇民食報 38 1 加藤熊～郎 皇民会 昭和5年 11月30 日 初版 宇都宮七五

18-04107 島民会報 42 1 加藤熊「郎 皇民会 昭和6年 12月1 日 初版 宇都宮七五

19-00775 44 光 112 1 有松定治 他 一燈園 .宣光社 昭和6年4月 15 日 初版 花井卓滅

19-00773 45 金曜骨パンフレッ ト 68 第六十六琉【通巻第六十八戟 ] 1 金曜曾 金曜骨 昭和 6年9月4日 初版 花井卓蔵

19-00818 46 民政 5-10
第左巻第拾鍍 演 口前総裁追悼暁

蝣蝣
1 菊地茂 . 民政社 昭和6年10月 1日 初版 望月大学

19ー00774 47 鎌田共済会雑誌 /8ー4 第八巻第四昧 1 中尾飛佐太 . 鎌田共済倉 昭和6年 11月25 日 初版 花井卓蔵

20-130 48 慈雲尊者讃仰禽報 2
雑誌等合綴、墨書外題 「慈雲尊者
附鼻生の光」 1 片本鹿追 慈雲尊者讃仰食 昭和7年7月28 日 初版 川 口圃次郎

20- 130 慈雲尊者讃仰会報 3
雑誌等合綴、墨書外題 「慈雲尊者
附鼻生の光J 1 片本鹿造 慈雲尊者讃仰骨 昭和8年 11月22 日 初版 川 口固次郎

18-03059 49 歴史と国文畢 53 1 太洋社 太洋社 昭和7年11月1 日 初版

18-03060 歴史と国文撃 89 1 太洋社 太洋社 昭和10年 12月1 日 初版

18-02893 50 日の出 1- 12
第一巻十二月競附録 [非常時の]
金 と景気の話 1 佐藤義夫 新潮社 昭和 7年 12月1 日 初版 池田清次郎
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王8-02900 日の出 2-3
第三拳三月戟附録 満州建圃大秘

史 J満州国一周年記念
1 佐藤義夫 新潮社 昭和8年3月1日 初版

18ー04529 日の出 2ー4
第二琴四月儀附録 国難乗る ! 日

本は.どうなるか
1 佐藤義夫 新潮社 昭和8年4月1日 初版

18-04086 日の出 2I6
第二藩夢玉髄附録 東洋の火薬庫

支那を裸にする
1 佐藤義夫 新邸社 昭和8年5月 1日 初版

18-04091 日の出 2-10
票孟配 是聖 賢 世界に輝く日

1 佐藤義夫 新潮社 昭和8年 10月 1 日 初版

19-00388 日の出 2-ll
琵譲 吉詣 警監筆記玉 . 一五事 1 佐藤義夫 新潮社 昭和 8年 11月1 日 初版

輝井常四郎

滞井常四郎

宇都Jlb 七五

18-04608 日の出 2- ll
第二巻十一月鍍附録 .玉 .一五事

件の人々と獄中の手記
1 佐藤義夫 新潮社 昭和8年 11月1 日 初版

19-00957 日の出 3-2
第三巻二月琉附録 迫れる 日露大

戦記
1 平田晋策 新潮社 昭和9年2月1日 初版

初版

初版
18-04108 51 皇民 46 A 1 小林一郎 皇民会 昭和8年1月15 日

昭和8年3月30 日

呂
宇部tb 七五18-04109 皇民 47 1 /j、林一郎 皇民会 呂
宇都宮七五18-04110 皇民 . 48 1 小林一郎 皇民会 昭和 8年6月30 日 初版

17-00203 . 52 少年倶楽部 【日本清洲]/り ラマ地図 l l 加藤謙～ 大日本雄稗食講

談社

昭和8年4月1日 初版

19-00961 少年倶楽部 七月戟附録b 世界航空大画報 . 1
昭和9年4月20.日

昭和9年8月 1日
昭和9年9月 1日

昭和 10年9月1 日

初版

初版
初版

初版

薄井一男

滞井- 男 .1白ー02038 53 受験と草生 第拾七巻第五祝【特別臨時増刊】 1.研究社 研究社

研究社18-03390 受験と畢生 9 英数囲漠根底三百題研究 1 研究社
津井一男

薄井～男 .18-03391 受験 と畢生 不合格病封策研究親 1 研究社 研窒社

研究社ーh 土. Effii左耳喜
18-03392

20-130
54

受験 と畢生

慈雲尊者讃仰合講演集
【第式輯]

2

Jl>i>
雑誌等合綴、.奉書外題 「.慈雲尊者

附最生の光」
1 伎人藤城 高貴寺 "1 昭和 8年4月20 日 初版 川 口圃次郎

20ー130
慈雲尊者済仰骨講済集

【第参輯】
3
噂話等合綴、墨書外題 r慈雲尊者

附鼻生の光」
1 伎人慈城 高貴寺 昭和9年3月25 日 初版 川 口圃次郎

18-02967 55 上級敷革. 五月塊 研究社

岩波書店
昭和9年5月1日

昭和9年7月1日
初版

19-00505

17-00636

2一1 第二巻第七琉 (七月鍍)

文畢 (19弧 1月観 -1960.6 月娩 )
. a il:

文畢

文畢
1 岩波書店 岩波書店 昭和35年 1月

昭和39年 1月

昭和 10年 1月

初版

初版

初版
17-00637 文畢 文畢 (1964.1月親 -1964.6月競 ) 1 岩波書店. 岩波書店 .

主婦之友社17▲00401

19-01020

主婦之友

俳句研究

新年戟附録 奥様百科賛典

m r .m m ~ m57

58
2-3 1 山本三生 改善社 昭和10年3月1 日.

昭和10年7月1 日
昭和10年8月1 日

昭和 10年10月1 日
昭和 10年4月1 日

初版

19ー01021 俳句研究 2-7 第二巻第七塊 1 山元ニ生 改垂社 初版
初版19-01022 俳句研究 2-8 第二巻第八娩 1 山元ニ生 改造社

改造社
改造社

19-01023 俳句研究 2-10 ォーサ # + ォ 1 山元ニ生 初版
初版18-03101 59 短歌研究 4-4 第四巻第四競 現代歌壇 .大観

山元三生 改造社

1改造社

昭和 1.6年4月 1日

昭和 16年 5月 1 日

初版

初版18-03102 短歌研究 10.-4 第十巻第四競歌集批評特輯 1

P 7E -
18-03103

18-03104
短歌研究 10-6

・HJHHiTO yjij.
第十巻第六輝 [中村善吉]蕃居訪

:開記 橋本徳嘉

1 山元三生 改造社 昭和 16年6月 1 日 初版

18-03105 短歌研究 10-7 第十巻第七妹 夏の特輯 1 山冗ニ生 改造社

改造社
昭和16年7月1 日

昭和16年8月1 日

初版
初版■ Tte iiiL.-ft-*i:̂ ^ ^ ^ H

18-03106

18-03107

短歌研

短歌研究
10-9

3C.t!E
第十巻第九戟 文革の先史的形態

西村暴次
1.山元三生 改造社 昭和16年9月1 日 坤版
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18-03108 短歌研究 10-
10

第十巻第十錬 [作/晶]倍濃め郷里

窪田空穂′樵が木群 佐佐木借綱 1 山元三生 改造社 昭和 16年 10月 1日 初版

18-03 109 短歌研究 10-
ll

第十巻第十一紙 1 山元三生 改造社 昭和 16年11月 1日 初版

18ー03110 短歌研究 10-

12

第十巻第十二親 [昭和′十六年 ]歌

壇百首抄 高田浪書′木俣修′松田

常憲
1 山元三生 改造社 昭和16年 12月 1 日. 初版

18-03111 短歌研究 ll-1
第十一巻第一観 特韓 . 宣戦の詔

勅を拝 して
1 山元三生 . . 改造社 昭和 17年 1月 1 日 初版

18-03112 短歌研究 11ー2
第十一巻第二親 詩歌 と国民的感

動 久松潜一
1 山元三生 改造社 昭和 17年2月1 日 初版

18-03113 短歌研究 ll-3
第十一巻第三醜 第二創健の文革

岡山巌
1 山元三生 改造社 昭和 17年3月1 日 初版.

18-03114 短歌研究 ll-4 第十一巻第四塊 歌集批評特輯 1 山元三生 改造杜 P 昭和17年4月1 日 初版

18-03115 短歌研究 ll-5
第十一巻第五戟 歌 と国語 柳田
囲男 1 山元三生 改造社 昭和 17年5月1 日 初版

18-03116 短歌研究 ll-7
第十一巻第七競 与謝野晶子氏を .
想ふ 1 山元三生 改造社 昭和 17年7月1 日 初版

18-03117 短歌研究 ll-8 第十一巻第八号虎 1 山元三生 改造社 昭和 17年8月 1 日 初版

18→53 118 短歌研究 ll-9 第十一巻第九観 1 山元三生 改造社 昭和 17年9月 1日 初版

18-03119 短歌研究 ll-

10
第十「拳第十妹 1 山元三生 改造社 昭和17年10月 1 日 初版

18-03120 短歌研究 ll-
ll .

fg + ~ # m + - ァ 1 m 元三生 改造社 . 昭和17年 11月1 日 初版

18-03121 短歌研究 ll-

12

第十一巻第十二親 大東亜戦争一

過年を迎ふ′☆北原 白秋氏を悼む
1 山元三生 改造社 昭和17年 12月1 日 初版

18-03122 短歌研究 12-2
第十二巻第二戟 富士を歌ふ 前

田夕暮
1 山元三生 改造社 昭和18年2月1 日 初版

18ーG3123 短歌研究 12-3
第十二巻第三競 特輯作品/撃ちて

し止まむ
1 山元三生 改造社 昭和 18年3月1 日 初版

18-03124 短歌研究 12-4 第十二巻第四漉 1 山元三生 改造社 昭和 18年4月1 日 初版

ll8二03125 短歌W 9S 12-5 第十二巻第五競 1 山元三生 改造社 昭和 18年5月 1日 初版

18ー03126 短歌研究. 12ー6 第十二巻第六戟 1 山元三生 改造社 昭和 18年6月1 日 初版

18-03127 短歌研究 12-8 第十二巻第八競 1 山元三生 改造社 昭和 18年8月 1日 初版

18-03 128 短歌研究 12ー9 第十二巻第九観 1、山元三生 改造社 昭和工8年9月 1日 初版

18-03129 短歌研究 12-1 第十二巻第十祝 1 山元三生 .改造社 昭和18年10月 1 日 初版

17ー00810 60 戦時画報 13= 13~ 25M 1 戦時画報 宇都宮七五

19-01005 61 CONTEMPORARY JAPAN 4- 1
vol.IV NO.1 A Rev iew of

Japanese Affairs
1

The Foreign
Affa irs
Association of

Japan

The Foreign

Affa irs
Association of
Japan (Hiro血u

Toyoshima)

Tun-35 池田肇

17-00635 62 郷土研究 2 姶良地方の研究 1

鹿鬼島嚇女子師

範畢校/鹿鬼島衝

立第二高等女畢
校

鹿見島癖女子師

範学校/鹿見島癖
立第二高等女畢
校 (編)

昭和 i0年 10月1 日 初版

18ー03031 63 歴史と地理 . 14 2 宵山房 富山房 昭和 10年10月 1日. 初版 蝣蝣 蝣蝣 H H
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18-03032 歴史 と地理 15 2 富山房 富山房 昭和 10年 11月1 日 初版

18-03033 歴史 と地理 16 o 富山房 富山房 昭和10年 12月.1 日 初版

18-03034 歴史 と地理 17 2 富山房 富山房 昭和11年u n 日 初版

18-03035 歴史と地理 18 1 富山房 富山房 昭和11年2月1 日 初版
18二03036 歴史と地理 19 1 富山房 富山房 昭和11年3月1 日 初版

18-03037 歴史 と地理 20 2.富山房 宵山房 昭和11年4月1 日 初版

18-03038 歴史 と地理 21 i 富山房 富山房 昭和11年5月1 日 初版

18⊥03039 歴史 と地理 23 l l 富山房 . 富山房 昭和11年7月1 日 初版

18ニー03040 歴史 と地理 26 1 富山房 富山房 昭和 11年 10月1 日 初版

18-03041 歴史と地理 28 1 富山房 富 ¥h m 昭和.11年12月1 日 初版

18-03042 歴史 と地理 . 29 1 富山房 富山房 昭和 12年 1月1 日 初版

18-03043 歴史と地理 35 1 富山房 富山房 昭和 12年7月1 日 初版

18-03044 歴史と地理 40 1 富山房 富山房 昭和 13年2月1 日 初版

18-03045 歴史と地理 42 1 富山房 富山房 昭和 13年4月1 日 初版

18一03046 歴史と地理 43 1 富山房 富山房 昭和13年5月 1日 初版

18-03047 歴史と地理 . 44 1 富山房 富山房 昭和 13年6月 1 日 .初版

18-03048 歴史と地理 45 1 富山房 富山房 昭和 13年 7月 1 日 初版

18-03049 歴史と地理 46 1 富山房 富山房 昭和 13年8月 1 日 初版

18-03050 歴史と地理 47 1 富山房 富山房 昭和 13年9 月1 日 初版

18一一03051 歴史と地理 48 1 富山房 富山房 昭和13年 1{)月 1 日 初版

18-03052 歴史と地理 50 1 富山房 富山房 昭和13年 12月 1 日 初版

18-03053 歴史と.地理 54 1 富山房 富山房 昭和 14年 4月1 日 初版

18-03054 歴史 と地理 56 1 富山房 富山房 昭和 14年6月1 日 初版

18-03055 歴史 と地理 59 1 宵山房 富山房 昭和14年 10月1 日 初版

18-03056 歴史 と地理 62 1 富山房 富山房 昭和 15年1月1 日 初版
18-0305T 歴史 と地理 、63 1 富山房 富山房 昭和15年2月1 日 初版

18-0305白 歴史 と地理 66 1 富山房 富山房 昭和15年5月1 日 初版

20- 129 64 新更
6-
13/

7-13

[特別号]日本傭教の研究【第二

輯]/[特別号]日本伸教 </)ォJf?E [再三
輯]

1 神崎照恵 . 新更脅刊行部 昭和 10年12月20 日 初版 新更食

17-00459 65 文献報国 1-2
第一巻第二琉 [朝鮮コ図書館大会
観 1 大西太郎編

朝鮮総督府圃書
鰭

昭和 10年12月26 日 初版 薄井常四郎

17-00586 66 請 4q3 第四巻第三観 維新秘史 (墨書) 1 菊池武憲 文拳春秋社 昭和11年3月1 日 初版 滞井常四郎

18-04050 請 [臨時増刊]支那事嬰一年史 1.菊池武意 . 文芸春秋社 昭和 13年 7月 10 日 初版 輝井常四郎

18-04 123 .67 列囲政策愛報 5 1 内閣調査局 内閣印届局 昭和 11年3月25 日 初版

18-04 124 列国政策費報 6 1 内閣調査局 内閣印届局 昭和 11年4月25 日 初版

18-04 125 列国政策貴報 7 1 内牌調査局 . 内解印届け局 昭和 11年5月 25 日 初版

18-04126 列薗政策貴報 8 1 内閣調査局 内閣印届局 昭和 11年6月25 日 初版

18-04127 列国政策嚢報 9 1 内閣調査局 内閣印届局 昭和 11年7月25 日 初版

18-04128 列国政策嚢報 10 1.内閣調査局 内閣印刷局 昭和 11年8月25 日 初版

18二04129 列薗政策愛報 ll 1 内閣調査局 内閣印届け局 昭和.11年9月25 日 初版

18-04130 列囲政策嚢報 12 1 内閣調査局 内閣印席け局 昭和11年 10月25 日 初版

18ー04131 列国政策嚢報 13 1 内閣調査局 内蘭印漏局 昭和 11年 11月25 日 初版

18-04132 列国政策嚢報 14 1 内閣調査局 内報印届u局 昭和11年 12月25 日 初版

17二01272 68 比叡山 t特輯競l侍教大師博記 1 天台宗教畢部 r 比叡山発行所 昭和 11年 6月5 日. 初版 天台宗務廟

18132948 69 歴史公論 6-1 第六巻第一競 1 雄山間 昭和12年 1月 1日 初版

18-02801 歴史公論 7ー5 第七巻第五戟 【特輯].新田義貞公 1 雄山朗 昭和 13年5月 1 日 L初堪
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18-03085 70 考古界嚢報 1-I 1巻 1競 1 上野喜重造 考古界嚢報社 昭和 12年 4月29 日 初版

18-03086 考古界愛報 1ー2 1巻 2醜 2 上野喜重造 考古界嚢報社 昭和 12年5月 15 日 初版

18-04 105 7ー
北京近代科学図書館/鰭
刊 1

日本精神輿近代科学/京都風俗志/.

一封倍/北平研究書誌/欧文 日本研
究薯誌 .

1 永井潜他
北平近代科学図

書館
揮井常四郎

19-00642 72 曹撃年報 1 1
同志社大単文畢

部哲拳骨
弘文堂書房 昭和 13年 1月5 日 初版

19-00836 73 国民精神文化研究 31 御誓文謹解 1 井上争麿
周 民精神文化研

究所
昭和13年3月26 日 初版 文化研究所

20-77 国民精神文化研究 32 皇道より見たる書経 1 加藤虎之亮 . 国民精神文化研 昭和 13年3月5 日 初版 文化研究所 .

18ー04620 国民精神文化研究 33
フアツシス ト-イタリアの教育改

* 1
国民精神文化研

究所 .

国民精神文化研

究所
昭和13年3月5 日 初版 圃民精神文化

研究所

18154330 国民精神文化研究 37

教育勅語 を挿讃 して/第二篇 .第二

段における諸綱目の必然関係を中
心としての健系論

1 小野正康
国民精神文化研

究所
昭和 13年7月23 日 初版

国民精神文化

研究所

18ー04331 簡民精神文化研兜 38 明治維新と皇道 1 河野省三
国民精神文化研

究所
昭和13年7月 23 日 初版 国民精神文化

研 究所

18-03376 国民精神文化研究 39 畢者の本文 1
国民精神文化研
究所

国民精神文化研

究所
昭和 13年 12月10 日 初版 国民精神文化

研究所

19-00845 国民精神文化研究 41 我が国鮭と世界法 1 大串兎代夫
国民精神文化研
究所

昭和14年3月25 日 初版 国民精神文化
研究所

18】04548 韓民精神文化研究 42 異正なる圃家 1 西晋一郎
国民精神文化研

究所
昭和14年3月25 日 初恢 圃民精神文化

研究所

18-03300 国民精神文化研究 43 通性に於ける神道的教化 1 河野省三
圃民精神文化研

究所
昭和 15年3月 15 日 初版

17ー00114 74 東 日 時局情報 2-7 第二巻第七輯 1 相馬基編
東京 日日新聞 .

大阪毎 日新聞
昭和.13年7月5 日 初版

19-00533 75 地理歴史研究 15-
1.1

第十五巻第十一戦 1仙崎富侍市 地理歴史研究食 昭和 13年 12月1 日. 初版

18-03091 地理歴史研究 16「4l第十六巻第四鍍 1 山崎富樽市 地理歴史研究骨 昭和 14年4月5 日

18-03092 地理歴史研究 16-9 第十六巻第九競 1 山崎富樽市 地理歴史研究禽 昭和14年 10 月10 日

18-03093 地理歴史研究 17-1 第十七巻第一戦 1 山崎富樽市 地理歴史研究曾 昭和 15年 1月15 日

19-00534 地理歴史研兜 17ー2 第十七巻第二醜 1 山崎富樽市 地理歴史研究会 昭和 15年 2月 10 日 初版

19-00535 地理歴史研究 17-3 第十七巻第三暁 1 山崎富樽市 ..地理歴史研究曾 昭和 15年3月 10 日 初版

18-03094 地理歴史研究 17ー4 第十七巻第四競 1 山崎宵樽市 地理歴史研究骨 昭和15年4月15 日

18-03095 地理歴史研究 17-5 第十七巻第五戟 1 .山崎富樽市 地理歴史研究骨 昭和15年5月10 日

18-03096 地理歴史研究 17-6 第十七巻第六競 1 山崎嘗博市 地理歴史研究骨 . 昭和 15年6月10 日

18-03097 地理歴史研.究 17-7 第十七巻第七髄 1 山崎富偉市 地理歴史研究骨 昭和15年7月10 日

19-00536 地理歴史研究 17-9 第十七巻第九蛇 1 山崎嘗侍市 地理歴史研究倉 A 昭和 15年 10月10 日 初版

19-00537 地理歴史研究 17-

10
第十七巻第十競 1 山崎富博市 地理歴史研究禽 昭和 15年 11月1 日 初版

18-03098 地理歴史研究 18「2 第十八巻第二観 1 山崎富侍市 地理歴史研究骨 昭和 16 日2月3 日

19-00538 地理歴史研究 18ー3 第十八巻第三統 1 山崎富倖市 地理歴史研究会 昭和 16年3月8 日 初版

17-00263 76 理研 コンツ串ルン月報 3-3 第三巻第三琉 1 小峰柳多 科学主義工業社 昭和14年3月1 日 初版 花井斐夫

17ー00258 理研 コンツェルン月報 3-7 第三巻第七統 1
科挙主義工業社

m
科挙主義工業社 昭和14年7月 1日 初版 花井斐夫
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17「00156 77 北支那 6-4
第六巻四観 [復興山東紹介観] 復

興の山東
1 高木和之助

北支那経済通信
社 (天津 )

昭和 14年 4月 1日 初版 滞井常四郎

17-00157 北支那 7-6 第七巻六聴租界回収即時断行論 1 高木和之助
北支那経済通信
社 (天津)

昭和 14年6月1 日 初版 輝井常四郎

17-00843 78 天文諌本 1 野尻抱影 東 田天文館 昭和14年 12月9 日 初版 佐々木要

19-00823 79 第一相互住宅時報 102 1 第一相互住宅 第一相互住宅 昭和 15年2月00、日 初版 蝣蝣蝣

19-00824 第】相互住宅時報 103 1 第一相互住宅 第†相互住宅 昭和 15年3月00 日 初版 蝣蝣蝣
19-00825 第- 相互住宅時報 104 1 第一相互住宅 第一相互住宅 昭和 15年4月00 日 初版 蝣蝣蝣

19-00826 第一相互住宅時報 105 1 第一相互住宅 第一相互住宅 昭和 15年5J3 00 日 塑盤 ■+■車
19-00827 第一相互住宅社報 . 106 i 第一相互住宅 第一相互住宅 昭和 15年6月00 日 初版 量1 1

19-00830 第一相互住宅社報 108 1 第一相互住宅 第一相互住宅 昭和15年8月00 日 初版 雷後車
19-00831 第】相互住宅社報 109 1 第一相互住宅 第一相互住宅 昭和15年9月00 日 初版 蝣蝣蝣

19-00832 第一相互住宅社報 109 1 第一相互住宅 第「相互住宅 昭和15年9月00 日 初版 ■■■
■■■

蝣蝣蝣
蝣蝣蝣

19-00833 第 d 相互住宅社報 110 1 第一相互住宅 第一相互住宅 . 昭和 15年 10月00 日 初版

19一00834 第「相互住宅社報 110 1 第一相互住宅 第一相互住宅 昭和 15年 10月00 日 初版

19-00828 第「相互住宅社報 十周年記念祝賀錬 1 第一相互住宅 第一相互住宅 昭和 15年7月00 日 初版

19-00829 第一相互住宅社報 十周年記念祝賀琉 1 第一相互住宅 第一相互住宅 昭和 15年7月00 0 初版 蝣蝣蝣

19-00821 第一相互住宅社報 113 [臨時特輯親四月塊ユ .時局 と住宅 2 第一相互住宅 第一相互住宅 昭和 16年4月00 日 初版 蝣蝣蝣

19-00822 第一相互住宅社報 113 【臨時特輯競四月戟】 時局と住宅 1 第一相互住宅 第一相互住宅 昭和 16年 1月00 日 初版 蝣蝣蝣
19-00835 第一相互住宅社報 113 [臨時特輯琉四月暁 ] 時局 と住宅 1 第一相互住宅 . 第一相互住宅 昭和 16年1月00 日 初版 車齢意

17-00789 80 事務能率 合冊 文具界′事務能率 1 事務能率研究骨 事務能率研究骨 昭和15年3月 25 日 初版
発行所

19-00921 81 大和路 . 吉野山 (近畿観光食) 1 新井和臣 近畿観光骨 昭和 16年5月7 日 初版

19→00453 口 、 1 ロ 、 口16*P 8M 20

17-00071 大和路 東大寺 (近畿観光合) 1
新井和臣編 革

田鼻義
近畿革光食 昭和 16年9月5 日 初版

17-00686 大和路
恩寵と真理 (奥付 r大和路 (東大

寺) ) 1
新井和臣轟 中
浮博

高囲福音教圃出

版部
昭和29年3 月5 日 初版

′払
18-020 10 82 他界の翼 昭和 1.6年版 1 航空朝 日編輯 朝 日新聞社 昭和16年7月5 日 初版 薄井吊四郎

17-00284 健界の翼 昭和 18年醜空決戦版 1
航空朝 日編 (山

本地粂)

朝 日新聞東京本
社

昭和 18年 12月5 日 初版

20ー60 83 道元 昭和十六年十月班 1 乗馬輝雄 道元蹄師鏡仰骨 昭和 16年 10月1 日 初版 揮井常四郎

17-00682 84 社会経済史畢
11ー

10
第十一巻第十親 1

社食経済史拳骨

(小野武夫)

礼東証 iff 't 中骨

(発売 :岩波書
店)

昭和 17年1月 15 日 初版 滞井常四郎

171 30695 社食経済史畢 11ー

ll
第十一巻第十一/十二耽 1

社食経済史拳骨

(小野武夫)

社骨経済史拳骨

(発売 :岩波書
店)

昭和17年3 3 15 日 初版 薄井常四郎

17ー01139 社食経済史畢 12-1 第十二巻第一紙 1
社食経輝史草食

(小野武夫)

社会経輝史畢合 一

(発売 :岩波書

店 )

昭和17年4月15 日 初版 揮井常四郎

17-01140 社食経済史畢 .12ー2 *+ ::# # - ? 1
社食経済史拳骨
(小野武夫)

社食経済史拳骨

(発売 :岩波啓
店 )

昭和 17年5月25 日 初版 揮井常四郎

17【01141 社食経済史撃 12ー3 第十二巻第三統 1
社食経済史拳骨

(小野武夫)

社会圃済史草食

(発売 ‥岩波書
店)

昭和 17年 6月 15 日 初版 揮井常四郎
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17ー0 1142 社食経済史畢 12-4 第十二巻第四鴫 1
社食経済史拳骨
(4 、野武夫)

社食経済史拳骨
(発売 :岩波書

店)

昭和 17年7月 15 日 初版 輝井常四郎

17-01143 社食経済史撃 12-5 第十二巻第五競 1
社食経靖史草食
(小野武夫)

社食経済史草食
(発売 :岩波書

店)

昭和 17年8月 15 日 初版 滞井常四郎

18-03088 85 国語文化 2-7 第二巻第七戟 (六月鍍 ) 1 国語文化編輯部 育英書院 昭和 17年6月1 日 初版

19-00529 国許文化 2-8 第二巻第八号 (七月競 ) 1 国訴文化編輯部 育英書院 昭和17年7月1 日 初版

19-00530 国許文化 2-9 第二巻第九号 1(八月琉) 1 国語文化綴輯部 育英書院 昭和 17年8月1 日 ..初版

19-00531 国轟文化 2-ll 第二巻第十一号 (十月戦) 1 国語文化編輯部 育英書院 昭和 17年 10月1 日 初版

19-00532 国語文化 2-12 第二巻第十二号 (十一月祝) 1 国語文化編輯部 育英書院 暗和17年11月 1日 初版

1gー00506 86 国文畢～解輝 と鑑賞 76 日本文尊の美 1 藤村作 至文堂 昭和11年9月1 日 初版

18ー03081 国文単一解輝 と.鑑賞 77 近代文拳の研究 1 藤村作 至文堂 昭和 17年10月 1日 初版

18-03082 国文拳～解樺 と鑑賞 78 正岡子規の研究 1 藤村作 至文堂 昭和17年11月 1月 初版

18ー03083 国文畢 - 解辞 と鑑賞 79 本居宣長の研究 1 藤村作 至文堂 昭和17年12月 1日 初版
18ー03084 .国文単一解稗と鑑賞 81 万葉集の研究 1 藤村作 至文堂 暗和 18年 2月 1日 初版

18-03132 87 日本短歌 11【.1 サ+ - * * + : 1 木村捨録 日本短歌社 昭和17年12月 1 日 初版

18-03133 日本短歌 12-1 S+ r * ォーォ 1 木村捨録 日本短歌社 昭和 18年 1月 1 日 初版

18-Q3134 日本短歌 12ー2 第十二巻第二統 1 木村捨録 日本短歌社 昭和 18年 2月 1 日 初版

18-03135 日本短歌 12-3 第十二巻第三競 1 木村捨録 日本短歌社 昭和 18年 3月 1 日 初版

18-03136 日本短歌 12-4 第十二巻第四観 1 木村捨録 日本短歌社 昭和 I8年 4月 1 日 初版

18-03137 日本短歌 12-5 第十二巻第五戟 1 木村捨録 日本短歌社 昭和 18年 5月1 日 初版

18-03138 日本短歌 12-6 第十二巻第六琉 1 木村捨録 日本短歌社 昭和 18年 6月 1 日 初版

18ー03139 ′日本短歌 12-7 第十二巻第七親 1 木村捨録 日本短歌社 昭和 18年 7月1 日 .初版

18-03140 日本短歌 12-8 第十二巻第八統 1 木村捨録 日本短歌社 昭和 18年8 月1 日. 初版

18ー03141 日本短歌 12-9 第十二巻第九暁 1 木村捨録 日本短歌社 昭和 18年9月1 日 初版

18ー03142 日.本短歌 12-1 * + . 1 木村捨録 日本短歌社 昭和18年 10月1 日 初版

18ー03143 日.本短歌 12-1 S+ : *+ - ァ 1 木村捨録 . 日本短歌杜 昭和18年 11月1 日 初版

18-03144 白本短歌 12-1 第十二巻第十二親 1 木村捨録 日本短歌社 昭和18年 12月1 日 初版

18-03145 日本短歌 13-1 I+ H = 1 木村捨録 日本短歌社 昭和 19年1月1 日 初版

18-03146 日本短歌 13-2 第十三巻第二髄 1 木村拾録 日本短歌社 昭和19年2月1 日 初版

18-03147 日本短歌 . J13ー3 第十三巻第三競 1 木村捨録 日本短歌社 昭和 19年3月1 日 初版

18-03148 日本短歌 13-4 第十三巻第内観 1 木村捨録 日本短歌社 昭和 19年4月1 日 初版

18一-03149 日本短歌 13-5 第十三巻第五鍍 1 木村捨録 日本短歌社 昭和19年5月1 日 初版
18ー03150 日本短歌 13-6 第十三巻第六鶴 1 木村捨録 日本短歌杜 昭和19年6月1 日 初版

18-03151 F ll本短歌 13-8 第十三巻第八髄 1 木村捨録 日本短歌社 昭和19年8月1 日 初版
18-03152 日本短歌 13-9 第十三巻第九鍍 1 木村捨録 日本短歌社 昭和19年9月1 日 初版

18-03163 日本短歌 13-1 m + .̂ m t 1 木村捨録 日本短歌社 昭和 19年 10月1 日 初版

18-03154 日本短歌 13-1 5+ H # fg + - 3 1 木村捨録 日本短歌社 昭和 19年 11月1 日 初版

18-03155 日本短歌 13-1 第十三巻第十二鍍 1 木村捨録 日本短歌社 昭和 19年 12月1 日 初版

19-00513 88 あきつ 一月親 1 蕗谷虎男 起山房 昭和 18年1月1 日 初版
19-00516 あきつ 五月競 1Ⅰ蕗谷虎男 起山房 昭和18年5月.1 日 初版

19サ00514 あきつ 三 1 蕗谷虎男 起山房 昭和18年3月1 日 初版

19-00515 あきつ 四月祝 1 蕗谷虎男 起山房 .昭和18年4月1 日. 初版

19-00518 あきつ 七月競 1 蕗谷虎男 起山房 昭和18年7月1 日 初版
19-00519 あきつ 八月統 1 蕗谷虎男 起山房 昭和18年8月1 日 初版

19一00517 あきつ 六月競 1海谷虎男 起山房 昭和18年6月 1日 初版
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18-03130 89 短歌研究 1-1 第～巻第二貌 1 木村捨録 日本短歌社 昭和 19年 11月1 日 初版

18-03131 短歌研究 1-2 第一巻第二競 1 木村捨録 日本短歌社 昭和 19年12月 1日 初版

18-03087 90 囲語 と周文畢 46 .
昭和十九年十二月塊 (二百四十六

舵)
1 藤村作 至文堂 昭和 19年12月 1日 初版

19-00520 国語 .と国文畢 昭和二十～年七月観 . 1 藤村作 至文堂 昭和21年 7月 1日 初版

20-131 91 大和文革 1 iffi ^ic 1
大和文拳骨 (天

理蘭書館内)
責徳社 昭和22年 12月 10 日 初版

20-90 92
[日本野鳥の会 ]郡山支

部報 3 1948 1 湯浅大太郎

[日本鳥草食/日

本野鳥の食 ]福島
支部

昭和23年 7月8 日 初版 昭和25年4月4 日

17ー00539 93 法の精神 2-10 第二巻第十観 1
モンテスキュー
隈崎渡訳

春秋社 昭和23年9月15 日 2版 昭和24年2月25 日′松本柴一郎

20-91 94
Ornitholog ical

S0C主ety of Japan]鳥
【TOR I] Vol.X

tt lit rr,

12I
57

第12巻革57醜 1 蜂須賀正氏 日本鳥草食 昭和23年12月20 日 初版

. 18-02133 95 自由国民 家庭版 . 」TfHlM サX」i'」VJiui▼ tJHUEMiSm 、r - I
ru

1 自由国民社 自由国民社 昭和25年 3月 10 日 初版 松本柴一郎

17】01100 96 近親大草′法商畢部論叢 2-1 2巻 1 1

河合常三郎、土

居博、ノj、野村資
文

近幾大学法商学
部学会 (発売
「東京 有斐

閣」)

昭和 26年6月10 日 初版

17-01051 97 世界 85
第八十五塊附録 国際情勢ハン ド

ブック
1 性界編輯部 岩波書店 昭和28年 1月 1日 初版

19-00383 98
HEATING
VENTILAT ING/AIR

COND ITIONING′GUIDE

31

Tl租 AMERICAN

SOC IETY OF

HEATING AND
VENTILATING
ENGINEERS

初版
三菱重工三原
製作所

20-134 99 自粛 2ー3 青葉青 1 緒方親 白菊社 昭和30年6月15 日 初版

17-00364 00 [画報]科学時代 1 宇宙の驚異 . 1

現代科学研究会

(島村福太郎監
修、大沢米造締
柿 )

国際文化情顛社 昭和33年7月10 日 初版

17-00364 [画報]科学時代 2 地球の驚異 I 1.

窺代科学研究会

(島村福太郎監
修、大沢米連綿
輯 )

国際文化情報社 昭和34年 1月10 日 初版

17-00364 [画報]科学時代 3 ミサイルの驚異 1

現代科学研究会

(島村福太郎監
修、大沢来遊編

tt )

国際文化情報社 昭和33年 12 月10 日 初版

17-00364 [画報コ科学時代 4 動物の驚異 l 1

現代科学餅究会

(島村福太郎監
修、大沢米造編

輯)

国際文化情報社 昭和 34年1月10 日 初版

錐誌ll
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17-00364 【画報 ]科学時代 5 鉄道の驚異 1

現代科学研究会
(島村福太郎監

修、大沢米造編

輯 )

国際文化情報社 昭和 33年12月 10 日 初版

17-00377 [画報 ]科学時代 6. 電気の驚異 I 1

現代科学研究会
(島村福太郎監

修、大沢米造編

戟 )

国際文化情報社 昭和34年 1月 10 日 初版

17-00377 [画報]科学時代 7 生活の驚異 1

現代科学研究会
(島村福太郎監

修、大沢米造縮

棉)

国際文化情報社 昭和34年 2月 10 日 初版

17-00377 [画報]科学時代 8 地球の驚異 Ⅲ 1

現代科学研究会
(島村福太郎監

修、大沢米造編

輯)

国際文化情報社 昭和34年3月10 日 初廠

17-003 77 [画報]科学時代 9 航空の驚異 1

曳代科学研究会
(島村福太郎監

修、大沢米造編

輯 )

国際文化情報社

17-00377 [画報∃科学時代 10 自動車の驚異 1

現代科学研究会
(島村福太郎監

修、大沢米造編

棉)

.国際文化情報社

17-00376 [画報 ]科学時代 16 農業の驚異 1

現代科学研究会
(島村福太郎監

修、大沢米造縮

輯) .

国際文化情報社 昭和34年 11月10 日 初版

17ー00376 [画報】科学時代 18 動物の驚異 Ⅱ 1

現代科学研究会
(島村福太郎監

修、大沢米造編
戟)

国際文化情報社 昭和35年 1月10 日 初版

17-00376 [画報コ科学時代 19 植物の驚異 1

現代科学研究会
(島村福太郎監

修、大沢米造編

棉)

国際文化情報社 昭和35年2月10 日 初版

17-00376 【画報 ]科学時代 20 人体の驚畢 1

現代科学研究会
(島村福太郎監

修、大沢米造編
輯 )

国際文化情報社 昭和35年 3月 10 日 初版

17-00376 [画報】科学時代
補巻

1
マスコミの驚異 1

現代科学研究会
(島村福太郎監

修、大沢米造編

輯)

国際文化情報社 昭和 35年4月20 日 初版

維Il.C-J-
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17-00376 [画報]科学時代
繍巻
2

災害の驚異 1

現代科学研究会
(島村福太郎監

修、大沢米造編
棉)

国際文化情報社 昭和35年5月20 日 初版

護王 12 1 酒井利行
護王神社社務所
(京都市)

昭和36年11月1日 初版

太陽 . 25 太陽[7月号ー蝣No.25】 1 小林祥一郎 平凡社 昭和40年6月12日 初版
[THE GEIJUTSU
SEIKATSUl芸術生活

25-4 4月号 1 御木徳近 芸術生活社 昭和47年4月1日 初版

館報 2 昭和43-45年度 (1968-1970) 1
武蔵野美術大学
美術資料図書館

武蔵野美術大学
美術資料図書館

昭和46年9月10 日 初版

17-00572 ー01 w ith!別冊】 お寺の宿ーガイ ドプ.ツクー 1
本願寺大阪産業.
道交会

本圃寺出版協会 昭和47年10月1日 初版

17-00656 ー02 未来 81 未来 1 未来社 未来社 昭和48年6月1日 初版

17-01200 103 文車春秋デラックス 2巻12統 [移りゆく/ものの記録]
江戸と東京 1 鈴木琢二 文峯春秋 昭和50年11月1日 初版 沢田- 敬

19-00706 104 あかつき
[私の質問′に封する]高楠博士の解
答 1 高亀哲宗

18-02262 105t東洋史研究 4 一挙時珍の本草綱目とその版本 l l 渡連幸三 I

wミiitlS
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17-00797 ー工業標準化事業年限 昭和23年度 1 工業技術廉 工業技術廉

19-00872 2
[昭和六年度及昭和七年
度]簡易生命保険ノ死亡
率ニ開スル調査

1保険F完総務局 保険院総務局 昭和14年3月30日 初版 保険院長

19ー00240 3帝室林野局五十年史 1 帝室林野局 昭和14年10月25日 初版 帝室林野局

18-04284 4 東京市教育概要 1
東京市教育局庶
務課

東京市役所 昭和14年3月31日 初版 揮井常四郎

18-04175 5 東京高等師範畢校一覧
自明治三十八年四月/至明治三十九
年三月 1

東京高等師範学
校

東京高等師範学
校

明治38年8月15日 初版 高桶順次郎

19-00051 6
[東京文理科大学/東京
高等師範撃校]創立六十
午

東京文理科大学
東京高等師範畢
校

東京文理籾大学 昭和6年10月30日 初版 花井斐夫

18-04176 7 東京帝囲大草】寛 従明治三十六年′至明治三十七年 1 東京帝国大学 東京帝囲大学 明治36年12月3 日 初版 滞井常四郎

18ー02033 東京帝圃大草一覧 従明治四十年′至明治四十一年 1 東京帝国大畢 東京帝国大草 明治40年12月23 日 初版 高楠順次郎

17-00743 東京帝固大草一覧
東京帝囲大草一党[従明治三十四年
/至明治三十五年ユ 1 東京帝固大草 東京帝国大草 明治34年12月15 日 初版 輝井常四郎

18「04233 8 滞鮮地理史研究報告 4 1
東京帝国大学文
科大学

丸善 . 大正7年4月25日 初版 高楠順次郎

20-1001 9 [新収] 日本地寮史料 5 自弘化元年至明治五年 1
東京大学地震研
究所

日本電気協会 昭和60年3月22日初版 日本電気協会

20- 1002 [新収】日本地震史料 5別
1

嘉永六年二月二日/明治五年二月六

日
1
東京大学地震研
究所

日本電気協会 昭和60年3月22日初版 日本電気協会

20- 1003 [新収]日本地震史料 5別3 安政元年六月十五日 1
東京大学地震研
究所

ロ.本電気協会 昭和61年1月25日初版 日本電気協会

20- 1004 [新収]日本地震史料 5別4 安政五年二月二十六日 1
東京大学地震研
究所

日本電気協会 昭和61年1月25日初版 日本電気協会

20- 1005 [新収コ日本地震史料 5別
5-1

安政元年十一月四 .玉 .七日 1
東京大学地震研
究所

日本電気協会 昭和62年3月1日初版

20-1006 [新収】日本地震史料 補遺 自推古天皇至明治三十年 1
東京大学地震研
究所

日本電気協会 平成1年3月1日初版 日本電気協会

18-02178 10 九州帝薗大学一覧 従大正三年′至大正四年 1 九州帝国大学 九州帝固大学 大正4年3月10 日 初版 高棉順次郎

18-04173 九州帝圃大学一覧 従大正七年′至大正八年 1 九州帝固大学 九州帝国大学 . 大正8年3月31日 初版 高楠順次郎

18ー04174 九州帝国大学～覧 従大正八年′至大正九年 1 九州帝国大学 九州帝圃大学 大正9年3月30 日 初版 高桶順次郎

18-04406 ll
(日本撃術振興合) 香

員緒合/研究報告講演集
委員粗食/研究報告講演集 (1 ) 1

日本学術振興会 .
学術部

日本畢術振興会 昭和11年5月10 日 初版 出版所

1、8-04407
(日本拳術振興曾) 香

員組合′研究報告講演集
委員組合′研究報告講演集 (3 ) 1

日本学術振興会
学術部

日本畢術振興会 昭和13年11月30日 初版 出版所

18-04408
(日本畢術振興脅) 香

員総合/研究報告講演集
委員絶食′研究報告講演集 (4 ) 1

日本学術振興会
学術部

日本畢術振興会 昭和15年1月10日 初版 出版所

19-00062 ー2
全国試験研究調査機関
要覚

第3 工業編 1 西信忠 日本畢術振興会 昭和15年7月22日 初版 □□ロ

報告1
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19-00027 ー3第14ノJ、(耐震構造)委員
会報告 第】観 1波多野貞夫 日本畢術振興会 昭和12年12月15日 初版 tffi

柿 昭和24年4月1日

17-0 1 187 15
[昭和三十五年度 ]選挙
法 を守 る運 動 そ の記録 . その後 の動 き 1

財団法人 公 明

選挙m m
公明選挙連盟 昭和 36年3月25 日 初版 公 明選挙連盟

19ー00866 16 消 防園員執 務必携 1
鹿島醇消防協骨 .
豊 田支部

康島癖消防協骨

豊 田支部

18-0230 5 17
[第二回聯合撃 拳骨 ]歯
科分科会 報告 1 高橋直太郎 日本歯科嘗草食 明 治40年6月19 日 初版

17ー00928 ーB 東京臨 時救済骨報告 書 . 1 東京臨時救 済骨 .東京臨時 救済骨 大正7年12月7 日 初版 山科良夫

18-0222 2 ー9
[第二回]旅 商第一班報
告書 1 日本商 工会議 所 日本商 工食諌 所 不 明 不明 山科良夫

17-0104 2 20 旅 商を了へて 1 関 口嘉重 東京商工合議所 l 不明 山科 良夫

19-01039 2ー
席筒型彼得壁府帯圃漁
* W K # # ^ 1 農商務省水産局 農商務省水産局 明治36年3月3 1日 初版 宇都宮七五

17ー01055 22
平和記念東京博寛食事
務報告 千 下巻 1 東京府廉 東京府廉 大正13年3月25日 初版 山科良夫

18一02018 23
日本産業協会伯圃博安
食事務報告 1 日本産業協舎 日本産業協会 大正13年4月25日 初版 山科良夫

20-1053 24
第三国内隣勧業博覧会 1,2,

1,2 :第一部工業、4-6 ;第二都農
業山林及園轟、7 :第四部水産′第

6
内園勧業博覚食 内国勧業博覚合

明治23年3月24日初版 輝井常四郎出品目録 4-7 五部教育及畢峯′第六部銘菓及冶金
/第七部機械

事務局 事務局

17-00310 25
第三回内園勧業博覚骨
褒章授輿人名録 1

内国勧業博覚食
事務局 .

内国勧業博覚禽
事務局

津井常四郎

18-02021 26
[大蔵記念】国産振興東
京博覧会審査報告 1

犬種記念国産振
興東京博覧合

太線記念国産振
興東京博覧会

昭和4年2月15日 初版 山科良夫

19-00241 27 株式社債年鑑 昭和拾四年版 山一置券株式会社 1
山一琵券株式脅
社調査部

山一琵券株式骨
社

昭和14年 1月4日 初版 山名俊一郎

17ー00599 28 株式会社年鑑 昭和十五年版 1
澄巻引受骨社協
令

経巻引受会社協
#

昭和15年1月15日 初版 山名俊一郎

19ー00015 29 海員審判所裁決録 ー I昭和八年度 1l海難防止骨 相 本海事草食 l 昭和9年3月1別 初胤 J門脇観次郎 f
ー19-00016 海員審判所裁決録 l l昭和九年度 i.海難防止合 I日本海事草食 l 昭和9年4月1別 初版一 .門脇観次郎

報告2
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17-01237 30
臨時墓碑着慣調/査食第

- ォ* ォ
5 清囲行政法 第五巻 1

臨時毒輝奮慎調
査会

臨時董確蓄慣調
査禽

明治44年6月30日 初版 高桶順次郎

17-00883 3 1
[各社特輝負決死の筆
陣]支那事撃戦死

後編 1
皇徳奉賛骨出版
部

皇徳昼報杜 昭和13年12月7日 初版 山名俊一郎

19-00796 32 朝日東亜リポー ト 1 香港と海南島 1
東亜問題調査会
編

朝日新聞社 昭和14年1月30 日 3版 昭和14年2月20 日

18-04085 軒日東亜リポー ト 1 香港と南海島 1
東亜間潜調査食
捕

朝日新聞社 昭和14年1月30 日 再版 昭和15年2月10 日

19-00521 . 33
[新東亜建設を中心とせ
る]帝国外交健約輯

1 東京行政拳骨 玄文社 昭和14年9月15日 初版

18-04556 34 大南洋年鑑 昭和十七年版 1 南洋担体連合会 南洋団体連合会 昭和17年6月15 日 初版

18-04387 35
維新前 東京市私立小畢
校教育法 及 維持法取
調書 .

1 大日本教育会
大日本教育会事
務所

明治25年10月1日 初版 輝井常四郎

18-04231 36 歴史謝査報告 1 清洲歴史地理 1 南満州繊道 丸善 大正2年9月18日 初版 高棉順次郎

18二04232 歴史調査報告 2 滞洲歴史地理 1 南満州横道 丸善 大正2年5月29 日 初版 高楠順次郎

18ー04340 37
[支那輸出入】重要商品
研究

甲篇 第1冊 1
榎米書
田村鯨四郎

山東経済時報社 大正13年5月25 日 初版 山科良夫

18-04056 38 リットン報告書[全文] 解説並に関係倹約文 その他付録 . 1 鈴木文四郎 朝日新聞社 昭和7年10月15日 初版 織田陶造 .

19-00308 39
島と漁民[漁村社食経済.
調査]′ 1 松村勝治郎 協調禽 昭和9年4月29日 初版 輝井常四郎

19-00170 40
FOURTH REPORT ON
PROGRESS 王N MANCHURIA
to 1934

1 菱田静聴 南満州繊道 昭和9年6月30日 初嘩 池田肇

19-00007 41 海事年鑑 [昭和九 .十年版] 1 畝川鐘夫 海事貴報杜 昭和9年11月12日 初版 門脇観次郎

19-01029 42
東方文化事業線委員倉
並北平人文科挙研究所

の概況
1 (なし) (記載なし) 昭和10年8月1日 初版

17-00204 43 [熱帯の日本]南洋群島 、2 附 まりあな群島紳士録 1 志村秀吉 山本太洋 昭和10年8月10 日 初版 鎌田莞爾

17-0 1182 44 蘇聯邦要覧 一九三六年版 1 笠原直進 日蘇通信社 昭和11年5月15 日 初版
18-04041 45 清洲年鑑 在席 日精人名録 1 木村武盛 清洲日日新聞社 昭和lL1年10月20 日 初版 薄井常四郎

17-00063 清洲年鑑 附録清洲連動年鑑 1 清洲日日新聞社 昭和11年10月20 日 初版 薄井常四郎

18-03492 46 満州都市の新相貌 1 米野豊貴 満洲日日新聞社 昭和12年3月15 日 初版 薄井常四郎

17-00080 47 奉天市公暑要覚 1 上村辰巳
奉天市公署総務
虚調査科

康徳4年4月20 日 初版 揮井常四郎

18-04027 48
(満州帝囲) 協和骨之

概貌 日文 1 張翰青 満州帝国協和会 昭和13年4月.15 日 初版

18-04552 49
自滅支経済趣談合報告
書

昭和十三年十一月、東京、名古
屋、大阪、鹿島、門司及び新京に
於ける懇談会速記蒐録

1 中沖寿 日清中央協会 昭和14年5月30日 初版 日清中央協会

19-00653 50 [昭和十六年].□□鑑 別冊 日本人名溝 附 P 滞支人名選 1 石原博 大阪毎日新聞社 昭和15年10月5 日 初版

17-01266 5ー
天津居留民園三十周年
記念誌 1.白井忠三 天津居留民困 昭和16年5月31日 初版 天津居留民圏

18-04312 52 満州開拓年鑑 康徳九年版/昭和十七年 1 天野良和 満州国通信社 昭和17年8月1日 初版

20-31 53
アジア失楽園 (裁かれ
る日本 績輯) .

東京裁判報告 第二輯 i
IK IR新聞社 (鈴
木泣、他)

唯入社 .昭和22年4月5.日初版 松本柴一郎

川;I,::<
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17ー00272 54
ECONOM IC REPORT
1945-47

ECONOMIC REPORT 1945-47 1

Un ited Nations
DEPARTMENT OF
CONOMIC
AFFAIRS

Un ited Nations 昭和23年1月 初版 広島アメリカ
文化センター

20-1054 55 油脂工業史 1 日本油脂工業会 日本油脂工業会 昭和47年4月25 日初版 H ノ1一*iw ;一打 フ下こ
ノ、l20-1032 56 スモン訴訟記録 1 白木博次証言より 1 行政通信社 行政通信社 昭和53年3月1日初版 行政通信社

20ー1032 スモン訴訟記録 2 西部陽子証言 (主尋問より) 1 行政通信社 行政通信社 初版 行政通信社

報告4

く.D

lくつ

I.⇒
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20ー59 1 明 治 五 年 壬 申頒 暦 1 大 草 星 畢 局 松 浦 善 右 衛 門 明治 4年 初 版 薄 井 常 四 郎

20 -6 1 2

[神 武 天 皇 即位 紀 元 / 二

千 五 百六 十 九 年 ] 明治 四
十 二 年 磨

東 京 帝 国 大 草 1 東 京 帝 圃 大 草 神 部 署 明 治 4 1年 初 版 滞 井 常 四 郎

17-0 03 96 3 官 令 会 報 99
第 九十 九 観 附 録 【明 治 十 / 二 年 度 ]

歳 出入 決 算 報 告 表 1 山 本 秀 雄 小 笠 原 書 房 明 治 17 年 1 1月 3 0 日 初 版 輝 井 常 四 郎

17- 005 00 4
[昭 和 二 年 ] 日本 帝 圃 人

口動 態 統 計 記 述 編
1.内 閣 統 計 局

内 閣 統 計 局 (東

京 統 計 協 会 )
昭 和 4年 3月 16 日 初 版 山 崎 粂 次 郎

20 -3 4 5 昭 和 大 種 要録 1
内 閣 大 穂 記 録
編 纂 委 員 会

内 閣 印 刷 局 昭 和 6年 7 月 1 日 3版 昭和 6 年 7 月 15 日

19- 00 490 6
[貴族 院 貴 報 ] 貴 族 院 定

例 午 餐 脅 講 演集 3 7 第 三 十 七 朝 鮮 満 州 及 支 那 視 察 談 1 (貴 族 院 ) 花 井 卓 蔵

19ー00 49 1
【貴族 院 貴 報 コ貴 族 院 定

例 午 餐 会 講 演 集 4 1
第 四十 一 国 輝 聯 盟 の 現 状 と常設

圃 際 裁 判 所 判 事 の 爽 秋 線 溝 畢
(章 族 院 ) . 花 井 卓 蔵

19- 00 08 6 7 貴 族 院 議 事 速 記 録 6 0/ 6

3
昭 和 七 年 度 / 第 【六 十 ′六 十 三 ] 同 1 内 閣 印刷 局

19】00 08 7 貴疲 院議 事 速 記 録 6 4
昭 和 八 年 報 告 号 外 / [第 六 十 四 回 ′帝

国 議 会 ] 1 内 閣 印刷 局

19ー0 086 2 衆 議 院 議 事 速 記 録 6 0/ 6

3
昭 和 七 年 度 ′第 【六 十 ′六 十 三 ] 同 1 内 閣 印 刷 局

19 -0 008 8 衆議 院 議 事 速 記 録 6 4
昭 和 八年 報 告 号 外 / [第 六 十 四 同 /帝

国 議 会 ] 1 内 閣 印 刷 局

19 - 000 89
衆嘩 院 議 事 速 記 録 ′貴族

院議 事 速 記 録 65
昭 和 八 年 十 二 月 開 合 / 第 六 十 五 同 帝

固義 禽 1 内 閣 印 刷 局

20 - 15 8

[昭 和 十 四 年 度 ] 圃 民 精

神 総 動 員 ′パ ン フ レ ly ト
六 種 綴 (墨 書 ) I

1
[国 民 精 神 総 動 員 資 料 第 四輯 】日本

精 神 の せ 揚 ′八 紘 一 宇 の精 神 1
内 閣 ′内 務省 ′文

部 省

内 閣 ′内 務 省 ′文

部省
昭 和 12 年 11月 10 日 初 版

20 - 15

[暗 和 十 四 年 度 ] 国 民 精
神 線 動 員 / パ ン フ レ ッ ト

六 種 頼 (墨 書 )
2

[国 民精 神 総 動 員 資 料 第 五 輯 ]国 産
振 興 と国 産 愛 用 1

内 閣 / 内 務 省 / 文
部 省

内 閣 / 内 務 省 ′文
部 省

昭 和 12 年 11 月 2 8 日 初版

20 - 15

印召和 十 四 年 度 ] 固 民 精

神 総 動 員 ′パ ン フ レ ッ ト
六 種 綴 (墨 書 )

3
【昭 和 十 四 年 五 月 ] 【国 民精 神 総 動

員 ]新 展 開 要 綱 1 瀬 尾 芳 夫
国 民 精 神 総 動 員

中央 聯 盟
昭 和 14 年 5 月 28 日. 初版

2 0- 15

[昭 和 十 四 年 度 ] 固 民 精

神 総 動 員/ パ ン フ レ ッ ト

六 種 綴 (墨 書 )
4

[物 資 経 済 パ ン フ レ ッ ト 1 ]経 済 戦

と圃 民 の覚 悟 (内 閣 総 理 大 臣阿 倍
信 行 述 )

1 横 山 正 一
戦 時 物 資 活 用 協 .
食

昭 和 14 年 12 月 10 日 初 版

2 0ー15

[昭 和 十 四年 度 ] 国 民 精
神 線 .動 員 ′パ ン フ レ ッ ト

六 種 綴 (墨 書 )
5

[物 資経 済 パ ン フ レ ッ ト 2 ]新 しき
強 力 日本 の建 設 (大 蔵 大 臣 青 木 】
男 述 )

1 横 山 正 一
戦 時 物 資 活 用 協

#
昭 和 14 年 12 月 25 日 初 版

2 0- 15

[昭 和 十 四年 度 ]囲 民 精

神 線 動 員 ′パ ン フ レ ッ ト
六 種 綴 (墨 書 )

6

[物 資 経 済 パ ン フ レ ッ ト 3 ] 物 資 活

用 を全 国 民 に 期 待 す (商 工 大 臣 伍
堂 卓 雄 述 )

1 横 山 正 一
戦 時 物 資 活 用 協
合

昭 和 14 年 12 月 2 5 日 初 版

19 ー0 0 10 4 9 行 政 裁 判 所 五 十 年 史 1 行 政裁 判 所 内 閣 印 刷 局 昭 和 16 年 3 月 3 1 日 初 版 行 政 裁 判 所

17-0 02 59 10
戦 時援 護 事 業 と慈 憲 施

設
R e lief W or ks Du r ing Th e W ar a nd

So m e C ha r itab l e Ins ti tu ton s.
1 内務 省 酉 東 書 房 明 治 3 9年 3 月 3 0 日 初 版 謹 書 倶 楽 部
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17-00649 一.I 圃際事情 横縞 1 外務省情報部 国際事情頒布所 昭和2年9月15 日 初版 薄井常四郎
19-00689 ー2 日本の外交 1 外務省情報部 文昭社 昭和14年3月29 日 初版 外務省

19一や0624 13
[昭和六年八月]ブラジ
ル移住者通信集 1 拓務省拓務局 拓務省 昭和6年8月25 日 初版 花井卓蔵

18-04237 ー4 拓務省統計概要 第二同 1
拓務大臣官房文
書課

拓務省 昭和6年1月20 日 初版 花井卓蔵

18ー03228 拓務統計 昭和八年 1
拓務大臣官房文
書課

拓務省 昭和10年3月19 日

19-01006 拓務統計 昭和九年 1
拓務大臣官房文
書課

拓務省 昭和11年3月25日 初版 拓務省

18-03411 拓務統計 昭和十年 1
拓務大臣官房文
書課

拓務省 昭和12年3月30日 初版 拓務省

17-01236 拓務統計 昭和十二年 1
拓務大臣官房調
査課

拓務省 昭和14年3月30 日 初版 拓務省

19-00526 15 拓務要覧 昭和九年度版 1 拓務省 拓務省 昭和9年2月26日 初版 拓務省

18-04234 拓務要覧 昭和十年度版 1
拓務大臣官房文
書課

拓務省 昭和11年3月16日 初版 拓務省

19-00179 拓務要覧 昭和十一年版 i
拓務大臣官房文
書親

拓務省 昭和12年3月25日 初版 拓務省

17-01265 拓務要覧 昭和十三年版 1
拓務大臣官房調
査錬

拓務省 昭和14年2月20日 初版 拓務省

19-00635 16 茎滑事情 大正拾五年版 1 茎嘩総督府 墓碑新報社 大正15年12月13日 ′初版 Slffl ^ W
17】01270 墓湾事情 昭和二年版 1 董湾組督府 茎湾時報 昭和2年12月7月 初版 高橋栄
18ー03464 ー7 垂北州要覧 1 墓北州 茎北州 昭和3年11月13日 初版 山科良夫
17-00175 18 清洲要覚 完 1 遼東兵粘監部 丸善 明治38年11月23日 初版 薄井常四郎

17-00558 ー9 満洲開拓資料 7
第七輯【長野賄隷書柑分村事情調査
書】 1 拓務省拓北局 拓務省 昭和17年9月10 日 初版 拓務省

17-01016 20 ANNUAL REPORT
THE SECOND/ANNUAL
REPORT/ON/REFORMS AND
PROGRESS′IN KOREA (1908ー9)

1
H.I.J.M. s
RESIDENCY
GENERAL

H.I.J.M. s
RESIDENCY
GENERAL

明治42年11月 初版 高楠順次郎

17-01015 ANNUAL REPORT
ANNUAL REPORT′ON/REFORMS AND
PROGRESS/IN CH0SEN U 918-21 1

GOVERNMENT-
GENERAL OF
CHOSEN

GOVERNMENT-
G巧NERAL OF
CHOSEN

大正10年11月 初版 高癖順次郎

17-00456 21 朝鮮の産業 朝鮮の産業 1 朝鮮総督府 朝鮮線督府 昭和10年9月20 日 初版 薄井常四郎

17-00206 22 朝鮮現勢便覧 昭和十年版 1 朝鮮線督府 朝鮮線督府 昭和10年9月20日 初版 薄井常四郎
1r8ー02970 23 新興の朝鮮 附録 統計画表及各種分布㈲ 1 朝鮮総督府 記載無し 花井斐夫

18-04295 24 島勢要覧
済州島勢要覧′昭和十年′全羅南道
済州島 1 田口象次郎 済州島庁 昭和10年11月15 日 初版 門脇観次郎

17-00077 25
【委任統治地域]南洋群
島事情

昭和四年 1 m & m 南洋療 昭和5年1月25日 初版 花井斐夫

18-02232 26 南洋群島 島勢調査書 1 昭和五年 第一巻 線括篇 1 南件廉 m & m 昭和7年1月25日 初版 蝣m m テ
18-02111 南洋群島 島勢調査書 3 昭和五年 第三巻 邦人外囲人編 1 m m m 南洋磨 昭和7年1月25 日 初版 南洋磨

18-02233 27 南洋腰統計年報 第一回 1 南洋魔 南洋廉 昭和8年6月30 日 初版 南洋磨
′19】00622 28 南洋群島要覧 昭和八年版 1 南拷魔 南件廉 昭和8年12月28日. 初版 其阿弥直次郎

17-00540 29 樺太要覚 1 樺太腰 樺太廉 大正14年7月30 日 初版 泉田秀吉
19-00645 30 樺太療治一斑 17 第拾七回 1 樺太療 樺太廉 大正14年12月31日 初版 泉田秀吉

法令・統計2
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19-00911 31
樺太廃城道管業統計概
要 2

義二回
1
樺太磨鋪道事務
所合計

樺太磨 大正15年5月 初版 鼻田秀吉

18-04005 32 黄東政脚 耳爵る 1
巽東防共自治政
府

巽東防共自治政
府

昭和12年5月 不明

19-00092 33
[新修】新修支那省別全 こ
諺 ..1 第一番 四川省 削 り(上) 1

東亜同文脅
支那省別会務刊
行会

支那省別会誌刊
行骨

昭和16年8月20日 初版

19-00093
[新修】新修支那省別会
読

2 第二巻 剛廿省 四川 (下) 1

東亜同文食
支那省別会誌刊
行骨

支那省別全能刊 .
行合

昭和16年8月20 日 初版

19-00123
【新修]新修支那省別会
読 3 第三巻 雲南省 1

東亜同文骨
支那省別会誌刊l
行禽

支那省別全誌刊
行禽

昭和17年8月15 日 初版

19ー00094
[新修]新修支那省別全 .
読 4 第内容 貴州省 貴州 (上) 1

東亜同文曾
支那省別全誌刊 .
行骨

支那省別全誌刊
行会

.昭和18年3月30日 初版

19-00095
[新修〕新修支那省別金
歯 5 第五食 費州省 貴州 (下) 1

東亜同文脅
支那省別会誌刊
行会

支那省別全誌刊
行脅

昭和18年10月30日 初畢

1g一00096
【新修]新修支那省別全

Is
6 第六巷 陳酉省 映西 1

東亜同文合
支那省別会読刊
行骨

支那省別全誌刊
行会

昭和18年6月25日 初版

19-00097
【新修]新修支那省別会
読 7

第七馨 甘粛省′寧夏省 [甘粛!寧
夏】 1

東亜同文合
支那省別会誌刊
行会

支那省別全誌刊
行会

昭和18年12月25 日 初版

19-00098
【新修]新修支那省別全
読 8 第八巻 新輩省 [新輩] 1

東亜同文禽
支那省別会誌刊
行会

支那省′別全誌刊
行会

昭和19年6月30 日 初版

17-00968 34 陸達 80 軍隊内務書[第二版了別冊ノ通被定 1 大山巌 厚生堂 明治28年3月5日 2版 明治28年8月1日宇都宮七五

19ー00691 35
支那時局に関する美談
逸話集 2 支那時局に廃する美談逸話集 1.陸軍省 陸車省 昭和3年12月00日 初版 花井卓蔵

18-04599 36 列囲陸軍軍情「覧 1 陸軍省 陸軍省 昭和4年1月. 初版 花井卓蔵

19-00499 37 列圃新兵器整備⊥覧 1 陸軍省 陸軍省 昭和4年1月 初版 花井卓蔵

王9-00500 38
列国圃勢 ト陸軍軍費 ト

ノ比較一覧
1 陸軍省 陸軍省 昭和4年1月 初版 花井車載

19-00066 39
【大正三年】第十二同特
別工兵演習記事

1 工兵監部

19-00494 40
[沼津附近/大正八年]夏
期現地戦術ノ慮

(陸軍省)

19ー00840 4ー
[大正十二年′五、七月]
工兵監検閲記事

1 (陸軍省) 宇都宮七五

20-18 42
痛洲事磐概要 外合冊
陸軍省 (墨書) 1 滞細事襲勃費満三年[九月十八日] 1 陸軍省 陸軍省 昭和10年9月18 日 初版 池田肇

0-18
満洲事轡概要 外合冊
陸軍省 (墨書) 2

3

清洲事磐概要 1

1

陸軍省 陸軍省 昭和6年10月 初版 池田肇

20-18
滞洲奉賛概要 外合冊
陸軍省 (墨書)

外襲及新薩の近況 陸車省新聞班 趣軍省 昭和10年3月30日 初版 池田肇
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調査番号
過
番

資料名
巻 .
序

細目
冊

敬
著者名 発行所 初版発行年 版 発行年 割 壷者

2{卜18
清洲事襲概要 外合冊
陸軍省 (墨書) 4 天嘩事件に就て 1 陸軍省調査班 陸軍省 昭和6年12月3日 初版 池田肇

20-18
清洲事嬰概要 外合冊
陸軍省 (墨書) 5

呼倫貝爾事件に就て【附 呼倫貝蘭

の概観]
1 陸軍省調査班 陸軍省 昭和7年12月1日 初版 池田撃

20-18
楢洲 flrte岬甘
陸軍省 (墨書) 6 熱河に裁て 1 陸軍省調査班 陸軍省 昭和8年1月17日 初版 抽 TILT*

20ー18
満洲事磐概要 外合冊
陸軍省 (墨書) 7

熱河討伐経過概要【附 来園通信員
に観たる熱河作戦】 1 陸軍省瀞査班 陸軍省 昭和8年3月16 日 初版 池田肇

20ー18
滞洲事襲概要 外合冊
陸軍省 (墨書) 8

支那を中心とする聯盟並欧米各園

の.活躍に就て
1 陸軍省調査班 陸軍省 昭和8年11月25日 初版 坤田肇

18-04074 43
滞繊附属地外出勤部隊
引場の不可能なる所以
に放て

1 陸軍省調査班 陸軍省 昭和6年11月4日 初版 花井卓蔵

19-00954 44
清洲事聾軽於ける轍江
河畔の戦噺に放て 1 陸軍省調査班 陸軍省 昭和6年11月11日 初版 花井卓蔵

16-00030 45 陸軍省孝明 3 1 陸軍省謝査班 陸軍省 昭和7年1月13日 初版

18-04206 ▲6
蘇聯邦第一次五年計童

の成果と第二次五年計
童の展望

1 陸軍省調査班 陸軍省 昭和7年7月 初版

18-04221 47 清洲事撃勃発清一年 1 陸軍省 陸軍省 昭和7年9月I8日 初版

18-04219 48
清洲事嬰の
邦人私的嶺展に及した
る影響に就て

1 陸軍省調査班 陸軍省 昭和8年2月8日 初版

18-04209 49
目撃戦後二十八年′満蒙
は平和の建設へ 1 陸軍省 陸軍省 昭和8年3月10日 初版

20-17 50
清洲囲産業其他[合冊「
(背表紙墨書) 1

封清観念の確立と梯横の調整に放
て

1
帝固在郷軍人会
本部

軍人会館事業部 昭和9年12月30 日 初版 池田肇

20-17
満洲固産業其他[合冊]
(背表紙墨書) 2 満蒙経済建設進展の現況と日本 1 陸軍省調査班 陸軍省 昭和8年3月15日 初版 .池田肇

20-17
瀧洲囲産業其他【合冊]
(背表紙墨書) 3 清洲団の財政経済金融に就て 1 陸軍省調査班 陸軍省 昭和8年4月3 日 初版 池田肇

20- 17
清洲圃産業其他[合冊]
(背表紙墨書) 4 痛洲の工業開発を語る 1 陸軍省調査班 陸軍省 昭和8年3月20日 初版 池田肇

20-17
清洲固産業其他【合冊】
(背表紙墨書) 5 北浦洲の農業、林業及鍍業 1 陸軍省調査班 陸軍省 昭和8年5月15日 初版 池田肇

20-17
清洲圃産業其他【合冊】
(背表紙墨書) 6 滞洲の工業開費を語る 1 陸軍省調査班 降車省 昭和8年3月20日 初版 池田肇

20- 17
清洲同産業其他[合冊】
(背表紙墨書) 7

[清洲圃政府賛表大同二年三月一
日]稀洲固経済建設綱要 1 陸軍省調査班 陸軍省 昭和9年5月5日 初版 池田肇

20- 17
清洲圃産業其他【合冊】
(背表紙墨書) 8 清洲に於ける共産窯 1 陸軍省調査班 陸軍省 昭和8年9月25日 初版 池田肇

18-04223 51
[自昭和六年九月十八日
/至昭和八年六月中旬]
清洲事墾経過ノ概要

1 陸軍省調査班 陸軍省 昭和8年8月20日 初版

18ー04218 52
熱河粛清後の北支情勢
と停戦交渉 1 陸軍省調査班 陸軍省 昭和8年6月1日 初版

18-042 11 53.中国圃民鼻の輪郭 1 陸軍省調査姓 陸軍省 昭和8年6月2日 初版
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18ー04208 54
皇国より見たる満洲事
嬰の′政治経済的効果に
就て

1 陸軍省調査班 陸軍省 昭和8年8月1日 初版

19-00138 由 満州事磐 国防厭晶記
念録 1陸軍省 陸軍省 昭和8年8月3日 初版

18-04222 56.滞洲事響勃卓稀二年 1 陸軍省 陸軍省 昭和8年9月 18 日 初版

18ー04207 57 蘇聯邦東方政策の真相 1 陸軍省調査班 陸軍省 昭和8年9月30 日 初版

18-04210 58 極東の情勢に就て 1 陸軍省調査班 陸軍省 昭和 8年 10月10 日 初版

18ー04220 59
昭和八年に於ける関東
軍の行動に就て

1 陸軍省調査部 陸軍省 昭和9年1月17 日 初版

18ー04215 60
[囲際

る】皇

輿論を通して観.

囲日本の立場
1
陸軍省軍事調査
部

陸軍省 昭和9年 3月5 日 初版

18ー04217 61 南洋事情 1 陸軍省新聞班 . 陸軍省 昭和 9年6月15 日 初版

20-68 62
確進 日本 ト列国ノ重腰
上其他 ] 1 躍進 日本と列国の重麿 1 陸軍省新聞班 陸軍省 昭和9年7月28 日初版 陸軍省

20-68
躍進 日本 ト列国 ノ重麿
【其他 ] 2 国防の本義と其強化の擾唱 1 陸軍省新聞班 陸軍省 昭和9年10月 10 日初版

20-68
躍進 日本 ト列国ノ重磨
【其他 ] 3 国防の本義 と其強化の提唱 1 陸軍省新聞班 陸軍省 昭和9年 10 月10 日初版

20ー68
躍進 日本 ト列国ノ重磨
[其他】 4 稀洲事轡勃費満三年 1 陸軍省 陸軍省 昭和9年9月18 日初版

20ー68
躍進 日本 ト列国ノ重麿
[其他] 5 世界 と我等 [第九巻第九親] 1 日本圃際協骨 日本囲際協会 昭和9年9月 1日 初版

20-68
躍進 日本 ト列国ノ重嘩

[其他] 6 列強の重麿 と南方の活路 1 立野斗南 国際経済研究所 昭和9年 9月 1日初版 著者

20-68
擾進 日本 ト列国ノ重麿
[其他] 7 世界 と我等 [第九巻第十競] 1 日本国際協会 日本圃際協会 昭和 9年 10月1 日初版

17-00066 63 帝薗及列国の陸軍 昭和十年版 1 陸軍省 . 陸軍省 昭和 10年 1月 初版 池田肇

18-04167 帝固及列国の陸軍 昭和十年版 1 陸軍省 陸軍省 昭和 10年 1月 初版 池田肇

18-041′69 64 非常時 ト圃防 1 随筆省新聞班 陸軍省 昭和 10年4月5 日 初版 池田肇

18ー04341 65 帝国及列園の陸軍 昭和十一年版 1 陸軍省 陸軍省 昭和 11年 1月 初版 池.田肇

18-04531 帝国及列国の陸軍 昭和十二年版 1 陸軍省 陸軍省 昭和 12年 1月 10 日 初版 陸軍省

20-16 66

日露敵役の回顧 と我等

国民の覚悟 (昭和十二
年三月)
空中国防の趨勢′満洲事

変満五年 (墨書)

1

[第三十二回陸軍記念 日に普り]日 .
蕗戦役を偲ぶ (戦争準備の整否 と
其影響)

1 陸軍省新聞班 陸軍省 昭和 12年3月 10 日 初版 発行所

20ー16

日露戦役の回顧 と我等

国民の覚悟 (昭和十二
年三月 )
空中国防の趨勢 /満洲事
変稀五年 (墨書)

2 空中国防の趨勢 1陸軍省新聞班 陸軍省 昭和12年3月 初版 発行所

20-16

日露戦役の回顧と我等

国民の覚悟 (昭和十二

年三月)
空中国防の趨勢′痛洲事
変滞五年. (軍書 )

3 満洲事満五年 1 陸軍省新聞班 陸軍省 昭和11年9月18 日 初版 発行所
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20-16

日露戦役の回顧と我等
国民の覚悟 (昭和十二
年三月)
空中国防の趨勢′満洲事
変漏五年 (墨書)

4 日露戦役の回顧と我等国民の覚悟 1陸軍省新聞班 陸軍省 昭和11年3月1日 初版 発行所

18-04561 67 支那事轡′他兵美談免 1 支那事轡′他兵美談集 1 中山正男 陸軍他兵部 昭和14年10月25 日 初版 陸軍省
19-00144 68 陸軍五十年史 1 桑木崇明 鱒書房 昭和18年3月10 日 初版

18-04032 69
第三十四回海軍記念日
を迎へて

第三十四同海軍記念日を迎へて 1
海軍省海軍軍事
普及部

陸軍省 昭和14年5月1日 初版 海軍省

20ー13 70
支那事撃に於ける帝国
海軍の行動 2

[冊子第十七放] (南京攻略後より
浜口攻略まで) ′繍 (漠ロ攻略後よ
り海南島上陸まで)

1
海軍省海軍軍事
普及部

海軍省 昭和14年5月27日 初版
海軍省梅軍軍
事普及部

18-04166
支那事轡に於ける帝国
海軍の行動 3海南島攻略後より北海作戦まで 1

海軍省海宰軍事
普及細

海軍省 昭和15年3月15 日 初版 呉海軍人事部

19-00660 71
【紀元二千六百年/第三
十五回】海軍記念日を迎
えて

1
海軍省海軍軍事
普及部

海軍省 昭和15年5月1日 初版 呉港軍人事口

18-04158 72 海軍報道班員現地報告 3 珊瑚海海戦 1
大本督海軍報道
部

文芸春秋社 昭和17年12月8 日 初版

18ー02497 73 勝利への道 1
大本督海軍報道
部監修

拓文堂 昭和18年12月8 日 初版

18-04388 74 文部省年報 6 文部省第六年報[明治十丁年] 1 文部省 文部省 ′ 薄井常四郎

17ー00808 文部省年報 51下
日本帝国文部省第五十一年報【自大
正十二年四月至大正十三年三月]下
巻

1
文部大臣官房文
書課

文部省 昭和2年8月30 日 初版

17-00809 文部省年報 52下
日本帝圃文部省第五十一年報[自大
正十二年四月至大正十三年三月]下
巻 .

1
文部大臣官房文
書課

文部省 昭和2年8月30日 初版

18-02089 文部省年報 52
日本帝囲文部省第五十二年報 自
大正十三年四月′大正十四年三月 1

文部大臣官房文
書課

文部省 昭和3年4月10日 初版 高楠順次郎

19-00158 文部省年報 . 54
日本帝国文部省第五十四年報[自大
正十五年四月/至昭和二年三月].

1
文部大臣官房文
書課

文部省 昭和5年5月8 日 初版 広島賄

19ー00159 文部省年報 55上
日本帝囲文部省第五十五年報[自昭
和二年四月′至昭和三年三月] 1

文邸大臣官房文
書課

文部省 昭和6年7月23 日 初版 広島癖

19-00160 文部省年報 55下
日本帝国文部省第五十五年報[自昭
和二年四月/至昭和三年三月] 1

文部大臣官房文
書課

文部省 昭和6年7月23日 初版 広島醇

19-00161 文部省年報 56上
日本帝国文部省第五十六年報【自昭
和三年四月ノ至昭和四年三月]

1
文部大臣官房文
書課

文部省 昭和8年1月20 日 初版 広島賄

19-00162 文部省年報 56下
日本帝国文部省第五十六年報[自昭
和三年四月/至昭和四年三月] 1

文部大臣官房文
書課

文部省 昭和8年1月20 日 初版 広島県系

19-00163 文部省年報 57上
日本帝圃文部省第五十七年報【自昭
和四年四月′至昭和五年三月] 1

文部大臣官房文
書課

文部省 昭和9年8月10 日 初版 広島醇

19ー00164 文部省年報 57下
日本帝国文部省第五十七年報[自昭
和四年四月′至昭和五年三月] 1

文部大臣官房文
書課

文部省 昭和9年8月10 日 初版 広島醇

18-04625 文部省年報 58上
日本帝国文部省第五十八年報[自昭
和五年四月/至昭和六年三月]. 2

文部大臣官房文
書艶

軍部省 昭和11年4月20 日 初版 広島醇
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19-00165 文部省年報 58下
日本帝国文部省第五十ljL年報[自昭
和五年四月/至昭和六年三月] 1

文部大臣官房文
書課

文部省 昭和11年4月.20日
初巌 広島県系

18ー04370 文部省年報 59上
日本帝囲文部軍第五十九年報[自昭
和六年四月ノ至昭和七年三月] 1

文部大臣官房文
書課

文部省 昭和11年4月20.日 初版 広島解

18一04371 文部省年報 59下
日本帝国文部省第五十九年報t自昭
和六年四月/至昭和七年三月] 1

軍部大臣官房文
書課

文部省 昭和11年4月20日 初版 広島嚇

19-00941 文部省年報 60
日本帝国文部省六十年報[自昭和七
年四月/至昭和八年三月]上巻 1

文部大臣官房文
書観

文部省 昭和12年4月26日 初版 広島解

18-04347 文部省年報 61上
大日本帝国文部省第六十】年報【自
昭和八年四月/至昭和九年三月] 1

文部大臣官房文 .
書課

文部省 昭和13年4月20日 初版 広島賭

18-04348 文部省年報 61下
大日本帝囲文部省第六十一年報【自
昭和七年四月′至昭和八年三月] 1

文部大臣官房文
書課

文部省 昭和12年4月26日 初版 広島醇

19-00804 文部省年報 62
木日本帝囲文部省.第六十二年報【臼
昭和九年四月/至昭和十年三月] 2

文部大臣官房文
書課

文部省 昭和13年4月20日 初版 広島爆系

19-00942 文部省年報 63上
こ日本帝国文部省六十三年報[自昭和
十年四月/至昭和十一年三月】上巻 1

文部大臣官房文
書課 .

文部省 昭和14年7月25 日 初版 広島辞系

19-00943 文部省年報 63下
日本帝国文部省六十三年報【自昭和
十年四月/至昭和十一年三月]下巻 1

文部大臣官房文
書課

文部省 昭和14年7月25 日 初版 広島県系

20ー6 75
【明治三十三年三月三十

一自訴1畢位録
1
文部省専門畢務
局

文部省専門畢務
局

明治33年年4月26日初版 薄井常四郎

18-04358 76 教育法親類抄 上 I.-ft L 1
文部省総務局文
書課 1

文部省 明治35年3月17日 初版 輝井常四郎

18-04359 教育法親類抄 下 下巻 1
文部省総務局文
書錬

文部省 明治35年3月19 日 畢版 滞井常四郎

18⊥04156 77 教育法規 1
文部大臣官房文
書課

固定教科書共同
販売所

明治40年12月28日 初版 勝島恒夫

18-04355 78 畢制五十年史 1 文部省 文部省 大正11年10月26日 初版 勝島恒夫

19】00646 79
男女青年圏鮭ニ開.スル
調査

昭和六年一/二月 1
文部省社食教育
局

文部省 昭和6年3月28日 初版 花井卓蔵

19-00489 80 常書館一党 1
文部省社食教育
局.

文部省 不明 花井卓蔵

19-00912 81 囲鰻の本義 1 文部省 文部省 暗和12年3月30日.初版

20-10 同腹の本義 1 文部省 内閣印刷局 .昭和12年5月31日 10刷 昭和18年5月31日
18】04592 82 【最新]文部省例規総覧 1 東京行政拳骨 玄文社 昭和13年4月1日 初版

19-00732 83 労務者教育費施概要 昭和十一年度 L 1 文部省 文部省 昭和13年3月30日 初版 文部省

19-00733 労務者教育賓施概要 昭和十二年度 1 文部省 文部省 昭和14年3月28日 初版 文部省

19-00744 84 労務者教育資料
【時局下に/於ける]努務管理の諸潤
題、努務者教育の膿輸 第五/六輯 1

桐原藻見、深川
正夫.

文部省 昭和14年3月31日. 初版 文部省

18ー02230 85
道府醇国民精神総動員
資施状況 1 文部省 文部省 昭和14年3月30日 初版 文部省

19-00779
道府賄国民精神総動員
費施状況 1 文部省 文部省 昭和14年3月30日 初版 文部省

18-04532 86 文部統計摘要 昭和十二年度 1
文部大臣官房文
書課

軍部省. 昭和15年12月.26日 初版

18ー02840 87 徳行録 1 文部省 文部省 昭和15年12月28日 初版 文部省
20-8 88 [文部省編纂]臣民の道 1横木俊晃 朝日新聞社 昭和16年8月15 日 初版

法令・統計7



調査番号
過
*

資料名
&
序

細 目
冊
敬

著者名 発行所 初版発行年 版 発行年 寄癖者

17-00573 89 臣民の道解義 1
文部省教畢局 ..
徳本正俊

芳文堂 昭和17年1月15日 初版 花本玉一

17-00907 90
定本 愛囲百人一首
解説 1 日本文革報国骨 毎日新聞社 昭和18年3月25日 初版

19-00472 91 定本 国民座右銘 1 日本文畢報園舎 朝日新聞社 昭和19年5月10日 再版 昭和19年9月20日
20-7 定本 国民座右銘 1 白.本文畢報圃骨 朝日新聞社 昭和19年5月10日 再版 昭和19年9月20 日

19ー00544 92 【詩集】大東亜 1 日本文畢報岡倉 河出書房 昭和19年10月20日 初版

20-96 93 職階制の概説 1
Robert S.Hare
総理廟行政調査
部

新警察社 昭和 22年8月20 日 再碗 昭和23年8月1 日

20ー105 94 建設叢書 6 道路 [歴史 .. 制度 .政策コ 1
建設大臣官房広

報諌

建設省大臣官房 .

広報課
昭和24年1月 10 日 初版

20-107 建設叢書 7 砂防の話 1
建設大臣官房広

報課
建設省大臣官房 昭和24年2月 1日 初版

20ー94 建設叢書 8 宅地と土地制度 1
建設大臣官房広

報課

建設省大臣官房

広報課
昭和24年3月 30 日 初版

20ー106

-

建設葉書 9 公共事業 と建設省 1
確設大臣官房広

報錬
建設省大臣官房 昭和24年 10月20 日 初版

18-04014 95
臨時迭制宰議骨主査委

員会議事速記録
諮醜第四錬 (刑法改正) 1 臨時法制審議会 臨時法制審議会 不明 花井卓蔵

17-00450 96 府賎制郡胤賓例疑解 1 村上文郎編纂 中田書店 明治25年9月20 日 初版 薄井常四郎

17ー00782 97 [改正]市町村制講義 i 丹波 者 + 羽 ▼田中宋栄堂 不明 9版 明治34年4月8 日樺 山文庫

17-00953 98 市町村制註輝 1 中村文城 田中太右衛門 明治44年5月 9版 大正元年 10月10 日望月大学

17-00184 99
[新着封照]市制町村制
及関係法令 1 市町村雑誌社 市町村雑誌社 大正10年6 月20 日 6版 大正 11年3月10 日 望月大学

17-01181 100 地方事務叢書 6-2 第六編/地方改良研究/第二巷 1▼内務省地方局 、良書普及骨 . 大正13年9月 l4 日 初版

18-02116 ー0ー市制町村制解説 1 土谷覚太郎 日本行政協会 昭和 5年 11月 13 日 初版 小林良一

20-116 ー02 府鮪市町村披規線撹 判例 .畢艶 .参照候文挿入 1 柴田義彦 巌松堂書店 . 昭和7年 10月25 日 初版

18-04092 ー03 市町村曾議員の心得 1 地方事務研究会 守屋書店 昭和8年8月 15.日 昭和8年 10月20 日

19-0 1004 ー04 [加除 自在 ]地方制全集 1 日本法律研究会 日本抵律研究会 大正 15年8月8 日 十四
版

昭和3年 12月22 日

19-00202 1O5 地方制度輯撹 1 [改訂′加除]地方制度輯携 (1) 1 市田賢治 日本加除出版 . 昭和 6年9月5日
追録
第23

ァ」

昭和19年 1月15 日

17-01202 地方制度輯撹 2 [改訂/加除J地方制度輯撹 (2 ) 1 市田賢治 日本加除出版 昭和6年9月5日 24版 昭和 19年5月15 日

17-00830 地方制度輯携 [改訂′加除]地方制度輯捜 1 良書普及会 良書普及骨 . 昭和 13年5月 20 日
加除
録第

16号

昭和13年5月20 日

20-56 106 人民必携 1初編全 1 博聞社 明治6年 初版 薄井常四郎

18-02245 107
増補 [新律綱額′改定律

例 ]封比 9 明治9年9月 滞井常四郎

19-0 1046 108 大日本帝国憲法 沖守人

法令・統計8
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18-02169 ー09 帝囲憲法要義
貴族院令、議院法、議院撰拳法、
皇室典範、参照 完

1
山田事之助、江
木表、混谷憧爾

有斐閣 明治22年4月26日 初版 小林連

18-04398 110
[帝固憲陰/皇室典範】義
解 1 伊藤博文 国家学会 明治22年6月1日 再版 明治30年7月28 日滞井常四郎

18-04006 一日 憲法輝義 1
飯野謹～ .森惣
之祐

修学堂書店 明治33年1月8 日 3版 明治36年3月23日沖守下

19-00242 112 帝国法規
第三
級

第六類 地方制度
第七類. 土木、治水及水道
第八類 警察及衛生【甲] {警察} 】

1帝国法規出版 帝国法規出版 大正7年3月25 日 SA版 昭和11年4月20日

17-00300 帝囲汝規
第四
級

第八類 警察衛生 (乙) (4) [墨
書] 1 帝圃法規出版 帝国法規出版

19-00247 帝国法規
第四
級

第八類 警察及衛生[乙] {衛生}
第九類 社食 施設 1 帝国法規出版 帝国法規出版 大正7年3月25日 34版 昭和11年4月20 日

19ー00243 帝国法規
第畢
is

第拾類 会計、幣制及図億 1 帝国法規出版 帝国法規出版 大正7年3月25日 34版 昭和11年4月20日

19-00244 帝国法規
第六
級

第拾萱類 税制、手数料及専膏
第拾式類 土地、林野 1帝国法規出版 帝国法規出版 大正7年3月25日 34版 昭和11年4月20 日

18-03272 帝歯陰規
第九
級

第拾七類甲兵事 15 帝国法規出版 帝国法規出版

18ー03278 帝観法規
第十
m

第拾八類 産業 (甲) 帝国法規出版 帝国法規出版 大正7年3月25 日 34版 昭和11年4月20日

19ー00245 帝国法規
第十

一級

第拾人類 産業[乙コ {商業其他産′
業関係諸抵親日 1帝国法規出版 帝国法規出版 大正7年3月25 日 34HS 昭和11年4月20日

19-00245 帝国抵規
第十

- m

第拾八類 産業[乙] {商業其他産′
業関係諸法規} 】 1 帝薗法規出嘩 帝国法規出版 大正7年3月25日 34版 昭和11年4月20日

18-03279 帝国法規
m -¥
三綴

第拾九類 国勢調査及統計報告 15 帝国法規出版 帝国法規出版 大正7年3月25日 34版 昭和11年4月20 日

19-00246 m m m m .
第十
四綴

東武拾類 通信、交通及電気

.[乙]{嘩碑、船舶/航海 船員/舵空、電気/瓦斯}
第式拾萱類 渡航、在留臣民及外
国人

15 帝囲法規出版 帝国法規出版 大正7年3月25日 34版 昭和11年4月20日

18-02905 帝国法規 1 帝国法規出版 帝圃法規出版 大正7年3月25日 38版 昭和14年10月20 日

18-02943 帝国法規 1 帝国法規出版 帝国法規出版 大正7年3月25日 33版 昭和11年4月20 日

18-04337 帝圃法規 1 帝国法規出版 帝画法規出版 大正7年3月25日 34版 昭和11年4月21日

16.】00024 帝国法規 帝囲法規線目次 .いろは索引 .午
次索引 1 帝圃法規出版 帝国法規出版 大正7年3月25 日 35版 昭和11年4月20 日

18-02263 113
大日本 [標注刑法/標注
拍罪汝/標注監獄則/標
注賭博犯処分規則]合本

1萄井樽 吉岡平助 明治21年12月7 日 初版 樺井常四郎

17-00242 ー14 [現行]治罪原論 上 上巻 1 江木衷
有斐閣
博聞社

明治22年5月21日 初版 小林連 .

19-00 194 115
[傍訓刑法/傍訓訴訟法]
合券 1福井淳 明昇堂 明治25年6月13 日 初版 滞井常四郎

18-02113

19-00229

一一6

ー17

[増補/二版]刑事撃の新
思潮と新刑法
禁費買′民刑問題

1

1

牧野英一 響眼社 明治42年6月20 日

至明

再版 明治44年6月18日昏畢博士 望月

揮井常四郎 ー
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17-00253 1ー8 日本民法草案講義 契約編之部 1

ボワソナー ド
加太邦憲、地合
釈

同盟印刷所文政
壁

明治16年4月6日
(講義日)

揮井普四郎

18-02058 一一9 [舞註]民法理由 中 1 岡松参太郎 有斐閣書房 明治30年8月14 日 9版 明治32年8月18 日富田利害

17-00967 ー20
[新法典合集]民法′戸籍
紘 1 青木恒三郎. 青木嵩山堂 明治31年7月1日 6版 明治31年7月20日宇都宮七五

19-00710 121 【改正】日本民法 附 法例民法施行法 1
福岡元次郎
中村芳松

中村鐘美堂 明治31年7月2日 初版 揮井常四郎

19-00759 122
[書入用′第去版]民事訴

訟法

【民事訴訟法′民事訴訟法施行僚例/
民事訴訟費用法/民事訴訟用印紙法
′家資分散法′民事訴訟法第十四候

ニヨリ国ヲ代表スル規定′民事訴訟
費用法中改正′訴訟書類郵便送達手
数料/民事訴訟法第百五十二倹ニ依

ル送達ノ嘱託手癖準壕方/民事上告
線納金手療コ

1 山野金蔵 有斐閣雑誌店 明治34年7月15日 五版 明治35年4月10日宇都宮七五

19-00118 123 民法講義 1
梅謙次郎
帝国教育令

有斐碗書房′同文

鰭
明治 34年10月 15 日 15版 明治 44年2月20 日瞥畢博士　望月

17- 0 03 15 ー24
法律第 三十二親 商法

全 1 鶴 田卯耕 東 雲新聞社 明治23年5月 18 日 初版 真 田秀 吉

18-02 03 1 12 5
親族/相緒/戸籍/ニ開 ス

ル訓令通牒 録 1
t増 補訂正】親 族/相槽 /戸籍 ニ閥 ス

ル訓令通 臆録
1 宍戸深赦 戸籍拳骨 大正4年6月25 日 初版

18ー02032
親族/相緒/戸籍/ニ閥ス

ル 訓令 通牒 録
5

[増 補訂正]親族/相滞 ′戸籍 ニ閥 ス

ル訓令通 牒録 新索引
1 二 口秀明 戸籍草食 大正 13年7月28 日 初版

19-0 045 7 ー26 戸籍法令 3
18- 0 223 7 2 7 法律畢説判 例絶賛 5 民法′親族編 完 1 高窺喜八郎 法律 評論社 大 正9年9月 15 日 6版 昭和 15年 4月25 日

17- 0 0566 法律畢説 判例絶覚 6 民法/相措編 完 1 高窪喜八郎 法律評論社 大正 12年7月 10 日 4版 大正 15年 4月25 日

19-00200 ー28
[大官奉衆議院]議員選
拳標準 1 戸田十畝 吉岡平助 明治23年2月23日 初版 小林連

18一04521 129 選皐提要 1 高木事文 高木幸文 明治2l5年2月9 日 初版 滞井常四郎

19ー00201 ー30
[改正]衆議院議員選拳
法詳義 1 多書滞秀雄 日本同盟法拳骨 明治35年4月7日 初版 揮井常四郎

19-00303 131 普選のススメ 1 武藤山治 日本評論社 大正15年11月15 日 初版 宇都宮七五
19-00707 132 普選の常識 府骸骨市町村合/歳旦選拳の手引 1.服部亀三郎 東京朝 日新聞 昭和2年8月25 日 初版 小林良一
18ー04583 133 選拳法質疑 [正編/緒縮]合が 附 関係法令 1 内務省響保局 良書普及会 昭和3年1月28 日 初版 小林良一
19-00040 134 線選皐諸本 普通絶遠拳の第一回 . 1 藤揮利喜太郎 岩波書店 昭和3年11月25 日 初版 花井斐夫

20-27 135 日本国憲法 資料 と解説 i 時事通信社 時事通信社 昭和21年11月25 日 初版 時事通信社
20-46 136 憲法改正断想 1 佐々木惣一 甲文社 昭和22年6月5 日 初版 松本柴】郎
20-44 ー37 新憲法縦横 1 中島陽一郎 雄山間 昭和23年3月25 日 初版 松本柴一郎

17-01252 公房凄拳ハンドブ ック - 2ー公明選挙ハンドブ ック ー1ー公明選挙連盟 ー良書普及会 F 昭和36年9月20 B 初版ー

19-00712 ー39
小包郵便法詳解/附同法
施行細則略解 1 渡連醇之助 明法堂 明治25年10月15 日 初版 輝井常四郎

18-04601 140
[登録税法/督業税法]注
輝 1 樋山広業 吉岡書店 明治29年5月20 日 初版 輝井常四郎
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18-02452 ー41 宗教法案反封意見 1 上村幸三郎
大 日本傭教徒同
盟骨出版部

明治33年2月 13 日 初版 滞井常四郎

17-00371 14 2
[新法封照]諸鐙書文例
全 1 北谷岩吉 法令館 明治33年8月 10 日 初版

18ー02551 ー43
[改正]葉煙草尊貴法規
提要

頗編 1 専膏局 明治33年9月 初版 揮井常四郎

17-00092 144 産業組合関係法規 . 1 飯島哲郎 飯島哲郎 明治43年12月5 日 初版 望月大学

18-02057 ー45 上海現行絵規輯覚 全 1 吉田東洲 上海之日本人社 大正3年8月18 日 初版

18-02051 146 新恩給法詳解 1 石田林蔵 彰文館書店 大正 13年 1月5 日 初版 有田青松

18-02585 147
ラヂオ課税間膚 参考

資料 1 東京放送局 大正15年1月23.日 初版 花井斐夫

17-00744 148 陪審制度の諸 1 司法省刑事局 司法省刑事局 大正15年3月3 1日 初版 花井卓蔵

19-00 197 49
「メー トル」法強制施

行反封意見集 1 岡部長景 明立印刷 昭和8年8月7 日 初版

18-02909 ー50 [賓用新案法′意匠]詳論 1 吉原隆次 有斐閣 、 昭和 3年5月20 日 初版

17-00289 15ーt増補]社食事業大約 附 傷兵保護問題及社食法規 1 三好堅太郎 章華社 昭和11年6月15 日 2版 昭和 13年 6月20 日

18-02457 152
[最新賓例 ]特許【賞用新
案/意匠南棟 ]手癖大全 1 内藤隆

綜合科畢出版協
会

昭和11年8月10 日 初版

18-03010 153
[官吏′軍人/教員]恩給
法の解脱

附 恩給金庫法及借入方法 1 永田一生 モナス 昭和13年7月26 日 初版

19-00035 ー54 動章法規の解説 1斎藤昌司 同文館 昭和 1B年 1月20 日. 初版

18-02118 155
東部軍軍腎部指導 空
襲下の救護法 1 東京都青少年圃 富永興文堂 昭和 18年11月15 日 初版

18-04151 156 防空救護の指針 1 東部軍軍嘗部 金原商店 昭和19年5月5 日. 初版

17】00150 157 空襲羅災者の保護 1 増子正宏 羽田書店 昭和 19年5月 10 日 初版

18-04055 158
[女子 ]偉力章検定の賢

際 1 上野徳太郎
晴商社創立事務

所
昭和 19年9月20 日 初版

17ー00287 159 戸籍新記載例の解説 附 戸籍の届書式 1 藤森喜代平 近代書房 昭和23年 1.0月1 日 初版 松本柴一郎

17-00134 ↑60 [新版 ]労働法講話 1 峯村光郎 努働文化杜 昭和25年5月1 日 初版

17-00256 161 [改正】株式会社法解説 1
鈴木竹雄

石井照久
日本評論社 昭和25年7月30 日 7版 昭和26年7月10 日

18-02344 162
日華の宗教 [RELIGIONS

IN JAPAN] 1

総司令部民間情

報教育部宗教文
化研究課
文部省革教研究
会翻謬

国民教育普及合 昭和23年 11月20 日 初版

17】00530 ー63 天理教統計年鑑 第二回′天理教統計年鑑 1
天理教数廉総務
部調査課

天理教教磨総務
部調査課

昭和7年5月26 日 初版 天理教タ磨

19-00064 164 潮汐表 上 昭和白年′潮汐表/上巻 1水路部 水路部 昭和7年7月20 日 初版 門脇観次郎
18-02589 165 上水道統計 26 上水道統計′統計 1 水道協曾 水道協骨 昭和12年11月20 日 初版 小林良一

法令・統計11



地方勝連資料(兼行案内)
調査番号.

.過

,fr
書名

巻
序

細 目
冊

敬
著者 名 発行 所 初版発行 年 版 発行 毎 寄贈者 .

19-00371 1 馬閣土産 1 宮崎勇熊 山名松治郎 明治25年5月28 日 初版 滞井常四郎

17-00034 2 高野の しをり 1.井村米太郎 高野山蔵版 明治28年4月5 日
13版
増訂

大正6年6月25 日頭書倶楽部

17-01277 3 [訂正増補コ須磨誌 1 上原勇太 上原勇太 明治29年8月4 日. 初版 薄井常四郎

19-00462 4
[改正増補′東海東山幾
内山陽]漫遊案内

GUID白TO TRAVELLERS./ (Tokaido,
Tosando, K inai and Sanyodo.) 1 野崎左文 博文館 明治30年7月9 日 4版 明治32年3月3日 揮井常四郎

17-00219 5
【改正増補/東海東山畿
内山陽]漫遊案内

GUIDE TO TRAVELLERS▼′ (Tokaido,

Tosando, Kinai and Sanyodo.)
1 野崎左文 . 博文館 明治30年7月9 日 4版 明治32年3月3日 滞井常四郎

17-00988 6 新潟賄名勝案内記 1 福原飯事 新潟印刷 明治34年8月I5日 初版 薄井常四郎
16-00002 7 鹿嶋名勝志 1 下生成安 下生成安 ノ 明治34年8月17日 初版

19-01060 8 松山案内 1 東俊造 明治42年3月15日 初版
19-01061 9 嶋原案内 1金森安次郎 島原時報 明治43年5月28 日 初版 村上勘太郎

18-03302 ー0 霞ケ浦 1
霞ケ浦沿岸保勝
合

響眼社 大正1年9月15日 初版 滞沸Vfi'l'U郎

18ー03512 1ー道後温泉誌 1 橘鉄也 道後温泉事務所 大正2年6月30日. 初版 宇都宮七五

19-01057 12 [新撰]京都名勝誌 1京都市役所 (記載な し) 大正4年10月3.0日 初版 勝島恒夫

18ー03321 ー3
[修畢旅行]京都史蹟案
内 1

西田直二郎
魚津線五郎

宝文館 大正4年11月10日
音丁正
増殖
再版

大正6年6月26日 川 口圃次郎

19-01053 ー4 耶馬渓繊道案内記 1 鴛海正治 巌津商店 大正6年5月10日 3版 大正9年8月31日滞 井常四郎

17ー00492 15 神まうで 1 鋪道院 繊通院 大正8年6月15 日 初版 宇都宮七五
19-0032白 16 温泉案内 1細道院 錬道院 大正9年3月31日 初版 勝島恒夫

18-03322 ー7 お寺まゐり 1 銭道省 銭道省 大正11年11月20日 初版 宇都宮七五

19-00056 お寺書ゐり . 1 繊道省 繊道省 大正11年11月20日 初版 薄井常四郎
1g二03501 18 京阪「日の行楽 1 田山花袋 博文館 大正12年2月8日 初版 得能利統
17-00618 19 富士山嶺 と御撤 附 .富士川下 り 山梨醇 1 須藤孝平 朗月堂書店 大正13年7月28日 初版 勝島恒夫

18-04069 20 日本アルプス案内 1 鉄道省 博文館 大正14年7月13日 再版 大宝14年7月15 日勝島恒夫
18ー04293 21 長崎丸山噺 1 本山桂川 坂本書店出版部 大正15年4月20日 初版 勝島恒夫

17-00200 22 福岡市案内 1 長田義彦
東亜勧業博覧会
協賛禽

昭和2年3月25 日 初版 石原武一

19ー00463 福岡市案内 1 長田義彦
東亜勧業博覧会
協賛舎

昭和2年3月25日 初版 石原武一

18ー02835 23 耶馬渓紀行 1
田山花袋
小杉未醒

実業之 日本社 昭和2年6月15 日 初廠 川 口国次郎

18-03323 24
[史実 と地理/樽説を尋
ねて]近幾行脚 . 1 小畑富記 創元社 昭和3年4月10 日 初版 山名俊一郎

17-00215 25 日本温泉名勝案内 1 大 日本旅行会 日本書院出版部 昭和4年7月27▼日 三版 昭和4年7月31日 山名俊一郎 .

20-1047 26 日本案内記 東北篇 1 桟道省 . 博文堂 昭和4年7月28 日 初版 輝井常四郎

17-00061 27
新撰お伊勢まゐり大和
めぐり 1 新井和臣 近畿観光骨 昭和5年11月25日 初版 滞井常四郎

18-03495 28 日本案内記 中部編 1 銭道省 博文堂 昭和6年2月8 日 10版 昭和6年6月10 日

17ー01032 29 朝鮮之風光 1
朝鮮線督府城道
局

朝鮮総督府鋪道
局

昭和8年3月 初版 浮井常四郎

18-02956 30 国立公園案内 旅程 とその費用 1.沼佐隆次 国立公園協会 昭和8年3月10 日 初版 田部俊】
20-1028 31 景観を尋ねて i 桟道省 博文館 昭和8年12月24日 再版 昭和11年3月20 日

地方関連1



調査番号
通 .

ffr
書名

巻
序

細 目.
秤
V,-

著者名 発行所 初版発行年 版 発行年 寄贈者

19-00467 32 朝鮮練行案内記 1
朝鮮総督府城道
局

日本旅行協骨/戟
鮮支部

昭和9年9月30日 初版 輝井常四郎

19こ-01049 33 k'vM ifj=*s>サr.yォ;v.ォサ*,.n-
ft 1 小川塚 不明 児玉良亮

18-02787 34 四囲霊場巡拝日誌 1 尾開行膿 立命館出版部 昭和11年4月25日 初版

18-02395 35 大和文革巡穫 1
杉浦正一郎
坪井明 .

天理時報杜 . 昭和19年4月10日 初版

17-00422 36
3S tS [HAKONE NAT IONAL
PARK]

1 箱根神社奉賛会 箱根神社奉賛会 昭和34年10月5日. 初版

17-00220 37
[観光くまもと]天草ガ
イ ド

1 小崎邦弥 熊本日日新聞社 . 昭和35年7月1日 初版

1ト00617 38
旅行者めための年中行
事案内 1 矢吹勝二 日本交通公社 昭和37年4月.25 日 再版 昭和37年6月10日

16ー00052 39 熊野大社 1 篠原四郎 学生社 昭和44年10月5 日 2刷 昭和47年12月1日

17-00030 40 繊道旅行案内 1.
繊道院
佐藤倍衛

博文館 大正 5年7月 12 日 9版 大正5年 10月5 日 草野古人

17ー00202 41 錬道旅行案内 1
城道院
高橋季吉

博文館 大正7年5月30 日 10版 大正7年 8月 15 日 沖守人

19-00465 錬道旅行案内 1
銭道院 .
高橋季吾

博文館 大正7年5月30 日 10版 大正7年 8月15 日 沖守人

19-00464 42 繊道旅行案内 1
繊道省
大橋進】

博文館 大正 10年 10月5 日 33版 大正 11年 8月25 日 得能利統

17-00201 域道旅行案内 1
繊道省
大橋進一

博文館 大正 10年 10月5 日 33版 大正 11年8月25 日得能利統

18】02724 43 航路案内 1
大阪商船株式会
社編

大阪商船株式会
社

大正5年 12 月20 日 初版 滞井常四郎

18-02092 44 繊道諸本 1 石井滞 日本交通拳骨 大正 15年5月 15 日 30版 大正15年9月10 日.山科良夫

19-00919 銭道諸本 1.石井満 日本交通拳骨 大正 15年5 月15 日 30版 大正15年9月10 日l花井斐夫

17-002 11 45 【新式 ]鉄道旅行地園 地理名勝温泉纂入 1 苗倉嘉夫 忠誠堂 昭和5年10月1 日 初版

17-00567 46 河内駅発列車時刻表 1
賀茂郡河内町 /金

口家具店
昭和40年10月1 日

地方欄連資料(商工会)
18-02548 一一札幌商工人名録 l l f 1l岩国彦二郎. 」札幌商工合議所 f 昭和8年10月10日ー初版. 礼

18ー02226 2 室蘭商工名録 一 J . 1一室蘭商工合議所 f室蘭商工曾我所 l 不明l 一 .室蘭会議所 .‥

17-00119ー 3 ,盛岡商工人名録 T ,昭和四年版 ー1ー内村正治郎 . 盛岡商工会議所 l l昭和3年12月25 日I 初版t l盛岡会義所
i白-02420 4 横壌市商工案内 I -昭和八年版 ll横清市勧業親 .横潰市執業艶 I 昭和8年2月20 日T 初版I
17-00349 | 5f甲府商工人名録 l l 1-高野寿太郎 、l甲府商工会嶺所 I 昭和5年5月25 日l 初版一 所

18一0233 3 6 清水商 工人名 録 1 守屋文太 郎 清水 商工合議 所 昭和7年 1月 1 日 初版 清水商 工所 .

19ー00060 7 礁松商 工人名録 1 演松 商工曾議 所 昭和.7年3月15 日 初版 = .= 喜¥7K
=TIl:

18 -0 3173 8 岐阜 商工名 鑑 i 林周 】郎 岐阜 市役 所 . 大正 15年 10月20 日 石原 ロー

17-0 034 2 9 豊橋商 工案内 昭和八年版 1 鈴木澄衛 豊橋商 工倉岳所 昭和 8年 10月1 日 初版 豊橋会議 所

18-0 348 2 10 津市 商工紀 要 1 久 岡観 臣藍'm m m m 昭和哩 5月5 日 初版 定森逗

18-03218 1ー
四 日市商工人名撃 」

1 高橋静雄
四日市商工合議
所

昭和8年12月28 日 四日市商工会議

地方関連2



調査番骨
過
香

書名
$
序

細 目
冊
i&

著者名 発行所 初版発行年 版 発行年 寄贈者

18ー02213 12 新潟髄商工人名録 1 地文】 長岡商工合議所 昭和6年3月25 日 初版 長岡商工合議所
18ー02413 1.3 新潟市商工人名録一 昭和八年版 1 新潟商工合議所 昭和8年10月10日 初版 新潟商工会急所
17一00260 14 高岡商工案内 1 高岡商工合議所 高岡商工合議所 昭和7年10月10 日 初版 高岡商工会議所
18ー03172 15 金港商工人名録 昭和八年版 1 & # ig i # ii m 金滞商工合議所 昭和8年12月30日 金津商工会議所

16-00034 ー6
福井商工人名録 附、
福井市案内 1 内田精松 福井商土会議所 昭和7年3月1日 初版

17-00345 17 京都商工人名録 昭和九年版 1 原揮久男
京都商工人名録
発行所

昭和9年1月1日 初版 京都商工会キ所

18-02220 18 大阪商工業概要 1 大阪商工合議所 大阪商工曾轟所 不明 大阪会議所 ー

18-02751 ー9 明石商工名鑑 1 柴原琢撮 明石商工合議所 昭和4年6月1日 初版 明石会議所 ー
17-00 127 20 熊野商工案内 1 紳島修三 熊野商工骨 昭和4年11月5日 初版 石原武一 l
18-02 130 2ー小倉南二名録 1 小倉商工骨轟所 小倉商工合議所 昭和7年11月25 日 初版 小倉商工会議所
18-04052 22 戸畑商工案内 1 戸畑商工会議所 戸畑商工会議所 昭和8年6月 初版 戸畑商工会議所

18-02991 23 【九州l若松商工案内 1佐藤亀滑 昭和8年8月30 日 若松商工会キ所
17-00 120 24 なほかた商工案内 1 長谷川寛次 直方商工曾 昭和7年4月13 日 初版 直方会議所

19-0 1040 25
博多商工会議所 統計
年報

昭和七年 1 長田義彦 博多商工合議所 昭和7年8月i5日 初版 博多会議所

19-00304 26 大牟田市商工人名録 1 小柳政一郎
大牟田商工合議
所

昭和8年9月5 日 初版 大牟田会議所

18-02414 27 中津商工案内 1 中津商工会 中津商工骨 昭和8年1月31日 初版 中津商工会議所

17-00524 28 佐健保商工人名録 1 山口景連
佐世保商工会議
所

昭和5年4月21日 初版 佐世保会議所

17-00327 29 宮崎賄商工人名録 1
宮崎県商工合議
所

宮崎画工合議所 昭和7年4月10 日 初版 宮崎商工会議所

地方蘭連資料(藁葺)

18-0 2 0 14 1 日本都市大観 附 満 洲国都市大観 1 石原博 編
大 阪毎 日新聞
社 、東京 日日新
聞

昭 和 11年2月20 日 初 版 山名俊 一郎

18-0 28 30 .2 北海道 道路誌 1 北海道 庁 北海道 庁 大正 14年6月10 日. 初版 星 田秀 吉

18ー028 27 3 北海道概況 1 北海道 庁 北海it If 大正15年 1月31 日 初 版 泉 田秀 吉

18-0 2 22 1 4 盛岡 昭和八年版 1 盛 岡市役所 盛 岡市役 所 昭 和8年7月10 日 初版 盛 岡市役所

17-00 015 5 [増訂再 版]秋 田県系案rt 1.加藤俊 三 秋 田郷 土曾 昭 和5年2月11 日 再版 昭和6年5月30 日 定森蓮

16-00 0 15 6 仙 轟 1 小倉博
仙 台市教育委員
会

大正13年 11月 3 日 初 版

18-02 869 7
関 西聯合府県系[繭 生糸綿
/織物 紙茶]共進会報告
香

2
第二回関 西聯 合府賄 [繭生糸線′織

物紙茶】共進会報告 書 1

関 西聯 合聴 解 [繭

生 糸綿 ′織物紙
茶 ]共進合 一

明治 19年12月20 日 初版 滞井常 四郎

18-04054 別学治山田市勢要覧: f I昭和八年 . 1一宇拾山田市役所 l豊治出田市役所 l 昭和8年10月5 日- 初版一 所

19-00789 9
[昭和六年]兵庫嚇統計
書 上

.Pハ r-蝣蝣ォ-- ll-Mf|-M-
教会 .社食事業..財政 .交通 . 土
木 .商会 .官公吏 .文書 .警察 .
虐亡jL

1
兵庫嚇内務部統
計諌

兵庫賄 昭和7年12月25日 初版 兵庫賊

19-00232
[昭和六年]兵庫醒統計
香

下
農業 .林業 一水産業 .錬業 . 工
莱 . 商業及金融 1

兵庫暗内務部麟
計課 ⊥ L

兵庫癖 昭和7年12月25 日 初版 兵庫解

地方関連3



調査番号
過
香

音義 巻
序

細 目
冊
サ

著者名 発行所 初版発行年 版 発行年 寄贈者

17-00210 te 多度津文化財 19 1
多度津町文化財
保護協会

多度津町文化財
保護協会

昭和51年6月25日 初版

18-03226 日 今治市統計要覧 1 記載なし0
愛媛醸今治市役
所

大正13年2月11日 石原良一

19ー00323 ー2 大分醇案内 1
第九同西南直音
業大骨

背義堂書房 明治35年10月25日 初版 川口圃次郎

地方関連4
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巻
序

細目
冊
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著者名 発行所 初版発行年 版 発行年 寄贈者

19-00950 1.[吉井福馬ノート] 1吉井福馬
19一00959 2スクラップブック 1

20-98 3じゃがたら文(墨書)
蝣 『大南洋』「第五章我が祖先の偉

業J 1 石田

19-01058 拝造化三紳詞

2 0- 13 5 5
鈴木喜代 司憲兵曹長遺
書 1

緬旬 蘭貢刑 務

所
再建 21年

20-133 6

芦 田林 弘命 め遺書 .(棉
作、 r麻本 呂婆編輯用

紙」 8 枚 、 r昭和二十

二年七 月八 日夜寒」0

母 に宛 て しもの′妻 へ宛て しもの 1 昭和22年7月8 日

20-138 千代の古道　巻-

ノート等1



小学校
調査番

号
過
# 書名

荏

冊
編著者 発行所 初版刊行 版 発行年 文部省検定 寄贈記録

K-0063l l:l[六□]日本立志編 1l千河岸貫ー f吉岡平助 明治12年11月15日 6版 明治16年10月25別
-

K「0 108 2 窮理 問答 巻之ー 1 後藤達 三 近紅屋 半七、 薄井 常四郎

K-0109 窮理 問答 巻之 二 1 後藤達 三 近江屋 半七、 薄井 常四郎

K-0110 窮理 問答 巻之 三 1 ▼m m 近江屋 半七、 淳井 常四郎

18-04258 3 [小畢諸本]農畢入門 巻 二 1 岡本監輔 稲 田佐 吉 明 治13年6月5 日 初版 薄井 常四郎

19-00122 4 [増補新離了 農業往来 完 $ ff 山下昭
81 5 畢詩篇 全 1 文部省 明.袷 -5 年
71 6 単語 五千字 全 1 吉 岡孝始 明治 7 年 2 月 明治 6 年 12月 沢井 常四郎

82 7 [官版]単藩篇 全 1 明治 7 年 1 月 山下昭

207 8 画 引小畢諌本 . 1 陶 山直良 柳原 音兵衛 明治9年7月3 日

69 9 初畢 文法蘭解 完 1 岡 三慶 . 雄風 合 明治11年 7 月27 日 井上 好雄

192 I 記事論 説文例 1 安 田敬 膏 文典堂 明治12 年6月 薄井 常四郎

68 ll [小畢 中等科 用]三鰹 千字 文 完 1 村 田冷 蔵 積 善館 明治15年 4 月27 日 明.治24年9月7 日 沢井常四郎

18-03354 1、2 [小学 中等科 了作文五 首題 1 漉谷章 平 積 善館 明 治 16年 11月 25 日 初版 薄 井常四郎

158 、13 俗解 て にをは初畢 ビ 上 1 林餐 臣 明治18年 9 月 8 日 沖守人

157 14 てにをは教科書 全 1 物集 高見 明治 1.9年 10月 沖守人

20-117 15 [高等科 用]帝国讃本 巻之一 . I 畢海指 針社 小林八郎 明治26年11月9 日 訂正再版 明治 27年 3月6 日 明治27年 3月8 日 1
20-117 [高等科用 ]帝国 讃本 巻之三 1 畢海指 針社 小林 八郎 明治26年11月9 日 訂正再 版 明治 27年3月6 日 .明治27年 3月8 日薄 井常 四郎 .

20ー117 [高等科 用ユ帝国讃本 巻之四 1 畢海指 針社 小林八郎 明治26年11月9 日.訂正再 版 明治 27年3月6 日 明治27年 3月8 日 山下昭
18-03351 ー6 [高等科 用]帝国 讃本 字解 【従 五巻/至 八巻 ] 1 和 上栄吉 積 善館 明治28年 11月25 日 初版 揮井常 四郎

20-120 1.7 尋常 小畢諸本 一 1 文 部省 大阪開成館 明治36年8月 1日. 明治38年 10月15 日 明治38年 10月4 日

20-120 尋常小峯諸本 二 1 文 部省 大阪開成館 明治36年 11月17 日 明治39年4月25 日 明治39年 4月6 日

20-120 尋常小拳 本 二 1 文 部省

197 尋常小畢 本 三 1 文 部省 大阪開成館 明治42年9月10 日 明治42年8月28 日 坂井慶三

194 18 尋 常小撃 * 1 文 部省 博 文館 .明治42年9月10 日 明治42年 9月6 日

194 尋常小畢 本 巻七 1 文 部省 博文館 明治42年 10月28 日 明治42年 10月25 日
193 19 尋 常′ト畢 本 巻一 1 文部省 博 文舘 明治42年9月10 日 明治42年 9月6 日 浮井常 四郎
193 尋常 小畢 本 巻七 1 文部省 w * 舘 明治42年 10月28 日 明治42年10月25 日 滞井常 四郎 1.

193 尋常小畢護本 . 巻十 1 文部省 博文舘 明治43年6月28 日 明治43年6月25 日 澤井常 四郎

193 尋常小畢讃本 . 巻十二 1 文部省 m x m 明治43年7月21 日 明治43年7月15 日 津井常 四郎

198 20 尋常小畢 本 巻 四 1 文部省 大阪書籍 明治43年5月20 日 明治43年4月23月

198 尋常小畢譜本 巻八 1 文部省 大阪書籍 明治43年6月27 日 明治43年 6月6 日

200 尋常小畢讃本 巻八 1 文部省 東京書籍 明治43年6月24 日 明治43年 6月6 日
199 尋常′1、畢 本 . 巻九 1 文部省 東京書籍 明治43年 1月15 日 明治42年 12月27 日
199 尋常小畢 本 . 巻十 1 文部省 東京書籍 明治43年7月10 日 明治43年6月25 日
201 尋常小峯 本 巻十一 1 文部省 東京書籍 明治43年2月5 日 明治43年 1月15 日

202 尋常小畢 本 巻十二 1 文部省 東京書籍 明治43年7月26 日 明治43年7月 15 日
196 21 尋常小畢 * P * = 1 文部省 東京書籍 明治43年3月5 日 ′ 明治43年2月23 日 薄井常 四郎

203 22 尋 常小畢讃本 巻十 1 文部省 日本書籍 明治43年6月28 日 明治43年6月25 日
18-03394 23 【第 三畢 牛用上乙種]尋常小畢校 書キ方手本. 文部省 大阪書籍 明治43年3月25 日 初版

K-0 116 24 壇矛飽満 巻 之下 1 橋本寧 小林新兵衛 明.拍10年2月20 日 初 版 山下昭
18-04159 25 よみか た 三 1 文部省 東京書籍 昭和 16年3月7 日 ffl pl 某
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K-0012 26 小革新選算法 【臼..巻萱至巻八′合巻車四本] 2 菊永武二郎 岡田文助 薄井常四郎
K-0013 小輩新選算法 【自巻萱至巻八′合巻表四本】 2 服部清平 岡田文助 薄井常四郎
K-0015 小畢新選算払 【自巻萱至巻八/合巻℡四本] . 2 服部清平 岡田文助 宮田俊一郎
K-0014 小革新還算法 [自巻萱至巻八′合巻■四本] nLJ栗本熊太郎 岡田文助 富田俊一郎
Kー0001 27 [上等小筆課書】幾何初歩 巻之d 1 岡本則録 薄井常四郎

K-0002 [上等小畢課書]幾何初歩 巻之二 1 岡本則録 滞井常四郎

K-0003 [上等小畢親書]幾何初歩 三之巻 1 岡本則録 揮井常四郎

R-0004 [上等小畢課書]幾何初歩 四之巻 、 1 岡本則録 柳原音兵衛 明治15年 10月 薄井常四郎

K-0005 28 [小畢 ]初等科算術書 第一 . 1 渡部勉吉 松村善助
明治15年10月20 日御

届

KI0006 29 [小畢】珠算成路 巻之萱 1
岡崎大次郎
中堀貞五朗

曾我伊平 明治 17年 1月25 日 滞井常四郎

K-0007 【小畢]珠算成路 巻之二 1
岡崎大次郎

中城貞五朗
曾我伊平 明治 17年 1月25 日 揮井常四郎

Kー0008 [小畢ユ珠算成路 巻之三 1
岡崎大次郎

中堀貞五朗
曾我伊平 明治 17年1月25 日 滞井常四郎

Kー0009 【小畢]珠算成路 巻之四 1
岡崎大次郎
中堀.貞五朗

曾我伊平 明治 17年1月25 日 滞井常四郎

▼.Kー00 10 レj、畢]珠算成路 巻之五 1
岡崎大次郎

中堀貞五朗
曾我伊平 明治17年1月25 日 滞井常四郎

K十0011 [小畢]珠算成路 巻之六 1
岡崎大次郎
中城貞五朗

曾我伊平 明治17年1月25 日 津井常四郎

K一0067 30 [小畢]筆算教科書 巻之五 1 ,小笠原利孝 明治20年 10月12 日 訂正再版 昭和21年4月 11 日 山下昭

Kー0213 31 [高等小畢】算術教授書 式 1
田中矢徳
金津長吉

白井練一、他 明治26年 12月27 日 6刷 明治30年 1月 14 日 明治27年5月2 日
桜山文庫
(1100- 128

- 3
18-04454 32 算盤の濁稽古 篠田正作 名倉昭文館 明治 30年 11月20 日 初版 薄井常四郎

18-02355 33 【文化]珠算教科書 依 田五洲 佐々木要

K】0214 34 物理階槌 巻上 1 片山淳吉 文.蔀省 揮井常四郎

Kー0174 35 [官版]物理階梯 巻上 1 片山淳吉 宇都宮七五

K-0175 [官版]物理階梯 巻下 1 片山淳書 宇都宮七五

K-0172 36 [改正/ 増補 ].物理階梯 巻中 1 片山浮吉 薄井常四郎

K-0 173 [改正/ 増補 ]物理階梯 巻下 . 1 片山浮吉 明治9年 10月上旬 再版 明治10年4月 薄井常四郎

K一0136 37 博物新編補筆 巻之中、 1 小幡鴬次郎 宇都宮七五

K-0137 博物新編補筆 巻之下 1 小幡鴬次郎 宇都宮七五

K-0134 38 [小畢物軽】簡易晋験法巻上 1 峯是三郎 松村替助 薄井常四郎

K→3135 [小畢物理]簡易資験絵巻下 1峰是三郎 松村善助 明治 18年 1月 薄井常四郎

K-0103 39 小峯校生徒用物理書 巻之上 1 後藤牧太、他 普及会 明治 18年11月 薄井常四郎

K-0104 小畢校生徒用物理書 巻之中 1 後藤牧太、他 普及舎 明治18年11月 滞井常四郎

K-010S 小畢校生徒用物理書 巻之下 1 後藤牧太、他 普及舎 明治 18年11月 薄井常四郎

kー0123 40 [初等/ 教育】小天文学 全 1 野口竹次郎 博文館 . 明治24年 11月29 日 初版 小林連

Kー0106 4ー小筆理科新書 甲種 巻之三 1 畢海指針社 集英堂活版社 明治25年 11月29 日′訂正再版 明治26年 10月3 日 明治26年 10月19 日薄井常四郎

K-0107 小峯理科新書 1 甲種 巻之四 1畢海指針社 集英堂活版社 明治25年 11月 29 日 訂正再版 明治26年 10月3 日 明治26年 10月19 日薄井常四郎

K-0202 42 尋常小畢理科書 1 文部省 文部省 明滑 43年 11月24 日 明治43年12月25 日 明治43年 12月13 日

K一0203 尋常小畢理科書 1 文部省 文部省 明治43年 12月23 日 明治44年 I月 16 日 明治43年 12且24 日

Kー0201 43 高等小畢理科書 1 文部省 文部省 大正元年 12月28 日 大正2年 1月25月. 大正2年 1月11 日

教育/小学校2
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良-0204 44 尋常′j、畢理科書 1 文部省 文部省 大正7年2月28 日 大正7年3月11日 大正7年2月22 日
K-0205 尋常小畢理科書 1文部省 文部省 大正10年12月10 日 大正10年12月10 日
Kー0206 尋常小畢理科書 1 文部省 文部省 大正11年12月11日 大正11年11月1.5 日
Kー0207 尋常小畢理科書 1 文部省 文部省 、 大正13年3J3 10 日 ′大正13年2月4 日

kー0111 45 小畢 日本史 第四 1 新保磐次 原亮三郎 明治22年 1月16 日 訂正再版

明治22年2月21 日印

刺/ 明治22年2年25

日訂正再版

滞井常四郎

k-0122 46 [小畢/ 校用]日本史談 .巻之下 乙種 1 黒木安雄 小林八郎 明治25年2月3 日 訂正再版 明治26年9月2 日 明治26年9月I8 日薄井常四郎

Kー0037 47 [高等小峯]国史 巻ー 1 東久世通槽 . 国光社蘭書部 明治26年 12月4 日 初版 澤井常四郎 .

Kー0038 [高等小畢]圃史 巻二 1 東久堆通構 周 光社蘭書部 明治26年 12月4 日 初版 薄井常四郎

Kー0039 【高等小畢]国史 . 巻三 1 東久准通樟 囲光社蘭書部 明治26年 12月4 日 初版 滞井常四郎

k-0124 48 [小畢校用]日本歴史 前編第二 i 金港堂書籍 & ffi # l ォ 明治26年 10月3 日 訂正再版 明治27年 1月3.日 明治27年 1月 16 日薄井常四郎

kー0045 49
[修正】新撰帝国小史 巻三 [高等小学校 /第

三四単年用]
1 山賊悌三郎 文壷社 明治27年6月 12 日 訂正再版 明治34年 12月13.日 明治34年 12月27 日

kー0043 50
新撰帝国小史 巻一 [高等小学校歴史科/罪

一二単年用′新刷 ]
1 山賊悌三郎 . 文畢社 明治32年 3月 10 日 訂正再版 明治32年 11月30 日 明治32年 12.月27 日滞井常四郎

k-0044
新撰帝国小史 巻二 [高等小学校歴史科′第

三四撃牛用′新刷] 1 山賊悌三郎 文畢杜 . 明治32年3月 10 日 訂正再版 明治32年 11月.30 日 明治32年 12月27月

k-0035 5 1 尋常小拳固史 上巻 . 1 下村三四書
目黒書店
成美堂

明治45年2月25 日 初版

kー0036 尋常小拳固史 下巻 i +下村三四吉
目黒書店
成美堂

明治45年3月15 日 初版

Kー0120 52 尋常小峯囲史附蘭t尋常小畢国史 巻一] . I 種田多門 武 田交盛館 大正 11年3月1.日 初版

K-0121 尋常小畢国史附蘭 [尋常小畢国史 専一] 1 浅田多門 武田交盛館 大正 11年3月 1日 改訂 大正 14年 1月20 日

K-0227 53 日本地理初歩 甲種 上 1畢潅指針社 集英堂本店 明治25年4月16 日 訂正再版 明治26年8月 19 日 明治26年8月29 日

Kー0255 54 小撃地理 巻二 1松島剛 . 普及舎 明治27年4月 19 日 訂正3版 明治28年 1月1 日 明治28年 1月17 日

k-0041 55 【修正]小畢本邦地誌 巻ニ [高等小学校地 1金港堂書籍 金港堂書籍 明 治32年3月23 日 修正4版 明治34年 11月9 日 明治34年 12月2 日 山下昭

Kー0222 56 小畢地理附蘭 1文部省 文部省 明治41年 3月9 日 明治43年3月2 日 明治43年2月19 日

K-0223 57
[改訂増補】小拳地理附固【附 地理統括表

及名勝寓真] 1 地理研究会 大塚宇三郎 訂正5版 明治43年 3月 10 日

Kー0196 58 尋常小峯地理書 巻ー 1 文部省 東京書籍 昭和6年3月20 日 初版 昭和6年3月2 日片山雄

k-0130 娼ヨMS 大正13年8月

20 - 10 2 6 0 [新 定]農業教科 書 【巻 一「 1
康嶋嚇私 立教
育合 六盟館 大正3年 12月13 日 訂正 大正4年3月14 日 大正4年3月 16 日

[教育食撰定書]国民穂法【初等科第六単年】 大橋貞雄
也

昭和17年3月10日

19-00150 戟 敬 雪 初
18-04252 小 不 1 100/62
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19-00581 1
[講習筆記第一号′師範畢校教諭大田義弼先
生口授】阜校管理法 完 1

大田義弼口授
薄井淘

明治17年 滞井常四郎

19-00450 .2 t修/正]教育畢 全【師範畢校教育科] 1小泉又ー 大日本蘭書 明治37年2月6日 5版 大正2年10月30日 大正2年12月26日望月博一
19-00608 3近性教育史[師範拳校数育科] 1小s xー 大日本蘭書 明治40年12月15日 再版 明治41年3月15日 明治41年3月17日

18-02224 4教育畢 1

佐藤熊治郎′小
川正行/篠原助
m

賛文館 明治43年11月15日 初版 文部省検定済滞井常四郎

19-00380 5 [女子]官用教育畢 1玩:-*" ヨ 誓文館 明治44年2月5日 初版 滞井常四郎

19「00683 改訂[女子]晋用教育撃. 1藤井利誉 誓文館 /明治44年2月5日 訂正3版 大正2年10月26日 文部省検定済滞井常四郎
18ー04360 6 [高等女畢校用]教育聾 1乙竹岩造 培風館 大正6年11月2日 訂正4版 大正8年12月30日

18-02872 7l倫理書 I l.文部省 f大日本蘭書l 明治21年10月230 初版. I 文部省検定済】薄井常四郎 -

k-0050 8I倫理畢 全【師範学校教育科ユ t ll小泉文「 一大日本画書 .l 明治41年2月6日t訂正再版- 明治41年3月15EH 明治41年3月17巨日華野吾人.

18ー02046 9.[皇道聖典]圃民之教養 f lI北原種忠 ー皇道骨出版部ー 明治45年5月270 100版l 昭和15年3月10日- 文部省検定済I

144 10 中畢漢文請本 巻之六 1秋山四郎 金港堂書籍 明治27年8月25日 滞井常四郎

147 日[中等教科]漢文讃本 巻】【尋常中華校漠 1官本正貫 文畢社 明治30年2月18日訂正再版 明治31年2月15日 明治31年2月23日薄井常四郎

143 1
[中等教科]漢文讃本入門 啓一[尋常中華.
校浜文科] 1宮本正貫 文革準 明治30年9月16日 訂正再版 明治31年2月4日 明治31年2月10日浮井常四郎

83 13 [改版]普通掃討畢 1関根正直 六合館 明治31年8月30日

43 14 [新訂】中等圃文典 上 (中.下) 巻 3
芳賀矢一校閲
三上忠造著述

冨山房 明治31年4月16日 訂正 明治39年11月16日 明治39年11月17日揮井常四郎

4 .15 [中畢]椴名達教科書 全 1

落合直文校閲

明治書院編輯
u rn

明治書院 明治33年2月8日 沖守人 .

33 ー6 f修正]日本文法教科書 下【中学校] 1大槻文彦
東京開成館
大阪開成館

明治33年11月10日 5版 明治37年1月5日 明治34年9月26日津井常四郎

108 17 中等漢文讃本 .啓一[中畢校漠文科】 1国語渡文研究 明治書院 明治3.3年12月5日 再版 明治34年1月15月 揮井常四郎

108 中等漠文語本 巻二[中畢校漠文科] 1国語漢文研究 明治書院 明治33年12月5日 訂正4版 明治34年3月23日 明治34年3月25日薄井常四郎

108 中等湊文語本 巻三【中畢校漠文科]. 1囲藩漢文研究 明治書院 明治33年12月5日 訂正4版 明治34年3月23日 明治34年33 25日薄井常四郎

108 中等漢文諌本 巻四[中畢校漢文科] 1囲帯漢文研究 明治書院 明治33年12月5日 訂正8版 明治34年7月24日 明治34年11月28日薄井常四郎

114 18.日本文法中教科書 1大槻文彦
東京開成館!大

阪開成館
明治35年5月3日 明治35年7月1日揮井常四郎

18-03186 19 日本文法 全 1草野滑民 冨山房 明治34年8月5日 再版 明治35年5月25日 薄井常四郎

18-02928 20 [中等教科コ普通時文 1藤井寅一 弘成館書店 .3版 明治39年12月25日 滞井常四郎

18-03393 21 中等着艦 下. 1槌闇市三郎 吉川半七 明治34年12月24日 訂正再版 明治35年2月7日

26 22
[新定′修iEl四版】日本文法教科書 l～(二.
≡.四一五)[中車検国語科] 5松平固次郎 興文社 明治35年11月15日 M S I.il 明治37年1月9日 明治37年1月29日滞井常四郎

I22 23 国文典教科書 啓一 (二.三) 3

吉田爾平/ 小

山左文二/ 小
島政吉

松邑三松堂 明治35年12月3日訂正4版 明治37年2月11日 明治37年2月13日揮井常四郎

119 24
[中等教育】作文教科書 巻三[中畢校国許
漠文科作文教科] 1古谷知新 資文館 明治36年3月5日訂正再版 明治37年1月16日 明治37年1月23日滞井常四郎
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56 25 [中華/ 校用]件文教科書 啓一 1
芳賀寒一校閲
友田宜剛編述

光融館 明治36年3月16 日 訂正 7 版 明治39年3月18日 明治37年3月17日.滞井常四郎

56 [中華/ 校用]作文教科書 啓二 1
芳賀矢一校閲
友田宜剛編述

光敵館 明治36年4月2日 訂正5版 明治39年3月13日 明治37年3月17日滞井常四郎

56 [中華/ 校府]作文教科書 啓三 1
芳賀矢一校閲
友田宜剛編述

jte S ffi 明治36年11月2日 訂正4版 明治38年4月25 日 明治37年3月.17日輝井常四郎

56 [中撃/ 校用]作文教科書 巻四 1
芳賀矢一校閲
友田富剛編述

光融館 .明治36年11月23 日 訂正4版 明治39年3月15日 明治37年3月17日揮井常四郎

56 [中華/ 校用】作文教科書 蟹玉 1
芳賀矢一校閲
友田宜剛編述

光融館 明治36年12月18日 書丁正3版 明治38年4月5日 明治37年3月17 日輝井常四郎 .

113 26 [改訂]新顔国文典 巻二【師範畢校国語科] 1
吉田弾平/ 小 .

一山左文二

松邑三松堂 明治36年4月13 日 改訂21版 明治44年2月28月 明治44年3月6 日滞井常四郎

2 27 催名達教科書 全[中学校国帝科] 1
明治書院締輯
部

明治書院
明治36年10月26 日訂

正再版
8 版 明治39年2月8日 明治36年11月2日揮井常四郎

97 28 [師範畢校]国文教科書 巻一 1 吉田爾平 光風館書店 明治36年12月 8 日 訂正 3.版 明治38年 1 月11日 明治37年3月2日薄井常四郎
97 [師範畢校]清文教辞書 .巻二 ∴1 書取瀦平 光風館書店 明治36年12月 8 日 訂正 3 版 明治38年 1 月11日 明.治37年3月2日薄井常四郎
97 【師範畢校】圃文教科書 巻三 1 吉阻弓醇平 光風館書店l 明治36年12月 8 日 訂正 3 版 明治38年 2 月8 .日 明治37年3月2日揮井常四郎
97 【師範畢校]国文教科書 巻四 1 吉田瀞平 光風館書店 明治36年12月 8 日 訂正再版 明治37年 2 月29 日 明治37年3月2日澤井常四郎

97 [師範畢校ユ国文教科書 巻五 1吉田蘭平 光風館書店 明治36年12月 8 日 訂正 3 版、▼明治38年 2 月11日 明治37年3月2 日揮井常四郎
97 [師範畢校】囲文教科書 巻六 1宮田弼平 光風館書店 明治36年12月 8 日 訂正再版 明治37年 2 月29 日 明治37年3月2日薄井常四郎

84 29
[師範畢校コ国文教科書本科用 啓一.(二 .
三 .J四 .玉 .六) 【師範畢校原語科]

6 吉田蘭平 光風館書店 明治3.6年12月 8 日 訂正12版 明治42年3月3日 明治42年3月8日滞井常四郎

91 30
【師範畢校∃国文教科革本科用 啓三 (四 ..
玉 .六) [師範畢校固醇科]

4 吉田藤平 光風館書店 明治36年12月8 日. 訂正12版 明治42年3月3日 明治42年3月8 日揮井常四郎

48 31
[師範畢校/訂正十四版】圃文教科書本科用
金一(二 L三 .一四 .玉 . 六)ll師範鼻校国語 6 吉田爾平 光風館書店 明治36年12月8 日 訂正14版 明治45年2月9日 明治45年2月13日滞井常四郎

90 32
[師範畢校]国文教科書本科用 懇三 (四 J.
玉 .六) 【師範畢校国語科]

4 吉田滞平 光風館書店 明治36年12月白日 訂正14版 明治45年2月9日. 明治45年2月13日滞井常四郎

96 33
[師範撃校】国文教科書本科用 馨一 (二
≡ . 拷 .玉 .六) [師範畢校国語科】 6 吉田漸平 光風館書店 明沿36年12月 8 日 訂正14版 明姶45年2月9日 明治45年2月13日滞井常四郎

89 34
[師範畢校】国文教科書本科用 巷】 (二
≡ .. 四 . 玉 .六) [師範登校薗語科]

6 吉田禰平 光風館書店 明治36年12月8 日 m m aw. 大正5年1月10日 大正5年1月12日滞井常四郎

41 35 中等日本文典: i (二 .≡)の巻 3 畠山健 成美堂書店 明治37年l3月16日 揮井常四郎

85 36 [師範畢校]経文教科書参考 上 1 光風館編輯所 光風館書店 明治37年′4 月25日 薄井常四郎

85 [師範畢校了国文教科書参考 中 1 光風館編輯所 .光風館書店 明治37年 5 月20日 薄井常四郎
191 37 中等囲語新文典 一 (二 .≡ .. 四..五) の 5 高騰龍雄 啓成社 明治37年11月5日 再版 明沿38年1月20 日 揮井常四郎

47 38 [訂正]中等国語新文典 ーの巻 1 高騰龍雄 啓成社 明治37年11月5日 7 JS
明治41年 2 月28 日発

.行
168 39

国文典教科書[訂正四版] 一 (二 .三 .
四 . 五) 5 圃轟草食 興文社 P 明治37年11月11日 修正 4 版 明治38年12月11日 明治38年12月18日滞井常四郎

2b 40
[新膿]日本文法教科青 首[中華校師範畢
校及高等女畢校国語科] 1 大槻文彦

東京開成館 .
大阪開成館 .

明姶37年12月4 日 訂正 4 版 明治38年4月4日 明治38年4月18 日揮井常四郎

30

4ー

[新膿コ日本文法教科革 上【中畢校師範撃
校及高等女拳校薗静科] 1

1

3

大槻文彦 東京開成館
大阪開成館

明治37年12月4 日 訂正4 版 明治38年4月4日 明治38年4月18 日薄井常周郎

31
[新惟] 日本耳法教科書 下【中華校師範畢
校及高等女畢校囲或科]

大槻文彦
東京開成館
大阪開成館 .

明治37年12月4 日 訂正4 版 明治38年4月4日 明治38年4月18日滞井常四郎

58 P口
[中等教科]明治文典 巻之- (二 .三). 芳賀矢一 冨山房 , 明治37年12月8 日 滞井常四郎
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57 42
[中等教科]明治文典 [訂正 ] 巻之一【中畢
校師範登校国語科] 1 芳賀矢一 冨山房 明治3.7年 12月8 日 訂正再版 明治40年2月.10 日 明治40年 2月 14 日

59 43 Pl中等教科]明治文典【再訂 J 巻之ー (二 3 芳賀矢一 冨山房 明治37年12月 8 日 再訂 明治41年 12月9 日 滞井常四郎

14 44
[中等教科]明治文典【再訂】 巻之一 (二)

[中華校師範畢校固着科 ] 2 # ォ fc - 冨山房 明治37年 12月8 日 音丁正再版 明治42年3月10 日. 明治42年 3月 11 日

15 45
【中等教科 ]明治文典 [再訂】 巻之二 E中華 .
校師範畢校国語科] 2 サ刊 'lc 蝣 冨山房 明治37年 12月8 日 訂正再版 明治42年3月10 日 明治42年3月ll 日

103 46
中拳固帝 .金一 (二 .三 .四 .玉 .六 .

七 . A . 九 . 十 )
10 鈴木静、他 目黒書店 明治37年12月 11 日 滞井常四郎 .

54 47 【訂正 ]中等囲語作文書 L 金一の巻 3 高橋龍雄 啓成社 明治37年 12月25 日. 訂正 8 版 明治 42年 2月8 日 薄井常四郎

54 [訂正]中等国語作文書 巻二の巻 3 高橋龍雄 啓成杜 . 明治37年 12月25 日 訂正 7 版 明治 42年2月8 日 薄井常四郎

54 [訂正 ]中等国語作文書 . 巻三の巻 高橋龍雄 啓成社 明治37年 12月25 日 書丁正 7 版 明治 42年2月8 日 揮井常四郎

24 48 [中等]文法作文教科書 .一巻 1
服部粥拾
内海弘蔽

明治書院 明治38年1月30 日 滞井常四郎

25 [中等]文絵作文教科書 二巻 1
服部射治
内海弘蔵 .

明治書院 . 明治38年1月30 日 韓井常四郎

53 49 中等作文捷径 I 内海弘戒 弘成舘 P. 明治3.8年2月 1日 薄井常四郎

20 .50 [中等教科]中古文典 全 .【師範畢校 中畢校 1芳賀矢一 冨山房 明治38年3月24 日 訂正再版 明治38年4月23 日 明治38年4月28 日薄井常四郎

20-121 51 [新編∃補習国語讃本 金 1 明治書院編輯 明治書院 l 明治38年4月20 日 訂正再版 一明治38年 8月 16 日 明治38年9 月1 日澤井常四郎

112 5 中等作文教科書 .啓三 (四 . 五) 3 古谷知新 督文館 明治39年 1月15 日 揮井常四郎

52 53 中華作文範 全 1 吾丸一昌 明治書院 明治39年3月15 日 澤井常四郎

20-122 54 [新唐〕補習園語諌本 金 1
佐藤仁之助
堀江秀雄

明治書院 明治39年4月5 日 初版 揮井常四郎

20ー122 55 [新線]補習固語頭本 全 1
佐藤仁之助

堀江秀雄
明治書院 明治39年4月5 日 訂正3版 明治39年 11月12 日 明治39年11月 15 日揮井常四郎 .

134 56 [訂正〕増鏡讃本 巻上【中撃校圃語科] 1

和田英松、他
校訂

三樹一平緬輯

明治書院 訂正11版 明治39年 11月30 日 明埼39年 12月.4 日滞井常四郎

135 57
[訂正]増鏡諌本 巻上 (下) [中畢校囲語

科用] 2

和田英松、他
校訂

三樹で平編輯

明治書院 16版 大正2年10月5 日 明治39年 12月4 日薄井常四郎

37 58 日本語絵提要 全 1 小山左文二 槍邑三松堂 明治40年8月 10 日 5版 明治42年 7月20 日 明治41年 1月 13月 薄井常四郎

28 日本文法提要 . 坐 1 小山左文二 松邑三松堂 明治40年8月 10 日 5版 明治43年2月5 日 明治41年2月.17 日薄井常四郎

38 59 [改訂∃日本語法授要 全 [師範畢校囲爵科] 1 小山左文二 松邑三松堂 明治40年8月10 日 9版 大正 1年 10月28 日 大正1年 11月6 日薄井常四郎

27 [改訂] 日本語法提要 全 t師範畢校囲藩科] 1 小山左文二 松邑三松堂 明l治40年8月 10 日 改訂12版 大正 1年11月5 日 大正 1年 11月 13 日薄井常四郎

42 60 中等文法教科書 巻一 (二 .三 . 四 .、五) 5 山田孝雄 管文館 明治40年 10月8 日 訂正再版 明治40年 12月25 日 明治41年1月6 日薄井常四郎

45 6 1 中等文法教科書別記 全 . 1 山田孝雄 管文館 明治41年 1月5 日 澤井常四郎

16 62 [改訂】中等文法教科書 合一 (二) 4 山田孝雄 賛文館 明治40年 10月8 日 訂正 6版 明治45年.1月5 日 明治45年 1月 15 日薄井常四郎

107 63 【師範撃校】国語漢文教科書 第二部用 全 1 古田滞平 光風館書店 明治40年 10月26 日 訂正四版 明治43年 1月7 日

明治 44年 2 月16 日師
範畢校圃静及漠文科

明治43年 1 月 11 日師
範馨校国語科

滞井常四郎

49 64
[師範畢校]同文教科書 [稼傭科用】 内等上
(中 .. 下) [師範撃校囲語科] 3 吉田顧平 光風館書店 明冶 40年11月 19 日 訂正 4 版 明治44年 5月5 日 明治44年5月9 日薄井常四郎

49
[師範撃校咽 文教科書 [漁備科用] 外篇上

(下) [師範畢校国語科教科書] 2 吉田鮒平 光風館書店 明治40年 12月 10 日 訂正 4 版 明治44年 5月5 日 明治44年5月9 日津井常四郎 .

教育/中学・師範3



調査番

蝣ァ蝣

過
香

書名
存‥
冊

▼編著者 舜行所 初版刊行 版 発行年 文部省検 定 寄贈 記録

184 65 [漢文諌本]十八史略抄 全 1

東京高等師範
拳校附属.中華
校国語漢文研

究会編纂

賛文館 痢治4 1年10月 1日 訂正再版 明治42年 1月18 日 明治 42年1月19 日揮井常四郎 .

74 66 文新法 と口語法.との封照 完 1藤津倉之助 光風館書店 明治41年10月4 日I訂正再版 明治44年 1 月 8 日 薄井常四郎

39 . 87 中等囲清新文典 五年級用 1 高橋龍雄 啓成社 明治41年10月9 日 訂正再版 明治42年 1月24 日 明治42年 1月25月 滞井常四郎 .

、 患 .5 68 [中等教育]備名遣法 会 1 古谷知新 菅文館 明治41^ 11月15 日 訂正再版 明治42年2月8.日 明治42年2月13 日滞井吊四郎

187 69 [国文諌本ユ駿重雄話抄 全 1

東軍高等師範
畢校附属中撃

校閲語漢文研
究会編纂

* * ォ! 明治41年11月20 日 滞井常四郎

190 70 [中畢]新譜本 上篇 (下篇 ) / 備忘 1Ⅰ坪内雄蔵 明治蘭書 明治41年11月l20 日 滞井常四郎
76 7一. 日本文法教本【中畢校国語科] 1 松尾捨治郎 光風館書店 明治41年12月20 日 訂正再版 明治42年4月25 日 明治42年 4月30 日 田森長次郎

55 72 中等作文教本 初篇啓三 (後編巻一 . 二)
芳賀矢一校閲
友田宜剛編述

晩成魔 明治41年 12月28 日 揮井常四郎

50 73
t師範畢校 ]国文教科書 [辞習科用] .巻ー
(二 .≡ .四) 4 吉 光風館書店 明治42年 12月20 日 訂正再版 明治44年 12月10 日 滞井常四郎

8 74 【普通教育 ]囲帯綴字法 [中学校及師範畢校] 1 新村出 開成館 明治42年 12月22 日 訂正再版 . 明治43年3月3 日 明泊 43年 3月9 日薄井常四郎

64 75
[普通教育]日本文典 上 (中 .下)【中畢校

及師範畢校】 3 新村出 開成館 明治42年 12月25一日 訂正再版 明治43年3月3 日. 明治 43年3月7 日韓井常四郎

51 76 [中等教科]作文法 上 (下) 巷 2 上田高年 大 日本蘭書 明治43年2月26 日 薄井常四郎

164 77 [修訂 ]近催固辞文典 全 f師範畢牧園語科] 1
屋代熊太郎
杉田勝太郎

明袷書院 訂正10版 明治44年 2月13 日 明治44年2月 17 日

165 【修訂]近他国語文典 全【師範畢校国語科】 1
屋代熊太郎

杉田勝太郎
明治書院 訂正10版 明治44年2月13 日 明治44年2 月17 日津井常四郎

109 78 [師範教科]新撰漢文讃本 巻ー (二 .三 . 4 宇野哲人 畢海指針社 明治43年 11月1月 滞井常四郎 、

104 79 [師範教育]漢文定本 巻一 (二 .三 .四) 4 深井録一郎 東京賛文館

吉岡曹文館
明治43年 11月20 日 滞井常四郎

145 80 [改訂師範教育]漢文定本 1深井鑑一郎
東京賛文館
吉岡賛文館

明治43年 11月20 日 書丁正 4 版 大正2年 1月5日 大正2年.1月20 日滞井常四郎

153 8ー[再訂師範教育】ー漢文定本 啓一 (二 ..≡ . 4 深井鑑一郎 東京菅文館 明治43年 11月2()日 訂正 6 版 大正4年 1月5日一 大正4年1月26 日 薄井常四郎

105 82 [師範畢校 ]薗語漢文教科書 1 吉田…爾平 光風館書店 明治43年 11月28 日 浮井常.四郎

106 83
【師範畢校 ]圃静漢文教科書 第二部用 全
[師範畢校閲青及湊文科 ] 3 吉田醸平 光風館書店. 明治43年 11月28 日 訂正再版 明治44年 2月 11 日 明治44年2月16 日揮井常四郎

189 84 柑市範教育 ) 文法教科書 巻二 (≡) 2 山田孝雄 誓文館 明治43年.12月5 日 滞井常四郎 .

167 85 日本小文典 上 (中 一下) 巻 3 金津庄三郎 開成館 明治43年 12月6 日 薄井常四郎

92 86 [師範畢校]国文教科書橡傭科尉 外篇上
(下) 【師範拳校国語科] 2 吉田珊平 光風館奮店 明治43年 12月10 日 訂正 4 版 明治44年5月5 日 明治44年5月9 日滞井常四郎

100 87 [師範学校]明治讃本 漁科懇ー (ニ ー.三 . 芳賀矢一 明治蘭書 明治43年 12月.17 日 薄井常四郎

101 88 [師範学校]明治讃本 渡科巻 - 1 芳賀朱】 明治蘭書 明治43年12月 17 日 訂正 明治44年4月5 日 明治44年4月20 日薄井常四郎

99 89 [師範学校]明治讃本 .本科専一 (二 .三 . 4 芳賀矢ー 明治蘭書 明治 43年12月26 日 滞井常四郎

102 90 [師範学校】明治諸本 本科啓一 (三 I. 四) 3 芳賀矢一 明治陳書 明治 43年12月25 日 訂正 明治44年 4月5 日 明治44年4月 11 日揮井常四郎

32 9.I 日本文法綱要 全 1 樋口慶千代 明治書院 明治 43年12月28 日 薄井常四郎

136 92 [新撰]太平記譜本 全【中畢校閲話科] 1 明治書院綴輯 明治書院 明治44年5月2 日. 富丁正再版 明治44年 12月12 日 明治44年 12月 14 日.薄井常四郎

3 93 [新編】借名遣教科書 全【中学校国語科]. 1 明治書院編輯 明治書院 明治44年 10月7 日 訂正 明治45年 1月13 日 明治45年1月18 日薄井常四郎

. 44 94 中等文法教本 上 (下) [中華校国語科] 2
三矢墓碑

清水平「郎
明治書院 明治44年 11月13 日 盲丁正 明治45年 1月25 日 明治45年1月29 日滞井常四郎

62 95 【中等]日本文典 上 (下)巻 2 藤岡勝二 三省堂書店 明治44年 11月19 日 薄井常四郎
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12 96 【中等教科]現代文典 上巻. 2 芳賀矢一 富山房 明治44年12月14 日 滞井常四郎
13 [中等教科】現代文典 下巻 2 芳賀矢一 冨山房 P 明治44年12月14日 薄井常四郎

22 97
【中等教科コ現代文典 改訂 上巻【中華校
囲語科] 2 芳賀矢一 冨山房 明治44年12月14 日 訂正3版 大正4年10月28日 大正4年12月28 日輝井常四郎

23
[中等教科]現代文典 改訂 下巻【中華校.
国語科】 2 芳賀矢一 冨山房 明治44年12月14 日 訂正3版 大正4年10月28 日 大正4年12月28 日滞井常四郎

21 98 固文典初歩 全 1芳賀矢一 冨山房 明治44年12月15 日 揮井常四郎

183 9 9 【明清文/ 唐宋八家文]砂 金 1宮本正貫 文畢社 明治44年12月24 日 薄井常四郎

182 一oo 史記紗 全 [中華校師範畢校漠文科] 1宮本正賞 文畢社 明治44年12月24 日 訂正再版 明治45年2月18日 明治45年3月4 日.薄井常四郎

66 101 [中華]日本文典 .巻上(下) 2 吉田爾平
光風館書店
松邑三松堂

明治44年12月27 日 滞井常四郎

ll 102 [中畢]日本文典 巷下【中学校国語科] 1 吉田弓爾平 光風館書店 明治44年12月27 日 修正6 版 大正7年1月5日 大正7年1月9 日
46 .ー03 [改訂】中等文法教科書別記 全 2 山田孝雄 菅文館 明治45年1月18 日 薄井常四郎
162 104 t新編]管用日本文典 .坐 1 明治書院福輯 明治書院 明治45年1月20 日 改訂再版 大正3年11月23日 大正3年11月26 日滞井常四郎.

141 105 吉野拾遺諌本 全[中畢校薗語科l 1 江見清風 明治書院 明治45年6月30 日 訂正 大正2年2月13日 大正2年2月14 日薄井常四郎

1.9 ー06 日本文抵綱要 全[師範畢校囲欝科] 1 小山左文二 松邑三松堂 . 大正1年8月6 日 訂正再版 大正1年10月10日 大正 1年10月15.日薄井常四郎
34 107 日本文法教本 上巻[中畢校同語科] 2 金浮庄三郎 開成館 大正1年8月10 日 訂正再版 大正1年9月30日 大正1年10月9 日

35 日本文法敵本 下巻E中華校国語科] 2金滞庄三郎 開成館 大正1年8月10 日 音丁正再版 大正1年9月30日 大正1年10月9 日

65 ー08
[新編]日本文典 巻上(下)[師範撃校 .中
華校国語科] 2

明治書院編輯
部

明治書院 大正1年8月17月 訂正 大正1年11月1日 大正1年11月6日滞井常四郎

63 109
[新定数科]目.本文典 全[中華校 .師範撃
校囲語科】 1 新村出 開成館 大正1年8月23日 訂正再版 大正1年10月17日 大正1年10月23日滞井常四郎

152 一一0
師範漢文諌本 巻一 (二 .≡ .四) [師範
撃校湊文科] 4 南野道明 明治書院 大正1年9月24 日 訂正 大正1年12月25日 大豆1年12月27日津井常四郎

166 1一一新農日本文典 巻上 (下) [中華校国語漠 2圃語漢文研究 自治館 大正1年10月19 日 訂正再版 大正1年12月21日 大正1年12月25日薄井常四郎

131 1ー2 明倫歌集抄本 全 1 上田高年 大日本蘭書 大正1年10月26 日 澤井常四郎
93 一一3 師範国語護本 巻一 (二 .三 .四) 4 明治書院編輯 明治書院 大正1年lP0月31日 訂正 大正2年1月3日 大正2年1月9日薄井常四郎 L
94 .一一ヰ師範固辞諸本P 巷～ I 明沿書院編輯 明治書院 大正1年10月31日 訂正 大正2年1月3日 大正2年1月9日澤井常四郎
94 師範国語諸本 啓二 1 明治書院編輯 明治書院 大正1年10月31日 訂正 大正2年1月3日. 大正2年1月9日揮井常四郎

94 師範薗話語本 巻三 1 明治書院編輯 明治書院 大正1年11月1日 訂正 大正1年12月28日 大正2年1月9 日薄井常四郎
94 師範国語諸本 .巷四 1 明治書院編輯 明治書院 大正1年11月1日 . 訂正 大正1年12月28日 大正2年1月9日澤井常四郎

60 115
[簡明】日本文典[師範畢校 丁中華校 . 高等
女学校 .国語科] 3 光風館編輯所 光廃館書店 大正1年11月26日 訂正再版 大正2年2月15日 大正2年2月20日滞井常四郎

138 116 藩翰譜諸本 全 1 明治書院編輯 明治書院 大正1年12月7日 揮井常四郎
139 117 酸基錐話讃本 . 坐 1 明治書院編輯 明治書院 大正1年12月7 日 滞井常四郎
7 1ー8 償名遭教科書[中学校Eg語科】 1 光風館編輯所 光風館書店 大正1年12月28日 大正2年3月19日薄井常四郎

9 備名遭教科書f中学校国語科] 1 光風館編輯所 .光風館書店 大正1年12月28 日 訂正再版 大正2年3月18日 大正2年3月19 日薄井常四郎
10 侶名遣教科書[中学校国籍科] i 光風館編輯所 光風館書店 大正1年12月28 日 訂正再版 大正2年3月18日 大正2年3月19 日澤井常四郎
36
6

132

ー19 日本文法【師範畢校囲帝科] 1
1
1
1
1
1
1

4

1

古津義則 光風館書店 大正1年12月28 日 訂正再版

17版

訂正再版

大正2年9月5日

大正2年3月25日

大正3年1月23日.

大正2年9月10日

明治31年 2 月10日

大正3年1月23日

揮井常四郎
120 [新編】備名遣教本 全 屋代熊太郎 六盟館 大正2年3月12 日

大正2年11月25日

浮井常四郎 .
.ー2ー神島正統記諸本 全 金子元臣 明治書院 揮井常四郎

126 122 固文芸蹄 全 * # - * * l 薄井常四郎
127 ー23 国文茎蹄 全[師範畢校 l 中畢校国語科「 永井】孝 大日本蘭書 大正2年11月25日 薄井常四郎

薄井常四郎
Ill ー24 [修訂]新編漢文頚木 1巻二 [中華校漠文科] 簡野道明 明治書院 不明 g tM SSiK 大正6年1月20日 大正6年1且22日
18 125 [中等教科]練習用囲文典 芳賀矢一 文昌閣 大正3年10月21日 訂正再版 大正3年12月24日 大正3年12月26日

98 26 [師範畢校]国文諸本 禄備科用講習科用
巻ー(二 .三 .四)

保科孝一 東京賛文館 大正3年10月30日 訂正再版 大正4年1月28日 大正4年2月2日滞井常四郎

12 ー27 [国文教本]噴古之盛儀 完 光風館編輯所 光風館書店 大正4年12月31日 沖守人
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20-118 128 十訓抄 全 1小原要逸 東京誓文館 大正5年7月23日 訂正再版 大正5年12月18 日 大正5年12月20日薄井常四郎

140 129
[教科用抄】徒然草[師範畢校及中畢校国語
科】 1

藤井乙男
有川武彦

修文館 大正5年10月27日 訂正再版 大正5年12月25日 大正5年12月27 日滞井常四郎

61 130 [師範畢校]日本文典【師範畢校国語科] 1
吉田軒平
小山左文二

光風館書店 大正5年11月11日 訂正再版 大正6年2月8 日 大正6年2月9日薄井常四郎

129 ー3ー
[近堆近古]国文要抄f師範畢校泣中華校国
籍科] 1 吉滞義則

東京修文館
大阪修文館

大串8年10月25日 訂正 6 版 大正1.5年11月20 日 大正15年i2月10日田森長次郎

159 ー32 日本新文典 下巻[師範 .中拳校圃静科] 1
藤村作
島津久基

至文堂 大正10年9月15日 訂正再版 大正10年12月13日 大正10年12月20日

14 6 ー33 漢.文新編 専一 1聾谷温 弘道館 大正10年10月18 日 訂正再版 P大正11年1月19日 大正11年1月26 日
150 134 [改訂]漢文新語本 巻三[中華校漢文科] 1 服部宇之吾 冨山房 大正13年12月5日 改訂再版 昭和3年1月25日 昭和3年2月9 日

188 135
師範園文 A第一部用 巻一 (～十) [師範
拳校国語科] 10 吉田欝平 光風飽書店 大正14年10月30 日 訂正再版 大正15年3月13日 大正15年3月17 日山田松太郎

185 136 m m 1宇野哲人 東京開成館 昭和5年4月7 日 揮井一男

149 ー3 [最新]漢文諸本 第三放[中畢校国語漢文 1服部宇之告 冨山房 昭和6年6月5 日 訂正再版 昭和6年9月20 0 昭和6年9月30 日澤井一男

17 1 38 中拳固文駄 第一単年用[申畢校薗藩科] 1岩井良雄 目黒書店 昭和7年7月10 日 訂正 昭和7年10月5日 昭和7年10月18日片山雄

124 ー39 [必修】綜合薗文選 全 1 中等国文畢骨 昇龍堂書店 昭和10年3月25日 薄井二男

18ー03311 140 [新制]国文畢史 【新教授要目準接] 藤井乙男 三省堂 昭和12年8月30 日 修正再版 昭和13年2月10日
169 41 [改制]新文典 初年級用【中華校国語漢文 1 橋本進吾 中等畢校数科 昭和12年9月17 日 訂正再版 昭和13年1月28日 昭和13年2月3 日

170 142 [改制]新文典 . 上液用【申畢校囲静漠文科] 1 橋本進音 中等畢校教科 昭和13年12月9 日 訂正再版 昭和14年1月20日 昭和14年1月26 日

133 143
玉勝間花月草紙琴後集砂【中華校固静漢文
料 .高専女畢校国語科] 1

吉田滞平編
石井庄司補青丁

光風館 昭和13年12月9 日 修正再版 昭和14年2月8日 昭和14年2月10 日

K-0118 ー44 日本史暑 上 2 上羽勝衛 明治8年6月 初版 明治8年3月31 日薄井常四郎

K-0119 145 日本史暑 啓二 下 2 上羽勝衛 明治9年5月 15 日 再刻 明治 12年3月4 日 薄井常四郎

17-01029 ー46 日本歴史 二 萩野由之講述 大 日本中拳骨 小林連

120 147 日本略史 一之上 (下) 2 吉田利行 明治20年 9 月 訂正 明治21年 7 月2 1 日 明治21年 8 月.14 日薄井常四郎

Kー0019 148 [中等教育]日本通史 上巻 2
黒川鼻頼
渡田健次郎

三省堂 明治25年4月9 日 初版 揮井常四郎

K-0020 [中等教育∃日本通史 下巻 2
黒川鼻頼
渡田健次郎

三省堂 明治25年9月30 日 2版 明治25年 12月10 日 準井常四郎

K→0090 ー49 【】四〕日本史要 上 (下) 2
関根正直

小中村義象
大倉保五郎 明治25年 10月3 日 初版 鐸井常四郎

K-0055 150 [増訂】日本史要 上巻 2 新保磐次 金港堂書籍 明治26年7月 10 日 訂正再版 明治 30年3月10 日 薄井常四郎

K-0056 【増訂]日本史要 下巻 2 新保磐次 & *ァ& ォォ 明治26年7月 10▼日 音丁正再版 明治30年 4月4 日 薄井常四郎

K-0023 ー51 中拳固史 上之巻 2 薄井常四郎

Kー0024 中拳固史 下之巻 2 鳥野幸次 明治書院 明治29年3月25 日 訂正再版 明治30年3月15 日 澤井常四郎

K▼0091 52 [中等]日本歴史 全 1 岡部精一 六盟館 明治29年12月 19 日 訂正三版 明治31年3月18 日 津井常四郎

17-00632 153 内園史綱 .下巻 峰岸米造 六盟舘 明治32年 11月23 日1 5版 、明治34年 3月 5.日 文部省検定済 L小林連
Kー0114 154 中等月本歴史 上巻 [中畢校歴史科 ] 1 沼田頗輔 明治書院 明治34年 11月9 日 6版 明治36年3月31 日 明治35年2月1 日

K-0115 155 [中畢校用]国史教科書 上巻 1有賀長雄 三省堂書店 明治35年12月25 日 訂正再 . 明治36年4月4 日 明櫓36年4見11 日薄井常四郎

K-0128 156 【中等′教科]国史撮 全 [中華校歴史科] 1 横井時 明治書院 明治38年1月9 日 訂正再版 明治38年3月2 1 日 明治38年3 月27 日薄井常四郎

17-00827 丁57 [中畢教科].日本歴史 歴史綴纂部 井上一書堂 明治42年 6月 15 日 初版 和田屋喜市
Kー0053 158 [師範教育]日本歴史 上巻 2 藤田明 管文館 明治44年 1月28 日 訂正再版 明治44年3月20 日 明治44年3月24 日滞井常四郎

Kー0054 r師範教育] 日本歴史 下巻 2 藤田明 誓文館 . 明治44年 1月28 日 訂正再版 明治44年3月20 日、 明治44年3月24 日.薄井常四郎

K-0126 I.59 [新訂] 日本歴史教科書 上巻 1大森金五郎 三省堂書店 明治44年9月20 日 修正再版 明治44年 12月16 日 明治45年1月11 日
Kー0029 60 [新制]中畢国史 初級用 1
KT0068 161 [改訂]新愚 日本歴史 第二単年用 1八代国治 冨山房 大正 12年 1月27 日 改訂再版 大正 14年 12月24 日 沖守人
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K-0026 162T新定日本史【中華校歴史科ユ t ll三省堂編輯所 三省堂書店 l J 昭和7年9月5日l修正再版l 昭和8年1月23日l 昭和8年1月30日ー片山雄 一

Kー0156 163 高囲史暮 春「 a 文部省 明治8年6月22日 初版 揮井常四郎
Kー0157 高国史暑 巻ニ 2 師範畢校 明治8年7月 初版 澤井常四郎

17-00905 164 富原雁史. 天野鳥之 小野英之助 明治20年9月 10版 P 明治22年5月15 日 1文部省検定所 滞井常四郎

17-00735 165 [訂正十七版1高閣歴史 天野為之 富山房書店 明治20年9月.5 日 17版 明治25年1月20 日 花井斐夫

19-00148 ー′66 高圃史要 全
辰巳4、次郎
小川銀治郎

金港堂書籍 由治26年12月21日 初版 沖守人 .

18-02786 167 商圏大年表 全
棚橋一郎、小
川銀次郎

三省堂書店 明治30年12月9 日 7版 明治33年1月29日 滞井常四郎

17-00751 168 西洋史要 全[尋常中学校歴史科] 小川銀治郎 金港堂書籍 明治31年3月1日 6版 明治32年12月10日 文部省検定所頭書倶楽部

19-00127 169 【四版]世界通史 全

独逸[プロフ

エッソル′ドク
トル]カール .
プレツツ著、
和田高書詳述

冨山房 明治31年9月8/日 4版 明治33年12月10日 滞井常四郎

17一01289 ー70 堆界讃史地蘭略説 依田雄甫 冨山房 明治31年12月13 日 2版 明治32年10月14 日 薄井常四郎

17-01288 171 西洋史綱 全
箕作元八
峰岸米造

六盟舘 明治32年1月2 日 初版 滞井常四郎

17-01222 172 壮界史 上巻. 坂本健一 博文館 明治34年7月23日 m m
17-01305 173 中畢西洋史[中畢校歴史科] 小川銀次郎 & * 」!ォ 明治35年1月15 日 訂正再版 明治35年3月13日 明治35年3月25日浮井常四郎
19-01034 174 西洋通史 中巻 瀬川秀雄 冨山房 大正5年2月7日 改訂増補 大正14年11月12日 花井重夫

17-00611 175 [改訂増補]西洋通史 上 瀬川秀雄 冨山房. 大正14年10月20 日 am 花井斐夫
17-00753 176 西洋上古史 □田和民
16-00021 ー77 【教科摘要]東洋歴史地画一中学校及高等女 桑原騰蔵 開成館 明治36年9月12 日 訂正5版 明治39年12月8日 明治39年12月.11日
19-00696′178 [最新]東洋歴史解輝 妻木忠太 友朋堂 . 大正7年9月4 日 32版 大正12年5月21日 薄井常四郎

K-0051 ー79 中華東洋史 新制申要目用[中学校歴史科] 1
桑原障蔵
有高巌

東京開成館 昭和6年9月28 日 書丁正 昭和7年2月19日 昭和7年3月10日片山雄

19-00726 ー80 [新修】国民東洋史 村上秀一 富山房 昭和18年9月10日 初版 滞井常四郎

Kー0251 18 日本地誌略 一 1櫛乾草校編輯 文部省 改正 明治 7年8月 天野宣彦

K-0253 柑2 日本地誌暑 巻二 1 文部省 師範畢校彫刻 明治7年 1月 天野宣彦

K一0252 183 日.本地誌暑 巻- 1 山梨脹重刻 天野宜彦

Kー0254 柑4 高園地読者 巻五 1院;S Si≡E. 山梨賄重刻 1 明治8年3月 宇都宮七五

k-0150 185 [教科摘要]新線 日本地誌 上 .(下) 2 林替助
東生餌五郎
大蔵安五郎

明治24年6月18 日 初版 明治25年3月24 日揮井常四郎

19ー00605 186 【再訂四版′生徒用 ]信濃地理 稲垣作太郎 上原書店 . 明治29年2月6 日 4版 明治33年3月18 日 揮井常四郎

k-0218 1昏7 [増訂中畢]高層地誌 上巻 1 矢津昌永 丸善書店 明治29年3月9 日 6版 明治32年 4月14 日 薄井常四郎
kー0219 [増訂中畢]高囲地誌 中巻 1 失津昌永 丸善書店 明治29年4月20 日 5版 明治33年2月23 日 薄井常四郎

kー0220 [増訂中畢]高歯地誌 下巻 1 矢津昌永 丸善書店 明治 29年11月16 日 4版 明治33年3月23 日 薄井常四郎

18-02972 188 【三訂]帝圃地理教科書 亀井忠一 三省堂書店 明治32年2月24 日 6版 明治33年2月 271∃ ll、林連

19-00853 189 上中等教育]帝圃大地史 九 野口保興 目黒甚七 明治33年12月22 日 初版 薄井常四郎

18-02974 ▼190 [改訂]帝国新地理 亀井忠一 三省堂書店 明治34年12月30 日 修正4版 明治 36年2月28 日

19-00604 ー91 [四訂】帝囲新地理 全 亀井忠一 三省堂書店 明治 34年12月30 日. 10版 明治39年 4月7 日 明治39年2月22 日薄井常四郎

kー0191 ー92
【普通教育/ 地理畢教科書]地理畢各論 外 .

薗地誌 上巻 [中華校地理科] 1 山崎直方
東京開成館

大阪開成館
明治38年5月5.月 青丁正4版 明治40年2月21 日 明治40年2月27 日揮井常四郎

k-0192
t普通教育/ 坤埋草教科書]地理畢各論 外
国地誌 中巻 [中登校地理科} 1 山崎直寿

東京開成館
大阪開成館

明治38年5月5 日 訂正4版 明治40年2月21 日 明治40年2月27 日輝井常四郎

教育/中学・師範7



調査番
号

過
n 書名

荏
冊

編著者 発行所 初版刊行 版 禿行車 文部省検定 芯珊U i触

Kー0197 193 [最近】統合帝国地理 1 山上高次郎 大日本蘭書 明治38年12月1日 訂正14版 大正4年12月27日 大正5年1月19日
19-00899ノ194 .t最近]帝囲分賄地園【附 全国統計表] t文盛堂編輯部 l榊原文盛堂 明治41年6月13日 初版 沖守人
K-0034ー195 社会科学習便鷺 J 1f種田多門 l武田福蔵 I 大豆2年3月5日. 初版1

辛仁井田益太郎【中等教18-03472 野 症 明

k- 0 170 197 農相公民讃本、 1 友 田宜剛 東京菅文館 . 大正 1 2年 5月 10 日 初版 幸野吾人

重野 吾人k- 0 169 198 都市公 民諸 本 1. 1 友 由宜剛 東京誓文館 大正 12年 5月 15 日 初版

Kー00 52 199
【新制】中等公 民教科書 上巻 昭和七年版

[肺虹学校′中学校公民科 l
2 坂 田増太郎 冨 山房 昭和 6年 2月9 日 訂正 3版 昭和 6年 12月 10 日 昭和 6年 1 2月 2 4 日 滞井一男

K -0 19 5 20 9 【新制 ]公 民科擾要 下巻 1
山内正瞭

花 岡敏 夫
浩 文館 昭和 6年 2月 2 7 日 修正再版 昭和 6年 9月 15 日 昭和 6年 9月 3 0 日

K-0212 20ー敦畢三千題 .巻の上 1尾闇正求 三浦源助 明治 12年 1月31 日 6版 明治21年5月25 日 揮井常四郎 .

20- 164 202 t新式]算用代数畢教科書 [全】 1林鶴一
開成館 (西野
虎吉)

大正2年1月15 日 初版 1

K-0259 203
PLANE TRIGONOMETRY For th。use af
M iddle Schools/ 中等三角法教科書

1竹内端三 三省堂 大正 10年 10月29 日 修正再版 大正10年12月24 日 大正11年1月13 日

18二一02966 204 代数畢 [補習用代数草間屠選] 明治書院 昭和3年1月4 日 3版 昭和6年 9月28 日

K-0211 205
[現代 ]新算輝代数 下巻 [中華校′実業学校
数単科 ]

1 阿部八代太郎 .東京開成館 昭和6年8月5 日

中畢校数単科昭和 6
年9月2日

賓業拳校数単科昭和
8年3月 18 日

片山雄

K-0260 206 [現代]新盤何 基本【中畢校数畢科】 1 阿部八代太郎 東京開成堂. 昭和6年11月 15 日 書丁正再版 大正6年 12月28 日 昭和7年1月11 日
Kー0216 207 物象 .[中畢校用] 1【中畢校理数科] 1 山本慶治 中等畢校教科 昭和 18年5 日22 日 昭和 18年5月.22 日■■-

K-0 0 74 2両 [中等教育 ]新編地文 畢 全 1 峯是三郎 大橋 新太郎 明 治2 6年 2月 13 日 再雇 明治 27年 4月 2 5 .日 薄井常四郎

K- 00 75 [中等教 育 ]新編 地文畢 全 1 峯是三郎 大橋 新太郎 明治 2 6年 /2月 13 日 再版 明治 2 7年 4月 2 5 日 薄 井常 四郎
19 -00 8 00 2 09 新 撰地文学 全 上 山上 高次郎 冨山房 明治 2 6年 8月 8 日 12版 明治 3 1年 3月 2 7 日 明治 30年 8月 6 日 重野吾人

19- 0 08 00 新撰地文学 会 下 山上高次郎 冨山房 P 明治 27年 6月 10 日 12版 明治 3 1年 3月 2 7 日 明治 80年 8月6 日 重野吾人

潜K- 00 69 2ー0 新撰大地文革 . 6 山上高次郎 冨 山房 明治 2 9年 12月3 1 日 再版 明治.30年 10月 2 8 日 揮井 吊四郎

明省文 明治43年 12月25

18-04410 2ー21物理畢 中編 l t飯盛挺造 t不明 l 明治13年6別 改正10版I 明治25年5月9別 f富田俊一郎 .

1針 物魂畢 下編 I 飯盛挺進 l不明 t 明治13年12J‖ 9胤 明治25年1月28 日l ー富田俊一郎
KT 213 [新剛 物理畢教科書[中華校 .廊乾草校物 I ll乾田貞 、 I東京開成館 . 大正8年12月27別 訂正再版l 大正9年2月6 P . 大正9年2月.19日

lf卜04409 .物魂畢 下編 .- I t飯盛挺進 l不明 t 明治13年 12月 ー 9版l 明 治25年 1月28 日I

K「0208 213l[新 制]物理畢教科書 [中畢校 ..師範 畢校 物 l ll野.田貞 、 l東京 開成館 ー 大正8年12月27 日- 訂正再版 大正9年 2月6 日 大正9年2月.19 日

K-0193 214
[新 制度岬 等物理畢教科 書 【師範畢 校並中 一
皐校物 理科] 1

物理化 畢研 究

一∠ゝコ耳

東京修 文館
大阪修 文館

大正14年 10月30 日 訂正再版 大正15年1月23 日 大正 15年2月1 日

Kー0 194 215
【新制度] 中等化畢教科 書 【師範 畢校 並中草
校化 聾科] 1

物理化 撃研 究
∠ゝ
:ec

東京 修文館

大阪修文館
大正 14年 1月 12 日 訂正再版 大正15年 1月23 日 大正 15年2月.9 日 奉野吾人

Kー0180 2ー6
TEXT】BOOK OF A両川AL K INGDOM [師範 畢校 ]

動物教科書 1 安東伊三次郎 賓文館 大正元年 10月28 日 修正再域 大正元年12月 16 日 大正 元年 12月25 日

K-0179 217l動物畢新教科 書 1 飯 塚啓 冨 山房 LJ 1 大正 6年 10月29 日. 訂 正再版t 大正6年 12月3 削 大正6年12且20 日I

Kー0180 2ー6
TEXT】BOOK OF AN川AL K INGDOM L師範 撃校 」
動物教科書 1 安東伊三次郎 賓文館 大正元年 10月28 日 修正再域 大正元年12月 16 日

L K-0179 217l動物畢新教科 書 1 飯 塚啓 冨 山房 ∴ 1 大正 6年 10月29 日. 訂 正再版l 大正6年 12月3 日
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K-0182 2ー8 A TEXT-BOOK OF BOTANY/ 【新定]植物教科
書[中畢校址師範拳校博物科] 1

乾環
佐々木信次

東京嘩文館
大阪修文館 大正11年I0月20日 訂正再版 大正12年1月29日 昭和6年2月10日

大正11 11月20日 訂正再版 正12年1月

Kー023 7 220
P INNE O S

A N AL YT ICA L GR AMM AR O F TH E ENG L王SH
LAN GU AG E

1
T .S .P INN EO ,帆

A. ,M.D . ,
大東館 500版 明治19年 6月 村上勘太郎

K-0 1 38 22ー
BE G INNE R S

NE W NA T IO NA L RE AD ERS
NU MB ER 1

1 細川清助 戸 田直秀 明治I9年9月29 日 3版校 正 明治2 1年 4月

K-0 13 8
BE G INNE R S

NE W N.A T IONA L RE AD ER S
NU MB ∃R 3

1 細川 清助 戸 田直秀 明治19年9月29 日 3版校 正 明治2 1年 4月 奥 田

20- 14 7 222
ENG L王SH R EA DE RS

TH E HIG H SC HO OL S ER IE S
BO OK I .

1 W AL TER D EN IN G 文部省編輯 局 明治20年1月7 日 初版

20- 146 22 3 BEG INNE R S, /NE W NA T ION A L RE ADE RS /N UM BE R 1 育英館 明治21年 1月 日 初版 奥 田

K-0 24 8 224 NE W LAN GU AG E LE SS ON S
AN E LE MEN TA RY G RAM MA R AN D COM PO S IT ION 1

W IL LIA M

S W IN TO N
花井卯助 明治21年 5月5 日 20版 明治28年 6月20 日 滞井常 四郎

20- 17 2 22 5

NE W CO NV ER SAT ION

WR IT TEN F OR
JA PA NE SE SC HO OLS
PA RT . I .

1

J .M .D IXO N, M,A

.,F .R .S .E .武信 由太郎訳
志賀二郎

明治21年5月10 日印

刺
3版 明治22年 3月1 日 明治2 土牛7月1 日 滞井常 四郎

kー014 8 22 6
LO NG MA N S

NE W REA DE R S
F IRS T P R IME R

1 戸 田直秀 明治21年 8月18 日 6版 明治26年 1{)月 15 日 泉 田秀 吉

20- 10 6 3 22 7

BO OK S

NE W NAT IO NA L REA D ER S
M JM B ER 4
( [B AR N ES ' NE W NA T IO NA L RE A DE R S]N E W

NA T ION A L F OU RT H RE A DE RS )

1 石 田忠兵衛 積 善飴 明治22年2月16 日 SO飯 明治33年 3月26 日

K-02 3 5 228 A POC KE T AN GL O- JA PANE S E D IC T ION AR Y
l英 和袖珍]新字垂 1

イ ース トレー
キ、棚 橋一郎

亀井 忠一 明治23年 12月 12 日. 6巌 明治 24年 6月8 日 揮 井常 四郎

20- 14 5 229 ON ION F OU RT H REA DE R SAN DE R S】 1
CH AR LE S
W ,SAN D ER S, A.M

戸田直秀 明治26年 7月6 日 初版 奥 田

kー00 86 2 30 A K ITU SS IM A 1 日英 堂 . 明治26年 12月 7 日 明治36年 2月20 日 奥 田

kー0155 23 1
KAM BE S
ENG L ISH R EAD E RS .

TH宅 SEC ON D RE ADE R .
1 神 戸直吉 神 戸書店 明治 31年 4月 11 日 訂正再 明治32年 11月 25 日 揮 井常 四郎

20- 15 1 2 32

KAN D,A ,S

N EW S ER IE S

0f
ENG L ISH R EAD E RS .
N o .2 .

1 神 田乃武 三省 堂 明治32年4月 11 日 訂 正4版 明治32年 12月 28 日 奥 田

教育/中学・師範9
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20-1064

KANDA S
NEW SERIES

0f
ENGLISH READERS.
No.5

1 神田乃武 三省堂 明治33年 11月5 日 4版 明治35年4月4 日 明治34年2月25 日

20ー1065

KANDA'S

NEW SIヨRIES

0f
ENGLISH READERS.
No.6

1 神田乃武 三省堂 明治34年3月8 日 再版 明治35年4月15 日 奥田

K-0070 233
CONVERSATIONS′FOR THE USE/OF′JAPANESE

STUDENTS.
畢生会話

1河嶋敬戒 潰本伊三郎 明治33年7月 10 日 訂正5版 明治34年 11月.10 日 明治34年 11月22 日幸野吾人

20-1062 234
[BARNES' NEW NATIONAL READERS]

NEW NATIONAL FIRST READERS
1 揮井常四郎

20-1061
lBARNES NEW NATIONAL READERS]

NEW NATIONAL FIRST READERS 1 奥田

K-0139

[BAtfNE…S' NEW NATIONAL READERS】

NEW NATIONAL READERS
FOURTH READERS

1
CHARLES J.

BARNES
鐘美堂書店 明治34年 2月5 日 13版 明治41年9月25 日

20-140 235
姐ARY CATE SMITH S

LIFE IN ASIA N0.2
1
H.Saito
鹿 島長次郎

興文社 明治34年8月11.日 初版 明治35年2月 19 日奥田

K-0249 23
THE NEW ENGLーSH READERS
FOR USE IN M I王)DLE SCHOOL

THE SECOND READERー[中畢校外国語科 ]
1 井上十吉 金港堂書籍 明治35年 1月31 日 訂正再版 明治35年4月9 日 明治畠5年4月 15 日滞井常四郎

20一1066 237

STANDARD
CHOICE READERS
NO.1
[REVISED EDITION]

1

ジエー

ティ -̀ 、スウ
ヰフ ト校訂
鐘美堂編輯部

録美堂書店 明治3.5年2月20 日 24版 明治43年 2月2 日 明治40年 3月12 日奥田

20-148

S†ANDARD

CHOICE READERS
FOR USE IN

MIDDLE AND OTHER SCHOOL
N0.3

1

ジュー

ティー、スウ
ヰフ ト校訂
鍾美堂編輯部
編纂

鍾美堂書店 明治35年2月20 日 修訂 17版 明治40年9月 28 日 明治40年 3月12 日 奥田

k-0188 237
STANDARD CHOICI王READERS
FOR USE IN MIDDLE AND OTHER SCHOOL
TH IRD READER

1 鐘美堂編輯部 鐘美堂書店 明治35年2月20.日 26版 明治45年2月10 日 明治40年3月12 日

20-1067

STANDARD
CHOICE REA班RS
NO.5
[REVISED EDIT IONl

1 奥田

Kー0242 238 AESOP'S FABLES WITH ILLUSTRATIONS 1 鐘美堂編輯部 鐘美堂書店 明治36年1月29 日 19版 大正7年4月1日 明治36年 4月8 日

Kー0243 23
ASADA S
ENGLISH READERS

BOOK ONE
1 浅田英次

文食堂書店、

生文館
明治42年11月8 日 訂正7版 大正4年11月28 日 明治42年 12月27 日

Kー0142 240 NEW SCHOOL

F工FTH READ臣R
1 熊本謙二郎 開成館 明治44年 12月28 日 訂正再版 明治45年 3月 12 日 明治45年3 ォ14 日

教育/中学・師範10
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K-0239 241
The Brocade" Series

Popular English Literature
THE VICAR OF WAKEFIELD

1

OLIVER

GOLDSMITH、寮
藤秀三郎

日英社 大正元年8月1日 6版 大正9年 9月 1日 大正2年9月16 日

kー0147 242 NEW SCHOOL COMPOSITION
Bα)K TWO 1 武備由太郎 開成館 大正元年11月 12 日 訂正6版 大正 7年 12月29 日 大正8年 1月28 日

K-0099 243 THE LAUREL READERS
BOOK ONE (T汀REE) [中畢校外国語科コ 2 岡倉由三郎 大 日本蘭書 大正3年10月26 日 訂正再版 大正4年 1月13 日 大正4年 1月 15 日

2Q-180 244
[REVICEDlNEW KING'S CROWN READE甲

book m
l見本仲 等教秘書協会 ]

1

神 田乃武編
三省堂編輯所
校訂

三省堂 大正5年10月21 日 修正 10版 昭和 6年 10月19 日 昭和6年 10月26 日
中等教科書 .
協会

20-150
[R即 ICED]NEW KING'S CROWN READERS

BOOK IV 1

神 田乃武編

三省堂編輯所
校訂

三省堂 大正5年10月21 日 修正 10版 昭和 6年 10月19 日
昭和6年10月26 日
昭和8年 5月26 日

輝井一男

K-0176 245
KANDA S
CROWN READERS

BOOK F王ⅤE
1 神 田乃武 主省堂 大正5年 10月21 日 修正4版 大正9年 1月8 日 大正9年 1月 13 日

K.】0228 246 A CONC ISE′ENGLISFーGRAMMAR 1 市河三善 三省堂 大正6年 10月31 日 改訂3版 大正9年 10月15 日. 大正9年12月 14 日

20-155 247
NEW CENTURY

ENGLISH COMPOSITION
BOOK TWO

1 今井倍之 輿文社 大正6年 11月3 日 書丁正再版 大正6年 12月29 日 大正7年 1月 16 日

20- 153 248

Kuriyagawa s
NEW

CHAMPION READERS
2

1 厨川辰夫 積善館 大正7年 10月20 日 修正4版 大正 12年 1月8 日 大正 12年 1月27 日高楠弟

20- 153

Kuriyagawa s
NEW

CHAMPION READERS
4

1 厨川辰夫 積善館 大正7年 10月20 日 修正4版 大正12年 1月8 日 大正12年1月27 日高楠栄

K-0098 249

NEW

SUPPLEMENTARY READERS
FOR THE THIRD YEAR
OF TH E M王DDLE SCHOOL

1 日進堂編輯部 日進堂 大正7年 11月7 日 音丁正再版 大正8年 1月 10 日 大正8年 1月14 日

Kー0098

NEW
SUPPLEMENTARY READERS
FOR THE FOURTh YEAR
OF THE MIDDLE SCHOOL

1 .日進堂編輯部 日進堂 大正7年1.1月7 日 訂正再版 大正8年 1月10 日 大正8年 1月14 日

20-154

NEW
SUPPLEMENTARY READERS
FOR THE FOURTH YEAR

OF THE MIDDLE SCHOOL
Revised Edition

1 日.進堂編輯部 日進堂 大正7年 11月7月 訂正5版 大正13年3月1 日 大正 10年2月28 日

20一1068 250

SPELLER
FOR

ELEMENTARY
SCHOOLS

BOOK II

1

THE PEOPLE OF
THE STATE OF

CALIFORNIA/
GRACE M.

FERNALD

CALIFORNIA
STATE
PR INTING
OFFICE/SACRAM

ENTO

19 18 初版

K-0145 25ーEASY ENGL工SH/COURSIミ 1 鍵谷柴 東京開成館 1 大正8年 11月22 日 訂正四版 大正 14年 1月5 日 大正 14年 1月24 日

教育/中学・師範1 1
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Kー0177 252
NE肝CROWN 宜NGLISH COMPOSITION

BOOK TWO
1 神 田乃武 三省堂 大正9年 10月21日 修正4版 大正 12年 1月 13 日 大正12年 1月29 日高垣玉次郎

20-152 253

KANDA'S

NEW
ENGLISH GRA胤 AR

No.1

1 神田乃武 三省堂 大正9年 10月29 日. ,▼ ia si 大正 10年 1月 13 日 大正 10年 1月21 日高楠栄

20-173

KANDA S

NEW
STANDERD GRAMMAR

BOOK TWO

1 神田乃武 三省堂 大正9年10月29 日 修正8版 昭和7年 11月22 日
昭和7年 12月3 日/昭

和8年6月8打
滞井一男

k-0186 254 NEW ENGLISH PROSE COMPOSIT王0N
BOOK ONE

. 1
A . W . M e
d 1 e y
村井知至

泰文堂書店 大正 10年 12月7 日 修正再版 大正 10年 12月27 日 大正 11年 1月 13 日.

K-0178
NEW ENGLISH PROSE COMP〔)SITION

BOOK TWO (THREE)
2
A.W.Medley
村井知至

泰文堂書店 大正10年10月25 日 修正再版 大正 10年 12月27 日 大正 11年1月 13 日

20-1060 2由

NEW
FOUNTAIN

READERS
No.4

1 吉岡源一郎 育英書院 大正10年10月28 日 訂正再版 大正 11年 1月4 日 大正11年1月13 日

K-0144

NEW
FOUNTAIN
READERS

No.5

1 吉岡源一郎 育英書院 大正10年 10月28 日 訂正再版 大正11年1月4 日 大正11年 1月13 日

kー0146 256
NEW LIFE READ臨S

BOOK 1
1
東京開成館縮 .
輯所

東京開成館 大正 11年 10月23 日 訂正再版 大正12年1月5 日 大正 12年2月1 日

kー0 187 257
OKADA S

M IDDLE SCHOOL ENGLISH
BOOK ONE

1 岡田賞麿 開文堂 大正 11年 10月27 日 訂正再版 大正 12年 1月27 日 大正 12年2月3 日

20-144 258
THE HAPPY PRINCE
And Other Tales

0Scar Wilde
1 北星堂編輯所 北星堂書店 大正13年3月27 日 17版 昭和工3年9月4 日 奥田

K-0183 259 PRINE ENGLISH READERS 1
三省堂英語縮
輯局.P t

三森堂 大正 13年 10月29 日 修正再版 大正 14年 1月24 日 大正14年2月3 日

20ー149 260

K ING'S

ENGLISH COMPOSITION
FOURTH YEAR
[REVISED EDITION]

1

吉岡源一郎
演林生之助

ここ一 .コニフ .
トマス校訂

興文社 大正 13年 11月 10 日 訂正4版 昭和4年 1.2月28 日 昭和5年1月 16 日津井一男

20-142

KING S
ENGLISH COMPOSITION

FIFTH YEAR
[REVISED f加 TION]

1
吉岡振一郎

演林生之助
興文轟 大正 13年11月 10 日 訂正 6版 昭和8年 11月25 日 昭和8年 11月30 日滞井一男

K-0140 261
THE KAWASE SERIES
NEW SELECT IONS

FOR H IGHER STUDENTS
2 日準堂編輯部

川瀬 日進堂書

店
大正 13年11月20 日 3版 大正15年4月10 日

20-169 262 ENGLISH PROSE
STORIES AND ESSAYS

1 北星軍縮輯所 .北星蛍轟店 大正 15年4月 10 日 13版 昭和14年3月15 日 奥田

Kー0141 263 ENGLISH GRAMMAR AND COMPOSITION 1 光井武八郎 積善館 . 大正15年10月 10 日 改訂再版 昭和2年 1月22 日 昭和2年1月26 日

Kl0号09 264 PRACTICAL ENGLISH GRA柵AR . 1 横井役 倣文館 1 昭和2年 11月24 日 訂正再版 昭和3年3月3日

教育/中学・師範12
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201141 265 The Governess
[From Jane Eyre By Charkotte Bronte] 1 為光直経 尚文堂 昭和3年9月5日 初版

kー0189 266
TH‡POPULAR READINGS
For the 4 t h v e a r c l a s s

1 伊藤義末 東京修文館 昭和5年10月3日 初版 昭和6年1月27日

20ー157 267

THE NEW
ART
0F
ENGLISH COMPOSITION
BOOK ONE

1
A.W.Medley、.
村井知至

泰文堂 昭和6年9月28日 E ia s& 昭和7年1月22 日 昭和7年1月27日揮井一男

20-156 268

THE
JUVENILE SIDE
READERS
FIFTH YEAR

1興文社編輯所 興文社 昭和8年9月4日 初版 昭和9年1月19日薄井一男

20ー179 269
N宅W CONCISE
EASY COMPOSITION
1

1探揮由次郎 修光館 昭和9年9月25日 訂正再版 昭和10年1月10日 昭和10年1月25日片山雄

20-143 270
SCIENCS FOR
THE LAYMAN
[COMPILED WITH GLOSSARY]

1児玉省 北星堂書店 昭和16年3月31日 初版 奥田

20-1059 271 NEW METHOD ENGLISH READERS 2 1

萩原恭平′磯尾
哲夫′稲村松雄
′納谷友一′五
十嵐新次郎

開隆堂 昭和31年12月5 日 3版 昭和33年12月5日 昭和31年4月20 日

20- 175 272

Em fUhrung

in die
deutsche Sprache
[初級濁逸静讃本】

1 荘直一 尚文堂 和5年 12月15 日発行 訂正5版 昭和9年 3月28 日

20- 171 273
[K leine Deutsche Schu lgarammatit]初級

用猶逸小文典 . 1 粕谷鼻洋 南山堂 昭和8年 1月10 日 初版

教育/中学・師範13
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173 1 【女畢校用].作文教科書 第二巻 1 友田宜剛 光融館 明治36年2月10日 訂正4版 明治40年2月25日 明治37年2月26日

176 2 女子日本文典 上巻[高等女畢校園静科] 1 明治書院縮輯 明治書院 不明 4版 明治38年3月15 日 明治37年2月12日

176 女子日本文典 中巻[高等女畢校国語科] 1 明治書院縮帝 明治書院 不明 10版 明治42年5月15.日 明治37年2月12日

176 女子日本文典 下巻.[高等女畢校国語科] 1 明治書院編輯 L明拍書院 不明 9版 明治43年4月6日 明治37年2月12日

116 3 t女子教科1新日本文典上 (下) 巻 2 西岡嘉蔵
明治固書株式
会社

明治40年8月5 日 ana ilam 明治44年2月.5日 明治44年2月8日揮井常四郎

155 4
[女子教科】鷹用日本文絵巻一 (二 .三) /
編は 3

元元堂書房編
輯所

元元堂書房 明治42年10月10 日 訂正3版 明治43年1月3日 明治42年12.月24 日薄井常四郎

180 5 女子作文教本ll 巻二 2 友田宜剛 晩成虚 明治42年11月20 日 7 版 明治44年2月15日

180 女子作文教本 食三 2 友田宜剛 晩成虚 明治42年11月20 日 初版

154 6 [女子教科」日本文法 啓一 (二) 2 小山左文二 松邑三松堂 明治44年12月1日 明治45年2月14 日薄井常四郎

181 【女子教科】日本文法 巻二 1.小山左文二. 松邑三松堂 明.治44年ll2月1日 3版 大正3年4月21日 明治45年2月14 日薄井常四郎

118 7
【女子教育J 日本文法教本 上巻【高等女拳 .
校国訴科] 1 金浄庄三郎 開成館 明治43年12月6日 訂正4版 大正1年9月.27日 大正1年10月9 日浮井常四郎

123 8 女子文法教科書 下巻 1
関根正直
古谷知新 l

e srtl 明治44年10月20日 訂畢 明治45年1月15日 明治45年1月23日滞井常四郎

179 令
r新碍]女子日本文典 上 (下) 巻[高等女
畢梗国語科「 2

明治書院編時.

p
明治書院 明治44年10月25日 訂正再版 明治45年1月20 日 明治45年1月23日滞井常四郎

178 ー0
【女子教科]国文法教本 上(下)巻[高等女
畢校国語科] . 2 西岡嘉赦 明治書院 大正1年8月20日 訂正 大正1年12月11日 大正1年12月12日滞顛常四郎

174 一一[新編】女子作文教本 専一 (二 . ≡ .四) 4 友田宜剛 晩成虚 . 大正2年11月28日 薄井常四郎 .
175 一.2 [新編】女子書膳文教本 会 . 1.友田宜剛 晩成虚 . 大正2年11月28日 滞井常四郎

177 13
[改訂】女子国文法教本 上 (下) 巻 [高等
女畢校国語科] 2 西岡嘉蔵 明治書院

大正11年 1 月15日訂
正

改訂 大正14年9月28.日 大正14年11月20 日

115 14 r女鼻枠用l日太雁を教科書 上嚢 1 渡連世祐 三省堂書店 明治44年 11月P24 日 薄井常四郎

121 ー5 拠 L . ; 一m m m m sm 1 藤 田明 東京管文館 明治45年 1月5甘 訂正6版 一 大正3年8月4日 大正3年8月8 日澤井常四郎 .

K-0060 1 【新撰】女子西洋歴史 1瀬川秀雄 冨山房 . 昭和3年8月15 日 幸野吾人

Kー-0033 17 [女畢校用]外固歴史附蘭 2 穫用多門 武田交感館 改訂 大正7年 2月25 日

K一0032 柑 [女畢校用】外囲歴史附蘭【中華校歴史科] 2 渡連牡祐 六盟館 . 昭和12年7月15 日 修正 昭和 16年9 月28 日 昭和 16年 10月 16 日平田幸雄

K-0250 19
[女子教育】外囲地理教科書 下巻 t高等女
畢校地理科] 1 山崎直方 開成館 明治41年11月30 日 訂正4版 明治42年 10月15 日 明治42年 11月2 日、

K-0225 20 [女子教育]最近日本地理 1 三省堂編輯所 .三省堂 明治44年 12月2 日 修正17版 大正15年 11月24 日 幸野吾人

K一0226 2ー[女子教育]最近倣界地理 、1 三省堂編輯所 .三省堂 明治44年 12月.2 日 修正17版 大正15年 11月24 日 草野吾人

Kー0171 22 [新訂 ]女子地理教科書 [通論之部] 1 4 、川琢治 冨山房 大正 15年10月21 日 訂正再版 昭和2年1月13 日 昭和 2年2月3ー∃.

19-00182 23 G王RLS' GEOlk柾TRY

附属中畢校数
畢研究会
代表者 曾田
梅太郎

東京修文館
大阪修文館

i
大正13年2月15日. 訂正再版 大正13年3月15日 片山雄 .

k-0151 24 [高等女畢校用]生理衛生教科書 1
高等女撃校埋
科舎

元元堂書房 明治 39年8月20 日 14廠 明治 43年9月1 日 明治42年 3月 1 日

K-0181 L章5 【女子理科 ]植物教科書.[高等女拳校理科] 1 藤井健次郎
東京開成館

大坂開成館
明治39年 11月16 日 訂正再版 明治39年12月24 日 明治39年 12月.26 日

教育/高等女学校1
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K-0102 26
[章子理科]動物教科書1 全
[高等女畢校理科] 1 安東伊三次郎 W en 明治44年1月5日 訂正再版 明治44年3月21日 明治44年3月23日

K「0215 27 [新制女子]鉢物教科書[高等女畢校理科] 1 脇水鏡五郎 東京開成堂 大正11年12月25 日 訂正4版 大正14年1月5日 大正14年1月13日

kー0083 28 家政諸本 1林吾】 金港堂 明治21年9月 10 日 初版 滞井常四郎

K⊥0077 29 【女子師範撃校 ]家事教科書 上 (下)巻 2
佐方鎮/ 後閑

菊野
明治蘭書 明治44年2月 10 日 薄井常四郎

K-0078 30 [新編】裁縫教科書 中 (下)巻 Zl今村順子
成美堂書店

目黒書店
大正元年9月7日 訂正再版 大正2年 2月5 日 大正2年2月12 日揮井常四郎

k-0072 3ーt最新]家事教科書 上 (下) 巻 . 2 佐々木 君代 大 日本圃書 . 大正2年10月30 日 訂正再版 大正3年 1月28 日

k-0058 3 2 家事新教科書上巻 (下巻) 2 石浄書麿 集成堂 大正5年 10月30 日 訂正 11版 大正 15年 12月24 日 昭和2年1月10 日

kー0059 家事新教科書 下巻 1 石博吉麿 集成堂 : 大正5年 10月30 日 訂正 11版 大正 115年 12月24 日 昭和2年1月.11 日池 田政子

K-0081 3 3
[最新 ]割烹教軍書 下巻

[理論之部′宴智之部] 1 武藤 じつ 啓成社 大正6年7月8日 昭和7版 昭和 9年 3月2日

k-0059 34 裁縫新教科書 一 1 伊藤英 子 集成堂 .. 大正13年 8月 15 日 訂正4版 昭和 3年 2月1.4 日 文部省検定済 山崎英次郎

k-0059 裁縫新教科書 二 1伊藤英子 成堂 大正13年10月7 日 訂正4版 昭和 3年2月14.日 文部省検定済 山崎英次郎

k-0059 裁縫新教科幸 三 1 伊藤英子 成堂 . 大正13年10月7 日 訂正4版 昭和 3年2月14 日 文部省検定済 山崎粂次郎

k-0059 裁縫新教科書. 四 1伊藤英子 成堂 大正13年10月7 日 訂正4版 昭和 3年 2月 14 日 文部省検定済 山崎粂次郎

k】0087 35 a m m m w - 1 伊藤 S t? iH inEM 大正13年8月15 日 訂正4版 昭和 3年 2月 14 日 文部省検定済 山崎輿次郎

kー0087 裁縫新教科書 二 1伊藤英子 集成堂 大正13年10月7 日 訂正4版 昭和 3年 2月 14 日 文部省検定済 山崎粂次郎

k-0087 裁縫新教科書 三 1艦 蝣v-JU" 集成堂 大正13年 10月7 日 訂正4版 昭和3年2月 14 日 文部省検定済 山崎柴次郎

k-0087 裁縫新教科書 四 1伊藤英子 集成堂 大正13年10月7 日 訂正4版 昭和3年 2月14 日 文部省検定ll 山崎粂次郎

k-0097 36 .t現代]裁縫教科書 巻一 (二) 2 吉村千鶴 東京開成館 . 大正14年2月19 日 修正3版 昭和.2年1.2月23 日 大正14年 10月3 日

k-0071 37 [現代]裁縫教科書 巻四 1 吉村千鶴 東京開成館 大正14年2月19 日 訂正6版 昭和7年 1月20P日 . 文部省検定済

kー0073 38 最新家事 前編 (後編) 2 倉橋惣三、他 冨山房 昭和2年 11月21 日 訂正再版 昭和3年3月2.日 文部省検定済 山崎粂次郎

k-0088 39 新式中等裁縫 巻一 (巻三、巻四) 3 牛込ちゑ . 東京開成館 昭和8年7月26 日 訂正再版 昭和8年 9月18 日 昭和8年11月 17 日

kー0096 40 新式中等裁縫. 巻一 (巻三、巻四) 1 牛込ちゑ 東京開成館 昭和8年7月26 日 音丁正4版 昭和 1.2年1月29 日 昭和12年2月4 日

k-0089 41 新式中等裁縫 巻三 1 牛込ちゑ 東京開成館 昭和8年7月26 日

20- 113 42 [修身教科コ法制経済教書 全 1
中島信虎
小池素康 .

開園杜 明治44年12月23日初版 薄井常四郎 .

S PEACE READERS 昭和4年9月 訂正再 昭和5年1月18日

教育/高等女学校2
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160 II晋用明治文典 全 . ll芳賀矢ー 冨山房 明治45年3月4日I - , J滞井常四郎 I

磨

文 再 明

大正14年1月5日 初

大 再 昭和14 11月30日

18⊥0210 5 6 OU R B U S IN E SS D IA R Y [英文/商業賓践】 全
切 田太 郎′古館
市太郎 ′共著

松 邑三松堂 明治44年 12月25 日 4版 大正6年 12月20 日

K-0 1 00 7
N宅W NA†ION RE AD ER S

BO O K TW O (TH RE E ) [中畢校 外国語科] 2
小 久保 定之

助 、鈴 木富太
壷文館 大正 13年 9月 10 艮 町正再版 大正14年 1月13 .日 大 正14年1月20 日

K-01 85 8 A NE W TE XT BO OK O F B U SIN ES S E NG L IS H 1 伊 地知純正 冨山房 大正 14年 2月 10 日 書丁正再版 昭和2年 11月30 日

20- 177 A NE W T奴T BOOK /O F/B U S IN ES S EN GL ISH 1 伊 地知純正 冨山房 大正 14年 2月10 日 訂正再版 昭和2年 11月30 日

20-66- 9I[嘗段]商業軽要 .上巻 [大正五年度修訂] lUK 本陶一 l同支社 ー 明治40年3月3日l 19版l . 大正6年2月15.巨= I
20-108 to t中等教育].商算教科書 上編 l ll小野十郎 一昔文館 1 明治41年11月5 日ー 再版- 明治42年3月25日l I

20-67 ー1[[新撰]商畢提要[巻之上】 1 1l佐野善作 ,三省堂 ー 大正5年11月21日- 改訂5版r 大正14年1月27日I l t

20-109 [改訂】最新商業史[西洋之部] 大正5年2月6日 訂正再販 大正9年12月25日

【賓業畢校]民商法教科書
輿 人

明治44年3月1日
正

大正9年2月15日

8 0 14
[大正享 年印刷】囲藩教穣 巻 三 [陸 軍中

央幼年畢校漁科及 陸軍地方幼年 畢校 用】 1
陸軍 中央幼年
畢校

大正3年4月31 日

20- 110 15
[大正 五年】土木畢 教程.[木 鉄及埠堵ニ依ル
構築法′普通科工兵用 】第十五版 1 嘩 軍砲工撃校 ‥陸軍砲 工撃校 . 大正 5年12月1 日序 15版 宇都宮 七五

20-1 12 16
土木畢教程 [木鉄及埠堵 ニ依ル構築法′普通

科工兵用 ユ第十五版 附蘭 1 陸軍砲 工畢校 陸軍砲 工畢校 大正5年 i5版 宇 都宮 七五

20-11 1 ー7
土木畢教程/ (普通科 工兵用) ′土工 第九
版 ′附蘭 1Ⅰ陸軍砲 工撃校 陸軍砲 工畢校 大正5年 9版 宇都宮 七五

K-0064 18 【大 正七年改訂】属畢教程 1
K-00 6 5 19 [大正七年改訂]兵器畢教程 専一 1

19- 00 145 20
[電 気及機会 工畢教程 ′ (高 等科工兵用) /
機械及機 舶] ご第 三巻 攻撃坑道 ノ形 式を .

上村 工兵 陸軍砲 工畢校 大正8年 7 月 2版 大正8年 宇 都 宮七五

20-10 3 2l
[大 正十二年度 甲種畢 生】機械 参考 【内燃機

関附蘭】 1 陸軍 工兵 撃校 .陸軍 工兵 撃校 大正 12年 3月 初版 宇都宮 七五

16一一0004 4 22 陸軍大学 校参考本 【支隊戦術講授 書] 有 田恕 陸 軍大学校 明治33年 5月 17 日 初版

教育/実業学校1
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20ー162 23

[EDUCAT ION MANUAL EM625]
Preface to Philosophy :Textbook[A self-
teaching Course]
FOR THE USE OF PERSONNEL OF 、ARMY-NAVY-
MARINE CORPS-ーCOAST GUARD

1
Willam Ernest
Hocking、他

THE MACMILLAN
COMPANY

1946 19460000 1

K-0198 地理教科書
治固書株式
社

大正15年11月10日

k-0084ー 25l家事教科書. I 2ー甫守ふみ I晩成堂 : 1 明治41年12月28 日ー 3版I 明治42年4月25ー∃ー 文部省検定済
k-00日5 [晋用]家事教科書 I 1I甫守ふみ ー晩成堂 l 明治41年12月28 削 14胤 大正3年3月30 別 文部省検定済

井 士
lコ 大正元 10月31日 大正4年3月5

大正2年2月25日 大正3年8月15

教育/実業学校2
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20-119 1 高等回文 1
第一高等畢校
国文単科

吉川半七 明治29年4月11日 初版 輝井常四郎

15王 2 高等漢文諸本 全 1
簡野道明校訂
圃語漢文研食

明治書院 明治39年12月25日 揮井常四郎

k-0050 3 倫理畢 全 [師範学校教育科] 1 小泉又一
大 日本園書株

式会社
明治41年2月6 日 訂正再版 明玲4 1年3月.15 日 明治41年3月 17 日重野吾人

[第二五六
リ衛生撃ヲ修 スへシ

輿倉喜平 大正7年12月

K-02 10 Deues Deutfches Orammatifches 木 大正12年2月22日 大正13年3月1日

20】114 6 [再板]農業全書巻 四 【菜之類 ] 1 再板

20-114 【再版]農業全書巻 九 [諸本 之類 】 1 再板

20-115 7 【官版]泰西農畢 【初篇 】下 1

大草南校
[緒方 中助教 儀

一辞′柳 河正七
位 春蔭閲/市川
中富字生 [清
流]閲]

官板 御用御書

物師
須原 屋茂兵衛′

山城 屋佐兵衛/
岡 田屋嘉七′和
泉屋 金右衛 門′
和泉屋市兵衛/
紀伊国屋源兵

富 田俊一郎

17【00724 8
[日曜畢校]初等科【第一年′教案] 上巻
(前半期)

川中勘之助 警醒杜書店 大正3年5月28 日 初版 高楠順次郎

17-00725
【日曜畢校]初等科[第三年′教案] 上巻
(前半期) 海老滞亮 警醒社書店 大正4年2月18日 初版 高棉順次郎

17ー00726
[日曜撃校]初等科[第三年′教案コ 下巻
(後半期)

m z m '-fh 警醒社書店 大正4年10月28日 初版 高橋順次郎

17-00727
【日曜撃校]ヰ 等科[第三年′教案] 下巻
(後半期)

海老揮亮 警醒社書店 大正3年3月24日 初版 高楠順次郎

18-02790 [日曜畢校]幼稚科教案[第二年/下巻] 海老薄亮 警醒社書店 大正5年3月25日 初版 高楠順次郎

18ー04289
[聖公曾 日曜撃校教案]第一撃級 (第萱草年
/第式畢年) 上巻 (教師用)

ヒユ .ゼ . ヲ
チス

日本聖公会出
版社

大正4年3月8日 初版 高橋順次郎

17ー01062 9 級別 日曜撃校教授細 目
日本組合基督
教会 日曜畢校 .

警醒社書店 大正2年10月4日 初版 高楠順次郎

香

教育/その他学校1
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20-165 ll
BEST STORIES from the BEST BOOK
AN ILLUSTRATED
B ib le Compan ion for the Home

1
JAMES EDSON
WHITE王

SOUTHERN

PUBLISHING
ASSOCIATION

1900 初版 奥甲

20-179 l2
THE

CAT嘘DRAL READERS

BOOK ONE
1
REV.JOI刑

A.0'BR王EN

SCOTT,FORESMA

N AND COMPANY
1920 1923年 1月10 日 奥 田

20-178 13
THE
CATHEDRAL READERS

PRIMER
1
REV. TO邪

AーO'BRI一三N

SCOTT,FORESMA

N AND COMPANY
1922年6月5 日 1927年 1月10 日 奥田

20-1056 ー4
THE STORY OF ANIMALS [PART H Animals

W ithout a Backbone]
1
CALVERT
SCHOOL

CALVERT

SCHOOL
昭和 21年 初版

教育/その他学校2
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205 1 [力のつく]讃方自学書 1
小畢撃習指導
研究会

育成館 昭和8年4月5日 片山雄

18ー02929 t力のつく]譲方自学書【六単年後期用]
小撃畢習指導..
研究骨

育成館 」
昭和8年9月10日 8版 昭和10年9月10 日

18-04356 2
[補充教材】尋常小畢校 地理歴史 資料附
ID

東京市小学校
長会

泰東同文局 明治41年6月1日 初版

79 3 新令字解 1 慶腰 4 年 6 月 宇都宮七五

128 4 国文評輝 1 落合直文 博文館 明治25年 12月26 日 薄井常四郎

17ー0 1283 5
[中等教育/和漢文講義] [論文]日本政記講

義 (上 . 下)

河村定静 (北

演) 講述 、
誠之堂 明治26年3月6 日 10版 明治31年1 1月

161 日本′1、文典 1 岡崎遠光 ▼ 東京修文館 明治28年 2 月 l1 日 沖守人

130 7 保元物語頭本 1 今泉定介 明治書院 .
明治30年 11月 5 日訂

正再版
12版 明治 37年5月10 日 滞井常四郎

73 8 [新式]日本文法 1 岡田正美 大 日本蘭書 明治33年2月26 日 滞井常四郎

117 9 日本語法会蘭 i 窪田亮善 輿文社 明治34年5月 13 日 沖守人

156 ー0 日本文払中教科書備考 全 1廟成館縮輯所 東京大阪 開
成館

明治36年6月5 日 滞井常四郎

18ー03182 ll. [教科参考1 日本文典要義 岡滞鉦次郎 博文館 明治41年7月17 日 初版 薄井常四郎

72 ー .高等.日本文法 . .. 1 三先重松 明治書院 明治41年 12月 15 日 滞井常四郎

206 13 圃藩解輝法 1武島又次郎 こ 文昌関 . 明治42年9月ユ5日 薄井常四郎

186 14 手帖論簿 1東洋倫理考究. 明治の家庭社 明治42年 12月13 日 400版 昭和5年5月1日 薄井一男

137 15 宮殿武具装束蘭 1 明治書院 明治44年 12月24 日

110 1fi
[高等畢校′専門畢校 ]受験本位 漠文選
第二篇 1 池田/j、蘭太 積文堂書店 大正14年3月25 日 再版 大正15年9月9 日

18-03422 一丁[受験と趣味の]日本文法 千代延尚轟 弘道閣 昭和4年 11月10 日 5版 昭和4年 12月 1 日 秋山正史

78 ー8 国文重要帝集 1 金常吉定 発行者宅 昭和5年8月25 日 薄井常四郎

75 19 [修正]高等国文法 1 書淳義則 修文館 昭和9年 12月15 日 訂正再版 昭和 11年 1月20 日 薄井一男

148 2 補習漢文 . 1 田中健三 薗静漢文拳骨 昭和7年6月3 日 再版 昭和8年 12月5 日 揮井一男 、

18-03184 2ー[改新]帝国讃本 務習辞書 二 1

芳賀矢一/東京

辞書出版社編
輯所

東京辞書出版

社
.昭和5年7月 15 日 初版 片山雄

18-03417 22 [改新】帝国諌本 務習辞書 三 1

芳賀矢一′東京
辞書出版社編

m m

東京辞書出版
社

昭和5年 2月 10 日 初版 片山雄

18-03418 23 [改新]帝国讃本 線習辞書 五 i
芳賀矢一′東京
辞書出版社編.
輯所.

東京辞書出版

社
昭和5年2月20 日 初版

18-03419 24 [改新]帝薗讃本 線習辞書 六 1

芳賀矢一′東京
辞書出版社編

輯所

東京辞書出版

社
昭和5年8月 15 日 初版

25 t師範畢校1国文教科書参考 .本科用啓一 .l lー光風館編輯所 J光風館書店 I 明治42年3月7日l - 1 藤井常.四郎
88「 It師範畢校]国文教科書参考 本科用巻二 1光風館編輯所 ー光風館書店 I 明治42年3月28日I 1 I 1薄井常四郎

」 88L .[師範拳校]国文教科書参考 本科用巻三 一11光風館編輯所.ー光風館書店 l 明治42年4月T5i r t薄井常四郎

教育/学習参考書1
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88 [師範畢校]国文教科書参考 本科用巷四 1 光風館編輯所 光風館書店 明治42年5月22 日 薄井常四郎
88 [師範畢校]囲文教科書参考 本科用巻切 1 光風館縮輯所 光風館書店 明治42年5月22 日 澤井常四郎.
88 [師範畢校]囲文教科書参考 本科用巷五 1 光風館編輯所 光風館書店 明治42年4月15 日 薄井常四郎
88 [師範畢校1国文教科書参考 本科用巻六 1 光風館綴輯所 光風館書店 明治42年6月5 日 薄井常四郎

88
[師範撃校]国文教科書参考 本科用. 作者
小感 完 1 光風館編帝所 光風館書店 明治42年7月13 日 滞井常四郎

89 [師範畢校]国文教科書参考 本科用巷二 1 光風館編輯所 光風館書店 大正2年2月8 日 滞井常四郎

89 [師範畢校]国文教科書参考 本科用巷三 1 光風館編輯所 光風館書店 大正1年10月28 日 薄井常四郎

89 [師範拳校]国文教科書参考 本科用巷四 1 光風館編輯所 光風館書店 . 大正2年4月20 日 薄井常四郎

89 [師範畢校】国文教科書参考 本科用春立 1 光風館編輯所 光風館書店 大正2年6月4 日 薄井常四郎
89 [師範畢校]国文教科書参考 本科用巷六 1 光風館編輯所 光風館書店 大正2年10月15臥 薄井常四郎

89
【師範畢校]国文教科書参考 本科用 作者
小僧 . 完 1 光風館締輯所 光風館書店. 大正3年2月5日 薄井常四郎

日本小文 大
坐 小文典 坐 文 守

K- 00 57 2 7 [自修]小畢生の 国史 尋常第 五撃年 改訂 1 三省堂編輯所 Z ォ g 昭和8年 1月15 日 片 山雄

K1 30 47 2 [尋 常六年生 の]薗 史の研究 1 小畢教育研 究 日本 出版 社 訂正 昭和8年1月20 日 片 山雄

K-00 3土 29 [改 定】[高等]小単 日本歴史 巻 一 附園 . 1
K- 00 30 【改 定]【尋常】小峯 日本歴史 巻 二 附囲 1

16-00073 30 [新撰]大 日本帝国史 1 松井広吉 博文館 明治23年6月16 日 初版 澤井常四郎

K-0017 3ー[受験浸備ユ日本歴史問答 1.篠田正作 此村庄助 明泊24年5月lJ2 日 4版 明治25年2月24 日. 薄井常四郎
18-03202 32 [訂正増補]日本小歴史 全 1 谷口政徳 . 博文館 明治2五年1月15日 初版 薄井常四郎

K-0113 33 日本歴史問答 . 坐 1 冨山房 冨山房 明治27年12月30日 9版 明治畠1年2月20日 薄井常四郎

18-02865 34 大 日本通史 上 1 萩野由之 博文館 明治31年11月13日 初版 薄井常四郎
19-00211 35 [新品]内周小史 上巻 1 新保磐次 W iM S M 明治32年2月10日 訂正再版 明治32年9月9 日 薄井常四郎

K-0066 36 日本歴史参照国表 完 1
和田高書/中揮
澄男./磯田良

吉田半七′松村
九兵衛

明治35年4月2 1日 2版 明治36年4月1日 沖守人

K-0028 37 [新編]国史教科書備考 初級用下巻 1辻善之助 金港堂書籍 明治39年8月1日. 初版 薄井常四郎
k-0131 38 [新定]日本外史抄本 1岡田正之 開成館 大正元年11月25日 訂正再版 大正7年12月5 日 薄井常四郎
K43027 39 日本歴史のたすけ 1薄地憲 鈴木常松 大正2年1月10日 8版 大正5年5月1 0 高尾博暗

KT0224 40 [絵本]日本外史 第一冊 1痛山陽 博文館 大正7年5月5日 初版 幸野吾人
18ー035 14 41 [文法詳解]日本外史講義 上 1 片岡潜夫 宇都宮七五
17ー00172 42 1[最 も要領を得たる]畢生日本歴史の研究 1 中等教育曾 日本出版社 大正13年3月25 日 im 鼻田秀吉

Kー0046 43 国史資料集 第一巻 1 敷革錬成所 龍吟社 昭和12年3月27日 3版 昭和19年3月30 日

K -0 01 8 4 4 【受 験必携]支那歴史問答 1 山本頼輔
日進 堂/精 英堂

出版
明治25年 8月13 日 初版 滞 井常 四郎

K-009 3 4 5 支那歴 史問答 ..全 1 冨山房 冨山房 明治27年12月30 日 4版 明治29年 10月4 日 薄 井常 四郎

Kー002 2 4 6 【中等教育】東洋歴史 全 1 木寺柳 次郎 博 文館 明治 31年3月23 日 初版 薄 井常四郎

K-002 1 4 7 初等東洋 史 全 1 &a ra ^三敵 大 日本固着 明治32年4月8 日 訂正3版 明治 34年 3月6 日 薄 井常 四郎

19-00 34 3 4 8
R ef ere nc e B oo k o f th e Un iv er sa l

H is to ry [修正増補]西洋歴史 参 考書 全
木多 種治郎 賓永館書店 明治 35年 6月28 日 再版 明治35年10月20 日 頭 書倶楽部

K-00 16 4 9 【教科摘 要]畢生 の西洋歴 史 1 亀 井忠一 三省 堂 大正11年 8月 13 日 3版 大正13年3月22 日 直 田秀吉

K-016 6 50 西洋歴 史 1 高尾博 昭

教育/学習参寄書2



香 過
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Kー0199 5ー健 界地理問答 全 1 冨山房 W U l 明治27年 12月30 日 7版 明治31年3月15 日 澤 井常四郎

kー0167 52 内外 晋用地 圏[性界之部] 1 幣原 坦 共益 商社書店 明治30年 11月. 初版 揮井 常四郎
K-0I68 内外晋用地 鳳【日本之部 ] 1 幣原 坦 共益 商社書店 明治30年 11月 初版 揮 井常四郎

17ー00023 53 本籍 地理講義 完 喜 田貞吉
歴 史及地理講

習会
明治35年6月政 揮井常 四郎

19-01068 54 地 理的 日本歴史 1 吉 田東 伍 南北社 大正3年 10月25 日 3版 大正3年12月 1五日 有 田青松

19-00714 55 [教科摘 要]畢生 の 日本地理 1 亀 井忠一 三省 堂 大正7年5月9 日 18版 大正 13年 3月 I3 日 草野吾人

K-0129 56 [表解] 日本地 理 上 1 中等教育研 究 光世館書店 大正9月23 日 11版 大正 14年3月3 日

17-00424 [表解] 日本地 理 下 1
中等教育研 究

所編
光世館書店 大正8年9月23 日 改版8版 大正13年10月23 日

18-02054 57 [参者]改造外 囲地理 1 長谷川輿三 治 博文館 大正 11年 10月 15 日 5版 大正 13年 7月15 日 滞井常 四郎.

17-00038 58
[受験準備 】CONCISE GEOGRAPHY OF JAPAN
[最 も要領 を得た る] 日本地理 1 諏訪徳太郎 大修館書店 大正 13年4月.16 日 初版 幸野吾人

17-00555 59.[慶 考】堆界 地理 講義 ▼ 1 西 田卯 八 東京管文館 大正14年4月 10 日 初版

K-0221 60 【自学 自習 中等参考 ].趣 味の世界地理 上巻 1 角 田政治 三友社 大正 14年4月20 日 初版 草 野吾人

K-0160 61 【中華校 受 験叢 書 女畢校]地歴の正 しい 1 吉 田三男也 文洋館 大正 14年9月21 日 初版 草 野吾人
18-02080 6 2 GEOGRAPHY JAPAN [最近 改訂 】畢 生の 日本 地 1 三省堂編輯 所 .三省 堂. . 大正 14年9月20 日 21版 昭和2年9月11月

19-00309 GEOGRAPHY JAPAN [最近 改訂 ]畢 生の 臼本地 1 三省 堂編輯 所 三省 堂 大正 14年9月20 日 21版 昭和 2年9月11 日 勝 島恒 夫

Kー0159 63 [最 新]わか る外囲地理 . 1 藤原龍 甫 高岡書店 P 大正14年 11月20 日 再版 大正14年12月 1 日 幸 野吾人

Kー0158 64
【中華校 . 高等畢校 / 賞業畢校 一入 畢志望
者必携 ]新地理 問題回 答 と其 の畢習 法 1

毛利憲 一
大谷 直次

B J gt 大正15年 12月 10 日 初版 幸 野吾人

K-0161 65 [グ ラフ中心 ]日本地理年鑑 1
畢海指 針社縮
輯 所

撃海 指針 社 昭和3年 5月 17 日 初版 幸 野吾人

18-04575 66 [新制]最近慢界地 蘭 1 三省 堂編集 所 三省 堂 昭和6年9月 27 .日 修正再版 昭和 7年 1月 15月 薄 井†男

Kー0165 67 [尋常六年 生の]地理 の研 究 1 小 畢教 育研究 日本出版社 昭和8年 20版 昭和 8年2月 15 日 片 山雄

17-00115 68 上代歴 史地理新考 南海道 山陽道 山陰道
北陸道 r附風十記逸文注籍 l 1 井 上通泰 三省 堂 昭和16年4月20 日 初版 滞 井常 四郎

17-01268 69 大東亜共柴圏地 圃帖 地蘭研 究所編 日.本統制地 蹴 昭和19年3月10 日 初版

20→1057 70 代数畢知識之整理 1
森 田幸次郎
岩田久吉

共同出版者 大正3年4月20 日 S IS 大正5年11月20日 高尾博昭

K-0062「 7†l[新保向の入試問題]代数畢精粋 l 11吉岡斗松監修 シグナル週報 、ー 昭和4年1.0月15別 4版1 昭和4年10月30.日 I

本 丸 社 治22年3月6日

全 明 12月30日 明

敬 要 大正3年10月21日
星=
ロ

精 文 坐

20 - 176 76
[N EW N A T ION A L SE CO N

fニ ュー /ナ シ ョナ ル ]
D RE AD ER ] 正 則
第 二 リー ドル 讃 案 内 L 1 森 修 一 吉 岡 平 助

明 治 19年 6月 3 日版 権
免 許

12版 明 治 24年 2月 13 日 奥 田
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20-166 77

[ROUTLEDGE S WORLD LIBRARY

THIRD AND LAST VOYAGE

0F
CAPTA IN COOK.

1

THE REV.HUGH
REGINALD

HAWEIS

GEORGE
ROUTLEDGE AND
S ■

LONDON

1886 初版 長田秀吉

k-0154 78 THE AUTOBIGRAPHY OF Benjamin Franklin 1
BENJAMIN
FRANKLIN

CASSELL&

COMPANY
明治 26年 鐸井常四郎

20-170 79 General Gordon
[W ITH NOTES] 1

S.A▼SWAINE
吉岡哲太郎校

訂増註

[KAISH INDO,&Y

OSHIOKA &CO.1
開新堂 (加藤

鏡書)

明治27年 1月22 日 8版 明治 32年 2月20月 滞井常四郎

K-0241 80 COMME良CIAL KNOWLEDGE 1 岡田市治 中西屋書店 明治37年 11月15 日 11版 大正2年 4 fl l日

k-0230 81
THE REMIN ISCENCES OF THE RUSS0-
JAPANESE WAR

1 玉鼻岩雄 輿文社 明治 39年11月30 日 書丁正再版 明治 40年4月15 日
揮井常四郎

/

K-0247 82 TEN P王ECES ON THE SIMPLE L IFE 1 鹿 島長次郎 輿文社 明治40年 1月22 日

K-0239 令3
The 〝Brocade〝Ser ies/ Popu lar English

Literature/ THE V ICAR OF WAKEFIELD
1
OLIVER
GOLDSM ITH、賓
藤秀三郎

日英社

明治45年7月2.9 日印

刺/ 大正元年8月 1日

発行

6版 大正9年9月.1日 大正2年9月 16 日坂井慶三

k-0229 84 THE BUSINESS LETTER 1 前田定之介 誓文館 大正6年 1月 13 日 初版

K-0094 85 JAPANESE INTO ENGLISH
和文英詩 自習 1 山田時之助 . 金利源次 大正6年4月 17 日 得能利統

k-0232 86 USEFUL QUESTIONS AND ANSWERS ABOUT
CUSTOMS,ETIQUETTE

1

エ ドワー ド、

エス、ステイ
プンソン

丸首 大正 7年 12月31 日 再廠 大正 9年2月10.日

K-0238 87
Oxford Essays from English Political

Ph ilosophers/ EDITED AS A TEXT-BOOK OF
STANDARD ENGLISH FOR JAPANESE STUDENTS

1 山崎宗直 興文館 大正8年4月9日

K-0240 68
TI壬E GREEK HEROES

STORIES TRANSLATED FROM NIEBUHR
1

ARTHUR

RACKHAM,
A.R.W.S.

CASSELL AND

COMPANY, LTD
某

K-0132 89
耶IP S TO

ENGL工SH COMPOSIT ION
C0胞JON MISTAKES CORRECTED

1 岡田賓麿
開文社、泰文

壁
大正 11年 1月 1 日 改訂 36版 大正 14年 3月30 日 秋山正史

Kー0245 90 HYMNS OF THE PURB LAND 1
大麻寺派本願

寺畢務部

EDUCATIONAL
DEPARTMENT OF

THE WEST
HONGWAN TI

大正12年2月25 日 高楠順次郎

.k†0231 91
SELECT READING FROM CONAN DOYLE [F IRS†

SERIES]
1 揮村寅二郎. 研究社 大正 13年3月15 日 初版

K-0234 92
BERNES NEW NATIONAL READERS
N別「NATIONAL TH IRD READER
[自習]ナショナル第三 リーダー

1 林弘之 石塚書舗 大正13年4月 5 日 高楠弟

k-0190 93 ANTHLOGY OF THE ENGLISH LANGUAGE 1 山崎青春 村岡表 . 大正 14年9月10 日 初版

Kー0133 94
POINTS OF SYNTAX IN ENGLISH
TRANSLATION WORK INTO JAPANESE
英静最重構文要覚

1 戸沼佳元 弘道観 昭和2年2月5日 21版 昭和2年4月.10 日 秋山正史

K-0246 95
Lord Avebury's IHE USE OF LIFE

Translated and 一三xplai一一ed
1
長谷川康、間
崎勝義

弘文館 昭和3年 3月15 日

20-159 96 [構文解説]英文解輝問題選 1鈴木友三 啓明館 昭和8年 5月 16 日 8版 昭和9年4月20-局 薄井一男
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20- 158 97 [頻出入試]英文和讃問題集 1三省堂縮輯所 三省堂 昭和12年3月30日 12版 昭和12年5月1日 片山雄

k-0149 9由GULLIVEJT S TRAVELS TOLD IN WARDS OF
ONE SYLLBL式

1
CASSELL AND
COMPANY

20- 160 99 [濁逸/ヘステル氏]第～諌本圃案内 1
寒谷重次郎挿

罪

加藤鎮吉

同盟出版 (日
進堂′十字屋 )

明治16年6月1 日版権

免許
明治 19年 6月 滞井常四郎

K-0244 100 Unsgem色h lte Brofa
敏文精選 全 . 1 小野滞百八 南山壷書店 大正14年4月25 日K-0244 100 Unsgem色h lte Brofa
敏文精選 全 . 1 小野滞百八 南山壷書店 大正14年4月25 日

20-1052 101l[自修 ]珊逸潜難文詳解 l 1t荘直一 l太陽堂 昭和I7年7月20 別 初版

独 店 大正7年9月1日

日本人-人参のK-0127 井
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著者名 発行所 初版発行年 版 発行年 寄贈者

20-161 ー
Lehr und Lesebuch Uber der sinnliche und

sittliche
Anschauunesunterricht fUr die

1Albert Haesters Tokio 1884 滞井常四郎

18ー04279 2 [新編]教育畢 1湯本武比古 普及舎 .明治27年10月1日 13版 明治33年6月1日

18-04349 3教育畢教科書 1 大瀬甚太郎. 金港堂書籍 明治31年1.2月30日 初版 薄井常四郎

18-04276 4 普通教育畢 1小泉又一 大日本図書 明治37年10月27日 再版 明治38年3月20日薄井常四郎

17-00605 5 【ラツド氏}教育畢 1帝国教育骨編 三省堂書店 明治40年7月29日 初版 草野吾人

18甲04535 6 [増補]教育辞愛 1育成会 育成会 明治35年5月15日. 増補1版 明治42年9月30日幸野吾人

18-04350 7 [普通】教育撃 . 1小川正行、他 宝文館 大正2年1月10日.-訂正再版 大正2年9月28日伊達恵教

18ー04361 8 教育畢要領 1龍山義亮 大日本図書 大正2年11月2日 初.版 揮井常四郎 .

18-04393 9 【近代]教育畢大集成 1 藤原喜代蔵 中興館書店 大正7年1月13日 8版 大正8年4月30日

18-04630 10 [最近]教育畢説の叙述及批判 1渡追政盛 J 大同館 大正7年3月13日 初版 伊達恵教 .

18-04635 ll [集説′批判∃教育畢概論 1渡蓮政盛 大同館 大正10年1月8日 改訂5版 大正14年6月5日伊達恵教 .

19-00918 .ー2 [最′新]教育畢大全 上 1谷本富 . 同文館 大正12年4月10日 初版 花井斐夫

19ー00850 [最′新】教育畢大全 下 1谷本富 同文館 大正12年5月10日 初版 花井斐夫

18-04278 13 [観近1教育畢 1佐藤熊治郎、他 東京宝文館 大正12年12月5日訂正再版 草野吾人

18ー04590 ー4 新カント畢派の教育説 1.勝部謙三 大村書店 大正14年10月5.日. 初版

18ー03274 15 体系的教育科精義 . 1 岡田悟川 太陽堂書店 大正15年1月28日 初版 伊達恵教

18-04632 16 m u m m m 1篠原助市 宝文館 大正15年5月5日 10版 昭和2年2月1日伊達竹院

19-00909 ー7 幼稚園資際的保育畢 1 木下一雄
東京保栂専修撃校

出版部
昭和5年2月1日 初版

18-04255 一.8.最近の教育哲畢 1 長田新 岩波書店 昭和13年4月10日 2刷 昭和13年6月3ー)日

18-04636 19 フレーベルの教育畢 1 荘司雅子 大八洲出版 昭和19年9月1日 初版

20-76 20 隠者の夕暮- 稿本評輝- 1
ペスタロツチ
福島政雄

福村書店 昭和22年11月10日 初版

18-04629 21 【修訂]日本教育史 上 1 佐藤誠実 大日本図書 明治23年11月21日 再版 明治36年7月7日伊達恵教

18一04629 [修訂]日本教育史 下 1 佐藤誠実 大日本図書 明治24年3月14日 再版 明治36年7月7日伊達恵教

18-02842 22 [修訂]日本教育史 (上下合綴). 1 佐藤誠実 大日本図書 明治23年11月21日 再版 .明治36年7月7日薄井常四郎

18「04253 23 内外教育史 : 1 能勢栄 金港堂書籍 明治26年11月18月 3版 明治27年2月26日薄井常四郎

18-04527 24 内外教育小史 1 原亮三郎 金港堂書籍 明治29年11月28日 初版 宇都宮七五

18-04480 25 新教育史 1 山田禎三 集英堂 明治32年2月20日 6版 明治34年4月1日

18-04589 26 [改訂】最新近世教育史 1 小西重直 金港堂書店 昭和2年11月30日改訂再版 昭和3年2月21日伊達恵教

18-02714 27 iM iil s 塁 坐 1川崎又次郎編 鴨島晋 明治31年6月17日 初版 高楠順次郎

18-02097 28 【近時に於ける】教育問題の研究. 坐 1森岡常蔵 文昌閣 明治42年3月5日 3版 明治42年6月1日

18-04588 29 教育大意 1 河野清丸 目黒書店 明治44年5月25日 初版 草野古人

17-00661 30
現代教育主義の弊及其救済法[一般教育殊に初等
教育の研究} 1

英国エドモンド.

ホームズ
松本源太郎.葛西

又次郎共訳

大正2年5月7日 初版 M l

18ー02400 3↑現代思潮と教育 1稲毛課風 大同館 大正4年1月15日 初版 幸野吾人

18ー02017 32 社骨的国民教育[一名青年義勇団] 1 田中義一 博文館 大正4年5月4日 3版 大正4年6月15日薄井常四郎

教育/教育学等1
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18-04243 33 教育と社食 1 大 日本文明協会
大 日本文明協会事
務所

大正5年5月15 日 . 初版 花井斐夫

18-0210 1 34 .【戦後に放ける]我園の教育 1 編輯同人 同文館雑誌部 大正6年5月25 日 初版 讃書倶楽部

18-04628 35 【社曹約の宙己賛現]教育進化の六千年 1 三浦関造 隆文館図書 大正6年9月23 日 初版 伊達恵教

18-04621 36 [現今 ]改造的教育思潮批判 1 渡部正盛 大同館書店 大正 10年9月7 日 l5版 大正13年6月 15 日渡部政盛

18-04024 37 自由教育の研究 1 高山直通 明治風音 大正 10年 11月15 日 . 8版 大正11年2月25 日伊 達患教

17一0013、1 36 最近教育思潮批判 1 小林澄兄 明治蘭書 大正 12年4月24 日 10版 昭和5年2月 1日 伊達恵教

18→34534 37 膚最近教育思漸批判 続 1 小林澄兄 明滑蘭書 大正 13年9月1 日 8版 昭和5年2月 1日伊藤恵教

18ー04626 1 38 日新教育の経験 1
水木要太郎

吉川保三郎
教学相長社 昭和4年7月25 日 初版 山崎栄次郎

18ー02009 39 [家庭及び畢校に於ける]情意教育の賓際 1
Meinr ich
Hanselmann
野口彰訳

西滞書店 昭和7年 10月8 日 初版 西田正一

18-02715 40 人間草 と韓民教育 1 近藤春治 誓文館 昭和8年4月20(日 6版 昭和15年4月20 日

l9ー00507 4ー本居宣長教育説選集 1 武田勘沿 第一出版協骨 昭和12年6月10 日 初版

19-00631 42
[思想問題から観た]中等教育改革論 [附録 教員

笑話】 1 新井無二郎 花井斐夫

18-02015 43 英雄教育法 1

教育振作勅語御下
賜紀念事業部支
部、小畢校教育精
神作興脅支部

各府街 、教育振作

勅語御下賜紀念事
業部支部。各府

賄、小畢校教育精
神作興合支部

昭和14年4月13 日 初版

18-04395 44 日本教育原論 1 福島政雄 藤井書店 . 昭和 14年4月13 日 初版
18-04247 45 綜合及び統合教育の研究 1 由良哲次 管文館出版 昭和 15年11月20 日 初
18-02712 46 教育生命論 1 福島政雄 目黒書店 昭和16年10月30 日 2版 昭和 18年6月30 日

18-04259 47 ク リーク教育哲学 1
稲富栄次郎
佐藤正夫

育芳社 昭和 18年 1月 10 日 初版

19-00579‥ 48 母性教育論 1福島政雄 藤井書店 昭和18年 1月15 日 再版 昭和18年5月1 日

18-02711 49 国民教育の課題 1 稲富典二郎 創元社 昭和 18年4月 15 日 初版
19-00562 50 日本教育の樽統 1長谷川如是閑 玉川畢園出版部 昭和18年 12月5 日 初版
18-02591 51 道義の牲界観と教育 Ⅰ1 竹下直之 青葉.書房 昭和 18年 12月8.日 初版
18-04001 52 圃民畢校概論 1 入港宗欝 藤井書店 昭和18年 12月25 日 初版

19-00674 53 日本教育の道統 1 金川義之 日本放送出版協骨 昭和19年10月20 日 初版
20-85 54 現代教育論 1 石山僑平 朝倉書店 昭和27年 l1月30 日 再版 昭和28年 3月 15 日

18-03431一 55 [通信教授】心理畢 全 1‥井上園丁 通信課拳骨 明治l21年8月22日 初版 笹井琢志

18ー02593 56 [ウ. ント氏]心理畢概論 上 1
元良勇次郎
中島泰歳辞

富山房 明治31年11月24 日 初版 津井常四郎

19-00678 51 見童心理畢 1 松本孝次郎諸 普及舎 明治32年5月19日 再版 明治32年7月15日

17-00410 58 賓放心埋草講義 坐 1
野上俊夫
上野陽一

同文館 B ォ}42年9月30日 再版 明治42年10月5日幸野古人

18-03515 59 [鬼童教育の科挙的根底]脊生.心理畢 1
大瀬甚太郎
山元源之丞

大目本圃書 明治44年9月5日 初版 伊藤恵教

19-00584 60 【新撰]心理畢 1篠原助市、他 曹文館 大正1年10月26 日 再版 大正2年1月7日薄井常四郎
17-00660 61 【最新]批判的心理畢 1 渡部政盛 大同館 大正8年7月10日 初版 花井斐夫
18-04160 62 青年心理講話 1 野上俊夫 弘文堂書房 大正8年8月1日 再版 大正8年8月15 日望月周三郎
19-00802 青年心理講話 i 野上俊夫 弘文堂書房 大正8年8月1日 再版 大正8年8月15日花井斐夫
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17-00033 63 教育心理畢概論 1
W.H.Pyle
顕官「郎訳

中文館書店 大正10年6月1 日 初版 花井斐夫

17ー00665 64 [受験準備期の]児童及び心理試験 1 古川竹二 天地書房 大正 11年3月 18 日 初版 草野吾人

19-00685 65 [新制 ]心理学 1
入揮宗寿
武政太郎

東京開成館 大正 11年11月24 日 訂正4版 大正14年 11月 14 日伊達恵教

19-60071 66 【師範畢校/第二部用∃心理畢 1大瀧甚太郎 康文堂書店 大正 15年 10月28 日 初版 草野吾人
19-00479 67 見童社食心理畢 1 波多野完治 同文館出版部 昭和 13年3月20 日 15版 昭和 15年 7月 15 日
18-02484 68 青年心理畢 1 青木誠四郎 賢文館 昭和 13年5月31 日 8版 昭和 14年 1月20 日 薄井一男

18-C椙423 69 晋際的見童畢 1 松本孝次郎 同文館 明治 34年12月 10 日 初版
19-00681 70 太郎は如何にして教育すべき平 . 1 大村仁太郎 同文館 明治38年4月20 日 11版 明治39年 10月28 日 泉田秀吉
18ー04257 7ー低能見教育法 1 乙竹岩造 目黒書店 明治41年4月 16 日. 初版 花井斐夫
18-02706 低能児教育汝 全 1 乙竹岩造 目黒書店 明治41年4月 16 日 6 版 明治42年 1月 16 日

19-00676 72 教室内の鬼童 1 加藤末吉
中井最三
山本良助

明治4 1年11月 18 日 三版 明治41年 12月 10 日

18-04249 73 青年.と人格 1.赤司繁太郎
寺本安之助

杉本要
明治42年 11月3 日 再版 明治42年 11月 10 日

19ー00449 74 個性観察法の晋際 1 中淳忠太郎 m m 大正2年6月2.5 日 再販 大正3年5月5日 高尾博昭

19-00677 75 都市の見童 坐 1 大 日本文明協会
大 日本文明協曾事

務所
大正3年7月 10 日 初版 花井斐夫

18-04250 76 [家庭′畢校】子女の用心 1 石橋臥波 東京曹文館 大正6年 1月 12 日 初版
19-00670 77 憲太郎は如何にして矯正すべき乎 1 服部北漠 南北社 大正6年8月20 日 4版 大正7年9月 15 日 草野吾人
18-04345 78 観近の免責研究 . 1 閲寛之 洛陽堂 . 大正8年5月1日 初版 花井斐夫
18-03068 79 [現今]鼠童救護の晋際 1 関寛之 洛陽堂 大正8年8月1日 初版 准井斐夫
18-04291 80 子供のおもちゃ教育 1 服部北濃 博文館 大正9年5月5日 初版
18-04346 81 見童畢要領 一1 繍寛之 洛陽堂 大正 11年4月 1.5 日 初版 花井斐夫

18-04392 82 児童は如何にして学習するか 1
平田華蔵
佐藤隆徳

大日本学術協会 大正 12年7月20 日 初版 草野古人

18-04030 83.子供を賢くする為めに 1 三田谷啓 実業之日本社 大正 13年4月8 日 初版 四部俊一

18-03407 84 [母の種本]子供を良くする急所 1 新井兵菩
大 日本雄桝骨講談

社
昭和 10年1月1 日 初版 勝島恒夫

18-04455 85 人を作 る.教育 1 谷 口雅春 光明思想普及会. 昭和11年9月20 日 初版 門脇観次郎
18-04256 ▼86 国の子の家庭教育 1 飛田多事雄 . 新潮社 昭和 17年7月7 日 初版
19-00586 87 母親畢校 [母の骨の問題] 1 山田清人 中川書房 昭和18年3月20 日 初版
18-04533 88 日本の廉 1 武田勘治 三教書院 昭和18年4月.15 日 初版

20-74 89
TALKS TO PARENTS AND TEACHt魂S
親 と教師に語る[子供の世界 とその導きかた ] 1

ホーマア . レイン
小此木盤三郎訳

日本評論社 . 昭和24年 12月25 日 8刷 昭和26年7月15 日

20ー73 90 ll母と教師を結ぶ文庫]子 どもを伸ばす条件 1 東井義雄 明治図書 昭和35年4月 初版
18-04344 9 1 (一人一人を生かす) 1 不明 不明 不明

18-04285 92 小草校管理法 1 佐藤熊治郎、他 東京宝文館 明治43年11月15日 訂正再版 明治44年1月10 日薄井常四郎
18-0459 1 93 畢校管理法提要 1 鼻田寺憲 目黒書店 大正3年1月23 日 再版 大正3年3月9 日′伊達恵教

18ー02090 94 教師及校長論 全 1 津柳政太郎 同文館 明治41年11月30 日 初版
医学博士望月 .
惇一郎

19-00577 95 小畢校 其の機能と避管の賞際 . 1 山本隆一 明治蘭書 昭和4年2月.20日 初版
18-03090 96 畢年 .畢期始と終の教育 1 菊池秀男 高踏社 昭和11年2月20日、 初版
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18-02594 97 [生活指導]撃級経費の展開[高一] 1 入港宗爵監修 明治蘭書 昭和4年5月15 日 初
18-02595 98 [新主義を活現せる]車扱経管の方針と賓際 1 野瀬寛顛 文化書房 昭和6年4月25 日 初版
20 - 72 99 教壇入門r 若き教師とともに- 1 室田昂 同畢社 昭和25年5月15 日 初版 山陽新聞社

20-82 I.00

Tsudy Reports of Institute For Educational
Leadership′8th Session/別ementary School
Administration
第八回教育指導者講習研究集録【小学校管理]

I.
昭和二十六年度教
育指導者講習会

昭和二十六年度教
育指導者講習会 .

昭和27年2月 初版

20-82 101

Tsudy Reports of Institute For Educational
Leadership′8th Session/別eraentary School
Administration
第八回教育指導者講習研究集録[小学校管理]

1
昭和二十六年度教
育指導者講習会

昭和二十六年度教
育指導者講習会

昭和27年2月 初

20-82 ー02 IFELの生活記録[小学校管理] 1
昭和二十六年度教
育指導者講習会

昭和二十六年度教
育指導者講習会

昭和27年2月 初版

18ー04277 103 古川氏盲唖教育法 1 文部省図書局 文部省 大正2年3月20 日 初版 澤井常四郎

17-00069 ー04 吃音矯正教科書 1 松輝忠太
財圃抵人 日本吃音

撃院
大正 13年7月5 日 13版 大正14年6月10 日

18ー03185 一.05 単音畢講話 全 1 岡倉由三郎
誓文館書埠

両文館書店
明治34年 11月2{)日 初版 揮井常四郎

19-00682 106 E開卓主義ユ小畢教授法 1
大田義弼
竹本重雄

松村善助 明治 17年 10月25 日 初版

19-00894 107、教授の段階に屈する研究 1 横山英次 目黒書店 明治38年11月5 日 4版 明治43年4月 5 日 幸野吾人

18-04394 108 【小畢 ]科外教材及教法 1 横山徳次郎 宝文館 明治40年 2月.3 日 3 明治40年4月 5 日

18-03343 ー09 小畢校教授細 目 1
東京高等師範撃校
附慮小畢校編纂

大 日本圃書 明治40年4月27 日

19-00900 ー10 小畢校の.理論及教授訓練の嘗際 1 佐々木清之丞 W * tB 明治40年12月1 日 初版

19-00675 ー1ー教壇上の教師 1 加藤末吉 山本艮助 明治41年3月12 日 増補9版 明治42年3月 15 日

19-00147 112 教育教授の新潮 1 横山柴次 弘道館 明治41年 11月20 日 5版 明治42年 1月25 日

20-64 1ー3 iitsM is 1 乙竹岩造 目黒書店 明治42年 10月5 日 3版 明治 42年10月 15 日

18ー04634 114 教授訓練の革新 1 下平末蔵 同文館 明治45年7月15 日 再版 明治45年 7月 18 日 伊達恵教

18-03355 115 [分開式動的]教育之音.際 1 永良郡事 永良郡事 . 大正8年1月3 日 初版 草野吾人

18ー04354 116 最新教授畢精義 . 1.小川正行 . 目黒書店 大正12年3月25 日 6版 大正15年 10月20 日 伊藤恵教

18-04631 1一丁【新潮 ]教授汎論大集成 1 近代学術研究会 中興館 不明. 伊達恵教 .

19ー00638 ー18 教授原論 [特に囲民畢校の授業] 1 篠原助市 岩波書店 昭和 17年11月 10 日 初版

18ー04415 ー19 作業研究寮習教程 1

日立航空機株式会
社立川発動機製作
所

日立航空機株式会
社立川発動機製作

所

昭和 19年2月 初版

復 する研究 永 人 文 明治42年3月20日
のさせ方[- 生の巻] ョ 4月25日 昭和4年2月10日

19 -0 06 06 12 2 [訂正再版]郷土地誌 1
長 野市小 畢校聯合
#

光風館 書店 明治38 年 3月 30 日 再版 明治39年 4月 20 日 滞井 常四郎

19 -0 05 75 12 3 郷 土の調査 及研 究 [各教科郷土化 の賞際】 1 滋賀願 島小畢校 明治蘭書 昭和 6年 9月 25 日 3版 昭和7年 2月 10 日

19 - 00 593 2 4 郷 土畢 習指導方案 1 郷土教育聯盟 刀 江書院 昭和 7年 7月 8 日 初版
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18-04241 125 [師範畢校教授要目′準接 ]各科教授法 1 小平高明 目黒書店 明治43年 12月27 日. 初版 滞 井常四郎

18-03277 126 r新撰 ]各科教授法 1 小川正行、他 . 東京宝文館 大正 1年 10月 18 日 訂正7版 大正8年 1月8日 伊達恵教
18-03276 127 [普通】各科教授法 全 1 小川正行、他 宝文館 . 大正2年 1月 10 日 初版 揮井常四郎
18ー02927 128 [系蘭的教育科教科書1親近 各教科教授法 1 小川正行、他 東京管文館 大正 11年 1.2月 15 日 2版 大正12年4月20 日

19-00893 129 鬼童の畢カ調査 と心性考査 1 岸高丈夫 隆文館 大正 12年3 月3 日 初版 草野吾人

18-03189 30 [教育科教科書 ].新各科教授法 1 乙竹岩造 培風館 大正 13年 10月20 日 訂正再版 大正14年 1月31 日 華野吾人

19-00583 131
日本教育と教科経費 [修身 国語 国史 固童

唱歌]
1 1

鹿島嚇三原女子師
範畢校附属小畢校

(記載なし) 昭和9年 11月10 日 初版 附属小撃校

19-00684
日本教育と教科裡督 [算術 地理 理科 体換

# X ]
2 1

広島県三原女子師

範畢校附属小撃校

広島県三原女子師

範畢校附属小畢校
昭和9年 11月 10 日 初版 附属小筆校

20-70 132 [小筆校における]畢習効果判定の新 しい要綱 1

東京女高師附属小
畢校見童教育研究
A
コこく

単車蘭書出版社 昭和24年2月25 日

Ll

初版 ぬ本条】郎

20-88 133 [文部省認定通信教育 ]教育評価 1 日本教育大学協会 日本教育大学協会 昭和27年5月28 日 初版

17-01068 134 各科教授 と現代文化 1 1

17-01069 各科教授 と現代文化 2 1
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19ー00731 I 教育勅語術義 1
那珂通世

秋山四郎
共益商社書店 . 明治 24年1月7 日 8版 明治26年2月.17 日 沖守人

19-00540 2 教育勅語問答 1 岡島安平 蘭書出版骨社 明治24年6月28 日 再版 明治24年 7月 13 日 宇都宮七五

13 -00960 3 動静祈議 1.井上哲次郎 ′ 敬業社 明治24年9月2 日 21版 明治31年3月5 日 薄井常四郎

18-02716 4 [教育]勅諭述義 1
室轡総督府民政部

畢務諌
▼明治32年3月22 日 初版 揮井常四郎

17-00146 5 [賓蹟′教育] 勅語星髄 1 堂屋敷竹次郎 悌光社 明治44年7月1 日 2版 大正 3年6月5日 宇都宮七五

18-04238 6 教育勅語講話 1 川村理助 U M ai 昭和 11年3月30 日 7版 昭和11年6月10 日 鳥越恭「

19-00817 7 教育動静謹話 1 森清人 直藍出版社 昭和 18年1月25 日 初版

18ー04280 8 教育勅語術義 1 酉晋一郎 賢文館 昭和15年4月20 日 初版

19】00673 9 教育劾話術義 1 酉晋一部 朝倉書店 昭和19年9月20 日 初版

18ー04627 I.0 教育法規全書 1 浅井馨、.也 松村書房 明治26年4月16 日 初版 淳井常四郎

18二蝣03319 ll t訂正増補]戦時教育策 [附 戦勝後の教育] i 伊能嘉架巨 六合舘書店 明治27年 11月22 日 訂正再版 昭和10年2月 18 日宇都宮七五

18-04518 12 [国民教育]法制綱要 1 武藤七郎 帝国書院 大正 7年 1月26 日 初版

20-87 13 [広報資料 8 ]新 しい教育課程 [小 . 中学校 ] 1 文部省 文部省 昭和33年、12月 初版

19-00488 14 資業補習畢校ニ関スル諸調査 1 文部省社曾教育局 文部省社曾教育局 昭和6年4月3日 初版 花井卓蔵

18ー04385 15
[昭和九年十月二日現在]全開公立私立中華校ニ
聞スル諸調査 1 文部省普通撃務局 文部省 嘩和10年10月25.日 初版 広島賄

18ー04384 ー6
[昭和九年十月一、日現在]全圃 [高等女畢校′資料

高等女畢校】耳閲スル諸調査 [昭和九年度 ] 1 文部省普通撃務局 文部省 昭和10年 11月 12 日 初版 広島解

18-03204 17 青年畢校関係法令 1 文部省社曾教育局 文部省 昭和 10年10月 1日 初版 広島賄

18-04274 ー8 青年畢校関係法令 [追録] 1 文部省社食教育局 文部省 昭和11年3月3 1日 初版 文部省

18-02129 19 [昭和十一年三月∃青年畢校制度解説 1 文部省社食教育局 文部省社食教育局 昭和11年3月3 1日 初版 文部省

18ー04386 20
[昭和十一年五月十 日現在コ全国 [盲畢校′聾唖拳
校]ニ闇スル薄謝査 [昭和十一年度 ] 1 文部省普通畢務局 文部省 昭和12年3月31日 初版 市役所

18ー03420 2ー最近文部省 [各科′視畢委員]視察復命書全輯 1 川口勇 玄文社 昭和12年5月25 日 5版 昭和 12年6月 10 日.

19-00018 22 [養護訓導]執務要項精義 1 岡田道一 明治蘭書 昭和18年1月20 日 初版

18-04390 23 [打倒 日本 ]支那の排 日教育 . 1 保々隆臭 邦文社 昭和6年9月 1日 10版 昭和6年9月15 日

19-00690 24
[巽東防共自治政府1排日教科書改訂事業 [附 北
支に於ける教育工作の重要性 ] 1 東亜文化協会 東亜文化協会 昭和12年5月25 日 初版

18-03356 25 癖制中等畢校の教育【制度の解説 と其の運督】 1
曽我部久
佐藤和韓璃

賛文館 昭和 18年 12月 10 日 2版 昭和19年6月1 日

19ー00589 26
新牽制下 の進撃指導 [人草考査法解説 [附 関

係諸通牒 .諸規定]] 1

文部省国民教育局
監修

文政研究全編

新紀元社 (記載な し)

19-01038 27 カナ遣改正ニッイテノ建議 1 文部省 . 文部省 l 初旗 花井卓蔵

19-00745 28 臨時仮名遣調査委員合韻事速記録 1
臨時仮名遣調査委

員会
明治42年 1月 18 日 初版 南棟順次郎

19-01030 29 〔国籍′字音〕備名遣改定案 1
文部省臨時国語調
査会

明治国書 大正14年 1月5 日 初版 揮井常四郎
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18-03358 30 発音式カナ達要求の費 1 松坂忠則
か柁シや骨′曾員有志
単音式カナ適期成
同盟

昭和6年9月26日 初版 花井卓蔵

18-03243 3 1 口語法 会 1 文部省
固定教科書共同販
膏所

大正5年12月10日 初版 薄井常四郎

18-03244 32 口語法別記 全 1 文部省
固定教科書共同販
m m

大正6年4月28日 2版 大正6年5月15 日輝井常四郎
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19-00667 I 公徳養成之資例.[附 英人之気風ユ 1
諌膏新聞縮輯
局編

文革堂 明治36年4月20 日 初輝 望月大学

17ー01220 公徳養成之賓例[附 英人之気風] 1
讃亨新聞編輯
局編

文草堂 明治36年4月20 日 初版

18ー03389 2 [改訂′尋常小畢1修身書例話原接 1 相島亀三郎 東京宝文館 明治45年5月5日 改訂再版 大正4年5月lO日
18-04244 3 [森先生】修身教授録 1 斯道会 同志同行社 昭和15年5月.30日 10版 昭和17年5月20 日

19ー00898 4
囲民科修身指導案 (≡) 【初二年′前期]掲

ヨイコドモ 啓三
1 岩礁六郎 明治圏書 召召和16年6月1日 口版 昭和16年6月5日

18-03291 5
文畢教育科講義[[第一学年/第一戟 園語
尊史 .完]

1 保科孝一
東京専門畢校
出版部

明治34年10月10 日 初版 薄井常四郎

Jt望.18一03275 6 園話教授法指針 全 1 保科孝一 宝永館書店 明治34年10月30日 初版 澤井吊四郎
18【03342 7 綴方教授法精義 1 藤井慮逸、他 弘道館 明治42年5月5日 初版

67 8 [中等教科]国語法政作文法教授参考書 i 上 大日本風書 、明治43年3月22.日 初版 滞井常四郎
工8-03295 9 [新教科書]諌方教授資料 1 瀧口文夫 大成骨 明治43年6月5日 初版 茎7L貢

204 10 [新定諸本]教授資料 金一 1 4、山左文二 秀英舎 明治44年3月7日 初版 薄井常四郎

JB204 [新定諌本]教授資料 啓二 1小山左文二 秀英舎 明治44年5月5.日 初版 薄井吊四郎

J払204 t新定讃本]教授資料 啓三 1小山左文二 秀英舎 明治44年8月1日 初版 薄井吊四郎
脇 1204 [新定諸本]教授資料 巻四 1lj、山左文二 秀英含 明治44年8月23日 初版 薄井吊四郎

一弘204 [新定諸本]教授資料 金玉 1小山左文二 秀英舎 明治44年6月10.日 初版 薄井吊四郎
204 [新定諸本ユ教授資料 巻六 1 小山左文二 秀英舎 明治44年10月5日 初版 薄井常四郎

17*00117 ll E固定]新譜本の研究[高等第→畢年] 1 豊田八十代 畢海指針社 明治44年11月19 日 初版 澤井常四郎
18-03341 12 晋験綴方新教授抵 1 豊田八十代、 膚文堂書店 明治45年3月10 日 初版 幸野吾人

163 ー3 [簡明1 日.本文典教授備考 1 光風館編輯所 光風館書店 大正3年1月20 日 初版 薄井常四郎
18-02926 ー4 [持説]薄み方教授 . 1 w m m 弘道館 大正3年9月13 日 初版 幸野吾人

95 15
t師範教科]新撰圃語頭本教授資料 啓一
(二 ..三 .四 .玉 ..六)

6 明治書院 大正5年4月28 日 初版 揮井常四郎

77 16 大正日本文法教授参考書 1 保科孝一 育英書院 大正7年7月15日 初版 押守人

17-00136 17 教育文畢十講. 1 三浦関連 隆文館蘭書 .大正7年11月2白日 初版 伊達恵教

18-02930 18 囲甫教授の批判と内省 1 垣内敬三 不老閣書房 昭和2年8月1日 4版 昭和2年8月15日

19ー00782 ー9 綴り方研究叢書. 日生活.させる綴り.方指 1 千葉春雄 . 厚生勝者Jg . 昭和3年12月20日 初版

18ー02968 .20 囲静諌本研究 [尋常小畢校謹本第.萱 研 1 不明 不明

18-02961 21 [小拳固簿頭本巻ー]形象と埋骨 巻一 1 垣内松三
文撃社/不老閣
書房

昭和8年4月15日 初版

18-03353 22 綴方への通 1 石森延男 修文館 昭和10年11月19日 2版 昭和15年10月15日l

13-03273 23 小学校囲静諸本綜合研究 .～ 1 国語教育拳骨 1岩波書店 昭和13年3月15日 初版 某
18-03352 24 国語教育の.新債域 1 西尾実 岩波書店 昭和14年9月15 日 初版

18-03237 25 [国語教材]説話文撃の新研究 1 丸山林平 藤井書店 昭和12年1月24 日 初版 某

70 26 送候名法 会 1 沖守人

40 27 4、学校国語一年[提出文型の解説] . 1 学校図書 昭和32年 3 月 初版

17「01292 28 [文法詳解]東菜博議許義 巻之叫 1 五十川左武郎. 青木嵩山堂 明治43年7月15日 再版 明治42年6月1日

17ー01292 [文法詳解]東莱博議溝義 巻之二 1 五十川左武郎 青木嵩山堂 明治43年7月15日 再版 明治42年6月1日

1ト01292 [文法詳解]東来博議講義 巻之三 1 五十川左武郎 青木嵩山堂 明治43年7月15日 再版 明治42年6月1日

17-01292 [文法詳解]真東博議講義 巻之四 1五十川左武郎 青木嵩山堂 明治43年7月15日 初版
■■■- ■■

■-
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kー0125 29 十七憲法和解 1鹿瀬進一 水野佐助 明治22年3月 1日 再版 大正9年2月15 日 薄井常四郎

18-03456 30 【註舞]日本歴史 1 槍山鋭 1I富山房 明治40年 5月3 日 3版 明治40年 7月30 日 幸野吾人

18-02114 31 国史之教育 1 喜田貞吉 三省堂書店 . 明治43年6月22 日 三版 明治44年 1月1 日 有田青松

l18-04242 32 歴史教授の賓際的新主張 1 山田義直 モナス . 大正 13年 2月1 日 8版 昭和3年 5月 10 日 某

19-01067 3畠新教育思潮に立てる国史教育 1

鹿島解三原女

子師範畢校附
属畢校

鷹島嚇三原女
子師範畢校附
属畢校

昭和 4年6月16 日 初版 山崎英次郎

l9-00373 34 【精神科聾的心理拳に基づ く】新国史教育 .1 三木英太郎 明治蘭書 昭和6年3月1日 初版 某

k-0233 35 [小畢国史]全教材⊥貫の指導精神究明 1梅淳囲松 国史教育研究 昭和11年7月27 日 初版 某

K-0025 36 [統合1歴史教科書 日本史教材解説書 1 督藤斐葦 大 日本蘭書 (不明) 薄井常四郎

t Kー0200 37ー【普通畢全書]日本地理新書 I lほ 山房 . l冨山房 I 明治24年8月14 日ー 3版t 明治25年5月2.8別 1小林連

K-0092 3引地理教材研究 第三輯 1 地盤教材研骨 相 黒書店 i 大正12年4月30 日f 再版1. 大正12年5月5別 I幸野吾人

17-00657ー 3" 【地人相闇より観たる]地理科畢菅の指導 r 1-三木英太郎 一文光社 . 大正13年10月1日. 初版. ー l尊野吾人 l

17-00100 40
THE SOLUTION OF ALL PROBLEMS
G印的ETRICAL f参考平面幾何草間題通解]

l
教準教授普及
#

K ilM <い川 初版 高尾博暗

K-006 1 41
固定補嶺と新式問題[尋常小撃算輝の研究】
第五畢年用 1

/ト畢教育研究
会

日本出版社 昭和6年1月101ヨ 初版 森之□□

18-02337 42 幾何畢基礎論 1 中村幸四郎 共立出版 .昭和9年8月10日 3版 昭和22年4月30日 松本粂】ll郎

17-00804 43 工業敦畢 1 福田武雄 山海堂 昭和16年3月13日 10版 昭和22年3月15 日I- - - I

K-0217 4
THE MATER IAL OF NATURAL STUDY
【普通教育]理科教授資料 1

樋口勘治郎、
他

鐘美堂書店 明治39年9月30日 訂正3版 明治40年10月1日一

.17-00858 45 [高等教育】無機化撃の基礎 続編 1 永海佐一郎 し内田老鶴圃 昭和18年2月14月 5版 昭和24年5月25日 m

17-00142 46 科撃の教室 中巻 1
Gerald.S.Crai

g、久保亮玉等
共訳

時事通信社 昭和24年5月10 日 2版 昭和24年5月15日 其

18一03357 47 [資際的取扱を示せる]蘭画畢習の新指導 1

鹿島願三原女
子師範畢校附
属小畢校

鹿島癖三原女
子師範撃校附
属小峯校

昭和4年6月16 日 初版 山崎柴次郎

Kー0080 48 ノ[小畢]裁縫教授書 1 川村渡 液路新聞社 明治 16年4月 初版 薄井常四郎

K-0079 4 [裁縫科参考書 ]女畢裁縫教授書 : 上巻 .1 金田孝女 金田孫三郎 、 明治22年 12月 14 月 初版

kー0042 5 裁縫教授書 .上 1 替間恵美、他 普及舎 明治30年3月28 日 再版 明治 30年5月10 日 滞井常四郎

k-0095 5 1 手工科教授書 1
棚橋源太郎

岡山秀義
貴文由 明治38年 7月 10 日 初版

19-00075 52 [最.新 ]家事教授法精義 1 石津吉磨 教育研究骨 昭和6年 3月24 日 初版

18-04038 53 [戦時]家政畢 [戦ふ日本の家政教育] 1 林勇記 友朋堂 昭和19年 11月25 日 初版

教育/教授資料2
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20-1046 54 【文部省調査′髄換準接]普通教室運動法 1

高見揮宗蔵′乙
訓鯛助/石橋就
五郎

博報堂 明治39年7月1日 訂正9版 1明治44年4月1日

17-00536 55 諸礼式濁習指南 1 横 山順 (逮 三叢惑 明治27年5月26 日 初版 薄井常四郎

18-02910 56 古穫一掬… 附録 1
陸軍中央幼年

撃校

陸軍中央幼年

聾校 .
明治43年8月5.日 初版 滞井常四郎

18ー02592 57 [師範畢校/中学校]作法教授要項 1 大菓久吉 誓文社 明治44年10月13 日 35版 大正 10年 10月 1日

19-00734 58 雑魚式講義 1 平岡好文
愛知囲撃院同

窓会
大正 14年8月24 日

訂正増補

4版
噸和 7年3月 1日

18-02415 59 穂法要項解説 1 稚法研究会
皇国青年教育
協会

昭和17年5月5 日 初版 某

18ー04271 60 [家庭及幼稚園]年中行事のお話 1内 山意尚 日本保育館 昭和 18年2月 15 日 初版

各 明

17- 00 14 5 6 2 G OOD R ICH S P IC TOR IA L H ISTO RY OF F RAN CE 1.S .G .GO OD R ICH .
E .H .BU TL ER &CO
(P H ILA D EL PH I

A )

明 治 4年 初版 車都 宮 七 五

18- 02 7 10 6 3 H YD RO DYN AM IC S 1 H ORA C E L AM B
C AM BR ID GE AT
THE
UN IVE RS ITY

明 治 12年 6版 昭 和 7年
三 菱 重 工三

原 製 作 所

18一0 460 9 64 P OL IT IC AL EC ON OM Y 1
W .S TAN LE Y
JEV ON S

MAC M ILL AN 明 治 17年 4 JK ? 得 能 利 統

18一0 44 14 6 5 AL GE BR A FO R B E G INN ER S 1
I▼T OD HUN T ER ,H

A ..F .R .S .

PUB L ISH ING
COM PAN Y

明 治 2 1年 初 版 真 田秀 吉

17 -0 07 49 6 6 OU TL王N E S OF TH E WO R LD 'S H IST O RY 1
W ILL IAM

SW INT ON

DO S ISHA , a

C0 .
明 治 2 2年 村 上 勘 .太 郎

17- 002 29 6 7 G E NER A L H IS TO RY 1
PH IL IP VA N

NE SS MY ER S

G IN N &

COM P ANY
明 治 2 2年 明 治 39年 林 礼 二 郎

18ー02 5 78 6 8 H A LL AM S C ON S T ITU T ION A L H IST OR Y O F
EN GL AN D.

1 HE NR Y H AL LAM
WA RD , L OC K,
AN D Co .

木 村 大 介

17- 003 98 6 9 H AN DO BO O K FOR E LE CTR IC AL EN G INE ER S 1 HA RO LD PE ND ER
J0 1封 W ILE Y

AN D SO NS 王N C▼
大 正 3年 2版 大 正 1 1年

18- 029 14 70 GR IF F IN S SC IEN T IF IC T t王X T- BOO KS 1 G .H .GU LL IVE R
CH A RLE S
G R IF F IN A ND
C OMP AN Y

192 1年

17- 00 83 6 7 1
HA ND tBO OK O F M A TH EM AT IC A L T AB L ES an d

F ORM UL AS
1 BU R ING TON

H AND BO OK

PU B L IS HE RS ,
INC .

昭 和 8年 8版

広 島 ア メ リ

カ 文 化 セ ン
ター

18- 02 53 8 72 L OR D C L IVE 1 L ORD M AC AU LAY
Lon gm an s,
G re en , & C o .

泉 田秀 吉

18- 02 54 1 73 B RE NTA N O P SY CH OLO G Y 1
D R . FR AN Z
B RE NTA N O

EMP IR IS CHE N
STA NP UN KT E

不 明 林 礼 二 郎
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18-02731 74 AKUはINIUM AND ITS ALLOYS 1 C.GRARD
C O N S T A
B L E & O N L
P A N E L 、

不明 某

17-00365 75 COMBUSTION ON WHEELS 1 David L. Conn
Houghton
Wifflin
Company

不明
広島アメリ.
カ文化セン
ター

教育/教授資料4
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過
香

書名 巻
序

冊

・&!
著者名 発行所 初版発行年 版 発行年 寄贈者

18-03414 1修身教育 少年立志伝 1榎並則忠 濱本明昇堂 明治2ヰ年6月25日 初版 薄井常四郎

18-03324 2 [畢校′家庭丁教訓お伽百話 . 1
19ー00585 3 革新的修身教育原論 1河野清丸 南光社 昭和8年10月20日 初版 花井斐夫

20-2 4 [慶長以来]諸家著述日.録[和畢家之部]全 1 中根粛治 八尾新助 明治27年5月24日 初版 揮井常四郎

1白-0330 1 5 園畢三遷史 1 中野虎三 吉川半七 明治30年9月17日 初版 浮井常四郎

18ー03187 6 m サ* サts 全 1 保科孝一 m 明治35年10月8日 修正3版 明治39年6月20 日伊達恵教
18-03294 7 書藷畢講話 坐 1 保科孝一 曹永館書店 明治35年10月8日 初版 薄井常四郎

18- 03241 8 膚日本文典 坐 1 大槻文彦
吉川半七
三木佐助

明治30年1月9日 10版 明治32年11月 日滞井常四郎

18-03242 9 康日本文典別記 坐 1 大槻文彦
吉川半七
三木佐助

明治30年1月9 P L 4版 明治32年5月 日揮井常淘駄

18ー03181 ー0 日本犬文典 坐 1 落合直文 博文館 明治30年8月15 日 再版 明治32年8月5日.澤井常四郎

18-03293 日 日本文法論 1 山口孝雄 賛文館 明治41年9月10 日 初版 薄井常四郎

18-02971 ー2 [批判的解説]一般文法の原理 1 小林英夫 岩波書店 昭和7年12月20日
19-002的 ー3 囲語法品詞論 1 杉山栄一 三省堂 昭和18年12月20 日 初版

18-02227 ー4 国葡畢 [薗静音響畢] 2 1、安藤正次 不明 不明 不明

20-57 15 小栗略縁起【相州藤沢山内長生院 ] 藤津小栗堂 .揮井常四郎

18-03451 ー6 補註神皇正統記 1 大久保初雄 蘭書出版 明治26年6月 12 日 初版 沖守人

18-03439 17 大鏡詳解 花 1
小中村義象

落合直文
明治書院 明治29年3 月21 日 ヰ版 明治 30年 10月20 日 滞井常四郎

18ー04498 18 日本書紀通辞 1 1 飯田永夫 飯田永夫 明治35年 1月23 日 初版 薄井常四郎

18-04499 日本書紀通辞 2 1 飯田永夫 飯 田永夫 明治35年4 月20 日 初版 薄井常四郎

19-00325 日本書紀通辞 . 3 1 飯 田永夫 東京印刷 . 明治35年 7月25 日 初版 浮井常四郎

19-00326 日本書紀通滞 4 1 飯 田永夫 東京印刷 明治35年 10月25 日 初版 滞井常四郎

19-00327 日本書紀通辞 5 1 飯田永夫 東京印刷 明治36年1月3 1日 初版 澤井常四郎

17-00021 ー9 建武年中行事注解 全 1 和田英松 明治書院 明治36年 1′0月 (序) 滞井常四郎

17-01210 20 = …m m ヨ 全 1 林 森太郎 文骨盤書店 明治39年 12月18 日 初版 津井常四郎

18「03312 2ー歎真砂講義 1 近角常観 光敵館 明治42年4月16 日 6版 昭和8年4月16 日薄井常四郎

17ー0 1065 22 新帝砂石集物語 1 栃村露園
宵文館
富田文陽堂

明治43年6月23 日 初版 滞井常四郎

17-00970 23 意詳欺真砂 1 池山発音 護法舘 大正9年6月5日 2版 大正9年 10月 1 日川 口囲次郎

18ー03446 24 神島正統記評輝 1 大町芳衛 明治書院 . 大正14年2月15 日 初版 勝島恒夫

18ー03339 25 [校′訂】おもろさうし
1

8
1 校訂者 ..伊波普猷 郷土研究社 大正14年3月20 日 初版 高楠順次郎

18-03340 [校/訂】おもろさうし
14

22
1 校訂者 .伊波普猷 郷土研究社 大正14年9月30 日 初版 商棉順次郎

18-03434 26 古事記裏書 1 古典保存会 古典保存曾事務所 大正14年11月28 日 初版 滞井常四郎

18-03442 27 大鏡 1 古典保存会 古典保存会事務所 大正14年11月28 日. 初版 薄井常四郎

18-03437 28 方丈記評輝 . 坐 1 永井「孝 不明 揮井常四.郎

19-00320 29.日本書紀新講 上 1飯田李治 明文社 昭和 11年10月 15 日 六版 昭和 13年 10月1 日

19-00321 日本書紀新講 中 1飯田李治 明文社 昭和12年9月3 日 四版 昭和 13年9月25 日

教育/教科関連1
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19-00322 日本書紀新語 下 1 飯田李治 明文社 昭和 13年5月5 日 五版 昭和 13年 11月30 日

17-00543 30 葉隠抄 1
佐賀賄中等教育曾
編

富山房 昭和 16年6月.20 日 6版 昭和 19年2月 11 日 花本玉一

17一0 0641 3ー[新講 ]玉勝間l 1 田中英苗 健文社 昭和 16年10月30 日 14版 昭和 17年 12月30 日

16-00063 32 古典の歴史 1、藤 田徳太郎 モダン目本社 昭和 16年 11月14 日 初版

19-00739 33 神代巻講義 1近藤司 記載無 しO 昭和17年3月 10 日 澤井常四郎

17-00642 34 塾術論集 [中世歌論編] 1 久曽神昇 湯川弘文堂 昭和 18年 1.月25 日 初版

16-00068 35 塾術論集 [近世歌論編] 1 久曾神昇 賂川弘文社 . 昭和 18年2月25 日 初版

18-04213 36 万葉集神事簿嚢解 1
佐佐木倍綱
今井福治郎

有精堂出版部 昭和 19年 2月20 日 初版

17-00154 37 曾我物藩 1 射手矢貞三 畢習社 昭和 19年10月 10 日 初版

17-00163 38 評澤芭蕉七部集 [評′輝コ境野 下 1 幸田露伴 岩波書店 昭和23年 5月25 日 初版

17-00223 39 京都御所 とその文化 1 猪熊兼茂
財団法人有職文化
協会

18-02252 40 堆界文畢思潮 [文畢史概説 古代] 1 呉茂一 不明 不明 不明

17-01076 4ー堆界文選論叢 1 不明

18-03369 42 お話の種′他界奇聞全集 1 不明 謹書倶楽部

18-02251 43 中古文畢 [神輿 .催馬染 ] 1 武田祐吉 不明. 不明 不明

18-02253 44 近散文畢 [椴名草子] 1 頴原退蔵 不明 不明 不明

18-02256 45 現代文革 [黙阿弥1 1 河竹繁俊 不明 至明 不明

17ー01230 46 [纂註]+ 天史略校本 7 木郁方寮 纂註 m m m 明治24年8月18.日 別製出版

20-1027 47 療文章軌範正解 1 岡三慶
積善館 (石田忠次
那)

明治24年9月17 日 7版 明治34年2月25 日

20ー1024 48 老子講義/列享講義 1
南梁小宮山綴介講
近
大橋新太郎編輯

博文館 明治25年9月8日 12版 胡治42年5月25日

20-1025 49 靖献遺書 1
浅見綱寮
大橋新太郎編纂

博文館 明治26年1月2 日 初版

18-03447 50 荘子増註 1 岩井文 磯部太郎兵衛 明治26年10月4 日 初版 滞井常四郎

17-01281 51 謝選拾遺講義 (上 .下) 2
頼山陽編選
江阪醸恕卿講義

明替堂
積善飽

明治27年1月10 日 10版 明治39年5月

19-00072 52 韓退之 1 久保得二 鐘美堂 明治34年7月1日 初版 薄井常四郎

19-00643 53 孝経 1 曾田文甫 m sm 蒜 明治42年3月15 日 初版 花井口夫

19-00471 54 日本栄華史 1 西村天因 杉本要 明治42年9月1日 初版 薄井常四郎

17-01239 55 周易講義 2 1
根本通明講述
九鬼盛隆纂修

青木嵩山堂 明治43年2月25日. 初版

19-00647 56 唐詩選評揮 ′±コフ16 1 森泰二郎 育文舎 明治43年4月15日 初版 中山武夫

19-00501 57.三股詩評輝 下 1 野口典子 郁文舎 明治43年7月3日 初版 片山武夫

19-00337 58 [詠史詩集] 日本興府詳解 1 坂井槍染 青山堂書房. 明治43年12月13 日 再版 昭和44年2月3 日
19-00289 、59.杜詩講義 上 1 義独南 文会堂 明治45年2月21日 初版 片山武夫
19-00281 杜詩講義 中 1 森椀南 文会堂 明治45年5月1日 初版 片山武夫

19-00282 杜詩講義 下 1 義塊南 文会堂 大正1年1.1月16 日 初版 片山武夫
19130364 60 詩経研究 」 1育橋轍次 目黒書店 大正1年11月25日 初版 薄井常四郎
19-00271 6ー韓[邑饗]詩講義 上 1 秦塊南 文会堂 大正4年1月15日 3版 大正8年7月15日片山武夫

19-00272 62 李義山.辞講義 上 i 森挽南 文会堂 大正4年1月22日 3版 大正8年7月15日片山武夫

19-00273 李義山詩講義 午 1 秦挽南 文会堂 大正4年1月22 日 3版 大正8年7月15日.片山武夫
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19】00274 李義山詩講義 下 1 嘉棟南 文会堂 . 大正5年1月1.7 日 初版 片山武夫

19-00363 63 論語講義 乾. 1 尾立維孝 二松学舎出版部 大正14年10月23日 五版 大正15年2月25 日花井斐夫

18-03440 論語講義 坤 1 尾立維孝 二松学舎出版部 大正工4年10月23 日 初版 花井斐夫

19-00310 64 唐詩選新註 1 玉椿荘主人
文陽堂
松雲堂

不明 26版 大正15年10月1日

18→33415 65 t道徳哲畢]中庸 1 鈴木龍司 . 森江書店 昭和2年11月25 日 初版 高橋順次郎

18ー03487 66 弘道館記述義小解 1 加藤虎之亮 加藤虎之亮 昭和3年12月25 日 初版 山崎菊次郎

19-00470 67 臨済 . 荘子 1 前田利鎌 大雄閣 昭和4年2月1日 初版 薄井常四郎

18-02889 68 論静新講義 1 江口天峰 冨文舘 昭和4年8月1日 再版 昭和9年10月5日

18-03395 69 新修漢文通解 1
東京辞書出版社編
集所

東京辞書出版社 昭和6年2月15日 初版 片山雄

19-00283 70 史記列倖 1 石川鴻斎 不明 不明 泉田秀吉
19-00269 7ー有子講義 下 1 城井寿章 博文館 不明 滞井常四郎 .

18-02960 72 四部備要説明書 1 上海中華書房 上海中華書房 不明 花井卓蔵

17-01164 73 [現代′告辞]孟子 1 小村俊夫 乾元社 昭和23年10月15日 初版 松本桑一郎

20-1022 74

(神祇書 )
中臣赦′最要藤′最上赦′三種赦′身曽貴太蔵′一切
成就蔵/十種神賛/大道神祇/十種太赦/車乗三柱

赦′甲子祝文/巳待之御疎/中臣赫祭文

1 揮井常四郎

18-03399 75 [訓蒙 ]日本外史 1 1 大槻東陽解輝 学友館 明治25年6月5J日 初版 沖守人

18-03453 [訓豪] 日本外史 2 1 大槻東陽解樺 畢友館 明治20年3月23 日 再版 明治20年4月4 日 沖守人

18ー03400 [訓蒙 ]日本外史 3 1 大槻東陽解辞 学友館 明治25年6 月5 日 初版 沖守人

20-58 76 日本三種神器之御博紀 1 浅井章雄
伊勢固神都 /敬神
神楽散骨本部 (佐

藤三郎 )

明治28年2月 11 日 再版 明治28年 3月27 日 宇都宮七五

18-03375 77 古文書畢麓義 .上 1 久米邦武 早稲田大学出版部 J 明治 34年12月28 日 初版

18ー02841 78 古文書畢 1 久米邦武 不明 不明 不明 薄井常四郎

17-00596 79 史畢研究法 [第一単年史単科講義. 第十五班 ] 1
坪井九馬三講述
高田早苗編

東京専門畢校出版

部
早稲 田大草出版部

明治35年 5月 12 日 初版 滞井常四郎

18-02863 80 日本古代史 1 久米邦武 早稲 田大学出版部 明治40年1月25 日 初版 薄井常四郎

16-00012 81 南北朝時代史 1 久米邦武 早稲 田大学出版部 明治40年7月 18 日 初版

17-00638 82 国史の研究 坐 1 黒板勝美 文食堂書店 明治41年3月3 日. 2版 明治41年3月27 日滞井常四郎

18-02542 83 大 日本歴史 下 1 有賀長雄 博文館 明治41年9月29 日 4版 明治42年3月25 日

17ー00712 84 [ポケ ット]日本外史論文講義 1 奥村恒次郎 山本文友堂 明治43年1月25 日 再版 明治43年2月25 日l薄井常四郎

19-00339 [ポケット] 日本外史論文講義 1 奥村恒次郎 山本文友堂 明治4.3年1月25 日. 10版 大正8年6月 1日請書倶楽部

17-01169 8 5 古事記及び 日本書紀の新研究 1 津田左右吉 洛陽堂 大正8年 10月18 日 初版 有田音松

16-00011 86 【新修】日本外史紗 1 簡野道明 明治書院 大正 15年 10月26 日 初版

19】00374 87
奈良朝時代の[民政′経済]の数的研究 [附 .諸国

人 口、斗量、衣食住 ] 1 浮田喜一 冨山房 昭和2年9月23 日 初版 有田音松

17-00820、 88 [日本政記/ 日本外史】講義 1 竹添治三郎 川 口圃次郎

18-02456 89 古事記論敬 1 倉野憲司 立命館出版部 昭和19年7月15 日 初版

18-02206 90 文聾の生活形態

17-00578 9ー日本文化史概説 1 村岡典嗣 岩波書店 昭和13年4月20 日 11版 昭和 17年12月20 日 松本粂一郎

20-78 92 近代 日本社骨成立史 1 加田哲二 文元社 昭和24年7月25 日 初版 松本柴一郎

教育/教科関連3



調査番号 嘩
香

書名 巻
序

冊
数

著者名 発行所 初版発行年 版 発行年 寄贈者

20-163 93
ENGLAND.
GOODRICH S

PICTORIAL HISTORIES.
1 酒井掃滅 文盛堂 明治21年6月8 日 初版 滞井常四郎

19「00725 94 西洋史新講 1 大類伸 冨山房 昭和9年 11月7 日 改訂8版 昭和 16年6月10 日

17-01221 95J世界史アルバム 1
京大西洋史研究室
m

創元社 昭和 25年4月15 日 初版

, 18ー040311 96 戦時下の敷畢 1 小倉金之助 ー創元社 - 昭和19年1.1月10日l 初版l -
17-00866 97 敦畢茶話 1 吉岡修一郎 I東邦物産文化部 l 昭和21年8月20日l 初版一 -佐々木要 l

r 17一00952 98一散畢千一夜 ー 1 吉岡修一郎 l東邦物産文化部 ー 昭和21年9月10日ー 2版ー 昭和21年12月25別佐々木要 l

武 昭和18年2月18日 版

1針0400 7 100 [和洋]男女蕗式 1 山下胤次郎 . 昏 々堂 明治33年 11月5 日 初版 沖守人

18ー0427 5 10ー家庭祭 紀入門 1 ′∫、原巌雄 神風社 昭和18年3月20 日 初版

18-0 295 5 10 2 日本穫 法史話 1 坂本貞
日本電報通信社 出

版部
昭和19年9月25 日 初版

教育/教科朗連4



受鞍案内.等
調査 番号

遍

香
書名

巻
序

冊

ail

著者 名 発行所 初 版発行年 版 発行 年 寄贈者

18-04391 . ー[文部′検定l 法制経済受験提要 1 法制経済研究会 啓文社書店 大正11年6月15 日 初版 幸野古人

17-01285 2
[文槍′受験用] 漢文[白文訓諌/複文作文/支那
時文ユ研究要訣 1 音波彦作 大同舘書店 大正14年3月25日 3版 大正15年4月10 日

18-04010 3 [文換/受験]教育大意提要 1 河野清丸 内外教育社 大正13年6月5 日 初版 草野吾人

20-9 4 t文槍参考叢書第九篇1文槍教育科問題詳解 1 岡田恰川 日比書院 昭和4年4月17日 初版 m m m ー

19-01065 5 [文/槍]理科[短期]受験牡と問題解答 1 山村寛二 園民教育曾 昭和11年4月10日 初版

18ー03360 6 [最近五年′女子校等専門畢校]人草試験閉居集 1 大周社編輯部 大周社 昭和3年5月10 日 初版 堂元貢

18-04134 7
[新制度にせる]全国警察官受験案内f巡査 巡査
部長 警部補 警部】 1 警務撃験研究会編 元文社 昭和14年9月5日 初版

17ー00169 8 [新制度に壕る]. 全国繊道職員案内 . 1 銭道受験研究骨 感光社 昭和14年9月5月 初版

17ー00074 9 [陸軍 少年通信兵志願者教書】陸軍少年通信兵 1 並木行夫 研進社 昭和18年8月10日 初版

19-00386 10 【陸軍少年通信兵】陸軍生徒志願新書 1

陸軍省兵備課監修
東京陸軍少年通信
兵畢校

日本報道社 昭和1.9年10月15日 初版

19-00230 ll
[受験参考]海軍航空諸本【土浦海軍航空隊′三重
海軍航空隊′鹿児島海軍航空隊 志顧者のため 1 冨永謙菩 .東雲堂 昭和18年11月1日 初版

18 -0 2 16 5 12 布 畦 中畢校第一 回卒業紀念 1 布畦 中学校 布 畦中学校 明治44年7月15 日 初版 薄井 常四郎

20- 33 13 [中学卒 業コ就職顧 問 . 1 官業之 日本社 賓業之 日本社 大正3年4 月20 日 初版 請 書倶 楽部

17-0 0 151 14 大草 と人 物 【各大畢卒業 生月旦】 1 錦谷秋 堂 大正3年 10月20 日 初版 宇都 宮七五

18- 0 258 0 ー5 r成城」、塵 校第二回研究会講 演隻 l教育行細 と私 1 小原 文化書房 大正11年 12月 21日 7版 大正 11年 12月 27 日 m m m ▼

20- 104 ー6 [少年少 女]職 業指 導教本 1
鈴木静穏

七浮甚喜
軽々堂 昭和4年1月10 日 初版

18- 022 3 1 1 7 【昭和 十年刊行]博 士名鑑 1 亀坂常 三郎
ブース.、フ一、イン、シすヤ

ハ。ン社
昭和10年5月20 日 初版

19- 008 68 18 鷹島解立 忠海 高等女撃校 同窓会員名 簿 1 古津庄次郎
鷹島賭 立忠海 高等
女畢校 同窓合

昭和 11年12月 20 日 初版

19- 008 67 ー9 東都機構 [附 南 国紀行 ] 1
鹿 島解 立忠海 高等

女畢校
19ー004 68 20 [先哲 ′教 育]畢校風 土記 1 持 丸輔 夫 柴 山教 育出版 社 昭和19年9月 15 日 初版

教育/受験案内1



専門書
調査番号

過
香

書 名
巻
序

牌

S i
著者名 発行所 初版発行年 . 版 発行年 寄贈者

18-02756 I 哲畢講義 1 井上甫水 口述 明治20年12月 初版 薄井常四郎
19「00389 2 [縮刷]哲畢概論 1 桑木巌翼 早稲田大草田版部 明治33年12月25日 縮刷18版 大正8年8月20日 勝島恒夫

18一03298 3 [訂正再版] 日本倫理史要 1
湯本武比古
石川岩音

開費社 明治42年12月4 日 2版 明治45年6月6日 笹井琢志

19-00940 4 [改訂増補]倫理畢講義 1 桑木厳翼 冨山房 明治41年2月11日
改訂増補

5版
大正8年5月25日 花井斐夫

18-03509 ▼ 5 哲畢概論 1
久保良英
字井伯専

弘慮館 大正2年1月28日 再版 大正2年10月15日 望月博一

17-01303 6 哲畢概論 1 紀平正美 岩波書店 、大正5年5月15日 24版 大正15年9月15日 山原英子

17-01304 7 哲畢概論 1 紀平正美 岩波書店 大正5年5月15日 21版 大正10年4月25日花本玉一

18⊥02322 8 哲畢概論 1 帆足理一郎 洛陽堂 大正10年3月25日 18版 大正11年10月20日 沖守人
20-86 9 ポ リス的人間の倫理畢 1 和辻哲郎 白日書院 昭和23年1月15日 2刷 昭和23年10月25日 松本柴一郎

18-03438 10 催界哲畢史年表 1 曹藤要 聖山閣 大正15年5月11日 初版 m m m t
17-00101 一一哲畢年表 1 速水敬二 岩波書店 昭和14年7月25日 4刷 昭和23年4月20日
17-00059 ー2 近代哲畢史 1 藤平武雄 二見書房 昭和22年1月30日 初版 松本粂- 郎
17-01004 13 近代哲畢史 1 藤平武雄 二見書房 昭和22年1^ 30 日 初版 松本桑一郎
17【00561 ー4 【問題の展開を中心として観たる]哲畢思索史 1 淡野安太郎 白日書院 . 昭和24年4月1日 初版 松本柴一郎.

17-01072 15 問題史的哲畢史 1
17-01077 16 社食史的思想史 . 1
18-02250 17 西洋哲畢史概説[第一部 (中古 .中世) ] . I 1 出隆 不明
19-00512 18 支那哲畢史概観 1 曹伯守 同文社 昭和5年2月15日 初版 薄井常四郎
17-00591 19 支部哲学史概説 1 膏伯守 斎伯守
19-00580 20 支那思想史 1 武内義雄 岩波書店 昭和11年5月8 日 12刷 昭和22年6月20日 松本粂一郎

18-02942 2ー支那思想史 1 平原北堂
勅語御下賜記念事
業部

昭和14年7月20 日

18ー0 2228 22 東洋哲畢史【印度] 1 宇井伯育 不明
17ー01075 23.日本哲畢史論纂 1

-
細■-

18-04254 24ー論理畢要債 1 淀野耀醇 I大 日本図書 I 大正2年11月2 日I訂正再版- 大正3年1月17日-伊達恵教 l
18-03079 1 25 論理畢 全 1 清野勉 I 輸一 l花井斐夫
18-02856 26 雄辞畢教科書 f ー 1憤 業同志骨群論部暮誓文館 ー 昭和2年9月20 日1 初版l 」池 田清次郎 I

19- 0 022 1 27 憲法 完 1 清水澄講 述 東京法畢院 大草版 宇都 宮七五

18-0432 4 28
意 法制定の 由衆 と精神 [附 王政復古′園是嶺定 .
塾薩 二藩の功】 1 天野 両石

広 島県安 芸郡教育

Aコ宣
昭和4年11月 10.日 初廠 山崎栄 次郎

19-0025 2 29 [改訂]法拳通論 1 給 田高 . 東京賛文相
有斐閣書房

大正6年7月15 日 初版

18-02911 30 [改訂]法畢通論 1 織 田高 有斐閣 書房 大正6年7月16 日 改訂版 幸野古人

19ー00222 3ー絵畢 通論 完 1 山田三良 明治大草 出版 部 宇都宮 七五

18-02719 32 民法 1 山野金蔵 編 有斐閣 書房 . 明 治36年2月5 日 7版 明治36年4月 14 日 宇都宮七五

16-0002 6 J 33 商法線則 1 松本 丞治 詮述

17-0112 5 34 行 政法論綱 坐 1 同音 有斐 閣書房 . 明治35年8月22 日 2版 明治35年 12月16 日 富 田利 吉

18-0459 5 3 5 行 政法講義 下. 1 織 田高 有斐閣 書房 明 治43年10月10 日 .IO販 大正13年6月30 日

教育/専門書丁



調査番号
過

香
書名 巻

序
冊

m
著者名 発行所 初版発行年 版 発行年 寄贈者

18-02246 36 政治原論
坐 1 浮田和民 早稲田大挙出版部 田坂皇

19-00758 37 伊太利刑.法 [刑法施行候例 ] 全 1曲木如長 伊畢協骨.. 明治36年 12月31日 初版 宇都官七五

17-00776 38 [増補十六版]経済原論 2 天野鳥之 富山書房 明治 16年3月 16版 明治24年4 月5 日薄井常四郎

19-00034 39
[増補十七版]経済原論 [THE T虹 ORY OF

POLIT王CAL ECONOMY]
1 天野薦之 富山房書店 明治 19年3月 増補 17版 明治25年5月8 日滞井常四郎

18-03190 40 [高等 ]経済原論 全 1 天野寛之補訳 冨山房 明治24年9月 18 日 5版 明治29年7月6 日 讃諸倶楽部

18-02584 41 経済畢研究法 1 天野烏之訳
東京専門畢校出版
部

明治30年12月31 日 初版

17-00683 42 [訂正増補]国民経済畢原論 上 1 津村秀松 東京管文館 大正3年 10月8 日 7版 大正8年7月 15 日幸野吾人

、18-02050 43 経済汎論 1 宮川繊次郎 得能利統

19-00070 44 経済原論 1 天野為之 早稲自大畢出版部 宇都宮七五

19-00220 45 経済畢 JbTG .1 金井延 東京法畢院大草版 宇都宮七五

19-00754 46 経済録 [序一二】 1 宇都宮七五

18-02902 47 近世経済撃の生成過穣 1 久保田明光 理想社刊行 昭和 17年6月10 日 重版 昭和22年2月15 日松本粂一郎

18-02903 48 古典派経済畢研究 1 末永茂書 白日書院 昭和23年 3月10 日 初版 松本粂一郎

20-93 49 1貨幣的経済原理の新展開 1 高橋′泰戒 銀座出版社 昭和 23年2月15 日 初版 松本柴一郎

18-02569 50 経済畢原理 1 岸本誠二郎 日本評論社
51

19-00068 52 財政畢 1 下村宏 書韓明法堂 明治 35年10月5 日 初版 富田利吉

18ー02059 53 公債論 坐 1 田尻稲次郎 有斐閣書房 明治31年11月4 日 初版 富田利吉

17-00693 54 国債論 1 工藤重義 博文館 明治42年 5月7 日 初版 詑井斐夫

191 30406 55 債権原因論 完 1 磯谷幸次郎 宇都宮七五

16-00025 56 債樽原因論 1
バ リス トル

土方寧講述
東京法学院大学

17ー00158 57 債権総論 1
磯谷幸次郎講義

中村甚慶編輯
東京法畢院大草 宇都宮七五

17⊥01189 58 契約各論 完 . 1 横田秀雄 中央大撃 宇都宮七五

18-02203 59 英米契約法 1 田中和夫 有斐閣書房 昭和 23年3月1 日 初版

17-00318 60 損保物権法論 下 1 石田文次郎 有斐閣書房 昭和22年12月 15 日 初版 松本粂一郎 L

18-03020 61 曾計畢教科書 . 坐 1 村瀬玄 松邑三松堂 昭和 3年 12月8 .日 初版

教育/専門書2
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v
粗
7

①
日
本
文
撃
報
園
舎
編
『
定
本
圃
民
座
右
銘
』
(
昭
和
1
 
9
年
5
月
1
 
0
日
発
行
)

<
N
 
X
2
-
0
0
糎
。
朝
日
新
聞
社
(
大
阪
着
)
刊
。
初
版
5
万
部
で
三
原
市
立
図
書

館
旧
蔵
書
は
昭
和
1
 
9
年
9
月
2
0
日
発
行
の
再
版
本
(
再
版
7
万
部
)
o
全
4
6
 
1
頁
へ
索
引
付

き
。
2
円
o
印
記
「
三
原
固
/
書
館
章
」
(
雲
3
5
粍
、
方
へ
朱
)
、
旧
整
理
誉
す
「
8
¥

響
.

序
文
(
高
嶋
米
峰
)
　
に
は
発
刊
の
趣
意
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
(
以
下
、

引
用
に
際
し
て
は
旧
漢
字
を
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。
以
下
同
。
)

金
言
と
か
格
言
と
か
い
ふ
も
の
を
「
座
右
銘
」
と
し
て
'
精
神
修
養
の
法
則
へ
実

際
生
活
上
の
指
針
た
ら
し
め
る
こ
と
は
、
和
漢
古
今
の
通
義
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

こ
の
た
び
日
本
文
学
報
国
会
が
主
唱
し
て
'
こ
こ
に
新
に
「
国
民
座
右
銘
」
三
百
六

十
六
句
を
選
定
せ
る
所
以
の
も
の
は
、
1
は
以
て
我
が
国
民
伝
承
の
精
華
を
顕
揚
L
t

一
は
以
て
我
が
国
民
独
自
の
人
生
観
を
荘
厳
せ
ん
と
す
る
に
在
る
の
で
あ
る
が
、
併

せ
て
、
銃
後
と
前
線
と
に
心
の
糧
を
贈
り
へ
決
戦
下
国
民
の
精
神
作
興
と
、
戦
意
の

昂
場
と
'
生
産
の
増
強
と
に
資
す
る
と
こ
ろ
あ
ら
し
め
ん
と
す
る
の
、
微
意
も
含
ま

れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
O
す
な
は
ち
1
日
一
句
を
玩
味
し
て
'
こ
れ
を
血
と
し
肉
と
す

る
こ
と
を
得
ば
、
我
が
戦
力
の
根
源
た
る
国
民
の
精
神
力
は
、
い
よ
い
よ
精
強
を
加

へ
'
同
時
に
ま
た
へ
　
大
東
亜
の
指
導
者
た
る
大
国
民
と
し
て
の
'
醇
乎
た
る
風
格
を

酒
養
育
成
す
る
こ
と
も
'
期
し
得
る
で
あ
ら
う
。

編
集
の
経
緯
は
、
①
日
本
文
学
報
国
会
評
論
随
筆
部
会
の
発
議
、
②
趣
旨
文
・
企
画
案

作
成
へ
③
選
定
委
員
・
審
査
委
員
・
選
定
顧
問
の
人
選
、
④
情
報
局
後
援
へ
朝
日
新
聞
社

の
協
力
取
り
付
け
、
⑤
企
画
実
施
　
(
昭
和
1
 
8
年
4
月
)
へ
⑥
4
月
中
旬
朝
日
新
聞
紙
上
で

推
薦
句
公
募
へ
選
定
委
員
.
 
・
審
査
委
員
・
戦
隊
顧
問
・
各
界
名
士
約
1
千
名
に
適
当
句
の

推
薦
依
頼
へ
⑦
5
月
5
日
公
募
・
推
薦
締
め
切
り
(
応
募
数
約
二
万
句
)
へ
⑧
「
鋭
意
鎗

衡
」
　
(
予
選
会
議
7
回
・
選
定
会
議
4
回
・
小
委
員
会
そ
の
他
2
回
)
へ
⑨
9
月
2
5
日
選
定

排
列
完
了
'
⑩
情
報
局
よ
り
発
表
へ
　
と
の
こ
と
で
、
選
定
の
方
針
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ

っ
た
。

選
定
に
当
っ
て
は
、
在
来
の
金
言
銘
句
の
類
が
、
概
ね
漢
籍
か
ら
出
て
ゐ
る
の
に

対
し
'
な
る
べ
く
こ
れ
を
我
が
国
典
の
う
ち
に
求
め
へ
　
且
つ
日
本
的
思
考
の
精
華
と

し
て
、
現
下
国
民
生
活
の
指
標
た
る
に
ふ
さ
は
し
い
言
句
を
選
ぶ
こ
と
に
主
点
が
置
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か
れ
た
が
'
更
に
選
定
の
範
封
を
明
確
に
す
る
た
め
へ
次
の
や
う
な
規
定
を
設
け
て
'

資
料
取
捨
の
基
準
と
し
た
。

二
)
　
詔
勅
'
御
製
は
申
す
も
畏
し
、
皇
族
の
お
言
葉
へ
御
歌
等
は
'
謹
　
　
み
て

こ
れ
を
戴
か
ざ
る
こ
と

(
二
)
　
上
代
よ
り
明
治
末
に
至
る
、
故
人
の
言
句
に
限
る
こ
と

(
三
)
　
欧
米
の
も
の
は
採
ら
ざ
る
こ
と

(
四
)
短
歌
、
俳
句
、
漢
詩
は
採
ら
ざ
る
こ
と

(
五
)
　
僅
諺
、
い
ろ
は
だ
と
へ
、
其
他
金
言
に
て
も
ち
　
あ
ま
り
に
人
口
に
　
　
胎
奏

し
た
る
も
の
は
採
ら
ざ
る
こ
と

(
六
)
　
1
句
の
長
さ
は
'
な
る
べ
く
三
十
字
を
超
え
ざ
る
こ
と

ま
た
へ
　
「
銘
句
は
必
ず
し
も
教
訓
的
な
も
の
に
限
ら
な
か
っ
た
が
'
主
要
人
物
に
し
て
も

適
当
な
る
言
句
な
き
た
め
、
や
む
な
く
割
愛
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
'
ま
た
名
言
佳
句
に
富

む
主
要
人
物
と
錐
も
、
そ
の
人
物
に
対
す
る
思
想
的
見
地
よ
り
'
敢
て
こ
れ
を
採
ら
な
か

っ
た
も
の
も
あ
る
」
　
由
で
あ
る
。

右
の
選
定
基
準
に
は
、
た
だ
し
例
外
も
あ
っ
て
'
(
I
)
項
で
は
「
『
古
語
拾
遺
』
並
に

『
日
本
書
紀
』
に
拝
す
る
、
倭
姫
命
の
お
言
葉
の
み
は
、
大
命
を
奉
行
す
る
も
の
の
心
得

を
'
御
嬢
の
深
き
御
慈
愛
も
て
諭
し
給
う
た
荘
厳
な
お
言
葉
で
あ
り
、
日
本
武
尊
の
御
東

征
と
い
ふ
劇
的
事
件
を
め
ぐ
っ
て
'
国
民
の
史
的
情
感
に
強
く
訴
へ
る
点
で
'
臣
道
の
本

姿
を
一
言
で
尽
く
し
た
も
の
と
し
て
ま
さ
に
無
二
の
も
の
と
恩
は
れ
た
の
で
、
特
に
教
育

勅
語
御
下
賜
.
e
厳
粛
な
日
を
択
ん
で
'
こ
れ
を
奉
戴
す
る
こ
と
と
し
た
o
」
と
あ
る
。
(
二
)

項
で
は
'
「
句
を
撰
ぶ
と
共
に
人
を
も
選
び
た
い
と
い
ふ
希
望
は
、
遂
に
『
明
治
末
ま
で
』

と
い
ふ
制
約
を
破
っ
て
'
山
本
元
帥
や
山
崎
中
将
を
も
挙
げ
る
に
至
ら
し
め
た
の
で
あ

る
」
。
(
四
)
　
項
で
は
、
「
短
歌
へ
　
漢
詩
等
の
t
節
で
'
こ
れ
を
切
離
し
て
散
文
風
に
味
は

ひ
得
る
も
の
は
'
進
ん
で
こ
れ
を
採
用
し
た
o
赤
染
衛
門
、
武
田
信
玄
へ
　
藤
田
東
湖
、
木

戸
孝
允
の
も
の
を
始
め
へ
　
そ
の
例
は
相
当
多
い
。
」
と
あ
る
。
(
五
)
　
項
で
は
'
二
般
に

流
布
せ
る
金
言
僅
諺
の
類
の
'
概
ね
功
利
的
色
彩
の
濃
厚
な
る
点
を
厳
に
警
戒
し
た
た
め

で
も
あ
っ
た
。
そ
の
代
り
、
か
か
る
危
快
の
な
い
'
由
緒
の
正
し
い
僅
諺
は
'
民
間
伝
承

の
尊
重
す
べ
き
こ
と
を
示
す
意
味
に
於
て
、
少
数
な
が
ら
こ
れ
を
援
録
し
た
。
古
事
記
、

日
本
書
紀
、
毛
吹
草
、
山
家
鳥
虫
歌
等
か
ら
の
三
四
の
例
は
'
今
後
新
た
に
流
布
さ
る
べ

き
僅
諺
と
し
て
'
本
座
右
銘
の
一
異
彩
で
あ
る
。
」
と
し
へ
　
(
六
)
項
で
も
'
「
選
定
に
当

っ
て
は
,
必
ず
し
も
こ
れ
を
機
械
的
に
適
用
せ
ず
、
楠
公
の
笠
置
参
内
の
を
り
の
奉
答
語

そ
の
他
へ
四
十
字
近
い
も
の
で
採
用
さ
れ
た
句
も
'
二
三
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
」
と
し
て

い
る
。
ま
た
へ
　
「
仏
典
か
ら
出
た
も
の
二
三
へ
漢
籍
出
典
の
も
の
四
十
余
を
算
す
る
が
、

い
づ
れ
も
既
に
十
分
日
本
化
を
経
た
も
の
」
と
の
付
言
も
見
え
る
。

排
列
の
方
針
は
'
「
祝
祭
日
へ
記
念
日
、
節
目
等
に
は
'
な
る
べ
く
そ
の
行
事
に
ふ
さ

は
し
い
句
を
選
び
へ
重
要
な
歴
史
的
事
件
の
あ
っ
た
日
に
は
、
こ
れ
に
由
緒
あ
る
句
を
配

し
、
故
人
の
誕
生
日
或
は
忌
日
に
は
へ
　
そ
の
故
人
の
句
を
当
て
へ
更
に
句
の
内
容
に
よ
っ

て
は
、
季
節
関
係
を
も
考
慮
し
た
。
」
と
の
こ
と
。

各
句
に
は
'
解
釈
、
成
立
事
情
へ
作
者
事
蹟
・
思
想
・
人
物
療
彰
の
解
説
が
付
さ
れ
る

が
'
こ
れ
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
趣
旨
解
説
が
見
え
る
。

解
説
者
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
に
よ
っ
て
、
記
述
の
繁
簡
は
必
ず
し
も
一
様
で
な
い
が
へ

一
句
の
精
神
を
聞
明
し
へ
且
つ
こ
れ
が
現
時
局
下
に
国
民
の
座
右
銘
と
し
て
、
選
ば

れ
た
所
以
を
明
ら
か
に
す
る
点
に
主
眼
を
置
く
こ
と
は
、
す
べ
て
の
執
筆
者
の
心
掛

け
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
'
な
ほ
全
体
の
統
1
を
得
る
た
め
に
へ
　
選
定
委
員
の
一
員
た

る
山
田
孝
雄
博
士
が
全
文
の
校
閲
に
当
っ
た
。
こ
の
解
説
書
も
ま
た
へ
わ
れ
わ
れ
選

定
当
事
者
の
最
善
を
尽
く
し
た
る
も
の
と
し
て
、
1
は
国
民
日
々
の
生
活
の
良
き
指

針
と
な
り
、
一
は
古
典
先
人
の
言
句
を
通
じ
て
へ
国
の
い
の
ち
に
親
し
む
よ
す
が
と

な
ら
ん
こ
と
を
希
ふ
次
第
で
あ
る
。

本
資
料
紹
介
で
は
、
土
の
解
説
文
は
す
べ
て
略
し
、
解
説
者
名
を
記
す
に
と
ど
め
た
。

が
'
実
は
こ
の
解
説
こ
そ
が
言
説
研
究
の
舞
台
で
あ
る
。
右
の
趣
旨
解
説
の
好
例
を
左
に

引
い
て
お
く
。

1
月
二
十
七
日
　
国
旗
制
定
さ
る
　
〔
明
治
三
年
〕

よ
き
人
の
し
か
も
よ
く
み
て
」
定
め
た
る
こ
そ
も
の
は
よ
け
れ

-
万
葉
新
採
百
首
解
-
　
　
　
賀
茂
真
淵

賀
茂
真
淵
(
元
禄
十
年
〔
二
三
五
七
〕
三
月
四
日
生
へ
明
和
六
年
〔
二
堅
元
〕

十
月
三
十
日
殖
)
　
の
万
葉
新
採
百
首
解
に
見
ゆ
る
句
で
あ
る
O
真
淵
は
-
中
略
・
¥

222



こ
の
句
は
　
天
武
天
皇
御
製
「
よ
き
人
の
よ
し
と
よ
く
見
て
よ
し
と
い
ひ
し
よ
し
の

よ
く
み
よ
よ
き
人
よ
く
見
つ
」
　
の
注
の
中
に
あ
る
。
よ
き
人
と
い
ふ
の
は
す
ぐ
れ
た

人
で
あ
る
が
'
す
ぐ
れ
た
人
が
よ
く
見
て
定
め
た
の
が
よ
い
と
い
ふ
の
で
あ
る
0
　
人

を
得
へ
　
そ
の
人
の
力
を
こ
め
た
努
力
に
よ
っ
て
真
実
の
判
断
に
達
す
る
。
よ
き
人
は

具
体
的
に
は
皇
国
の
道
を
わ
き
ま
へ
た
人
で
も
あ
る
。
国
旗
の
制
定
も
真
に
皇
国
の

道
を
わ
き
ま
へ
た
人
の
よ
く
皇
国
の
精
神
を
み
て
定
め
た
所
に
日
の
丸
の
旗
の
万
国

に
冠
絶
す
る
所
以
が
あ
る
。

三
月
三
十
1
日

世
の
中
に
ひ
ま
あ
る
身
こ
そ
悲
し
け
れー

兼
載
雑
談
-
　
　
　
高
山
宗
御

高
山
宗
御
(
寛
正
二
年
〔
二
1
二
二
　
正
月
十
六
日
頻
)
　
は
山
名
宗
全
の
臣
へ
-
中

略
-
/
　
句
の
意
は
明
瞭
で
あ
る
が
、
人
は
身
分
の
如
何
'
年
齢
の
高
下
に
拘
ら
ず
'

終
始
孜
々
と
し
て
そ
の
志
す
道
や
そ
の
職
に
勉
む
べ
き
で
あ
る
。
由
来
富
貴
の
人
へ

又
は
年
老
い
た
る
も
の
の
中
に
は
隙
で
無
柳
に
苦
し
む
輩
が
あ
る
。
こ
れ
は
人
と
し

て
真
に
慰
む
べ
き
も
の
で
あ
る
。
人
の
此
樫
に
生
る
る
や
'
鳥
の
飛
ぶ
が
如
く
そ
の

職
能
に
い
そ
し
む
べ
き
で
あ
る
。
徒
に
暇
を
作
る
と
き
は
所
謂
小
人
閑
居
し
て
不
善

を
な
す
類
も
生
ず
べ
く
'
心
裡
常
に
空
虚
で
あ
っ
て
倦
怠
を
生
じ
へ
　
公
益
を
挙
ぐ
る

如
き
こ
と
は
思
ひ
も
よ
ら
ず
'
天
よ
り
受
け
た
生
命
を
も
短
く
す
る
に
至
る
。
特
に

今
日
の
如
き
時
局
に
際
し
て
は
隙
を
求
む
る
如
き
は
非
国
民
で
あ
る
。
国
家
と
し
て
-

も
1
人
の
有
閑
圏
に
住
す
る
者
を
無
く
し
て
し
ま
ふ
や
う
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
通
り
、
本
書
編
集
母
体
で
あ
る
日
本
文
学
報
告
会
は
'
戦
争
目
的
達

成
の
た
め
.
大
政
翼
賛
会
と
内
閣
情
報
局
の
後
援
に
よ
っ
て
昭
和
1
 
7
年
5
月
に
結
成
さ
れ

た
文
学
者
の
戦
時
組
織
で
あ
る
。
そ
の
発
話
が
右
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
は
必
然
で
あ

ろ
う
.
こ
れ
ら
は
'
言
説
情
況
を
主
体
化
し
た
ケ
ー
ス
だ
が
t
 
t
方
へ
　
翼
賛
会
言
説
を
外

皮
と
し
て
ま
と
っ
て
情
況
に
対
応
し
'
む
し
ろ
自
ら
の
言
説
共
同
体
の
大
合
同
の
契
機
と

し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
戦
時
中
の
思
想
統
制
を
も
く
ろ
ん
だ
昭
和
1
 
4
年
の
宗
教
団
体
法
の

も
と
へ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
派
4
0
余
り
が
合
同
し
て
成
立
し
た
「
日
本
基
督
教
団
」
　
U
n
i
t
e
d

C
h
u
r
c
h
 
o
f
C
h
r
i
s
t
 
i
n
 
J
a
p
a
n
が
そ
れ
で
へ
　
「
日
本
基
督
教
団
規
則
総
則
」
　
の
第
四
姦
(
本

教
団
ノ
沿
革
)
に
は
次
の
よ
う
に
そ
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
(
読
解
の
便
宜
上
も
句
読

点
を
付
し
た
)
0

我
国
二
於
ケ
ル
福
音
主
義
ノ
基
督
教
ハ
、
安
政
六
年
渡
来
シ
タ
ル
外
国
人
宣
教
師
ノ

布
教
二
其
ノ
端
ヲ
発
シ
'
明
治
五
年
二
月
二
日
横
浜
エ
ロ
本
基
督
公
会
設
立
セ
ラ
ル
e

是
レ
我
国
最
初
ノ
福
音
主
義
教
会
ニ
シ
テ
、
何
レ
ノ
教
会
ノ
派
ニ
モ
所
属
セ
ザ
ル
モ

ノ
ナ
リ
シ
モ
、
漸
次
欧
米
教
会
諸
派
ノ
移
植
セ
ラ
ル
ル
ア
リ
。
爾
来
七
十
年
教
勢
進

展
シ
テ
布
教
モ
国
内
ハ
固
ヨ
リ
満
洲
国
へ
中
華
民
国
等
二
及
ピ
サ
其
ノ
教
派
四
十
有

余
ヲ
算
ス
。
此
ノ
間
屡
各
派
ノ
間
二
合
同
ノ
議
起
リ
シ
ガ
へ
遂
二
全
福
音
主
義
教
会

合
一
ノ
機
運
熟
シ
、
昭
和
十
五
年
十
月
十
七
日
へ
東
京
二
開
カ
レ
タ
ル
皇
紀
二
千
六

百
年
奉
祝
基
督
教
信
徒
大
会
二
於
ケ
ル
教
会
合
同
宣
言
ノ
趣
旨
二
基
キ
'
翌
十
六
年

六
月
二
十
四
日
及
二
十
五
日
ノ
両
日
へ
東
京
二
開
催
ノ
粗
放
会
ヲ
経
テ
本
教
団
ノ
成

立
ヲ
見
ル
ニ
至
レ
リ
。

そ
し
て
、
そ
の
第
七
条
(
本
教
団
ノ
生
活
綱
領
)
　
の
第
1
項
に
は
'

一
皇
国
ノ
道
二
従
ヒ
テ
信
仰
二
徹
シ
'
各
其
ノ
分
ヲ
尽
シ
テ
皇
運
ヲ
扶
翼
シ
奉
ル

ベ
シ

と
も
あ
る
。
ま
た
、
『
-
聖
書
日
課
1
過
程
礼
拝
暦
　
昭
和
十
八
年
』
(
日
本
基
督
教
団
日

曜
学
校
局
へ
昭
和
1
 
7
年
1
2
月
発
行
。
三
原
市
立
図
書
館
旧
蔵
書
へ
「
真
田
秀
吉
」
氏
寄
贈
。

s>s

旧
整
理
番
号
「
&
¥
c
*
」
)
に
は
'
末
尾
「
教
会
員
心
得
」
　
の
末
項
に
「
八
へ
国
家
へ
の

l

責
任
」
が
加
え
ら
れ
'
そ
こ
に
次
の
よ
う
な
国
家
言
説
と
福
音
主
義
と
を
綴
り
合
わ
せ
た

奇
妙
な
言
表
も
見
え
て
い
る
。

我
ら
は
日
本
国
民
と
し
て
福
音
に
接
し
、
魂
の
救
を
与
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
最

近
の
情
勢
は
本
来
の
こ
の
姿
を
1
層
瞭
か
に
せ
し
め
て
お
り
へ
皇
国
へ
の
忠
誠
・
奉

仕
が
求
め
ら
れ
て
居
る
。
既
に
我
ら
と
信
仰
を
同
じ
く
す
る
友
の
多
く
が
戦
場
に
召

さ
れ
へ
　
勇
し
く
戦
っ
て
散
華
し
た
も
の
も
あ
る
。
/
我
ら
は
国
家
の
た
め
に
真
剣
に

祈
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
身
も
心
も
献
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
各
々
与
へ
ら
れ
て
ゐ
る
職
域
に

於
て
奉
公
の
誠
を
つ
く
す
こ
と
に
精
進
す
る
も
の
が
基
督
者
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
殊
に
持
て
る
福
音
に
於
て
国
家
に
仕
へ
た
い
も
の
で
あ
る
。
同
胞
~
の
魂
を
救
ひ
'

神
よ
り
の
平
安
を
与
へ
、
苦
境
を
喜
ぶ
心
を
与
へ
る
福
音
伝
道
は
国
へ
の
大
き
な
奉
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仕
で
あ
る
と
癖
宿
し
'
進
ん
で
こ
れ
に
あ
た
り
た
い
。
/
基
督
者
は
品
性
の
向
上
へ

純
化
を
常
に
顧
ひ
求
め
て
巳
ま
な
い
も
の
で
あ
る
が
へ
　
こ
の
方
面
に
於
て
も
国
に
奉

仕
す
べ
き
で
、
国
内
の
道
徳
問
題
や
禁
酒
問
題
に
つ
い
て
は
従
来
も
努
め
て
来
た
が
'

此
の
真
剣
に
な
る
べ
き
時
代
に
当
っ
て
1
層
力
を
致
す
や
う
に
あ
り
た
い
。
救
療
事

業
な
ど
は
基
督
者
に
課
せ
ら
れ
た
愛
の
奉
仕
で
あ
ら
う
。

『
定
本
国
民
座
右
銘
』
の
解
説
の
一
々
に
も
ま
た
へ
同
様
の
緩
り
合
わ
せ
が
散
見
さ
れ
る
o

そ
こ
に
解
説
を
担
当
し
た
　
(
さ
せ
ら
れ
た
)
　
各
人
の
言
述
の
諸
相
が
み
え
て
興
味
深
い
の

だ
が
'
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
言
述
分
析
は
後
日
を
期
す
と
し
て
'
そ
の
た
め
の
心
覚
え

に
'
1
月
2
7
日
例
の
よ
う
に
皇
国
観
に
基
づ
く
日
本
論
へ
　
日
本
人
論
に
言
及
す
る
も
の
に

は
☆
印
を
'
3
月
3
 
1
日
例
の
よ
う
な
　
「
時
局
」
　
に
言
い
及
ぶ
も
の
に
は
★
印
を
'
解
説
者

名
の
上
に
付
し
て
お
い
た
。

な
お
'
解
説
執
筆
者
は
本
書
　
　
　
頁
に
よ
れ
ば
以
下
の
通
り
。

解
説
執
筆
者
　
(
◎
印
選
定
委
員
へ
　
○
印
審
査
委
員
、
△
印
選
定
顧
問
)

評
論
家
　
○
浅
野
　
晃
　
/
東
京
帝
大
名
誉
教
授
・
文
学
博
士
　
◎
姉
崎
正
治
　
/

東
京
帝
大
助
教
授
　
池
田
亀
鑑
　
/
東
京
女
高
師
教
授
・
文
学
博
士
　
石
川
　
謙

/
俳
人
　
○
伊
東
月
草
　
/
歌
人
　
伊
藤
嘉
夫
　
/
歌
人
　
今
井
邦
子
　
/
情
報
局

文
芸
課
長
　
△
井
上
司
朗
　
/
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授
・
文
学
博
士
　
◎
井
上
哲

次
郎
　
/
評
論
家
　
○
岡
不
可
止
　
/
宮
中
顧
問
官
・
子
爵
海
軍
中
尉
　
小
笠
原
長

生
　
/
慶
応
大
学
教
授
・
文
学
博
士
　
◎
折
口
信
夫
　
/
評
論
家
　
○
亀
井
勝
一
郎

/
作
家
・
芸
術
院
会
員
　
◎
菊
池
　
寛
　
/
史
料
編
纂
所
員
　
桑
田
忠
親
　
/
日

本
武
学
研
究
所
長
　
佐
藤
竪
司
　
/
作
家
　
◎
佐
藤
春
夫
　
/
大
東
文
化
学
院
教
授

沢
田
総
清
　
/
評
論
家
　
三
枝
博
音
　
/
国
民
精
神
文
化
研
究
所
員
　
○
志
田
延

着
　
/
二
松
学
舎
教
授
　
堀
田
良
平
　
/
東
京
帝
大
名
誉
教
授
・
文
学
博
士
　
◎
塩

谷
　
患
　
/
京
都
府
立
医
科
教
授
　
下
程
勇
吉
　
/
東
洋
大
学
学
長
　
◎
高
島
米
峰

/
文
学
博
士
　
高
頚
芳
次
郎
　
/
東
京
帝
大
教
授
・
文
学
博
士
　
高
田
真
治
　
/

東
亜
研
究
所
員
　
田
中
忠
雄
　
/
大
正
大
学
教
授
　
筑
土
鈴
寛
　
/
日
本
女
子
大
教

授
　
○
茅
野
雅
子
　
/
評
論
家
　
辻
森
秀
英
　
/
大
東
文
化
学
院
教
授
　
○
土
屋
竹

南
　
/
早
稲
田
大
学
助
教
授
　
曙
峻
康
隆
　
/
東
北
帝
大
教
授
・
理
学
博
士
　
中
谷

宇
吉
郎
　
/
評
論
家
　
○
西
村
孝
次
　
/
東
京
文
理
大
教
授
　
能
勢
朝
次
　
/
慶
応

大
学
教
授
・
経
済
学
博
士
　
野
村
兼
太
郎
　
/
成
城
高
校
教
授
　
蓮
田
孝
明
　
/
罪

論
家
　
○
長
谷
川
如
是
閑
　
/
東
京
帝
大
教
授
・
文
学
博
士
　
久
松
潜
一
/
作
家

火
野
葦
平
　
/
国
民
精
神
文
化
研
究
所
員
　
広
瀬
　
豊
　
/
駒
滞
大
学
教
授
・
文

学
博
士
　
福
井
久
蔵
　
/
浦
和
高
校
教
授
　
○
藤
田
徳
太
郎
　
/
作
家
　
藤
森
成
吉

/
評
論
家
　
○
保
田
与
重
郎
　
/
東
京
女
高
師
講
師
　
松
平
定
光
　
/
作
家
　
○

村
岡
花
子
　
/
東
京
文
理
大
教
授
・
文
学
博
士
　
○
諸
橋
轍
次
　
/
前
陸
軍
省
報
道

部
長
・
陸
軍
少
将
　
△
谷
萩
那
章
雄
　
/
東
京
文
理
大
教
授
　
山
岸
徳
平
　
/
二
松

学
舎
名
誉
校
長
　
山
田
　
準
　
/
神
宮
皇
畢
館
大
学
長
　
◎
山
田
孝
雄

ま
た
へ
　
選
定
委
員
、
審
査
委
員
へ
　
選
定
顧
問
は
以
下
の
通
り
0

【
選
定
委
員
】
　
(
○
印
は
審
査
委
員
兼
任
)

姉
崎
正
治
　
　
井
上
哲
次
郎

幸
田
露
伴
　
○
佐
藤
春
夫

徳
富
蘇
峰
　
　
三
宅
雪
嶺

【
審
査
委
員
】

高
嶋
米
峰
　
(
委
員
長
)

○
折
口
信
夫

塩
:
-
s
　
温

○
柳
田
国
男

鹿
子
木
員
信

下
村
　
宏

山
田
孝
雄

○
菊
池
　
寛

○
高
嶋
米
峰

○
吉
川
英
治

1
o
i
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浅
野
　
晃

岡
不
可
止

河
上
徹
太
郎

白
井
喬
二

西
村
孝
次

三
好
達
治

訂
帰
山
J
J
-
'
J

【
選
定
顧
問
】

伊
東
月
草

尾
崎
士
郎

鳩池-V-rl

白
柳
秀
湖

野
上
弥
生
子

村
岡
花
子

吉
川
英
治

池
島
重
信

折
口
信
夫

小
林
秀
雄

茅
野
雅
子

井
伏
鱒
二

風
巻
景
次
郎

佐
藤
春
夫

土
屋
竹
雨

長
谷
川
如
是
閑
　
藤
田
徳
太
郎

諸
橋
轍
次
　
　
保
田
与
重
郎

大
熊
信
行

亀
井
勝
1
郎

志
田
征
>
"
.
<
-

中
野
好
夫

舟
橋
聖
一

柳
田
国
男

情
報
局
第
四
部
長

文
部
省
図
書
局
長

文
部
省
国
語
課
長

朝
日
新
聞
社
企
画
局
長

橋
本
政
実

松
:
^
f
」

大
岡
保
三

木
柑
　
束

陸
軍
省
報
道
部
長

情
報
局
文
芸
課
長

大
政
翼
賛
会
文
化
部
長

岡
東
京
本
社
企
画
部
長

谷
萩
那
華
碓

井
上
司
朗

高
橋
健
二

木
下
宗
t



同
東
京
本
社
学
芸
部
長
　
多
賀
　
博

②
加
藤
峨
堂
編
『
L
日
l
訓
人
生
日
記
』
(
昭
和
1
 
0
年
日
月
柑
日
発
行
)

o
o
X
2
・
o
糎
。
発
行
者
「
土
田
朝
二
」
'
発
売
所
「
国
民
教
育
普
及
会
」
　
(
東
京

市
)
。
奥
付
に
よ
れ
ば
'
「
昭
和
十
二
年
一
月
十
日
第
三
十
九
版
発
行
し
　
「
昭
和
十
二
年
二

月
二
十
日
第
四
十
六
版
発
行
」
。
全
7
5
3
頁
。
索
引
‖
貢
。
3
円
5
0
銭
。
印
記
な
し
。
表
紙

に
貼
付
の
「
三
原
薗
書
館
」
ラ
ベ
ル
に
は
「
昭
和
1
4
年
1
 
2
月
2
5
日
購
入
」
「
3
0
0
　
塑

と
あ
る
。
ま
た
、
裏
表
紙
見
返
し
に
は
「
三
原
市
帝
人
通
り
/
文
陽
堂
岡
田
書
店
/
振
替

(
広
島
)
　
九
九
四
五
番
」
　
ラ
ベ
ル
が
あ
る
。
扉
に
　
「
住
田
上
等
兵
」
、
裏
表
紙
見
返
し
連

び
表
　
「
野
砲
兵
第
二
十
六
聯
隊
/
第
四
中
隊
/
住
田
勇
高
」
　
の
ペ
ン
書
き
署
名
が
あ
る
が

い
ず
れ
も
修
正
液
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
。

著
者
加
藤
噛
堂
は
本
名
熊
一
郎
o
　
明
治
3
年
日
月
～
昭
和
2
4
年
4
月
.
英
吉
利
法
律
学

校
　
(
中
央
大
学
)
卒
。
仏
教
学
を
お
さ
め
て
仏
教
や
修
養
に
関
す
る
多
く
の
著
述
を
な
し

た
。
本
書
　
「
序
」
　
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

天
地
は
万
古
に
し
て
'
人
生
た
ゞ
百
年
、
此
身
再
び
得
難
く
し
て
'
此
日
過
ぎ
易

し
。
古
人
い
ふ
　
「
幸
に
此
間
に
生
ず
る
者
、
有
生
の
楽
を
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
虚

生
の
憂
を
懐
か
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
　
と
。

何
の
幸
ぞ
'
菓
け
難
き
人
身
を
受
く
'
此
最
尊
無
上
の
生
を
等
閑
に
し
去
る
べ
き
。

有
生
の
楽
を
会
せ
ん
と
す
る
も
の
此
生
存
を
意
義
あ
ら
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
百
年

三
万
六
千
日
へ
　
胡
蝶
夢
中
に
空
し
く
春
を
送
っ
て
、
何
の
意
義
か
あ
る
o
悲
哉
O
一

日
再
び
農
な
り
難
く
'
烏
兎
勿
々
'
迫
へ
ど
も
還
ら
ず
'
此
一
日
は
生
涯
の
一
日
な

り
、
永
遠
に
繋
が
る
の
1
日
な
り
0
　
此
t
日
の
反
省
は
生
涯
の
反
省
な
り
O
　
此
一
日

の
響
覚
は
永
遠
の
響
覚
な
り
。

人
生
日
記
を
偏
し
、
古
聖
の
訓
誠
を
採
り
来
っ
て
虚
生
の
憂
な
か
ら
し
め
'
時
に

先
人
の
詞
藻
を
収
め
て
有
生
の
楽
を
会
せ
し
め
ん
と
す
。
一
日
又
1
日
へ
　
此
1
日
の

反
省
と
響
覚
と
が
へ
　
何
等
か
の
資
を
人
生
永
遠
の
旅
行
に
供
す
る
あ
ら
ば
'
編
者
も

亦
虚
生
の
憂
を
減
じ
へ
　
有
生
の
楽
を
享
く
る
を
得
ん
か
。

明
治
の
修
養
主
義
か
ら
そ
の
実
利
主
義
、
立
身
出
世
主
義
へ
政
治
性
を
脱
色
し
た
よ
う
(
な

文
章
へ
そ
こ
に
は
大
正
教
学
王
義
の
、
内
面
的
、
精
神
的
、
人
格
主
義
的
な
匂
い
も
弄
い
'

そ
れ
を
漢
学
語
嚢
で
翻
訳
し
た
よ
う
な
-
-
。
い
ず
れ
に
し
て
も
本
書
に
も
l
部
が
引
用

さ
れ
る
『
現
代
修
養
読
本
』
『
死
生
観
』
~
の
著
者
に
ふ
さ
わ
し
い
言
表
で
あ
る
が
'
編
述

の
目
的
を
先
の
『
定
本
国
民
座
右
銘
』
と
比
較
す
れ
ば
、
両
者
の
差
は
歴
然
と
し
て
お
り
'

そ
こ
に
言
説
情
況
へ
思
潮
の
こ
と
な
り
見
る
の
は
た
や
す
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

本
書
の
特
色
は
'
『
定
本
国
民
座
右
銘
』
と
こ
と
な
り
へ
毎
日
に
「
人
生
の
目
的
」
「
宗

教
に
つ
い
て
」
と
い
っ
た
標
目
を
掲
げ
へ
そ
れ
に
か
か
わ
る
短
歌
一
首
と
格
言
へ
名
言
を

列
挙
二
挙
例
に
と
ど
ま
る
場
合
も
あ
る
)
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
引
か
れ
た
金
言
に
解

説
が
加
え
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
o
 
l
例
を
示
そ
う
0

1
月
三
十
日

美
は
悪
へ
　
善
は
不
善

明
治
天
皇
御
製

か
ざ
ら
む
と
恩
は
ざ
り
せ
ば
な
か
く
に

う
る
は
し
か
ら
む
人
の
心
は

天
下
皆
美
た
る
を
知
る
も
斯
れ
悪
の
み
・
 
。
皆
善
の
善
た
る
を
知
る
も
、
斯
れ
不
善
の

み
。
故
に
有
無
相
生
じ
、
難
易
相
成
り
'
長
短
相
較
べ
、
高
下
相
傾
け
へ
音
声
相
和

し
、
前
後
相
随
ふ
.
-
「
老
子
」
-

「
悪
」
は
不
美
即
ち
醜
。
-
以
下
、
解
説
。
略
-

×

万
事
は
皆
純
善
な
り
へ
　
悪
な
し
へ
　
万
物
皆
純
善
に
し
て
悪
無
き
な
り
。
中
な
る
と
き

は
則
ち
皆
善
な
り
へ
中
を
過
ぐ
る
と
き
は
則
ち
善
も
悪
と
な
る
。
例
へ
ば
甘
き
は
善

な
り
'
苦
き
は
悪
な
り
。
甘
き
を
用
ゆ
る
こ
と
中
な
る
と
き
は
則
ち
善
な
り
。
中
を

す
ぐ
る
と
き
は
う
則
ち
甘
き
も
亦
苦
き
に
同
じ
き
な
り
O
苦
も
亦
こ
れ
五
味
の
t
な

り
、
用
ひ
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
。
中
を
執
る
と
き
は
'
則
ち
苦
き
も
亦
中
正
を
得

て
甘
き
に
同
じ
。
-
r
玲
聴
随
筆
」
　
沢
庵
禅
師
-

×

主
人
と
召
使
と
で
は
'
何
れ
が
多
く
鞭
う
た
る
価
値
あ
り
ゃ
を
考
へ
た
る
こ
と
あ
り

や
.
-
ソ
ク
ラ
テ
ス
-

召
使
を
激
し
く
打
解
し
て
ゐ
る
の
を
見
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
'
何
故
そ
の
や
う
に
打

5
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つ
の
か
と
聞
い
た
。
す
る
と
打
っ
て
ゐ
た
男
は
答
へ
て
'

「
こ
奴
は
、
食
欲
で
、
働
情
で
'
金
欲
し
が
り
で
、
仕
様
の
な
い
悪
者
で
す
」

と
答
へ
た
。
そ
こ
で
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
間
ふ
た
。
「
君
と
召
使
と
で
は
、
ど
ち
ら
が

多
く
打
た
れ
る
価
値
が
あ
る
か
'
君
は
真
面
目
に
考
へ
た
こ
と
が
あ
る
か
」

最
初
の
　
「
老
子
」
　
引
用
で
こ
の
日
の
標
目
の
出
典
を
示
し
へ
　
以
下
'
「
善
」
　
r
悪
」
　
に
か
か

わ
る
思
索
を
伝
え
る
諸
言
表
が
日
本
古
典
へ
　
西
洋
古
典
、
そ
し
て
明
治
天
皇
御
製
　
(
短
歌

引
用
は
明
治
天
皇
へ
　
昭
憲
皇
太
后
、
読
人
不
知
が
多
い
)
　
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
へ
　
古
今
東
西
の
名
言
へ
歳
言
を
当
該
主
題
の
も
と
に
糾
合
す
る
の
が
本
書
の
特
色

で
あ
る
(
法
然
、
伊
藤
仁
斎
へ
貝
原
益
軒
へ
二
宮
尊
徳
(
含
'
福
住
正
兄
「
二
宮
翁
夜
話
」
)
、

福
津
諭
吉
、
新
渡
戸
稲
造
へ
　
大
町
桂
月
、
論
語
'
孟
子
へ
　
老
子
へ
　
小
学
へ
　
新
約
聖
書
、
ス

マ
イ
ル
ス
'
ト
ル
ス
ト
イ
へ
　
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
の
も
の
が
目
立
つ
。
な
お
へ
　
後
掲
翻
刻
資
料

で
は
'
紙
幅
の
都
合
上
、
こ
れ
ら
挙
例
の
引
用
書
目
、
発
言
者
名
だ
け
を
示
し
た
)
。
そ

れ
は
'
『
定
本
国
民
座
右
銘
』
が
　
「
在
来
の
金
言
銘
句
の
類
が
'
概
ね
漢
籍
か
ら
出
て
ゐ

る
の
に
対
し
'
な
る
べ
く
こ
れ
を
我
が
国
典
の
う
ち
に
求
め
へ
　
且
つ
日
本
的
思
考
の
精
華

と
し
て
'
現
下
国
民
生
活
の
指
標
た
る
に
ふ
さ
は
し
い
言
句
を
選
ぶ
こ
と
に
主
点
が
置
」

き
'
選
定
基
準
の
三
に
　
「
欧
米
の
も
の
は
採
ら
ざ
る
こ
と
」
　
を
掲
げ
て
い
る
の
と
大
き
く

蝿:*!. "・-
1
日
ご
と
に
1
標
目
を
掲
げ
て
そ
れ
に
か
か
わ
る
名
言
、
麓
言
を
列
挙
す
る
本
書
は
、

し
か
し
へ
　
そ
の
挙
例
の
あ
り
様
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
o
右
の
例
は
」
　
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
言
辞

が
、
「
老
子
」
　
の
　
「
本
体
界
が
'
絶
対
的
で
あ
る
の
に
反
し
て
、
現
象
界
の
相
対
的
な
る

こ
と
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
」
　
(
解
説
)
　
点
か
ら
の
連
想
を
思
わ
せ
る
挙
例
で
は
あ
る
も

の
の
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
全
体
と
し
て
　
「
善
」
　
「
悪
」
を
め
ぐ
る
諸
観
点
を
提
供
し
よ

う
と
し
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
事
例
は
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
標
目

出
典
の
補
注
的
な
文
言
を
併
記
し
た
も
の
　
(
8
月
1
9
日
　
「
朝
に
道
を
間
か
ば
夕
に
死
す
も

可
」
)
へ
標
目
出
典
と
同
義
の
文
言
を
束
ね
た
も
の
(
9
月
5
日
「
凌
銭
に
つ
い
て
」
)
も

の
も
あ
る
。
さ
ら
に
へ
　
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
'
特
に
宗
教
言
表
に
多

い
の
だ
が
'
本
来
別
々
の
・
n
ン
テ
ク
ス
ト
で
発
せ
ら
れ
た
言
葉
を
標
題
の
下
に
束
ね
て
帰

1
位
を
表
示
す
る
場
合
も
見
う
け
ら
れ
る
.
1
月
9
日
　
r
神
は
存
在
す
る
」
　
の
標
目
に
ト

サ
T

ル
ス
ト
イ
・
マ
ツ
ズ
イ
l
T
「
渡
羅
門
教
」
二
コ
ー
ラ
ン
」
・
「
旧
約
聖
書
」
　
ヨ
ブ
記
・
「
覚

世
眼
経
」
　
か
ら
の
文
辞
が
列
ね
ら
れ
る
の
が
そ
の
好
例
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
へ
　
こ
の
1
月
9
日
条
の
ご
と
き
様
態
は
、
明
治
4
5
年
6
月
2
1
日
に
設
立
さ
れ

た
帰
1
協
会
(
標
語
は
r
階
級
へ
　
国
民
へ
　
人
種
、
宗
教
の
帰
〓
)
な
ど
の
動
き
と
か
か

わ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
　
(
こ
れ
に
か
か
わ
っ
た
渋
沢
栄
1
の
文
章
が
1
 
0
月
1
 
7
日
「
神

儒
傭
基
の
経
典
」
　
に
引
か
れ
て
い
る
)
、
本
書
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
'
そ
れ
ら
を

さ
ら
に
日
本
の
国
体
観
~
に
収
欽
さ
せ
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
顕
著
で
あ
る
点
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、
た
と
え
ば
1
月
9
日
の
短
歌
に
明
恰
天
皇
御
製
「
千
万
の
神
も
ひ
と
つ
に
ま
も

る
ら
む
青
人
草
の
し
げ
り
ゆ
く
世
を
」
が
掲
げ
ら
れ
'
1
 
0
月
1
 
7
日
の
そ
れ
に
昭
憲
皇
太
后

御
歌
「
世
の
人
の
こ
1
ろ
は
千
々
に
わ
か
れ
て
も
誠
1
つ
は
か
は
ら
ぎ
り
ぎ
り
け
り
」
が

掲
示
さ
れ
る
の
が
そ
れ
で
、
こ
う
し
た
へ
　
既
に
神
格
化
を
は
た
し
て
い
た
明
治
天
皇
・
昭

憲
皇
太
后
(
明
治
神
宮
の
鎮
座
発
は
大
正
9
年
1
 
1
月
)
　
の
発
話
に
準
拠
し
っ
つ
宣
揚
さ
れ

る
亜
流
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
が
、
岡
倉
天
心
r
ア
ジ
ヤ
は
1
つ
」
　
(
『
東
洋
の
思
想
』
明

治
3
6
年
)
な
ど
と
も
相
侯
っ
て
皇
国
史
観
の
う
ち
な
る
八
紘
1
宇
観
へ
　
大
東
亜
共
栄
圏
構

想
を
下
支
え
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
'
本
書
冒
頭
1
月
1
日
以
降
の
数
日
の
標
目
が
　
「
大
日
本
は
神
国
な
り
」

(
1
日
へ
　
明
治
天
皇
御
製
)
'
「
道
の
根
元
」
　
(
2
日
へ
　
明
治
天
皇
御
製
)
、
「
天
孫
降
臨
の

神
勅
・
天
壌
無
窮
の
神
勅
・
天
照
大
神
の
神
勅
」
　
(
3
日
へ
　
明
治
天
皇
御
製
)
へ
　
「
三
種
の

神
器
と
神
勅
」
　
(
4
日
、
明
治
天
皇
御
製
)
、
「
君
臣
」
　
(
5
日
へ
　
源
実
朝
)
　
と
な
っ
て
い

て
『
定
本
国
民
座
右
銘
』
と
の
重
な
り
を
も
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
い
い
う
る
の
で
あ

ろ
う
。
2
月
1
日
条
で
は
　
「
仁
は
愛
な
り
」
　
の
標
目
の
下
に
　
「
契
遅
仁
を
間
ふ
。
子
日
は

く
、
人
を
愛
す
る
な
り
0
」
　
(
「
論
語
」
)
、
こ
れ
を
補
う
r
仁
と
は
其
中
心
欣
無
と
し
て
人

を
愛
す
る
を
謂
ふ
な
り
。
-
下
略
-
」
　
(
「
「
韓
非
子
」
)
、
伊
藤
仁
斎
r
語
孟
字
義
」
　
「
童

子
問
」
　
の
文
言
を
引
い
た
後
、

在
満
の
軍
人
に
休
暇
は
な
い
。
-
明
治
天
皇
-

日
露
戦
争
の
御
、
某
省
の
大
臣
が
明
治
天
皇
の
御
前
に
伺
候
L
へ
酷
暑
の
折
柄
例

年
の
通
り
属
僚
の
暑
中
休
暇
を
奏
請
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
天
皇
は
'
暫

く
お
答
へ
も
な
く
黙
然
と
し
て
居
ら
せ
ら
れ
た
の
で
'
更
に
大
臣
は
「
暑
中
休
暇

62
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の
儀
へ
如
何
取
り
は
か
ら
ひ
ま
せ
う
や
」
と
恐
る
く
申
上
げ
た
。
天
皇
は
こ
の

時
へ
　
大
臣
の
方
を
お
兄
か
へ
り
あ
ら
せ
ら
れ
、

「
さ
う
じ
ゃ
の
う
'
清
洲
に
戦
っ
て
ゐ
る
軍
人
ど
も
に
は
'
暑
中
休
暇
は
無
い
で

の
う
」
と
仰
せ
ら
れ
た
の
で
、
某
は
冷
汗
三
斗
の
思
ひ
を
し
て
、
恐
健
御
前
を
退

出
し
た
。

を
付
し
、
さ
ら
に
冒
頭
の
短
歌
に
は
明
治
天
皇
御
製
「
国
の
た
め
あ
だ
な
す
仇
は
く
だ
く

と
も
い
つ
く
し
む
べ
き
事
な
忘
れ
そ
」
が
選
ば
れ
て
い
る
.
こ
れ
も
本
書
の
位
置
の
1
斑

を
示
す
記
事
で
あ
ろ
う
0

標
目
(
テ
ー
マ
へ
問
題
圏
)
　
へ
の
諸
言
表
の
集
約
'
そ
う
し
た
試
み
は
『
定
義
集
』
(
ち

く
ま
哲
学
の
森
・
別
巻
へ
平
成
2
年
9
月
)
な
ど
、
現
在
で
も
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
集
約
が
'
情
況
と
し
て
あ
る
言
説
(
群
)
と
の
い
か
な
る
関
わ
り
の
中
で
ど
の
よ
う

な
形
で
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
本
書
は
'
そ
の
よ
う
な
間
題
額
域
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る

際
の
材
料
と
な
ろ
う
。

③
山
本
瀧
之
助
著
『
一
日
一
幸
』
(
大
正
2
年
1

2
月
1
5
日
発
行
)

=
・
4
×
=
・
1
糎
p
洛
腸
堂
(
東
京
市
)
刊
o
全
2
7

6
頁
0
5
5
銭
o
印
記
「
三
原
讃
/

書
倶
楽
/
部
之
印
し
c
4
×
2
・

4
糎
、
方
、
朱
)
へ
「
三
原
圃
書
館
」
ラ
ベ
ル
「
頭
書
倶
楽
部

殿
寄
贈
」
、
旧
整
理
番
号
「
第
八
門
/
第
五
十
七
撃
(
三
原
読
書
倶
楽
部
)
、
「
"
*

/
響
(
三
原
図
書
館
)
0

本
書
書
名
に
も
な
づ
て
い
る
二
日
1
善
」
の
来
歴
に
つ
い
て
は
へ
著
者
自
身
の
次
の

言
葉
を
引
く
の
が
便
宜
で
あ
ろ
う
(
‖
～
1
9
責
)
.

私
の
初
め
て
『
1
日
一
善
』
の
言
葉
を
耳
に
し
た
の
は
明
治
四
十
四
年
の
初
め
で
あ

っ
た
'
当
時
の
広
島
高
等
師
範
学
校
長
北
候
先
生
は
'
其
の
前
の
年
に
欧
洲
で
開
か

;
*
ォ

れ
た
万
国
道
徳
会
議
か
ら
帰
ら
れ
て
序
に
視
察
さ
れ
た
英
国
『
少
年
義
勇
団
』
の

模
様
を
詳
は
し
く
世
間
へ
紹
介
さ
れ
た
'
『
少
年
義
勇
団
』
に
就
い
て
は
此
れ
ま
で

と
な
く
、
新
聞
雑
誌
や
単
行
本
に
よ
っ
て
多
少
は
承
知
し
て
ゐ
た
が
へ
『
一
日
1
替
』

の
こ
と
は
北
候
校
長
の
紹
介
に
依
っ
て
初
め
て
耳
に
し
た
'
成
程
こ
れ
は
真
に
結
構

な
こ
と
で
あ
る
、
我
邦
の
青
年
団
体
の
間
に
も
私
め
た
い
も
の
へ
そ
れ
に
は
先
づ
自

分
自
身
が
先
き
に
試
み
て
見
ね
ば
な
ら
ぬ
'
自
分
自
身
か
ら
実
行
し
て
か
1
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
、
そ
れ
か
ら
と
い
ふ
も
の
は
'
随
分
と
熱
心
に
心
懸
け
た
、
広
く
牡
問
に
臥

め
る
な
ど
へ
　
全
く
身
分
不
相
応
の
野
心
で
は
あ
っ
た
が
'
其
の
内
ヒ
ヨ
ッ
ト
考
へ
て

や

見
る
と
、
自
分
は
ど
う
も
ズ
ツ
ト
以
前
に
斯
様
な
『
1
日
一
善
』
的
の
事
を
行
っ
て

ゐ
た
こ
と
が
あ
つ
た
や
う
に
思
は
れ
て
な
ら
ぬ
。
ソ
コ
で
い
ろ
1
1
首
を
傾
け
て
、

こ
く
く
わ
う
し
や

明
治
三
十
七
年
中
に
国
光
社
か
ら
出
版
し
た
『
地
方
青
年
』
と
い
ふ
旧
著
を
取
り

出
し
て
見
る
と
'
『
1
日
必
ら
ず
1
善
を
為
さ
ん
と
勉
め
け
る
折
の
事
な
り
へ
(
以
下
、

略
)
』
と
あ
る
へ
　
(
事
例
列
挙
-
略
)
成
程
斯
う
い
ふ
こ
と
も
あ
っ
た
ナ
t
と
思
ひ
出

さ
れ
た
、
私
の
預
っ
て
ゐ
る
雑
誌
『
良
民
』
は
斯
様
な
次
第
で
夙
に
『
1
日
1
善
』

の
欄
を
設
け
て
ゐ
る
が
'
幸
ひ
此
の
1
二
年
来
其
の
地
位
に
あ
ら
れ
る
人
々
が
色
々

と
奨
励
を
加
へ
ら
れ
出
し
て
'
第
六
回
内
務
省
地
方
改
良
事
業
講
習
会
で
は
、
『
育

う
し
ほ

年
団
体
に
関
す
る
注
意
事
項
』
と
い
ふ
科
目
の
下
に
、
時
の
潮
同
省
事
務
官
講
師

!

3

S

a

琵

と
し
て
'
比
の
『
1
日
1
善
』
の
事
を
話
さ
れ
る
L
へ
　
同
じ
く
時
の
中
川
同
省
書
記

a
S
E
E

官
は
'
大
正
元
年
秋
新
潟
市
青
年
会
大
会
の
席
上
へ
『
T
日
1
善
』
の
青
年
修
養
上
忽

S

E

E

肌

に
す
べ
か
ら
ざ
る
を
説
か
れ
て
ゐ
た
ち
　
新
潟
市
青
年
会
で
は
直
に
『
一
善
録
』
と

い
ふ
一
善
日
記
用
の
小
冊
子
を
作
っ
て
会
員
に
頒
た
れ
た
が
'
冊
子
の
初
め
に
斯
ラ

書
い
て
あ
る
O
　
(
記
事
-
略
)
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
は
'
青
年
団
体
を
論
ず
る
中
に
於

い
て
へ
『
一
日
一
善
』
を
左
の
如
く
賞
賛
さ
れ
て
居
た
o
　
(
記
事
-
略
)
　
又
新
に
公
に

さ
れ
た
『
農
村
と
娯
楽
』
(
天
野
藤
男
氏
著
)
　
は
'
道
徳
的
娯
楽
の
主
な
る
も
の
と

し
て
'
此
の
『
1
日
1
善
』
を
説
く
こ
と
頗
る
詳
か
で
あ
る
'
尚
ほ
大
正
二
年
七
月

中
大
阪
市
教
育
会
主
催
の
関
西
教
育
博
覧
会
青
年
部
出
品
中
広
島
県
沼
隈
郡
田
尻
村

青
年
会
の
『
l
日
1
善
』
成
績
表
は
'
心
あ
る
人
の
目
を
惹
い
た
こ
と
と
思
は
れ
る
、

又
近
く
産
業
組
合
中
央
会
愛
知
支
部
で
は
今
上
天
皇
陛
下
御
即
位
の
奉
祝
記
念
事
莱

7

22

と
し
て
'
桐
樹
の
栽
培
と
『
7
日
1
善
』

つ
て
推
奨
さ
れ
て
あ
る
な
ど
を
見
る
と
'

む
か

の
実
行
と
を
へ
普
く
県
下
の
組
合
員
に
対

『
t
日
1
善
』
も
諸
方
に
於
い
て
段
々
問

題
に
な
り
か
け
て
ゐ
る
ら
し
い
。

・
I
*
.
4
*

文
中
「
北
候
校
長
」
　
は
、
広
島
高
等
師
範
学
校
初
代
校
長
北
条
時
敬
(
安
政
5
年
3
月
～

昭
和
4
年
4
月
)
~
の
こ
と
で
も
　
広
島
高
師
校
長
は
明
治
3
 
5
年
5
月
か
ら
大
正
2
年
5
月
の



間
O
渡
英
は
明
治
4
1
年
で
万
国
道
徳
教
育
会
議
に
参
加
の
た
め
。
後
、
大
正
2
年
東
北
帝

国
大
学
総
長
へ
　
6
年
学
習
院
長
と
な
っ
た
。
禅
を
志
し
、
西
田
幾
多
郎
へ
　
鈴
木
大
拙
の
師

で
も
あ
っ
た
。

ま
た
へ
　
「
少
年
義
勇
団
」
と
は
現
在
の
ボ
ー
イ
・
ス
カ
ウ
ト
の
こ
と
で
'
こ
れ
も
本
書

の
説
明
に
つ
け
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

『
少
年
義
勇
団
』
と
い
ふ
は
'
今
H
り
数
年
前
(
一
千
九
百
八
年
)

バ
ー
デ
ン
・
パ

ウ
ニ
ル
と
い
ふ
同
国
の
予
備
陸
軍
中
将
が
'
南
阿
戦
争
の
跡
に
鑑
み
て
発
起
さ
れ
た

も
の
で
'
要
す
る
所
へ
　
英
人
の
生
活
が
現
在
の
ま
1
で
あ
っ
て
は
'
マ
サ
カ
の
時
に

役
に
立
た
な
い
'
少
年
の
頃
か
ら
国
民
的
訓
練
へ
緒
神
的
素
養
を
与
ふ
る
必
要
が
吃

度
あ
る
へ
　
と
考
へ
ら
れ
た
の
で
'
現
に
今
日
で
は
'
既
に
同
国
内
に
幾
十
万
人
と
いう

ち

ふ
団
員
を
有
し
て
い
る
へ
『
一
日
1
善
』
は
比
の
『
少
年
義
勇
団
』
の
数
あ
る
按
の
中

で
も
へ
　
特
に
キ
ワ
だ
っ
た
箇
条
と
し
て
他
か
ら
目
せ
ら
れ
て
ゐ
る
<
(
M
-
-
C
O
頁
)

も
っ
と
も
「
英
人
の
生
活
が
現
在
の
ま
1
で
あ
っ
て
は
、
マ
サ
カ
の
時
に
役
に
立
た
な
い
、

少
年
の
頃
か
ら
国
民
的
訓
練
、
精
神
的
素
養
を
与
ふ
る
必
要
が
吃
度
あ
る
、
と
考
へ
ら
れ

た
の
で
」
　
と
い
う
の
は
、
い
さ
さ
か
本
書
著
述
の
企
図
に
あ
わ
せ
た
説
明
で
、
『
世
界
大

百
科
事
典
』
(
平
凡
社
へ
電
子
辞
書
版
)
の
　
「
ボ
ー
イ
・
ス
カ
ウ
ト
」
項
(
増
山
均
執
筆
)

こ
ま
、

パ
ウ
エ
ル
将
軍
は
ボ
ー
ア
戦
争
を
指
揮
し
た
際
ー
少
年
た
ち
が
斥
候
と
し
て
活
躍
す

る
姿
を
見
て
I
規
則
に
拘
束
さ
れ
た
軍
事
訓
練
で
な
く
I
大
自
然
の
中
で
の
冒
険
的

で
撤
密
な
観
察
と
技
術
I
機
敏
な
自
主
的
判
断
と
集
団
的
行
動
を
必
要
と
す
る
斥
候

活
動
に
よ
っ
て
ー
少
年
た
ち
を
訓
練
し
っ
つ
陶
冶
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。
少
年
た

ち
の
意
欲
を
ひ
き
出
す
団
体
活
動
を
通
し
て
愛
国
心
を
も
高
め
て
い
く
ボ
ー
イ
・
ス

カ
ウ
ト
運
動
は
ー
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
の
当
時
の
社
会
状
況
に
合
致
L
I
急
速
に
広

が
っ
た
。

と
あ
る
。
日
本
で
は
大
正
2
年
の
東
京
少
年
団
、
大
正
7
年
の
弥
栄
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
な

ど
が
作
ら
れ
て
後
、
大
正
1
 
2
年
、
後
藤
新
平
を
総
裁
と
す
る
少
年
団
日
本
連
盟
が
結
成
さ

れ
た
が
、
太
平
洋
戦
争
中
は
大
日
本
青
少
年
団
に
統
合
、
戦
後
の
昭
和
2
4
年
に
ボ
ー
イ
・

ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
と
し
て
再
建
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

著
者
山
本
は
、
「
一
日
1
善
」
　
の
来
歴
を
語
り
来
た
っ
て
次
の
よ
う
に
結
ぶ
O

今
日
の
所
へ
『
1
日
t
善
』
　
の
伝
は
つ
た
路
と
し
て
は
'
右
位
な
も
の
で
あ
ら
う
と

思
は
れ
る
。
要
す
る
所
我
邦
に
於
け
る
『
1
日
丁
善
』
は
ま
だ
真
に
幼
稚
園
時
代
の

も
の
に
過
ぎ
ぬ
の
で
、
今
か
ら
立
ち
も
し
歩
き
も
せ
う
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
　
・
O
s

～
2
0
貢
)

本
書
出
版
は
こ
う
し
た
現
状
を
進
展
さ
せ
る
べ
く
企
て
ら
れ
た
も
の
で
'
そ
れ
は
「
自
序
」

に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

『
7
日
1
善
』
が
'
青
年
会
処
女
会
並
に
小
学
校
を
は
じ
め
と
し
て
其
他
世
間
一

般
に
弘
ま
ら
ん
こ
と
を
望
む
の
余
り
へ
自
ら
常
に
比
の
こ
と
甘
心
懸
く
る
の
傍
及
ば

ず
な
が
ら
姦
に
此
の
著
を
な
せ
り
.
『
1
日
1
善
』
は
事
小
な
る
に
似
て
決
し
て
然

ら
ざ
る
が
如
く
へ
　
此
の
小
冊
子
も
其
の
影
響
す
る
所
の
意
外
に
大
な
る
も
の
あ
ら
む

こ
と
を
深
く
自
ら
期
待
す
る
も
の
な
り
。

大
正
二
年
十
一
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
著
者
謹
識

ち
な
み
に
へ
目
次
末
尾
に
は
「
此
の
著
を
今
年
尋
常
四
年
の
児
童
に
与
ふ
」
と
あ
る
(
「
尋

常
四
年
生
」
　
は
2
月
2
5
日
・
8
月
2
 
1
日
条
に
も
み
え
る
)
が
'
そ
れ
が
ど
の
程
度
の
範
囲

に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
詳
ら
か
で
な
い
。

本
書
構
成
は
次
の
通
り
　
(
目
次
)
0

822

1
　
『
一
日
t
善
』
　
の
来
歴

『
少
年
義
勇
団
』
=
『
1
日
一
善
会
』
1
-
修
徳
の
工
夫
=
実
行
は
低
い
所
か
ら
-

一
日
1
善
の
伝
は
れ
る
路
〇

二
『
1
日
1
善
』
　
の
働
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
1

衆
善
奉
行
=
手
の
着
け
場
所
-
溝
の
水
と
大
洋
の
水
-
集
積
作
用
-
文
明
と
小
事

=
人
思
ひ
と
身
思
ひ
=
乃
木
将
軍
の
竹
竿
=
曽
国
藩
の
家
訓
=
蜘
妹
の
容
易
。

三
『
一
日
一
善
』
　
の
実
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

丁
目
t
善
三
百
六
十
五
日
々
記
-
尋
常
小
学
児
童
一
善
日
記
=
高
等
小
学
児
童
7

善
日
記
=
処
女
会
員
一
善
日
記
-
青
年
会
貞
一
善
」
　
日
記
。

四
『
1
日
一
善
』
実
験
談
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
八
五

妊
娠
中
の
猫
の
腹
=
1
日
7
善
の
持
続
=
一
日
7
善
会
規
定
=
一
日
1
惑
=
反
管



日
記
-
偽
善
と
1
日
一
善
-
泣
顔
と
涙
=
7
日
1
善
と
一
日
十
勝
=
日
記
と
日
給

-
1
日
1
善
と
日
記
。

附
録
-
実
行
首
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
二
三
1
)

後
掲
翻
刻
で
は
、
r
三
『
一
日
f
善
』
の
実
例
」
　
の
冒
頭
へ
　
二
日
1
善
三
百
六
十
五
日
々

記
」
　
　
　
　
頁
)
　
を
全
文
掲
載
し
た
。

厳
密
に
言
え
ば
'
こ
こ
に
例
示
さ
れ
る
「
『
r
日
1
善
』
の
実
例
」
は
金
言
で
は
な
い
O

し
か
も
、
そ
の
7
々
は
　
r
少
年
J
　
(
尋
常
四
年
の
鬼
童
)
　
の
、
と
い
う
よ
り
は
著
者
山
本

瀧
之
助
の
「
善
行
録
」
の
趣
が
あ
っ
て
、
分
別
く
さ
さ
と
と
も
に
鼻
に
つ
く
も
の
も
多
い
。

そ

　

き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

や

　

　

　

こ

が
'
た
と
え
ば
1
 
1
月
2
 
1
日
条
に
引
か
れ
る
「
夫
れ
樹
静
か
な
ら
ん
と
す
れ
ば
風
停
ま
ず
へ
子

巷
は
ん
と
す
れ
ば
親
待
た
ず
」
　
(
『
韓
氏
外
伝
』
九
巻
3
章
)
　
が
前
掲
『
1
日
1
訓
人
生
日

記
』
の
1
 
0
月
2
0
日
に
引
か
れ
て
い
る
な
ど
を
み
れ
ば
へ
　
本
書
の
　
r
実
例
」
　
の
向
こ
う
側
に

は
金
言
が
控
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
明
治
期
に
は
そ
れ
以
前
の
和
漢
金
言
集
に
西
欧

の
格
言
を
加
え
た
数
多
く
の
金
言
集
が
出
版
さ
れ
る
。
明
治
1
2
年
の
『
西
哲
格
言
集
』
(
内

藤
伝
右
衛
門
)
'
明
治
2
2
年
の
『
(
和
漢
/
泰
西
)
　
金
言
集
』
(
董
花
園
主
人
)
へ
　
明
治
3
5

年
『
(
和
漢
/
英
文
)
諺
海
』
(
内
田
鉄
三
郎
)
な
ど
が
そ
れ
で
、
大
正
5
年
に
は
こ
れ
ら

を
集
大
成
し
た
芳
賀
矢
1
・
安
井
小
太
郎
・
服
部
宇
之
吉
編
の
『
格
言
大
辞
典
』
も
出
版

さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
'
こ
う
し
た
金
言
の
具
体
的
実
践
例
を
示
す
こ
と
を
通
し
て
倫
理

的
な
訓
育
教
化
を
め
ざ
し
た
も
の
と
も
い
う
ペ
く
、
金
言
集
の
編
纂
と
通
底
す
る
心
意
を

認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
金
言
の
具
体
的
実
践
例
集
と
は
説
話
集
の
1
　
つ
の
形
に
ほ
か
な

ら
な
い
o
 
t
方
へ
金
言
の
1
々
は
そ
れ
ら
を
束
ね
る
言
説
へ
_
ま
た
、
言
説
を
さ
さ
え
る
観

念
や
価
値
像
へ
　
世
界
観
の
表
象
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
実
践
例
の
1
々
の
吟
味
は
、
説
話

研
究
に
お
け
る
と
同
様
へ
　
言
説
や
観
念
'
世
界
観
と
そ
れ
ら
に
取
り
巻
か
れ
て
生
き
る
人

間
と
の
関
わ
り
の
様
態
を
'
よ
く
教
え
る
は
ず
で
あ
る
。

ま
た
へ
　
著
者
山
本
は
、

此
の
『
1
日
1
善
』
は
'
『
少
年
義
勇
団
』
が
成
立
し
た
と
同
時
に
新
に
思
付
か
れ

た
も
の
で
は
'
決
し
て
な
い
ら
し
い
の
で
、
英
国
で
は
'
既
に
前
々
か
ら
'
心
あ
る

人
人
の
間
に
於
い
て
比
の
『
1
日
1
善
』
が
行
は
れ
て
ゐ
た
　
(
3
頁
)

あ
る
い
は
へ

『
1
日
「
善
』
は
'
右
い
ふ
通
り
外
国
か
ら
渡
っ
て
来
た
も
の
で
は
あ
る
が
'
『
7

日
1
善
』
的
心
懸
け
を
持
っ
て
『
1
日
1
善
』
的
行
を
為
し
て
ゐ
た
も
の
は
'
又
ゐ

る
も
の
は
、
我
邦
と
て
も
へ
何
に
も
珍
ら
し
い
こ
と
は
な
い
、
特
に
昔
か
ら
寡
言
善

行
に
励
む
所
の
我
邦
で
は
'
十
人
が
十
人
恐
ら
く
皆
斯
様
な
心
懸
を
持
っ
て
ゐ
る
で

あ
ら
う
'
『
一
日
1
善
』
と
い
ふ
言
葉
な
ど
も
無
論
珍
ら
し
く
も
何
に
も
な
い
こ
と

ヽ
思
ふ
　
(
5
貢
)

と
述
べ
へ
前
記
「
少
年
義
勇
団
」
と
の
紐
帯
を
切
り
つ
つ
　
r
一
日
1
善
」
運
動
を
公
共
的

な
生
活
倫
理
問
題
へ
と
敷
延
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
よ
う
だ
が
へ
　
こ
の
こ
と
は
'
当
時
の

山
本
の
活
動
、
そ
の
後
の
動
向
を
視
野
に
お
さ
め
る
時
へ
言
説
相
互
の
接
触
、
交
渉
の
実

際
を
伝
え
て
い
て
興
味
深
い
。

「
青
年
団
の
父
」
と
も
よ
ば
れ
る
山
本
瀧
之
助
(
広
島
県
沼
隈
郡
千
年
村
生
、
明
治
6

年
～
昭
和
6
年
)
は
'
千
年
小
学
校
長
を
務
め
た
人
物
だ
が
'
徳
富
蘇
峰
の
青
年
会
論
の

影
響
を
受
け
て
、
教
育
・
文
化
に
恵
ま
れ
な
い
地
方
農
村
で
の
自
主
組
織
に
よ
る
青
年
会

の
必
要
を
力
説
へ
明
治
2
3
年
に
は
「
青
年
会
ノ
起
ラ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム
」
を
起
草
し
、
明
治

2
9
年
に
は
日
本
最
初
の
青
年
団
論
『
田
舎
青
年
』
を
著
し
て
い
る
。
青
年
の
学
習
組
織
で

あ
る
夜
学
会
へ
小
学
校
同
窓
会
を
母
体
と
し
た
青
年
会
・
処
女
会
の
支
援
を
通
し
て
地
方

自
治
の
担
い
手
た
る
農
村
青
年
の
育
成
を
は
か
ろ
う
と
し
た
。
こ
う
し
た
運
動
は
全
国
的

な
広
が
り
を
み
せ
、
明
治
2
9
年
5
月
頃
に
は
'
地
方
の
い
わ
ゆ
る
T
若
者
仲
間
」
な
ど
の

「
青
年
会
ト
へ
の
改
組
が
す
す
み
、
そ
の
数
は
全
国
で
6
9
5
団
体
以
上
に
の
ぼ
っ
た
が
'
山

本
は
そ
の
動
き
の
中
心
に
あ
っ
て
'
政
府
に
も
つ
よ
く
働
き
か
け
て
い
た
。
一
方
へ
　
日
清

・
日
露
戦
争
時
の
青
年
会
の
他
兵
活
動
へ
銃
後
活
動
に
注
目
し
て
い
た
政
府
は
、
日
露
戦

争
後
の
地
方
改
良
運
動
の
一
環
と
し
て
青
年
会
の
育
成
と
活
用
を
ね
ら
い
へ
　
山
本
の
主
張

を
受
け
入
れ
る
か
た
ち
で
'
講
和
条
約
締
結
後
の
明
治
3
 
8
年
9
月
2
9
日
に
内
務
省
地
方
局

長
が
地
方
長
官
に
「
地
方
青
年
団
体
向
上
発
達
二
関
ス
ル
件
」
を
通
牒
、
同
1
 
2
月
2
7
日
に

は
文
部
省
普
通
学
務
局
長
が
青
年
団
の
設
置
奨
励
お
よ
び
指
導
に
関
し
て
通
牒
す
る
に
い

た
る
。
本
書
出
版
後
の
大
正
4
年
に
は
'
第
一
次
世
界
大
戦
を
機
に
青
年
会
の
軍
事
化
(
敬

兵
年
齢
ま
で
の
軍
事
的
訓
練
)
を
図
ろ
う
と
す
る
声
を
う
け
て
'
政
府
は
'
青
年
会
を
修

養
機
関
と
と
も
に
壮
丁
予
備
教
育
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
そ
し
た
政
府
の
施
策
は
、
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し
か
し
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
影
響
も
あ
っ
て
、
大
正
期
か
ら
昭
和
初
年
に
か
け
て
は

「
官
製
青
年
会
」
と
し
て
反
発
を
招
い
た
け
れ
ど
も
へ
他
方
へ
青
年
会
の
全
国
組
織
化
の

必
要
も
あ
っ
て
、
大
正
1
 
0
年
に
は
日
本
青
年
館
が
建
設
さ
れ
　
(
山
本
は
評
議
員
を
務
め
た
)
ち

大
正
1
4
年
に
は
大
日
本
連
合
青
年
団
が
結
成
さ
れ
る
O
戦
時
体
制
を
深
め
た
昭
和
1
4
年
に

は
朝
鮮
・
台
湾
・
樺
太
の
青
年
団
を
も
糾
合
し
て
大
日
本
青
年
団
に
改
組
改
称
も
　
大
政
翼

賛
下
の
昭
和
1
 
6
年
に
は
、
大
日
本
連
合
女
子
青
年
団
・
大
日
本
少
年
団
連
盟
へ
　
帝
国
少
年

団
協
会
と
と
も
に
大
日
本
青
少
年
団
に
統
合
さ
れ
て
'
以
後
へ
　
銃
後
活
動
を
に
な
う
に
い

た
る
　
(
前
記
『
世
界
大
百
科
事
典
』
「
山
本
滝
之
助
」
　
「
青
年
団
」
項
へ
『
国
史
大
辞
典
』

吉
川
弘
文
館
、
「
青
年
団
」
項
へ
『
近
代
日
本
総
合
年
表
　
第
三
版
』
岩
波
書
店
、
な
ど
)
0

昭
和
6
年
に
亡
く
な
っ
た
山
本
は
'
~
昭
和
戦
前
期
の
戦
時
体
制
下
で
青
年
会
(
青
年
団
)

が
果
た
し
た
政
治
的
軍
事
的
役
割
を
し
ら
な
い
。
し
か
し
'
農
村
青
年
の
自
主
自
立
を
促

す
青
年
団
運
動
に
奔
走
L
へ
　
こ
れ
へ
の
支
援
を
政
府
に
働
き
か
け
る
な
か
で
'
逆
に
明
治

政
府
の
帝
国
主
義
政
策
の
1
端
を
に
な
う
地
方
改
良
運
動
に
歩
み
寄
り
へ
　
組
み
込
ま
れ
'

青
年
会
を
国
家
軍
事
体
制
の
う
ち
に
導
い
て
い
た
　
(
「
少
年
義
勇
団
」
　
化
し
て
い
っ
た
)

こ
と
も
、
歴
史
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
o
見
た
よ
う
に
'
山
本
は
、
二
日
一
善
」
を
'

イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
時
代
の
産
物
で
あ
る
　
「
少
年
義
勇
団
」
　
と
の
紐
帯
を
切
り
つ
つ
へ
　
農

相
青
年
育
成
の
文
脈
に
据
え
直
し
て
利
用
し
ょ
う
と
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
本
書
の
刊

行
さ
れ
た
大
正
2
年
は
'
日
清
・
日
露
戦
争
の
間
の
青
年
会
に
よ
る
他
兵
活
動
へ
.
銃
後
活

動
を
背
景
に
'
「
官
製
青
年
会
」
　
形
成
へ
の
レ
ー
ル
が
す
で
に
敷
か
れ
'
山
本
自
身
、
政

府
の
地
方
改
良
運
動
に
乗
じ
る
か
た
ち
で
青
年
会
活
動
の
進
展
を
目
指
し
て
い
た
時
期
に

あ
た
る
.
冒
頭
に
引
用
し
た
　
r
一
日
7
善
」
　
の
来
歴
を
語
る
場
面
で
'
「
第
六
回
内
務
省

地
方
改
良
事
業
講
習
会
」
　
「
時
の
潮
同
省
事
務
官
」
　
「
同
じ
く
時
の
中
川
同
省
書
記
官
」
　
と

こ
と
ご
と
し
く
「
内
務
省
」
　
関
係
記
事
が
示
さ
れ
て
い
た
の
は
'
こ
れ
と
か
か
わ
る
。
先

に
引
い
て
お
い
た
山
本
に
よ
る
「
少
年
義
勇
団
」
創
設
由
来
の
解
説
に
は
、
「
要
す
る
所
へ

英
人
の
生
活
が
現
在
の
ま
1
で
あ
っ
て
は
、
マ
サ
カ
の
時
に
役
に
立
た
な
い
'
少
年
の
頃

か
ら
国
民
的
訓
練
へ
　
精
神
的
素
養
を
与
ふ
る
必
要
が
吃
度
あ
る
、
と
考
へ
ら
れ
た
の
で
」

と
あ
っ
た
が
へ
こ
の
い
く
ぶ
ん
事
実
を
歪
曲
し
た
文
言
は
、
実
は
大
正
2
年
の
日
本
の
「
必

要
」
を
こ
そ
説
い
た
も
の
で
あ
っ
て
'
そ
こ
に
政
府
へ
と
擦
り
寄
る
婿
態
を
指
摘
す
る
こ

と
も
で
き
そ
う
で
あ
る
　
(
1
2
月
1
 
9
日
条
に
は
　
「
比
の
月
初
め
に
入
営
さ
れ
た
新
兵
諸
君
の

所
属
中
隊
名
を
ば
'
青
年
会
の
掲
示
場
へ
掲
示
し
た
」
　
と
あ
る
)
。
そ
し
て
へ
　
本
書
は
、

「
尋
常
四
年
の
児
童
」
　
に
頒
布
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
本
書
の
言
述
を
ど
う
見
る
か
に
つ
い
_
て
は
'
今
少
し
時
代
の
言
説
'
山
本
の

動
き
に
関
す
る
観
察
、
精
査
が
必
要
だ
が
'
政
府
と
の
関
係
を
強
め
て
い
た
当
時
の
山
本

の
位
置
に
重
き
を
お
け
ば
'
「
1
日
1
善
」
と
「
少
年
義
勇
団
」
と
の
紐
帯
を
切
り
'
「
当

時
の
広
島
高
等
師
範
学
校
長
北
礁
先
生
」
　
「
欧
洲
で
開
か
れ
た
万
国
道
徳
会
議
」
へ
『
大
阪

毎
日
新
聞
』
の
　
「
賞
賛
」
、
『
農
村
と
娯
楽
』
(
天
野
藤
男
氏
著
)
　
で
の
　
「
道
徳
的
娯
楽
」

性
指
摘
へ
　
r
大
正
二
年
七
月
中
大
阪
市
教
育
会
主
催
の
関
西
教
育
博
覧
会
青
年
部
出
品
中

広
島
県
沼
隈
郡
田
尻
柑
青
年
会
の
『
T
日
7
善
』
成
績
表
」
、
「
産
業
組
合
中
央
会
愛
知
支

部
」
　
で
の
　
r
今
上
天
皇
陛
下
御
即
位
の
奉
祝
記
念
事
業
」
と
し
て
の
　
「
『
1
日
一
善
』
の

実
行
」
　
「
推
奨
」
な
ど
を
列
挙
し
て
政
治
性
を
脱
色
し
っ
つ
も
、
「
少
年
の
頃
か
ら
国
民
的

訓
練
へ
精
神
的
素
養
を
与
ふ
る
必
要
」
　
に
迫
ら
れ
て
い
る
国
家
的
な
課
題
に
応
じ
て
い
る

と
こ
ろ
に
'
巧
妙
な
言
説
戦
略
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
'
山
本

の
当
初
の
願
い
へ
す
な
わ
ち
へ
農
村
青
年
に
学
習
の
場
へ
娯
楽
の
場
を
与
え
、
村
落
共
同

体
の
1
員
と
し
て
訓
練
し
'
地
方
自
治
の
自
立
的
な
担
い
手
を
育
成
し
よ
う
と
し
た
と
こ

ろ
に
目
を
向
け
れ
ば
、
そ
の
達
成
に
向
け
て
よ
り
大
き
な
政
治
勢
力
を
利
用
し
ょ
う
と
し

て
逆
に
利
用
さ
れ
'
倫
理
的
言
説
と
政
治
的
言
説
の
間
を
行
き
来
し
な
が
ら
や
が
て
そ
の

狭
間
で
両
言
説
融
合
の
、
得
体
の
知
れ
な
い
'
し
か
し
自
意
識
だ
け
は
過
剰
で
、
自
尊
心

に
あ
ふ
れ
た
押
し
っ
け
が
ま
し
い
発
話
を
繰
り
返
し
て
し
ま
う
'
そ
う
し
た
主
体
の
生
成
、

言
述
の
滴
り
よ
う
を
見
出
だ
す
こ
と
も
で
き
そ
う
で
あ
る
o
い
ず
れ
に
し
て
も
'
本
書
は
'

そ
う
し
た
意
味
で
も
言
説
へ
　
言
述
研
究
の
材
料
た
り
う
る
。

な
お
へ
本
書
は
へ
　
そ
の
一
々
に
明
治
～
大
正
期
の
文
化
、
風
俗
へ
　
世
態
な
ど
の
状
況
が

写
し
取
ら
れ
て
い
る
。
目
に
つ
い
た
も
の
を
以
下
に
摘
記
し
て
お
く
。

新
聞
(
1
月
8
日
・
2
月
2
0
日
・
4
月
1
 
8
日
・
1
 
0
月
2
2
日
)

役

場

・

役

所

(

1

月

1

 

0

日

・

同

2

8

日

・

2

月

1

 

7

日

・

6

月

2

8

日

・

7

月

8

日

・

同

日

日

・

同

相

日

・

同

2

1

日

・

日

月

2

7

日

)

道
標
(
1
月
1
 
3
日
・
7
月
1
 
6
日
)
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汽
車
(
1
月
1
 
7
日
・
同
1
 
8
日
・
2
月
6
日
・
3
月
6
日
・
3
月
2
4
日
・
4
月
2
4
日
・
7
月

ほ

日

・

同

2

4

日

・

8

月

2

0

日

・

同

2

3

日

・

9

月

2

日

・

同

4

日

・

同

1

7

日

・

同

2

1

日

・

日
月
2
8
日
)

乞
食
(
1
月
t
 
9
日
・
3
月
2
0
日
・
9
月
1
 
6
日
)

守
(
1
月
2
 
1
日
・
浪
花
節
=
3
月
1
 
7
日
・
7
月
5
日
・
1
2
月
2
日
・
同
5
日
・
同
9
日
)

婦
人
会
　
(
1
月
2
 
1
日
・
4
月
3
日
・
1
2
月
9
日
)

書
物
　
(
1
月
2
4
日
・
4
月
1
 
6
日
・
6
 
'
月
6
日
)

村
日
誌
　
(
1
月
2
5
日
)

郷

土

の

好

資

料

(

1

月

2

5

日

)

共
同
墓
地
　
(
2
月
7
日
)

細
民
部
落
　
(
2
月
8
日
・
同
1
 
3
日
・
3
月
1
日
・
7
月
2
6
日
・
1
 
0
月
1
日
)
、

食
堂
日
誌
簿
　
(
2
月
9
日
)

国
旗
・
君
が
代
(
2
月
日
日
・
4
月
3
日
・
同
2
0
日
)

青
年
会
　
(
2
月
2
3
日
　
^
f
月
1
2
日
・
同
2
0
日
　
t
0
月
2
3
日
・
6
月
1
3
日
・
8
月
1
 
0
日
・
同

2

0

日

・

同

2

4

日

・

9

月

2

日

・

同

6

日

・

同

1

1

日

・

同

3

0

日

・

1

0

月

7

日

・

同

2

5

日

)

ラ
イ
オ
ン
歯
磨
　
(
2
月
2
5
日
)

学
校
(
2
月
2
6
日
・
3
月
5
日
・
5
月
2
7
日
・
7
月
9
日
・
8
月
3
日
・
同
1
 
0
日
・
1
 
0
月

2
日
・
同
1
0
日
・
同
1
4
臥
・
ほ
月
1
6
日
)

村
の
休
み
日
　
(
2
月
2
8
日
・
1
 
1
月
2
日
)

農
談
会
　
(
2
月
2
8
日
)

内
務
省
　
(
3
月
1
日
)

広
告
紙
　
(
3
月
2
日
)

切
符
　
(
3
月
1
 
1
日
・
7
月
1
 
2
日
・
同
2
4
日
)

講

話

・

講

話

会

(

3

月

1

 

2

日

・

5

月

5

日

・

7

月

2

5

日

・

8

月

5

日

・

同

2

4

日

・

1

 

0

月

2

日

・

1

2

月

1

3

日

・

同

2

6

日

)

死
亡
年
齢
別
表
　
(
3
月
1
 
3
日
)

ハ
イ
カ
ラ
(
3
月
1
 
8
日
、
な
お
『
一
日
t
訓
人
生
日
記
』
7
月
1
2
日
条
参
照
)

浪
花
節
(
3
月
1
 
7
日
・
同
2
 
1
日
・
9
月
6
日
)

演
説
(
3
月
1
 
9
日
・
8
月
1
2
日
)

篤
志
青
年
(
3
月
2
5
日
・
5
且
5
日
へ
　
1
 
1
月
2
6
日
)

東
京
　
(
3
月
2
7
日
・
日
月
1
 
0
日
)

雑
誌
・
古
雑
誌
(
4
月
1
 
0
日
・
7
月
4
日
・
8
月
1
 
5
日
・
9
月
2
5
日
)

古
葉
書
(
4
月
t
 
2
日
・
7
月
1
 
1
日
)

手
紙
　
(
4
月
1
 
7
日
)

青

年

風

俗

(

頭

髪

-

4

月

2

8

日

へ

白

足

袋

流

行

=

5

月

2

2

日

'

着

物

=

8

月

8

日

・

1

0

月

7

日

へ

　

9

月

2

8

日

・

同

2

9

日

・

1

 

1

月

2

2

日

)

国
力
比
較
表
　
(
5
月
2
3
日
・
6
月
2
2
日
)

切
手
売
下
所
(
5
月
2
4
日
・
1
2
月
2
4
日
)

蓄
音
機
(
6
月
2
日
・
同
1
 
5
日
・
同
2
9
日
・
8
月
2
日
・
同
1
 
0
日
)

精
神
病
者
　
(
6
月
4
日
)

福

引

き

(

6

月

1

 

3

日

・

9

月

3

0

日

)

枕
　
(
6
月
1
 
6
日
)

相
談
会
　
(
6
月
2
5
日
)

筆
(
6
月
3
0
日
)

紡
績
所
　
(
7
月
7
日
)

夜
分
の
蜘
昧
　
(
7
月
1
 
5
日
)

軍
人
勲
記
　
(
7
月
2
 
1
日
)

同
窓
会
　
(
8
月
3
日
)

絵
葉
書
(
8
月
3
日
・
9
月
2
3
日
・
1
 
2
月
2
9
日
)

飛
船
　
(
8
月
7
日
・
9
月
2
5
日
)
ち

日
米
問
題
　
(
8
月
7
日
)

裸
の
子
供
　
(
8
月
9
日
)

処
女
会
　
(
8
月
1
 
0
日
)

講
談
　
(
8
月
1
 
0
日
)

陸
軍
・
兵
(
8
月
1
 
4
日
・
1
 
0
月
5
日
・
1
2
月
1
 
9
日
)

金
山
寺
味
噌
(
8
月
1
6
日
)
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孤
児
院
　
(
8
月
2
3
日
)

旅
行
　
(
9
月
2
日
・
同
4
日
)

角
力
　
(
9
月
6
日
)

農
会
(
9
月
9
日
)

夜
学
　
(
9
月
1
 
9
日
)

E
l
国
遍
路
　
(
9
月
2
 
1
日
)

電
車
　
(
9
月
2
2
日
)

舶
来
の
鉄
(
1
 
0
月
4
日
)

健
界
写
真
帖
(
1
 
0
月
2
0
日
)

五
分
間
演
説
　
(
1
 
0
月
2
5
日
)

画
集
・
画
報
　
(
日
月
1
日
)

易
者
　
(
1
 
1
月
3
日
)

新
米
　
(
1
 
1
月
6
日
)

飲
食
店
・
醜
業
婦
　
(
1
 
1
月
1
 
6
日
)

五
銭
渡
し
　
(
日
月
2
2
日
)

小
説
　
(
.
1
 
2
月
6
日
)

児
童
心
理
書
　
(
1
2
月
6
日
)

夜
警
(
1
2
月
1
5
日
)

巡
回
文
庫
　
(
相
月
1
 
7
日
)

庭
訓
往
来
　
(
1
 
2
月
3
0
日
)

*

昭
和
4
0
年
前
後
の
小
学
生
の
頃
、
「
一
日
一
善
」
　
を
も
じ
っ
て
　
「
1
日
1
膳
J
な
ど
と

ふ
ざ
け
て
い
て
'
教
師
に
た
し
な
め
ら
れ
た
記
憶
が
あ
る
O
『
1
日
1
誉
』
の
な
か
に
も
、

講
演
を
聴
い
て
　
二
日
一
善
」
を
思
い
立
っ
た
青
年
に
　
二
日
一
膳
で
は
腹
が
細
い
、
1

日
十
勝
位
は
食
は
ね
ば
な
ら
ぬ
」
　
と
い
っ
た
1
人
の
教
員
が
い
て
'
「
此
の
不
注
意
の
冗

談
の
為
め
に
'
折
角
芽
を
出
し
か
け
申
し
候
一
日
1
善
も
、
1
同
の
ド
ッ
ト
笑
ふ
声
の
内

に
'
全
く
芽
を
折
ら
れ
て
仕
舞
ひ
候
」
と
憤
慨
し
た
人
物
の
書
蘭
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
'

し
て
み
る
と
、
こ
の
も
じ
り
は
随
分
と
長
い
歴
史
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は

と
も
か
く
へ
　
こ
の
記
憶
は
、
昭
和
4
0
年
頃
に
も
二
日
一
善
」
運
動
が
ま
だ
生
き
て
い
た

こ
と
を
確
か
め
さ
せ
る
。
同
様
の
こ
と
は
'
こ
の
度
と
り
あ
げ
た
『
一
日
7
訓
人
生
日
記
』

や
『
定
本
国
民
座
右
銘
』
に
つ
い
て
も
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
戦
後
生
ま
れ
の
日
本

人
を
教
育
し
た
の
は
'
戦
前
(
明
治
・
大
正
・
昭
和
戦
前
顛
)
　
の
言
説
状
況
の
な
か
で
生

ま
れ
へ
育
っ
た
人
々
だ
。
彼
ら
の
知
を
も
っ
て
育
て
ら
れ
'
評
価
さ
れ
た
人
々
も
ま
た
へ

次
世
代
の
知
に
作
用
を
及
ぼ
し
'
彼
ら
を
評
価
す
る
な
か
で
、
そ
の
知
の
継
承
を
は
た
し

て
し
ま
う
O
そ
う
し
た
伝
承
が
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
行
わ
れ
へ
　
そ
こ
で
何
が
起
こ
っ
て

い
た
の
か
へ
　
そ
れ
を
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
金
言
集
に
所
収
の
言
表
た
ち
の
そ
の
後
を
追
う

こ
と
で
明
ら
か
に
す
る
途
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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〈
二
)
【
「西
郷
南

洲
遺

訓
」

甲
斐

こ
そ
な

け
れ
類

な
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(

こ

お
も

ひ

か
ど
ら
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平
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衰

記
」
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日
本
書
紀

生
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経
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】

な

ふ
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と

の
な
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も
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な
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き

を
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約
聖

書
」
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ラ
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ミ

ル
大
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】

か

ヘ
り
み
ず

し

て
と
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す

い
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け

り
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治
天
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、
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非
子
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子
間

」、
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治
天

だ
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す

仇
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だ

く
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忘

そ
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に

よ

り
て

た
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ら
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と

も

ね
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り
け
り
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憲
皇
太
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郷
南

洲
遺

訓
し

な
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り
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世
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と
も

粥
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伊
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】

と
も

ロ

皇
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の

】に
す

イ

伝
れ
ば
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′

藤

仁
い

つ
卸
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な
に
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う
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男
子
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程

剤

腸

に
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し
な

と
き
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つ
か

を
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ふ
時

は

ー
家

、
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(
節
分

ー

山
鹿
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「立観 し

よ
負侯不 心く敬 日大 大
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と

物
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よ
く

説
く
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神
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卓
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晴

れ
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せ
よ
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遺
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だ
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て
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士
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かーさ
治
ま

ら
ず
J
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れ
ば
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し
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ひ

だ
し
鄭
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又

を さ
ら

覗
と
き
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そ

と
く
た

時
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内
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鹿

☆

〔解

説
〕
広
瀬
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に
〔

〔解め
ま
も

守
る
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な

釈 読 ら新

な
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解
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〕

説
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塩
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賦
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て

か
た
は
ら

傍
チち

う
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注

意
1フ lでf

t
えのい

ん
醍で

袷に 『な何、.
め し

よ
食もき 期か

A
香の るこ

と
事き

よ
居

てあ
ら

疏 ふし アにら く
ど
もノ

し
よ
く
と
えノに

堂

に
食

堂

白

き

む

、

気

に
向

い
た

つ

さ
だ

付
け

る
定

め
な

氏 .1
1f
2
・」蝣

M
、

JiJけ

同
基
地

の
前

を
通

っ
た

つ
げ

ひ
と

あ

華

を
ま

つ
る
人

の
な

い

け
な
す
リ

v>

<.蝣

花

松
を
折

っ
て
立

て
た
0

がのいんZ
].

も

く
わ

よ
う

か
と
思

っ
た
鍾

こ
ど
も

や

ふ
て
子
供
に
遣

っ
た
0

こ

く
き

た

は
国
旗

を
立

た
0

I

_.V
O
た

ス
は
御
親

類

ご
よ
ちノじ

か
御

用
事

は

こ
と
づ
け

う
な
が

言
伝

を

促

し

.
ら
く

せ
>

部
落

の

i
青

き
し
や

ま
ち
か

汽
車

は

モ
ウ

真
近

に
な

っ
た

の
で
、

小
1
-C->

十
は

山

あ
、つ
て
は
、
と
駈
足

で
通
り
抜

け
て
、

ま
へ

た

ふ
さ
が

き
し
や

つう
く
わ

前

に
立
ち

塞

つ
て
、
汽

車

の
通
過
す

き
よ

か
く
ま

た
い
ど

と

を

を

つ
た
Q

て

る
日

凸

た

あ

の
お
方

に
逢

ひ
ま

あ

り
ま

せ

ん

か
』

た
0

つ
し
`

そ
な

諌

簿
を

備

こと

な
ん

事

を

何
な
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で
あ

る
。

ろ

ノえー

年

に
小

冊ん
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で
し

き
そ

子
を

寄

のらntめ

あ
き

相
の
空

す

ぞ
、
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府

け

り
と

も

で
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ア
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ヘ
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お
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贈

し
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、
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の ト迦れ Il
l

s
m

あ

た
已

人 レ,ノど つ

る
か

な

こ

(明

治
天
皇
御

諺

、
程
伊

ら

ん

る
な

の 経れ K書も 」的
ノ

ま 」
】

ば釈 ト

イ
田
松

死

ぬ肌
人

マな デ息的
ノ
(

(読
こ イ

タ

ば

神ロ
千ふ

と と 陰る
、

Kゼこ 不
の 外

と
市 ¥r「

ば ゝ
ろ

s
o

伝の チノと 知
道 経、一カ こ ネ】を
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菅
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☆
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国
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は
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⊥
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ふ
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こ
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ま

う
と

し

て
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言
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兼

ね

て
ゐ

る
風

き

き

か

ら
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ラ
か
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気

を
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か

し

て
、
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た
し

て
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手
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げ

ま
す

』
、

と
】

こm
.

LtV 1し さ
l>

細ね
つ

熱
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の さ塞のき来 があ上 戟Lに
て辛 ち門

の
こ
に

へ
恥

む知て 勘げ &も恥

拷 さsの戟 h
ソ

た の
<
～

掛

い

い
たを >

り
ぐ

入

口
お落
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＼
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∫
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、
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は
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司
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落

(

L
J?ぞ

す
す

わ

退

か
ず

、

人
進
め
ば

.

東
海

夜
話

ー

口間 日む」
た
▼2

刀 祭事 寂

r
神

の
細

め

ぐ

」定
家

卿
文

ー

に居 本に
の
骨
を

切
る
必
ず

さ

ノ、に

ろ

「
狭
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こ

だ
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し
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と

傍

で
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を

見
た
、

段

々
助

言
す

る

人
が

じ
ぷ
ん
ひ
と
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つ

く
ち

だ

、
自

分
独
り

は
決

し

て

口
を
出
さ

な
か

つ

だ
め

つく

駄

目
も
な

く
な

っ
た

、

こ
れ
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ら
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ら
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ォ'4
r-と
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段

に
な

っ
て
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寸
待
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な
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れ
、
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ぱ

い

う

い
ふ

風
に
打

っ
た

な

ら
、
立

派

に
生

ひ

て
を
L

L
た
ら
う

と

1
と

教

へ
て
あ
げ
た
0
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た

こ

も

た
く
さ

I
と

傍

の
子
供

が

沢
山

に
鼻

汁
を

出

し
て
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と

ち
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が
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だ

あ
た

裸

か
ら
塵
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し

て
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も

の
じ
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な
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よ
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あな 冒+つ .Lhソ
尻ぱ ゥ

つこと事 つ
し千て 、カり り

たじ をあ
た
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カ
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を
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た
に
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け
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る
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た
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た
0

人
に
送

. つ
た
0

ゐ

た
は
.
な

鼻

汁L

は
知

に
、

あ

っ
た
、

う

と
は
鮎

き

る

義ト m約 天釈 無 性 忍級ン
「

浬レ′忠 に壁自国 哩道さま 名千 ととぬ 耐」
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台
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の
最

初

に
成

れ
る

国
に
し

て
世

い
は
ん
こく

こ
ん
lf
ん

万
国
の
凝
本
な

り
」
-

宇
内
混

同
秘
策
ー

佐
藤

信
淵

★

司

杏 梅よ園 mi
1

形 .ワら
罪の俗 記秤

を聞 園t
J

袷 倍く謙 き
ん

mな文 忠論

、し 蝣

Z
'̂
-r

Aさ

投

r学

文
は

置

は
な

さ
き
わ
ろ

鼻

の
先

悪
L
L

秦
-

顔」倍
l

し
,つ

wLm こ

う

日

T
功

て 「育 に」
M
tt"

音 虫行 た

Jぱ
ず

の の 郡
噺

必 し ォ
ーAちm ど

こ所 る
玩

は
め杏

、め ち
に も

の
者 読 M さ

ら
明

ざ よ★ は た
の
し

*★ る
に

.
ち

る
者

‥り
て辛

死
し〔解 つ

の
日〔解

一

し

て
[*

は 善 説
〕

き1 に説
〕

昏I.
一蝣」蝣以 那 冗 て な

は
ん

の
み
」

横
井

小
楯

土

雨

て b
JR

分
る

、

三
浦
梅

三

尊

上 ち餐 る請
だ大 必杉上 た務 に檎
Jl>"し

事 す謙司 め支 あ老轍

に <
v

晴m る信朗 し考草 、b秦次
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-
日 日蝣r

'
上
γ

がで也き
≠

日の
I

をあし
一

日む
し

れれん
』

は
そ

日う
ヘ

上し
つく

漆
ち

を

2f
t

初に

コ

あ
れ

一・・
?・'

fl&さ
宿ハ

イ
ど
わ
ゎ

誘
拐

る
、

た
0

て

ら

ぢ
う
し
よ
く

し
き

′
に
は
.
し

け
い

さ

る
お
寺

の
住

職

が
、
頻

り
に
浪
花
節

を
稽

さ
ん
け
い

し
ゆう

ひ

て
、
そ

れ
で
参
詣

の

衆

を
引

き

つ
け

て
ゐ
ら

は
な
し

お
も

つ

る
と

い
ふ

話

、
『
そ

れ

は
息

ひ
付

き
じ
や

、

こ

ぱ
Jワ

く
ら
ゐ

か
ら

の
坊

さ

ん

は
そ

れ

位

に
や

ら

ね
ば

い
か

ひ
と
び
と
く
ら
ぐ
ち

はな

じ
ぷ
ん
ひ
と
り

、

と
人

々

口
々
に

辞

し

て
ゐ

た
、

自

分

l
人

お
も
し
ろ

お
も
ひ
つ

れ
は
面
白

い
と
も
、
よ

い
思

付
き

じ
ゃ
と
も
浮

、
り
言

は
な

か

た
0

さ
は
う

9
方

楓
でめ lg

ん
本

磨 心

の
ツ
プ

ば
、

も

の

tV
ど屋カしよ るにめォ

!
ま お

と
港

いソ
にラてノ

＼
ら

I>

く

う
け
->た
い

ら
う
l
く

村

に
行

っ
た
、

観

音
堂
境

内

の
老
木

の

で
き

ウ

ツ

ロ
が

出

来

て
ゐ

る
、

『
ア
ソ

コ
を

つぷ

あ
ま
み
づ

は
い

い
の
ち

り
潰

し
な
さ

い
、
雨
水

が
逼
入

る
と

命

ち
らノい

る

、
と

、

Iし
た
。

し

こ

じ
き

せ
ん
め
く

の
乞
食

に

I
銭
恵

ん
だ
0

と

え

人
が
演
説

し

て
ゐ
た
、
見

れ
ば

机

の

み
づ

よ
う
い

つま

と
き

み
づ

と
水

抑
理

首
が
総

、細

っ
た
時

に
水

ツ
イ

見
苦

し

い
様

を
紛

ら
す

こ
と

が

みづ

も

お

で
あ

る
、

『
水

を
持

っ
て

行

っ
て
置

か
ん
じ

ひ
と

ち
う
い

と

の

に
注

′
し
た
0

と
ま

き

じ

で

ぢ
よ
ち
う

な
カ
タ
カ

宿

っ
た
、

給

仕
に

出
た
女

中
が

中

々

よ

な
か

ず
ゐ
ぶ
ん

を
ん
な

ら

し

い
、

『
世

の
中

に

は
随

分

と

女

お
そ

.
と
こ
ろ

つ

ゆ

恐
ろ
し

い

所

へ
連

れ

て
行

く
も

の
が

つ
、
-

*

-
<
1

慎

ん

で
居

ら
ね
ば

な
ら
ぬ
』

と
注
意

十

V

ア
<

巾

た
、
直

に
拾

っ
て
載

せ
た
0

意級 友三 内ン 初木 多負 *

因」
】

と恥もぞ にヤ塵常 ま」
】

同き 弁衣すだ aLJ*_
慕 交

「
ろ世 mンのに 考じ戟 な話ぎに mゥ人

果

【

る三とに れ世払 ヘ世が る」
、

たち 」
、を

に叉もた をソにひ やを身 初
「

るら 「常る

「 こつ -つ).jな ′ こ
a
n 存た力 れtフはよ 一.の

ノ
【学及ざ 記忘

曜
経

【
r
小
学

」
、

」
l

」
す

け

か
は

な

る
べ
き

【

「中

阿
含

経

」
、
ジ

ョ
ン

.
パ

テ

ス
】

交

る
と

も

人
み

な

の
こ

ゝ
ろ

は

れ
よ

(
明
治
天
皇
御

製
)

【
間

宮
つ
に

け
り

ル

ツ

」
】ぱ

ざ

ら
な

」
】る

な
」
、 莱住 ソいり

む 人

「 宗み オけ と
荏 「

因

果
経
」
、

竹
越
与

し

て
む

つ
ぴ
あ

ひ
友

(
明
治
天
皇
御

製
)

め り し
千 岡へ 梶仮 て
」
、

倉て 住初 上

「
四
十

二
章

覚

三

「茶

の

捨

つ
れ
ば

安

(読
人

不
知
)

正

兄

r
二
宮

の
言
葉

も
あ

ロ

下
を

知

る
入

試

、

r
「こ (め 「る

「
あ
た

当

らm鶴 -*0*ろ日 彼く
に

国方 ち管」草 ち父X
.

る従

く岳 くに記 岸」秦 に枕 のの ベ政
E
」
M

学
び

めこ
と
を
多
く

し
迂

ち
か
ら

そ
モ

カ

を

注
ぐ
ベ

L
L

入

)

集
】

け
た
ら

カと

た

じ

働

け
ば

角
が
立

つ
、

情

し
那

終
蔦

L
L

名
言

て
篤
く
志

し

r
軒

脈

の
鵜

な

が

は
皆

我
身

の

日
記

-

*

7
辞

★

せ
つ

切
氏捕

る 穂 >oJ
幸

とに
間

こ
と☆

の
郎☆

」

ひ を
∩

ま
〔

に
〔 ∩

て 、1く
.ん

少

く

解
説

〕

桝解 さ
を

*解 『
山ー

角
ち

油
潤 な読 さ臥 説

4,〕 せ〕 〕
患

、
千

Tj
鞘

成
瀬

茅

野
ら
獣

柿志 ぱ夏村 ′伊

<
?

)とtP し
敬し FA一 あ

～ 】
m .

と一蔵千 せ磨m れ石千 j」草 軒

3

62 52 42 32 ,ー2 12
日患 日

常

日るにりゐ 日

七

日のめ換 日つつは
くし ふォでた て
う

提え たた-
*どTた え

き

力
い
さ
つ
く
ち

し
き

う
し
ろ

お

力

駅

の
改
札

口
で
、

頻
り

に

後

か
ら
押

し
懸

ま
へ

ふ
じ
ん

ち
の
み
ご

せ

お

ひ
だ
り

ツ
イ
前

の
婦

人
は
乳

飲
子
を
背
負

ふ

て
左

ろ
し
き

か
、

ふ
じ
ん

ほ
ご

呂
教

を
抱

へ
て
ゐ

る
、

婦
人

を
保

護
す

る

し
ば
ら

た

と
ま

う
し
ろ

は
う

そ

、

姑

く
立

ち
留

っ
て
、

後

の
方

へ
反

つ

0 た

し
私

は

ツ
イ
そ

l

ち
ん

な
が

ら
ふ
モ
く

灯

の
長

い
蝋

燭

あ

て
上
げ

た
0

ま町は寸
ノ

し
c
-

_-:-t*い

T<
が
、

室
内

0

と
く
L
L

年

の
篤
志
者

の
宿

の
世
辞

′

に

L

で
浪
花
節

を
き

も
は
や
よ
ほ
ど

わ
ん

最
早

余
程

の
年

ら
う
じ
ん

れ
ど

も
、

老

人

い
き
ほ
ひ

て

を

つ
けふで を を し

ま
と
、と

こ
ろ

懐

手
を

し
て
ゐ
た

の
で

と

り
さ
が

}

】
人
探

し
出

し
た
?

し
た
O

で
で
す

、
と

い

っ
て
自

つ

ひと

み
ぢ
か

連
れ

の
人

の

短

い
の

、

に
行

っ
た
、
三
人l
日

に

ば
い

へ
た

輩

で
、

し
か

も

下
手

で

こと
さ
ら

で
あ

っ
た

の
で
、

殊
更

た
0

郎 チ封脇つ
も

積て 分と 酎あに

負明 <守 食
「

級 健チ 世
「

録 大
世故事 香タあ る新」

、
事中 康みく に苦し

、
もば 道ちを

を

慎

め

【
「論

語

」
、

薩
経

」

r菜

根
帯
l
】

責

む

イ
伝

さ

み
の
が

勿
れ

約
聖

r
正

足

れ
こ
も

維

持

は
義

務

な

り

【
ス
ペ

ヌ
随
想

録
」
、

キ
リ

ス
ト
】

ち

く

に

っ
と

め

い
そ

し

よ

か
に
あ
ら

し
が
な

.

処

す

る

に
は

【
徳

川

志

後

録

」
、

夏
目

淑

エ
ヂ

ソ
ン
】

の
ご

と

に
う

つ
れ
ぱ

く

は

、
も

は
ざ

ら
な

廃
れ

は
や

治

め

の

中

を

る

勿

れ

【
春

日
潜

庵

、

「
新

約

、
拍

純
仁
、
失

名
、
キ

リ

ス
ト
】

ど

り
す

み
わ

た
り

た
る
大

空

の

む

と
も
が
な

明

台

【
ト

ル

ス
ト
イ
、

書

」
使

徒
行

伝

>
!サ

法
眼
蔵
陣

門
記

ば

足

る
に
も

馴

嘆
く

か
な

て
仁
義

あ
り

【

ぶ

る
神

の
こ

ゝ

て
L

が
な

に

天
は
ど

こ
は

り

唱
へ
ぱ

「
四
十

二
章

経

兼

好
法
師

「徒

然

、

藤
原

家
良

「
目

し
】れ

て
何

く
れ

と

足

公

、
定

家

康

石

、
か

は

「
老
子

ろ
を

い
も

ン

サ

ー

、

む
国

民

の

明
台

遺

訓

、
佐

貝
原

益
軒

る
世

の
中

ム
ロ

」
】

心

に
て
わ

が
国

民

(明
治

天
皇
御
製

)

の
は
な

し

(手
島

」
、 聖

書
広
き

卸 「

モ

身

を
卸 m

「
を 見

「
草
」
、

本
忠

る
が

書 i慎む え
日 」杏 ンす 香忠せ ぬ

柳
生

ベ

し

「

-

ー

行
-

>t

「
春

む
」

」

言

た

-

「
桃

.l
史

r

aげ
ふ

は
業

ー

戊

(

春

l

直

★

〔解

寡i ー
し

辛脚 ん
.
う

も
つ

風
を

以

て

志
後
級

l

f
t

記 wL午 季毘
矩 の授 朝

は

ちノl
l
-

餐幽 皇m
顔 し節 は室 塞

良

.

「
刀

-
<

恩

た
ず
、

刊

れ

ざ

る

文
稿

ー

祭

)
つけ剣 り と人 「

噸 と に
も

の
も つ蝣**".

お
の自

よ代

く わ し づ
カ
か

、

も
ぱ す し

う
敬

は -
n*

令

- る さ
う

m〔解 ら >ll<-
志*

も

ヘ
☆

歩 る を読
こ漢

杏 こ【解 も
つ

以〕
ち

を〔解
し〔解 だ

て
な

〔解

説
〕

す逮 と説 て長 也成説 l
ろ

m読 説
め な

▼
〕 づ令 〕 ぴ〕 〕

て柳 か松ffh.
か佐 Lmis

ざ富岡
く

」
本m 堤

な
が

長坐 れ尾東 、bHu・」*,
棉 る田不 居田 令

く宗 」普月 つi是 松可 官
す矩 蕉草 し斎s 」 の陰止 1長明 温
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寸
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2 1
掴

月

3 30 92 8
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2 72

日 日た
ヾ

自ら
せ

日の 日e、1
カ
J′

日*見
た

に
縦

目さ

れ
-v

L
倭 舵み オ

j

赤

子
て
ゐ

こ
千

で
、

Ifl6
か

おし
、

ら
へ

さ
る

よEL:な
那 ぎに 離し

か
吃 と

hツ
人つ 湯な

か
中て るのど

の 檎し をる がつ がた ろ

た

と

を
沸

さ
う

と

し
て
風

呂

の
蓋
を

取

も
い

む
し

と

に
小
さ

い
虫
が

飛
ん
で
ゐ
た

の
で
、

に
が

逃

し

て
や

っ
た
。

ら柑

の

で
、

を
詳声 てて 打

廿
こ
も
り

子
守

ち道た は
な

醇め
の 、 ー

た
端D Lで そ

ち
う

こ
ん
ピ
ー
▼

じ
えノ

村

長

き

ん
、
今

度
初

め

て
上

ち
づ

か

だ
う
ち
う

地
図
を

書

き
な

ど
し

て
、
道

中

*
J
な
い

ほ
し
く
案

内

し
た
0

*

~
i*た

明
け

放

れ

て
Te
た

の
を

締

こ

も

さ
、も

よ

居

っ
た

子
供

の
着

物
を
二

**・;」,-」十

カ

枕

下

に
置

い
て
や

っ
た
0

く
る
ま

し
う
け
め
lJ

車

に
乗

せ

て
、
t
生

懸
命

こ

ち
う
い

児
が
あ

っ
た
、
注
意

し
た
0

ん

ど
う
く
わ

も
て
そ

で

】
鏡
銅

貨
を

弄

ん

で

た

じ

と

か
け
た
、
維
れ
も

返
事
を
す

る
人

そ
ば

わ
た
し

へ
ん
じ

、
傍
に
ゐ

た

私

が
返
事
を

し
た
0

め 刺 に ゐ つ
て

吋
て 潮 融 た 那の

孝 良レ 死 仁 智千 s
s

樹 文書
修ち」 心リ盗直 を坐も にとば ま」

}
お 普

↓
た1

日
配慕国に

+
6

のア人き 知れ逮 つしん Aこと .褒薄れ 者】氏た 莱な

仁 叫スち、い るて磨 い

て
く夏

な
身たし 乾

I
貝

原
益

樹
先
生
全

書

こ
め

て
己

れ

も
そ

し
る

ののえ 育ま

を 玖己を めは・>p のn
ソAカ &ラぬ はる

為 にエが 要死n
∩に、.

め 大てら き
へ

思 男ち

す 耳ど宝 なめも r
論

層
」
】

恩

ひ
や

れ

り
け

り

宝&ま ∩やひ 女
め 杏クを しる柄 ∩めし モ

ン
テ
ー

ヌ
噂
憩

鉄

」

す

か

れ
と

お
も

ふ

の
み

な
り

け
り

明
治

.

のな

本

【

澄

ま

チ
タ

と
ら

【

モ
な

り

手
も

貝

原

ざ

り

軒」
、

原

に
た

を

も

な

か

れソ

「翰 せス
、

れ ン
1

ナ ど 益せ T
益

軒

全

集

東
岳
、

コ

ゞ

せ
牡

の

を

m 【け ア
ー

ヌ
随
想

録
J
】

り
押

し
な

べ
て
釈

迦

(
1 1
体
禅
師

)

ち 軒ば 逮

」
、

「
孟

子

マ

ー

カ

ス

.
ア

マ
ク
ド

ナ

ル
ド

】

り
尋

ね

て
見

れ

読
人

山
水

を
政

明
台

皇

「

五
常

訓

光

あ

る

玉

明
ざ

け
よ

火
読」

、
ロ
ン

中

の

J
】

み 」
、

ち御 中4-,ノi わ に
、

て 「冗 江スむ 徳が 紘
ウば 5S 孫に 顔】る 低 刺

餐 r

*

j

枕

r

齢

「

兼
カ

う
まつ

カ
た

「
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を
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、
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を
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が
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が
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を
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催
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と
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植
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に
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意
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蓮
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冒て ヨマン知 み な
宮
翁

夜

話
」
、

「
モ

て
呉
竹

の
よ

に
す

(
明
治

天
皇

御
製
)
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Lw
のれ hソ じ

ん人は
う

方 `

ん

く
I

>

と
1

晩

に
役
場

に
行

っ
た
、
火
を
点

し

を

ぷ
よ
う
じ
ん

こ
と

も
居

ら
れ

ぬ
、

不
痛

心

の
事

で
あ

る
す
ば
ん

つも

こ
づ
加
ひ

、
留
守
番

を
す

る
積

り

で
、
小
便

の

て
ゐ
た
0

つ・T-S
畜て の

よ
る
か
l

′
カ

と

ー
し

夜

河

の
中

の
飛
石

を
探

り
足

で

し
つな
い

が
あ

る
ら

し

い

の
で
、
室

内

の

え
ん
が
は

だ

あ

と

な
く
騰
側

に
出

し
て
上
げ

た
0

め

る

ふ
で

に

使

ひ
古

し
た
筆

を

t
と
握

り

は

き
ん
じ
よ

こ
ど
も

あ
た

は
、

と
近
所

の
子
供

に
与

へ
た
0

ち
く
お

さ

ふ

蓄

音
機

を
吹

か

し
た
、

見

れ
ば

し
ゆ
う

を

ら
つ
ば

衆

が
居

ら
れ

る
の

で
、
側

臥

の

む
へ
向

け
た
0

こ

た

カ
た

>
泊

猫

が

互

に
肩

を
怒
ら

し
て
、
ウ

フ
t

′
へ

ま
さ

け
ん
か

は
じ

て
将

に
喧
嘩

を
始
め

よ
う

と

し
て
ゐ
た

、
如

し
や
う

け
ん
か

ら
く

生
で
も
、
喧

嘩
を

す
る

の
は
楽

で
も
あ

る

こ

あ
っ

お
も

お

ま

し

て
比

の
暑

い

の
に
、

と

思

っ
て
追

ひ

わ

、

け

て

た
0

せ
み

L
が
い

み
ち

皇
ん
な
か

よ
こ
た

蝉

の
死
骸
が

、道

の
真
申

に

横

は

っ

さ

く
さ

な
か

み
か

く

前
き

で
草

の
中
に
身
隠

し
を
し

て
や

那}フ ど
、

み
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が

右く
ち口 たる

、
ォ

つン
袷

ま て
ゐ
た
、

つ
た
0

てプ のす
こ
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「
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太
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川
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有
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苦
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貸
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な

ヘ
イ
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」
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お

そ

る
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と
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f
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れ
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ル

ス
ト
イ
、

マ
タ

イ
伝
、

「
文
選

」

人
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f
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が
む

る

こ
と
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艶

ひ
か

さ
ば

粥

【」
、育こ ∩のけ

【

シ

ェ
ー

ク

ン
、

ユ
ー

ゴ

ろ

し
き
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の

馬
鹿

と
借
金

ゲ

ー

テ
、

英

」
】る

べ
き

山
川

n
ノ

r
モ
ン
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ー

ヌ
随
想

録

」
、
唐

彪

伊

藤
仁
斎
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子
間
」
】

を

し

み
れ
ば

い
に
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へ
の
人

の

ゝ
ち
し

て

〈明
治

天
皇
御
製
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熊

沢
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r集

義
和
暮
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】

ぼ

れ
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こ

ゝ
ち

し

て
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す

ず

か
な

明
色

卸
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は
な

国
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も
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和
俗

訓

」
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は
安

く
遅

く

て

し

、

ア
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ハ
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マ
イ
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け
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家
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村
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落
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せ
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は じ
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ち

ー

田

ヨ
ゾ

の
内

へ
行

つ

た
は
こ

ひ

だ

煙
草

の
火

を
出

さ
れ

た

そ

ひ

け

の
で
、
其

の
火
を
消

し

日でにか
た

片てたチシつ と

こ

ろ
ざ

日

床
屋

へ
古

雑

日ラた ま

み
ち

日

廻

は
り

略
し

わ
ん
ぴ

と

安
否
を

間
ふ
た
0

て

ら

さ

る
お
寺

に
<rサ

ド

コ
か

で
休

ま

あ
が上

っ
て
行
く

と

はど
ぬ

肌
脱

い
で
、

し

ひ
る
ね

昼
寝

し

て
ゐ
ら

あ
しお
と

た
し

足
音

で
、
確

か

お

あ
が

れ
ど
、

起
き

上

ツ
ケ

を
し
て

や

じ
ぷ
ん

て
、
自

分

は
キ

じ
つ
じ
ぷ
ん

よ
こ

臼

も

に

s

-nま

カ
た
l
う

袴

の
片

方

あ
る

に
歩

い
て
ゐ

る

a

I
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よ
く

行

っ
た
、
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職
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せ

て
貸

ひ
ま

せ

ぢ
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く

な
い
ざ

、
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ぶ
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う
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も
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の
方
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ぶ
ん

れ
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、
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が

め

き

目
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覚
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し

た
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つ
て
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も

せ

ら
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ワ

か
し
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チ
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畏

つ

ま
り

た
か

た
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に

し

ん

て
親

せ

ん
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た
、
線

香
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ぷ
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、
自

分
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お

て
置

い
た
0

さ

き

四
五
冊
寄

附

し
た
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足

を

入
れ

、
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も

る
ゐ

う
ち
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を
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火
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こ

煙
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意 l1e&
てぬ ま鄭しつたつ和そォ さし の

敬チ 酒ウ 農柳 先 身育
杏ポ身づ 杏エ、いふ 夫釈薪で づク月 体討つは
知レのる mレノLL はHと立 日

H
スに の」

】
ね症

れオ莱h
U めてと m園るつ 的ど日を 発にぶ

【ンよな ㌢

十
八

史
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r
孟

子
」
、
斎
藤
拙
堂

】い
か
に

か
な
ら

む
入

ら
ず
ば

に

詳

し
け
れ

ば

雲
帝

雑
志
」
】

が

つ
な

く
ば

都

き 定

め
よ

【
土

屋

「
テ
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ゃ
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行

*ゐ
た

郎

せ
た壌

け

掛

ふ
て
し

配
賦

、

と
よ
う

か
』
、

お
あ

、
上

或
さ
か

け

倒
'
A

置

い

さ
与
は

た

上こづ

、
小

ーワ
じ

ば

ん

は
う
せ
き
じ
よ

き
て
き

き
こ

晩

に
紡

膚
所

の
汽

笛
が
聞
え

た
、

せ
ん

しん

と

か

t
善

に
は

な
ら

ぬ

か
、
と

真

フす
ゐ

ひと

せ
な

な
力

水

し
て
ゐ
る
人

の
背

を
流

し
た
0

し
よ

き
う
じ

た
`

ふ
る

は
が
き

た

所

の
給
仕
が

、

t
束

の
古

い
葉

書
を

焚

ば

か

こ
と
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ナ

ゼ

そ
ん

洩

馬
鹿

な

事

を

す

る
か

』

た

こた

ば
、
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焚
け

と
昏

は
れ
ま
し

た
』
、
と
答

ふ

す

ひと

と

は
、
棄
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よ

と

い
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と
、
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う
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れ
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の
言

で
あ

る
、
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た

ま

ふ

て

は
何

に

な

る
、

(
よ

く

口
答

へ

く
ち

な
か

た

ほ
い

、

口

の
中

で
、

焚

い
て

し
ま

へ
ば

灰

に

な

言

っ
て
ゐ
る
ら

し

い
)
、

こ
れ

は
何

に
か

な

か
ん
が

み

は
無

い
か
、
と

考

へ
て
見

る
べ
き

じ
や

い

轟
か

と
言
ひ
聞
せ

た
0

は
JR

ま
い

り

lR

は
カ

墓

に
参

っ
た
、
憐
家

の
お
墓

へ

げ
た
0

l

lRく
IRう

し
よ
l-′

*5>-f
i
L
よ

る
学
校

で
、

書
棚

の
中

の
書

さ

ま

に
な

っ
て

ゐ
た

の

で
、

た
C

く

し上

に

ち

き

Llt;

る
役
所

の
庭

口
の
履
物

棚
に

ざ
う
り

そ

草

履
が

い
く

つ
も
其

の
ま

、

か
ひ

ひ
と

か
た
づ

使

の
人

に

『
こ
れ

を
片
付

け

ち
う
い

、
と

、

′し
た
0

も ち物りノ
にて アに

お がツ 戟なお匿 ノお
も

息

也花 ト 岩
を拷つ、、V 由

と
普ふ

を 一な
け

直 のてて がた

_>1骨uすな-i>~-
用な 由 即し き切ゐは 也何

負
「

秦 め 罪 独

普白雨あ +
6

栄は にきよ で大て り人き

を助露り ,閑に水 し
郡

を

ま

ぐ

り
我

に

御梶さ を知身

催論にけ にはの 座のけ Mれと

れ」
、打れ 臥し力 るmて むぬぞ

る
な

【
㌢

ン
カ

カ
ー
ネ
ギ

ー

】

る
れ
ば

こ
そ
楓

つたな 、蝣cの道 【も敬 ベ、いな

【がり け敬な 大とる Lにhソ
「
老
子

」
】

ひ
な
が

ら

け

り

よ

{
中
村

成
昌

は

あ
れ

ど
恵

を

し 町
桂

月

「桂

月
全
集

」
、
邦

彦
】

ど

ろ
に
寄

す

る
扱

わ

れ

て
砕

け

か
も

(源

実

朝
)

【

「大

学
」
】

恥

ぢ

よ
恥

ぢ

ぬ

る

秦 _̂
>

ンの は
は
を

も

と

ほ
す

(明
治

天
皇
御
製
)

て

棉 「
、

止 こ
ス

マ
イ

ル

ス

を
飾

る
秋

は

〈
沢
庵
禅

師
)

心
柵
」
】

め

善
を

す

る

(訴

人
不
知
)

そ

遂

に
恥

な

(訴

人

不
知
}

佐く
は

加 「し 義す
r 「の

久へせ
い

管 身、蝣n日 鶴る管 Ⅰしよ
松留 く

わ
I

皇な-
4rthノ

間むけ
ん

演 を、b記 外勿m ラ
.R

下m 1
し
つ

<-?JJ

室

を

尊

り
L

道

館
記
述

負」録 すん 授

r

せ袋
ー

ち
.フ

随秤

山 て」 千村塗

と

お
の

は

死

「
人

己

を

誉
む

つ 人 と壁

る の 3
g

ぴ義

な 璃

を

ちも い
て
き

夷
秋れ 戟

つ
世 m て は

らm

の り披 し
ん

柿 ふ★

中 て こノ、
国★ は

お
の

～

る

と
も

己佐

〔解

説
〕

の
専一隼

批
光

一

の
郎i

ぷ
ん
ぷ

文
武

藤

酔

牢

t
秤I

杏 と説 の東

、蝣R 増 な義〕 さ
い

景湖

に久高 はm
1

さ秦 、b杏岡 だ
い

大

郎間amIlはHつ
お口 ん ん田不 な

を&米 千】
とm L松可 る吹

、.刀山峰 ろ莱 欲外ーKur
陰止 ち性.日仏

t
▲

1,ォf

r
t
h

7 6 5.,lt
4..I

3 12

日し 自

粛

日や
ぷ
ん

夜
分

ゐ
らわ

き

ト 日
む
ね

て
胸

に
な

そ
ま
つ

日あでにつ 【ロ、め普ぷ秤,nノ
て つまヒた らと&はで

つ雪ゐ よ
る

衣のれ おにるに 日たなツら

A

ひ
と
り
1
人

く
び

首

を

ら
れ

、

どmた し
る
し

カ
た

標

の

頗

允鍬たお る昼つし がの/・>
ーカつれノ

の、 普.ら秩の のiめめ良lnな 事でつ~>
0 せ

い
ね
ん

抑
青
年

出

さ

う

ま
す
ぞう

ち

こ
か
内

と
酎

判

に

そ
れ

な

酔え
ん

は
緑

で
、

や .

た
う

お
弁
当

が
、

モ
ウ

II

蝣・

'
+

ヘ
て
来

た
、
喰

ひ
残

つぷ

と
う
と
う
の

を
鳴

っ
て

到
頭
春

か

た
と

い

の

と

けし
う

こ
ll>

れ

て
、
途

上

に

小

あ
し

き

か
た

、
足

の
先

き

で
片

へ

^

た

も

の
と

見
え
、

か
ん

た

や
う

の
感

じ

が

み

き
J.

蝉

が

一
疋
蓮

にが

を
逃
し

て
や

な

は

い
て
ゐ

た

の
を
直

し
た
0

も

J
-

妹

が

遭

ふ

て

ん
ぎ

書

で

な

い
、

ひ
と

し

人

に
知

ら

さ

た
O

は
う

か
ぶ

、
帽

を

冠

つ
た

と

し

て
ゐ

た

そ

ば
う

』
、

『
其

の
帽

ふ
と
こ
ろ

懐

に

し
ま

一し
た
0

入

っ
て

つ
た
0

出

た
、

ふ
だ
ん

と
不

断

ぬ

よ

う

a

n
五

L
に

し
こ

み
込

ん

で

ぜ
ん

0

し石
ら

し
い
も

に
蹴l
つ
た

、

ヤ

ン
ワ
リ
と

な

し
た

、

何

ん

ま

、
で

の

で
、

は
さ

に
挟

んお

っ
て
置

バ
タ

朝
潮

に
卦

に
、

ロ

に
て
は

だ
、

Jb
L
や

汽
車

『
鵬

で
あ

い

て

く はつソ な恥-i-̂物 のこ、′はき
屡で のにるは

てツ つま
つ

未を がい
し石も

の
物あ ま

ど
膚」

n
蝣tjC

切ど

汝守ナ 心m 香イ A水 人 管

負イポあ 局倍月に 行施蛋 生戸一き 生あれ
ノ

慣雨思

身レメレし 十僧や とエせめ の*
蝣

防 のやに め滴ひ
杏スオ冒 種都戟め 報マLと 解園にを 解まも 力にや

悼

め

【
r
新

約
聖

書

j

マ
タ

イ

伝

、

「自
助

諭
し
、

エ

マ
ー

ソ

ン

「自

侍
論

」

ン
l

の
山
を

ぬ
く

て
ふ
手

力

を
身

に

は
思

観れる 醗悼 釈

(

、
新

偲

ひ

な
げ

釈たの {くま
【蘇我 【ソは (むを r

渋

沢
栄

1
全

集
」
】

ぼ

み
し

軒

の
石
見

て
も

難
き

業

と

て

め
や

(明

治
天
皇
御

製
)

興
教
大
師

「
一
期
大

要
秘
密

集
」

頼
光

l

れ
や

月

か
と

わ

か
ぬ
ま

で
心

も

の

読

、

「
正
法

眼
蔵
随

聞

記
」
、

ト

ル

ス

ン
】

人

の
為
な

ら
ず

お

の
が

こ
ゝ
ろ

i
-<
K

二

)
【
大

町
桂

月

「
桂
月

全
集

」

渡

戸
稲
造

】

さ
だ

む

る

こ

ゝ
ろ

だ

に
あ
ら

ば

か
ざ

ら

ま
し

こ
立

こ

【
大

町
桂
月

「桂

月
全
集

」
】

こ
と

も

こ
そ
あ

れ

世

の
中

は
あ
ま

思

ひ
す
ぐ
さ
ば

(明

治
天
皇
御

製
)スは 壁 トの ,れノ

山 載り 中 磨揺 息の 「に
中名 Aと* 元& 藩も

と
固新 mほ

っ
発& あ

ゆ
鮎す山

皐将 「、_
s

山 r里 翠よ諭 盆し
ん

心ĵ まむ寡
盛富 ー」

I

へ
ど

集

i

l
こ

l
う

lq

お

施

し

て
報
を
厳

は
ず
受
け

て
息
を

忘
れ
ず

」

外
集
ー

中
根
東

〔解

説
〕

山

田

輿り r

*
S

を

楽

隼

ー

せ瀬」鳥

死行 〔
明
治

四
年

〕

て
う
せ
き

な

朝
夕

の
就
す

にTT.r録 }
ゝ

に
あ

、

こ

も

、
量
れ

巻
」

のし つ敬

七 はむ く

也」 とし 那

-
^

∫ "
′

揺
b
ず

ん
ば

お
や

親

を
見
ざ

「ぺ め 木

杏 i-*天き あ に
あ
ほ

合 下に☆ だ 七
せ★ た

l
l
>t

l

>

スノ

の
大
業

、
万
世

の

長

粥
ず

し

会

沢
正
志

一

言 w
〔

て
〔

、る の
∩

る3

た
ま
81S

i

た也 中解 人説

Tl 」 に〕
り〕 ひ も〕 な顔

癖

へ
」

山
中
幸

菊
池

し
つ

顔元 わ鴨伊 さ也

.
カ
下 せl-R顔 け徳

に レ
ちJ長慕 の太

盛塞 衣政治 隻翠 さ
く

m秦打Hur
ね念明夫 下Rnド

良

I23rIt
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日ま 日あ 日にそへてき#と Iよ疏 日たれ、_> 日を

ひ つ さ
カ

下れヂは.rP
月棉m ん らた ォI-Mi

き
ん近ら 刺た 配

射
っ
た

くキ
に

勺

つ

る
だ

つ
い′し

よ
る

衣だ よ
る

衣に
つ

日れ0 &

!#

粥

恥那し に 仏 .喝

へ

ち
う
ま
め

中

豆
た
もの、め こ

Tll逮
串
は

大 よ

き

と

こ

ら
た

に
行

っ
て
見

た
ら
、
書

記

の
人
、
今
度

新

ぐ
ん
じ
ん

く
ん
き

肢
こ

え
ん
ぴ
つ

軍

人

の
勲
記

の
希

へ
、

鉛
筆

で
ヂ

キ

に

せ
い
め
い

か

ほ
こ

姓
名

を

書

き

つ
け

ら

れ

て
ゐ
た

、

『
箱

か
み
き

書

く

の
は
ど

う

か
ナ
、

紙

切
れ

に
書

い

く
ん
さ

Pで

け

て
は
ど
う

で
す

、
勲

記

な
ど

は
、

出

て
いち
ゃ
う

と
り
あ
つ
か

け
鄭

重

に
取

扱
ふ

べ
き
も

の
で
せ
う
』

た
0

鮪 にり

ろ

は
い

風

呂

に

入

*
ォi

つ
た
故

に

入

っ
た
、

い
し

き
な
石

の

に
正

信

行

っ
て
、

ぎ
ゃ

う

夷

を
打

た

の

で
あ

ら

行

っ
た

、

あ

お

上
げ

て
置

じ

ぶ
ん

つ
た
、
自

分

が

t

L
き
い
た

あ

、
敷
板

を
上
げ

て

ん干

潟
に

ビ
ー

ル
瓶

の

し
た

-,づ

お

下

に
埋

め

て
置

い
た
0

ど偽

の
外

に
阿
弥

陀

Jワら
に

ち

裏

庭

の
槌

に
引

つ

A-

*
-

れ

て
、

其

の
侭

ソ

か
た

と
り
の

う
、
片

へ
に
敢

除

い
り
ぐち

た
l

入

口
に
倒

れ

て
ゐ

い
た
0

ば
香

お置

い
竜
えソ

級 め
コ

m
け た

おた 磯 を 、にて 耐
LL0 が も つわ

す
忘お産 が

さ
傘

負 栗山 心
「

騎宮 誠 各M

、い

m≡ 追】む の二人の る負思-> にとふ 管」
】

名ら
m皮 せらこ m宮みあ 勿&ふっ つり,5 ににぬ

【く よぎと 杏翁なる れ謡こち 、..しどの つ逮 に
も

が
隻ふ 【

勝

も

の

な
り

こ衣の世 【」
】と六 てhのノ

,れノ
～しふと

臣飯 千m釈な 「論

静
」
、

】
つ
か

か
し

l
「
小
学

」
、

に

つ
く

る

る
は

し
き

て浮な

秀
吉

さ

ヘ

海

舟

心

の
か

も
な
ら

怖

る

」
】ぶ

が

り
け

【

ポ

健

のカ

な

油
日

こ ぺ上れ
ノ

rなの 申し

フ
ー

は 「
氷

川

ぎ

りち
Lに 莱
へ

世 三

浦
梅
園

r
梅
園
叢
書

j
)

か
ざ

し
の
花

も
あ

れ

ど
匂

か
な

(帽
憲
皇

太
后
御

歌
)

プの
7

、
し 【秩 根ば 大

/
ク

リ

ン
】

や
は

ら
か

町

夜

話

」

つ
く

し

て
ム
ロ

「
孟

子
」
、

福

住
正

兄

び
た

る

玉
に

も
き
ず

(
明
治

天
皇

御
製
)

詳
し
、
福
住

ま
た

二

つ

福

沢
諭

吉

た

わ
け

我一
し む 正三人

rが

己 熊わ 兄つ 層名
、

が 沢^ r四知 釈も

ま 蕃忠 二つ 坐知

(
た

r
違わ

れ
戟 J# 久き

ん
禽 「る

大る 世天
台

木い
ちI魁 の左 坂恥ォ 師

は
ゆ
ゑ
ん

所

以

童

子暑徳 和じ
つ

日磨 紀伝 玄と夷
)な 杏道 泉いう

倭物 忠 5
1

静血 逮な間

「
よ

る
ベ

お
そ

柿士 死い
う

8語 日 死JJP
盟 めり

れ
「 r

「ベ 衣し
ろ
づ

L
L

る作 臥れ 感

あ
れ

し
ゆ
f
t

L る
た

}

な

唯

集
ー

- J 所
、の

I
歩
lかれ

彼
s

s
」
と

じ

こ

自

己

を
か

い
lワじ

-
日

ぱ *合
師
を

杏 杏 くつせ」
ラ患 .

ち

杏
*

忠 お
そ

価★
れ

ぱ
齢

いじ
即

す
」

★

【解

な★
つ

ー

以
て

★ む
ひ れ し
し よ〔解 J〔解 }こ

ろざ
し

志"縄T
d

ま監
Tの Ln I説 ま 即

,J)〕
′歩〕 〕 杏 ち

は 杉酉 杏寡義 請 変久 追伊

す 捕秤 那木田 棉 ず坂不 杏顔田

ぐ 重孝 め和延 轍 る塞可 束仁

れ 剛吹 泉義 蝣a は瑞止 む香山育
H

33HHHJllH

92 82 72 62 52 42
日を 日

セ

た
0

日戯 自をを 日ち 日がの
し
かレha 那 めし て 列ひ

と
。
t
人

ま
ヘ

前
に辛つ 日の 数十

ノ
た 郵

掛

ゐ
た.

ち秩た ナ 執

れ
丁
什

中て0 をマI
無0 に <

j:.a
蝣<
'-ii-i-
S

LJ

で
細
民
部

落

の
人
に
逢

ふ
た
、

鳴

る
期

き
な
再

で
、

オ
ア
ツ

く
わA 作ゴん

暗

に
負

は

て
鮮

<

1

茶
に
行

っ
た

、

ち
ょ
っと

「
寸

そ
ば

へ

つ

て

く
あ

で
上

欄

の

れ

て

り

に

ぴ
き
わ

匹

分

き
し

汽

車
し
て

げ

た

刺 ゐ ヰ
ノ

のゐ0

に る ォた
0

願
一

と戟 き切ら
L>し石 こ千 ち

を
いし
ーっ

上

に

ハ
ン
ケ
チ
が

あ

お

り
上
げ

て
置

い
た
0

恥れ
を 1 をた

な投 リ ≡ 買
げ ど 直 ふソ
て イ と

ら
捕 冒81ワ にツ

ゐ て ヘ
つ
し千と ト

た や た
、

にI 酎

割
じ
ぷ
ん

自

分の つ *さ
つ

拶 お港

ー 白
ー

塞 勤本 他無 真 読Vノレ,ノ
ゝ夫

-
婦

た
る

r新
女

大
学
に

さ

ら
ぬ

だ

に

ら
ぬ

つ
ま

な

反痩ちこ 勉追動ぬ 力、能死 の.
.
一Vに 香あ

め鍾のた な徳めは 借上し 孝と にロコらの に
必J

、
どり れ鶴て 心人て.ム 行ま、.カ つリは は

要

t
貝

原
益

軒

r大

和

俗
訓
」
、

r
優
婆

ベ

ル
ナ

ル
ド
、

勝
海
舟

】

と

に
進

ま
ず

と

の
み
患
ふ

か
な

身

の
お

は

、

り
み

し
て

台

【」
】

もめ の】後に 【な 、..～
アLは な

カ
r

ラ
イ

ル
、
朱
憲

、
西
村

茂
樹

「

な

は
勤
め

て
も

勤
め

て
も
勤

め
足

な
り
け
り

酎

お

も

む

き

【
蓮
如

上
人

我
身

に

そ

へ
る
た

か
ら

に

し
く

も

の
は
な

し

中普る て兼ゝき ら
ベ

し

【
福

沢
諭

吉

「
福
翁

百
話

」

】重

き

が
上

の
さ

よ
衣

わ
が

つ
ま

な

か
さ

ね
そ

(寂

然
泣
師

)
.

沢
道

二

「

性

に

は
た

な
忘

【

ソ

ク
ラ

テ
ス
、

ア
イ
ザ

ッ
ク

好
法

師

、
ベ

ー

コ
ン
、

ク

ワ
1

ボ

ッ
ク

ス
ト

ン
、

「醜

略
」
】

書

を
教

と

な

し
に
け

り

む
か

し

か

ど

.明
台

ぬ

世

の
中

(徳
川
家

康

道

二
道

蒔

】

つ
と

も
た

ら
ち

ね

の

.
明
治

皇「
御
文

」
、

は
南

無

阿自ら 戟 レの )

「
「

勇

-
⊥
腎

「 r 「
ち

「
地

⊥

日
こ
ころ
じ

お
も

心

慈
悲

に
任

し

患

綜
轟

種
智
院
式

ー

人目 荒捕 も
lG

本夢 十
斬柿 を記 也賀 を中 蝣rz

下戒 封
印な公 知 は育 え得間 育蘇 抄

普御 る m状 ぱォ
a

★

<
T

育 に 也 未 尺
は行 と努 め を め

範

を

録
ー

め ち
JR
ら

h力 もノれ
愁

、

こ
ー
ろ

心

*
-*<:

忠 也為
よ

こ
を

以

か
る

」

〔

りrカムノ
孝
を
存
す

」
塗

☆

〔解

す

こ
と

れ

己
を#

らて
開
く

ベ
L
J

★

〔解
説

こ
と
な☆

あ
た

能
t

知
∩

か
∩

琴負
は牢負 るs*

-
角 れ疎辛 説

読 説 e説 」一一t 〕
海〕 」〕 m〕 〕 石 河野

〈
島
津

西
村

齢
な

成
瀬

茅
野

二
宮

下

程
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日

こ

日Iた 日か
う

l行輿 R
【

か
た
は

鰭 月ふ 日ひ Pを
、0 なて ′ あ

臥 v
<

小さへは
た

立
ら

の
さ

戟
J
0 #

蝣
げ まサ

れ s噺 が
く
.

学つおど
,

ち掛 早 粒た だツ
ま
ん

Iもり一 脚

のさ
い

た
際

み
や
げ

土
産

ワ
で

なV千 三0 ナ
こ

少。、ノ

で ^蝣f
r

1,*t
傘 がを 戯 四 LH

ノ
<f
f
i

にの 主

.ウ

同
窓

こ
ま

l
一ーl.㍗

に
酔

らす 榔 粒 は
や

早さ
.つ

掃

ま ワさ先 ち
く
.

き

蓄
音

機

、
め
た
0

さ 井 、
、

_>;除

り ザき ノ、

ー

会

に
行

っ
て

『
皆

え
は
が
き

、
タ
rL
ヒ
絵
葉
書

1

か
へ

つ
て
帰

る

こ
と

に

V
'

と

め
た
0

ま 戸 お

も

と
は
思

つ

し
た
0

L
J

人 とで '
<蝣".*

"
f
c

端

節 出

し

か
た
lま
ら

傍
を に

に 佑 つ
た
、

落

か ての つ ち た
つ あa

v
演 て 献 て J

な
て つの ゐ 中 ゐ れ
Il°

たな
か

h

ツよ

さ

ん
は
旅

ま
い

枚

で
も
、

虫
を
し
あ

申
合

は
さ

る 一
た ど

、
雛

離 蛇に と人 末 の
P
な のす袷 に

、
を を

ど し死て さ顔 袷 や令

真 名
「

た鳩 成冒 日氏 士舟 陰

の 刺徒港め ゞ巣む山 年請谷は 章小国/r、カ 気】事が 徳班ま
道 と然のて 努

「
らち に」のな 旗訓氏た をLや をのぬ

と 身草中普 力ftぎ 逮二戸き に」
】のめ 秦あが 施人ぞ

大 体」
】にし せ

よ

【
二

台

雑
話
」
、

も

の
心

た

え
ざ

ら
め

せ修に/Tめ つ力な ヘれて せの仏

和 と普み ぱ身也>T
O

と 、aのn
ノ

【

斎

藤
拙

堂

「
士

ば

火

に
も
水

に

も

や

ま
と
だ
ま

し
ひ

【目な

心 軌は .虫y。一H一
要-n

ノ
臥 て醍十

ノ
負杏し門ノ

【
れ
が
貴

き
や

な

き
も

の
を

る

立顔でへ 【
松
波

仁

】
郎
、
徳

富
蘇
峰

「
国

り

つ
く
す

こ
そ

わ

が

日
の
本

の

る

粥
告

皇
卸

.

罪しけ

平

田
篤
胤

t浦

梅

園

r
梅

園

叢
書

」

「俸
給

落
し
】

ゆ
ま
ず

進

み
な
ば

さ

が

は

明
治

天
皇

す

べ

し

【

」
】松

も
立

て

ば 益
軒

「五
常
翻

し
】

の
び

つ
ゝ
人

の
為
身

を
惜

し

る

(訴

人
不
知
)

「古
道
大

意

」

守【
「老

子
」
、
鴨

我

と

吾
が

楽
萄
山

福

沢

諭
吉

「

り
け

る
我

の

西
1
法

道

要

論
」
、

勝
海

い

り
な

む
と

思

ふ

(
胡
治

天
皇

. 御
製
)

】 守長
明

を
求

人
)

、

室
し
き

.

福

翁
み
友

両

「
出

吉

田

う
だ
い

宇
内

-

士

「ず 上 日は
r

宗ふ
た」 独 生袷 戟ま菩

きる

月
を

松に規 Jと方 鬼首 戟く
わ

戟隠 れ
な

帯
-

衣じ秦

A

H

蝣・-
蝣ソ

陰

生

L
r
凡
そ
皇

た
ふ
と

ゆ
ゑ
ん

尊

き

所
以
を

知

七
則

ー

ひ住 質 争ん
き

亭 「く間

と-居 8
!

開よ
.プ

捕 .lt.刀
こ
こ
ろ

心
侯

」
答

ーま
「

戟や
く

lb
つ た香 ま し に
ベ I-

N
- 【

明
治

l

て
那

み

し に

と

ワ

t

L
、
散
る
花

と
」
と て

か
け

相

ち の 之 り
こ
く

国る
」 て天 I

.カ
外 一十

七

す
す
進
む

杏 也
J

つ、ま

に
生

へ
L
L

☆

ち
.

也 に 知 に

を
追

、

人 & 年

〕

べ
き

∩

る 入

れ
∩

の 肝
∩

者
〔

リ
、て Jt,= 、.-ん rな 候
と

定
Tか

l
揺一t

-酎説
Tt,し読 *----

大り1 上

な
り

」

丘

〈
孔

鋭

〕
L塩

谷

」
と
な

か
れ

」

那〕 に 」〕 し 〕

し杏岡 よ二 上伊 に相生 L
や正寡一

く田不 り宮 良顔 逮岡 ホノNl1
路

昏松可 て尊 鬼月 .つ宣 千 杏久

.rl・c
陰止 坐徳吉 質翠 て長司 )醍 失紙m

_
ド

IT,3I

0 9 8 7 6
を々を【口せ

い
ね
ん

青
年

祭は
、

て
あ

と

『

t
i
nt*

日に R
【

ふ
ノしる 日で 田にの

き来 にても ぜ
ん

善 もと
き

時 Lp也そ
カ
う
し

う

した

校

舎
が

上

と
下
と

に
分

れ

て
ゐ

る
、

上

で

く
わ
い

そ
う
く
わ
い

ひ
ら

し
た

し
よ
ぢ
よ
く
わ
い

会

の
総

会
が

開
か

れ
、
下

で
は
処
女

全

く
わ
い

ひ
ら

そ

う
へ

そ
く
わ
い

会

が
開

か

れ
て

ゐ

る
、
其

の
上

の
総

会

ォ
:-/」
い

・*.車
だ

し

わ
蝣J
fj

ふ

開

会

に

先

つ
て
遣

り

に
蓄
音

機
を

吹

か

な

よ
き
や
う

か
う
だん

る

、
尚

は
余

興
と

し
て
許

鋲
も

あ

る
と

の

酎
配

と
酎
蔀

轡

そ

れ

は
那
郎

掛
ざ

る
、

は
う

し
た

し
よ
ぢ
よ
く
わ
い

は
う

ゆ
づ

の
方

は
下

の
処
女

会

の
方

へ
譲

り
な
さ

れ

き
ん近た 酔き着の せ飛と し

る
ゐ

つ

と
き

親
類

の
お
ば
さ

ん
が

見
え
た
、
暑

い
時

ご
ち
そ
う

お
も

御

馳
走

が
な

い
、

せ
め

て

は
と
息

ひ
、

そ
ば

お
も

う
ち
わ

あ
を

、.傍

か
ら
息

つ
き
り

団
扇

で
煽

い
で
あ

たき#
じ
よ

ち
>

こ

ら
た
い

所

の
小
さ

い
子

が
、
裸

体

の
ま

、

じゆ
ん
き

し
か

、
『
巡
査

に
叱

ら
れ

る
ぞ
』
0

ー

う

Jl>わ
ん
一

き

の
方

を
青
年

が

三
守

て
、
ダ

ラ

く

と
行

つ

に
ん

お
ひ
こ

三

人
を
追

越

し
、

ソ
あ
ん

で
は
な

い
よ
、

と

十

小
c
ォ
*m
ー

こ
ん

船

で
乗
合

客

が
七

八
人
あ

っ
た
、

お
も

に
ち
ペ
いも
ん
だ
い

な
り
ゆ
き

はな

.

思
ふ

て
、

日
米

間

題

の
成
行

を
話

し

ひ

と

か
う
わ

こ
と

の
な

い
人
が

、
け
ふ

辞
話
し
た

よ

す

が
良

か

っ
た

』
、
と

済
ん

で
か
ら

ア
ト

た
0

に
ん

さ
も

人

ほ
ど
、
着そ

く
り

て
ゐ
た
、
速

あ
る

ン
ナ
歩
き
ざ

け
い
こ
ノ、

あ
た

に

P
を

で
遊

の物

を

よ
くカ

を

ま

を'J
-

こ
れた

。

で

、
仲

ぱ
ん
め
し

晩
飯

げ

た
0

な

か

JO

『
中

ち
か
ら

で

力はのでしこち
く

蓄』
、

び なか義蝣9*.
増す ち

&軒コ 浄紘 旅月 油世 ≡寡

もLe惑ブつり 土」いち め
「
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る 立入にひ m2TL 敵」
、ここ 岩ば こ山

てイな事 幕しの 【坐千 【
井
沢
長
秀

「武
士

訓
」

井
伊
掃
部

頭
】

そ

大
敵

な

り
と
心

得

て

こ
ろ
を

崎敬 しの
【レノばと の「会てな ど隻をを 両り の山
ト

マ

ス

「

払

ふ

お
も

心

【払
然

上

人

心
仏
名
義

集
」
】

わ
れ

極
楽

に
む

き
惟
な

り

ば

ー

コ

ニた

び

し
ら

家

雇

払

へ

ち 人

に

桜
花

ス

.

自
助

方
な

ヘ
ビ

ン

ス

に
ぞ

し
め

訓

【

ぱ

ま
見
せ

アmく フ~>
む 三た ば

」
、

な イだと 井も や
ケ

ム
ビ

ス
、

張
南

「
新
約

聖
書

」

ヤ

り

ぬ

べ
し
塵

ば

か

(
明
治

天
皇

御
製
)

「
選
択
集

秘
抄

」

ま

れ
ま

し
弥

陀

法

川上

すて 家ち み
レメあ明 堅 家的ソ よ
ド

、
大

町

ま

さ

か

る

治

皇

角

田
衛

r

国

に
守

れ

LJ

,

訓

、

岩
崎

積

る
人

の

3
-^
K

し

の

ゝ
よ
し

(賀

茂
真
淵

)、の 桂ひ 近お 家、レ

井見
「

r

-w

l

東
rく

「
原よ日 千五 人苦竹 お風 w

-西汁本 に
.ワ

日M 秩郷 めー日じ局 ろ俗 里
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蝣R文 外

aL代 Jf
f

お

も

r
よ
も

や
と

息
J

帥

詳
伝

i

きな なm 畢

1

〔

「m I>
こ

古 と
こ
ろ
所

に

り
」

る
そ を も

の
者

た
ん

は
ぞ と て

も
お
も

忠

し
、

JJP
- 蝣4 戟 こ事
J似 -H万

と 鮮 と
お

会
ん
に
ら日

て

さ

き
た
.

こ
ろ

へ
も

敵
は
来

る
J

東
郷

平
八

〔解
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〕
小
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原
長
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∩
め

∩
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し
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〕 〕 ろ

、t<
〕 〕

す井サ んサ宮井 て斯 松伊 中山
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ち

う
い

と
注

一
し

こ
0

日て 日氏立をぶ
ゑ

無 日つツ 日ぬをtQはラに 巳てれと
おm 蹴っ

て

掛
け

ん
り
よォ

たト い

もノ
衣

け
れ

は張

りま
た

、
亦

離
艦

に
す

ち
う
い

注 ゐてお
も

忠
蔚ーV

酔

夢

あ
か
ご

赤

子
お過

つ

う
し
ろ

ま
ど

攻
l
l
>

し
う
じ

lRた
は
う

後

の
窓

の
二
枚

の
障

子
が

、
片
方

に
引

か
れ

そ

ひ

はう

ひ
と
り

た

た
、

其

の
引

か
れ

て
ゐ

る
方

へ

一
人
が
立

た

か
ぜ

と
は

あ
っぐ
る

ゐ

た
の

で
、
風
が
通
さ

ぬ

で
暑
苦

し
か
ら

う
、

じ
ぷ
ん

は
う

L
や
う
じ

な
か

ひ

つ
て
自
分

の
方

へ
障

子
を
ば
半
ば

引

い
た
0

揺た i/翠ゐてに けし人どめ上じ
つ

実せるし
し塞 のるゐ千其 へのた

え

っ

を

ぢ

う

が
演

説

し
た
、

マ
サ

カ
青

筋

は
浮

か

は
じ

を
は

こ
ゑ

IMはげ

、
初

め
か
ら
終

り
ま

で
声

を
励
ま

し
、

げ

る

の
で
、
如

何

に
も

ツ

ラ
ソ
ウ

で

さ
い
を

は
う

こゑ

お
ほ

わ
り
あ
ひ

際

聞
く
方

に
も
、

声

の
大
き

な
割

合

す
こ

こ
ゑ

お
っ

カ
と

ぬ

ら
し

い
、

少

し
は
声

を

乙
に
落

す

こ
、ろ
え

た
い
せ
つ

ぷ
ゑん

心

得
が

大
切

で

は
な

い
か
、

と
無

遠

た
0の

机

の
上
に
、

l
R

て

こ

簡
閲
点
呼

に
行

はTl

ひ
と

べ
き
筈

の
人

が

け
い
こく

た

の

で
、

瞥

告

ひ
と

ま
へ

た

の
人

の

l
に
立

行

っ
た
、

上

が

あ
た
ま

か

頭

に
、
蚊

が
と

0

し

.さ

だ

雑
誌
を

二
三
冊
出

し

た

ち

つ
た
、
立
Å

あ
ん
せ
ん

、

安
然

と

あ
た

を

与

へ
る

ふ
さ
が

ち

つ
て

▲

た

り
端

に
寝

さ

し

て

ま

つ
て

ゐ
た

の
を

に

せ
き

有
人
席

で

掛

中

に

つも
積

り

で
つ
た

こ
し

腰0 あソ さこ
ゑ

声あにより
よ

慮

己午坐 自ン 人伊 勤ス級 公忠

れ坐
「

人な 也ト国る の逮吹の 労I-,」
、

福也 覗ア釈さの

の集現はは に氏も 無政き広 な

る
か

な

イ

ル

ス

r

ト

マ
ス

.

の
神

祈

る

だ

せ
か
し

正ウ】Lは

立」
、

代たあ つユがの し+*-
宗来く 大レてゞ

て
る

と

こ
ろ
を

掘
れ

【
高
山
林

次
郎

「樟

江
原
素

六

「
急
が

ば

廻
れ

」
、
加

藤
峨

is
*
ォ

*
j

ゞ
誠

の
道

を
守

ち
な

む

高
き

鰻

し
き

し

り
と

も

(明
治

天
皇
御
製
)

い

て

ピ

ク
こ

ゝ

な
く

は

許

】る

風

も
あ

な
れ

リ

ア

行

く
、
り
+【

パ
ト

リ

ッ
ク

.
ヘ
ン
リ
「

カ

テ
タ

ス
、

板
垣
退
助

】

ろ

ぐ

に
進

み
ゆ

く
道

に

は
さ

は

も

が
な

明
治

皇

せ

【
貝

原
益

軒

「大

和

俗

訓

」
、

に
ま

か

せ

て

へ
だ

て
な

き
梅

の
心

る
か
な

(読

不

【

マ
ホ

メ
ッ
ト
、

ト

ル
ス
ト
イ
、

品
性
論

」
、

コ
プ

デ

ン
、

「
雑
響

愉

ア

.
ケ

ム
ビ

ス
】

間

あ
ら

ば
働

い
て
貧

乏
神

を
追

ひ

(訴
人

不
知
)

【

「
西
郷
南

洲

遺

訓
」
、

マ
ー
カ

ス

ス

r
隈
想

録

」
、

r
小

学

」
、

阿
部

心

の
道

の
な

ほ
か
ら

ぱ
何

の
人

目

の

半

ATthノ
ち 「て 「な け

き

ぐ

r
倹
勤
愚

の
如
し

と
雄
も

そ
の
為
す

と

f

-

二
宮

先
生
語

録
-

★

【
解

「れ

安ち遅日 夫も・3
-
-3
s

*
蝣」蝣*.:

改

め

て
益
な

き

-

り

」

徒
撫

草
-

戟リ名

&
.

ぎ疑本 れ怒山 れ」将

〔す外 忍、b隻 人言
弘

安

四
年

な
か

る

勿
れ
」

史
ー

ま

、

頃

一

ず

」(慈

忍

の

み

ち

に
勝

つ
道

行
線

ー

〕

「

に
あ

読
)

」
と

は
、

を

知
ら
ず

、
我

〔

隣 り
一

こく

きた

国

の
来

★

〔

て
も
書

ぱ

!
#

-
〔

ら
た

改

め
=
ツ牢角 めn れ解
を
カ

犯説 ず

、
卦元

説

〕
市

杏 J
ろ
必
ず

成
る

l

二
宮
尊
徳

説
〕

下
種
勇
吉

に読
す〕 よ a〕

時級菊 し# つ柳井

カ
り
そ

布田
信

池 に
在正

と
す

道

を

生

宗
上
司

に長塞 =
ツ

」ム
ロ

る好けnr
良 知矩朗

rHHHUa3
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日をつ 日で-

c-
車 日、てき 日でhソ 日ン 日はが

*o敬た は
つ

* こ帥str
で め ナ こ

ま
困七

じ
ん

尋∴ い

ん
く

い
け
い
じ

l

青

年

会

掲

示
場

に

ま

こ
れ
な

り
と

肺

つ

ち
や
く
じ
こ
く
へ
う

わ
た

着
時

刻
表

を
渡
し

は
力

量しくあ あ

さ
く

鍾

話

の
空

錐

を

あ
ら

っく
ゑ

す
み

『
洗

つ
て

机

の
隅

ら
を
入

れ

る
に

よ

こ
と

千戟 『るせん
銭

じ
耶

四
墨

の

荒

恥
に

、、

て
や

ら
う

か
ナ

』

と
言

さ
う
ぢ

い

掃
除

に
行

っ
た

お

お

て
置

い
た

、
過ち

で
あ

ら
う

、

地

つ
た
0

も

み

-

供
が

蝉

の
羽

を

を

す

る
も

の
で

じ
す
ゐ

自
炊

を

し

て
ゐ

』
、
『
射
霊

妙

う
ま

じ
ゃ

甘

い
ぞ
』
、

J
仲

に

て
酢

た
0

カ

た
は
ら

、
一
.傍つ

つ
付
け

した

初
下

の

捨

てお

に
置

い
』
、

ム

シ

は
な

る
が

*
蝣蝣一蝣'

チ
と
勧

J
もき よ十

ノと
ツ

て
ゐ
た

い
』

買め
.『つ w

.
な のコひと人 lnノ

と
ば
、

も
う
い

注
意

J舵ひた
-y
-J

鷲て 競さ く
さ

翠、揺 のた。
と しれ む

らへむ
し

負 しマし ご
ろ頃ま

いを
し

敬 て ま如->J虫の てツた の
で
、

のへ
ふヘ なと そ>,鋤育 ゐチ お

・f
t-」

て _>て のや
ど

宿が たの 『
さ
い

莱育
邪や のォ

.
まつす好 のす ソ にめ日

君
「

香杏 戟.汰伊 汰イ想 不 学ト
早小我み 財千の に良日顔いる ま録咲 過男名 問吹
と挙がに のス金と 追蔵仁た Lリ」

、
カな 転やは とレ,ノく

、∫j、いく 9マを～め 杏防育づぞ 体ユ「
ざ」T 【ち立 金】風な

人錬、カ &イつね 開聞
「

ら少 何K韓れけ 日壁て ∩に
【
大

町
桂

月

「桂

月

に

う

つ
る
も

の
な

る
′ら

め

【

失

ル

ス

か

ふ

て か
ば

記
」
、

古
学

に
過

き 者

な
ィ

.

非

子
ば

桜

の
ノ

蓮

上
し
か

ず

し
小

酒
井

不

木

「学

者

気
質

」
、

パ

花

の
香

深

く
香

る
と

も
道

な

き
山

い
そ

公
平
定
1.n

名

、

フ
ラ

ン

「自

助

翰
」
】

は
や

す

く

l

る
,/
し

夕
に

死
す
も

可

【
「論

語
」
、

r正

高
山

林
次

郎

「
樗
牛

全
集

」
、

先
生
文
集

し
、

「孟
子

」
】

す

月

月

の
多

け

れ
ど
道

を
求

む

一
、

一巾

る

か

【
英

国

マ
ロ
リ

ィ
、

」
、
ゲ

ー

テ
】

を

人

の
.折
ら

人

「
開
目
紗

」

る

べ
き
万
代

て

全ら ク& 僅
「

ま に
隻ば リは 」モし R

【
Uf
a

iina」
、
「論

爵
J

さ

こ
そ
姿

(爵

人
不
知

ン

、
福

沢

得
が

た

き

も

、

、

ト

ル

ス

ン

テ
ー

ヌ

や

桜

の
仇

i
n

蓮

上

人
】

り

つ
ぐ

べ
き

(山

上
憶

良
)の) 諭も トmは スにロ

「し m-

HF

m書 隻な 棉何 山ベ
て

き

溝

と

は
敵

に

か
へ

い
ふ

て
帰

る
を
云

剣
徴
「

持だ
ま

霊万 臣り印 釈杏集 鹿し武
ん
り哩舵 雅めm 香皮 薯、蝣R義 秦」敬

は無 澄
頻

み
や
び

風
雅

集
古

吉し
ん

義副 山に
ノ、

慕日育 行′
南限 痩ら

ば
荏王 頻ま香 生

「

学
ー.つき

録 「をm rん
し万に 「ん

郎」 よ
く

極 Iし
た

慕 そ」-f
'

象与 し死」 そ
と

外

つ
の にヘ て

う

し
こ
く

れ
わ
が

朝

は
神
国

な

り
、

>
つし
ん

い

-
心
に
出

で
ざ

る
な
し

」

ふ

る
書

ー

★

〔解
説
〕

弘 に

て
-
蝣?蝣

中 すはし は 也

進
つ都

自
動
榔

ち
Iつ

昼
夜

づ

む

.
餐 に

あ
り

の☆ め
る
と
き★い

ふ
云
、

☆ -̂道
∩

ち道

∩ 」〔 ち な す

な
は

は

則l一

し
輿

解
説

解

臥
を
明

説
〕

リ
、

何

鋭
〕と〕 〕 、b ち

揺平井 清酉 め鹿田 棚

は
Jl

豊

臣
秀

桑

田
忠

杏鰭土 Jrtち
内山ム

て
善

政也上 釈村 J拷与 、蝣R釈 を鹿
を負司 満孝 に雅重 J秤蕃 わ

ナ忘秦
こ
ろ

殺原朗 之*
s

はaw汀Hけ
良 ・)<蝣

也杏親 み山繭 る秤

I
_
I

0
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日 日 日そ 日たい
』

日
せ

i 日てつげ

た
し
つ

塞 餓
蹴、

い
ち

-i

f!た

し

く
レ

カ
えノ

く
>

知

名

の
お
方

が
青

年

会

の
講

話

会

に

にち

せ
ん

は
な
し

な
か

は
さ

の

で

『
1

日

T
啓

の

話

を
中

に
挟

ん

で

、
と

賦

ん
で
離

し

て
割

っ
た
0

て

>
悼

ん
い

m

<

四ゐ

たす
こ

て
少

)
0

柑 那 をだ し奉れ 五し

の の 鵬。 mた に
ん
ナ
-/み
だ
い

こ
し

人

涼

台

に
壊

し
ぷ
-t
f
蝣V

ひ

自

分
も

其

の

1

べん
卓
や
う

勉

強

し
ま
せ

ー

蝿 f
e
f
f
l

つ
にAU

を を た 置
戟 と捕 づ求 、J>
恥 つ を

、
て

し て あ
た
0

や あ る
く

だ

は
な
し

か
け

て
下
ら

ぬ

話

と
り人

で
あ

っ
た
、.
ド

ひと

は
や

こ
し

つ
、

と
独
ケ

早
く
腰

つ た こ孤
た
0

L

n
え
重

り

の
植

木

の

じ
ゐ

き
L

児
院

の
喜
捨

根 見く
だ下 こ箱 をレを

に えさ に しか
へ

帰あ上

純日 慕
「

ーフ 敬軒衣 借上 人千 吉良日

I潜よま 秤戟チ負る 過
「

請人わ m戟へこ は」
、

親 五
日
m
i
o

m餐

な庵こむ にがKけ人 遷五」
】のろ 餐

「
だと 皆

「
Lは を随りり

る】さ道 読慕】ての 善常#き 重

ん
ぜ

よ

【
貝

原
益

軒

「
五
常

訓

」

梧
陰
存
稀

」
】

て
な
く

五

つ
の
国

に
ま

じ
は

る
も

心

ひ
と

な
り
け

り

.

口

善堆め見 横間なな

道ま

に

は
は

ヘ敬めた ∩訓にメ 人南ぼる む記きり

て」
、つ一ま 「

左
伝

」
、

「
四
十

二
章
経

」
、

貝

」
、

r
論

語

」
、

福
住

正

兄

「
二

幸
き

も

人
を

と
が

め
ず

て
我

が

と

こ
そ

嗣

不

な千親+ べ」
、、いけ

【
藤

田

東
湖

「
弘
道

館

述

義

J
、

春

お
も

ひ
な

い
り
そ
世

の
中
に
す

ゝ

か
ど
ら
ず
と

も

(
明
治
天
皇

御
製
)

悪

に
敵
す

る
勿
れ

【
ト

ル

ス

「
モ

ン
テ
ー

ヌ
随

想

録

」
、

た
と

へ
を
知

れ

や
首

引

に
勝

る
を
見

て

り

【
中

江
藤

樹

「翁

問
答

」
、

」
】し

か
ら
ざ

る
友

も
な

し
融

け

か
り
け

る

ト

出

し

【
邦

彦

、

「
報

恩

経
J
、

r

王
陽
明

】

の
底

の
知

ら

る

ゝ
は
言
葉

の

り

明
台

トソち 原宮身 の iて 正玉

イクた 益翁の 井ま 孟ぞ 法の

負が 秦 中
「

「な 「ぱ

凍る武 派 江顔 と人言 ■つし寡 い
くさ

ま
た
お
や

う

こ

軍

は
又
親

も

討
た

れ

よ
子
も

の
り
こ

の
り
こ

た
た
か

さ
ふ
ら
ふ

乗

越
え
乗

越
え

戦

ふ

候

」

平
家
物

語
-

益ベ訓 許& 顔樹 私義 そ那

軒、め 六論 樹坐 に後 音

碑Ib S3
ォ書 そ負級 、JQ

r r
醗

「
く な

、

も
な難J く

い
悼 と

に z日 は ち

あ の き
よ、つ

き
ち

凶

よ
り
苦

サ の

ふ と人 ほ

と に に★ し

も
、

きm 千負
〔

タllt
め

な
サ

〔
解

た

り
〔

il
-M

〔解

説

く

こ

解

説

る

な
、

蝣IX &★

1 J 〕 一ー
さm〕 読 N/1

〕 勿長 、・R れ

LT 〕 の令 、b〕 よ

て負上 #伊 道中上 」佐 だ棉 秦

A身蘇管 東 な江哲 顔ロ.タ だ L死港田
餐i」-k

f
許月 リ顔酷 i是 わ曙 め実良

の軒郎 六翠 J樹打Hur
良 秦閑 るiK れ盛

1
日
H
u

93

2 1
九

3 03 92 82
日

『
がソた 【ロが、THY

日て 日ト R
【

にの 【ローりノ
し

とコ ふ/T、カ I 二つ にて
鵬

を

し

て
解

っ
た

が

、

霧

を

相

和
紀

ち
う
し
ん

う
つ
く

.く
わ
じ
ゆゑ
ん

け
いえ
い

中
真

に

美

し

い
果
樹

園
を
経
営

し

て
ゐ
た
村

な

と
こ
ろ

し

つ
た
、
何
ん

と
い
ふ

所

で
あ

っ
た

か
知

ら
ん
、

お
も

て
つだ
う
せ
ん
ろ

わ
き

せ
い
ね
ん
く
わ
い

で
恩

ふ
に
、
鉄
道

線

路

の
脇

へ
、
青
年

会

あ

て

ぐ
く
ち
ゃ
う
そ
ん
め
い

た
て
ふだ

の
手
で
郡

町

村

名

だ
け

に
て
よ

し
、
立

札
を

さ朝

の

る
ら

ふ
う
た
い

風
態

、
と

七
郎

つ
た

右ぴ
き疋

だ
厳

に

しゃ
く
杓

1T

-J*-
^

配
賦

な

つ
も上

げ
即しらは

な醇 が0 の十
ノ

み水

を
L
や
ノ、

1
杓

0 をてた
近

tVLLfE=
の

き
も

着 と
ら

捕にが
逃 しゐ0

脈

の
朋

、

齢

し

か

っ
た

い
と
ぐ
ち

を

掛 へし 打打 てた
どを

左
て

あ

て
や

つ
た
、

つ
た
、

ゐ
た

の
で
、が

見

え

た
、

音

ひ
兼
ね也

か
ら

、
何あ

つ
け

て
上

り
ま前

に

し
て

一

U
""*<>>)

け
た
ふ

た
蛍

龍

の

蛍

つ
た
0

.
ー

1カ

序

に
向
ふ

ほ
た
る

こ
れ
は

蛍

ひ
と

ま
くら

人

の

枕

が

す
こ

あ
た
ま

少

し

頭

てにげ ゐ お
l

を
秤ゐ、、カた た のへ か

た
方.bた

撞

にらど御0 の を

、

ソ

き
し

岸の 紘外げ

、
1めれよ

I
w を のど御 づて

よ用るつ
けし

事 な
l直 恥枇

茄
れ

ラ
.事とで し ツ さ也

I
直

ォ I宮 念 天宮 頃刊
Hー「

塞ヤド
ち文人 歩尊下見 仏阿の 牀本機は 境大よの はコウ事そ

人夫も 杏徳見よ 大弥荏 を武の と和しは 災ブイ足
なは請 先】れ空 m価m 知蔵男に 逮俗あ、い な

る
か
な

【
ト

ル

奮

、

沢
庵

禅

師

、

「論

語
」
】

ら

ぬ
身

を
な

恨

み

か

、

も
あ

り名的ソ んばの 【仏見 れ】がtV 境那しな
wをつ じ我蘇 「

黒
谷
上

人

と
申

す
ば

か

る
ぞ
う

れ
し

【小と に」
、にn

ノ
も
人
な

り

し
立

つ
べ

ぐ
が
ね

よ

【
浜

口

に
ま
さ

り

さ
を

r
論
語
」
、
貝
原
益
軒

田
か

ヘ
す

と

て
待

つ

は
ん

明

つ

い

て

【
太

田
周

r菜
根

謂
」
】

移

る
習
を

息

ふ
に

け
り

【
r孟

子

し
後

の

雄

幸

し
人
も

(
陪
然

)

り
を

つ

き ス
ト
ィ
、

「新
約

聖

「
玲

聴

随
筆

」
、

メ

そ
鴨

の
足

の
短

う
窓

国

」
1

性 「
随
感

録

」

な

し
笠

と
人

、

蘇と 班も
に

聞

く

べ
き

{大

伴
家
持

)

燈

録
」
】

め

に
て

(法
然

上

r
五
常
訓

」

雨

を
大

宮

ロ 、

貝
原

あ

や

ふ

a
t-

り 浄人 益き 書
」

ム

ニ
ノ

て
こ

市
ニて 土) 人 軒も

「
*

「 「
「り 「り

aニ S
i

f
i-<

飯m カ
る

m従 て天」日 あ
い

愛」正
る宮 記 を那 く顔 ん

カ下本 臥汰
に負 忠 M た

く
琵名 も

と

お
ほ

最

も

多
き

m
m

-

よ良日
きォ衣 日 '蝣Q す言 く蔵

、d1日 「
)と毎 る ゑ

て
ん

廻
天草リ

、
て天 に と

き
時

さ
J

災 兵 は のm
駁

ふ

は .ワ
らArノ

糧
し借 とは

人
ち薩

現

し
」

、.
に れ

*

蝣一蝣

の
粗
き

な

り
、

、b四
き義 、b あ柄

、.ナんTb
L

∩
た〔解

おを
田

〔解
〔

* こ
〔」解 I頃説 .ち.3

ヘ
」

説
〕

解 と

く
な

も

少

牢 と牢負
説 に〕 説 杏説

〕 高 〕 戟〕
二下 る寺令 徳m 辞義 き黒 す道田
宮程 」田辛 芳 嶋 ち田 ・<中
尊勇 寅育 光吹 敬米 .

く
人孝 き忠

m書 彦ーKur
良 m汀nH

良 軒噂 な高 な元雄

1
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良立

て

、

し
て
は

ふ
こ
と

と
い
ふ

域

が

一

郎
郡

と

そ
れ
は

お
ほ
ひ

こ

†

日と敬つに 日ててて 日にるでた 日の
つたかた宿 ゐ打 は

じ
初

つ着
か

ち
じ
ん

知
人

で出

て

で
よ
る

衣たを か
ほ
Iaり
が
さ

に

と
こ

こ

煽

暗
傘

の
柄

の
握

る

所

が

壊

み

め

ち
い

く
ぎ

ロ
ク
に

見
え

ぬ

目
で

小
さ

い
釘

Lカ

ら

れ
た

の
で
、
ド

レ
倍

し
な

さ

つ

あ

ち
付
け

て
上
げ
た
0

よ余
せ
い

育お
そ

晩.i;
持 めれに行 そ所ち

hソ
塵 X置

い
た
な

ら

な
るほ
ど
こ

、
成

程
此

の

も
知

れ
、
顧

と
こ
ろ
所

で
は
、
と

そ
う
か
く
じ
つ

層
確

実

に
な

か
ん

感

じ
た

の
で

な
に

お
も

何

よ
り

の
思

さ
ん
せ
い

}

し
た
0

わ
ん

午ツくつ てるつ のn
A.

釈
く
わ
いゐ
ん

が
く
カう

に
わ

あ
っ

l7

会

員
が
学

校

の
庭

に
集

っ
て
角

そ

そ
ば

な
に
は
ぷ
し

こ
う
ぎ
ゃ
う

イ
其

の
傍

で

は
浪
花

節

の
興

行

す
ま
う

け
ん
ぶ
つ

す
ま
う

ま

で
角
力

を

見
物

し

て
、
角
力

た
0

ん

う

た
1

と

遠

方

へ
旅

を
す

る
人

が

じ
こ
く

幸

と

時

刻

を
聞

き
取

っ
て
、

か
つ
て

わ

勝

手
が

惑

る

か
ら
う

が

あ

く
だ

て
上
げ

て
下
さ

い
、

と

"

しよ

便

所

に
這

入

っ
た

、
紙

ま
い
お

で

を

三
g
l枚

置

い
て
出
た
0

ゑ

ん
ば
.

、
遠

方

, hJ
は
僻

つ
て
かふ

う

い
ふ
風

る
』
封

じ
ぷ
ん

、

自

分

ひ
っ

付

き

で
か

ら

の
鵬

の
調

に
緋

に
ぐ
ん

郡

で
あ

る
ナ
、

と

い

は
な
し

な
に
む
ら

ら

の

静

に
も
、
何
村

む
ら

な

い

に
相

の
名

を
首

へ
ば

、
.

う
ん

は
な

々
と
話
さ

れ

て
ゐ
た
、

げ
蝣<
**
".

古

は

1
番
真
先

き

に
、

そ

お
も
ひ
っさ

す

、
と
其

の
思

付

き

れをtV
あそ其t

よ
書 が

た打 つのち
よiめん面 な

とちL
C

たち地つ
と

寸を め
ま
ふ力がの 、tVつ付_> こ封釈ど也 つ

をあlまう
方 つけつ ・r:*

釈あまし た

育ナ 金ォロ 今莱 人諭

水ポ井ぬ 鶴樹千と 邑千潤m 香育恩に
のレをと に

「マ金め lJ舗日を 使
「

ひ監

陣オ掘tV
つ泊古を 日塩のM "

3
新や

を

布

け

Aり

て
今

ふ
人
ぞ

い

て

【

金

属

音

諺

】
費

ふ

はる

主

義

【
八
波

則

書

「
趣

味

と
修

養

」
、

瀬

家
訓
、
新

渡
戸
稲

造

r修
養

」
】

こ
と
昨

日
の

こ
と

に
渡

ら
ず

に
た
だ
今

れ
世

の
人

(訴

人
不
知

)

に

は

{

女

大
学

れ
使

ふ

く

ら
べ

【

大

町
桂

月

「
桂

月

全
集

」
、

1
尺

で
出

る
水
を

は
ら

ず

拡
出

う
き

(訴
人
不

知
)

西

洋

催
諺
、

英
国

催
諺

、
西

村

」
、

ス

マ
イ

ル

ス

「
自
助

論

」
、

や

す
く

t
銭

は
得

が
た

き
も

の

-,一
L

b

、

「
小
学

」
、

「心
学

道

話
し
、

福
沢

」
】も

人

の
思

ひ

子
よ
我

が
息

ふ

子

諺

「〔 「 「 「
軒
恥

窒解
放

育戟 じ
ん

人せ
い

管 折喜
皇国 し

ん
心け

ん
演 し節秦

ば冊〕 を
行

策
】

の録 の間

、め千 P～
>

て
ん

霊
、

天

ち答

り く JL,蝣R
ち も "?

た
が

違 の ち也 >)と
事

は ま と JM
川し 如 PL上 慕

ど HL十 よノI
下 し

す 里 ど
.つ

同 、・c
る を★ 流 る

と人 .
チ
?-f
t
ii

半

と
す

」

嵐

説
〕

す
〔

ベ
∩

め 」牢負 し解

た 説 j説

、JT
〕 〕

と上嘩 甘請 久高 寡福

さ田峻 檎 間良噂 井
よ釈康 S <&* 久
」成隆 茂吹 山峰 戟蔵

F

ト

r

4
」

は

H

H

0
9たてつ那ぢう申しし

8 7
J

フ
さ

さ
く
.も

く

l
l
>

日

兎

が

作
物

を
奪

す

る

の
で
、

青

年

会

の
手

日ひじ非か
つ

曾蝣t見、カをう翁がしち
う 日ら

+
け 日ゐ

蝣e-常てr¥
のわ悪iし

ん
、レ う

く
J

う
け
け

と

よ
そ

き

日

農

会

の
受
附
を

す

る
人
が
、
余

所
か
ら
来

て
か
み

じ
ゃ
う
ぷ
く
ろ

よ
こ
ざ

は
ご
か
ご

す

手
紙

の

状

腰

を

横
裂

き

に

し

て
反
古
龍

に
捨

そ

じ
ゃ
う
ぷ
く
ろ

ま
い

と

、
ゐ
た

の
で
、
『
其

の
状

袋

は
、

】
枚

々

々
取

お

し
ゆ
し

ぷ
ん
ぽ
い

と
さ

て
置

い
た
な

ら
、
種

子
を
分

配
す
る
時
な

ど

に
、

ふ
く
ろ

は

ま

あ

ね
ん

に

袋

を
貼
ら

な

い
で
間

に
合

ふ

で
せ
う
、

t
年

じ
ゃう
ぶ
く
ろ

よ
ほ
ど
た

ち
う
い

に

は
状

袋

が
余

程

溜

ま
る

で
せ

う
』

と
注
意

う
け
つ
け

ひと

か
ん
し
ん

た
、

『
サ

ウ

で
す
ね

ー

』

と
受

附

の
人
が

感
心

た
0

こ I与
蜜にv̂

ばた則
ちa

い
J
n
ノ

め さ**J*
請ど

き
ん近

し
の

,

と
そ

て
)と

み
事
副

は
ず
、
当

事

ス
ッ
カ
リ

外
づ
れ

て
、

し
つ
2
蝣*-・;蝣く
v.-t

」,-サ;

*.'い

い
た
し

失
望
落

胆
さ
れ

て
ゐ

た
人
に
対

し

『
私

も

こ
と

し
か

い
ま

か
ん
が

ン
ナ
事

が
あ

っ
た

、
併

し
今

か
ら

考

へ
て

な
ん

こ
と

は

は
う

あ
る
ひ

よ

何

の
事

は
な

い
、

外
づ

れ
た
方
が

或

は
善

し

く
ら
ゐ

じ
つさ
い
に
ん
げ
ん

ば
ん
じ

さ
い

か
も
知

れ
ぬ

位

、
実
際

人
間

の
万
事

は
塞

よ

よ

わ
る

と

や

ら
、
古

い
が
古

い
に
な

ら
ず
、

慕

い

し
つば
う

に
な
ら
ず
、
ア

ン

マ
リ
苦

に
し
た

り
、
失
望

す

各

も

の

で
は

あ

り
ま

せ

ん
』
、

な

ど

、

な
ヾ
<l

ら

慰

め

た
0

ら

う
。

lR

を
り

さ

く
う
な
し

も
し
ろ

る
老

人
が
、
若

い
折

の
参
宮

話

を
面
白
さ

か
く
ペ
つお
も
し
ろ

は
な
し

さ
れ

て
ゐ
た
、

格
別

面
白

い

話

で
も
な

い

お
も
し
ろ

か
ほ
っき

き

、
面
白

さ
う
な

顔
付
を

し

て
聞

い
た
O

脈

の
賓

恥
が
叫

の
祁

ら
ぬ
耐

報

を
さ

し
て

し
る
し

い

で
、

印

を
入
れ

て
や

っ
た
0

人 義軒 本 花田 家住
サ と

「
丸び 尊仏ゝ 餐清東と を正、1

めた
」 は五くや 間と名 壁話風て 斉兄りて
し 何

ぞ

や

常

訓
」
7

と
も

1

す

き
に

答はと す」
、

ふ ヘ
「

そら

と
覚

【

日
心
を

ぞ
知

る

心

【御

堂
聴

雨
、

高

山
林

次
郎

「樗

牛

か
ば
匂

お
こ

せ
よ
梅

な
忘

そ

る

に

は

【
貝

原
益

軒

「家

道

訓

」
、

二
宮
翁

夜
話
」
、

「菜
根
醇

」
】

め

の
事

に
心
を

う
ご

か
す

な
家

の
柱

る
身

は

明
台

天
皇

悟

す

べ
し

【
福

【

中

林
盛

昌

角

あ

れ
や

人
心

蓮

上
人

r本
尊

問
答
紗

」
】

覚

る
衆

生

と

は
身

に
ま
よ

ふ
も

る

べ
し

.

(沢
庵
禅
師

沢
諭

吉

「福

沢

「心

柵

」
、

貝

原

益

あ

ま

り
丸

き
は
転

(坂

本
竜

馬
)

大

隈
重
信

「
早

全
集
」
】

の
花

あ

る
じ
なマ

マ

目

、

坐 の) 棉し 福と

早
「

重.の 石 「
田 m正 防、一カ武 農 こ

と
ご
と

尽
孟

子鴬 く瀧 ∫、め士 哩道
胤
穀

た
が

さ

耕

し

て
浅

く
う
ゆ

眼
蔵
随

聞
記

ー

僻

鄭いち

:>静
ー

紀
之

要
典

く
都

i

,J
^

^
J,

「
学
問
は
本

末

どじ
ふ

汁 助 杏

も

つ

い
っさ
い

一
葉

魂

「

しん信
ず

ね

づ

た
る

べ

昏

て
ゐ

しれ
ぱ
書

i

t
'
蝣->

を
知

る
が

大
串

で
l

(櫨

)☆

幸

一フ

ね
寄

合
と

き

の
饗

L
L

井

沢

【解

説
〕
佐
藤

とて
人

〔

よ
な無

き☆

る
、

〔解
息解

説
Lに

如孟〔解
鍬説 す石∵ 、.刀説

天〕 こ野 ず軒〕
ー*
:,

災*s田 と哩村 」
{

轟
J
ざ

る
」

あ

り

中

忠

応蛾堅 勿舵兼 孟田
揺竜珂 れ之太 千真

」元雄 育 」助RHH
戻 )袷

l
一

24_
i
.
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で日れをに
ん

人 日こ=元フがでに 日

那

日

蛇

R
【

つ
にせげ

ん
間 かよトき咲mた た これ之

}少なねの そ
ら

空

のに
ち

l
日

り
尉

・o
"
n蝣-

路
傍

い
て

ん
で

て
な

と
HL

逮rO を

しつ一ま射追 の に 上 知追

郎て蝣
w

mと l
Aワ

方1のをゐゐさ し
よ

食 の香 に ふ
こ

.
き

ふ
を
乞

食
が

史
へ

こ

『
お
前

は

此

つた
く
く

実

喰

へ
ぬ

の

い
ふ
も

の
を

でi1-4
善d

eP′
み見たた、tV

く
きm

ま *1*J
粟 輿

と

な

と

こ

唐

が
鳴

い
た
、

ア
ノ
鳶

の
声

か
ん
.
a

に
な

り
は
す

ま

い
か

と

考

へ

ご
ゑ

せ
ん

はづ

き
声

が

1
善

に
な

る
筈

は
な

や
ま

す
そ

あ
い

れ
ば

、
山

の
裾

に
愛

ら

し

い

を

と

ち
ゃ
う
ど
そ

の
で
、
折

り
取

っ
て
調
度

其

こ
と
も

も

か
へ

の
ん
の

子
供

に

『
持

っ
て
帰

っ
て

仏

さ
づ

、

と

い

て

け
た
0

を
サ

れ
て

の
掛

わ
く
画
を

ツ ゐ が 良立
0、ノ る お落 て

itのゝめ育 ‖
ノ

カ
l蛙 ち た

Cい

そ

っ
て
ゐ
る
、
急

い

へん
辺

の
も

の
か
、

は
な

』
な

ど

、
話

し

き

っ
て
聞
か

せ
た
、

らと
洗

っ
て
や

っ
た
0

たを
助
け

た
0

蝣

c

て
ゐ
た
、

拾

ふ

つで
連

こ
じ
き

乞
食

て
、

『
お

が

仲

た
、

し
、

き
き
や
う

桔

梗へん

の
辺

さ
ん

て
聯

節モ 交負 戟莱 真 演録 集

」サた ふ 会は のじ つ」
、

】
」

よ

まレ金め に益、めこ 隻塞島ゞ 道とに れ
ぱ

欠

く

浅
野
総

一

つ
る

よ

り

の
≠
に

て

とれ
りノ

良をる つ軒りそ 々
「のE; 【、Jjこ なも

主】つ人 き

て

【
福

住

正

「大

和
俗
訓

」
、

を
ば

見

る
人
多

情
な

り
け
れ

の処やめ 平ふそ しあ

のめも 本-i*まな 田道 と

母

【
西
村

ひ
捨

て

る

馬
鹿
者

は
夫

婦

【
福
沢

且

と
若

き
人
妻

へ
」

と

の
国

に
人

ふ

げ

か

鴬

胤

r古

道
大
意

」

に
様

々
多

け

れ
ど

【

「老

子

」

郎
】

戯

く
る

習

も ゆ

る
ぷ

心

か
り
け

茂
樹

も

た

兄独
逸

し
臥

、

r

ひ
ぞ

は

な

.nノ

「
日
本
道
徳

論

」
、

わ
け

者
食

は
ず

に

(帝
人

不
知
)

T
t僅る

諭

士
た モ円 、

一
tか明

一宮

翁

夜

話

」
、

諺

】

花

の
あ

と
を
妨

(夢

窓
国
師
)

ロ
「福

沢
全

ヂ

ス
レ
リ

り
あ

り
と
.

一

人

、

】

′

誠

の
道

は

(滋

野
井

公

ン
テ
ー

ヌ

か
な

る

1

酔

、

〈

に
仇

令

W

¥

ー

】

し

思
1
す

秦

)

随

想
夜

の

あ

る

Fの 「に .
r

乃の rワ
ま

生な都
見

あ&
J

半l良 木ち
じ

恥訓 普大節 気

1質す郁
とる

、bの 巌斎 希よ
く辱示 と和学 吹

き
に
軒

と

こ

問
答

こ
ろ

処ず′ に潤 輿を だ
ま
し

を
み
た

と

魂

は

女

も
何

か
劣

れ

る
や

★

〔

願

概と文 し蘇 死お帯

〔解

ん
き気ち に、A お

こ
た

て

解

れ

ば

↓.、IJ3
と

い
ふ

な

り
」

あ
ら
ず

ふ
範

な

L
も
じ

け

I
時

に

な
か

る
勿
れ

」
こ
と
あ

る

べ〔

こ

と

と

い
ふ
事

な

し
」

〔

ん
カ
う

ふノL
′

前
功

を

失
〔

こ

こ
ろ

A-
つ
き

性
情

の

心

を

発
作

し
て
終

乃

木

★

机

ノ
野

か

ら

解
説

〕

し盗
T
A
月

ひ解 」解 説

、
お

説
〕

蝣

s

未説

〕

説

〕

平

田
簾
胤

〕
藤

田
徳
太
郎

ず

、石石
も

ふ
松

尾

&

**

鰍

に
鮮

安

穏
沢

田

賀
茂
真

淵

久

松
潜

1

L

L

こ
れ

此田
き気梅 節芭月 る艮総こ ー

1ノ
～希

防巌謙 月青草
ゐ

J香清
さ

ん身典平

r
l
H
H
H
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あ
り臥事

恥

【ロりて 日

出

で
、

配

日ぱし 日きたな/*め 日L
JdJ

敷どシあ

しゐ つて んが て

い
し

悼

づ
、み

包

が

1

う

で
も

ノ
＼

』
、

つ
た
0

が
た

う

と

い

っ
た
0

で
ん

電を き
し

汽たた f
t!'

て 戒がIらた
しせ管 車の huよ

所蘇 翠ゐソ 蝣

r<i

る
内せな

、

背

お
、ワ
応

は

せ
な背

を

0

のお負 のさ#で のし がはコ 一

・t
i}

V

-'-

場

で
皆

が
立

っ
た

ア
ト

に
小
さ

な

こ
し
か
け

う
へ

の
こ

つ
腰
掛

の
上

に
残

っ
て
ゐ
た
、

ア

ふ
じ
ん

わ
す

ア

ノ
婦

人

の
忘

れ
た
も

の
ら
し

い
、

は
た

ふ
じ
ん

わ
す

果

し

て

そ

の
婦

人

の
忘

れ

た

も

な
IB

中つ f
i-

き と時た 済せコ で
お
湯

に
入

な
が

を
推

し
ま

せ

じ
た
い

辞

退

は
し

た

む

せ
つ

向
け

て
、

折

でて でIま
ど

梶*/
其 け

い
計0 んぬ、

-

J

t

、
席

を

譲

る
と

は
見
せ

な

い

ふ
じ
ん

せ
き

ゆ
づ

ゐ
た
婦

人

に
席

を
練

っ
た
0

こ

.く

l

Aノ

、
お
四
国

の
遠
道

さ

も
と

ち
や

求

め
た

お

茶
が

ま

へん
だ
う

ほ
ど
I

の
遍
道

さ
ん

に

施

が

二
十

だ

ア
ト

か
と

、

み
ま

見

回
は

ん

お
く

分

ほ
ど
後

も

ノ、

で
、
若

し
火

ひ

け

火
を

消

し

て

お

っ
て
置

い
た
0

千っ
た
、
其

のゆ

う

、
と

湯

け

れ

ど
、

か
く

か
う
い

角

の
好

意
んだIし れ 内ぱ堤あ

りwを
とた

く
沢た て 鮎ク のにが

た
有む無

会席さ
ん

山0 ゐ がーフ おこ来くに

で
、

をの
こ

残 た ち敬メ あらわも思せ ふ風レ
『

の

JilJmつ の らに 婦れひな ち呂は千で

処 良マ揚 君 念人 七 %へ
世世 心イ震無間 千人が 仏】阿氏 伝何も 書こ衣人

mの にレノ】きは 紘ご身 jp弥り ぴご本 杏ひの
湖中 開ス名ゞ 白との 坐陀と _>蝣

ノとは 乱、一め宝

【は ヘ
「

ぞ口 反の為 義仏な 起ちう 読るな

秦た 【

ト

ル

唱

助
論

と

人
に

q

P

すよと 【とり きやゑ す玉いり
柿ゞ ∩きこ 法十も 【

一
LL るも十

ノ
太
郎

に
坐

「
孟
子

」

も
あ

し

そ
な

れ

蘇声こ ニ
宅

な

ひ

早
苗

勿何れ

KL
、はむ ′上日

日Pそ れせ

r
鴎
外
奮

集
」
】

頭

の
丸

木
橋

渡

る
心

で
渡

ト

イ

「
心

の
日
諌

」
、

ス

「
モ

ン
テ
ー

ヌ
随

憩
録
」
、

言

ひ
て

あ
り

ぬ

ベ
し
心

の

田
人

、

人へ
て衣 {む

】き て
嶺見 マ身

も
心

し

て
き
け

ば

わ

〈
昭
憲
皇
太

后
御
歌

)

「
御

法

語

」
、

法
然

上

ま
ど

ろ
ま

ん
な

が

き

.
川上

「
世

の
中

」
】

よ

あ
き

の
田

の
稲

葉

〈
松
平
定

信
)

ー
デ

ン

「
青
年

諸

君

を

て
ら
す

ふ
み
こ

そ

(昭
憲
皇

太
后
御
歌

)

「
「の 舵る 正

岡
た
に
ん

他

人k
Hr

I
1月
廿

r 1
し
ゆ

*莱 そ⊥天ど義大 空な
か

勿言 よ舵山 J
-つ

追書

ど
ー

f
i

れ
雛

V
蝣<
n

天
下

日
本

‖ロれ志 千にft く寡 哩解
・
r

*
1

-H
で
じ
斗
し
け

行
に
於

て
lま

こ
れ
迄
成

就

と

「、吹 妹

穀

r

は
づ
か

恥

L
が

大

要
ー

fc学 し
ん
カ

十
.;・ォ

.-蝣サ<蝣ざ
こ

心
肝

を

葺

き
、
忠

義
骨
髄★

Al
l
,JlJ

班に史 -た
だ

只録 な坐

ま烈
つ

逮 麟い
つと

-
よひ

能
式

J

け
えノ

もと

と
ー

政
教

の
本
づ

く

所

す
」

☆

〔

さ

あ
ん

ゆ

を
提
げ

て
暗
夜
を

行
く
、

う

た
の

燈
を
頼
め

J

、

ntij

"*w
¥

.1
し

}
う

も
と

上
カ

つ

お
l

巧

を
求

む
る
莫

れ
J
地

を
蔽

ふ

な
か

る
薫
れ

し

正

1

蝣

J蝣'

く
言

ふ
は
、

国
の

(
六
条

式
)

〔全
集

蝣I

}ムろ i〔 ∩
い
ふ

、
枇

説
〕

l

カ
ら

宝

な
巻
〕

-

解

説
〕

鄭

む

解

説
〕範

は山

モ湖

尊徳
南
頚

軒
軒佐

り

L負柿
一
N

J
m高

な本 祖メ芳 を顔ロV 製岡 崎M 田
・a7

」戟 &昭郎
"
7

秦閑
ワ

規草 m治 披袷

H
U刺

r
ぅ
H
H
H



g
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r

2 32
.日にあな

い
内 日る、せちう

′
む

l
R

お
も

に

カ
つ

く

と

日

向
ふ

か
ら
重

い
荷

を
担

い
で
来

る
人

ま
つ
た

し

ひ
と

全

く
知
ら

ぬ
人

で
あ
る
け
れ

ど
『
ヤ
ア
お

日で 日つ 日のもや
那.mT

るし
ん

、ひ ひ
と

人つずに
ん

人も す た し
敵をせ

い
育0 魂

㍉

H

z?

て

ゐヘ

、

辛

げ
ん潤

か

書 飛よ 提
棉

る
さ

ち
う

ま
つり

.
こ
し

あ

ち
カ

中

で
お

祭

の
神
輿

に
逢

ふ
た

、
擦
れ
違

と

ひ
と

み
こ
し

か
つ

こ

取

っ
た
、

l
つ
は
神

輿
を
担
ぎ

て
ゐ
る

ね
ん

か

し

年

に
、
斯

う

す

る
も

の
じ

ゃ
と

知
ら

せ

の

と

船

に
乗
ら
う
と

す
る
人

に
、
船

の

も
ち
あ
は

ぎ
つ
し

よ
う
だ

、
と
持

合
せ
た

雑
鍵
を

用
立

て
た

うち

そ
こ

ら
モ
く

ら
JJl

灯

の
底
に
蝋
燭

の
小
さ

つ

あ

お

継
ぎ
合

は
せ

て
置

い
た
0

り

を
畢

L
と

し
わ
た

ん
に

し

のに
乗

じ
や

も
丈

る

の

毅

で

い
、

とっ
て
ゐ
る

人
は

、

う
ぷ

夫

さ

う

で
あ

る

お

あ
る

に
、

下
り

て
歩

ま
き
た
ば
こ

ふ

巻

煙

草
を

吹

い

と
言

ふ

て
や

り

も
に
ら

と

目
児

ん
で

カ
Aウ

よ

校

に
寄

っ
て
、
い

み
や
げ

て
、

お
土
産

に

た
0

十

を

、

そ
れ

.

い
て
や

て
ゐ

る
、

た

い
けた

。

い
の
が

11

とつ
も

の
、

え
は
が
き

M

m
m

軽

い畠
か

が
坂

ら
う.お

れ
ど

が
あ

る
、

え
ら

う
』

判
は

0 一四
洩

り蝣jA
組

てにと*
'

前 戯 t
t

り
よ

柿を
ひ、

ろ
h

ーる ゐ,めちでさ く
つ

局 あ 相か
う

校

節ニ 人氏 正
「

自 聖 壁

る

,, l
き

か
な

行】世む 杏節払や 義&仁け 反人は 書き
日

月 香あら

せのと 読閲は哩 杏語と せの罪 めくの の隻ぬ

よ中き 間」
】

ずみ 勇J
、

義 よ非と 感澄影 盛り人

【

i二

の
人

に
進

すぼは の
基
礎

と
せ
よ

【
新
渡
戸

稲
造

「
修
養
」
、

大

町
桂

月

「青

年
訓
」
、

蘇
東
墳

】

と
勇

に
や

さ

し
き
大

将

は
火

に
さ

ヘ
暁

に

b
人

【はも ヒ一1むめ ヒ.1にも
る、いて 負非知 (水な 〈もこ

宅

雪

嶺

「
世

の
中

」
、

ム
ツ

ソ
リ

に

お
く

れ
を

と
り

ぬ

べ
し
す
す

ま

ま
ざ

り
せ
ば

(
明
治
天
皇
御

製
)

にの普 とら 二の lそ

はちし 益
軒

r
五
常

訓
」

ぞ

憎

み
て
非

と

ぬ
愚
さ

)、い
)のあ

【
大

町
桂

月
、

り

も
夏

く
さ

【
山
室

軍
平

「

の
空

し
き

に

【
山
室
軍

平

「

恵

の
深

け

れ

徳

富
蘇
峰

「国

の
茂

る
ま

ま

に

(訴

人
不
知
)

】す

れ
ど

我
が

非

(統

人
不

知
)

報

知
新

聞
」
】

さ

れ
ば

と
宿

る

(
秋
篠
月
清

)

報

知
新

聞
」
】

ぱ

め
ぐ

み
を
知

(
1酎
人
不

rL 「
し

い

山
鹿
素

行
穀

r
大

き
よ
く

な

極

と
為
す

べ
L

L

ー

山
鹿

語
類

I

慈つ 「れ
(

司

カ
つ

合も-* よ徒 円なm 寝ぱ紘 」神

ん戦

の

ビ
ら
ん

御
覧

平
記

普蘇 顔り管 ねL
や

坐句 季道

さm草 「」抄 ざ

れ

う
じ
な
が

死
長

纏
l

皇受

な
ら晋

に

て
侯

へ

ぜ

ら
る
べ

か
ら

い
ノ、

工 -
要潤

は さ
A>

切 ぱし 祭考

少 の よ
る

衣」 )蘇
し 〃ワ丈 m 彪 i

>A
V
ト

r
神
瞥

鮎 えノ,
夫 は く
は た

・
+6'

ず
」

カ
た
な

刀 良唯
だ

ーだ
道

痴
ヘ
∵

l
l
>つた
ん

し
う
ぷ

カ
な
ら

l
且

の
勝
負

を
ぱ

必

楠
木

正

★

〔解
説

〕
浅

野

つ

lFZ

を
使

ふ
〔解
説

こ
ん
にち
い
ち

-今

日

L

巌

と

い慈

★
る

れ
ば

、

あ
を
と
ぐ
さ
tJ

膏
人
草

-と

い
ふ

」
兼

〕

亀
井

に
ち

よ
L

日
の
用山也

ふ

二
か

′

園

1
ち
ノ
が

道

長
く

、

t1

荷

ら習
ふ
な

」
大田

勝 へノ′を鹿 辛($土 ろ

カ
愚

良 圃

1 も
つ

いと
.Ip

ず%晃 好打
ur

白
い

て行 も) な 正打HH
良

.
w

4

3 2 1 〈U3 92
日やま山 カ

う
ー
く
い

ひ
と
り

が
く
カ
う
け
う
ゐ
ん

カ
た

日

さ
る
講
話

会

で
、

一
人

の
学
校

教
員

の
お
方

ば
ん

や

.
え

ほ
か

け
つ

が

『
ワ
シ

は
万

々
巳

む
を

得
ぬ

こ
と

の
外
は

、

決

よ
そ

う
ら

やど

し
か

さ

し
て
余

所

の
家

に
宿
ら

ぬ

と

い
ふ

こ
と

に
確

く
定

う
ん
う
ん

は
な

け
つ
こう

こ
、ろ
が

め
て
ゐ

る
』

云

々
と
辞

さ

れ
た

、
結

構
な

心
懸

け

つ

で
あ

る
、
と
叫

融

か
ら

郎

ほ
れ

た

の

で
、

次
ぎ

に

え
んだ
ん

た

じ
ぷ
ん

せ
っか
く
も
よ
う
し
ゆ
う

こ
、ろ

な
か

演
壇

に
立

っ
た
自

分
は
、

折
角
聴

衆

の

心

の
中

ま

つ

り
つ
ば

た
ね

ぱ
い
や
う

ぢ
よ

に
蒔
き
付

け

ら
れ

た
立

派

な
種

を
ば

、
培

養

し
助

ちゃ
う

こ
、
ろ
も

さ
つ
き

は
な
し

ま
こと

長

す

る
と

い
ふ

心

持
ち

で
、
先

刻

の
お

話

は

真

け
っこ
う

は
な
し

な

ふ
え
ん

に

旧

な

、

B

こ

と
尚

は
も
そ

を

し
た

0

日つヰノ
日やく役た

く釈めJl相す 目しふせう小け
・**

道 たた ゐ
ん

負さ
ん

山ての てこ+T=
便せ

う、
に
つ日杏 よ

.フ
用の あ或し

つ
塞のゐ居なと み

ち
道ゐよをべ

ん
J
.r

中 く

t

と
tl

は
な

か

っ
た

け
れ

ど
、
細

民
部

落

の
傍

を
通

す
こ

ま

み
ち

ぶ
ち
く
な
い

と
ほ

ぬ

で
、
少
し

廻
は
り
道

し

て
部
落

内
を

通
り
抜

と
ち
う
ひ
と
り

せ
いわ
ん

こ
と
ば

か

、
中

の

に
IB

を

、
け
た
O

るでく
わ

会る^
>

く
わ

餐 ば
た

棉るI.VLな
あ

と
と
-

さ

で
さ

へ
余

ま

り

人
通

り

の
な

い
寂

し

い

よ
る

巳
ご
ろ
お
ほ
ひ

げ
ん
き

だ

夜

の
し
か
も
十

二
時
頃

大

に
元
気
を
出

い

ん
く

ll>

そ
う
く

い

い
ま

青

年

会

の
総

会

に
行

っ
た
、

今

し
も

し
き

ふ
く
び
き

よ
う
い

頻

り

に
福

引

の
用
意

が
さ

れ

て
ゐ

る
、

い
即

が
粁
縦

に
か

ち

報

っ
て
そ
れ
を
鵬

ふ
く
びき

た
わ

し

おも
し
ろ

、
福

引

は
種

が
知

れ

て
は
面
白
く
な

い
、

si.L
わ

は

心

会

員

は
遠

ざ

け

て
置

い

て
は

ど
う

で
.

い
ち
や
う

ち
う
い

長
さ

ん
に
注
意

し
た
0

お

は

ま
つ

き

ひ
か

に
大

き
な

松

の
樹
が

あ

る
、

日
直
げ

を

の
で
、
紛

れ
も
T

朝
か

ち
削

っ
て
滑

を
搬

ば
し
.よ

ひ
と
り

せ
い
わ
ん

場

所

で
あ

る
、

ソ

コ

へ

7
人

の
青

年
が

や
す

ぱ
し
よ

と

わ

て
ゐ
た
、
コ
ン
ナ
休

み
場

所

へL
は
取

り
分

ち
う
い

ど

る
も

の
で

は
な

い
、
と
注

一し
た
0

普ス 逆 家 本然 節見
悩キ 境な為 磨た 栄草ひ心 約

「
飯せ

こイ にるす はらに を」
】

ろを せ町とむ
そ 処やや 人ちた 顛きく よ

【
ス

マ
イ

ル

ス

-<
w

j

汁

木
綿

着
物

は
身

る

の
み
な

り

書ト LAnノ
,りノ

聞ね 榊性だ
悦レーノ

てにに 杏のも すに、カ
でK

まな鹿 逮にと るたざ

あ

る

【

ト

イ

r

【らる るは 勿r¥
ら

新
渡

】

う
と

と
思

【

ス
の
教

と
ぞ

れ

【
「

べ
き

な

む

フ

ア

マ
ア

.
ケ

ム
ビ

人
生

の
道

」
.
(
原
久

戸
稲
造

「修

養
」
】

云
ふ

は
捨

て
言

葉
た

へ
や

(訴

人

不
知

マ
イ

ル
ス

r
品
性
論

」

は

せ
ば
け

れ

ど

ひ
ろ

な
る

明

ロ

荘

子
」
、
兼
好

法
師

「徒

人

は
数
な

ら
ぬ

こ
と

に

(
明
治
天
皇
御

製
)

r

自

助

諭
し
、

西
川

知

を

助
く

そ

の
余

は
善
を

(
二
宮
尊

徳
)イ一 ゞ) 】m

翠
「

い

う
よ
う

「皆
有

用

の
用
を

知
り

て
無
用

の
用

-

荘

子
ー

r
疎rの 本ぱ

人た
い

大 利

mA

南

山

香JJTJ
時夢 居で也う

揺ど義 寂は中 塞き来ひ
護

に

関

す

る
勅

語
を

賜

る

〔昭

和

し
か
い

L

を

四
海

に
布

か
ん
の

み
」

)

ちノ

仁

疋
れ
神
州

清
潔

の
民
」

踏
雲
録

-

よ

ろ
こ

と
き

よ
ろ
こ

「
書

の
時
は

書

の

い
か
り

と
こ
ろ

か
ん
し
ゆ

晩

の

処

を
看
瀬

せ
よ

問
答

l

長
頚

r
と

て
も

か
く

て

こ
こ
ろ
う

る
も

の
と
心
得

ぺ
L
L

山
ぶ

み
ー

伴

林

畢
1

田

と
ころ

処し★ も

、を

知
る

l

荘

周

〔
解
説

〕

カ

ん
し
ゆ

を
看

取
せ
よ
、

疎

石

(夢

〔解
説

〕
筑
土

つ

と

め

〔解
儲

〕
十

三
也し

と
其

_
)
」

(荘

子
)

土

屋
竹
雨

だ

に

本
居

蓮

田
年

〕
光
平打HH

良
い
カ
り

暁
W

)

鈴
寛

ーす

れ

宣

長

寿

明

l
′
-
U

4l
l
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5 4
しのつhソ

らすりで日・
>

て R
【

わ分なむれいと
ォしつねた

い
大ととふ

杏咲Z*n
挑 けもだカl

ね金ててせ
つ

切か
ん

感こ てよてほ
か

外れ、めあ

兵でめ 那蝣cs?
がの-L-sI

比なあっち
mf

t
でドし

ん
、いと ひ

と
り
7
人

Aフ
に

4見

るさ
び

に
寂

ひ
と
り
1
人

ば

t

、
る

る
0ー

し士て ら
J

lさ

.もら

と
～

粟

の

鉄

を
貰

っ
た
、
十

三
四
通

り
も

で
き

せ
い
や
う
じ
ん

出
来

る

の
で
あ

る
『
さ
す

が
西
洋

人
は

た
が
ひ

は
さ
み

で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
、
お

互

の

鉄

は

は
た
ら

み

の

働

き

し
か
し
ま
せ

ん
が
、

こ
れ
見

は
き
み

き

の

鉄

は
、

こ

、
で
も

切
れ
る
、

こ

、

き

め
も
り

ど

を
切

る

の
で

せ
う
、

こ

、
に
陣

盛

も
の
さ
し

さ
か

カ

る
、

尺

な

の

で
す
、
倒

さ

ま
に

斯

つか

も
のご
と

く
ふ
う

く
ふ
う

に

も
使

へ
る
、

物

事
は

工
夫

に

工
夫

り
ヤ
う

か
い
り
や
ラ

く
わ

こ
、ろ
カ

良

に
改

良
を

加

へ
る

心
懸
け

が

イ

み

ひ
と

か
ふ

て

お
っ

す
』

皆

な

の
人
が

甲

の
手
か

ら

乙

の

み

な
る
ほ
ど

レ
見
せ
な
さ

い
、
と

い

っ
て
、
成
軽
ナ

な

ひと

かん
し
ん

し

た
、
何

に
せ
よ

人
を

感
心

さ
せ

る

よ

こ
と

は
善

い
事

で
あ

る
0

t

--r*_蝣ー

さ

1

が
∴

中
隊

ほ
ど
や

つ
て
来
た
、

歓

つう
く
わ

し

ま

と
ぐ
わ
い

通
過

し

て
仕

舞

ふ
ま

で
、

戸
外

に

ゐ
た
O

J

LJけ

<
<.'

で
通

つ
た
、

頭

が

シ
I

ン
と

し
て
、

*
-ti*

も
た
せ

な

っ
て

頭

が

な

い

の
か
、

と

頭

を

こ
つけ
い

も

じ
ぷ
ん

、

と

い
ふ
滑

稽

で
あ

る
、

若

し
自

分

と
は

ひと

し

く

と
通

っ
て
ゐ

る
人
が

あ

っ
た

つ

え

た
い
そ
う
よ
ろ
こ

の
連
れ
を
得

て
大
層

書

ぷ

で
あ

ら
う

に
ち

せ
ん

や
ま
み
ち

日

1
善

に
な

る
で
あ
ら

う
、

山
道

に

と
き

じ
つき
い
か

か
ん

め

時

は
実
際
斯

う

い
ふ

考

へ
も
あ

っ
た謝良・M Tl使か

ん
感た

だ
唯なでhソlnノ

をツて辛と

のつ ひし
ん、いつ勢さはがやか

さ
塞もへ,~>

か
ら

空蝣>,
mよなと

ほ
過の

朝し.ロ.mT
レ 七 部

の」
、

山く 隻身と 釈何人

紅
顔

夕

に
は

白
骨

と
な

る

【

マ
マ

「大

理
盤
教

」
、

「法

華

経

」

「墓
上
哀

詩
」
、
参

太

】

寺

の

い
り
あ

い
の
鐘

の
こ
ゑ

れ
ぬ
と

き
く
ぞ
悲

し
き

読の身 こ事の
【たを も身

普めも おの
田に思 も為
松

陰
君
を

は
じ

ふ

が

に
こ

p

>

、
上

山
憶
良

】

思
ふ

も

ふ
た

ま

ゝ
に
な

ら
ざ

る

が
却

り

て

そ

(明

治
天
皇

御
製
)

蓮ご 、い
如

上

人

「
御

ト

マ
ス

.
グ

と

に
今

日
も

(読

人

不
知
)

君

の
た
め

に

(棉

正
成
)

「る 「

身
は

い
や
し
く

ー

1
首
芳

談
l

-

河
山
閑

話
-

★

那は秤
千じ

ん人皇
どし

ん
臣'H

=
土の舵
に

は

.**:
道
な

記
】

ら

ま

り
」

あて
心

は
た
か
く

有
り港

★

〔解

れ

て
ぢちノ

忠
を☆

い
た

し

〔解
説
〕

∩解

な説 説
ん

J
空

(

〕

西

〕
ー
のち

命.レLTT山 秩土

を良田 駄村 井屋
す戟辛 然孝 小竹

つ戻雄 )次 棉雨

74

I

2I 0 9 8 7 6
【ロゐ居た 】日汁っ t

i

日

閑

日でへ 日

夜

日し 日ゐにポ
**
'

前0 ふた * た たと敬ン
こ千で と

.-
蝣mの0 た誰か

は
革せ v

^
育0 か

さ

み

じ
ゆ
く

柿

の
実

の

熟

し
か

こ
と
も

み

、
子
供
が
見

た
な

ら

カ

く
ら
ゐ

つ
て
喚

い
で

位

は

け

す

お

と

、
り

て

、

恥 りi が れがて 具 午
とM

,-
帽 餌日 あ のか

た
硬お置 を ふ

、1 つ に

や

縦

く
な

る

い
た
0

に日 I>

そ
う
く

の
総れ

部

恥

つ

り

に
、

¥i-f
着

が
、

た

の

く
湖

に
つて Aす済 で

、
つ

に
つ
く
う

が

日

光

に

で
あ

ら
う

、

さ
ら

曝
ム
諭

て

ゐ
た

の

こ
.と
tさ

殊
更

ら

に

l
ま
`
た
け

な
り
こ

粟

畑

の
鳴

子

み
ま

し
た
ナ
、

畢
桝

を

し
た
。

で
、
青

年

け

た

の
が

、
食

は
ぬ

み

マ
マ

見

る
で
あ

い
た
0

でて
い

丁 t
さく

参 あ
た

当と 、

で

L
もノ

の
筒
袖

を
奨

ぢ
め
ん

地

面

ま

で
か

もわ
い

寧 をと ん観 つツ
けし秤に 弓つ逮 し てイ にもし知
.
ギ.
社

の

け
い
れ
い

*
<
-
3

い
た

れ
が

た
0

ゐ

た

か
げ蔭

の

お墜
ち

、
細

れ
ぬ

削し わ
ら

笑 のは
う

方 鰍 てつ
て辛

恩 貯f
f
i

節定 &
「

自 良 読ペ
に戟氏 め」

、
金が 義信あに 誉町むIll

、bわに 、♭わを ォンひ
つなに る

は

よ

し
、

上

手

に
使

ヘ

竹
越

与

三
郎

r読

画
楼
閣

を

の
み

ほ
し
が

る
人

ぞ

を

め

し

の
か

は
り

は

る

をmら 褒人らは 知れ 軽-M
ノ

ば に、ノらさ
い

て
く恵

ま

重蘇しぎ 皮wぎー∨ るとを んなお は▼ワ,刀く

ん吹 【J
、も、.め 者云 ずLち 忠エず山

【飯る ぜ-Kく公 キ

リ

ス
ト
、

徳

川
家
光

】

の
心

に
と

ひ

に
あ
り
と

も

、

はふけ る早ひ 索

を

加

へ
よ

ル
論
文
集

」
】

は

い
か

で
光

は
あ
り
と

も

島

地
大
等

食

ふ
ご

と

ゝ
身
は

よ

【
「
論
語

」
、
徳

川
光

園

町
桂
月

「青

年
訓
」
}

世

に
も
動

く

な
人
ご

こ
ろ

の
ご
と
く

に

明
治

マ

マ

明
に
な

り

人
形

つ
か

見
よ

勿

れ

【
大
町
桂

月

「桂
月

全
集
」
ー

人

こ
そ

人
と

い

は
ざ

ら

め
自

ら
身

す

つ
べ
き

(紫

弐
部
)

「
思
想
と
信

仰
」
】

に
忘

れ

じ
な

め
ぐ

ま
ぬ

(
徳
川
斉

昭
)

独

逸
て
は

【
「
老

ふ
者

【

ロ

の
あ

【

「イ

緒

」
】

か

し
け

僅

諺
、

西

ぢ
ざ

れ

ば
読

子

」
、
「遺

教

は
誰
ぞ

事

々

ツ

ク

、

「

ら

は

れ
む

明
台

ソれru

ツこ不 L
Y

催
、

シ

ヨ

こ
が

卸

ー
プが 松は 如e

経

」
物

物ね 平ま Es人 】ir ウね

「 「 「 「 「
橋天

1
小

~

*
-
*-'

夕

を
思

ひ

畢

行
脚
綻

ー

"し人逮 す四 f
t

莱 I大 本下棉 蝣r-4sX¥ひ

&
謡
曲封倭 ぎ条 ち隠 大義 左な

ん
何本

熟 し金 と し
ーし

事 内ぞ景 は
呑気 ぞ存菩 、し と 死な義岳 に

ん
人羽

に 部

、

殿
御

、"
i

は 「す坐 げ
ん

聞衣
戯 蝣H <

r
lニ
ー

4T

人

間

白

か

べ
き
時
な

か

集
-

に
香 ず ふ

「
ざ

蝣w
n

K
-患
議

と
お
も

は
せ
雀

返
事

ー

〔解
説
〕

味 R
【

あ
.
ち

忠 AJ1ノ
初 lR

た方 た
}

唯 り
ふ 都 に _

**
今 てん天

ベ た誰 f
t

の に
し 、l乃 つ こ

と
事 、blb 、tL

」 漢復☆ こ
と

事 a☆ 用む★ つ

〔
た

∩
な

〔
り に」 ま

∩解 &解 り解 」牢
説

逮早 り解
説 ぜ読 」説 す- な読
〕 〕 〕

形
〕

袷伊 」魂土 へ
し

.日柿 成佐 土棉志 も舵
尾東 屋 m 富顔 本M-,

あ本田 の輿
芭月 竹 正 兵堅 五 り左 を朝
m草 微雨 蓮治 庫司 仔

ur
良 、内 」吹

I84
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な

が

て
が

>
く

た
の

Jく

日

長

い
手
紙

の
代
読

を

頼
ま

れ
た

、
至
極

日ヾノのすでま 日5 日つにけ俄たた 日じん人、、か 日つをと
に

l
-

晩

に
な

っ
て
サ

ル
家

へ
行

っ
た
、

庭

の

み
づ

ば
い
い

ケ

ツ

へ
水
を

1
杯
入

れ

て
酔

い
で
あ

っ
た
、

い
lユ

*
-J

4

~
う
り

て
1

日
く
、

あ
す

の
朝

の
拭
き

掃
除

の
手
廻

は

も

ま
た
や
ぷ
ん
ま
ん

ひ
ご
と

と
き

、
若

し
亦
夜

分
万

一
の
火
事

の
あ

っ
た
時

の

う
ん
う
ん

か
ん
し
ん

こ
、ろ
が

ま

す
、
と

云

々
、
感
心
な

心

懸
け

じ
ゃ

、
と
替

す
JC

こ

も

ち
`
た

こ
よ
ーつ

子
供

が
路

端

に
お

小

用
を

し

て

ゐ
た

、

な
か

と

,

中

に
、

飛
ば

し
込
む
も

の
じ
ゃ
』

さて
ゐ

ご
ふ
く
も

呉
服

て
ゐ

し

れ

のゆ
だ

、

油

0 P

カ
く
カ
う

ー
と
ま
た

せ
J>～

く
lJ

う
ん
ど
う
く

い

学
校

生

徒

又
は
青

年

会

の
運
動

会

に

し
ゆ
う

た

と
く

せ
き

ま
う

あ

衆

の
為

め

に
、
特

に
席

を
設
け

て
上
げ

る

か

さ
う
だ
ん

さ

ら

う
、
斯
う
相

談
を
定

め
た
0

こ

ど
も

か
ま

や
ま

ま
つ

き

子
供

が
鎌

を
ふ

り

ノ
＼

山

に
松

を
切

り

に
行

は
か

た

し
ん
と
う

て
ゐ
た
、
お
墓

に
立

て
る
の
じ
ゃ
と

い
ふ
、
心
頭

飛
ば

し
て
は
な

ら
ぬ
、
鵬

を
如

る
も
の
じ
ゃ
ぞ

、

と蝣kl-l

て

つ
た
0

こ

く
て

し
ゆ
じ

て
と
う

る
呉

服
店

の
主

人
、

い

つ
も

は
店
頭

に
座

て
商

売
を
し

て
ゐ
た

も
の
が
、
4tr
酔
郁
刺

し
や
う
ぱ
い

の

つ

じ
ぷ
ん

ひ

ざ
よ
う
し
や
う

で
か

物
を
積

み
、
自

分

で
挽

い
て
行

商

に
叫

懸

み

ひ
と

し
や
-r1ば
い

か
ぎ

た
、
そ

れ
を

見

て

『
独

り
商

売

に
限
ら
ず
、

よ
く
げ
ふ

う
11
み

き

職

業

で
も
受
身

で
は
ヤ
リ
切

れ
な
く
な

つ

ん

つ

も
の

ち
う
い

断

は
な

ら
ぬ

ぞ
』

と
連

れ

の
者

に
注
意

し
な納 柄イノ

下lLよ
.フ

用め 『
はが

レ}く得 に」
M

女で臥つか
逮 ー

た
畑 A

3
よ

忠 神 恋マ 本中 職=ソ
塞た

仏 m′一
一
11

世つ 壁イあの 然林&り 慕ンまて 大的
ノ

誹隻

往 仏の紘 にレノら の成色花 のカどわ な」
、

るり

生 塞人め つスざ 徳昌のは 選
択

ー

ン
くが れ

【
「東

根

辞
」

加
藤
嘉

明
】

ま

じ
た

と

ひ
科

は
人

に

り

に

つ
い

て

ののは 、し「
こ

r
経こら て晶んと は

何
ぞ

【
伊

藤

仁
斎

「
童

子
間

」
、

心
柵
」
、
伊
藤
東

涯
、

r史

記
」
】

も

な
き

世
に

お

の
.づ

か
ら
柳

は

み
ど

れ
な

ゐ

(訴
人

不
知
)

に】にな

輿ゝぎ 【悼こち つ、いる

【ろhnノ
フ鶴のが 、Lを

r
渋
沢
栄

一
全

集
」
l

は
千

々
に
わ

か

れ

て
も
誠

】

け
り

(昭
憲
皇
太

后
御
歌

)

イ」
】世な て尽

【
「黒

谷

ヒ

テ
、

の
外

の

【
新

渡
t

す

国

民

、

中

村

あ

る

人
上

人

(法

然

)

ス

マ
イ

ル
ス
、

息

ひ
出

に
今

1

日
泉

T1

戸
稲

造

「修

養
」

の
ち

か
ら
ぞ

や

明
日台

坤

軟

香

r

な

り
と

新

説

歌

わ
が

あ

`上
人

語 ス皮。 が がや

ど
棉 「た

r
rる 「

風 管古 &る聖 こ
け

虎後 ll>
る

衣べ清 y
~<

天何

あ 祭事 しま秤 穴Jg ゐ類し正 ち傷

り ま

き

「
山
寺

も

記
l

てさ
ら

更w に書 の」記 域

に

録
】て ぷ

か
に郷 -<

-

.

ち

事

た演 の
良

難坐 b
ず

木
綿

て
エ
ソ

涛

の
お

穀

と

L

L

伝
- ん

ん
*

て
ん天

た
の な m もき

カ
の
聞
た

-り
恥

も

き

日

さ

さ
ち

らノ

が

幸
幸
、

、

る

は

麻

子

に
は

M

s

Vを
待★

る
。

」☆

刺
海
部∩

、
鮎

早

"

ず
〔

し

よ
く

へ
し
、

食

は加

に
〔

し J
も
お

解

説
〕

」冴爪T
負 て解

し

ー

て
修

れ
ど、

説
〕

ち地

た

説

〕

妹

を
励

の
が
割

折

口

も東 班諸 り真志

よ
め嫁郷 柿 く

ろ慕顔 J木田
ち
さ* の益 し

∩ま
1

延

む
ち幸

」
口
夫 母千坐 超吹
ま

た正 秦義

rlHhh

Q
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w也と

ワよよソ

日

『
そ
れ

は
調
度
よ

い
痩

日でたコににら
い、′へを.̂ 日と止 日.マ戟 日つ

-

;

-f
卓

上
-

さ

る
人

の
名
前

が
新

聞

に
出

て
ゐ
た

{

け
<
!!蝣<

4
V
か

上
ウ

も

其

の
本

人

の

自

ら

投

じ

た
も

の
ら

そ

ひ
と

な
かな
か

は
た
ら

て

、

其

の
さ
る
人

は
中

々
の

働

き

手

で
あ

そ

ひ
と

ち
う
こ
く
.

い
け

いや

で
其

の

人
に
忠

告

し

て

日
く
、
萄

し

く

ゑ
ん
だ
い

.も
く
てき

い
う

ほ
ど

も
の

みづ
か

遠
大

な

目
的

を
有
す

る

程

の
者

は
、

自

な
ま
へ

だ

よ
ろ
こ

名
前

を
出

し
て
そ
れ

で

喜

ぶ
な
ど
と

、

=
-̂-V
z
-<

-
け
や
せ

さ

な

量

兄

で
あ

っ
て
は
、

最
早
前
途

の

す

む
し

ひ
と

し

透

き

て
ゐ

る
、
寧

ろ

人

に
知

ら
れ

ま

い

な

だ

ほ
ど

こ

ば
成

る

べ
く
出
す
ま

い
、

と

い
ふ
程

の

、

は
な
は

た
の
J

な
く

て
は
、

だ

し
く
な

い
0

J

J

も

と
う

ー
し
ら

子
供

が
鞘

ツ
堂

の

柱

め
た
。

ー

う

つ
ま

た
い
く

応

接

間

で
退
屈
さ

う

ア

み

を

ア

こ
れ

な
り

と
見

て
居

ち
ゃ
う

と

だ

み

帖

を
取

り
出

し
て
見

せ

ん

こ
れ

も

t
善

じ

ゃ
と

、

ほ
ご
か
ご

い

て
反
古
鰭

に
入

れ
た
0

き

よ

来

る
よ
う

に
読

ん
で
き

か
で

に
勲

隻に
待

り

なあ

て
上 し良 めせ

て
上
げ

た
0

す
、

く
が
さ

香 つさげ 那

た私
し
て

て
ゐ

れ
、

た
0

の
反

に ゐ ると I古

お しるもらソほ
ど

程、
ろ

ひ た と人

に

せ
か
い

世

界

が
み

紙
ォ ど

lワ

か

つ

、

ソ
削
滝

し
ん
ぷ
ん

新

聞
ン
ナA.

も

見

な
ま
へ

鴻
前

掛

け
の を

し を L
や

写 -
1

袷

学 責月 君
「

父千 天カ m

」S
荏

「
花務 千公白 母経ひ 下なを 級&お

め 餐桂には の辛雲ぬ の」
、

との mネすた 」
、のな

隻 重月なあ 楽伝のる 恩
「

れ
ソ

恵 ーギこも 熊

谷
直

実
】

身

は

こ

ゝ
か

じ

の
う

て

は

【

ん坐的
ノ

る と
俗

」
】

絶

えに

に韓た衣 杏と
ぜ隻実世 つ詩つわ 志ーの^カ

伊 よ

【

i
lに

な

な
り

人ずこ 、_
>

外身 せなひ

藤 の
楽

た
な

そ

あ

て伝に
.

よく

仁 r
渋
沢

栄

T

る
見
れ

ば

け
り

【」、なさ 【
、

てな しな
す

斎

「童

【
西
村
茂

樹

「

び
く
嶺

に
だ

り
け

深

作
安

文

「

藤
原
兼

輔
】

り
ぬ

と
も

お

ら

な

明

沢
柳

政
太
郎

終

ら
ば

世

に

か
ら

明

治

こ

に

て

ぞ

子
間

∴

本

居

全

集

」
:

大
町
桂

草

も
木

も
な

べ
て

(
明
治
天
皇
御
製

)

消
え

泊

翁
叢
書

に
住

め
ば

修

養

」
、

「

は
し
た

て

ロ 「
野
心
論

」

長

き
よ

は

ロ

卸

ぬ

と
も

心

象

州
上

宣 」
、住 孝し ひ は

靖
「

礼 二あ 「
心
な

し
と
見

l

徒

然
草

l

ベ
国 お

こ
発顔 氏-m 宮、b二 し

(
孔

語
i

宮 」
社 が

た
サ

{
徳J鶴

ォ く坐 千
)

痩& 梶

「
しォ

坐 r
rma ゆ

同
、たf

f
i

て
忘

れ
易
き

は

I
*
b-

冒
る

秘

に
「
徳 ま

ん
万 者

策
ー

∩

十
か は )

く
石 も

葡 恥 の よ

は な
、

蝣(4
栄 き

氏立 斯 b
ず

、

★

〔

と

け
「
.部〔つ

と
れ

〔
喝

も
と白
は

い
I

解
説
〕

必礼解
説

7生Tち し
ん

心読 つ粒一 読
育 な〕 ず

氏〕 .の か
も

*

亀

井

〕
は り負柿

と
な
hソ

憐
(

堤 光二下 佐佐
節 」崎 あ礼谷 な宮 の

な

り
」

好

勝

一
郎

顔藤
は 正 り千 る尊 信壁
立 m治 」)温 に徳吉 潤司

05



∞LnN

82 72 62 52 42
なげ日マ 日け ち日

道V
-.

て
、
外

d
l

かん開のは 日ゐらとしでもこき
ツ て 戟え

ん
せ
つ

演

説

ひ
と
び
と

人

人

ひ
と
。

るがこもとと さま

おi<
-

み
ち

道お置 J
>

な
ん

何で也れた
い

大な
へ

苗が t
V

す

ク にtV のに ね
んははば づ"f

c-̂
育きだへんのた

い
た わ

た
し

も

か
ヘ

た
し
か

、

私

が
持

っ
て
帰

っ
て

確

チ

、
ナ

ニ
済
ま

ぬ

こ
と

が
あ
乃
ま

し

う
ち

も
ん
う

者

の
内

の
門

標

が
ネ

ヂ
れ

な
ほ

お

に
直
し

て
置

い
た
0

お

て
ぬ
ぐ

落

ち

て
ゐ
た
手
拭

を
ば
、
そ

た
D

く
-

た
ま

づ

窪

み
に
潜

っ
て
ゐ

る
水
を

、

4-̂'t

だ

導

き
出

し
た
O

く

い

そ
う
く
わ
い

く

い
ゐん

会

の
総

会

が
あ

っ
た
、
会

員

の

・*l-r

、
ど

う

で
も

よ

い
と

い
ふ
風

で
、

わ
け
か
4l*.-r

-S.ウ
け
い

↓

大

方
皆
な

が
休
憩

室
に
去
ら

れ
た
、

い
ち

ね
つし
ん

き

か
り

々

=心

に

い
た
0

た

な
め

た
く
さ
ん

み

れ

の

田
の
中

に
も

沢
山

の
稗
が

見

え

こ
く

た

ど
おは

す
-,め

お

国

の
田
で
、

7
度
多

く

雀

を
追
ふ

た

こく

な
ん

ご
く

ぞ
う
し
う

み

石

と
か
何

千

石
と

か

の
増

収

を
見

る

あ
る
ひと

け
いさ
ん

る
、
と
成

人
が
計
算

さ
れ

て
ゐ
た

が
、

ひゑ

み
な
い
わ

け

の
稗
が

皆
稲

で
あ

っ
た

な
ら

、

,

おも

な
も

の
で
あ
ら

う
と

恩

へ
る
、

ナ

ン

う
ち

はや

し
き
ペ
つ

け
や

血

と

内

に
早
く

識

別
し

て
、

早
く
抜

き
放

せ
つ

お
も

ひ
ゑ

ぽ
ん

切

で
あ

る
と
思

ふ
た

、
稗

を

二
三

本

て
ゐ

ば

の み
ち

路
に
離

す
も

た カ
き垣 を しの

の に つ 五ら
い

来"し自 てめ
を m け 分ひ

ん
餐ぶ

ん
分 てなこ.ち若ぐ

ん
那デるめ抜 あ上』

0
道序 謙

(
人=ノ

m L・It-
負 長

、」
、

原に 坐カ忠の 正1 揺原なは ど壁ま
人

よ
り

遠

か

杉

山
茂
丸

な礼の はンらよ 成れ将 人益れ育 玉蝉の
れ

【

一
郎

中

の

駕

を

競

争

紙

」
ず
行

し
お

家

訓
に
勝

の
三

の
急

軒

「

くに
礼

勝

間
の
世

な

か
「孟
子

」
、
ト

ル

ス
ト

イ

「人
生

の
道

」

釈
)
、

ナ
イ

チ
ン
ゲ

ー

ル
】

あ

ら
し

を
知

ら
ぬ

谷
底

の
松
は
静

か

ぬ

,,
し

明
ム
ロ

で

あ

る

【
「
ニ

(横
山

六
輔

訳
)

け
ば

千

里

の
は

そ
く

と
も

【ち磨 な五て儀 」
、のる

棉味と り常I.∨
忘 山

鹿
素
行

】

こ
と

わ
ざ

は

+
L

は

ら

ず

【
山

「青

年
訓

」
、

正
成

}

方

に
勝

ち

い
ふ

{
新
渡

戸
稲
造

「

訓
r

r論

甫
」
】

か

に
親

し
き

中

る
な

鹿

素

行

「
中
朝
事

実

趨
州

和
尚

】

ユ

I

】て
も

て
敵

し
げ

く
明
治ヨみ に 世と

I

ク

.
ア

メ

ん

牛

の
歩

み

酎
人

、

勝

つ
走

れ
を

(楠

正
成
)

渡

り

の
道

」
、

て
も

こ

こ
ろ

〈蔵
人

不
知
)

と

も
物
学

ぶ

口

「ず .古
r

「な 「り た
ま
い

珠」 田書 蝣蝣*>蝣<
文翁 ち

ゆ
忠さ州 an只」老 じ続

者 松衝 は間 う
か
う

こ
ん
て
い

も

孝

を

以

て
根
粒

と
な

し
、

文

し

ま
た
し
ん
す
ゐ

ぱ
J
詩

も
亦
涙
連

な
り

」

山
集

〈
二
九
巻
)

I

、の 」日
紘 陰 ぷ武答 mす 本

も
と

求 死 の のさ 舵

む し
ん
ち

r
神

ね梶 正み

★

a
田
正

る と 道

こ 蝣4
く

勅 な は

と さ
う
ゐ

相
違

リ
、

、_
>

お
ほ ぷ武

づ
れし な

方
し
齢

に

ほ

ほ
ろ

け
れ
ぱ

日
本

は

亡
び

ず

」

吉

田
松
陰

★

〔解

説
〕
岡

不
可
止

ぷ

ん

は
文

の
〔解

と

こ
ろ

の

所
★

も ね梶説 ん
じ

字

を
&-一

ぞ〔解
な猶 と〕 と説

ほ 戯井 以 た尋〕
ォ な中上 て元 め慕Si
に り江管 L

J
枝 ぺ井

演 」藤次 h{ふ莱 き久
た 檎汚.白

い
と政台 な祇蔵

I5
'_i

3 2 1 ‖
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一日を 日れあ

そ
遊す ー日の 日こ 日 8た

0良 一んでに る
戟の

む
+
^

*
a;

」
後であ虫

削

り

い

さ
が

を
探

喉を ち道 く
き

釘
A
つ
え
き

中
易

も

の

ふまゐら_s>
こが

少

か
な
い

家
内

の の
はでるラた のし 噺 あ

L

ら
づ

う
ん
J>

者

と
道

連

れ

に
な

っ
た
、
運
勢

の

た
い

お
や

た
い
せ
つ

に

対

し
て

は

、
『
親

を

大

切

に

椛も0

一

0 毅だ也 Lに を る
付と戸ど "し人し レ

た

し
lGl

と
えノと
う
いた

痛

ん
だ
、

併

し
到

頭
痛

い
と

し

す

知

ら
さ

ず

に
済
ま

し
た
O

願
.

き木
こ

ど
も
ら

の
休

み

日
で
、
子
供
等
は

日
が

お
ほ
ご
ゑ

た

ま
へ

み
ち

さ
か
ん

大
声

を
立

て

、
前

の
道

で

盛

L

如
上

ォj

*」<jJ-

の
締
ま

る
音

を
聞

く
と

力

を

おも

お
そ

と

し

思

っ
て
、
晩

く
ま

で

戸
を
締

1

ノHL

が

風
邪

で
あ

る
、

画
集
や

ち
ん
と
う

も

て
枕

頭

に
持

っ
て
行

っ
た
O

と

ー

げ

て
通

っ
た
0

き

ち
`
た

と

の
切

れ

を
、
路

端

に
取

り
ん刺し 画 い s防
ど断な 暮yL

引港め 報 ふ チ

m守 C
T

新 「ヨ 急学 君肯、ー 異
「 道が紘イ 蘇渡醍死 覗港 げ」

、
近ぞ 千Ha世こ 体異使、.

にレノ と戸がん 日クのぎ ば

無

理
が

出
る

【

徳

川
家
康

】

き
よ

り
ゆ

か
む

と

ま

よ
ふ
世

の
中

の

は」
、のと 同体ふ隻 とな

つス 冗棉死だ J中 争

ふ
所

な
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藤
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仁
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蓮
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縁
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ど
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を
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榔
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掛
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す
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に
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を
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が

し
り
な

主

義

の
せ

漉

八
波
則

吉

世
に

ま
じ

は

1
く
人
ご

こ

兼

好
法

つ
と

め

ま
ゐ

り

ず

と

せ
よ

=

論

ラ

ト

ン
対
話

篇

」

ト
イ
】

り
け

り
と

い
ふ
顔

.とカ
尤心 ≡ふし 市ー

n
hPて

しあな めに R
け

良はめ 「はき

【
滝

沢

馬
琴
、

る
時

も
う

つ
せ

粥
台

ず

【
「論

語

」

か
な

は
ぬ
を

「

読

画
楼
間
諮

る
の
の
は
な
す
み

な

昭
憲

皇

リ

【
新

渡
戸

稲

「趣

味
と
修
養

」

り

な
が

ら
と

も

ろ
か
な

明
台

徒
然

草
」
】

や

く

い
で
た

な

ん

蘇
(

ま 「楽

訓
」

れ

て
身

、
思 ゝ

」
、

阿憎 トみ
伊

は
口 J

】れ
ひ
と

ロ
造】す ば

「部し レーノの 港ぱ 「れ 身
戟と ス人 の 仁も

P
の歌 世ば s

釈久人 トの 酉Anノ
秦の こ m% 終

「
七揺

「
rり

「
と「

人
ー

聖
れ

-吐 五L
や

正檀 人め 、
楓

卦

で

む
し
も
ち

十
字

し潔 て性
さ
い

切& .

し

三

「
仏

神

の

去
き

こ
こ
ろ

直

の

心

を

楽
寺
殿

御
消

揺の ひ壁 :I敬 く
に

国il;め棉 たと まて御 て寡 郎要 た

め

の
為

w
-f

f
i

-5
煩 だの く

ちロわ
れ

戟香 風
鮮

集
1

い
ち
せ
,
善

の

録
ーな

う
悩 、しさ 漣を に
は 、.カynノ

り

也

で

て

か
ざ

る
j

を す
m 御

群

に

た

ま
は

息
.f

ほし ち 喝 る
の
抜

ど
も

と
め

す

べ

こ

れ

は
、

是+
.

こま

ゐ
り

て
は

A

M
-M

ら
ん
と

申
す
ベ一

な 身

を
破

き
あ
る

とた
る

さ
け

」

{宰

ち
ゆ
う
し

忠

臣
★

こ
ろ

こ

処

よ
り
起

る
」

鈴

木

〔解

説
〕
筑
土

お
は

し

〔解
説

さ

l
l
>ー

る

、

福

変
T

U

と
カ
ど

L

は

l
曲

の
士
な
り

」

山
鹿

素
行

〔解

説
〕
広
瀬

皇

ん
な

り
」

空監
T

ll<l
「し ま〕 山]

&
m

坐JレLJ.T
せ村 は日

(
の J ロ

正鈴 の
えノ

能重 花 ‡
)

心 秦月 秩4
三寛 に噂 千 よ蓮負 壁 )

=
　
L

4t
J

I



0
9
N

22 2 02 9 8 7
日せ

い
* 日、かJjr

高とたせ
い

坐あ 日tHYの 日わ痩がて J日

H
:

日たれぬ
ね
ん

午 ふと
ー。ノ

等すずぞ
ん

存る たよ ま

く
ら

JK
ら

枕

を
並

べ
て
ゐ
た
連
れ

が

Hし

ら
れ

ぬ
、
モ
ウ
十

l
時
じ
ゃ
、

ね

あ

寝

さ

し
て
上
げ

ま

す
、

と

い

と
け
い

ふ

と

P
の

7
り
を

め
た
0

のどこ
}
り
ん

た

た

五
度

渡

し
を
渡

っ
た

せ
ん
と
う

が
、

T
銭
投

じ
た
、

さ一せ
う、′れの '

,

^
v

*
,

-u

朝

お
宮

へ
参

っ
た
、
太

あ
さ
は
や

みや

た
い
ー

、
朝

早
く

お
宮

に
太
鼓

い
も

の
で
あ

る
0

*がと
う

け
ん
う

く
.

ま
ち
と
き
た

る
妙

見
堂

の
御
鼓

に

『
待

人
来
ら
ず
』

と

句

が
あ

る
、

こ
れ

は
如

何
な

る
意

か
、

と

が
く
せ
い

た
づ

そ

き
し
づ

学

生
が

尋

ね

た

、
『
夫

れ
樹

静

か

な
ら

ん

か
ぜ
や

こ
や
し
な

おや
ま

ば

風
停
ま
ず

、
子

養

は
ん
と

す
れ
ば

親
待

ど

き

ま

を
た

1
度

逝
き
た

る
も

の
は
待

て
ど
も
来

ら
ず

、

を
り

か
う
や
う

は
.汁

折

よ
く

よ
く
孝

養

を
励

め
、

と

い
ふ

の
で

こた

と

ロ

た
0

ど
も

つ

供

の
爪
を
勢

ん

で

そ
ペ

な
み
う

き
し

辺

の
浪

打

つ
岸

に

お

わ
づ

落

ち

て
ゐ
た
▼

僅

てん
も
の

す
ゐ
ち
う

う
し

′

天
物
を
水
中

に

央

ひ
ろ

た
も
と

、
、

ロ

て

に
の

り

、
乗

せ
ん
ど
う

船
頭

縦

が

)

お
と

の
音

や

っ
た
0

、
対

か
な

っ
て

朗

の
ド

が
、

お

>出

て

ゐ

き
こ

の
bb聞
え

、

ド
ゥ

4ノつ
た

と

訴

つ
て
、

--.
L.
i-
j
-.

糸

で
は

し
ま

は

た
0

コ

か
つ
。

剰

銭
た

の
る
は

こも
今

へ
る
、

お起

き

い
と

糸

を

あ

っ

す

は
の

1あ

を
上

た

、

で
打

こ
、
ち

心
地

夜

は
わ
た
し

私
あ上

つ

・Hi
U

s

た
け

す済
ま

負新 無証 本 勤 四益 大

の
な

.、めu マ
マ

情義午tnた 分請輿 労ク月ぞ 忠軒た普 丈忠あ

ず戸 義」
、

日f
f
i

餐人の こ雪 を
「

まは 夫へと
m棉 み

「
見れ 守の神 そ

幸

福

で
あ

る

【
ト

「渋

沢
栄

一
全
集

」
】

も
花

も
紅

葉

も
ぜ

に

い
て
敢

息

へ

初
学

く四
恩

た人ま が

め
こ
そ

h

、

ま追 難

し

【
シ

ヨ
I

ペ

雑
聾

唖
経

」
】

し
人

は
と

間

へ
ば

も

人
に
聞

は
れ
ん

れ、い風 れIめあ

ず
「 【の 【那にな ∩たり

【

「論

静
」
、

「渋

沢
栄

】
全

集
」
、

修
養

」
ー

新
渡

戸
稲
造

か
ぎ

り
尽

し

「
心
地

観
経

」
、

∴

吉

川
i
if
cl

人

と
生

れ

て
時

り
け

り

杉

山
茂

丸

「青
年

訓
」
、

「孟

子
し
】

き

た
め

し

の
巌

に
も
流

る
一ゝ

水

の

け
り

(釈

元
政

)

ン今 「
世
渡

り

の
道

」
】

て
し
後

に
ぞ

頼

め
伊

(孝

明
天
皇
御
製

)

レノ金

、
ノ

日 スも 高の

ウ

ニ
ル
、

r
修

は
な

し
明

日
ま

(訴
人

不
知
)

ト

ィ
、

ビ

ス

マ

我

が
身

に
あ

る

(
別
人

不

)

島

米
峰

、

貝
原

間

も
忘

る
ま

じ

読

人

不

r
「そ 「は 「に ∴

「
わ
カ
ぎ

若

木
毛
吹

邸

に

ぶ
ベ

誹
稗

う

し
-<蝣

r.-s

A
-

小
人

の
学
は
耳

よ

す
な
は

よ
ん
す
ん

則

ち

四
寸
の

み
}

有

子
ー

こ
こ
ろ塞

あ

る

細

尾

さ
き先

ん

史

記

町

人

有

限
し

た

の
下

草
ー

ゐ、め十 し
カ

う
′

深
く
ぱ
小
事

ど
も

ま

じ
き
な
り

」

周
恵

上
人
伝

記
l

ず を無

てlb諭 れ 観限

で HL実ず ぱ め録
lRき

隻 を」 と人 ん
杏 お

こ
な

ふ
ペ
し

を と

し
げ
」

< し
.

る
り

の
お
く

級 >蝣J-0
心

く

ち

て

ロ
こ
こ心★

る
れ★

を
那

〔
に に

〔
ぱ

∩ め
よ

し

〔解

説
〕

難辛負 出苛 .、・c宰 と人解

に読 づI 、カ高鋭 に説
〕 、〕 ゼ

い
〕

て松伊 I】口
(

土 こ
(

管腰諸 拷西

き
よ

虚at
f

・ ,
一じ

耳苛 と明土 、b柿 沢柿

に普月 の千 は恵 る轍 柄孝
あォ草 閤)雨 さ

ら
更)寛 」過」 之」

I51rI
4uH

26 52 42 23
げのは五ナしぬできみ目

刺

【ロをて 日んし 日ゐがにに
&あ がて たlあ.め買け

い
ままな何*

-<蝣
円ンてき

み
君あねた

*
*-

細閉つつ ま

が
さ

し

ソ

コ
に

あ

っ
た
雨
傘

が
、

誰
れ

の
か

は
知
ら

わ

け
ケ
<蝣

¥t

、
濡

れ
た
ま

ま

、
で
あ

っ
た

の
で
、
日
向

に
出

お
い
た
0

宿、
『るつlJくロ

せ、ぜ故のノさはるぱ0

と

せ
い
-<

*iV

り
が

、
り

に
篇

志
青

年
を
訪

ね
た
O

一

た
う

り
は
し

の
お
弁

当

に
割
箸

が

附

い
て

ゐ
た
、

そ
れ

3?

蝣」う
け
-<

'<
た
、

て
置

い
た
、

お

昼
飯

の
お
弁
当

に
も

添

ヘ

わ
り
は
し

つか

か
へ

た
割

箸

は
、
使

は
ず

に
返

し
た
0

J

L
.も
HL

屋

の
飯
糎

の
杓

子

が
随

分
と

黒
く
な

っ
て

か
み

お
は
さ
か

ち
かご
ろ
か
ら
つ

し
ゃ
も
じ

お
主
婦

さ
ん
大
阪

に

は
近
頃
陶
鍵

の

錘

呼

わ
た
し

こ
ん
ど
お
は
さ
か

い

、
私

が
今
度

大
阪

に
行

っ
た
な

ら
、
お
土
産

さ

わ

じ

だ
-r-

Jii
t

て
来

て
上

げ

ま

せ
う

』
、

と

冗

談

の

間

あ
た

を

た
C

そう
、

と

い

へ
ば

、

イ

ヤ
よ

ろ
し

い
、

と
其

あ

み
ち
づ

き
み

上

っ
た
、

ソ

コ
で
道

連

れ

に
な

っ
て
、

君

りん

せ
ん

も
ら

ち

に

五
厘

の
ツ
リ

銭

を
葺

は
ぬ

に
や

、
若

し

ふ
な
*T-V

Aiん
け
蝣S

V

*・

船

賃
な

ら
ば
十

円
払

ふ
て
済
ま

し
居
る
や

、

f
f-t'/̂
'*

心
も

H
1

五
塵

位

が
、
と

思
ふ

で
あ
ら
う

け
れ
ど
、
決

ま
た

り
ん

せ
ん

も
ら

う

で
は
な

い
、

又
五
度

の
ツ
リ
銭

を
昔

は

c~-

*).<・

け
Ju

:
た

*
4

、

五

厘

の
ツ
リ

銭

を
人

に
渡

せ
ぬ

君
な

の

り
ん

わ
た

わ
た

、
タ
ト

ヒ
五
度

で
も
、
渡
す

べ
き
も

の
は
渡

お
は
い

だ
う
ら
与
か
う
わ

こ
、
る

な
ら

ぬ
、
な

ど

と

大

に
道

中

許
話
を

試

女級 君 構 不戸
雨て性」

、はあ 辛深花 柿鰍十
ノ

平棉忠そ
を
誠

む

【
福

沢

大
町
桂

月

】

ら

は
ず

は
思

は

ま
る
撫

子

の
花

揺也に にるて 杏逮ふあ そ忠
鶴木あ ラやひ 脚

へ
「
堆

こ
と

ら

寸
か

ゝひ
、lOのら 、_J人 くす
ずそは てたり ろ

【
大

町

桂

月

r
青
年

訓
」
、
新

渡

渡

り
の
道
」
、

竹
中
重

治
l

ま

か

せ
ず
と

て
も
人

心
平

ら
か

に

こ

は
し
け
れ

〈
明
治
天
皇

御
製
)

軒て
【のれ ∩ちあ のめ
r
論
語

」

木

ず
ゑ

に
け

り

深つり 下や

諭ぬ 作、い
と 石

書方 安のは く
「に と 文玉 ぎ
新、カ ソ

ク
肝

も

見

f

サB
i

だ

に

も

み
女

大
学

」
、

「
玉
耶

た

ぶ

か
む

露

お
き

(明
治

天
皇
御
製

)

I
フ
一

'* り
ア
ス
】

ざ

り

(
蘇 】み

がZl
田

か

た

(棉

し
桜

は

頼

政
)

く

に

つ

き
業

と

守
部
v

<

!*:

「
硯

な

め

ら
か
な

り

と
も

堅

か
ら

し
む
L

l
藤
隻

冊

子
l

よ

く

さ

ら

こ
と

r
欲

に
轟
を

忘

れ

侯

事

ゆ

め

さ
ふ
ら
ふ

候

J

-

不
動
智
神

妙
録

-

し

お
こ
な

し

「
知

っ
て

行

は
ざ

る
は
知

ら
ぎ

ー

慎
思
録

-

し

-f
c
-S-V
'

it%>
t
o

新

嘗
祭

「
朝

夕

に
長

田
狭

田

くわ
う
お
ん

皇

恩
な

P
J

1.
神
皇

正
統

記
」

☆
さ

に
〔

あゆ

め

有

る

、

な

る

に
同
.

n

の
矧

☆

〔
〔解

す過解 の解 iJ
J一 I1l

れ〕 じ
J

1ね〕 顔
ど上峰 ベ沢 負 をレし.ll

山 田
J墨田峻 、一力庵土 節 く良田 徳

太
郎

杏秩康 lb禅 益 "
?

鶴孝
に
ぷ

&成隆 ず節 軒RHH
も戻雄

′
0

5I



l
一T

i
V
.

~
4
H
H

1
9
Z

2 1

I

03 ny2 82 72
日 日た

0
自め 日 日hソのつたげ 日をど

JJ=、た 普J
l

Aつ
′

け s て尊it と
けし

逮 とI十
ノ

にか
ほ

嘱 や
く
ぼ

噌

場

呼

び

で
すふ 地 をつ 上 人こ引港ひ

ろ
袷も

。
w

お の い
た

痛て の のしひが
さ

傘 のm

て
ら

寺 m め 顧 H
L

棉ど抱た
、

と敬の ひ
と人Lと

.に を てせ
な管 き切 ん人

が
、

い

て
ゐ

あ
ぶ
な

危

い

る

こ
と

え

主
が

柄

の
曲

めナ」
.冒注

お し ゐ

る
な
が

を
流

れ き爵

a て を せ
う
が
く

小

学

れ

て

し
た
O

榔 ゐ <
～

が

掛

に
九

あ

し
て
上
げ

た
0

l
た

畑 こ
l

千る、めをつ
が
あ

た
か

な

カ

の
中

普子

の
ら
、

整て
ゐ

か
う
あ

校

上
ゐ
た

り を へ
0

抱.メ千としる が

ま 1
、、>た敬ひ

TlJ
独ての いりせ

い
姓

す
、

・M
-

つ
た
、

ア

てをれソの乗で のを

き切 kか
た

片ご
と普hソと敬 き

.
袷よ呼

お り
し車}あ

し足
P
をかつ フ

じ仕ん

ま
し

秦 良
.
-

倒 に

乗
き
し
や

汽

車
い
ひ

ま

蛾
て
上

のだ

打
ノ

し ト な渇ら

ゴ 坐千 坐レノ
「

処 寡 歳語

‖
ノ

禅」
】

駒く はスソ
′

育つく 世人と を磨袷 月」
、

花だ

ラ のにこ 至トン午く戟 訓多な 檎普て 人ニち

に 妙乗と 福

で

イ

「

'

K

諸

君
ぐ身

な

【きせ てたゝ を
待

た
ず

一宅

雪
嶺

.「

り

て
若
葉

て

ぞ

劣 味るを 水

1
人人 善る善

る
勿

れ

【
三

ユ
ー

ヨ

とわ 人
マへとり 戸の 玉き

黙ざみ る

【

生

の
イ

ル

】恩

へ

け

り

光中 挙にこ

忠はよ 囲
、

に ぐ

【
布
施

松
翁

「松
瓜澗
道

話
」
】

も
痕

は
あ

る
も

の
ぞ
悪

し
き

を

と
を
と

れ

(読

人
不
知
)

【
朱
煮
、
陶

淵

明
、

青

年
訓
」
、
ガ

I

フ

す
ず

L
と
思

ふ

ま

く

昭

【
新

渡
戸
稲

造

幾
ば

く

す

ゝ
む

か

し

明
ム

ド

ス
ト

イ

エ
フ

ス
キ
f

道

」

(原
久

一
郎
訳

)
、

ス

「
品
性

論
」
、

マ
ー

ば

安

き
世

の
中

を
心

と

(荒

木

田
長

皆

川
洪

園
】

も

人
ぞ

な
き

人

1
ク

.
ア

「
修
養

」
、

と

も

つ

治
天

御

に
為

れ
人

人

(読

人
不
知

)

失

名
、

イ
1

ル

に
も

み

太

后

「ま エデな延 「ドち&
メ 老づ ト守ン

.
げ) 鶴】み)

コ 徴じ
き

良 「な 「し 親

鷲

・",-if・」
",

f
f
i

I

御

1

L v'-*.
そ
の

し日 し
う

カ
ろ

ふ

お
も

生

を
軽

ん

じ
、
法

を
重

ん

こ
く
か

し
蝣s
蝣蝣i

め
、

国
家
を
守
護

せ
ん

」

山
家

学
生
式

(八
条
式

ー

せ
ん

つ Eす
ゐ汰鷲 み身」本 1寂」一

し
ん

身に
の ¶

頒
布

す
ん
ど

寸
土
、

禅
師
祈

に永 代 い
つ-あ

矢
を

そ
ま

代
蔵

「
ゆ

め

〈

我

記
聞
書

ー

'(蝣<
片

の

ざ

み
持

つ
〔
明
治

五

年

で
去
-f

*
蝣;

朝
恩

に
非
ざ

願
開
白

文
ー

U

て
は

し
ん
げ
ん
き

蔓

冗
属こ

と
勿

い
か
な
る

と

い
ふ

【

、
恥

れ 〕
る m

、
後

.

ゆ

きU"し

「
樹

下
石

は
な

し
L

m

☆

〔牢
1

HL
、

じ
ふ

十

の
矢

ノ
、
じ

悪
事
も

〔
解
説

」
と

は
あ

〔解
説

〕

ぷ
ん

ち
ゆ

分

の
忠

&
.

〔解
説

は
ふ

法

を
牢

を Ji安 み見} し う
た
んぎ
ち
ゃ
う

胆
義
勝

」

鶴

(日
限

]
&
+
iォ

頼

み

て

、
(

え井嘩 て最市 るm酉
さ草宏土 め原峻 く

ぢ
久 ま秤

う
IL

質A 西 ゆえノ
付し

H
LT
h
i

初 射
V

)隻 の鶴隆 廿澄ム
P

くロ蝣ォ
.

次 )塞

,、=HHH
75

I

7
日ぐゐツ

6
日ち哩

5
日でつをこた

4
日イ

3
日を な

にたま 掛しよ香 お

朝

せ
う

け

て
は
ど

ペ
つ

、
別

に

れ

こ
そ

0 に

那

く

0

よ読 さ
Tか

ヘ
棉で ち

ノ
んを 秤ん い

、つ 一一一よ
. アん

にたの<
き

d7

じ

の
好
き
な

婦
人

に

ビ
ら
ん

御

覧

な
さ

い

』
、

ク
だ立

て
た
。

ら

そ

一
う
し
よ
く

な

、
ざ

さ

ヘ
遊

ん

で
住

職

と

話
し

た
、
『
御
雑
作

P
あさ

げ
ん

か
ね

つ

れ
ど
、

朝

と
晩

と

に
鐘

を
お
掃

き

に
な

せ
っか
く
お
は

か
ね

う

で
す
、

折
角

大

き
な
鐘

の
あ
る

も

の

つか

こ
れ
を
使

ふ
と

い
ふ

こ
と

が
な

い
の
は
、

い
は
ゆ
る

ね

か
ね

わ
ら

所
謂

『
寝

サ

シ
金

で
せ

う
』
、

と
笑

つ

が
」
もゐ と

よ
う
じ

は
な

用
事

を

話

し

て

、

ソ

コ
に

は
四

ひ
と
た
ち

よ
う
じ

人
達

に
、

用

事

は
な
し

ら
ぬ

話

を

し
て

さ
ゐ
ん

あ

菜
園

を
荒

ら

し

よ

る

こ

も

l

1
寿

が

な

い

の
で
、
夜

、

子
供

の
本

か
ん
し
ん

き

る

の
を

、
感

心
し

て
聞

い
て
や

っ
た
0

ら
う
じ
ん

老
人

に
す

、
め

、

こ
れ
が

に
ん
ゐ

あ

五
人
居

合

す

が
済

ん
だ

ゐ

る
も

の

と

き

、
『
時

に

は

か
ん
い

と

簡

易
な

て
ゐ
た

の

た
0

済
む

と

は
さ

れ

な
ら
、

で

は
あ

コ

ン
ナ

る
鵜

鄭

で
、

ホ
直てイ的

ノ
t
t

し
ん

、い

先時I 汁性 配ウ性 其ケ 東レ リ
づs坐と 6論長さ 鮎エ論明授 のマよら 断オ為ら カ司、1、カ
敬隻こ 価ど」

、
坐ら 杏レノ」

】
目し 周レーノ普 にンせぬ ン人に

せ新」
、し 値

【
「
旧

約
輩

書
」

列

ー

.
セ

ル
カ
1

ク
ー

、

大

町
桂

月

「桂

月
全
集

き
と
福

を

薪
は

ゞ
働

け

を

よ

m変サ
.

のを つ】ばと 紙ま

よ

【
沢
庵

禅
師

「
玲

噂
随

筆

」

渡

戸
稲
造

「
世
渡

り

の
道

」
、

「

「論

語
」
】

へ
に
国
ま

も

り
ま
す

天
地

の
神

ぶジるれ 餐0、ノ敬と 、_3
成Jl

l
l
l
l>

」、カを
に

は

【

ヨ
ン

.
1

顔

に
迷

よ に

従

へ

シ
ャ

l

り
あ

し

な

よ

て

【
二

り
な
さ

は

付

(横

山
六
輔

訳
)
】

で
し
後

の
ゆ
ふ

ま

る
か
なエ

マ
I

ソ

ブ
ボ

ツ
ク
、

ふ

な
何

時

【

西
川

如

見

き

を
捨

て

て
と

し

も
が
な

明

一
宅

雪
嶺

「
世

の
中

」

ね

ば
な

ら
ぬ

も

の
な

さ

ぬ
な
り
け

り

b

王ス」
、

よ ン
ス

ま ぐ
明舵守ナ流 、

シ

ヨ
ペ

ン

ハ

マ
イ

ル
ス

「晶

で
も
変

ら

ぬ
心

(読

人
不
知
)

れ

こ

ゝ

台
前

編
イ

ル
ポ

レ

る

ゝ
P読

「
町
人
嚢

」

つ
国

に
お

a

、戟の スオ水 る ろ
し

卸
レ
L

lll
釈& ジ

「ンの ナを
秦栄を エ晶】く と ポ成 づ

育 徳く 参こ
「

r
知

れ

る
封

恥

-

開
.目

の
郷大 べm 謀と蘇 ゑ逮香 矢徒
隆酉 光

囲
没

か
ら
ず

静
.I

本な
1

千 は
う

方席 に然
盛郷 部く な い

つさ
Il
>
し
ゆ
じ

ー
切
衆

批

こ
れ

紗
-

な

は

草
l坐遺 ㍗ム旬月

4,蝣R
と

あ
い
て

「
人
を
相

手
に

執即
I

fJ 諺わ吾 、b ざ

ラ

"し

小
事

〔

明も
つ

が
以

は
は
再

母
見

4
ノ

そ
ん

生

の
尊

な
り
」

り

の

に 治

十

て
街

て 心

+
6

ゐ
、

け
い

敬 あ

AJ7分 tつ 4
ォ

申 す り
せ
ず
、

★

〔

刺 *

)

A有
る★

す べ 」

せ
よ

、

〔解

説

」★ 育☆

#牢
説

丈

を

解
説

き

た
「
来た

の

を

侍〔解 〔解
J
I
;の
み=

あ

て

相

手
に

せ
よ
」

西
郷

隆
盛

〕
保

田
与

重
郎

I
1
1
iJ

で
<

大
事

に

は

驚

徳

川
光

閏

〕

高
須
芳

次
郎

、bむ説 説 -
つ鋭

ざ

る
を

i
孫

〕
諸

橋

本

居

〕
蓮

田

あ

り
、

日

た
の

悼轍 恵善 ー
は

所
好打HUr

む武*
蝣

勝覗 め請f
f
l

ム
口

I0
0

5



Z
9
N

3 2 0 9 、8
まるら

l
l
>

日

来

日れ 日へ
、

日へ 日ま
い

毎し
よ

香こHLく
次な 日め

一 た

く
宅

し
ゆ
ろ

梯

柵

めわaつ て 也
ら

戎
し
け 四ひさ

し
久

t

J

も
⊥
け

LI,
ヾ

-

.-a-r
-t
eo

お

寺

の

催

し

の
婦

人

会

へ
出

席

わ
い

せ
つけ
う

ぐ
ん
や
く
し
よ

会

お
説
教

ば
か

り
よ
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不
知
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「唐
花

全
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や
ま

と
錦

を
織

り

て
こ

そ
か
ら

紅

の
色

あ
れ

(光
格

天
皇
御
製
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【はは 田
信
玄
家

訓
、
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、
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典
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憲
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今
昔
物
語
集
と
近
代
　
-
　
1
学
術
・
小
説
・
教
科
書

は
じ
め
に

近
代
に
お
け
る
『
今
昔
物
語
集
』
(
以
下
へ
　
本
集
と
も
)
　
の
研
究
へ
享
受
へ
流
通
は
'

芳
賀
矢
1
に
よ
る
『
放
置
今
昔
物
語
集
』
　
の
出
版
　
(
天
竺
震
且
部
‥
大
正
二
年
1
9
1
3
へ

本
朝
部
上
‥
同
三
年
1
9
1
4
、
本
朝
部
下
‥
同
7
0
年
1
9
2
1
)
、
芥
川
龍
之
介
の
登
場
(
『
羅

生
門
』
大
正
四
年
1
9
1
5
等
)
　
を
軸
に
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
　
(
西
尾
光
　
1
9
8
4
へ
　
渡
辺

匡
　
2
0
0
3
な
ど
)
O
　
ま
ず
は
こ
の
両
者
を
取
り
上
げ
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
よ
う
0

l
　
芳
賀
矢
1
-
-
日
本
文
献
学
と
句
今
昔
物
語
集
』

-
『
今
昔
物
語
集
』
の
再
発
見

芳
賀
矢
T
　
『
放
置
今
昔
物
語
集
』
は
初
の
本
集
校
訂
本
文
を
提
供
し
た
こ
と
、
所
収
各

話
の
出
典
・
類
話
・
同
1
説
話
を
考
証
し
た
こ
と
た
お
い
て
研
究
史
上
の
劃
期
を
な
す

(
池
田
亀
鑑
　
1
9
3
7
)
-
さ
ら
に
、
r
文
学
」
　
と
し
て
の
価
値
を
開
明
に
説
い
た
点
で
も
注

目
さ
れ
て
い
る
　
(
西
尾
光
　
1
9
8
4
)
'

今
昔
物
語
集
三
十
1
巻
o
　
国
文
で
記
し
た
最
旧
最
大
の
説
話
集
と
し
て
、
優
に
世
界

文
学
の
珍
宝
と
見
倣
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
-
中
略
-
印
度
及
び
支
那
の
文
明
を
鋒

化
し
た
当
時
の
社
会
を
遺
憾
な
く
暴
露
し
て
居
る
の
で
'
日
本
の
文
化
史
料
と
し
て

は
真
に
恰
好
の
資
材
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
へ
　
性
界
説
話
の
系
統
を
比
較
研
究
す
る
も

の
等
に
取
っ
て
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
至
重
至
宝
の
書
で
あ
る
。
(
「
序
文
」
1
-
2
貢
)

余
は
こ
1
に
自
ら
鰭
ら
ず
、
尚
稿
本
の
ま
1
'
此
の
書
を
刊
行
す
る
に
際
し
て
-
、
ジ

ャ
ー
タ
カ
や
パ
ン
チ
ヤ
タ
ン
ト
ラ
と
同
じ
く
日
本
の
古
文
学
中
に
此
の
世
界
の
珍
宝

あ
る
を
喜
び
へ
　
我
が
国
唯
1
の
古
説
話
集
と
し
て
t
　
か
ば
か
り
施
然
た
る
t
大
典
籍

の
存
在
す
る
こ
と
に
就
い
て
、
宇
治
亜
相
に
感
謝
す
る
の
念
を
禁
じ
得
な
い
0
(
「
序

文
」
2
9
頁
。
な
お
、
こ
の
r
序
文
」
に
つ
い
て
「
文
部
省
に
て
立
ち
な
が
ら
に
草
さ

れ
た
」
と
の
伝
が
あ
っ
た
ら
し
い
o
遠
藤
佐
市
郎
1
9
3
7
-
)

近
世
期
へ
『
今
昔
物
語
集
』
は
『
本
朝
遊
史
』
(
寛
文
四
年
1
6
6
4
)
や
『
本
朝
語
園
』
(
宝

永
三
年
1
7
0
6
)
'
『
山
城
名
勝
志
』
(
正
徳
元
年
1
7
1
1
)
な
ど
以
来
へ
伝
記
も
し
く
は
故
事

・
逸
話
・
奇
談
・
怪
談
・
霊
験
、
地
誌
・
由
来
等
の
取
材
源
へ
あ
る
い
は
林
羅
山
『
本
朝

通
鑑
』
編
集
時
の
『
国
士
舘
日
録
』
(
寛
文
六
年
1
6
6
里
剛
後
)
や
近
世
随
筆
に
見
る
よ
う

に
考
証
史
料
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
(
稲
垣
泰
一
1
9
9
0
・
1
9
9
2
へ
加
藤
裕
1
郎
1
9
9
4
'

小
峯
和
明
2
0
0
1
へ
渡
辺
麻
里
子
2
0
0
3
)
c
ま
た
へ
明
治
に
入
っ
て
も
、
「
中
等
社
会
以
下
の
'

人
情
風
俗
を
写
し
た
る
も
の
」
　
(
三
上
参
次
・
高
津
鍬
三
郎
『
日
本
文
学
史
』
明
治
二
三

年
1
8
9
0
)
へ
　
「
歴
史
的
正
確
も
存
せ
ず
'
個
人
的
想
像
も
見
る
べ
か
ら
ず
'
し
か
も
こ
の
書

の
貴
ぶ
べ
き
は
'
当
時
の
社
会
の
風
俗
を
兄
へ
公
衆
の
思
想
を
察
す
る
に
、
重
大
な
る
価

値
を
存
す
る
を
以
て
な
り
.
」
(
藤
岡
作
太
郎
『
国
文
学
全
史
』
明
治
三
八
年
1
9
0
5
)
と
い

っ
た
評
価
に
終
始
す
る
。
そ
う
し
た
な
か
へ
こ
こ
で
は
声
高
に
「
世
界
文
学
の
珍
宝
」
「
世

界
説
話
の
系
統
を
比
較
研
究
す
る
も
の
等
に
取
っ
て
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
至
重
至
宝
の

書
」
　
た
る
意
義
が
言
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
大
正
二
年
1
9
1
3
に
本
集
の
意
義
を
と
く
芳
賀
は
、
し
か
し
明
治
三
二

年
1
8
9
9
　
二
月
刊
の
著
述
『
国
文
学
十
講
』
(
明
治
三
1
年
1
8
9
8
八
月
1
四
日
か
ら
二
三

日
に
お
よ
ぶ
帝
国
教
育
会
夏
期
講
習
会
講
義
「
日
本
文
学
史
」
速
記
録
の
修
訂
)
　
で
は
な

お
「
こ
の
書
に
よ
っ
て
其
時
代
の
人
の
迷
信
へ
　
風
俗
な
ど
が
分
か
り
ま
す
。
」
な
ど
と
評

し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
再
発
見
は
そ
れ
以
後
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
は
明
治
三
三

年
1
9
0
0
九
月
か
ら
明
治
三
五
年
1
9
0
2
八
月
に
及
ぶ
ド
イ
ツ
留
学
が
か
か
わ
り
、
彼
の
地
で

ド
イ
ツ
文
献
学
を
学
び
ド
イ
ツ
浪
漫
派
や
グ
リ
ム
兄
弟
の
民
話
伝
説
研
究
に
接
し
た
こ
と
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が
影
響
し
て
い
る
か
と
い
う
(
西
尾
光
　
1
9
8
4
)
-
帰
朝
後
へ
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学

教
授
(
国
語
学
国
文
学
第
二
講
座
)
　
に
任
じ
た
芳
賀
は
、
「
芳
賀
博
士
講
義
題
目
(
未
定

稿
)
」
(
『
国
語
と
国
文
学
』
1
9
3
7
.
4
)
に
よ
れ
ば
'
「
国
民
伝
説
史
」
(
明
治
三
七
年
度
)
「
日

本
国
民
伝
説
史
」
　
へ
明
治
三
九
年
度
)
　
「
日
本
文
献
学
」
　
(
明
治
四
〇
年
度
)
な
ど
を
講
じ

て
い
る
O
ま
た
、
明
治
三
六
年
1
9
0
3
に
は
　
「
国
学
と
は
何
ぞ
や
」
と
題
す
る
講
演
で
旧

来
の
国
学
と
ド
イ
ツ
文
献
学
と
を
比
較
し
　
(
国
華
院
同
窓
会
も
『
国
華
院
雑
誌
』
明
治
三

七
年
1
9
0
4
　
　
二
月
号
に
載
録
)
へ
同
三
八
年
1
9
0
5
-
1
ハ
月
に
は
「
地
名
伝
説
に
就
い
て
J

(
『
史
学
雑
誌
』
)
を
発
表
す
る
な
ど
し
て
い
る
。
『
致
詮
今
昔
物
語
集
』
出
版
に
む
け
た

準
備
も
こ
れ
ら
と
併
行
し
て
進
め
ら
れ
て
い
て
'
明
治
三
六
年
1
9
0
3
春
に
は
す
で
に
底

本
書
写
終
了
後
の
本
文
校
訂
が
石
橋
尚
宝
(
『
十
訓
抄
詳
解
』
明
治
三
五
年
1
9
0
2
の
著
者
)

の
手
を
か
り
て
始
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
　
(
「
凡
例
1
四
」
)
へ
右
の
西
尾
の
推
定
は
そ

の
可
能
性
が
高
い
。

2
芳
賀
矢
一
と
日
本
文
献
学

池
田
亀
鑑
は
芳
賀
の
『
今
昔
物
語
集
』
研
究
を
次
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る
(
池
田

亀
鑑
1
9
3
7
)
'

博
士
は
日
本
文
献
学
に
於
て
、
国
学
の
研
究
は
学
術
的
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
学
術
的
方
法
は
、
先
づ
正
確
な
る
原
典
の
批
判
と
そ
の
解
釈
か
ら
出
発
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
へ
　
(
『
日
本
文
献
学
』
引
用
'
略
)
と
論
じ
へ
学
術
的
研
究
は

こ
の
階
段
を
飛
躍
し
て
は
な
ら
ぬ
も
の
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
又
博
士
は
歴
史
的
研
究
の

必
要
を
論
ぜ
ら
れ
'
判
断
は
正
確
な
事
実
を
通
し
た
も
の
_
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
力
説
せ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
等
は
今
昔
物
語
集
の
研
究
に
於
て
そ
の
ま
ま
実
践
さ

れ
て
ゐ
る
。
即
ち
本
文
の
制
定
、
考
勘
は
、
そ
の
前
者
の
主
張
を
奥
行
に
移
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
出
典
の
考
証
、
語
句
の
索
引
は
そ
の
後
者
を
実
行
せ
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。

こ
こ
で
は
引
用
を
略
し
た
『
日
本
文
献
学
』
は
、
明
治
四
〇
年
度
「
日
本
文
献
学
」
　
の
講

義
録
で
『
芳
賀
矢
t
遺
著
　
日
本
文
献
学
/
文
法
論
/
歴
史
物
語
』
(
昭
和
三
年
1
9
2
8
)

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
講
義
の
冒
頭
、
芳
賀
は
「
余
が
'
こ
1
に
所
謂
『
日
本
文
献

学
』
と
は
t
 
J
a
p
a
n
i
s
c
h
e
 
P
h
i
l
o
l
o
g
i
e
の
意
味
で
、
即
ち
国
学
の
こ
と
で
あ
る
。
」
と
述
べ

て
い
る
　
(
1
頁
)
。
そ
し
て
へ
　
近
世
期
の
　
「
国
学
」
　
を
'

単
に
、
歴
史
・
有
職
・
語
学
・
文
学
等
の
雑
然
た
る
知
識
の
集
合
に
あ
ら
ず
し
て
'

と
に
か
く
へ
　
文
献
を
通
じ
へ
　
之
を
根
拠
と
し
て
、
日
本
の
真
相
を
知
る
学
問
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ら
う
.
即
ち
へ
国
学
は
t
 
N
a
t
i
o
n
a
l
e
W
i
s
s
e
n
s
c
h
a
辞
で
あ
る
O

(ut>-co東)

と
規
定
し
た
上
で
も

徳
川
時
代
の
研
究
の
跡
を
継
ぎ
へ
　
而
し
て
'
そ
の
誤
れ
る
を
正
し
へ
　
そ
の
足
ら
ざ
る

を
補
ひ
'
以
て
明
治
の
新
研
究
法
に
よ
れ
る
文
献
学
を
樹
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

国
学
者
と
い
ふ
名
称
は
、
や
1
も
す
れ
ば
誤
解
が
あ
る
か
ら
'
今
へ
　
改
め
て
日
本
文

献
学
者
と
い
ひ
'
西
洋
の
文
献
学
者
の
方
法
に
則
ら
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
(
7
頁
)

と
宣
言
し
て
い
る
。
「
西
洋
の
文
献
学
著
し
と
は
ド
イ
ツ
文
献
学
の
推
進
者
で
あ
る
A
u
g
n

s

t
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⊥

8

6

7

)

、

K

a

r

l

 

W

i

l

h

e

l

m

 

v

o

n

 

H

u

m

b

o

l

d

t

(
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-
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望

e
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J

a

k

o
b
 
H
e
r
m
a
n
n
(
1
7
7
2
-
1
8
4
8
)
へ
H
e
r
m
a
n
n
 
P
a
u
l
(
1
8
4
6
-
1
9
2
1
)
た
ち
の
こ
と
　
(
明
治
三
六
年

「
国
学
と
は
何
ぞ
や
」
　
に
も
彼
ら
の
紹
介
が
あ
る
)
。
ま
た
へ
　
「
誤
れ
る
」
　
「
足
ら
ざ
る
」

と
は
　
「
徳
川
時
代
の
国
学
者
・
古
学
者
」
　
の
　
「
独
断
的
」
　
「
非
科
学
的
」
　
「
方
法
」
　
の
こ
と

で
'
芳
賀
は
そ
れ
を
五
点
に
わ
た
っ
て
指
摘
し
七
い
る
　
(
t
0
-
1
>
頁
。
明
治
三
六
年
　
「
国

学
と
は
何
ぞ
や
」
　
で
も
同
様
の
指
摘
が
あ
る
)
。
先
の
池
田
の
発
言
は
そ
の
う
ち
の
第
四

「
古
代
に
偏
し
て
後
代
を
打
棄
て
1
ゐ
る
こ
と
」
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
も
芳
賀
に
と
つ
て

の
『
今
昔
物
語
集
』
の
研
究
は
日
本
文
献
学
研
究
の
1
環
と
し
て
あ
り
へ
　
「
学
術
的
方
法

(
研
究
)
」
　
「
歴
史
的
研
究
」
　
に
わ
た
る
「
国
学
」
　
の
欠
を
補
う
た
め
に
実
践
さ
れ
た
と
い

ぅ
の
で
あ
る
O
『
致
詮
今
昔
物
語
集
』
は
天
竺
震
旦
部
混
っ
い
て
も
校
訂
本
文
を
提
供
し

考
証
を
試
み
て
い
る
O
　
こ
れ
も
岡
本
保
孝
『
今
昔
物
語
出
典
致
』
(
安
永
七
年
1
7
7
8
序
)

の
継
承
と
い
う
以
上
に
'
「
誤
れ
る
」
　
「
足
ら
ざ
る
」
　
点
の
第
一
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る

r
そ
の
動
機
か
ら
来
た
誤
謬
で
'
忘
恩
、
儒
仏
の
影
響
を
避
け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
か
ら
'

勢
、
牽
強
付
会
に
流
れ
た
傾
向
」
　
を
補
正
す
る
日
本
文
献
学
研
究
実
践
の
企
図
に
出
た
も

の
だ
っ
た
　
(
高
木
市
之
助
へ
　
1
9
3
7
)
'

3
近
代
日
本
と
文
献
学
と
の
出
会
い

池
田
亀
鑑
は
先
の
文
章
の
中
で
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
　
(
池
田
亀
鑑
1
9
3
7
)
'
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博
士
は
'
源
氏
物
語
や
歴
史
物
語
の
研
究
に
於
て
'
平
安
時
代
の
社
会
と
、
そ
の
時

代
の
精
神
と
を
明
か
に
せ
ら
れ
た
が
'
そ
れ
は
貴
族
的
社
会
に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
博
士
は
更
に
進
ん
で
へ
　
平
安
時
代
の
民
衆
の
社
会
と
、
そ
の
精
神
と
を
明
か

に
せ
ん
が
た
め
に
へ
　
こ
の
姫
大
な
る
説
話
文
学
集
を
資
料
と
し
て
選
ば
れ
た
も
の
の

や
う
に
察
せ
ら
れ
る
。
何
と
な
れ
ば
へ
　
博
士
の
文
献
学
は
、
こ
こ
に
到
達
し
な
け
れ

ば
完
成
と
は
云
は
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
視
る
と
'
放
置
今
昔
物
語
集

は
、
博
士
の
研
究
体
系
の
上
の
、
一
つ
の
過
程
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
o

こ
れ
ら
の
証
言
に
よ
れ
ば
'
従
来
の
指
摘
ど
お
り
、
『
今
昔
物
語
集
』
は
ド
イ
ツ
文
献
学

の
参
」
を
も
っ
て
　
r
国
学
」
　
を
「
日
本
文
献
学
」
　
へ
と
更
新
し
て
い
こ
う
と
す
る
芳
賀
の

構
想
に
お
い
て
、
あ
ら
た
な
位
置
づ
け
を
獲
得
し
た
と
い
え
そ
う
だ
O

た
だ
し
へ
　
正
確
を
期
す
た
め
に
壌
事
に
こ
だ
わ
れ
ば
、
芳
賀
自
身
の
ド
イ
ツ
文
献
学
と

の
出
会
い
は
留
学
以
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
ら
し
い
o
と
い
う
の
も
、
留
学
直
前
秒
明
治
三

三
年
1
9
0
0
　
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
国
学
史
概
説
』
に
す
で
に
　
「
フ
イ
ロ
ロ
ギ
-
」
　
へ

の
言
及
が
み
と
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
　
(
未
段
)
。
「
徳
川
時
代
の
国
学
者
・
古
学
者
」
　
の

「
独
断
的
」
　
「
非
科
学
的
」
　
「
方
法
」
と
同
趣
旨
の
　
「
昔
の
国
学
者
の
欠
点
」
　
に
関
す
る
指

揃
も
み
え
て
い
て
'
「
国
学
」
を
「
日
本
文
献
学
」
　
へ
と
更
新
し
て
い
こ
う
と
す
る
芳
賀

の
構
想
は
留
学
以
前
の
こ
と
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
上
田
万
年
は
彼
自
身
の

留
学
(
明
治
二
三
年
1
8
9
0
　
明
治
二
七
年
1
8
9
4
)
前
の
明
治
二
二
年
1
8
8
9
九
月
に
『
お

は
か
み
(
独
逸
　
グ
リ
ム
氏
原
著
/
日
本
　
上
田
万
年
重
訳
)
』
(
吉
川
書
店
)
を
出
版
し

て
い
る
が
　
(
グ
リ
ム
童
話
の
本
邦
初
訳
は
1
8
8
7
年
(
明
治
二
〇
年
1
8
8
7
)
に
出
た
桐
南
居

士
へ
菅
了
法
)
抄
訳
『
西
洋
故
事
神
仙
叢
話
』
。
ま
た
、
上
田
万
年
「
『
お
伽
花
龍
』
序
文
」

に
よ
れ
ば
呉
文
聡
『
(
西
洋
昔
話
第
1
)
　
八
ツ
山
羊
』
明
治
二
七
年
1
8
9
4
へ
　
弘
文
社
な
ど

も
あ
っ
た
。
久
松
潜
　
1
9
6
8
)
へ
留
学
後
の
明
治
二
八
年
1
8
9
5
に
は
芳
賀
ら
と
と
も
に
『
帝

国
文
学
』
二
〇
月
号
)
　
に
次
の
よ
う
な
r
俗
謡
」
蒐
集
「
広
告
」
を
出
し
て
い
る
(
J
o
h

a
n
n
 
G
o
t
t
中
l
e
d
 
H
e
r
d
e
r
(
1
7
4
4
-
1
8
0
3
)
『
民
謡
集
』
(
1
7
7
8
-
7
9
)
の
影
響
で
あ
ろ
う
0
な
お
へ

同
誌
明
治
三
〇
年
六
月
号
「
雑
報
」
に
は
「
文
体
の
簡
潔
と
俗
謡
の
研
究
」
、
明
治
三
1

年
四
月
号
r
雑
報
」
に
は
「
僅
諺
の
蒐
集
と
其
研
究
」
と
題
す
る
記
事
が
あ
る
)
o

生
等
研
究
上
広
く
我
が
全
国
の
俗
謡
を
蒐
集
仕
度
侯
間
篤
志
の
諸
君
は
な
に
と
ぞ
御

地
の
俗
謡
を
古
今
を
択
ば
ず
新
旧
に
関
せ
ず
現
在
謡
は
る
1
と
否
と
を
間
は
ず
御
聞

知
の
限
り
左
の
三
名
の
中
に
御
寄
送
被
下
度
候
尚
相
叶
ふ
べ
く
は
其
の
作
者
其
の
流

行
時
代
或
は
そ
を
謡
ふ
場
合
等
を
も
御
記
入
被
下
度
此
段
広
く
全
国
の
篤
志
諸
君
に

懇
願
仕
候
/
本
郷
区
向
岡
弥
生
町
三
番
地
　
上
田
万
年
/
牛
込
区
東
五
軒
町
十
九
番

地
　
芳
賀
矢
1
/
小
石
川
区
原
町
十
二
番
地
　
監
井
正
男

同
誌
同
月
号
に
は
『
日
本
昔
噺
第
十
三
編
(
漣
山
人
著
/
博
文
館
発
行
)
』
の
広
告
も
あ

っ
て
'
そ
こ
に
は
　
「
(
上
略
)
　
予
輩
さ
き
に
メ
ー
ル
へ
ン
の
棄
つ
べ
か
ら
ざ
る
を
説
き
し

が
今
日
の
文
壇
、
之
を
嘱
望
す
る
に
足
る
べ
き
も
の
は
、
独
り
漣
山
人
あ
る
を
見
る
'
山

人
た
る
者
へ
膏
に
滑
稽
軽
妙
に
止
ま
ら
ず
し
て
、
時
に
幽
怪
魂
奇
な
る
題
目
を
捉
へ
来
る

べ
き
也
。
」
と
の
評
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
明
治
三
〇
年
前
後
に
沸
騰
す
る
比
較

神
話
学
、
比
較
説
話
学
、
比
較
文
学
を
加
え
れ
ば
(
小
峯
和
明
2
0
0
1
、
『
帝
国
文
学
』
明

治
三
〇
年
前
後
の
　
「
雑
報
」
参
照
)
へ
　
ド
イ
ツ
文
献
学
に
か
か
わ
る
俗
謡
・
催
諺
▲
昔
話

・
伝
説
・
神
話
・
説
話
研
究
は
ず
い
ぶ
ん
と
早
く
か
ら
紹
介
さ
れ
、
日
本
で
の
蒐
集
も
す

で
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
文
学
史
攻
究
法
研
究
」
　
の
た
め
と
い
う
芳
賀
の

ド
イ
ツ
留
学
も
(
上
田
の
留
学
は
　
「
博
吉
学
」
-
〟
こ
と
ば
の
学
問
″
で
こ
れ
は
英
語

p
h
i
l
o
l
o
g
y
の
日
本
語
訳
O
芳
賀
『
国
学
と
は
何
ぞ
や
』
参
照
)
、
こ
う
し
た
情
況
の
な
か

で
　
「
学
術
的
方
法
(
研
究
)
」
　
「
歴
史
的
研
究
」
　
に
わ
た
る
r
国
学
」
　
の
欠
を
補
う
の
を
目

的
と
し
た
と
い
う
べ
く
'
彼
の
地
で
の
直
接
の
文
献
学
研
究
実
践
と
の
出
会
い
が
『
今
昔

物
語
集
』
の
再
発
見
を
導
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
(
留
学
以
前
の
芳
賀
と
文
献
学
と

の
接
点
の
t
つ
に
は
先
に
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
上
田
万
年
と
の
交
遊
関
係
も
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
上
田
万
年
1
9
3
7
-
な
お
へ
　
留
学
以
前
の
芳
賀
の
著
述
『
国
学
史
概
論
』
に

は
ド
イ
ツ
文
献
学
者
や
そ
の
所
説
の
紹
介
が
な
く
へ
留
学
後
の
『
国
学
と
は
何
ぞ
や
』
『
日

本
文
献
学
』
で
は
詳
細
な
彼
の
地
の
文
献
学
紹
介
が
あ
り
へ
古
典
文
献
学
か
ら
国
民
文
献

学
へ
の
史
的
展
開
に
つ
い
て
も
言
及
が
あ
る
)
0

4
近
代
日
本
の
国
民
国
家
形
成
プ
ロ
*
,
¥
エ
ク
ト
と
『
今
昔
物
語
集
』

r
世
界
文
学
の
珍
宝
」
-
I
t
　
芳
賀
に
よ
る
本
集
の
再
定
位
は
こ
の
よ
う
に
し
て
な
っ

た
。
し
か
し
そ
の
r
文
学
」
は
我
々
の
所
謂
r
文
学
」
で
は
な
く
(
芳
賀
『
国
文
学
読
本
』

(
明
治
二
三
年
1
8
8
9
四
月
へ
　
上
田
万
年
校
閲
〉
　
の
　
「
緒
論
」
　
に
は
r
文
学
と
は
階
級
の
如
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何
を
間
は
ず
へ
専
門
の
如
何
に
関
ら
ず
'
凡
て
人
と
し
人
た
ら
ん
者
に
普
通
な
る
知
識
と
'

普
通
な
る
感
情
に
訴
へ
て
多
少
の
興
味
を
有
す
る
も
の
是
な
り
J
　
「
乃
ち
知
る
、
普
通
は

リ
フ
レ
ツ
ク
ス
~

文
学
の
本
質
に
し
て
、
文
学
は
人
間
の
射
映
な
る
こ
と
を
。
」
と
あ
る
)
、
見
た
と
お
り

日
本
文
献
学
(
「
文
献
を
通
じ
へ
之
を
根
拠
と
し
て
'
日
本
の
真
相
を
知
る
学
問
」
)
資
料

と
し
て
の
「
文
学
」
で
あ
る
。
以
後
、
芳
賀
の
も
と
で
学
ん
だ
坂
井
衡
平
が
大
正
四
年
1
9
1
5

に
卒
業
論
文
を
提
出
、
大
正
t
二
年
1
9
2
3
に
は
『
今
昔
物
語
集
の
新
研
究
』
と
し
て
こ

れ
を
上
梓
す
る
が
'
そ
れ
は
芳
賀
の
目
論
見
で
あ
っ
た
『
今
昔
物
語
集
』
の
文
献
学
的
研

究
を
全
面
的
混
展
開
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
精
度
の
点
で
格
段
の
進
展
を
し
め
す

片
寄
正
義
の
仕
事
(
『
今
昔
物
語
集
の
研
究
二
上
)
』
1
9
4
3
へ
『
今
昔
物
語
集
論
』
1
9
4
4
へ
『
今

昔
物
語
集
の
研
究
(
下
)
』
1
9
4
5
成
稿
'
1
9
7
4
刊
)
も
、
『
今
昔
物
語
集
の
研
究
(
上
)
』

に
寄
せ
ら
れ
た
山
岸
徳
平
の
　
「
序
」
や
同
書
「
序
説
」
　
に
_
明
ら
か
な
よ
う
に
日
本
文
献
学

の
問
題
構
制
の
も
と
で
行
わ
れ
て
い
る
。
近
代
に
お
け
る
『
今
昔
物
語
集
』
研
究
は
た
し

か
に
芳
賀
に
よ
る
再
発
見
へ
　
つ
ま
り
は
日
本
文
献
学
資
料
と
し
て
の
再
定
位
を
端
緒
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
『
今
昔
物
語
集
』
は
日
本
文
献
学
に
に
媒
介
さ
れ
て
近
代
に
再
生
を
果
た
し

た
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
'
そ
の
再
生
の
意
味
は
深
長
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
　
(
ゲ

ル
マ
ン
)
　
文
献
学
は
へ
　
そ
の
開
拓
者
グ
リ
ム
兄
弟
の
活
動
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
て
い
る
と

お
り
'
民
族
的
・
民
衆
的
な
も
の
を
強
く
志
向
す
る
ロ
マ
ン
主
義
の
流
れ
の
な
か
へ
　
ギ
リ

シ
ャ
・
ロ
ー
マ
へ
の
帰
「
同
上
化
を
め
ざ
す
古
典
文
献
学
(
古
典
古
代
学
)
と
裸
を
分

か
つ
か
た
ち
で
提
唱
さ
れ
た
民
族
主
義
的
な
国
民
文
献
学
と
し
て
誕
生
し
た
　
(
芳
賀
『
国

学
と
は
何
ぞ
や
』
)
。
こ
の
国
民
文
献
学
(
ド
イ
ツ
文
献
学
・
イ
ギ
リ
ス
文
献
学
・
フ
ラ
ン

ス
文
献
学
-
-
)
は
'
西
欧
各
国
に
お
い
て
は
国
民
国
家
の
形
成
過
程
に
ふ
か
く
関
与
し

て
い
る
o
我
が
国
に
お
け
る
ド
イ
ツ
文
献
学
移
入
も
こ
の
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
。
明

治
の
開
明
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
　
「
科
学
的
方
法
」
　
「
学
術
的
方
法
(
研
究
)
」
　
「
歴
史
的

研
究
」
と
し
て
学
術
界
に
移
入
さ
れ
た
そ
れ
は
、
「
日
本
文
献
学
」
と
称
し
て
「
国
学
」

と
の
差
異
化
を
図
ろ
う
と
し
た
芳
賀
の
警
戒
に
も
か
か
わ
ら
ず
へ
　
日
清
・
日
露
戦
役
や
第

1
次
世
界
大
戦
を
通
じ
た
民
族
意
識
の
昂
揚
に
お
さ
れ
る
か
た
ち
で
や
が
て
新
丁
国
学
」

化
し
　
(
そ
れ
は
芳
賀
自
身
の
変
容
と
と
も
に
あ
っ
た
こ
と
だ
が
今
は
立
ち
入
ら
な
い
)
へ

国
民
国
家
観
を
下
支
え
す
る
言
説
編
制
へ
と
編
み
込
ま
れ
て
い
く
。
そ
し
て
そ
の
間
、
文

献
学
を
　
「
方
法
」
　
と
し
て
受
容
し
た
研
究
者
に
　
「
国
民
」
　
(
民
族
)
　
の
同
質
性
や
1
体
感

を
幻
想
さ
せ
こ
れ
を
追
究
さ
せ
'
彼
ら
と
彼
ら
に
連
な
る
人
々
の
内
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ

愛
国
心
を
醸
成
へ
　
強
化
し
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
民
族
主
義
的
な
国
民
国
家
観
の
流
通
、

浸
透
を
に
な
う
メ
デ
ィ
ア
の
一
つ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
'
ド
イ
ツ
文
献
学

(
国
民
文
献
学
)
と
の
出
会
い
を
も
っ
て
な
っ
た
『
今
昔
物
語
集
』
の
再
発
見
へ
再
定
位

と
は
'
出
会
い
-
組
み
込
み
に
よ
る
本
集
の
国
民
文
献
学
資
料
　
(
「
日
本
の
真
相
を
知
る

学
問
」
　
の
　
「
根
拠
」
　
と
な
る
　
「
文
献
」
)
　
化
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な

い
'
民
族
主
義
的
な
国
民
国
家
観
の
流
通
、
浸
透
を
に
な
う
　
(
天
竺
責
旦
部
へ
の
関
心
を

も
考
慮
す
れ
ば
〟
ア
ジ
ヤ
″
民
族
観
の
培
養
を
も
に
な
う
)
　
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
役
割
を

や
が
て
本
集
に
課
し
て
い
く
行
為
で
あ
っ
た
と
評
す
べ
き
で
あ
ろ
う
　
(
芳
賀
『
国
学
と
は

何
ぞ
や
』
に
は
「
東
洋
の
文
献
学
」
「
亜
細
亜
の
文
献
学
」
の
文
言
が
見
え
る
)
。
そ
れ
は
、

い
く
ぶ
ん
大
袈
裟
な
物
言
い
に
は
な
る
が
'
近
代
日
本
の
国
民
国
家
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
か
か
わ
る
出
来
事
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

862

二
　
芥
川
龍
之
介
I
I
近
代
小
説
界
と
『
今
昔
物
語
集
』

-
芥
川
龍
之
介
と
『
今
昔
物
議
集
』

近
代
に
お
け
る
『
今
昔
物
語
集
』
の
研
究
、
享
受
へ
流
通
は
'
今
l
人
へ
　
芥
川
龍
之
介

を
主
役
と
し
て
語
ら
れ
る
。
し
か
し
'
こ
れ
に
つ
い
て
は
賓
言
を
要
し
ま
い
。
『
羅
生
門
』

(
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
九
-
1
8
へ
　
大
正
四
年
1
9
1
5
)
　
『
鼻
』
(
同
二
八
-
2
0
へ
　
同
四
年
)

『
芋
粥
』
(
同
二
六
-
)
7
、
同
五
年
1
9
1
6
)
　
『
運
』
(
同
1
六
1
3
3
へ
　
同
六
年
1
9
1
7
)
　
『
倫

盗
』
(
閣
二
九
-
3
'
同
六
年
)
『
往
生
絵
巻
』
(
同
一
九
-
1
4
へ
　
同
L
I
〇
年
1
9
2
1
)
『
好

色
』
(
同
三
〇
1
1
、
同
l
〇
年
)
『
薮
の
中
』
(
同
二
九
-
2
3
'
同
H
年
1
9
2
2
)
　
『
六

の
宮
の
姫
君
』
(
同
1
九
1
5
へ
同
二
年
)
『
尼
提
』
(
同
三
-
2
1
へ
同
7
四
年
1
9
2
5
)
、

そ
し
て
自
死
の
年
に
は
　
「
今
昔
物
語
鑑
賞
」
　
(
『
新
潮
社
・
日
本
文
学
講
座
』
第
6
巻
、
昭

和
二
年
1
9
2
7
)
　
を
草
し
て
本
集
の
　
「
生
ま
々
々
し
さ
」
　
「
b
r
u
t
a
l
i
t
y
(
野
生
)
　
の
美
し
さ
」

「
H
u
m
a
n
 
C
o
m
e
d
y
(
人
間
喜
劇
)
」
　
「
作
者
の
写
生
的
筆
致
」
を
称
揚
へ
　
こ
れ
が
以
後
、



本
集
の
　
「
文
学
」
を
か
た
る
際
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
も
な
っ
て
い
く
。

芥
川
の
死
の
三
ケ
月
前
へ
斎
藤
清
衡
は
「
現
代
作
家
の
中
で
説
蒔
文
学
的
の
も
の
を
書

い
て
成
功
し
た
芥
川
氏
」
　
と
評
し
　
(
斎
藤
1
9
2
7
)
、
島
津
久
基
も
昭
和
二
年
1
9
3
6
刊

『
新
潮
社
・
日
本
文
学
大
辞
典
』
の
　
「
説
話
文
学
」
項
(
第
四
巻
)
　
の
末
尾
に
「
明
治
以

降
で
は
'
大
正
期
の
小
説
家
芥
川
龍
之
介
を
'
好
ん
で
『
今
昔
』
『
宇
治
拾
遺
』
　
の
類
に

昏
材
を
求
め
た
異
色
あ
る
作
家
と
し
て
特
記
し
て
置
き
た
い
」
と
付
言
す
る
。
さ
ら
に
「
『
今

昔
物
語
』
に
高
い
文
学
的
価
値
を
与
え
た
最
初
の
具
眼
者
は
'
芥
川
龍
之
介
で
あ
っ
た
」

と
評
し
た
小
島
政
二
郎
は
'

彼
が
『
今
昔
物
語
』
に
高
い
文
学
的
価
値
を
発
見
し
た
と
い
う
こ
と
は
'
我
国
の
文

学
史
上
に
お
い
て
非
常
な
功
績
だ
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
今
昔
物
語
』

誕
生
以
来
九
百
年
を
隔
て
て
初
軌
て
聞
い
た
称
護
の
辞
で
あ
り
、
初
め
て
与
え
ら
れ

た
正
し
い
価
値
判
断
で
あ
る
。
芥
川
龍
之
介
以
後
『
平
安
朝
文
学
史
』
は
書
き
改
め

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

と
そ
の
意
義
を
説
い
て
い
る
(
小
島
-
9
4
0
)
'
日
本
近
代
の
　
「
小
説
」
界
は
坪
内
遭
造
『
小

説
神
髄
』
(
明
治
1
八
年
1
8
8
5
　
明
治
1
九
年
1
8
8
6
)
　
の
　
「
小
説
」
論
の
影
響
下
へ
戯

作
を
す
て
て
人
情
及
び
世
態
・
風
俗
の
模
写
,
す
な
わ
ち
写
実
主
義
に
進
む
。
そ
の
写
実

主
義
は
描
写
　
(
不
可
視
の
人
情
の
、
心
理
学
に
即
し
た
視
覚
化
)
　
に
力
点
を
お
い
た
も
の

で
、
そ
こ
で
は
説
話
に
か
か
わ
る
　
「
奇
異
諦
」
が
　
「
羅
マ
ン
ス
」
-
「
荒
唐
無
稽
l
と
し

て
低
位
に
お
か
れ
'
打
ち
棄
て
ら
れ
て
い
っ
た
。
小
島
の
芥
川
称
賛
は
明
治
期
の
そ
う
し

た
「
小
説
」
を
め
ぐ
る
言
説
状
況
に
お
け
る
説
話
や
『
今
昔
物
語
集
』
の
扱
い
を
念
頭
に

お
い
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
を
含
め
た
如
上
の
発
言
は
、
同
時
代
人
の
芥
川
像
に

お
け
る
『
今
昔
物
語
集
』
や
説
帯
の
位
置
を
伝
え
、
ま
た
彼
ら
の
認
め
た
　
(
『
今
昔
物
語

集
』
お
よ
び
説
話
文
学
に
と
っ
て
の
)
芥
川
の
意
義
を
よ
く
教
え
て
い
る
。

2
遼
遠
「
小
説
」
論
周
辺
の
声

も
~
つ
と
も
、
本
集
に
取
材
し
た
芥
川
作
品
と
そ
の
受
容
の
意
義
を
近
代
日
本
小
説
史
を

席
巻
し
た
坪
内
遼
遠
「
小
説
」
論
と
の
関
係
を
も
っ
て
の
み
語
る
.
こ
と
は
7
面
的
な
の
か

も
し
れ
な
い
.
芥
川
は
明
治
二
五
年
1
8
9
2
三
月
の
誕
生
だ
が
そ
の
五
歳
の
年
へ
　
明
治
三

〇
年
1
8
9
7
の
『
帝
国
文
学
』
五
月
号
「
雑
報
」
欄
に
は
次
の
よ
う
な
論
評
が
見
え
る
O

活
け
る
人
情
の
極
微
を
穿
ち
'
活
け
る
社
会
の
実
況
を
写
し
へ
読
者
を
し
て
現
代
の

小
パ
ノ
ラ
マ
中
に
紡
径
せ
し
め
へ
津
々
た
る
趣
味
を
味
わ
ひ
、
満
腔
の
同
情
を
催
さ

し
む
る
も
の
轟
実
に
世
話
的
小
説
の
特
長
な
り
。
而
し
て
人
は
其
哲
学
的
思
想
進
歩

す
る
に
従
ひ
'
荒
唐
無
稽
の
談
話
を
厭
ひ
'
飽
く
迄
精
練
写
実
の
物
語
に
耳
を
籍
さ

ん
と
す
る
の
傾
向
あ
る
は
、
今
更
い
ふ
を
須
ゐ
ず
。
是
即
ち
今
日
世
話
的
小
説
の
独

り
小
説
界
を
尊
顔
し
て
、
歴
史
小
説
は
あ
れ
ど
も
な
き
が
如
き
状
況
を
呈
し
た
る
所

以
な
る
か
。
然
れ
ど
も
此
過
大
な
る
偏
重
は
果
し
て
文
学
界
の
自
然
に
然
ら
し
む
る

現
象
な
る
か
、
歴
史
小
説
は
果
し
て
然
か
く
無
趣
味
無
価
値
の
も
の
な
る
敗
へ
勿
論

如
何
な
る
評
家
若
く
は
作
家
と
錐
も
'
未
だ
曾
て
比
の
如
き
断
言
を
公
に
は
な
し
た

る
者
な
か
ら
む
。
然
れ
ど
も
事
実
は
確
か
に
方
今
の
小
説
界
が
如
此
偏
見
を
抱
け
る

事
を
証
し
っ
ゝ
あ
る
な
り
O
見
よ
熱
心
誠
実
を
以
て
歴
史
小
乱
の
著
述
に
筆
を
染
む

る
の
作
家
今
果
し
て
幾
人
か
あ
る
。
は
た
熱
心
誠
実
を
以
て
之
が
批
評
称
道
に
労
を

惜
ま
ざ
る
の
評
家
果
し
て
幾
人
か
あ
る
。
(
-
下
略
-
)

「
荒
唐
無
稽
の
談
話
(
訓
み
は
「
も
の
が
た
り
」
　
か
)
」
と
は
説
話
の
こ
と
だ
ろ
う
。
明

治
三
〇
年
に
お
け
る
遣
造
「
小
説
」
論
の
浸
透
ぶ
り
窺
わ
せ
る
こ
の
記
事
の
趣
旨
は
へ
　
し

か
し
そ
う
し
た
「
其
哲
学
的
思
想
進
歩
す
る
に
従
ひ
'
荒
唐
無
稽
の
談
話
を
厭
ひ
'
飽
く

迄
精
練
写
実
の
物
語
に
耳
を
籍
さ
ん
と
す
る
の
傾
向
」
へ
　
「
今
日
世
話
的
小
説
の
独
り
小
説

界
を
尊
顔
し
て
'
歴
史
小
説
は
あ
れ
ど
も
な
き
が
如
き
状
況
」
を
こ
そ
嘆
き
問
題
化
し
ょ

う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
右
の
引
用
に
は
「
歴
史
小
説
の
不
振
」
と
小
旗
が
付
さ
れ
て

い
る
が
'
同
じ
小
題
の
論
評
は
同
誌
明
治
三
1
年
七
月
号
r
雑
報
」
欄
に
も
見
え
る
o
　
そ

こ
で
は
冒
頭
に
、

明
治
文
学
の
尤
も
顕
著
な
る
現
象
は
夫
れ
歴
史
小
説
の
不
振
な
る
平
。
(
-
中
略
-
)

而
し
て
未
だ
一
人
の
歴
史
小
説
を
以
て
生
命
と
な
す
も
の
な
く
へ
僅
か
に
学
海
へ
桜

痴
'
露
伴
等
数
作
家
の
手
に
よ
り
て
微
々
た
る
痕
跡
を
印
せ
ら
れ
L
に
過
ぎ
ず
、
而

し
て
是
等
家
々
た
る
諸
篇
と
錐
と
も
善
く
1
代
の
好
尚
を
動
か
し
'
後
世
に
伝
喝
し

て
、
明
治
文
学
の
産
物
と
誇
ら
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
。

と
の
慨
嘆
を
記
し
た
後
、
衰
退
軌
を
1
に
す
る
「
英
国
文
界
」
と
比
較
し
っ
つ
そ
の
原
因

を
さ
ぐ
り
　
(
「
不
振
の
源
因
」
)
へ
　
つ
づ
く
　
「
歴
史
小
説
作
家
J
項
に
お
い
て
、
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余
輩
が
歴
史
小
説
の
不
振
に
就
き
て
感
ず
る
所
大
抵
以
上
の
如
し
。
之
を
挽
回
し
て

再
び
そ
の
盛
観
に
接
せ
し
め
ん
は
到
底
是
れ
不
振
の
諸
根
源
を
圧
倒
し
て
余
裕
あ
る

べ
き
偉
人
に
あ
ら
ず
ん
ば
決
し
て
望
む
べ
き
に
あ
ら
す
。
換
言
す
れ
ば
少
く
と
も
曲
_

亭
馬
琴
が
大
想
像
力
と
大
筆
力
と
に
加
ふ
る
に
7
層
精
確
な
る
歴
史
的
地
理
的
の
知

識
を
具
有
L
へ
　
且
つ
何
等
の
偏
狭
な
る
主
義
に
拘
束
せ
ら
れ
ざ
る
偉
人
に
よ
り
て
の

み
成
就
さ
る
べ
き
事
業
な
り
と
す
。
且
つ
夫
れ
我
現
時
の
文
界
は
尚
ほ
心
理
的
研
究

の
歩
を
進
め
ず
と
錐
ど
う
　
世
界
の
趨
向
は
次
第
に
之
に
及
ぽ
ん
と
す
れ
ば
今
後
の
歴

史
小
説
は
従
来
の
も
の
と
は
大
に
其
性
質
を
異
に
し
妖
怪
的
偉
人
魔
物
的
勇
者
の
如

き
は
自
ら
除
去
せ
ら
る
べ
き
種
類
の
も
の
た
ら
ん
。
思
ふ
に
心
理
的
小
説
と
歴
史
的

小
説
と
は
今
後
決
し
て
相
反
馳
す
べ
き
性
質
の
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
却
て
相
随
伴
し

相
補
成
し
て
発
達
す
べ
き
も
の
な
る
べ
し
。

と
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
る
。
『
帝
国
文
学
』
誌
「
雑
報
」
　
欄
に
は
こ
の
ほ
か
、

・
思
ふ
に
今
日
の
文
士
に
尤
も
欠
け
た
る
処
は
'
思
を
構
ふ
る
事
の
甚
だ
足
ら
ざ
る
に

あ
り
。
僅
か
に
1
二
の
文
士
を
外
に
し
て
は
、
其
の
作
に
於
て
人
生
観
を
見
る
事
な

く
へ
　
倫
理
的
思
想
を
見
る
事
な
し
。
(
明
治
三
〇
年
五
月
号
)

・
我
文
界
に
於
て
最
も
顕
著
な
る
現
象
の
一
は
其
単
調
な
る
こ
と
な
り
。
(
-
中
略
-
)

今
の
読
者
社
会
は
含
蓄
な
き
事
象
の
描
写
に
倦
厭
せ
る
也
。
(
明
治
三
一
年
一
月
号
)

・
而
し
て
今
の
作
家
が
材
料
を
求
む
る
所
を
察
す
れ
ば
、
主
と
も
て
外
界
に
求
め
へ
其

の
観
察
を
以
て
唯
一
の
源
泉
と
な
す
も
の
あ
る
に
似
た
り
ー
(
・
　
中
略
-
)
　
由
来
現

今
作
家
が
含
蓄
な
き
事
象
の
抽
写
を
事
と
す
る
あ
る
は
其
材
料
を
求
む
る
に
思
索
と

空
想
と
を
欠
陥
す
る
に
由
る
。
~
さ
れ
ば
余
輩
は
外
界
に
材
料
を
求
む
る
こ
と
愈
々
深

く
且
つ
広
か
ら
む
こ
と
を
望
む
と
同
時
に
へ
′
更
に
思
念
を
内
界
、
空
想
界
に
擬
し
て

よ
く
之
を
融
合
語
和
せ
し
め
、
以
て
見
時
の
欠
陥
を
補
充
し
、
更
に
深
遠
な
る
意
義

を
加
ふ
る
も
の
あ
ら
む
こ
と
を
望
ん
で
巳
ま
ず
。
(
明
治
三
1
年
一
二
月
号
)

な
ど
、
遼
遠
r
小
説
」
論
の
周
辺
で
発
せ
ら
れ
た
声
が
記
し
留
め
ら
れ
て
い
る
。
先
の
「
歴

史
小
説
」
　
を
め
ぐ
る
論
評
は
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
声
の
1
　
つ
と
し
て
あ
る
0

3
芥
川
龍
之
介
の
登
場
1
-
場
の
風
景

大
正
元
年
1
9
1
2
の
　
「
興
津
弥
五
右
衛
門
の
遺
書
」
以
来
Y
歴
史
小
説
を
続
々
と
発
表

す
る
森
鴎
外
が
　
「
歴
史
其
健
と
歴
史
離
れ
」
を
草
す
る
の
は
大
正
四
年
1
9
1
5
　
月
(
『
心

の
花
』
)
。
右
に
見
た
の
は
そ
れ
以
前
の
　
「
歴
史
小
説
」
論
で
あ
る
。
「
歴
史
離
れ
」
を
「
歴

史
上
の
素
材
に
束
縛
さ
れ
ず
に
'
作
者
の
主
観
的
へ
空
想
的
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
駆
使
す
る

方
法
」
　
(
長
谷
川
泉
)
　
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
へ
　
そ
う
し
た
「
歴
史
小
説
」
を
含

む
小
説
へ
の
要
求
(
「
思
念
を
内
界
、
空
想
界
に
擬
し
て
よ
く
之
を
融
合
譜
和
せ
し
め
、

以
て
見
時
の
欠
陥
を
補
充
L
へ
更
に
深
遠
な
る
意
義
を
加
ふ
る
も
の
」
)
　
は
す
で
に
明
治

三
〇
年
前
後
に
発
し
は
じ
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
鴎
外
は
こ
う
し
た
声
の
な
か

で
歴
史
小
説
を
書
き
始
め
へ
　
「
鴎
外
が
歴
史
小
説
に
盛
っ
た
主
題
を
さ
ら
に
濃
厚
に
か
つ

明
快
に
し
た
の
が
芥
川
龍
之
介
・
菊
池
寛
の
歴
史
小
説
で
あ
る
」
　
(
長
谷
川
泉
)
0

ま
た
へ
芥
川
の
『
鼻
』
に
「
あ
ゝ
い
ふ
も
の
を
是
か
ら
二
三
十
並
べ
て
御
覧
な
さ
い
文

壇
で
類
の
な
い
作
家
に
な
れ
ま
す
」
　
(
大
正
五
年
二
月
t
九
日
付
書
簡
)
と
の
激
励
を
よ

せ
た
夏
目
淑
石
は
『
帝
国
文
学
』
の
当
初
か
ら
の
会
員
で
も
あ
っ
た
。
激
石
の
耳
に
も
明

治
三
〇
年
前
後
の
　
「
小
説
」
論
は
入
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
へ
淑
石
r
創
作

家
の
態
度
」
　
(
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
1
1
-
t
-
、
明
治
四
1
年
1
9
0
8
四
月
)
　
に
は
、
「
客
観
文

学
」
(
「
叙
述
す
べ
き
事
相
に
自
己
の
評
価
を
与
へ
て
優
劣
の
差
別
を
つ
け
な
い
」
)
と
「
情

操
文
学
」
　
(
「
進
ん
で
善
、
美
へ
壮
を
叙
し
て
之
に
対
す
る
情
操
を
維
持
し
も
し
く
は
助
長

す
る
」
)
と
に
つ
い
て
述
べ
へ
　
「
今
日
の
文
学
」
に
必
要
な
「
客
観
的
態
度
」
　
に
よ
る
「
研

究
」
と
し
て
'
①
「
性
格
の
描
写
」
(
-
「
客
観
的
に
性
格
の
全
局
面
を
描
出
」
)
、
②
「
心

理
状
態
の
解
剖
」
(
=
複
雑
に
な
り
つ
1
あ
る
青
々
の
心
の
う
ち
を
よ
く
観
察
」
)
、
③
「
人

生
の
局
部
を
措
写
し
て
、
之
を
1
句
に
ま
と
め
得
る
様
な
意
味
を
与
へ
る
事
」
　
(
=
r
綜

合
」
)
、
④
「
人
生
に
於
て
'
容
易
に
注
意
を
払
っ
て
置
か
な
か
っ
た
現
象
」
　
の
四
点
を
挙

げ
て
い
る
が
'
こ
れ
ら
に
は
明
治
三
〇
年
前
後
の
「
小
説
」
論
と
の
重
な
り
が
認
め
ら
れ
'

ま
た
多
く
は
芥
川
の
諸
作
品
に
も
よ
く
当
て
は
ま
る
。

芥
川
は
「
中
学
時
代
に
は
、
泉
鏡
花
の
も
の
に
没
頭
し
　
(
-
中
略
-
)
続
い
て
夏
目
さ

ん
の
も
の
へ
森
さ
ん
の
も
の
も
大
抵
皆
よ
ん
で
ゐ
る
」
　
(
「
小
説
を
書
き
出
し
た
の
は
友
人

の
煽
動
に
負
ふ
所
が
多
い
」
大
正
八
年
1
9
1
9
)
　
と
語
る
。
こ
の
準
吉
は
鴎
外
・
淑
石
に

と
い
う
ば
か
り
で
な
く
、
彼
ら
を
介
し
て
明
治
三
〇
年
前
後
の
　
「
歴
史
的
小
説
」
論
ま
た

「
小
説
」
論
に
も
つ
ら
な
っ
た
芥
川
を
考
え
さ
せ
る
(
『
ひ
ょ
っ
と
こ
』
へ
大
正
四
年
四
月
)
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『
羅
生
門
』
へ
同
二
月
〉
'
が
『
帝
国
文
学
』
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
妄
想
を
ふ

く
ら
ま
せ
ば
『
帝
国
文
学
』
記
事
と
の
直
接
の
接
触
を
う
か
が
っ
て
よ
い
の
か
も
し
れ
な

い
)
。
漁
連
　
「
小
説
」
　
論
を
軸
に
　
「
小
説
」
　
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
声
が
発
せ
ら
れ
る
な

か
、
泉
鏡
花
に
親
し
み
怪
談
・
妖
怪
醇
を
好
み
『
聯
斎
志
異
』
を
播
く
少
年
時
代
を
送
っ

た
芥
川
は
'
「
心
理
的
小
説
と
歴
史
的
小
説
と
は
今
後
決
し
て
相
反
馳
す
べ
き
性
質
の
も

の
に
あ
ら
ず
し
て
却
て
相
随
伴
し
相
補
成
し
て
発
達
す
べ
き
も
の
な
る
べ
し
」
　
の
声
の
残

響
な
ど
に
も
と
り
ま
か
れ
な
が
ら
『
今
昔
物
語
集
』
に
取
材
し
そ
の
再
生
を
は
た
し
た
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
ま
れ
'
か
く
し
て
『
今
昔
物
語
集
』
は
近
代
小
説
界
に
芥
川
と
と
も
に
登
場
し
、
再

認
さ
れ
る
。
以
後
へ
　
具
眼
者
の
発
見
に
触
発
さ
れ
た
大
正
・
昭
和
の
作
家
た
ち
は
こ
ぞ
っ

て
本
集
を
読
み
、
こ
れ
に
材
を
取
っ
た
作
品
を
陸
続
と
発
表
す
る
。
そ
の
具
体
は
藤
本
徳

明
の
考
証
(
r
近
代
文
学
と
『
今
昔
物
語
』
」
1
9
7
9
)
に
詳
し
い
の
で
省
略
に
従
う
が
'
『
今

昔
物
語
集
』
は
こ
う
し
て
「
小
説
」
論
の
季
節
に
　
「
小
説
」
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
介
し
て

近
代
に
再
発
見
さ
れ
、
流
布
流
通
し
て
い
く
。
そ
こ
で
は
新
た
な
『
今
昔
物
語
集
』
像
が

近
代
作
家
た
ち
の
　
「
小
説
l
・
観
、
r
文
学
」
観
に
見
合
う
形
で
形
成
さ
れ
'
そ
れ
が
彼
ら

の
作
品
や
評
論
を
と
お
し
て
読
者
に
浸
透
、
定
着
、
作
用
し
て
い
く
と
い
っ
た
事
態
も
生

じ
て
い
る
。

*

と
も
に
昭
和
二
年
1
9
2
7
に
逝
っ
た
芳
賀
矢
1
　
(
二
月
二
六
日
)
へ
　
芥
川
龍
之
介
　
(
七
月

二
四
日
)
　
の
仕
事
と
そ
の
影
響
を
軸
と
し
て
語
ら
れ
る
近
代
の
『
今
昔
物
語
集
』
享
受
へ

流
通
の
物
語
と
は
以
上
の
よ
う
な
こ
と
だ
が
、
さ
ら
に
　
「
説
話
」
　
「
説
話
文
学
」
　
に
も
注

意
を
は
ら
い
、
別
の
メ
デ
ィ
ア
環
境
を
視
野
に
お
さ
め
れ
ば
、
こ
の
享
受
・
流
通
の
物
語

は
今
少
し
詳
し
く
語
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
O
　
た
と
え
ば
へ
昭
和
八
年
1
9
3
3
か
ら

昭
和
1
三
年
1
9
3
8
に
わ
た
っ
て
刊
行
さ
れ
た
第
四
次
国
定
教
科
書
「
小
学
国
語
読
本
(
サ

ク
ラ
読
本
)
」
へ
　
ま
た
佐
治
繁
1
　
「
分
類
法
上
の
説
話
文
学
」
　
(
昭
和
一
〇
年
1
9
3
5
　
0
月

六
日
第
3
回
図
書
館
学
講
演
会
要
旨
、
1
9
3
5
)
　
は
そ
の
端
的
な
事
例
で
あ
る
o

前
者
に
つ
い
て
秋
田
喜
三
郎
は
へ
　
こ
の
読
本
_
の
「
編
纂
機
構
」
が
各
巻
「
顔
文
」
「
生

活
文
」
　
「
説
話
文
」
　
の
三
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
点
に
特
色
を
指
摘
し
、
「
説
話
文
」
が

r
童
話
・
寓
話
」
　
(
巻
一
二
1
の
興
味
本
位
の
も
の
)

「
伝
説
・
神
話
」
　
(
巻
三
・
四
・
五
の
国
民
性
及
び
国
体
観
念
に
関
す
る
も
の
)

「
史
話
　
(
前
期
)
」
　
(
巻
六
・
七
の
歴
史
物
語
に
関
す
る
も
の
)

「
史
話
(
中
期
)
」
　
(
巻
八
・
九
の
歴
史
文
学
に
関
す
る
も
の
)

「
史
話
(
後
期
)
」
へ
　
(
巻
十
・
十
一
・
十
二
の
国
民
説
話
及
び
文
化
史
に
関
す
る
も
の
)

と
し
て
「
種
別
お
よ
び
そ
の
発
展
」
へ
の
配
慮
を
も
っ
て
編
制
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
「
整

然
た
る
説
話
体
系
」
を
見
出
だ
し
て
い
る
(
秋
田
1
9
3
8
)
'
本
集
話
は
巻
七
第
4
課
「
わ

ざ
く
ら
べ
」
(
巻
二
四
5
「
百
済
川
成
、
飛
騨
工
挑
語
」
へ
趣
意
書
「
出
所
、
今
昔
物
語
」
)
へ

巻
九
第
2
3
課
「
袴
垂
」
(
巻
二
七
5
「
藤
原
保
昌
朝
臣
へ
値
盗
人
袴
垂
語
」
へ
趣
意
書
「
原

拠
は
今
昔
物
語
及
び
宇
治
拾
遺
物
語
」
)
　
の
二
教
材
に
見
え
る
。
こ
こ
で
は
『
今
昔
物
語

集
』
は
広
範
な
「
説
話
文
」
教
材
の
1
部
を
な
す
に
す
ぎ
な
い
が
'
他
方
へ
学
術
語
嚢
「
説

話
」
　
の
国
語
教
育
界
へ
の
浸
透
へ
　
そ
こ
で
の
用
法
拡
張
の
実
際
を
伝
え
て
も
い
る
。

佐
治
繁
1
　
「
分
類
法
上
の
説
話
文
学
」
　
の
冒
頭
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
o

近
来
我
国
二
於
ケ
ル
民
俗
学
研
究
ノ
興
隆
二
伴
ッ
テ
、
神
話
伝
説
口
碑
民
話
等
所
謂

説
話
文
学
ノ
作
品
ガ
陸
続
ト
シ
テ
刊
行
サ
レ
マ
ス
事
ハ
、
諸
君
モ
既
二
御
存
知
ノ
事

ト
息
ヒ
マ
ス
。
従
ッ
テ
斯
様
二
同
種
同
形
式
ノ
文
献
ガ
へ
相
当
多
数
二
出
版
サ
レ
マ

ス
レ
バ
'
私
共
ハ
当
然
、
コ
レ
ラ
ヲ
図
書
分
類
上
如
何
二
処
理
ス
ベ
キ
カ
ト
イ
フ
問

題
二
逢
着
ス
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
在
来
ノ
神
話
ハ
宗
教
l
「
　
童
話
ハ
文
学
ニ
、
伝
説

民
話
ハ
風
俗
ニ
ト
イ
ブ
様
ナ
'
夫
々
ノ
説
話
ヲ
分
散
シ
テ
配
置
ス
べ
キ
ヤ
'
ハ
タ
又

姦
ニ
「
説
話
文
学
」
　
ト
イ
フ
'
1
ツ
ノ
新
シ
イ
綜
合
的
文
学
形
式
ニ
へ
へ
何
等
カ
ノ

考
慮
ヲ
廻
ス
ノ
要
ナ
キ
ヤ
?
私
ノ
今
日
ノ
講
演
ノ
主
旨
ハ
、
実
二
玄
二
存
ス
ル
ワ
ケ

デ
ア
リ
マ
ス
。

以
下
、
「
説
話
」
と
「
説
話
文
学
」
　
の
概
念
規
定
に
関
す
る
先
行
研
究
を
周
到
に
検
討
し

(
こ
の
期
と
し
て
は
出
色
の
考
察
で
あ
っ
て
今
後
の
説
話
お
よ
び
説
話
文
学
の
研
究
史
記

述
に
お
い
て
は
必
見
の
も
の
と
な
ろ
う
)
へ
　
「
物
語
」
　
と
の
差
異
に
も
ふ
れ
て
、
「
ト
マ
レ

斯
ノ
如
ク
へ
最
近
ノ
国
文
学
史
上
ニ
「
説
話
文
学
」
　
ト
イ
フ
1
新
形
式
ガ
生
レ
出
デ
へ
　
コ

レ
ニ
関
ス
ル
文
献
ガ
続
刊
サ
レ
マ
ス
事
ハ
厳
然
タ
ル
事
実
ナ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
私
共
ハ
コ

ノ
現
実
二
対
シ
、
呆
シ
テ
従
前
ノ
既
成
国
文
学
分
類
ニ
、
イ
ツ
マ
デ
モ
満
足
ス
ベ
キ
デ
ア

‖
リ
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リ
マ
セ
ウ
ヤ
。
図
書
ノ
分
類
ハ
科
学
ノ
進
展
ト
共
ニ
、
常
二
伸
ブ
ベ
キ
モ
ノ
-
-
-
-
請

君
ノ
御
1
考
ヲ
煩
ハ
シ
テ
、
分
類
法
上
ノ
説
話
文
学
ノ
落
チ
ッ
ク
先
ヲ
切
望
シ
テ
止
ミ
マ

セ
ン
」
　
と
結
ん
で
い
る
。

か
く
し
て
へ
芳
賀
・
芥
川
残
後
の
昭
和
戦
前
期
に
は
'
『
今
昔
物
語
集
』
が
　
「
説
話
」

及
び
　
「
説
話
文
学
」
　
の
範
噂
に
と
り
こ
ま
れ
へ
流
通
メ
デ
ィ
ア
が
図
書
館
を
も
含
め
た
そ

れ
へ
と
拡
大
し
、
両
者
の
か
か
わ
り
は
よ
り
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
く
。
も
ち
ろ
ん
、

そ
こ
で
も
新
「
国
学
」
　
(
=
「
国
文
学
」
)
　
化
し
た
日
本
文
献
学
は
強
く
作
用
L
t
　
ま
た
、

高
木
武
『
大
日
本
読
本
　
新
制
第
二
版
』
(
昭
和
1
0
年
)
第
8
巻
に
『
今
昔
物
語
集
』

巻
二
六
　
1
7
r
利
仁
将
軍
若
時
へ
　
従
京
敦
賀
将
行
五
位
語
」
が
　
「
芋
粥
」
　
と
題
し
て
採
録

さ
れ
る
な
ど
、
芥
川
の
影
も
確
実
に
広
が
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
ま
で
辿
っ
て
き
た
芳
賀
矢
二
　
芥
川
龍
之
介
の
仕
事
と
そ
の
影
響
を
軸

と
し
た
近
代
の
『
今
昔
物
語
集
』
享
受
・
流
通
の
物
語
は
'
芥
川
以
前
、
芳
賀
の
留
学
以

前
の
教
科
書
教
材
を
点
検
し
て
い
く
と
う
　
い
さ
さ
か
の
改
訂
の
必
要
を
感
じ
さ
せ
る
も
の

で
も
あ
る
O
す
な
わ
ち
芳
賀
留
学
の
明
治
三
三
年
1
9
0
0
以
前
の
中
学
校
教
科
書
に
は
す

で
に
三
六
話
に
お
よ
ぶ
『
今
昔
物
語
集
』
話
が
採
録
さ
れ
て
い
て
'
相
応
の
享
受
・
流
通

を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
o
芳
賀
自
身
も
明
治
二
三
年
1
8
9
0
へ

帝
大
在
学
中
に
刊
行
し
た
『
国
文
学
読
本
』
に
本
集
話
を
加
え
て
い
る
し
　
(
し
か
も
『
考

訂
今
昔
物
語
』
に
依
拠
し
な
い
形
で
)
へ
　
明
治
二
九
年
1
8
9
6
四
月
に
第
1
高
等
学
校
国
文

学
科
(
代
表
高
津
鍬
三
郎
)
が
編
纂
し
た
『
高
等
国
文
』
の
第
三
巻
は
『
宇
治
拾
遺
物
語
』

(
全
一
四
話
へ
話
番
号
は
万
治
版
本
の
そ
れ
で
は
な
く
通
し
番
号
が
記
さ
れ
て
い
る
)
『
+

訓
抄
』
(
全
一
六
話
)
『
古
今
著
聞
集
』
(
全
六
番
)
『
今
昔
物
語
集
』
(
全
八
話
)
　
か
ら
な

る
が
、
当
時
芳
賀
は
教
授
と
し
て
在
職
し
て
い
る
の
で
　
(
明
治
二
八
年
三
月
～
同
三
二
年

1
月
)
そ
の
編
纂
に
加
わ
っ
た
可
能
性
が
高
く
へ
　
留
学
以
前
か
ら
『
今
昔
物
語
集
』
に
は

十
分
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
と
推
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
『
今
昔
物
語
集
』
は
明
治
三
三
年
以
前
の
中
学
校
で
多
く
学
ば
れ
、

先
に
見
た
三
上
参
次
-
 
・
高
津
錬
三
郎
『
日
本
文
学
史
』
(
明
治
二
三
年
1
8
9
0
)
、
藤
岡
作
太

郎
『
国
文
学
全
史
』
(
明
治
三
八
年
1
9
0
5
)
'
『
国
文
学
十
詳
』
(
明
治
三
二
年
1
8
9
9
一
二

月
)
　
に
お
け
る
評
価
と
は
別
に
へ
相
応
の
位
置
を
す
で
に
占
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

と
す
れ
ば
'
芥
川
『
羅
生
門
』
『
鼻
』
等
が
大
正
四
年
1
9
1
5
七
'
八
月
刊
行
の
『
校
注
国

文
轟
書
』
巻
〓
ハ
'
1
七
　
(
池
辺
義
象
編
へ
　
博
文
館
刊
)
　
の
頭
注
を
参
考
に
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
を
芥
川
が
　
「
し
じ
ゆ
う
手
元
に
お
い
て
愛
用
し
た
『
今
昔
物
語
集
』
　
の
テ

キ
ス
ト
」
　
(
長
野
嘗
　
1
9
6
7
'
宮
本
瑞
夫
1
9
8
5
)
　
「
芥
川
が
読
ん
だ
本
」
　
(
岩
波
版
『
芥
川

龍
之
介
全
集
』
第
1
巻
　
「
注
解
」
　
1
9
9
5
)
　
と
す
る
の
が
一
般
だ
が
'
明
治
二
五
年
1
8
9
2

誕
生
の
芥
川
に
　
(
中
学
校
進
学
は
明
治
三
八
年
1
9
0
5
)
　
そ
れ
以
前
の
『
今
昔
物
語
集
』

体
験
が
な
か
っ
た
か
ど
う
か
、
1
考
の
余
地
は
あ
ろ
う
。
以
下
へ
　
主
と
し
て
教
科
書
、
と

く
に
中
学
校
　
(
明
治
t
九
年
1
8
8
6
四
月
以
降
「
国
語
及
漢
文
」
へ
　
昭
和
六
年
1
9
3
1
一
月

以
降
r
国
語
漢
文
」
)
の
そ
れ
に
注
目
し
て
み
た
い
O
(
以
下
へ
続
稿
o
な
お
へ
竹
村
2
0
0
8
、

蝣

1

>

5

'

:

)

【注】

秋
田
喜
三
郎
『
(
読
方
教
育
体
系
第
六
巻
)
読
本
の
体
系
的
研
究
』
も
　
1
9
3
8
へ
　
晃
文
社
o

池
田
亀
鑑
　
「
芳
賀
博
士
と
中
古
文
学
研
究
」
へ
『
国
語
と
国
文
学
』
1
4
-
4
　
(
特
輯
r
芳

賀
博
士
と
明
治
大
正
の
国
文
学
」
)
へ
　
1
9
3
7
-

稲
垣
泰
1
編
『
考
訂
今
昔
物
語
　
後
編
』
、
1
9
9
0
'
新
典
社
O

稲
垣
泰
1
　
「
『
今
昔
物
語
集
』
の
流
布
と
享
受
1
室
町
時
代
か
ら
江
戸
中
期
ま
で
-
」
へ
『
文

芸
言
語
研
究
・
文
芸
篇
』
2
2
、
1
9
9
2
-

上
田
万
年
　
「
芳
賀
君
の
思
出
」
へ
　
『
国
語
と
国
文
学
』
1
4
-
<
*
　
(
特
輯
　
「
芳
賀
博
士
と
明

治
大
正
の
国
文
学
J
)
、
1
9
3
7
-

遠
藤
佐
市
郎
r
芳
賀
先
生
の
思
出
」
へ
『
国
語
と
国
文
学
』
1
4
-
4
　
(
特
輯
r
芳
賀
博
士
と

明
治
大
正
の
国
文
学
」
)
へ
　
1
9
3
7
-

大
岡
保
三
　
「
思
出
二
つ
」
、
『
国
語
と
国
文
学
』
1
4
-
^
　
(
特
輯
「
芳
賀
博
士
と
明
治
大
正

の
国
文
学
」
)
へ
　
1
9
3
7
-

加
藤
裕
7
郎
「
林
鷲
峰
と
今
昔
物
語
集
1
国
士
舘
日
録
を
通
し
て
-
」
へ
今
昔
の
会
・
口

頭
発
表
へ
　
1
9
9
4
.
3
-

小
島
政
次
郎
r
今
昔
物
語
」
、
去
わ
が
古
典
鑑
賞
』
へ
　
1
9
4
0
　
筑
摩
叢
書
1
9
6
4
-

小
峯
和
明
　
「
説
話
の
輪
郭
」
へ
　
『
文
学
』
1
一
4
'
2
0
0
0
へ
　
岩
波
書
店
。
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小
峯
和
明
「
説
話
学
の
階
梯
-
近
世
随
筆
か
ら
南
方
熊
楠
へ
」
、
『
国
文
学
・
解
釈
と
教
材

の
研
究
』
4
6
-
1
0
へ
　
2
0
0
1
.
8
。

斎
藤
清
衡
r
説
話
文
学
の
本
質
」
へ
　
『
国
語
と
国
文
学
』
4
-
4
、
1
9
2
7
-

佐
治
繁
7
　
「
分
類
法
上
の
説
話
文
学
」
へ
『
図
書
館
研
究
』
Ⅷ
-
4
、
1
9
3
5
へ
青
年
図
書
館

員
聯
盟
。

高
木
市
之
助
r
芳
賀
博
士
の
学
風
」
へ
　
『
国
語
と
国
文
学
』
1
4
-
4
、
1
9
3
7

竹
村
信
治
「
今
昔
物
語
集
と
近
代
メ
デ
ィ
ア
ー
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
芥
川
龍
之
介
」
、
『
今
昔

物
語
集
を
読
む
』
2
0
0
8
、
吉
川
弘
文
館
。

塚
田
晃
信
　
r
『
今
昔
物
語
集
』
の
近
仕
に
お
け
る
受
容
の
一
端
」
へ
　
『
東
洋
大
学
短
期
大
学

紀
要
』
1
4
、
1
9
8
3

長
野
嘗
1
　
『
古
典
と
近
代
作
家
-
芥
川
龍
之
介
』
、
1
9
6
7
'
有
朋
堂
t
　
等
。

西
尾
光
一
r
今
昔
物
語
研
究
史
-
目
録
・
そ
の
評
価
と
解
説
-
」
へ
『
国
文
学
　
解
釈
と
鑑

賞
』
4
9
-
l
l
t
 
t
9
空
へ
　
至
文
堂
D

長
谷
川
泉
　
「
歴
史
小
説
」
へ
　
『
国
文
学
・
解
釈
と
鑑
賞
臨
時
増
刊
号
　
(
四
訂
増
補
版
)
　
文
芸

用
語
の
基
礎
知
識
』
1
9
8
5
　
『
同
(
増
補
改
訂
版
)
』
1
9
7
9
へ
　
同
。

久
松
潜
1
　
r
解
題
」
　
(
上
田
万
年
　
「
お
ほ
か
み
」
、
芳
賀
矢
l
　
「
国
学
史
概
論
」
　
「
国
学
と

何
ぞ
や
」
)
も
　
明
治
文
学
全
集
4
4
、
1
9
6
8
へ
　
筑
摩
書
房
。

藤
本
徳
明
「
近
代
文
学
と
『
今
昔
物
語
』
」
へ
『
図
説
日
本
の
古
典
6
　
今
昔
物
語
』
、
】
9
7
9
へ

小
学
館
へ
　
等
。

宮
本
瑞
夫
「
宮
本
勢
助
と
芥
川
龍
之
介
」
へ
『
パ
ピ
ル
ス
』
1
4
、
1
9
8
5
'
立
教
女
学
院
短
期

大
学
図
書
館
。
財
団
法
人
宮
本
記
念
財
団
H
.
P
.
に
転
載
o

渡
辺
匡
t
　
「
(
Ⅴ
享
受
・
研
究
・
創
作
)
　
5
明
治
・
大
正
期
二
九
二
〇
年
代
ま
で
)
」
、

小
峯
和
明
編
『
今
昔
物
語
集
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
へ
2
0
0
3
'
世
界
思
想
社
刊
o

渡
辺
麻
里
子
「
(
Ⅴ
享
受
・
研
究
・
創
作
)
　
4
近
世
」
、
小
峯
和
明
編
『
今
昔
物
語
集
を
学

ぶ
人
の
た
め
に
』
、
2
0
0
3
、
世
界
思
想
社
刊
。
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第JJJ部

関連賃料

□ 「近代日本学校教育における学科目名一覧(稿)」

□ 「学校制度年表」

□ 「法令各種「国語科」関連記事年表」
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ト
L
N

近
代
日
本
学
校
教
育
に
お
け
る
学
科
目
名
一
覧
(
棉
)

-
三
原
市
立
図
書
館
旧
蔵
近
代
(
明
治
大
正
昭
和
戦
前
期
)
教
科
書
目
録
・
序
-

本
稿
は
'
広
島
県
三
原
市
立
図
書
館
旧
蔵
寄
託
図
書
の
内
、
明
治

初
頭
～
昭
和
戦
前
期
の
教
科
書
類
に
つ
い
て
、
そ
の
目
録
を
作
成
す

る
た
め
の
基
礎
作
業
と
し
て
整
理
し
た
'
明
治
～
昭
和
戦
前
期
の
教

育
課
程
表
の
1
覧
で
あ
る
。

一
覧
作
成
に
際
し
て
は
'

○
『
(
明
治
/
以
降
)
　
教
育
制
度
発
達
史
』
　
(
全
十
三
巻
、
文
部
省
内

・
教
育
史
編
纂
会
・
代
表
者
関
屋
龍
吉
、
昭
和
十
三
～
十
四
年
(
栄

引
付
重
版
、
昭
和
三
十
九
～
四
十
年
)
、
教
育
資
料
調
査
会
発
行
)

1
『
発
達
史
』
と
略
記

○
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
(
全
三
十
五
巻
、
近
代
日
本
教
育
制

度
史
料
編
纂
会
・
代
表
者
石
川
謙
'
昭
和
三
十
九
年
へ
　
講
談
社
発

秤
)
1
『
近
代
史
料
』
と
略
記

を
基
礎
資
料
と
し
て
、

○
『
国
語
教
育
史
資
料
・
第
五
巻
教
育
課
程
史
』
(
責
任
編
集
増
淵
恒

書
も
　
昭
和
五
十
六
年
へ
　
東
京
法
令
出
版
発
行
)

○
『
教
科
書
年
表
-
r
-
t
o
o
N
H
　
(
明
治
4
)
-
i
-
H
C
T
>
0
3
N
　
(
平
成
4
)

-
』
(
財
団
法
人
教
科
書
研
究
セ
ン
タ
ー
編
、
平
成
五
年
へ
　
財
団
法

人
教
科
書
研
究
セ
ン
タ
ー
刊
)

等
を
参
考
に
'
学
科
目
名
記
載
も
　
学
科
課
程
記
載
へ
　
課
程
表
付
載
の

諸
法
令
　
(
各
表
末
一
覧
)
　
か
ら
主
要
な
も
の
　
(
▼
印
)
　
を
選
び
'
学

科
目
名
等
を
表
の
形
に
整
え
た
。
r
中
改
正
」
　
な
ど
に
よ
る
一
部
変
更

は
◆
注
記
に
示
し
も
　
履
修
学
期
学
級
学
年
の
記
載
あ
る
も
の
は
当
該

学
科
目
の
下
に
履
修
期
間
を
付
記
し
た
。

学
校
種
は
'
目
録
作
成
対
象
で
あ
る
小
学
校
・
中
学
校
二
両
等
女

学
校
・
実
業
学
校
・
青
年
学
校
・
師
範
学
校
二
南
等
師
範
学
校
の
七

種
と
し
へ
　
専
門
学
校
・
高
等
学
校
・
大
学
は
割
愛
し
た
。

な
お
へ
　
法
令
に
は
学
科
目
名
記
載
、
学
科
課
程
記
載
、
課
程
表
付

載
の
外
へ
　
教
授
指
導
学
科
内
容
　
(
「
其
程
度
」
　
「
要
目
」
等
)
　
を
詳
細

に
掲
示
し
た
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
ら
は
各
学
校
種
ご
と
の
一
覧
表
の

後
の
主
要
法
令
一
覧
中
に
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
示
し
た
。

本
一
覧
は
第
一
義
的
に
は
目
録
作
成
の
基
礎
資
料
だ
が
'
各
期
の

学
科
目
編
制
を
こ
う
し
て
1
覚
表
に
し
て
み
る
と
も
　
日
本
の
近
代
が

そ
の
折
々
の
知
を
い
か
に
分
節
へ
　
領
域
化
し
た
か
も
　
ま
た
へ
　
そ
の
伝

承
と
教
化
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
選
択
へ
　
段
階
化
を
行
お
う
と
し
た

か
と
い
っ
た
こ
と
を
概
観
す
る
便
宜
も
、
い
く
ら
か
は
与
え
る
よ
う

に
思
う
。
作
業
の
間
に
得
た
そ
う
し
た
気
づ
き
は
'
い
ず
れ
別
の
機

会
に
別
の
形
で
報
告
し
た
い
。
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史
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(
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史
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歩

図
画
ノ
初
歩
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初
歩

物
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裁
縫
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-
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)
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)
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)
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小
学
校
高
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科
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二
年
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修
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初
歩
　
(
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-
-
-
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書
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初
歩
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方
　
(
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習
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初
歩
　
(
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o
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初
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-
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初
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7
後
～
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歌

体
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縫
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初
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O
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後
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何
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0
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史
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↓意意↓【日 二
～

32
m」

意*
s

描 四
年
)

定

修国寡体++++ ○
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修m作響*地磨哩図唱体裁+++++ ○
高
等
小
学
科

(四
年
)

身m#辛柿哩史料画敬換」英m辛商醍
(

(
語莱工m響

り
ー

肖4*料
減児
可)
)

修m作習*日日外哩図日目。体++++++* ○
高
等
小
学
校

(二
～
四
年
)

身香蝣u辛術本本国料画歌級m鶴外農商辛M
地磨地

(
縫何国莱莱工42

哩史哩削
(

ノ語↓JlJll
l
J,

↓
「 (

削
減
可
)

滅
可
)

↓

女
児
)

初
歩
↓
随

↓
随
意

随
意

随
意

随
意

随
意
科
目

↓

随
意

髄
意

音」
指
定

修国隻日也哩図唱体+++++ ○
高
等
小
学
校

(1

身藷柿本理秩画敬可換裁辛農商莱
歴
史(修

業
二

(修
業
1

)縫

(女
児

工

〈修
業

m

m

m

m

(m
m

語

(修
業

午r)二≡三四
削二午午午 一～

四
年
)

減
可
)

1年
削

三
年
)

)))

減

修国寡日也哩図昌体+++++ ○
身潜術本哩料3敬操ォ

E
辛農商英 高

磨縫工莱莱語 等
史

(女 学
児 校
) (二

年
)

倭国寡‖‥
也哩m体+※■敬

「「「「
莱て ○

身語柿本哩料歌a戟辛修
「正目裁図農

(
復 高

歴
史

縫

(女
児
)

工

.
農
業

.
商
業
は

単
位
外

小
学
校
令
施
行
規
則

」
T

15

本
歴
史
」
↓

「国
史

縫
」
↓
家
事

.
裁
縫

画
」
「手
工
」
復
活

業
」
「商
業
」
は

「

農
業

.
商
業
)」
と

活 等
小
学
校

(二
年
)

必中」実し

5

国
語
【
読
方
・
綴
方
・
話
方
・
書
方
]
　
(
r
H
-
N
)
∴
読
方
・
綴
方
・
話
方
】
　
(
蝣
*
-
<
e
)

国
史
【
郷
土
ノ
観
察
]
　
(
^
)
∴
国
史
ノ
大
要
】
　
(
m
-
<
d
)

地
理
[
郷
土
ノ
観
察
]
　
(
-
*
)
∴
地
理
ノ
大
要
]
　
(
i
n
-
<
o
)

●
理
数
科

算
数
[
算
数
l
般
]
　
(
　
-
　
<
o
)

理
科
【
自
然
ノ
観
察
]
　
(
r
H
-
m
)
・
[
理
科
1
般
]
　
0
-
<
Q
)

●
体
錬
科

武
道
[
武
道
ノ
簡
単
基
礎
動
作
1
　
(
u
j
-
t
o
)

体
操
【
遊
戯
・
体
操
・
衛
生
3
　
(
　
-
　
N
)
・
[
体
操
・
教
練
・
遊
戯
・
競
技
・
衛
生
]
　
(
ォ
-
-
t
o
)

●
芸
能
科

音
楽
[
歌
唱
・
鑑
賞
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基
礎
・
練
習
]
　
(
　
-
c
o
)

習
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[
カ
ナ
・
稗
書
]
　
(
-
H
-
^
)
∴
カ
ナ
・
槽
書
・
行
書
]
　
(
t
0
-
-
c
o
)

図
画
[
形
象
ノ
看
取
・
表
現
・
鑑
賞
]
　
(
^
-
<
o
)

工
作
[
工
作
]
　
0
　
　
)

裁
縫
　
(
女
)
　
[
裁
縫
初
歩
1
　
(
^
-
-
t
o
)

国
語
[
読
方
・
綴
方
・
話
方
]
　
(
^
-
<
N
>
)

国
史
[
国
史
ノ
大
要
]
　
(
　
-
　
<
M
)

地
理
[
地
理
ノ
大
要
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(
r
t
-
<
M
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●
実
業
科

農
業
・
工
業
・
商
業
・
水
産
【
大
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・
実
習
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(
r
H
-
O
j
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●
理
数
科

算
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[
算
数
1
般
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_
-
N
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理
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理
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一
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(
r
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体
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看
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鑑
賞
]
　
(
r
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O
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作
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・
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w
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縫
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-
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『
発
達
史
』
第
二
巻
二
〇
1
-
二
〇
六
貢
へ
　
【
改
正
案
】
同
-
七
六
二
九
三
～
t
九
四
貢

参
照
)「

小
学
校
教
則
柵
額
」
　
へ
第
二
～
五
条
)
　
(
S
2
文
部
省
達
第
一
二
号
)
1
『
発
達
史
』
第
二
巻
二
五
二
～
二
五
六
貢
及
び
付
表

r
教
育
令
改
正
し
　
C
S
S
太
政
官
布
告
第
二
三
号
)
1
『
発
達
史
』
第
二
巻
二
三
八
-
二
四
一
貫
　
(
改
正
理
由
、
二
四
二
頁
参
照
)

「
文
部
卿
福
岡
孝
弟
訓
示
」
　
(
S
2
)
1
『
発
達
史
』
第
二
巻
二
二
六
～
二
三
三
頁
　
(
特
に
二
二
九
～
二
三
一
貫
)

「
小
学
校
令
」
　
(
S
2
勅
令
第
一
四
号
)
1
『
発
達
史
』
第
三
巻
三
七
～
三
八
貢
●
教
科
書
検
定
制
度
「
小
学
校
」
　
(
尋
常
・
高
等
)
制
度
の
基
礎
確
立

r
教
科
用
図
書
検
定
条
例
」
　
(
S
2
文
部
省
令
第
七
号
)
1
『
発
達
史
』
第
三
巻
六
九
五
～
六
九
七
貢

r
小
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
」
(
M
柑
文
部
省
令
第
八
号
)
1
『
発
達
史
』
第
三
巻
三
九
-
四
l
貢

r
小
学
簡
易
科
要
儲
L
 
C
S
S
l
文
部
省
訓
令
第
l
号
)
1
『
発
達
史
』
第
三
巻
E
m
～
輿
l
貢

r
小
学
校
ノ
学
科
及
集
権
度
し
申
改
正
　
(
M
柑
文
部
省
令
第
二
五
号
)
1
『
発
達
史
』
第
三
巻
四
三
貢

「
小
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
」
　
中
改
正
　
(
2
8
文
部
省
令
第
一
〇
号
)
　
1
『
発
達
史
』
第
三
巻
四
三
～
四
四
頁

r
小
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
」
中
改
正
(
5
ォ
文
部
省
令
第
l
毒
)
1
『
発
達
史
』
第
三
拳
四
四
真

「
小
学
簡
易
科
要
額
」
中
改
正
(
S
i
文
部
省
訓
令
第
三
号
)
「
『
発
達
史
』
第
三
巻
四
四
貫

「
小
学
校
令
」
　
(
第
三
・
四
粂
)
　
(
S
R
勅
令
第
二
-
五
号
)
　
1
『
発
達
史
』
第
三
巻
五
六
～
七
三
頁

r
補
習
科
ノ
教
科
目
及
修
業
年
限
」
　
へ
第
1
　
二
1
条
)
　
C
S
S
文
部
省
令
第
八
号
)
1
『
発
達
史
』
第
三
巻
九
〇
～
九
二
　
九
1
-
九
二
頁

「
随
意
科
目
等
二
関
ス
ル
規
則
」
　
(
S
3
文
部
省
令
第
山
〇
号
)
1
『
発
達
史
』
第
三
巻
九
三
へ
　
九
三
～
九
四
百

「
小
学
校
教
則
大
綱
」
　
(
M
2
4
文
部
省
令
第
一
1
号
)
1
『
発
達
史
』
第
三
巻
九
五
-
l
〇
三
頁
、
【
文
部
省
解
説
】
同
一
〇
三
-
一
〇
六
頁

「
文
部
大
臣
大
木
喬
訓
令
(
5
:
文
部
省
訓
令
第
五
号
)
1
『
発
達
史
』
第
三
巻
〓
l
九
-
二
三
l
真

r
女
子
就
学
並
裁
縫
教
員
二
関
ス
ル
件
」
　
(
裁
縫
)
　
(
S
8
文
部
省
訓
令
第
八
号
)
1
『
発
達
史
』
第
三
巻
1
四
1
-
l
捌
二
貫

「
体
育
及
学
校
衛
生
二
関
ス
ル
訓
令
」
(
体
育
)
(
S
R
文
部
省
訓
令
第
六
畳
1
『
発
達
史
』
第
三
巻
丁
賢
二
～
1
四
五
貢

r
小
学
校
令
」
　
改
正
　
へ
第
三
章
)
　
(
5
5
勅
令
第
三
四
四
号
)
1
『
発
達
史
』
第
四
巻
四
五
～
五
八
頁
●
文
部
省
編
纂
教
科
書
ノ
登
場

r
小
学
校
令
施
行
規
則
J
(
第
r
章
第
I
・
五
節
も
　
第
l
-
七
号
表
)
　
(
5
S
　
文
部
省
令
第
一
四
号
)
1
『
発
達
史
』
第
四
巻
五
九
I
 
I
 
I
四
頁
、
f
　
二
八
-

〓
〓
一
貫

1
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「
小
学
校
令
」
中
改
正

「
小
学
校
令
施
行
規
則
し

「
小
学
校
令
」
　
中
改
正

「
小
学
校
令
施
行
規
則
」

「
小
学
校
令
施
行
規
則
」

r
小
学
校
令
施
行
規
則
し

「
小
学
硬
令
」
中
改
正

「
小
学
校
令
施
行
規
則
」

r
小
学
校
令
施
行
規
則
」

「
小
学
校
令
施
行
規
則
」

「
小
学
校
令
施
行
規
則
J

頁
、
五
三
-
五
酔
頁

「
小
学
校
令
施
行
規
則
」

「
小
学
校
令
施
行
規
則
し

(
S
i
勅
令
第
六
三
号
)
1
『
発
達
史
』
第
四
巻
一
三
二
頁

中
改
正
　
　
　
文
部
省
令
第
一
l
号
)
　
1
『
発
達
史
』
第
四
巻
〓
こ
こ
-
〓
ニ
七
頁

(
s
:
　
勅
令
第
七
四
号
)
1
『
発
達
史
』
第
四
巻
1
三
八
～
t
三
九
貢
●
国
定
教
科
書
規
程

中
改
正
　
(
M
3
6
文
部
省
令
第
二
二
号
)
　
1
『
発
達
史
』
第
凶
巻
1
四
〇
～
t
四
二
頁
●
国
定
教
科
書
規
程

中
改
正
　
(
5
8
文
部
省
令
第
三
四
号
)
1
『
発
達
史
』
第
四
巻
1
四
二
～
一
四
三
貢

中
改
正
　
(
2
5
文
部
省
令
第
一
九
号
)
1
『
発
達
史
』
第
四
巻
一
四
六
-
-
四
八
異

(
M
舶
勅
令
第
五
二
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
二
八
し
三
〇
真

申
改
正
　
(
S
S
文
部
省
令
第
六
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
三
0
-
四
四
真
、
【
訓
令
第
一
号
】
同
四
四
-
四
七
真

申
改
正
(
書
キ
方
)
　
(
M
朋
文
部
省
令
第
八
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
五
一
-
五
二
頁

中
改
正
　
(
地
理
付
図
)
　
(
M
4
1
文
部
省
令
第
一
五
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
五
二
真

申
改
正
(
「
仮
名
及
其
字
体
へ
　
字
音
仮
名
遣
並
漢
字
二
関
ス
ル
規
程
」
)
　
(
5
5
文
部
省
令
第
二
六
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
五
三

中
改
正
(
国
語
・
算
術
〉
(
2
5
文
部
省
令
第
四
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
六
〇
買

中
改
正
　
(
理
科
国
定
教
科
書
)
　
(
」
!
文
部
省
令
第
二
言
方
)
1
『
男
達
史
』
第
五
巻
六
l
貢

r
高
等
小
学
校
農
業
商
業
二
開
ス
ル
件
」
　
(
2
9
文
部
省
訓
令
第
二
六
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
六
三
買

r
小
学
校
令
」
改
正
　
(
農
業
・
商
業
・
手
工
、
英
語
)
　
(
M
叫
勅
令
第
二
二
ハ
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
六
七
～
六
八
貢

r
小
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
　
(
5
5
文
部
省
令
第
二
四
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
六
八
-
七
四
長
、
【
訓
令
第
二
ニ
卑
】
同
七
四
1
七
六
貢

r
小
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
(
国
語
・
体
操
)
(
T
2
文
部
省
令
第
二
〇
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巷
七
八
～
八
二
買

「
臨
時
教
育
会
議
」
第
二
回
答
申
　
(
H
ォ
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
九
四
～
一
〇
三
貢

「
臨
時
教
育
会
議
」
第
三
回
答
申
(
H
t
o
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
1
　
〓
ハ
～
二
九
頁

r
小
学
校
令
」
中
改
正
　
(
T
8
勅
令
第
1
0
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
二
九
～
1
二
二
貢

r
小
学
校
令
施
行
者
則
J
中
改
正
(
f
e
文
部
省
令
第
六
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
二
三
-
〓
ニ
0
頁

「
小
学
校
令
」
中
改
正
　
(
H
2
勅
令
第
七
三
号
)
1
『
男
達
史
』
第
七
巻
五
九
～
六
〇
頁

r
小
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
(
h
S
丸
部
省
令
第
】
八
号
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
六
〇
-
六
八
頁
、
【
訓
令
第
一
〇
号
二
八
九
～
七
二
景
●
高
等
小
学

校
の
実
務
教
育
堵
開
化
J
 
r
日
本
歴
史
」
を
r
国
史
」
と
改
称

「
児
童
生
徒
ノ
個
性
尊
重
及
職
業
指
導
二
関
ス
ル
件
J
　
(
(
Z
)
I
N
文
部
省
訓
令
第
二
〇
号
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
七
七
～
七
八
頁

l
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「
小
学
校
令
施
行
規
則
」
ヰ
改
正

r
小
学
校
令
施
行
規
則
」
　
中
改
正

r
小
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正

r
小
学
故
令
施
行
規
則
」
中
改
正

「
小
学
稜
令
施
行
規
則
」
中
改
正

【
酢
訂

(
S
2
文
部
省
令
第
三
二
号
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
七
八
-
八
〇
莫

(
唱
歌
教
科
書
)
　
(
S
6
文
部
省
令
第
二
丁
号
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
九
五
～
九
六
貴

(
体
操
)
(
耳
目
文
部
省
令
第
五
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
二
〇
四
夏
)

(
w
S
2
文
部
省
令
第
二
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
二
〇
五
-
二
〇
八
真
、
二
〇
八
頁

(
体
操
)
(
S
川
文
部
省
令
第
四
五
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
等
二
二
て
こ
〓
三
景

r
小
学
校
武
道
指
導
要
目
j
(
S
H
文
部
省
訓
令
第
〓
八
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
二
二
ニ
-
二
二
八
頁
、
【
発
体
四
〇
号
】
同
二
二
八
-
二
二
七
蔦

丁
小
学
校
令
」
改
正
〈
国
民
教
育
令
)
　
(
第
二
章
)
　
(
S
1
6
勅
令
第
i
四
八
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
二
t
九
～
二
二
八
頁

「
幼
稚
園
令
」
中
改
正
(
w
」
勅
令
1
四
九
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
二
二
八
～
二
二
九
頁

T
小
学
校
令
施
行
規
則
」
改
正
(
国
民
学
校
令
施
行
規
則
)
(
第
l
章
第
二
節
、
第
一
二
t
号
表
〉
(
0
1
*
文
部
省
令
第
四
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
二

二
九
-
二
五
八
頁
、
【
発
曹
二
五
号
】
同
二
六
〇
-
二
六
四
真
、
【
訓
令
第
九
号
】
同
二
六
五
-
二
六
九
冥

r
幼
稚
園
令
施
行
規
則
」
中
改
正
(
t
n
S
文
部
省
令
第
三
t
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
二
六
九
～
二
七
五
貢

r
国
民
学
校
の
学
齢
簿
及
学
籍
簿
ノ
取
扱
方
二
関
ス
ル
件
J
(
サ
」
発
普
二
〇
五
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
二
七
七
-
こ
六
一
莫

r
国
民
学
検
体
錬
科
教
授
要
項
二
関
ス
ル
件
」
(
c
o
」
発
体
一
七
一
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
二
八
l
 
I
二
九
七
貢

「
国
民
学
校
こ
於
ケ
ル
職
業
指
導
二
関
ス
ル
件
」
(
ォ
」
発
囲
l
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
二
九
七
～
三
O
T
頁

「
国
民
学
校
職
業
指
導
教
科
書
二
関
ス
ル
件
」
　
(
(
n
t
S
,
発
国
二
七
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
三
〇
三
貴

r
国
民
学
校
教
育
二
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
二
関
ス
ル
件
」
(
S
柑
発
国
五
七
九
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
三
四
-
二
三
八
東

丁
国
民
学
校
令
等
戦
時
特
例
」
　
(
t
o
2
勅
令
第
八
〇
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
四
t
～
二
四
四
頁

「
国
民
学
硬
令
等
戦
時
特
例
施
行
規
則
」
　
(
s
I
9
文
部
省
令
第
五
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
四
四
～
二
四
七
頁

「
決
戦
教
育
措
置
要
綱
」
　
(
<
サ
8
閣
議
決
定
=
3
月
1
 
8
日
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
七
三
～
二
七
四
頁

「
戦
時
教
育
令
」
　
(
ォ
S
勅
令
第
三
二
〇
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
七
四
～
二
七
五
貢

r
戦
時
教
育
令
施
行
規
則
」
　
(
ォ
S
文
部
省
令
第
九
号
)
.
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
七
五
～
二
八
〇
貫

中
学
校

「
学
制
L
 
M
5

「
中
学
教
則
略
」
改
正
M
6

r
中
学
校
教
則
大
綱
」
　
M
H

r
尋
常
中
学
校
ノ
学
科

及
其
程
度
」
　
M
柑

「
中
学
校
令
施
行
規
則
L

M
3
4

「
中
学
校
令
施
行
規
則
j

中
改
正
M
4
4
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)
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)

体
換
　
(
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五
)
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尋
常
中
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
」
　
M

O
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・
第
1
外
国
静
ハ
通
常
英
語
ト
シ
第
二
外

国
語
ハ
通
常
独
語
若
ク
ハ
仏
語
ト
ス
但

第
二
外
国
語
ト
農
業
ト
ハ
其
1
ヲ
欠
ク

コ
ト
ヲ
得

◆
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中
学
校
令
施
行
規
則
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M
3
4

・
外
国
語
ハ
英
語
へ
　
独
静
又
ハ
仏
語
ト
ス
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中
学
校
令
施
行
規
則
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中
改
正
S
6

・
外
国
語
ハ
英
語
へ
　
独
語
'
仏
語
又
ハ
支

那
語
ト
ス
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程
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国
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、
仏
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静
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ラ
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醇
又
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ノ
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ノ
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国

薄
ヲ
錬
ス
べ
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体
操
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五
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業
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工
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～
五
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規
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」
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-
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農
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商
業
・
実
業
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農
業
・
工
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・
商
業
ヲ
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蝣
*
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教
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操
・
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H
-
t
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o
-
¥
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「
(
京
都
府
下
中
学
校
)
中
学
五
科
」
　
(
M
3
留
守
官
連
)
1
『
発
達
史
』
第
1
巻
二
三
七
頁

r
学
制
」
　
(
M
5
文
部
省
布
達
第
I
 
l
l
喜
別
冊
)
1
『
発
達
史
』
第
T
巻
二
七
七
～
二
九
九
頁

r
外
国
教
師
こ
テ
教
授
ス
ル
中
学
教
則
」
(
M
5
文
部
省
布
達
番
外
)
1
『
発
達
史
』
第
一
巻
五
〇
〇
-
五
四
三
真

r
中
学
教
則
略
」
(
M
5
文
部
省
布
達
番
外
)
1
『
発
達
史
』
第
7
巻
四
八
七
～
四
九
六
頁

r
外
国
教
師
こ
テ
教
授
ス
ル
中
学
教
則
概
表
」
(
M
5
文
部
省
布
達
番
外
)
1
『
発
達
史
』
第
一
巻
五
四
四
-
五
四
五
貢

「
中
学
教
則
略
」
改
正
(
M
6
文
部
省
布
達
番
外
)
1
『
発
達
史
』
第
一
巻
四
九
七
-
五
〇
〇
頁

r
中
学
校
教
則
大
耕
し
(
S
S
文
部
省
達
第
二
八
号
)
1
『
発
達
史
』
第
二
巻
二
八
二
-
二
八
五
菜

「
文
部
卿
福
岡
孝
弟
訓
示
」
　
(
5
3
)
1
『
発
達
史
』
第
二
巻
二
二
六
～
二
三
三
頁
(
特
に
二
二
九
～
二
三
一
貫
)

「
中
学
校
令
」
　
(
」
2
勅
令
第
一
五
号
)
1
『
発
達
史
』
第
三
巻
一
五
〇
～
1
五
I
貫

「
尋
常
中
学
校
ノ
学
科
及
其
種
度
し
(
2
2
文
部
省
令
第
一
四
号
)
1
『
発
達
史
』
第
三
巻
一
五
五
-
t
六
〇
頁

r
府
県
立
尋
常
中
学
校
体
操
中
兵
式
体
操
細
目
J
(
体
操
)
(
5
2
文
部
省
訓
令
第
六
号
)
1
『
発
達
史
』
第
三
巻
二
八
〇
-
二
八
f
買

r
高
等
中
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
j
(
2
;
文
部
書
令
第
二
八
号
)
1
『
発
達
史
』
第
三
巻
-
六
J
 
I
二
八
五
頁

r
中
学
校
令
」
中
改
正
c
s
;
勅
令
第
二
四
三
尊
)
1
『
発
達
史
』
第
三
巻
t
九
四
～
l
九
五
頁

r
尋
常
中
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
)
改
正
(
国
語
.
漢
文
・
歴
史
)
(
S
E
文
部
省
令
第
七
号
)
1
『
発
達
史
』
夢
二
巻
二
〇
〇
上
一
O
J
、
【
文
部
省
解
放
】

同
二
〇
一
-
二
〇
五
真

「
尋
常
中
学
校
実
科
規
程
」
(
2
1
文
部
省
令
第
1
1
T
喜
)
1
『
発
達
史
』
第
三
巻
二
〇
五
1
1
0
六
も
【
文
部
省
解
説
7
同
二
〇
六
～
二
〇
七
頁

r
中
学
校
令
改
正
」
　
(
2
!
勅
令
第
二
八
号
)
1
『
発
達
史
』
第
四
巻
一
五
四
～
l
五
六
頁

r
中
学
校
令
施
行
規
則
j
(
第
E
章
)
(
M
3
4
文
部
省
令
第
三
号
)
1
『
発
達
史
』
第
四
巻
l
七
八
I
I
九
〇
買
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-

0000
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r
中
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
(
M
3
5
文
部
省
令
第
二
号
)
1
『
発
達
史
』
第
四
巻
一
九
l
 
I
l
九
二
貢

「
中
学
校
教
授
要
目
」
　
C
2
i
文
部
省
訓
令
第
三
号
)
1
『
発
達
史
』
第
四
巻
一
九
二
-
二
六
八
頁

「
中
学
校
合
し
中
改
正
　
(
M
4
0
勅
令
第
二
八
〇
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
1
三
二
～
l
三
三
貢

r
中
学
校
令
施
行
規
則
」
改
正
(
5
3
文
部
省
令
第
二
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
1
1
二
四
～
t
三
五
頁

r
中
学
校
令
施
行
規
則
」
申
改
正
(
5
:
文
部
省
令
第
二
六
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
一
四
六
-
f
五
〇
頁
、
【
訓
令
第
l
四
号
】
同
[
五
一
I
l
五
l
衰

r
中
学
校
教
授
要
目
」
改
正
(
5
:
文
部
省
訓
令
第
l
五
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
一
五
二
-
二
二
ニ
裏

r
中
学
校
l
(
師
範
学
校
)
物
理
及
化
学
生
徒
実
験
要
目
」
(
T
7
文
部
省
訓
令
第
-
早
)
1
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
l
二
四
上
三
〇
弄

「
中
学
校
令
」
中
改
正
(
T
8
勅
令
第
二
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
二
四
六
～
二
四
七
貢

r
申
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
(
T
8
文
部
省
令
第
七
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
二
四
八
上
五
二
頁

r
中
学
校
教
授
要
目
」
中
改
正
(
物
理
及
化
学
〉
(
丁
目
文
部
省
訓
令
第
三
号
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
一
五
l
 
I
r
五
九
買

r
中
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
(
体
操
)
(
丁
目
文
部
省
令
第
一
〇
号
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巷
l
六
〇
責

r
陸
軍
現
役
将
校
学
校
配
属
令
」
(
教
練
)
(
T
1
4
勅
令
第
百
三
五
号
)
1
『
発
達
史
』
第
八
巻
五
六
八
東
●
陸
軍
現
役
将
校
、
教
練
担
当

r
陸
軍
現
役
将
校
学
校
配
属
令
施
行
規
則
」
(
T
H
文
部
陸
軍
省
令
)
1
『
発
達
史
』
第
八
巻
五
七
〇
-
五
七
l
頁

r
教
練
教
授
要
目
」
(
K
文
部
省
訓
令
第
六
号
)
1
『
発
達
史
』
第
八
巻
五
七
三
-
五
八
五
頁

「
中
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
(
体
操
)
(
h
2
文
部
省
令
第
二
四
号
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
一
七
三
貴

r
中
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
(
S
2
文
部
省
令
第
二
六
号
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
f
九
三
～
7
九
四
頁
へ
【
訓
令
第
1
九
号
】
同
1
九
六
1
1
九
七
頁

●
　
「
日
本
歴
史
」
1
　
「
国
史
」

r
中
学
校
教
育
改
善
文
政
事
議
会
諮
絢
J
(
C
O
C
O
文
部
省
諮
鞠
第
十
一
号
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
二
一
〇
上
〓
四
頁

r
 
l
文
政
審
醸
会
j
答
申
(
r
中
学
教
育
改
善
二
関
ス
ル
要
項
」
)
(
S
4
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
l
〓
四
三
=
八
景
1
S
6
r
中
学
校
令
施
行
規
則
」
改
正

「
中
学
校
令
施
行
規
則
」
改
正
(
S
6
文
部
省
令
第
二
号
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
二
三
三
～
l
五
〇
貢
、
二
五
〇
～
二
五
五
貫
1
r
文
政
審
議
会
」
答
申
(
「
中

学
教
育
改
善
二
間
ス
ル
要
項
j
)
　
(
M
T
f
)
　
　
「
公
民
科
」
を
加
え
る

r
中
学
校
教
授
要
目
し
改
正
(
S
e
文
部
省
訓
令
第
五
号
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
二
六
四
-
三
三
五
頁

r
職
業
指
導
調
査
協
議
会
答
申
)
(
中
学
校
二
於
ケ
ル
職
業
指
導
施
故
要
項
)
(
o
n
社
会
教
育
局
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
三
五
五
～
三
六
l
頁

「
中
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
(
体
操
)
(
s
H
文
部
省
令
第
六
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
三
五
五
菜

r
中
学
校
教
授
要
目
J
中
改
正
(
修
身
・
公
民
科
・
国
語
漢
文
・
歴
史
・
地
理
)
(
0
5
2
文
部
省
訓
令
第
九
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巷
三
六
J
 
I
三
八
〇

頁

4

-



寸
∞
N

o
　
「
師
範
学
校
、
中
学
校
、
高
等
女
学
校
教
授
要
目
改
正
二
関
ス
ル
件
」
　
(
新
検
定
教
科
書
)
　
(
i
o
2
発
普
五
1
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
三
八
〇
～
三
八

二
頁

O
 
r
中
学
校
修
身
へ
公
民
科
教
授
要
目
二
関
ス
ル
件
」
　
(
S
1
 
2
第
普
五
二
一
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
三
八
二
～
三
八
三
貢

O
 
r
中
等
学
校
改
正
教
授
要
目
ノ
趣
旨
」
(
修
身
・
公
民
科
・
国
語
漢
文
・
歴
史
・
地
理
)
(
w
」
文
部
省
解
説
)
1
『
近
代
史
料
』
篇
二
巻
三
八
三
-
召
三
四

貢
J
【
文
部
省
解
説
】
岡
里
I
I
四
-
四
三
八
東

0
 
r
中
等
学
校
こ
於
ケ
ル
r
グ
ラ
イ
ダ
ー
」
滑
空
練
習
こ
開
ス
ル
件
し
(
w
ォ
文
部
次
官
発
普
r
 
O
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
四
三
八
東

o
 
r
中
等
学
校
ノ
英
語
科
教
授
二
於
ケ
ル
ロ
ー
マ
字
綴
方
ノ
取
扱
二
関
ス
ル
件
し
(
S
1
 
3
.
図
書
局
長
地
図
一
四
四
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
四
三
九
-
四
四

〇
頁

O
 
r
中
学
校
教
授
要
目
)
中
改
正
(
国
籍
漢
文
)
(
S
1
 
4
文
部
省
訓
令
第
三
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
四
四
〇
真

o
 
r
師
範
学
校
中
学
校
高
等
女
学
校
実
業
学
校
並
青
年
学
校
二
於
テ
唱
歌
用
二
供
ス
ル
歌
詞
楽
曲
二
関
ス
ル
件
」
(
m
*
文
部
省
令
第
凶
九
号
)
1
『
近
代
史
料
』

第
二
巻
四
四
一
貫

O
 
r
師
範
学
校
中
学
校
高
等
女
学
校
実
業
学
校
並
青
年
学
校
唱
歌
掃
歌
詞
J
楽
曲
採
用
二
間
ス
ル
件
J
(
ォ
2
文
部
次
官
発
囲
f
四
三
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第

二
巻
四
E
H
頁

o
「
中
等
学
校
最
高
学
年
在
学
者
二
対
ス
ル
臨
時
措
置
二
関
ス
ル
件
」
　
(
m
S
葬
普
二
五
〇
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
四
四
二
～
四
四
六
頁
●
r
学
校
報
国

隊
ノ
隊
員
」
　
と
し
て
の
実
務
励
行

O
「
中
等
学
校
職
業
指
導
こ
蘭
ス
ル
件
」
(
w
^
発
音
二
六
七
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
四
四
六
-
四
六
一
夏

O
 
r
中
学
校
教
授
要
目
」
中
改
正
(
数
学
・
理
科
)
(
ォ
」
文
部
省
令
第
四
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
四
六
二
-
四
八
七
貢

o
 
r
中
学
校
高
等
女
学
校
教
授
要
目
二
関
ス
ル
件
」
　
(
m
1
-
発
普
四
二
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
四
八
七
頁

o
「
中
学
校
高
等
女
学
校
数
学
及
理
科
教
授
要
目
実
施
こ
関
ス
ル
件
」
(
s
H
発
普
六
七
号
)
1
四
八
八
-
四
九
〇
頁

o
 
r
中
等
学
校
令
」
　
(
m
2
勅
令
第
三
六
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
四
九
〇
～
四
九
三
貴
●
中
学
校
・
高
等
女
学
校
・
実
業
学
校
-
r
中
等
学
校
」
-
-
四
年

▼
r
中
学
校
規
程
j
八
第
一
章
へ
第
-
二
言
下
表
)
(
c
O
S
文
部
省
令
第
二
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
L
L
巻
四
九
三
-
五
〇
四
莫
【
訓
令
第
J
号
】
同
五
O
五
～

五
〇
八
東

o
「
中
学
校
規
程
高
等
女
学
校
規
程
実
業
学
校
規
程
制
定
ノ
要
旨
」
(
C
O
*
文
部
省
訓
令
第
一
号
)
1
『
近
代
史
料
』
、
第
二
巻
五
〇
五
～
五
〇
八
頁

O
 
r
中
学
校
教
科
教
授
及
修
練
特
車
要
目
」
　
(
S
柑
文
部
省
訓
令
第
二
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
五
〇
八
-
五
七
七
真

o
 
r
教
育
二
肝
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
方
策
二
基
ク
中
等
学
校
教
育
内
容
措
置
要
綱
二
間
ス
ル
件
」
(
c
o
^
発
国
五
六
九
号
)
・
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
1
1
I
I
I
四
真

0
 
r
中
等
学
校
体
銀
科
教
授
要
目
」
　
(
w
2
文
部
省
令
第
一
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
五
七
八
東
(
別
冊
省
略
)

T
.

O
　
「
中
学
校
教
科
教
授
及
修
練
指
導
要
目
」
中
改
正
　
(
i
n
2
文
部
省
令
第
三
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
五
七
八
東

O
 
r
国
民
学
校
令
等
戦
時
特
例
」
　
(
ォ
2
勅
令
第
八
十
号
)
　
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
四
T
～
二
四
四
頁

O
　
「
決
戦
非
常
措
置
要
綱
二
基
ク
中
等
学
校
教
育
内
容
二
関
ス
ル
措
置
要
綱
ノ
件
」
　
(
S
1
9
発
国
l
九
二
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
五
1
-
二
五
四
頁

o
 
r
r
決
戦
非
常
措
置
要
綱
二
基
ク
中
等
学
校
教
育
内
容
二
間
ス
ル
措
置
要
綱
実
施
基
準
並
生
徒
ノ
成
績
評
定
基
準
〓
鼠
ス
ル
件
J
(
S
柑
発
画
二
七
九
号
)
1

『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
五
七
-
二
六
五
貢

O
「
決
戦
教
育
推
置
要
綱
」
　
(
ォ
8
閣
議
決
定
-
3
月
1
 
8
日
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
七
三
～
二
七
四
頁

O
　
「
戦
時
教
育
令
」
　
(
c
n
S
勅
令
第
三
二
〇
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
七
四
～
二
七
五
頁

O
「
戦
時
教
育
令
施
行
規
則
」
　
(
S
2
0
文
部
省
令
第
九
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
七
五
～
二
八
〇
頁
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△
音
楽
　
(
　
-
　
<
D
)

体
操
　
(
r
t
-
t
o
)

*
△
科
目
=
選
択

教
育
　
(
4
)

手
芸
　
(
N
-
^
)

【
実
科
】

外
国
藩
・
地
理
・
教
育
・
手

芸
-
ナ
シ

理
科
1
理
科
及
家
事

音
楽
1
唱
歌

新
科
目
r
実
業
」

国
語

外
国
語

歴
史

地
理

数
学

理
科

図
画

家
事

裁
縫

音
楽
へ
　
唱
歌

【
実
科
】
四
年

外
国
語
=
ナ
シ

理
科
1
理
科
及
家
事

音
楽
1
唱
歌

新
科
目
　
「
実
業
」

・
歴
史
・
地
理
・
図
画
・
唱

歌
　
(
　
~
c
o
)

・
実
業
(
c
o
-
r
f
)

・
他
ハ
　
(
<
-
,
-
蝣
ォ
)

家
政
　
(
家
事
)
・
育

児
・
保
健

被
服

芸
能
科

図
画

音
楽

書
道

体
錬
科

体
操

(
r
-
-
-
t
f
)

工
作

(
r
H
-
r
f
)

武
道
・
教
練

修
練
(
　
-
蝣
*
)

9
8
N

o
 
T
東
京
女
学
校
教
則
」
　
(
2
c
o
)
1
『
発
達
史
』
第
一
巻
五
五
五
貫

o
「
東
京
女
子
師
範
学
校
別
科
(
英
学
科
)
教
則
」
　
(
S
=
)
1
『
発
達
史
』
第
一
巻
五
五
六
頁

o
「
東
京
女
子
師
範
学
校
附
属
高
等
女
学
校
施
行
規
則
」
　
C
S
S
文
部
卿
)
1
『
発
達
史
』
第
二
巻
二
九
三
貢

o
「
中
学
校
令
」
中
改
正
　
(
S
S
勅
令
第
二
四
三
号
)
1
『
発
達
史
』
第
三
巻
t
九
四
～
l
九
五
貫
●
高
等
女
学
校
-
女
子
高
等
普
通
教
育
機
関

▼
r
高
等
女
学
校
規
程
し
(
2
8
文
部
省
令
第
一
号
)
1
『
発
達
史
』
第
三
巻
二
二
八
-
二
二
〇
頁
、
【
文
部
省
解
税
】
同
二
二
0
-
二
三
三
真

o
「
高
等
女
学
校
令
L
 
c
s
a
勅
令
第
三
十
1
号
)
1
『
発
達
史
』
第
四
巻
二
七
四
～
二
七
六
頁

o
「
高
等
女
学
校
ノ
学
科
及
集
程
度
こ
関
ス
ル
規
則
L
 
C
S
S
文
部
省
令
第
七
号
)
1
『
発
達
史
』
第
四
巻
二
七
八
-
二
八
二
頁

▼
r
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
L
 
c
s
;
文
部
省
令
第
四
号
)
1
『
発
達
史
』
第
四
巻
二
八
四
-
二
九
玉
東

o
 
r
高
等
女
学
校
教
授
要
目
」
　
(
S
J
文
部
省
訓
令
第
二
号
)
1
『
発
達
史
』
第
四
巻
二
九
五
-
三
四
五
某

o
「
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
(
M
朋
文
部
省
令
第
二
〇
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
二
七
三
～
二
八
二
頁

o
　
「
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
　
(
2
3
文
部
省
令
第
三
1
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
二
八
二
～
二
八
三
貴

o
「
高
等
女
学
校
令
」
中
改
正
　
(
2
3
勅
令
第
四
二
四
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
二
八
三
～
二
八
四
頁

▼
「
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
(
5
5
文
部
省
令
第
二
三
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
二
八
四
-
二
八
九
頁
、
【
訓
令
第
二
三
号
】
同
二
八
九
～
二
九

〇
頁

O
 
r
高
等
女
学
校
及
実
科
高
等
女
学
校
教
授
要
目
J
(
2
5
文
部
省
訓
令
第
l
二
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
二
九
〇
-
三
四
六
貢

ー
H
L
H
ト

7I

o
 
r
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
(
体
操
>
(
H
C
M
文
部
省
令
第
四
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
三
四
六
～
三
四
七
責

O
「
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
申
改
正
(
T
4
文
部
省
令
第
六
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
三
四
七
～
三
五
二
頁

O
「
臨
時
教
育
会
津
J
答
申
(
女
子
教
育
ノ
改
善
>
(
1
-
r
>
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
へ
　
三
五
二
く
二
l
五
八
買

O
「
高
等
女
学
校
令
」
中
改
正
　
(
T
9
勅
令
第
t
九
九
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
三
五
八
～
三
五
九
頁

▼
r
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
(
T
9
文
部
省
令
第
7
五
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
三
六
二
-
こ
H
-
P
二
真

o
 
r
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
(
体
操
)
(
T
1
 
5
文
部
省
令
第
二
五
号
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
三
四
一
-
三
四
二
真

o
「
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
(
S
2
文
部
省
令
第
二
七
号
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
三
四
二
～
三
四
三
頁
●
「
日
本
歴
史
」
1
「
国
史
」

o
 
r
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
j
中
改
正
　
(
S
7
文
部
省
令
第
五
号
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
三
四
四
-
三
四
五
貢
、
【
訓
令
第
二
号
】
同
三
四
五
～
三
四
六
真

1
『
近
代
史
料
』
第
二
着
五
七
九
～
五
八
〇
貢
、
【
訓
令
第
二
号
】
同
五
八
〇
買
●
r
公
民
科
」
を
加
え
r
法
制
及
経
済
」
を
削
除

o
「
高
等
女
学
級
及
実
科
高
等
女
学
校
教
授
要
目
」
(
公
民
科
)
中
改
正
(
S
7
文
部
省
訓
令
第
三
号
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
三
四
六
～
三
五
二
真
1
『
近
代

史
料
』
第
二
巻
五
八
J
 
I
五
八
四
真

O
 
r
中
等
学
校
改
正
教
授
要
目
ノ
趣
旨
J
(
修
身
・
公
民
科
・
国
語
漢
文
・
歴
史
・
地
理
)
(
W
2
文
部
省
解
説
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
三
八
三
-
四
三
四

真
へ
　
【
文
部
省
解
説
】
同
四
三
四
-
四
三
八
冥

O
 
r
高
等
女
学
校
及
実
科
高
等
女
学
校
教
授
要
目
」
中
改
正
(
ォ
」
文
部
省
訓
令
第
一
〇
~
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
五
八
四
-
六
〇
八
東

o
 
r
師
範
学
校
、
中
学
校
、
高
等
女
学
枚
数
授
章
日
改
正
二
関
ス
ル
件
J
(
サ
5
J
発
普
五
十
l
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
三
八
〇
-
こ
こ
八
二
頁

o
「
師
範
学
校
中
学
校
高
等
女
学
校
実
業
学
校
並
青
年
学
校
二
於
テ
唱
歌
用
二
供
ス
ル
歌
詞
楽
曲
二
関
ス
ル
件
J
(
S
1
4
文
部
省
令
第
四
九
号
)
1
『
近
代
史
料
』

○
0000

0

0

▼

第
二
巻
四
四
1
頁

「
師
範
学
校
中
学
校
高
等
女
学
校
実
業
学
校
並
青
年
学
校
唱
歌
用
歌
詞
'
楽
曲
採
用
二
関
ス
ル
件
」
　
(
w
2
文
部
次
官
発
図
1
四
三
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第

二
巻
四
四
l
貴

r
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
ヰ
改
正
(
i
n
*
文
部
省
令
第
六
五
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
三
巻
三
～
四
頁

r
中
学
校
高
等
女
学
校
教
授
要
目
二
関
ス
ル
件
」
　
(
w
D
発
普
四
二
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
四
八
七
貢

r
高
等
女
学
校
教
授
要
b
L
.
中
改
正
(
数
学
・
理
科
)
(
s
H
文
部
省
訓
令
第
五
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
三
巻
四
-
四
二
真

「
中
学
校
高
等
女
学
校
数
学
及
理
科
教
授
要
目
実
施
二
関
ス
ル
件
」
(
s
H
発
普
六
七
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
四
八
八
～
四
九
〇
真

「
高
等
女
学
校
二
於
ケ
ル
学
科
目
ノ
臨
時
取
扱
二
僻
ス
ル
件
」
　
(
M
E
発
普
丁
五
六
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
三
巻
四
二
～
四
四
頁

r
中
等
学
校
令
」
　
(
o
t
2
勅
令
第
三
六
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
四
九
〇
～
四
九
三
貢
●
中
学
校
・
高
等
女
学
校
・
実
業
学
校
-
「
中
等
学
校
」
日
四
年

r
高
等
女
学
校
規
程
」
(
w
」
文
部
省
令
第
三
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
三
巻
四
四
-
五
七
責

1
.
t
J

8



9
8
Z

o
 
r
中
学
校
規
程
高
等
女
学
校
規
程
実
業
学
校
規
程
制
定
ノ
要
旨
」
　
(
S
は
文
部
省
訓
令
第
丁
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
五
〇
五
～
五
〇
八
東

o
 
r
高
等
女
学
校
教
科
教
授
及
修
練
指
導
要
目
」
(
w
S
2
文
部
省
訓
令
第
三
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
三
巻
五
七
-
一
五
九
頁

o
「
教
育
二
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
方
策
二
基
ク
中
等
学
校
教
育
内
容
措
置
要
綱
二
間
ス
ル
件
」
(
c
f
l
」
帝
国
五
六
九
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
三
四
頁

o
「
高
等
女
学
校
教
科
教
授
及
修
練
指
導
要
目
」
中
改
正
(
体
錬
科
)
(
e
n
2
:
文
部
省
訓
令
第
四
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
三
巻
一
五
九
東

o
 
r
国
民
学
校
令
等
戦
時
特
例
」
(
0
3
2
勅
令
第
八
十
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
四
一
～
二
四
四
頁

o
 
r
決
戦
非
常
措
置
要
綱
二
基
ク
中
等
学
校
教
育
内
容
こ
関
ス
ル
措
置
要
綱
ノ
件
1
(
S
柑
発
国
一
九
二
号
)
-
*
『
近
代
史
料
』
第
七
啓
二
五
]
～
二
五
四
貢

o
 
r
「
決
戦
非
常
措
置
要
綱
こ
基
ク
中
等
学
校
教
育
内
容
二
蘭
ス
ル
措
置
要
綱
実
施
基
準
並
生
徒
ノ
成
績
評
定
基
準
こ
開
ス
ル
件
」
(
ォ
2
発
国
二
七
九
号
)
∫

『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
五
七
I
l
〓
八
四
真

o
「
決
戦
教
育
措
置
要
綱
」
　
(
ォ
n
S
閣
鼓
決
定
-
3
月
1
8
日
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
七
三
～
二
七
四
貫

o
 
r
戦
時
教
育
令
」
　
(
ォ
S
勅
令
第
三
二
〇
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
七
四
～
二
七
五
貢

o
「
戦
時
教
育
令
施
行
規
則
」
　
(
ォ
S
文
部
省
令
第
九
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
七
五
～
二
八
〇
頁

修寡鶴物レし′1l
■○ 徒

弟
学
校

案
誉

す
横

身術何哩学 「
規
程
L
M
27

六
箇
月
～
四
年

修読作数
、

物レし′1 ■○

工
業
学
校

身香文学哩早 「
規
程
L
M
32

三
年
乃
至
五
年

修読作敬物レし′1
義○

農
業
学
校

(甲
〉

身m文学哩学 「
規
程
L
M
32

三
年
乃
至
五
年

修読響作it哩 ■○

農
業
学
校

〈
乙
)

身音辛文術料 「
規
程
」
M
32

三
年
乃
至
五
年

修読響作敬 1

「規
程
L
M
32

0
三
年
乃
至
五
年

商
業
学
校

(甲
)

身香辛文学

修
.

習作寡 寡○ 商
業
学
校

(乙
)

身音辛文柿 「
規
程
」
M
32

三
年
乃
至
五
年

修国
ユ

数
,a

物レし′1 ■O
l 水

産
学
校

身臥千哩学 「
規
程
」
M
34

二
年
乃
至
五
年

図
画

+
読
書
・
習
字
・

作
文
　
(
尋
常
小

学
校
未
卒
業

者
へ
　
履
修
希
望

者
)

職
業
二
直
接
ノ
関

係
ア
ル
諸
教
科
日

並
実
習

◆
　
「
徒
弟
学
校
規

程
改
正
L
 
M
3
7

修
身

職
業
二
直
接
ノ
関

係
ア
ル
諸
教
科
目

及
実
習

(
以
下
へ
　
髄
意
科

目
扱
可
)

図
画

数
学

理
科

図
画

体
換

実
業
二
関
ス
ル
各
学

科
ノ
科
目
及
実
習

※
随
意
科
目
-
地

理
へ
歴
史
へ
博
物
'

外
国
語
、
経
済
へ

法
規
、
簿
記
及
其

他
ノ
科
目

体
操

実
業
二
関
ス
ル
科
目
及

実
習

土
壌

肥
料

作
物

園
芸

農
産
製
造

畜
産

養
蚕

病
虫
害

気
候

:
E
牀
f
f
1
3
岩

獣
医
学
大
意

水
産
学
大
音
等

体
換

実
業
二
関
ス
ル
科
目
及

実
習

土
壌

肥
料

作
物

農
産
製
造

家
畜

m
m

病
虫
害

気
候

○
選
択
又
ハ
便
宜
分
合

地
理

歴
史

外
国
語

経
済

法
規

I
S

商
品

商
事
要
項

商
業
実
践

体
操

経
済

法
規
及
慣
習

」
」

実
業
二
関
ス
ル
各
学

科
ノ
科
目
及
実
習

※
修
身
へ
　
実
業
二
関

ス
ル
科
目
及
実
習

ヲ
除
ク
外
ノ
学
科

目
ハ
欠
ク
コ
ト
ヲ

得

、
=

02rllI



国
語

体
操

※
尋
常
小
学
校
未

卒
業
者
=
数

学
へ
　
国
語
必
修

◎
予
科
履
修
科
目
=

修
身
、
読
書
、
習

字
、
作
文
へ
算
術
へ

地
理
へ
　
歴
史
へ
　
理

科
、
図
画
へ
　
体
操

(
外
国
静
ヲ
加
へ

テ
可
)

○
選
択
又
ハ
便
宜
分
合

※
随
意
科
目
=
地

理
へ
歴
史
、
外
国
語
へ

法
規
'
簿
記
、
図
画

及
其
他
ノ
科
目

◎
予
科
履
修
科
目
=

修
身
、
訳
書
へ
習
字
、

作
文
'
算
術
へ
地
理
へ

歴
史
へ
理
科
、
図
画
'

体
換
'
(
外
国
醇
ヲ
加

へ
テ
可
)

L
8
Z

※
随
意
科
目
-
地
理
'

歴
史
へ
　
経
済
、
図
画

及
其
他
ノ
科
目

※
随
意
科
目
=
其
他

ノ
科
目

◎
予
科
履
修
科
目
=

修
身
へ
　
読
書
、
習

字
へ
作
文
'
算
術
も

地
理
、
歴
史
へ
　
外

国
帯
へ
　
理
科
、
図

画
、
体
操
　
(
本
科

二
理
科
及
図
画
ヲ

加
設
ノ
場
合
ハ
之

ヲ
欠
ク
コ
ト
可
)

※
随
意
科
目
-
其
他

ノ
科
目

※
随
意
科
目
=
歴
史
へ

外
国
語
、
簿
記
'

唱
歌
及
其
他
ノ
科

目

修公国敷物図体 ■○ エ
身氏語学哩画操 「ニ 莱

料及
(

中年 学
レしノ一武 敬乃 校

学追 正至
ヲ 」五
含 S辛
ム 5
)

倭公国敬物悼体 ■○ 農
身氏語学m物操 rニ m

料及
(

中年 学
レし′ー疏 改乃 校

軒道 正至
ヲ 」五
含 S年
ム 5
)

修公国M也磨哩外 ■○ 薗
P学 「二

料Ut
e
r/n 中

改
正
」
S
5

年
乃
至
五
年

学
枚

修公国M物外体 ■○ 商
身氏語学哩国換 「過 船

料及諺
(

中宜 学
レし∫武 改 枚

学追 正
ヲ 」
令 S
ム 5
)

修公国数也物悼体 ■

r

〇
二

水
身民語学哩哩物換 産

料及
(

中年 学
レ]′1武 敬乃 校

学道 正至
ヲ 」五
含 S年
ム 5
)

国哩体慕+ ■0 実
業
学
校

氏*
s

錬鰭家 「四
料料料料政 規年

料 程
」

(女 S
千 8
)

工
業
二
関
ス
ル
学
科
目

及
実
習

※
加
設
科
目

外
国
語
・
博
物
・
地
理

・
歴
史
・
商
業
・
工
場

要
項
へ
　
其
ノ
他

工
業
二
関
ス
ル
学
科
目

及
実
習

※
加
設
科
目

地
理
・
歴
史
・
音
楽
へ

其
ノ
他

農
業
二
関
ス
ル
学
科
目
及

実
習

※
加
殻
科
目

地
理
・
歴
史
・
簿
記
・
図

画
・
手
工

業
・
商
業

也

外
国
語
・
工

水
産
。
其
ノ

農
業
二
関
ス
ル
学
科
目
及

実
習

※
加
設
科
目

地
理
・
歴
史
・
簿
記
・
図

画
・
音
楽
・
手
芸
へ
　
其
ノ

他

体
換
(
武
道
ヲ
含
ム
)

商
業
二
関
ス
ル
学
科
目
及

実
践

※
加
設
科
目

図
画
・
工
業
・
農
業
、
其

ノ
他

実
業
二
関
ス
ル
学
科
目
及

技
業

※
加
設
科
目

地
理
・
歴
史
・
博
物
・
図

画
・
工
業
・
商
業
・
音

楽
へ
　
其
ノ
他

水
産
二
関
ス
ル
学
科
目
及

実
習

※
加
設
科
目

外
国
語
一
歴
史
・
簿
記
・

図
画
・
農
業
・
工
業
・
商

業
へ
　
其
ノ
他

水
産
二
関
ス
ル
学
科
目
及

実
習

※
加
設
科
目

地
理
・
歴
史
・
簿
記
・
図

画
・
音
楽
・
手
芸
、
其
ノ

他

実
業
科

O
 
r
学
制
第
二
編
」
追
加
　
(
商
業
学
校
t
等
)
　
(
M
6
文
部
省
布
達
第
五
十
七
号
)
1
『
発
達
史
』
第
7
巻
三
1
　
1
-
三
三
三
頁

l
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00
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00000000000000000
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Z

r
東
京
職
工
学
校
規
則
」
　
(
S
3
)
1
『
発
達
史
』
第
二
巻
四
八
7
-
四
八
四
頁
へ
第
三
巻
六
七
五
～
六
七
六
貢

r
農
学
校
通
則
」
　
C
S
S
文
部
省
達
第
五
号
)
1
『
発
達
史
』
第
二
巻
四
七
四
～
四
七
七
貢

「
商
業
学
校
通
則
」
　
(
5
E
文
部
省
達
第
一
号
)
1
『
発
達
史
』
第
二
巻
四
八
五
～
四
八
八
東

「
商
工
徒
弟
講
習
所
し
　
(
5
2
)
1
『
発
達
史
』
第
二
巻
四
八
九
～
四
九
〇
貢

「
東
京
商
業
学
校
規
則
」
　
(
2
8
)
1
『
発
達
史
』
第
三
巻
六
七
八
貫

「
小
学
校
令
中
専
修
科
徒
弟
学
校
及
実
業
補
習
学
校
ノ
教
科
目
修
業
年
限
二
関
ス
ル
件
J
(
M
2
4
文
部
省
令
第
九
号
)

r
実
葉
補
習
学
校
規
程
」
(
M
2
6
文
部
省
令
第
〓
八
号
)
1
『
発
達
史
』
第
三
巻
六
八
l
 
I
六
八
三
貢
、
【
訓
令
第
】

1
『
発
達
史
』
第
三
巻
九
二
頁

二
号
】
雨
六
八
三
-
六
八
六
貢

「
簡
易
農
学
校
規
程
」
　
(
2
5
文
部
省
令
第
一
九
号
)
1
『
発
達
史
』
第
三
巻
六
六
八
～
六
六
九
へ
　
六
六
九
貢

「
徒
弟
学
校
規
程
」
　
(
S
i
文
部
省
令
第
二
〇
号
)
1
『
発
達
史
』
第
三
巻
六
七
二
～
六
七
四
、
六
七
四
～
六
七
五
貢

「
小
学
校
補
習
科
徒
弟
学
校
実
業
補
習
学
校
二
体
育
ヲ
加
フ
ル
件
」
　
(
体
育
)
　
(
S
S
文
部
省
令
第
二
六
号
)

「
徒
弟
学
校
規
程
」
中
改
正
　
(
M
2
9
文
部
省
令
第
1
号
)
1
『
発
達
史
』
第
四
着
五
〇
六
貢

r
農
業
学
校
教
授
上
注
意
」
　
(
5
8
『
官
報
』
)
1
『
発
達
史
』
第
四
巷
四
八
[
-
四
八
六
貫

「
実
業
学
校
令
」
　
(
S
!
勅
令
第
二
九
号
)
1
『
発
達
史
』
第
四
巻
四
七
二
～
四
七
四
貢

r
工
業
学
校
規
程
」
　
(
2
!
　
文
部
省
令
第
八
号
)
　
1
『
発
達
史
』
第
四
巻
五
〇
六
～
五
l
 
O
頁

r
農
業
学
校
規
程
j
　
(
S
!
　
文
部
省
令
第
九
号
)
1
『
発
達
史
』
第
四
巻
四
八
六
～
四
九
〇
貢

「
商
業
学
校
規
程
」
　
(
M
3
2
文
部
省
令
第
1
0
号
)
1
『
発
達
史
』
第
四
巻
五
六
三
～
五
六
六
頁

「
商
船
学
校
規
程
」
　
(
S
S
文
部
省
令
第
二
号
)
1
『
発
達
史
』
第
四
巻
五
七
七
～
五
八
〇
貢

「
水
産
学
校
規
程
」
　
(
M
3
4
文
部
省
令
第
1
六
号
)
1
『
発
達
史
』
第
四
巻
四
九
〇
～
四
九
四
貢

1
『
発
達
史
』
第
三
巻
一
四
五
黄

r
実
業
補
習
学
校
規
程
」
改
正
c
s
;
文
部
省
令
第
一
号
)
1
『
発
達
史
』
第
四
巻
五
八
二
～
五
八
五
貫
へ
【
訓
令
第
-
号
】
同
五
八
五
～
五
八
八
東

「
農
業
学
校
規
程
」
中
改
正
　
(
S
!
文
部
省
令
第
五
号
)
1
『
発
達
史
』
第
四
巻
四
九
五
真
も
　
【
訓
令
第
五
号
】
同
四
九
六
頁

r
商
業
学
校
規
程
」
中
改
正
　
(
S
!
文
部
省
令
第
六
号
)
1
『
発
達
史
』
第
四
巻
五
六
七
貢

r
徒
弟
学
校
規
程
」
中
改
正
　
(
S
」
文
部
省
令
第
八
号
)
1
『
発
達
史
』
第
四
巻
五
l
 
O
～
五
1
二
頁

r
逓
信
省
所
轄
商
船
学
校
規
則
」
(
M
4
2
逓
信
省
告
示
第
二
l
五
六
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
二
〇
二
-
二
〇
九
頁

r
甲
種
程
度
ノ
実
業
学
校
修
身
教
授
要
目
j
制
定
　
　
　
文
部
省
訓
令
第
一
六
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
七
八
l
 
I
七
八
五
葉

「
逓
信
省
所
轄
商
船
学
校
規
則
」
　
(
S
3
逓
信
省
令
第
四
〇
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
二
〇
九
～
二
一
八
貰

r
商
業
学
校
規
程
」
中
改
正
　
(
T
3
文
部
省
令
第
七
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
1
〇
七
四
貢

I32
り

r
工
業
学
校
規
程
」
中
改
正
　
(
T
5
文
部
省
令
第
1
八
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
八
九
〇
頁

「
農
業
学
校
規
程
」
中
改
正
　
(
T
5
文
部
省
令
第
二
〇
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
七
九
四
貴

「
水
産
学
校
規
程
」
中
改
正
　
(
T
5
文
部
省
令
第
二
一
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
七
九
四
～
七
九
七
貢

「
商
業
学
校
規
程
J
中
改
正
　
(
T
5
文
部
省
令
第
二
二
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
t
〇
七
四
～
1
〇
七
五
貫

r
商
船
学
校
規
程
」
中
改
正
　
(
T
5
文
部
省
令
第
二
三
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
t
 
1
 
O
O
頁

r
逓
信
省
所
轄
商
船
学
校
規
則
」
中
改
正
　
(
T
5
逓
信
省
令
第
五
八
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
〓
　
I
八
～
〓
　
l
九
頁

「
臨
時
教
育
会
議
」
答
申
(
「
実
業
教
育
ノ
改
善
し
)
　
(
H
t
-
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
、
七
八
七
J
七
九
丁
頁

r
逓
信
省
所
轄
商
船
学
校
規
則
」
中
改
正
　
(
T
7
逓
信
省
令
第
1
九
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
〓
　
T
八
～
〓
　
l
九
頁

「
逓
信
省
所
轄
商
船
学
校
規
則
」
中
改
正
(
T
8
逓
信
省
令
第
1
五
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
〓
　
1
九
～
二
二
i
要
●
商
船
学
校
生
徒
1
r
海
軍
予
備

生
徒
」
-
準
「
海
軍
生
徒
」

「
逓
信
省
所
轄
商
船
学
校
規
則
」
中
改
正
　
(
T
8
逓
信
省
令
第
七
7
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
i

「
逓
信
省
所
轄
商
船
学
校
規
則
」
中
改
正
(
T
8
逓
信
省
令
第
九
四
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
l

1
九
～
1
　
1
二
l
貢

i
l
l
-
-
1
　
I
二
二
貢

r
商
船
学
校
幾
程
」
中
改
正
　
(
T
8
文
部
省
令
第
五
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
〓
0
0
-
〓
0
1
頁

「
実
業
学
校
令
」
中
改
正
　
(
T
9
勅
令
第
五
六
四
号
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
七
八
九
～
七
九
〇
頁

r
実
業
補
習
学
校
規
程
」
改
正
(
T
9
文
部
省
令
第
三
二
号
)
1
『
男
達
史
』
第
八
巻
五
二
四
～
五
二
七
貫
1
昭
和
1
 
3
年
2
月
r
文
部
時
報
し
第
六
〇
九
号
へ

「
社
会
教
育
局
解
乱
　
(
青
年
学
校
制
度
制
定
経
緯
1
『
近
代
史
料
』
第
三
巻
五
五
二
～
五
五
七
頁

「
工
業
学
校
規
程
」
中
改
正
　
(
H
2
文
部
省
令
第
二
号
)
1
『
発
達
史
』
　
第
八
巻
一
～
五
頁
1
「
徒
弟
学
校
規
程
」
廃
止

r
職
業
学
校
規
程
」
　
(
T
I
 
O
文
部
省
令
第
三
号
)
1
『
弟
連
史
』
第
八
巻
五
l
九
～
五
二
l
頁

「
農
業
学
校
規
程
」
改
正
　
(
H
2
文
部
省
令
第
四
号
)
　
1
『
弟
達
史
』
第
七
巻
八
〇
九
～
八
1
二
頁

「
商
業
学
校
規
程
」
改
正
　
(
H
2
文
部
省
令
第
i
七
号
)
1
『
発
達
史
』
第
八
巻
三
八
二
～
三
八
五
貢

r
商
船
学
校
規
程
」
改
正
　
(
H
!
文
部
省
令
第
7
三
号
)
1
『
発
達
史
』
第
八
巻
四
七
八
～
四
八
1
貫

r
水
産
学
校
規
程
」
　
(
」
-
2
文
部
省
令
第
l
五
号
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
八
1
三
～
八
二
ハ
頁

r
実
業
補
習
学
校
公
民
科
教
授
要
項
並
こ
其
教
授
要
旨
」
(
h
」
文
部
省
訓
令
第
】
五
号
)
1
『
発
達
史
』
第
八
巻
五
二
八
-
五
六
四
責
●
r
公
民
科
」
要
旨

「
陸
軍
現
役
将
校
学
校
配
属
令
」
　
(
教
練
)
　
(
t
-
2
勅
令
第
百
三
五
号
)
1
『
発
達
史
』
第
八
巻
五
六
八
頁
●
陸
軍
現
役
将
校
へ
教
錬
担
当

r
陸
軍
現
役
将
校
学
校
配
属
令
施
行
規
則
」
　
(
(
h
2
文
部
陸
軍
省
令
)
1
『
発
達
史
』
第
八
巻
五
七
〇
～
五
七
1
貫
、
【
訓
令
第
五
号
】
同
五
七
7
-
五
七
三

貴

I42
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「
教
練
教
授
要
目
」

r
工
業
学
校
規
程
」

「
農
業
学
校
規
程
」

「
商
業
学
校
規
程
」

「
商
船
学
校
奴
程
」

「
水
産
学
校
規
程
」

6
8
Z

(
H
2
文
部
省
訓
令
第
六
号
)
1
『
発
達
史
』
第
八
巻
五
七
三
～
五
八
五
寅

中
改
正
　
(
S
5
文
部
省
令
第
五
号
)

中
改
正
　
(
S
5
文
部
省
令
第
六
号
)

中
改
正
　
(
S
5
文
部
省
令
第
七
号
)

中
改
正
　
(
S
5
文
部
省
令
第
八
号
)

中
改
正
　
(
S
5
文
部
省
令
第
九
号
)

1
『
発
達
史
』
第
八
巻
六
～
八
東

1
『
発
達
史
』
第
七
巻
八
t
八
～
八
二
〇
頁

1
『
発
達
史
』
第
八
巻
三
八
七
-
三
八
八
頁

1
『
発
達
史
』
第
八
巻
四
八
T
～
四
八
二
貢

1
『
発
達
史
』
第
七
巻
八
二
〇
～
八
二
二
貢

「
実
業
学
校
諸
規
程
中
改
正
ノ
要
旨
並
施
行
上
ノ
注
意
事
項
」
　
(
S
5
文
部
省
訓
令
第
一
〇
号
)
1
『
発
達
史
』

第
七
巻
八
二
二
～
八
二
九
貢

r
職
業
学
校
規
程
」
中
改
正
(
S
6
文
部
省
令
第
三
号
)
1
『
発
達
史
』
第
八
巻
五
二
三
～
五
二
四
貢

r
実
業
学
校
公
民
科
教
授
寮
目
し
(
S
6
文
部
省
訓
令
第
三
号
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
七
九
八
-
八
〇
四
貢

「
実
業
学
校
修
身
教
授
要
目
」
(
S
6
文
部
省
訓
令
第
二
ニ
号
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
八
〇
五
-
八
〇
九
裏

丁
実
美
学
横
教
授
要
目
I
(
W
~
文
部
省
訓
令
第
二
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
三
巻
一
六
一
-
】
八
二
真

「
工
業
学
校
規
程
」
中
改
正
(
t
n
J
J
文
部
省
令
第
1
0
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
三
巻
l
八
二
～
1
八
三
貢

r
農
業
学
校
規
程
」
中
改
正
(
w
!
文
部
省
令
第
二
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
三
巻
t
八
三
頁

r
水
産
学
校
規
程
」
中
改
正
　
(
S
,
1
2
文
部
省
令
第
二
二
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
三
巻
一
八
三
頁

「
職
業
学
校
規
程
」
中
改
正
(
S
1
2
文
部
省
令
第
l
四
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
三
巻
t
八
三
～
T
八
四
頁

「
実
業
学
校
諸
規
程
中
改
正
及
実
業
学
校
教
授
要
目
制
定
二
関
ス
ル
件
」
　
(
w
<
2
発
実
三
二
号
)
1
『
近
代
史
料
』

r
臨
時
工
業
技
術
員
養
成
二
関
ス
ル
件
」
　
(
M
<
2
発
実
五
八
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
三
巻
二
〇
五
～
二
〇
七
頁

第
三
巻
l
八
四
1
1
八
六
頁

○▼○

r
実
業
学
校
数
授
章
目
し
中
改
正
(
国
語
)
(
c
O
S
文
部
省
訓
令
第
四
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
三
巻
l
八
六
買

r
学
校
技
術
者
養
成
令
」
　
(
S
1
 
4
勅
令
第
百
三
十
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
三
巻
二
〇
七
～
二
〇
八
東

「
師
範
学
校
中
学
校
高
等
女
学
校
実
業
学
校
並
青
年
学
校
二
於
テ
唱
歌
用
二
供
ス
ル
歌
詞
楽
曲
t
t
関
ス
ル
件
」
(
O
)
*
文
部
省
令
第
l
四
九
号
)
1
『
近
代
史
料
』

第
二
巻
四
四
一
貫

「
師
範
学
校
中
学
校
高
等
女
学
校
実
業
学
校
並
青
年
学
校
唱
歌
用
歌
詞
へ
楽
曲
採
用
二
関
ス
ル
件
」
　
(
M
S
:
文
部
次
官
発
図
t
四
三
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第

二
巻
四
四
t
頁

r
女
子
実
業
学
校
二
於
ケ
ル
学
科
目
ノ
臨
時
取
扱
二
関
ス
ル
件
」
　
(
外
国
語
)
　
(
w
t
発
実
六
t
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
三
巻
丁
八
八
～
1
八
九
頁

「
実
業
学
校
規
程
」
(
w
?
2
文
部
省
令
第
四
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
三
巻
一
八
九
-
二
〇
四
頁

「
中
学
校
規
程
高
等
女
学
校
規
程
実
業
学
校
規
程
制
定
ノ
要
旨
」
　
(
M
サ
文
部
省
訓
令
第
一
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
五
〇
五
～
五
〇
八
東

・
/
.

2

o
「
教
育
二
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
方
策
二
基
ク
中
等
学
校
教
育
内
容
措
置
要
綱
二
関
ス
ル
件
」
　
(
w
2
2
発
国
五
六
九
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
三
四
貴

o
　
「
国
民
学
校
令
等
戦
時
特
例
」
　
(
m
2
勅
令
第
八
十
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
H
I
-
二
四
四
頁

0
 
r
商
業
学
校
転
換
二
伴
フ
工
業
学
校
ノ
寵
場
実
習
こ
関
ス
ル
件
」
(
w
2
q
自
発
国
二
八
五
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
四
八
-
二
五
-
頁

o
「
政
戦
非
常
措
置
要
綱
二
基
ク
中
等
学
校
教
育
内
容
二
関
ス
ル
措
置
要
綱
ノ
件
」
(
i
o
2
第
国
1
九
二
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
五
t
～
二
五
四
貢

o
 
r
r
決
戦
非
常
措
置
要
綿
こ
基
ク
中
等
学
校
教
育
内
容
二
関
ス
ル
措
置
要
綱
実
施
基
準
並
生
徒
ノ
成
績
評
定
基
準
こ
関
ス
ル
件
」
(
S
柑
発
囲
二
七
九
号
)
-

『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
五
七
～
二
六
四
頁

o
 
r
決
戦
教
育
措
置
要
綱
」
　
(
m
¥
　
閣
議
決
定
日
3
月
1
8
日
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
七
三
～
二
七
四
貢

O
「
戦
時
教
育
令
」
　
(
ォ
S
勅
令
第
三
二
〇
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
七
四
～
二
七
玉
東

o
 
r
戦
時
教
育
令
施
行
規
則
」
　
(
<
サ
S
文
部
省
令
第
九
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
七
五
1
1
八
〇
貫

H
ト
ト
ト
L

′
0
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弼
m

o
 
r
青
年
学
校
規
程
J
(
S
柑
文
部
省
令
第
四
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
三
巻
こ
l
五
-
二
l
八
頁
、
【
訓
令
第
二
号
l
二
l
八
-
二
二
四
頁

o
 
r
青
年
学
校
教
練
及
訓
練
科
目
要
旨
」
∴
s
l
 
O
文
部
省
訓
令
第
】
九
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
三
巻
二
三
〇
～
二
三
三
真

o
 
r
青
年
学
校
教
授
及
訓
練
要
目
」
盲
は
文
部
省
訓
令
寓
[
〓
I
毒
)
1
『
近
代
史
料
』
第
三
巻
二
三
五
三
五
七
頁
、
【
文
部
省
解
説
】
同
l
五
七
～
二
九
九
、

二
九
九
-
三
〇
三
、
三
〇
三
～
三
I
 
O
、
三
l
 
O
I
三
l
七
真

o
 
r
青
年
学
校
ノ
普
通
学
科
及
教
練
科
要
目
二
S
1
 
3
文
部
省
訓
令
第
二
三
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
l
f
[
巻
三
一
七
上
二
四
九
頁

o
「
青
年
学
校
教
授
及
訓
練
要
目
」
中
改
正
(
職
業
科
)
(
w
J
2
文
部
省
訓
令
第
二
七
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
三
巻
三
四
九
-
五
四
七
頁
へ
【
文
部
省
解
説
】

同
五
四
七
～
五
五
二
買

o
「
青
年
学
校
令
」
改
正
(
第
五
条
)
　
(
t
f
>
2
勅
令
第
二
五
四
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
三
巻
五
五
七
～
五
六
四
頁
、
【
訓
令
第
t
九
号
)
同
五
八
六
～
五
九
二

貢
o
「
青
年
学
校
令
施
行
規
則
」
(
s
M
文
部
省
令
第
二
四
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
三
巻
五
六
四
-
五
七
八
景

o
 
r
青
年
学
校
教
授
及
訓
練
科
目
要
旨
並
青
年
学
校
教
授
及
訓
練
要
F
l
中
改
正
(
普
通
科
)
(
S
川
年
文
部
省
訓
令
第
二
二
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
三
巻
五

八
l
 
I
五
八
六
貫
、
【
文
部
省
解
説
】
同
四
巻
二
〇
・
上
U
H
I
'
三
三
-
三
五
頁

o
 
r
(
青
年
学
校
義
務
教
育
化
)
解
説
j
(
S
川
『
文
部
時
報
』
第
六
四
三
・
六
六
六
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
四
巻
三
～
二
〇
貫
)

o
「
師
範
学
校
中
学
校
高
等
女
学
校
実
業
学
校
並
青
年
学
校
二
於
テ
唱
歌
用
二
供
ス
ル
歌
詞
楽
曲
二
関
ス
ル
件
」
(
c
o
S
文
部
省
令
第
四
九
号
)
1
『
近
代
史
料
』

第
二
巻
四
四
I
貫

o
 
r
師
範
学
校
中
学
校
高
等
女
学
校
実
業
学
校
並
青
年
学
校
唱
歌
用
歌
詞
、
楽
曲
採
用
二
関
ス
ル
件
J
(
w
S
文
部
次
官
発
図
一
四
三
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第

二
巻
四
四
1
貢

o
 
r
青
年
学
校
令
」
中
改
正
　
(
c
w
^
勅
令
第
叫
五
五
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
四
巻
三
五
～
三
六
頁

o
 
r
青
年
学
校
教
授
及
訓
練
科
目
要
旨
j
中
改
正
(
教
練
科
)
(
w
2
年
文
部
省
訓
令
第
十
二
号
)
　
　
『
近
代
史
料
』
第
四
巻
三
八
上
l
元
買

o
 
r
青
年
学
校
教
授
及
訓
練
要
目
」
中
改
正
(
教
練
科
)
(
ォ
」
年
文
部
省
訓
令
第
十
三
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
四
巻
三
九
-
四
五
責

o
 
r
青
年
学
校
教
授
及
訓
練
ノ
強
化
徹
底
二
関
ス
ル
件
」
(
ォ
D
発
国
六
八
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
四
巻
四
六
-
四
七
頁
、
【
文
部
省
解
説
(
m
2
)
】
同
四
七

～
五
五
貢

o
「
青
年
学
校
二
於
ケ
ル
教
授
及
訓
練
ノ
臨
時
措
置
t
l
関
ス
ル
件
」
(
9
1
ォ
発
国
四
百
七
十
七
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
四
巻
五
八
～
五
九
、
五
九
～
六
〇
貢

o
 
r
教
育
二
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
方
策
二
基
ク
中
等
学
校
教
育
内
容
措
置
要
綱
二
関
ス
ル
件
」
(
w
a
s
菟
国
五
六
九
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
三
現
員

o
「
青
年
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
(
ォ
2
文
部
省
令
第
三
1
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
四
巻
六
〇
頁
●
教
科
書
固
定
化

o
 
r
青
年
学
校
令
施
行
規
則
第
三
十
二
条
ノ
規
程
二
依
ル
食
糧
増
産
隊
施
設
琵
定
二
関
ス
ル
件
」
　
(
e
n
2
;
発
国
三
二
二
号
」
)
1
『
近
代
史
料
』
第
四
巻
六
〇
～

r
L

72I

六
一
貫

o
「
国
民
学
校
令
等
戦
時
特
例
」
　
(
m
2
勅
令
第
八
十
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
四
l
～
二
四
四
頁

o
「
決
戦
教
育
措
置
要
綱
」
　
(
ォ
8
閣
議
決
定
日
3
月
1
 
8
日
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
七
三
～
二
七
四
頁

o
「
戦
時
教
育
令
」
　
(
w
」
勅
令
第
三
二
〇
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
七
四
～
二
七
五
頁

o
「
戦
時
教
育
令
施
行
規
則
」
　
(
ォ
S
文
部
省
令
第
九
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
七
五
～
二
八
〇
頁

▽

本
科

(授
業
法
)

.
外
国
小
学
規
則

▽
余
科

(予
科
)

[初
等

t
級
]

.
算
術
大
ロ
ビ
ン
ソ

l
地
理
書
モ
ン
テ
I

.
字
義
輸

[初
等
二
級
]

:

代
数
ロ
ビ
ン
ソ
ン

l
幾
何
学
マ
l
ク
ス

.
生
理
書
カ
ッ
ト
ル

.
本
国
歴
史

.
記
簿
法
ペ
ー
リ
ン

単
記

.
物
理
学
ス
チ
ー
ル

○
師
範
学
校

(二
年
四
級
)

r師
範
学
校
教
則
し
改
正
M
6

脚
範
学

秩

(小

学

.尋

常

}

ンスK
エ
レ
メ
ン
タ
リ

*
%

m
m

習
字

算
術

地
理

歴
史

図
画

生
理

博
物

物
理

化
学

幾
何

代
数

学
科 r師

範
学
校
教
則
大
串
」
2
2

付
礼
儀

動
物

植
物

金
石

一I17I7 初
等1lI一級級

t
級

t
級

I
m*

四四三三二三一 五五五五五狗 中
等級級級

i二二二四≡二二二二
m 級級級級級級級級級

_>′ノLfノl、ノ_>ノ..＼ノ七七七六六五六三五四 高
等七六～≡

1二四≡四四≡二五五二五二四三
級級級級≡≡級%&級級m」級級

&級

M
{

英 漢 国 敬 倫
理

(人
倫
道
徳
ノ

尋
常
師
範
学
校

(四
年
)

「尋
常
師
範
学
校

.ノ
学
科
及
其
程
度
」
〈5
:2?)

早m数立 語釈
)

文 s及 育学本略紘

( (支
那
ノ
文
法
文

( (、ノ例積 級 日
本
ノ
文

文
)

総ノ敬揺実
命

位
記

利
息
算

紘 治
瞥
字

論
知
育

設
置
編

青
史
外

ノ
原
理

地
授
業
)敬良 競

、
m m3e国餐

四 学
ノ

文 管 要
嘗
)

刺法 文 学 体哩育料
分開 汰 要

略
)

ノ ノ史ノ
数平 及 要 ノ方ノ敬
小m 翻 略 i

?
汰戟授

(
】 1 1 (

1
(二

～

二

～～
二

一～ ～
1

一)
四
前
)

四
前
〉

D
四
)

四
前
)

l
一

〇
u

2



こ
の
間
左
の
諸
科
を
兼
習
す

・
習
字

・
学
校
規
則

・
教
授
法

・
画
陪

・
作
文

・
制
度
法
令

【
上
等
一
級
]

・
代
数

・
生
理
学

・
物
理

・
記
簿
法
複
記

[
上
等
二
級
]

・
算
術
復
習

・
幾
何
三
角
法
測
量

・
植
物
学
グ
レ
ー

・
地
質
学
オ
ー
レ
ン

・
文
学

**」>::
(
書
名
は
各
学
科
の
程
度
の
標
準
を
指
示

し
た
も
の
)

◆
M
I
 
O
　
「
教
則
」
改
訂

・
新
科
目
-
実
地
授
業

◆
M
1
 
2
「
教
則
」
改
訂

・
新
科
目
日
数
青
学
・
倫
理
学
・
学
校
管

理
法
・
金
石
学
・
地
文
学
・
測
量
術
・

経
済

s
i

本
邦
法
令

心
理

i
s
a
巳
r

実
地
授
業

体
換

・

'

・

-

 

*

s

/

J

'

-

T

-

-

^

'

一
一
級

三
級

五
・
四
級

二
級

二
・
l
級

二
・
一
線

t
級

*
体
操
ハ
適
宜
之
ヲ
授
ク
へ
シ

◆
M
H
改
正

・
師
範
学
校
二
於
テ
ハ
土
地
ノ
情
況
二
因
り
某
学
科
ヲ
除
キ

若
ク
ハ
農
業
へ
　
工
業
へ
　
商
業
'
英
帝
其
他
ノ
某
学
科
ヲ
加

フ
ル
ヲ
得
殊
二
女
子
ノ
為
ニ
ハ
経
済
へ
　
本
邦
法
令
等
ヲ
除

キ
裁
縫
へ
家
事
経
済
ヲ
加
フ
ル
ヲ
得

珠
算
ハ
加
減
乗
除
及
四
則
雑
題

代
数
ハ
釈
義
記
陪
符
号
四
則
分

数
1
次
方
程
式
自
乗
法
求
根
法

指
数
法
二
次
方
程
式
比
例

幾
何
ハ
定
義
公
理
直
線
直
線
形

円
積
比
例
平
面
立
体
角
)

簿
記
　
(
単
記
及
複
記
)

地
理
歴
史

(
地
理
ハ
総
論
日
本
地
誌
外
国
地

轟
ノ
要
略
製
図
法
及
地
文
ノ
概

m歴
史
ハ
日
本
歴
史
及
外
国
歴
史

ノ
要
略
)

博
物(

植
物
ハ
総
論
根
茎
枝
葉
花
実
等

ノ
形
論
及
其
作
用
生
活
種
類
分

類
法
解
析
抵
記
述
法
採
集
法
ノ

要
旨
及
隠
花
植
物
形
質
ノ
概
略

動
物
ハ
総
論
有
脊
動
物
及
無
背

動
物
中
ノ
主
要
ナ
ル
諸
綱
ノ
論

及
其
解
剖
ノ
初
歩
人
身
生
理
ノ

要
旨

鉱
物
ハ
総
論
形
像
化
学
及
物
理

上
ノ
性
質
等
及
燃
鉱
類
金
鉱
類

石
鉱
類
石
類
ノ
諸
論
普
通
鉱
物

(
四
前
)

(
1
-
三
)

(
1
-
四
前
)

0
ノ

2

唱
歌

瀕
M
5
　
r
小
学
校
教
師
教
導
場
建
立
伺
」

の
　
「
教
授
ノ
目
大
略
」

綴
字
・
習
字
1
単
語
・
会
話
・
読
本
・

修
身
・
文
法
・
算
術
・
養
生
・
地
学
・

理
学
・
史
学
・
幾
何
学
・
博
物
・
化
学

・
生
理
・
墨
画

女
子
部
範
学
校
(
五
年
十
級
)
　
M
8

r
文
部
省
第
三
年
報
」

・
読
物
地
理

・
読
物
地
理
学

・
S
」
物
歴
史

・
歴
史

・
物
理
学

・
化
学
大
意

・
修
身
学

・
雑
書

・
習
字

・
書
取

・
作
文

・
数
学
　
(
算
術
・
代
数
　
・
幾
何
)

・
読
物
経
済
学

・
博
物
学

・
教
育
論

・
記
簿
法
　
(
単
記
)

*4H*H

※
-
「
尋
常
師
範
学
校
ノ
女
生
徒
こ
課
ス
ヘ
ヰ
学
科
及

其
程
度
」
　
(
修
業
年
限
三
年
)

倫
理
　
(
人
倫
道
徳
ノ
要
旨
)

教
育
　
(
総
論
知
育
徳
育
体
育
ノ
理
学
校

ノ
設
置
編
制
管
理
ノ
方
法
教
育
二
関

ス
ル
本
邦
法
令
教
授
ノ
原
理
各
教
科

ノ
教
授
法
及
実
地
授
業
)

国
語
　
(
日
本
ノ
文
法
文
学
ノ
要
略
及
作

文
)

数
学(

筆
算
ハ
命
位
記
数
四
則
分
数
小
数
比

例
利
息
算
自
乗
法
開
平
開
立
求
積
法

珠
算
ハ
加
減
乗
除
及
四
則
雑
韓

幾
何
ノ
大
意

地
理
歴
史

(
地
理
ハ
総
論
日
本
地
誌
外
国
地
諦
ノ

要
略
及
地
文
ノ
概
論

歴
史
ハ
日
本
歴
史
及
外
国
歴
史
ノ
要

略
)

(
一
～
三
)

(
一
～
三
)

(
t
～
三
)

鑑
識
ノ
概
略
)

物
理
化
学

(
物
理
ハ
総
論
力
学
物
質
論
熱
学

音
響
学
光
学
越
歴
学
磁
気
学
ノ

要
略

化
学
ハ
非
金
属
金
属
中
重
ナ
ル

諸
元
素
及
其
化
合
物
ノ
製
怯
性

質
及
農
業
工
業
上
重
要
ナ
ル
有

機
物
ノ
性
質
等
ノ
要
略
)

農
業
手
工
　
(
農
業
ハ
土
ノ
成
分
分

類
植
物
ノ
成
分
等
及
肥
料
ノ
用

法
家
畜
ノ
選
択
保
護
等
ノ
要
略
)

耕
作
ノ
実
業
器
具
ノ
用
法

木
工
ハ
木
工
具
金
工
具
ノ
種
類

用
法
等
及
工
業
上
ノ
理
財
ノ
要

略
家
事
　
(
衣
食
住
金
銭
ノ
出
納
等
二

係
ル
事
項
及
裁
縫
具
ノ
用
絵
各

種
衣
服
裁
縫
等
ノ
実
業
)

習
字
図
画

(
習
字
ハ
稗
書
行
書
草
書

図
画
ハ
自
在
画
法
及
用
器
画
法

ノ
要
略
)

音
楽
(
単
音
唱
潮
複
音
唱
歌
楽
器

用
法
及
音
楽
上
ノ
名
称
記
号
旋

律
和
声
拍
子
等
ノ
要
略
)

(
一
～
四
前
)

二
～
四
前
)

(
一
～
四
前
)

(
l
～
四
前
)

(
一
～
四
前
)

l
一

03T
一



・
手
芸

・
画
学

・
唱
歌

・
体
操

・
授
業
法

・
実
地
授
業

※
M
I
 
O
　
「
東
京
女
子
師
範
学
校
教
則
」
　
改

正書
取
・
手
芸
・
作
文
・
教
育
論
・
養
生

論
を
削
除
、
文
学
・
裁
縫
・
生
理
を
加

え
る

Z
6
Z

理
科博

物
生
理
ノ
要
略

物
理
化
学
ノ
要
略

家
事衣

食
住
二
関
ス
ル
事
項

作
法
育
児
等
二
関
ス
ル
事
項

簿
記

裁
縫

習
字
図
画

(
習
字
ハ
槽
書
行
書
草
書

図
画
ハ
自
在
画
法
及
用
器
画
法
ノ
要

略
)

音
楽
　
(
単
音
唱
歌
複
音
唱
歌
楽
器
用
法

及
音
楽
上
ノ
名
称
記
号
旋
律
和
声
拍

子
等
ノ
要
略
)

体
操
(
普
通
体
操
)

(

一

　

1

1

)

(
二
・
三
)

二
)
)

(二)
(三)

(
一
～
三
)

(
t
～
三
)

二
～
三
)

(
1
-
三
)

体
操(

普
通
体
操
ハ
準
備
法
矯
正
術
徒

手
亜
鈴
梶
棒
球
竿
等
ノ
諸
体
操

兵
式
体
操
ハ
生
兵
学
中
隊
学
行

軍
演
習
兵
学
大
意
測
図
)

(
一
～
四
前
)

第
四
年
期
ハ
其
学
級
ヲ
二
分
シ
交
互
輪
換
シ
テ
其
一

部
ハ
学
業
ヲ
修
メ
他
ノ
1
部
ハ
実
地
授
業
二
就
ク
へ

キ
モ
ノ
ト
ス

◆
文
部
省
訓
令
第
五
号
　
C
5
S
)

・
教
育
ノ
項
ノ
中
管
理
ノ
方
法
ノ
下
ニ
「
教
育
二
関

ス
ル
本
邦
法
令
」
　
ノ
十
字
ヲ
加
フ

◆
文
部
省
令
第
八
号
(
2
S
)

「
尋
常
師
範
学
校
学
科
及
其
程
度
」
　
中
改
正

二
家
事
」
削
除

・
時
間
配
当
表
中
へ
女
生
徒
に
課
す
る
音
楽
体
換
時

数
、
削
除

「
尋
常
師
範
学
校
ノ
女
生
徒
二
課
ス
ヘ
キ
学
科
及

其
程
度
」
1
※
-

ロ
ー
ト
H
r

3r
l
_

三
　
国
語

四
　
漢
文

五
　
歴
史

六
　
地
理

七
　
数
学

八
　
物
理

化
学

九
　
博
物

十
、
習
字

十
7
図
画

十
二
音
楽

十
三
体
操

十
四
外
国語

(
英
独
)

十
五
農
業

講
読
・
文
法
・
作
文

日
本
歴
史

総
論
及
日
本
地
理

算
術
(
筆
算
・
珠
算
)
　
/
幾
何

物
理

植
物
/
動
物

樽
書

自
在
画
/
用
器
画

単
音
唱
歌

普
通
体
換
/
兵
式
体
操

親
方
/
訳
解
/
文
法
/
会
薗
/
管

辛土
壌
水
利
肥
料
農
具
耕
転
栽
培
等

講
読
・
作
文

隆
史
紀
伝
論
説
等
　
(
平
易
雅
馴
)

日
本
歴
史
/
外
国
歴
史

外
l
国
地
理

算
術
　
(
筆
算
・
珠
算
)
　
/
簿
記
/

幾
何

物
理
/
化
学

植
物
/
動
物

櫓
書
及
行
書

前
学
年
二
準
ス

前
学
年
二
準
ス

普
通
体
操
/
兵
式
体
操

前
学
年
ノ
続

前
学
年
ノ
続

文
学
史
ノ
大
要
・
作
文

読
書
作
文
ヲ
教
授
ス
ル
順
序
方
法
経

史
記
伝
論
説
等
　
(
雅
馴
)

外
国
歴
史

歴
史
ヲ
教
授
ス
ル
順
序
方
陰

地
文
　
(
天
体
'
地
球
構
造
等
)

地
理
ヲ
教
授
ス
ル
順
序
方
法

代
数
/
幾
何

算
術
及
幾
何
ヲ
教
授
ス
ル
順
序
方
法

物
理
/
化
学

理
科
ヲ
教
授
ス
ル
順
序
方
払

心
身
生
理
/
鉱
物

理
科
ヲ
教
授
ス
ル
順
序
方
抵

行
書
草
書
及
仮
名

習
字
ヲ
教
授
ス
ル
順
序
方
法

自
在
画

図
画
ヲ
教
授
ス
ル
順
序
方
法

単
音
唱
歌
/
複
音
唱
歌
/
楽
器
用
法

唱
歌
ヲ
教
授
ス
ル
順
序
方
法

普
通
体
操
/
兵
式
体
操

体
操
ヲ
教
授
ス
ル
順
序
方
法

帝
方
/
訳
解
/
修
辞
/
作
文

耕
転
栽
培
養
蚕
養
畜
等

実
地
授
業

前
学
年
ノ
線

代
数

算
術
及
幾
何
ヲ
教
授
ス
ル
順
序
方
法

化
学

理
科
ヲ
教
授
ス
ル
順
序
方
法

前
学
年
二
準
ス

前
学
年
二
準
ス

普
通
体
操
/
兵
式
体
操

体
操
ヲ
教
授
ス
ル
順
序
方
法

前
学
年
ノ
耗

外
国
語
ヲ
教
授
ス
ル
順
序
方
法

前
学
年
ノ
続
及
農
家
経
済

23'
.
_
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i二三四五六七l＼ノ九十 ○
尋
常
師
範
学
校
ノ
女
生
徒
ニ
裸
ス
ヘ
キ
学
科
目
ノ
程
度

十
六
商
業

十
七
手
工

修

身
教
育

国
籍

*$L
v

.

歴
史

地
理

数
学

理
科

家
軒

習
字

教
育

ニ
開

基
キ
テ
人

作
桧

教
育
史

講
読

.
文

経
史
記
伝

本
邦
建
国

地
球
及
日

算
術

(筆

博
物

衣
食
僅
/

樺
書
及
行

経
済

木
竹
ノ
細

ス
ル

倫
道

法

.

等

(

ノ
体

本
地

サ裁
縫

書 工

勅徳
ノ

作
文

平
易

刺
/

哩珠
算

語要雅皇)
ノ顔馴舵
冒ヲ)ノ
趣授無
ニ
.

クSir"
前
学

教
育

講
読

前
学

前
学

外
国

算
術

物
理

前
学

行
書

商
業

前
学

午ノ午午地
(

/午及 ニ午
ニ原作ノノ哩筆レLtニ仮 関ニ
翠哩hi緑綬算学準名 スs
ス

(ス交 レノK
敬*リ 習
育算草 慣
ノ)サ 紘
目/ 令
的$ 等
)何

前
学

ノ
要

修
身

教
育

法
令

実
地

文
学

読
書

前
学

外
国

歴
史

m
・

.

地
理

幾
伺

算
術

心
身

理
科

育
児

裁
縫

仮
名

前
学

重
要

・
-」
:午顔ヲノ及揺史作午磨ヲ(ヲ及坐ヲ/ヲ交 午ナ及

ニ
準

ヲ
授

教
授

原
理

学
校

m
)

ノ
大

文
ヲ

ノ
続

史教
授

天
体

*
3K

f?
E

哩ォ
」

家
計

教
授

リ
草

ノ
統

ル
商

普
通

シ
較

クス
ル〈教

管
理

m

-

教
授

ス
ル

、
地

ス
ル

ヲ
教

ス
ル

簿
記

ス
ル

香 晶
商

金
属

i>棉育紘作ス順球順授順戟順 用ノ
詳序ノ&レノ序棉序ス序縫序 作細
ニ方原順方造方レノ方方 文工
人泣理序法響紘順紘m 商
倫ヲ/方)序 用
道撹敬法方 *
徳ク育級紘 記

農
業
ヲ
教
授
ス
ル
順
序
方
法

前
学
年
ノ
統

商
業
ヲ
教
授
ス
ル
順
序
方
法

前
学
年
ニ
準
ス
/
紙
細
工
粘
土
細
工

手
工
ヲ
教
授
ス
ル
順
序
方
法

Iつ
J

3I

修敬
(

国英磨地数悼物*家戟習図普
「師
範
学
校
規
程
」∴

S
S
)

川

十十十
身敬話語史哩学物哩刺事縫辛画餐 I二三

育及及及辛 図普体
実
習

漠
文

化
学

経
済

工 画楽操

自
由
画

単
音
唱

普
通
体

)

図 男 予
備
科
「
年

〇〇〇〇画○ 歌換
/
遊
戯

〇
〇〇〇〇

図
画

○ 女

～一iIーI1I一1一1 男

子

本
科
第

】
部
四
年

一一 ～四～四
r帝
範
学
校
教
授
要
目
し
(
2
3
)

四四四四三≡四≡四三四四

一一】 女11II1i】lT二一一一一
四～

一
～
1

～
一

～～
1 四四四四二二四二四四四二四四 千 前

学
年
ニ
準
ス

用
器
画

単
音
唱
歌
/
襟
首
唱
歌
/
楽
器

紘前
学
年
ニ
準
ス

〇〇〇〇〇〇〇〇〇

男

1
年

本
科
第
二
部〇〇〇〇〇〇〇〇○

女

t
年

Ii7】i一iI1I 女

二
年

二～I1
i1t一～Il一一1
一一lー.一I1i一11 用

修公敬国磨也w敬哩実図辛普体◎ 男
子

(五
年
)

本
科
第

一
部

r師
範
学
校
規
程
」
中
改
正

〈S
6
)

管自図前日日P節体
身氏育語史哩静学料莱画工餐換四 辛在画学歌学換

料m
.

学 ヲ画ヲ午ヲ午ラ
文〔〔午 敬敬ニ敬ニ敬

i≡一II1一I一IT一7以 揺授準授準揺
四～～上 ^ススススス

五五五五五五三五五五五五五hf
i

増 ル
順
序
方
法

ル
順
序
方
法

ル
順
序
方
法

ル
順
序
方
法

修公敬g磨也英敬哩家戟図辛普体◎ 女
子

(五
年
)

身

T

民
科

育

二

脊
漠
文
一

辛学

】

科

1

事

】

縫

t

画

1

工

】

楽

1

蝣illE
]学
年

一 ～
五

四
五

～
五

～
五

～
五

～
五

～
三

～
五

～
五

～
五

～
五

～
五

～
五

～
畢

～
五

以
上

修公戟国磨地敬哩実図辛育体 男
子

(二
年
)

本
科
第
二
部

身民
科

育判

(A

料㌢換

i一一iーiII1-I1I ～～
1

～～
二二二I二二二二二二二二二

修公敬国磨地敬哩家戟図辛普体
女
子

(二
年
)

身氏育蘇史哩学料辛縫画工楽換
料漢

文
〔

一一一i】 I
～

】
～

一
～

1
～

一
～

1
～

T
～

7
～

「
～～

二二二二二二二二二二二二二二

43

I
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国

民
科

目国
民
科

男

子
部

妄

子
部

○
「師

範
学
校

規
程
」

(
w
S2
)

◆◆ 体農

予
科

「本木
「

本 換莱
節料料柿料 又

(
二
年
)

戟辛寡範第 、ノ
学二二学1 商

、校
規

種
」

部
科

目

部

科
目
に

校
教

授
要

部
五
年
生

m

○

…...II
国
民
科

‥国
民
科

!国

民
科

‥国

民
科

男

子
部

妄

子
部

有

子
部

首

子
部

基

本
教

科

(
1
-

1

○
本
科

T

4
中

「英
醇

」

「農

業

目

し

T

制
↓

課

○

i一

1

敬刺又4程 一～
ニ 、ノ 四四
午
)

顔敬更

正 二Il...I
二
)

こ

」

追
加

学

科

目
変

更
ナ

～

四

○

…

〇

二

～

二

一

t

I..

一.

一

tI-

選
修
教
科

(
二
～
三
)

シ

国
民
科

‖国
民
科

男

子
部

首

子
部

J

○
研

○男女 m力国敬物学画
専千千 料B也学〉

究
科

攻
科M

B
it

.
体
操

◎
増及楽

=
修
身

◎
増及画

目漢

文

.

哩

.
英

.
理
科

物

理

.
実

業

*

H

(六 (
IP力響ヒノーl

nH
刀管レ

U
Jll

磨請
〈

及普

月
)

午
)

哲
学

.
教
育

科

目
=
公
民

字
〉
.
歴
史

学

〉
.
実
業

体

操

哲
学

.
教
育

科

目
=
公
民

字

〉
.
歴
史

学

〉
.
家
事

手
工

.
音
楽

…

増
加

科
目

痩

:国

静

漢

文

.
磨

∴

史

-
地

理

.
英

博

…語

.
数

学

.
哩

化

‖科

〈
博

物

.
物

-
図
‥
理

及

化

学

〉
.

楽

豪

事

.
裁

縫

.

…実

業

.
図

画

.

‥
手
工

.
音
楽.
国
語
漢

文

.
実
業

〈農

料

.
心
理
及
論

理
、

国

語
、

.
地

理

.
英

語

.
数

学

.

〈農

業

.
工
業

.
商

業

〉

.
国
籍

漢
文

.
家
事

.
戟

料

.
心

理
及
論

理
、

国

語

.
地
理

.
英
醇

.
数
学

.

.
裁
縫

.
実
業

〈農

業

.

.
体
操

国

民
科

修
身

公
民

基

本
科

目

○
女

子
部
専
攻
科

=

年
)

◎

増
加
科

目

国

語
漢

文

.
磨

史

.
地

理

.
英

語

.
数

学

▼
理

科

〈
博

物

.
物

理

及

化

学

〉
.

実

業

.
図

画

.

手

工

.
音

楽

業

.
工

漢

文

〈

理
科

〈

.
図

画

縫

.
体

漢

文

〈

理
科

〈

工
業

.

‖
◎
増

加
科

目

…
国
籍

漢

文

.

∵

也

埋

.
英

蔽

学

.
理

科

.‥事

.
裁

縫

.

∵

図

画

.
辛

…音

楽

I
国

民

教
育

周
修

料料 教
科

業

.
顔

国
語

.

博

物

`

.
手

工

換国
語

.

博

物

.

商
業

〉
莱漢物漢物 磨蘇実工
〉文哩育文哩図 史家業

I53_tt

修

身

一

修

身

国

語

"

国

語

歴

史

‥

歴

史

地

理

一

地

理

理
数
科
　
遍
数
科

i

i

・

蝣

-

一

i

l

'

:

-

物

象

一

物

象

-

生
物
　
h
　
生
物

体
錬
科

教
練

体
操

武
道

書
能
科

音
楽

書
道

図
画

家
政
科

家
政

育
児

保
健

被
服

体
錬
科

教
練

体
操

武
道

芸
能
科

*p<#
書
道

図
画

修
身
公
民

哲
学

国
籍
国
文

歴
史

地
理

教
育
科

教
育

心
理

衛
生

理
数
科

数
学

物
象

SEi

実
業
科

農
業

工
業

商
業

水
産

体
錬
科

教
練

体
換

武
道

芸
能
科

音
楽

書
道

囲
画

修
身
公
民

哲
学

国
語
国
文

歴
史

地
理

教
育
科

教
育

心
理

衛
生

理
数
科

'Ml
物
象

生
物

家
政
科

家
政

育
児
保
健

被
服

農
芸

体
錬
科

体
操

武
道

教
練

芸
能
科

音
楽

書
道

図
画

H_ IHH
A
V

ヽ
JI
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▼
r
小
学
校
教
師
教
導
場
(
「
師
表
学
校
」
)
建
⊥
湿
伺
」
(
M
5
文
部
省
)
1
『
発
達
史
』
第
l
巻
七
七
七
～
七
七
九
真

o
 
T
師
範
学
校
生
徒
募
集
」
　
(
M
5
文
部
省
番
外
布
達
)
1
『
発
達
史
』
第
丁
巻
七
七
九
～
七
八
1
頁

▼
r
帝
範
学
校
教
則
」
改
正
(
M
6
文
部
省
)
1
『
発
達
史
』
第
一
巻
七
八
五
-
七
八
六
頁

▼
「
女
子
師
範
学
校
教
則
」
　
(
S
ォ
　
r
文
部
省
第
三
年
報
j
)
1
『
発
達
史
』
第
-
巻
八
〇
二
貫

▼
r
師
範
学
校
教
則
大
網
」
(
M
川
文
部
省
達
第
二
九
号
)
1
『
発
達
史
』
第
二
巻
四
四
二
-
四
四
大
貫

o
 
r
文
部
卿
福
岡
孝
弟
訓
示
」
　
(
2
2
)
1
『
男
達
史
』
第
二
巻
二
二
六
～
二
三
三
頁
(
特
に
二
二
九
～
二
三
l
頁
)

o
「
(
東
京
師
範
学
校
)
小
学
師
範
学
科
規
則
及
附
属
小
学
校
規
則
」
改
正
(
」
2
)
1
『
発
達
史
』
第
二
巻
四
五
三
～
四
五
五
頁

o
 
r
(
東
京
師
範
学
校
)
中
学
師
範
学
科
規
則
し
改
正
(
S
2
)
1
『
発
達
史
』
第
二
巻
四
五
三
～
四
五
五
貫

〇〇〇▼0○▼▼00

r
師
範
学
校
教
則
大
綱
」
改
正
　
(
2
」
文
部
省
達
第
7
三
号
)
1
『
発
達
史
』
第
二
巻
四
五
九
～
g
]
六
〇
頁

「
府
県
立
学
校
の
兵
式
体
換
及
び
軽
体
襖
の
教
員
養
成
に
関
す
る
方
針
」
　
(
」
2
文
部
省
達
第
一
三
号
)
1
『
発
達
史
』
第
二
巻
四
六
二
～
四
六
三
貴
(
-
同

第
三
巻
四
八
九
～
九
五
東
森
有
礼
訓
示
'
参
照
)

r
師
範
学
校
令
」
　
(
2
2
勅
令
第
1
三
号
)
1
『
発
達
史
』
第
三
巻
四
九
六
～
四
九
七
貫

r
尋
常
師
範
学
校
ノ
学
科
及
異
種
度
し
(
2
2
文
部
省
令
第
九
号
)
1
『
発
達
史
』
第
三
拳
四
九
八
-
五
〇
二
束

r
尋
常
師
範
学
校
教
科
書
着
目
し
(
M
柑
文
部
省
訓
令
第
七
号
)
1
『
発
達
史
』
第
三
巻
六
九
八
-
七
〇
大
東

「
尋
常
師
範
学
校
学
科
及
其
程
度
」
中
改
正
(
「
教
育
」
項
中
「
本
邦
法
令
」
追
加
)
　
C
S
S
文
部
省
令
第
五
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
三
巻
五
八
七
貢

r
尋
常
締
結
学
校
学
科
及
其
程
度
}
中
改
正
(
r
尋
常
師
範
学
校
ノ
女
生
徒
二
課
ス
ヘ
キ
学
科
及
其
程
度
」
)
/
"
蝣
C
C
M
文
部
省
令
第
八
号
)
1
『
発
達
史
』
第
三

巻
五
八
八
-
五
九
〇
頁

「
尋
常
師
範
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
L
 
r
尋
常
師
範
学
校
ノ
女
生
徒
二
課
ス
ヘ
キ
学
科
及
其
程
度
」
改
正
(
s
s
文
部
省
令
第
八
号
)
1
『
発
達
史
』
第
三
巻

五
九
八
-
六
二
〇
頁
、
【
文
部
省
解
説
】
同
大
H
O
-
六
三
三
景

r
尋
常
師
範
学
校
簡
易
科
規
程
」
(
1
*
文
部
省
令
第
L
五
号
)
1
『
発
達
史
』
第
l
l
f
巻
六
四
八
～
六
五
四
、
六
五
四
-
六
五
八
頁

r
師
範
教
育
令
」
　
(
S
i
勅
令
第
三
四
六
号
)
1
『
発
達
史
』
第
四
巻
四
二
二
～
四
二
四
頁

73
_
一
ほ
1
H

00

▼▼0000000000000000
000000

「
師
範
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
」
中
改
正
(
実
地
授
業
)
　
(
M
3
0
文
部
省
令
第
二
〇
号
)
1
『
発
達
史
』
第
四
巻
四
二
五
頁

r
小
学
校
令
施
行
規
則
」
　
(
第
四
章
)
　
(
s
;
文
部
省
令
第
1
四
号
)
1
『
発
達
史
』
第
四
巻
五
九
～
二
四
貢
(
八
〇
～
八
五
貴
)

「
師
範
学
校
規
程
J
(
2
ァ
文
部
省
令
第
二
I
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
五
五
一
-
五
七
三
頁
、
【
訓
令
第
六
号
】
同
五
七
四
-
五
七
七
貢

r
師
艶
学
校
数
操
車
目
し
(
M
4
3
文
部
省
訓
令
第
二
l
t
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
五
八
八
-
六
九
L
買
、
【
文
部
省
解
説
】
同
六
九
四
～
七
二
頁

r
師
範
学
校
教
授
要
目
L
中
改
正
(
5
!
文
部
省
訓
令
軍
三
号
)
1
『
発
達
史
』
六
九
二
～
六
九
三
貢
●
韓
国
併
合
対
応

r
師
範
学
校
教
授
要
目
」
中
改
正
(
2
5
文
部
省
令
第
二
五
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
七
二
一
-
七
二
ニ
責

T
師
範
学
校
規
程
」
中
改
正
(
教
科
書
)
　
(
M
朝
文
部
省
令
第
二
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
七
1
三
貴

r
師
乾
学
校
教
授
要
目
」
中
改
正
(
M
糾
文
部
省
訓
令
葛
一
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
七
二
エ
」
七
L
四
頁
●
r
南
北
朝
)
問
題

r
師
範
学
校
規
程
J
中
改
正
へ
体
操
)
(
2
S
文
部
省
令
第
l
五
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
七
l
五
-
七
〓
八
頁

r
師
範
学
校
規
程
」
申
改
正
(
体
操
)
(
T
2
文
部
省
令
第
二
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
七
一
七
-
七
l
八
頁

r
師
範
学
校
規
程
」
申
改
正
　
(
T
4
文
部
省
令
第
五
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
七
J
H
～
七
二
五
頁

r
臨
時
教
育
会
議
」
第
二
回
答
申
(
H
f
f
l
)
1
『
男
達
史
』
第
五
巻
九
四
～
一
〇
三
頁

r
中
学
校
(
師
範
学
校
)
物
理
及
化
学
生
徒
実
験
要
目
」
(
T
7
文
部
省
訓
令
畢
一
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
七
二
八
-
七
三
四
頁

r
臨
時
教
員
養
成
所
規
程
」
中
改
正
(
理
科
家
事
科
)
　
(
T
柑
文
部
省
令
第
二
〇
号
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
七
五
六
～
七
五
七
貢

「
臨
時
教
員
養
成
所
規
程
」
中
改
正
　
(
家
事
科
)
　
(
T
H
文
部
省
令
第
二
ハ
号
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
七
五
七
～
七
五
八
東

r
帥
範
学
校
令
」
中
改
正
〈
体
操
)
　
(
T
柑
文
部
省
令
等
こ
去
号
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
五
〇
九
-
五
l
 
O
頁

「
師
範
教
育
改
善
文
政
審
議
会
諮
諭
」
　
(
H
2
文
部
省
諮
諭
第
三
号
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
五
l
二
頁

「
文
政
審
諌
会
」
答
申
(
「
師
範
教
育
ノ
改
善
充
実
二
関
ス
ル
件
」
〉
　
(
H
2
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
五
I
二
～
五
1
三
貴

「
陸
軍
現
役
将
校
学
校
配
属
令
J
(
教
練
)
　
(
E
-
S
勅
令
第
百
三
五
号
)
1
『
発
達
史
』
第
八
巻
五
六
八
東
●
陸
軍
現
役
将
校
へ
教
練
担
当

r
陸
軍
現
役
将
校
学
校
配
属
令
施
行
規
則
」
　
(
H
S
文
部
陸
軍
省
令
)
1
『
発
達
史
』
第
八
巻
五
七
〇
～
五
七
t
頁

r
l
教
練
教
授
要
目
」
(
T
H
文
部
省
訓
令
第
六
号
)
1
『
発
達
史
』
第
八
巻
五
七
三
-
五
八
五
買

r
師
範
学
校
令
」
中
改
正
(
H
*
文
部
省
令
第
八
号
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
五
二
ニ
-
五
二
七
真
、
【
訓
令
第
g
[
号
】
同
五
こ
七
～
五
〓
〓
f
頁

r
師
範
学
校
教
授
要
目
」
改
正
(
T
M
文
部
省
訓
令
第
七
号
)
1
『
発
達
史
』
嘗
七
拳
五
三
三
-
六
四
二
貢

「
臨
時
教
員
養
成
所
規
程
」
中
改
正
　
(
H
S
文
部
省
令
第
l
六
号
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
七
六
二
貢

r
師
範
学
校
規
程
し
申
改
正
(
体
操
)
(
T
は
文
部
省
令
第
7
九
号
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
六
四
三
-
六
四
四
頁

「
r
師
範
教
育
制
度
改
正
文
政
審
鏡
会
務
鞠
」
　
(
H
2
文
部
省
絡
諭
第
九
号
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
六
四
七
～
六
四
八
貰
、
六
四
八
～
六
四
九
頁

I0
0

3I
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9
6
Z

r
文
政
審
商
会
」
答
申
(
r
師
範
教
育
制
度
改
正
二
関
ス
ル
件
L
V
　
(
f
r
-
2
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
六
四
九
貢

「
臨
時
教
員
養
成
所
規
程
」
中
改
正
　
(
図
画
手
工
科
)
　
(
S
5
文
部
省
令
第
三
号
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
七
六
四
～
七
六
五
頁

r
師
範
学
校
規
程
」
中
改
正
(
S
6
文
部
省
令
第
一
号
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
六
五
一
-
六
六
八
頁
、
【
訓
令
第
-
号
】
向
六
六
八
-
六
七
二
買

「
師
範
学
校
教
授
要
目
し
(
S
6
文
部
省
訓
令
第
七
号
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
六
七
三
-
七
五
大
東

O
 
r
師
範
学
校
規
程
」
中
改
正
(
r
体
操
L
V
　
(
S
‖
文
部
省
令
第
八
号
)
　
1
『
近
代
史
料
』
第
五
巻
五
四
〇
真

O
 
r
中
等
学
校
改
正
教
授
要
目
ノ
趣
旨
」
(
修
身
・
公
民
科
・
国
語
漢
文
・
歴
史
・
地
理
)
(
t
o
�
"
文
部
省
解
挽
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
三
八
三
-
四
三
四

頁
'
【
文
部
省
解
説
】
同
四
三
四
-
四
三
八
冥

O
 
r
師
範
学
校
、
中
学
校
、
高
等
女
学
校
教
授
要
目
改
正
二
関
ス
ル
件
」
　
(
c
o
J
j
発
普
五
十
一
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
二
巻
三
八
〇
～
三
八
二
頁

O
 
r
師
範
学
校
教
授
要
目
」
中
改
正
　
(
修
身
、
公
民
科
、
教
育
へ
　
国
静
漢
文
、
歴
史
及
地
理
)
　
(
e
n
2
文
部
省
令
第
八
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
五
巻
五
四
〇
～

五
六
七
頁

O
 
r
師
範
学
校
教
授
要
目
]
中
改
正
(
国
語
漢
文
)
(
S
川
文
部
省
訓
令
第
二
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
五
巻
五
六
九
頁

O
「
師
範
学
校
中
学
校
高
等
女
学
校
実
業
学
校
並
青
年
学
校
二
於
テ
唱
歌
用
二
供
ス
ル
歌
詞
楽
曲
二
関
ス
ル
件
」
(
M
2
文
部
省
令
第
四
九
号
)
1
『
近
代
史
料
』

第
二
巻
四
四
一
貫

O
「
師
範
学
校
中
学
校
高
等
女
学
校
実
業
学
校
並
青
年
学
校
唱
歌
用
歌
詞
、
楽
曲
採
用
二
関
ス
ル
件
」
　
(
S
1
4
文
部
次
官
発
図
1
四
三
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第

二
巻
四
四
t
貢

O
 
r
師
範
学
校
教
授
要
目
」
中
改
正
　
(
国
民
学
校
令
教
科
名
)
　
(
e
n
*
年
文
部
省
訓
令
第
八
号
)
1
司
近
代
史
料
』
第
五
巻
五
七
〇
～
五
七
1
責

O
「
師
範
学
校
規
程
」
中
改
正
　
(
国
民
学
校
令
教
科
名
)
　
(
m
ォ
文
部
省
令
第
1
六
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
五
巻
へ
　
五
七
1
-
五
七
三
貴

O
「
師
範
学
校
制
度
改
善
二
関
ス
ル
件
へ
付
文
部
大
臣
談
話
」
　
(
e
n
」
発
普
三
〇
〇
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
五
巻
五
七
四
～
五
七
六
貢

O
 
r
師
範
教
育
令
」
改
正
　
(
m
2
2
勅
令
第
t
〇
九
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
五
巻
五
七
六
～
五
七
九
頁
へ
　
【
訓
令
第
九
二
〇
号
】
同
第
六
巻
六
～
八
へ
　
八
～
九

頁
▼
r
師
範
学
校
規
程
」
　
(
S
柑
年
文
部
省
令
第
六
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
五
巻
、
五
七
九
-
五
九
七
貢

O
「
師
範
学
校
教
科
教
授
及
修
練
指
導
要
目
」
(
修
練
)
(
ォ
2
年
文
部
省
訓
令
第
六
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
五
巻
五
九
八
東
(
略
)

O
「
師
範
学
校
体
錬
科
指
導
要
目
し
(
体
銀
科
)
　
(
t
o
�
"
年
文
部
省
訓
令
第
七
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
六
巻
三
責
(
略
)

O
 
r
師
範
学
校
二
於
ケ
ル
戦
時
非
常
措
置
こ
隈
ス
ル
件
J
(
S
柑
発
国
五
五
九
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
三
八
-
二
四
f
頁

O
　
「
師
範
教
育
令
」
　
中
改
正
　
(
t
o
2
勅
令
第
八
一
号
)
　
1
『
近
代
史
料
』
第
六
巻
九
～
一
l
責

O
 
r
師
範
学
校
体
錬
科
指
導
要
目
」
中
改
正
　
(
w
2
年
文
部
省
訓
令
第
二
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
六
巻
I
 
I
貢
(
略
)

ト
L

O
ノ

3

O
 
r
国
民
学
校
令
等
戦
時
特
例
」
　
(
w
2
勅
令
第
八
〇
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
四
1
-
二
四
四
貢

O
 
r
師
範
学
校
及
青
年
師
範
学
校
二
於
ケ
ル
学
徒
勤
労
動
員
実
施
二
伴
フ
課
程
及
教
育
実
習
等
二
関
ス
ル
臨
時
特
例
」
　
(
t
n
2
文
部
省
令
第
三
五
号
)
1
『
近
代

史
料
』
第
七
巻
二
六
五
～
二
六
六
貢

O
「
決
戦
教
育
措
置
要
綱
」
　
(
ォ
8
閣
議
決
定
-
3
月
1
 
8
日
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
七
三
～
二
七
四
貢

O
「
戦
時
教
育
令
」
　
(
M
S
勅
令
第
三
二
〇
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
七
四
～
二
七
五
貫

O
「
戦
時
教
育
令
施
行
規
則
」
　
(
S
2
0
文
部
省
令
第
九
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
七
五
～
二
八
〇
頁

青
年
師
範
学
棟

弊地ナ 修敬国国職体 男
「加理

、
レ,ノ

身育語史m操 千 育
設学 及

(料敬料 公 二 学
日学

、

理
科
、
音

楽
、

図

日 民
科

午 校
) 教

員
養

成
所

規修敬国国寡m職体 女
身育諦史事縫業

、

級 千

(

程

J
画
、

其

ノ
他

必
要

公 二 (
w
ー
)

民 午
料 )

国哩実 男 ○
「氏修国磨也敬数物坐業 千 千 育

」身語史哩料学負物料 部 料 年
師

好
学
校

規
程

」

(S
柑

国哩家 女
氏修潤磨地敬敬物坐政家育保 千
料%岳史哩料学負物料政児健 部

修

身
国
史
国

国
許

教
育

}

教
練

7

体
錬

】

軒
数

耕
種

】

栽
培

環
墳

養
畜
養

蚕

農
産
化
学

農

業
土
木

農
業
経
済

農

業
科

一

○
男
子

-

ll

勢

二
I

-H

i

～

=

～

一一

～

二
一
二

～

=
1
二

一
二

T～
三

二
三

一
～
三

二
年

都
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修国国敬戟体哩工応電レし′1

檎機 工
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T

～

H
s
p
I

1
～

1
～

1
～

l
～i

数
学

二

力
学

1

事
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設
計

一

工
作

7

科

一二
年

一i1】1II1i一111 Il1711711二一1 Ii1,1Ii
…商
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科
三
年

修

身

一

国
史

国

国

語

一

教
育

}

教
練

】

&
m

i

m
m

商
業
経
済

経

営

挿
記
会
計

工
業
及
資

経
済
班
規

外

国
語

1 ～

t

勢

l
T

～

一

(
土

～

】

～
一

,
I

T～
l

二
】

一～
一

材
三
一

1
～
1

～
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修

身

1

国
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国
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国
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一

教
育

】

教

練

二

体

棟

t

理
数

漁

労

7

航

海
運
用

水
産
製
造

水
産
増
殖

海

洋
観
測

水
産
生

物

水

産
科

三
1

ll
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～
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二

～
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l
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～
一一

二
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1
～
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{
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千
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ト
6
Z

o
「
青
年
学
校
教
員
養
成
所
令
(
m
2
勅
令
第
四
七
号
J
 
l
『
近
代
史
料
』
第
五
巻
五
三
七
～
五
三
八
東

▼
　
「
青
年
学
校
教
員
養
成
所
規
程
し
　
{
m
2
文
部
省
令
第
六
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
五
巻
五
三
八
～
五
四
〇
貢

o
 
r
師
範
教
育
令
」
改
正
　
(
e
n
2
勅
令
第
1
〇
九
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
五
巻
五
七
六
～
五
七
九
貢

O
「
青
年
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
中
改
正
　
(
ォ
」
文
部
省
令
第
三
〇
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
五
巻
五
九
七
～
五
九
八
東

o
 
r
師
範
教
育
令
」
中
改
正
　
(
S
1
9
勅
令
第
八
t
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
六
巻
九
～
〓
貢

▼
r
青
年
師
範
学
校
蔑
程
し
(
m
2
文
部
省
令
第
二
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
六
巻
〓
上
一
七
某
、
【
訓
令
第
六
・
七
号
】
同
二
八
上
I
L
O
頁
、
三
〇
上
ニ

ー
頁

o
 
r
青
年
師
範
学
校
教
授
要
目
」
　
(
ォ
2
文
部
省
訓
令
第
八
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
六
巻
1
7
H
頁
　
(
略
)

o
「
国
民
学
校
令
等
戦
時
特
例
」
　
(
c
n
2
勅
令
第
八
十
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
四
T
～
二
四
四
真

o
 
r
師
範
学
校
及
青
年
師
範
学
校
二
於
ケ
ル
学
徒
勤
労
動
員
実
施
二
伴
フ
錬
程
及
教
育
実
習
等
二
関
ス
ル
臨
時
特
例
」
　
(
t
o
2
文
部
省
令
第
三
五
号
)
1
『
近
代

4

史
料
』
第
七
巻
二
六
五
～
二
六
大
貫

o
「
決
戦
教
育
措
置
要
綱
」
　
(
S
2
0
閣
議
決
定
日
3
月
1
 
8
日
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
七
三
～
二
七
均
斉

o
「
戦
時
教
育
令
」
　
(
M
S
勅
令
第
三
二
〇
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
七
四
～
二
七
五
貫

O
　
「
戦
時
教
育
令
施
行
規
則
」
　
(
ォ
S
文
部
省
令
第
九
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
七
五
～
二
八
〇
頁

※

次
の
小
学
師
範
学
科
科
目
に

「

語
」
を
加
え
、
程
度
を
高
め
た
形

[初
等

】
級
】

.
算
術
大
ロ
ビ
ン
ソ
ン

.
地
理
書
モ
ン
テ
ー
ス

.
字
義
論

[初
等
二
級
]

.
代
数
ロ
ビ
ン
ソ
ン
.
エ
レ
メ
ン
タ
リ

.
幾
何
学
マ
ー
ク
ス

.
生
理
書
カ
ッ
ト
ル
ス

.
本
国
歴
史

:

記
簿
法
ペ
ー
ソ
ン

単
記

○
中
学
師
範
学
科

〈二
年
四
級
)

「
(東
京
師
範
学
校
)
中
学
師
範

科
教
則
ナ
M
9

高
等
師
葡

畢

枚

{
中
等

軟
膏

}
英 学
修口育莱代幾也磨坐動檀金物レしメll ○
〈

r初規
身漢語敬何文史哩物初石理学 初

等
中
学

四
年
四
級
八

〈東
京
師
範
学
校
)

等
中
学
師
範
学
科

別
」
改
正
M

16

H学学学
(

学学学学学
s
ヒ′1l史
) 学

科
期
)

物 数
学積

英
語

敬/ 学

男

「理 育敬人 秤 高
学 (測分

(
学敬育倫 日日 等

(
代負大 as&

i

授史道 価
力 数意 倫帆徳 戟
学

-
熱

早角)
i .

作
文

Ⅰ
翻
訳
)

哩論批ノ 学
幾析 学秤要 校
何鶴 (敬及il° 千 ノ

学

.

.
=

何

.

敬授実) m 学
.

育 一角微
育
汎

&
M

地
練

範
学

科
及

響 柿分 論管 料 某
程
度
」

1 1 1 1 理
化～

3 3 3 3 学 (5
21 1 博

物
学
…
文
学

～
3

～
3

)

・-i--
CO

1
～
3

物
理
.
化
学

〈理
論

数
学秩

英
語初

m
mil°

教
育育管

教
育

地
授

女
寡単 (釈 (}

(
体理史莱

簿記 読 人総育法}
記代複 法作 倫鶴ノ批 千
(数a ・ 道哩敬評 師

範
学

筆
算

.
負

) 文
法

) 徳
ノ

知
育

.
学

授
法

及
実

及 何 wm校 料

2 1 1 ll1
～

4 4 4 44
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・
物
理
学
ス
チ
ー
ル

こ
の
間
左
の
諸
科
を
兼
習
す

・
習
字

・
学
校
規
則

・
教
授
法

・
画
陪

・
作
文

・
制
度
法
令

[
上
等
一
級
]

・
代
数

・
生
理
学

・
物
理

・
記
簿
法
複
記

[
上
等
二
級
]

・
算
術
復
習

・
幾
何
三
角
法
測
量

・
植
物
学
グ
レ
ー

・
地
質
学
オ
ー
レ
ン

・
文
学

・
化
学

(
書
名
は
各
学
科
の
程
度
の
標
準
を

指
示
し
た
も
の
)

◆
M
I
 
O
　
「
教
則
」
　
改
正

・
三
年
半
七
期
七
級

・
新
科
目
=
天
文
学
・
地
質
学
・
心

理
学

経
済
学

図
画

心
理
学

教
育
学

実
地
授
業

W-tie
体
操

∞
6
Z

学
・
光
学
・
越
歴
学
・
磁
気

学
・
実
験
・
天
文
・
気
象
)

化
学
(
無
機
化
学
・
有
機
化
学

・
実
験
・
定
性
及
定
量
分

析
)

手
工
　
(
木
工
・
金
工
ノ
道
具
用

法
・
簡
易
ノ
木
金
器
具
製

造
)

有
機
化
学
　
(
総
論
・
炭
素
化
合

実
験
)

物
分
類
及
特
論
)

鉱
物
学
・
地
質
学
(
鉱
物
総
論
一

・
鉱
物
特
論
・
鉱
物
鑑
織
∴

構
造
地
質
・
諸
カ
ノ
作
用
∴

地
質
沿
革
)
　
　
　
　
.

植
物
学
(
植
物
分
類
・
植
物
組
一

織
・
植
物
生
理
・
実
験
)
　
-

動
物
学
(
動
物
分
類
・
動
物
組
一

級
・
動
物
発
生
・
実
験
)
　
,

生
理
学
(
総
論
・
骨
髄
・
筋
肉
一

・
皮
膚
・
循
環
・
呼
吸
・
消
i

化
・
神
経
・
特
感
・
衛
生
∴

実
地
解
剖
)

農
業
(
土
.
ノ
成
分
分
類
植
物
ノ
一

成
分
等
・
肥
料
ノ
用
法
家
畜
一

ノ
選
択
保
護
等
・
耕
作
ノ
実
一

業
・
器
具
ノ
用
抵
)

2・3

;
g
物
　
(
動
物
植
物
鉱
物

一
地
質
ノ
大
要
)

一
家
事
　
(
衣
食
住
金
銭
ノ

‥
出
納
等
二
係
ル
事
項

一
及
裁
縫
具
ノ
用
捨
各

一
種
衣
服
裁
縫
等
ノ
実

I
r
n

4

・
教
科
書
-
和
漢
の
歴
史
以
外
は
総

て
英
書

・
最
終
第
七
期
に
実
地
授
業

◆
M
1
 
2
　
「
教
則
」
　
改
正

・
新
科
目
-
教
育
学
・
倫
理
学
・
学

校
管
理
法
・
金
石
学
・
地
文
学
・

測
量
術
・
唱
歌

L

　

　

.

.

-

_

_

!

_

-

-

　

　

　

ト

_

.

　

　

　

　

1

音
楽
　
(
温
習
)
・
体
換
　
(
普
通
一
1
-
3
一
1
-
3
一
1
-
3
一
音
楽
(
単
音
唱
歌
・
複

図
画
　
(
用
器
画
法
)

図
画
(
臨
画
・
投
影
画
法
・
照

鏡
法
・
写
生
)

国
語
・
漢
文
　
(
日
本
ノ
文
怯
文

学
及
作
文
・
支
那
ノ
文
法
文

学
作
文
)

地
理
・
歴
史
　
(
政
治
地
理
・
日

本
歴
史
・
外
国
歴
史
)

理
財
学
(
大
意
)

哲
学
(
心
理
・
論
理
・
哲
学
史
)

l

～

3

一
業
・
管
理
ノ
心
得
)

_

「

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-

_

_

_

一
習
字
・
図
画
　
(
樺
書

l

i

3

行
書
・
草
書
・
自
在

画
法
及
用
群
画
法
)

国
語
・
漢
文
　
(
文
法
・

講
読
・
作
文
・
文
学

沿
革
ノ
大
略
)

地
理
・
歴
史
　
(
日
本
地

轟
・
外
国
地
誌
・
地

文
概
論
・
日
本
歴
史

・
外
国
歴
史
)

及
兵
式
体
換
)

音
唱
歌
・
楽
器
用
捨

及
音
楽
上
ノ
名
称
記

号
・
旋
律
和
声
拍
子

等
ノ
要
略
)

体
操
(
準
備
法
・
美
容

術
・
徒
手
亜
鈴
梶
棒

球
竿
等
ノ
諸
体
操
)

倫
理

.
教
育

国
静

○
文 1高(M
料 等

師
範
学
校
規
程
」

27
)

(四
学 午

)

倫敬 敬 ○ 「高
等
師
範
学
校
規
程
」
中
改

哩育 育 文
学 学

部
料

(四
年
)

倫
理

教
育
学

国
許
漠
文
部

倫敬 地
理

哩育 正
学

歴
受
部

(5
5
〉

○(
理 予

科

7
年
)

「高
等
師
範倫教

汝
第 ○

哩日
学

l
学

本
科

学
校

部
(三
年
)

規
程
J
中
改
正

(s
:

倫
理

教
育

第
二
学
部

学

倫敬 早
哩青

学
三
学
部

)

倫
理

教
育
学

第
四
学
部

倫敬 研
哩育 究
学学 科

〈
一
年
)

-　　　r胡-



○
理
科
　
(
四
年
)

倫
理

教
育
単

国
語

英
語

数
学

物
理

_e学
地
学

植
物

動
物

生
理

農
業

手
工

国
許

漢
文

tttfe
哲
学

経
済
学

法
学

独
語

歴
史

言
語
学

体
換
　
一
体
操

◎
随
意
科
目

独
語

国
語

漢
文

英
語

哲
学

歴
史

地
理

体
操

○
理
科
(
四
年
)

理
化
数
学
部
一

博
物
学
部

倫
理

教
育
学

国
語

英
語

数
学

物
理

化
学

地
学

倫
理

教
育
学

国
語

英
語

数
学

物
理

化
学

地
学

植
物

動
物

生
理

I
S

図
画

国
語

漢
文

英
語

論
理
学

数
学

6
6
Z

心
理
学

哲
学

国
語

漢
文

英
語

独
話
(
仏
語
)

歴
史

書
籍
学

生
物
学

生
理
学

心
理
学

哲
学

英
語

歴
史

地
理

法
制
経
済

生
物
学

心
理
学

哲
学

心
理
学

哲
学

英
静

数
学

物
理
学

化
学

一
実
験
心
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範
学
校
規
層
」
中
改
正
(
2
!
文
部
省
令
第
二
八
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
六
九
三
～
六
九
四
頁

「
臨
時
教
員
養
成
所
規
程
J
中
改
正
(
5
!
文
部
省
令
第
四
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
七
六
三
～
七
六
四
貫

T
女
子
高
等
師
範
学
校
規
程
」
中
改
正
　
(
T
3
文
部
省
令
第
五
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
七
1
八
～
七
1
九
貢
●
東
京
・
奈
良
、
同
規
程

「
高
等
師
範
学
校
観
程
」
中
改
正
　
(
T
4
文
部
省
令
第
四
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
七
二
〇
～
七
二
7
頁

r
実
業
学
校
教
員
養
成
規
程
」
改
正
　
(
T
4
文
部
省
令
第
七
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
七
七
1
-
七
七
三
貴

「
臨
時
教
員
養
成
所
規
程
」
中
改
正
　
(
家
事
裁
縫
科
)
　
(
T
7
文
部
省
令
第
二
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
七
六
六
頁

「
東
京
高
等
師
範
学
校
規
則
」
中
改
正
〈
専
攻
科
修
身
教
育
部
)
(
T
7
『
官
報
』
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
七
三
五
-
七
三
七
頁

r
鹿
島
高
等
師
範
学
校
規
則
」
中
改
正
(
徳
育
専
攻
科
)
(
T
7
『
官
報
』
)
-
サ
『
発
達
史
』
第
五
巻
七
三
七
㌢
七
四
〇
貢

「
臨
時
教
育
会
議
」
　
答
申
(
「
師
範
教
育
ノ
改
善
」
)
　
(
H
i
t
-
)
　
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
七
四
t
～
七
五
二
貢

「
文
部
省
直
轄
学
校
教
員
養
成
規
粗
」
　
(
T
8
文
部
省
令
第
二
一
号
)
1
『
発
達
史
』
第
五
巻
七
六
七
～
七
六
八
貢

r
実
業
補
習
学
校
教
員
養
成
所
令
」
　
(
h
o
i
勅
令
第
五
二
i
号
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
七
六
七
～
七
六
八
東

「
実
業
補
習
学
校
教
員
養
成
所
令
施
行
規
則
」
　
(
T
9
文
部
省
令
第
三
三
号
)
1
『
発
達
史
』
第
七
巻
七
六
九
～
七
七
〇
頁

「
陸
軍
現
役
将
校
学
校
配
属
合
し
　
(
教
練
)
　
(
H
2
勅
令
第
百
三
五
号
)
1
『
発
達
史
』
第
八
巻
五
六
八
東
●
陸
軍
現
役
将
校
へ
教
練
担
当

r
陸
軍
現
役
将
校
学
校
配
属
令
施
行
規
則
」
　
(
H
S
文
部
陸
軍
省
令
)
1
『
発
達
史
』
第
八
巻
五
七
〇
～
五
七
t
頁

r
教
練
教
授
要
目
」
　
(
H
2
文
部
省
訓
令
第
六
号
)
1
『
発
達
史
』
第
八
巻
五
七
三
～
五
八
五
頁

「
女
子
高
等
師
範
学
校
規
程
」
中
改
正
　
(
体
育
科
設
置
)
　
(
w
2
年
文
部
省
令
第
二
三
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
六
巻
三
三
貢

「
高
等
師
範
学
校
規
程
J
中
改
正
　
(
芸
能
科
設
置
)
　
(
S
1
 
6
文
部
省
令
第
1
五
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
六
巻
三
四
頁

「
高
等
師
範
学
校
及
女
子
高
等
師
範
学
校
規
程
」
　
(
o
i
サ
文
部
省
令
第
七
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
六
巻
三
六
～
四
三
貢

い
い
r
h
ト
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Z
O
C

o
 
r
臨
時
教
員
養
成
所
規
程
J
改
正
　
(
m
サ
文
部
省
令
第
八
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
六
巻
へ
　
八
九
～
九
t
頁

o
 
r
決
戦
教
育
措
置
要
綱
」
　
(
<
n
S
閣
議
決
定
=
3
月
1
 
8
日
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
七
三
～
二
七
四
貢

O
　
「
戦
時
教
育
令
」
　
(
w
S
勅
令
第
三
二
〇
号
-
1
0
月
2
2
日
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
七
四
～
二
七
五
貢

O
「
戦
時
教
育
令
施
行
規
則
」
　
(
<
ォ
8
文
部
省
令
第
九
号
)
1
『
近
代
史
料
』
第
七
巻
二
七
五
～
二
八
〇
貢

※
参
考

1
「
公
民
科
」

二
国
民
ノ
政
治
生
活
へ
　
経
済
生
活
並
二
社
会
生
活
ヲ
完
ウ
ス
ル
ニ
足
ル
ヘ
キ
智
徳
ヲ
滑
養
シ
殊
二
遵
法
ノ
精
神
ト
共
存
共
栄
ノ
本
義
ト
ヲ
会
得
セ
シ
メ
公
共
ノ

為
二
奉
仕
シ
協
同
シ
テ
事
二
当
ル
ノ
気
風
ヲ
養
ヒ
以
テ
善
良
ナ
ル
立
薯
自
治
ノ
民
タ
ル
ノ
素
地
ヲ
育
成
ス
ル
ヲ
以
テ
要
旨
ト
ス

公
民
科
ハ
憲
政
自
治
ノ
本
義
ヲ
明
ニ
シ
日
常
生
活
二
適
切
ナ
ル
法
制
上
も
経
済
上
並
二
社
会
上
ノ
事
項
ヲ
授
ク
へ
シ

(
「
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
(
昭
和
七
年
二
月
十
九
日
文
部
省
令
第
五
号
)
ニ
ヨ
ル
)

2
「
中
学
校
規
程
」
(
ォ
2
)
学
科
目
解
説

・
国
民
科
ハ
我
ガ
国
ノ
文
化
並
二
中
外
ノ
歴
史
及
地
理
二
付
テ
習
得
セ
シ
メ
国
体
ノ
本
義
ヲ
開
明
シ
テ
国
民
精
神
ヲ
蘭
養
シ
皇
国
ノ
使
命
ヲ
自
覚
セ
シ
メ
実
践
二

培
フ
ヲ
以
テ
要
旨
ト
ス
　
(
r
高
等
女
学
校
規
程
」
-
r
‥
‥
自
覚
セ
シ
メ
婦
徳
ヲ
啓
培
ス
ル
ヲ
以
テ
要
旨
ト
ス
」
、
r
実
業
学
校
規
程
」
=
r
‥
‥
皇
国
ノ
使
命

ト
産
業
ノ
職
分
ト
ヲ
自
覚
セ
シ
メ
実
践
二
培
フ
ヲ
‥
‖
」
)
　
/
　
国
民
科
ハ
之
ヲ
分
チ
テ
修
身
'
国
語
も
　
歴
史
及
地
理
ノ
科
目
ト
ス

・
理
教
科
ハ
事
物
現
象
ヲ
正
確
二
考
察
処
理
ス
ル
ノ
能
力
ヲ
錬
磨
シ
事
物
現
象
ヲ
貫
ク
理
法
ト
其
ノ
応
用
ト
ノ
一
般
ヲ
会
得
セ
シ
メ
之
ヲ
国
民
生
活
二
活
用
ス
ル

ノ
修
練
ヲ
為
サ
シ
メ
合
理
創
造
ノ
精
神
ヲ
長
養
シ
国
運
弟
展
ノ
実
ヲ
挙
グ
ル
ノ
資
質
ヲ
啓
培
ス
ル
ヲ
以
テ
要
旨
ト
ス
　
/
　
理
数
科
ハ
之
ヲ
分
チ
テ
数
学
へ
物

象
及
生
物
ノ
科
目
ト
ス

・
体
錬
科
ハ
身
体
ヲ
鍛
錬
シ
精
神
ヲ
錬
磨
シ
テ
剛
健
不
墳
ノ
心
身
ヲ
育
成
シ
国
防
能
力
ノ
向
上
二
カ
メ
献
身
奉
公
ノ
実
践
力
ヲ
推
進
ス
ル
ヲ
以
テ
要
旨
ト
ス
/

体
錬
科
ハ
之
ヲ
分
チ
テ
教
練
へ
　
体
換
及
武
道
ノ
科
目
ト
ス

・
芸
能
科
ハ
国
民
生
活
二
須
要
ナ
ル
芸
術
技
能
ヲ
修
錬
セ
シ
メ
工
夫
創
造
及
鑑
賞
ノ
カ
ヲ
養
ヒ
国
民
的
情
操
ト
実
践
的
性
格
ト
ヲ
陶
冶
シ
我
ガ
国
芸
能
ノ
創
造
発

展
二
培
フ
ヲ
以
テ
要
旨
ト
ス
　
/
　
芸
能
科
ハ
之
ヲ
分
チ
テ
音
楽
、
書
道
'
図
画
及
工
作
ノ
科
目
ト
ス

・
実
業
科
ハ
我
ガ
国
産
業
ノ
国
`
家
的
使
命
ヲ
明
ニ
シ
其
ノ
技
術
及
経
営
ノ
大
要
二
付
テ
習
得
セ
シ
メ
勤
労
ノ
習
慣
ヲ
養
ヒ
我
ガ
国
産
業
精
神
ヲ
体
得
セ
シ
ム
ル
ヲ

以
テ
要
旨
ト
ス
　
/
　
実
業
科
ハ
農
業
へ
　
工
業
、
商
業
又
ハ
水
産
ノ
一
ヲ
裸
シ
土
地
ノ
情
況
二
依
り
二
以
上
ヲ
課
ス
ベ
シ

5

・
外
国
語
科
ハ
外
国
語
ノ
理
会
力
及
発
表
カ
ヲ
養
ヒ
外
国
ノ
事
情
二
関
ス
ル
正
シ
キ
認
織
ヲ
得
シ
メ
国
民
的
自
覚
二
資
ス
ル
ヲ
以
テ
要
嘗
ト
ス
　
/
　
外
国
語
科

ハ
英
語
'
独
語
へ
　
仏
話
、
支
那
語
、
マ
ラ
イ
静
又
ハ
其
ノ
他
ノ
外
国
帯
ヲ
課
ス
ベ
シ

・
修
練
ハ
行
的
修
練
ヲ
中
心
ト
シ
テ
教
育
ヲ
実
践
的
綜
合
的
二
発
展
セ
シ
メ
教
科
ト
併
セ
l
体
ト
シ
テ
尽
忠
報
国
ノ
精
神
ヲ
発
換
シ
献
身
奉
公
ノ
実
践
力
ヲ
滑
養

ス
ル
ヲ
以
テ
要
旨
ト
ス
　
/
　
修
練
ハ
日
常
行
フ
修
練
、
毎
週
定
時
二
行
フ
修
練
及
学
年
中
随
時
二
行
フ
修
練
ト
ス

3
「
戦
時
教
育
令
」
　
(
昭
和
2
0
年
5
月
2
2
日
勅
令
第
三
百
二
十
号
)

第
一
粂
　
学
徒
ハ
尽
忠
以
テ
国
運
ヲ
双
肩
二
担
ヒ
戦
時
二
緊
切
ナ
ル
要
務
二
挺
身
シ
平
素
鍛
錬
セ
ル
教
育
ノ
成
果
ヲ
遺
憾
ナ
ク
発
揮
ス
ル
ト
共
二
智
能
ノ
錬
磨
二

カ
ム
ル
ヲ
以
テ
本
分
ト
ス
ベ
シ

第
二
条
　
教
職
員
ハ
率
先
垂
範
学
徒
ト
共
二
戦
時
二
緊
切
ナ
ル
要
務
二
挺
身
シ
倶
学
倶
進
以
テ
学
徒
ノ
薫
化
啓
導
ノ
任
ヲ
全
ウ
ス
べ
シ

第
三
条
　
食
糧
増
産
も
軍
需
生
産
、
防
空
防
衛
へ
重
要
研
究
等
戦
時
二
緊
切
ナ
ル
要
務
二
挺
身
セ
シ
ム
ル
ト
共
二
戦
時
二
緊
要
ナ
ル
教
育
訓
練
ヲ
行
フ
為
学
校
毎

二
教
職
員
及
学
徒
ヲ
以
テ
学
徒
隊
ヲ
組
織
シ
地
域
毎
二
学
徒
隊
ヲ
以
テ
其
ノ
連
合
隊
ヲ
組
織
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
二
以
上
ノ
学
徒
隊
ノ
一
部
又
ハ
全
部
ガ
同
1
ノ
職

場
二
於
テ
挺
身
ス
ル
ト
キ
ハ
文
部
大
臣
ノ
定
ム
ル
場
合
ヲ
除
ク
ノ
外
其
ノ
職
場
毎
二
教
職
員
及
学
徒
ヲ
以
テ
学
徒
隊
ヲ
組
織
シ
又
ハ
学
徒
隊
ヲ
以
テ
其
ノ
連
合

体
ヲ
組
織
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
　
/
　
学
徒
隊
及
其
ノ
連
合
体
ノ
組
織
編
制
へ
教
育
訓
練
へ
指
導
監
督
其
ノ
他
学
徒
隊
及
其
ノ
連
合
体
二
関
シ
必
要
ナ
ル
事
項
ハ
文

部
大
臣
之
ヲ
定
ム

第
四
条
　
戦
局
ノ
推
移
二
即
応
ス
ル
学
校
教
育
ノ
運
営
ノ
為
特
二
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
文
部
大
臣
ハ
其
ノ
定
ム
ル
所
二
依
り
教
科
目
及
授
業
時
数
二
付
特
例
ヲ
殻
ケ

其
ノ
他
学
校
教
育
ノ
実
施
二
関
シ
特
別
ノ
措
置
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

第
五
条
　
戦
時
二
際
シ
特
二
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
学
徒
ニ
シ
テ
徴
集
、
召
集
等
ノ
事
由
`
ニ
因
り
軍
人
　
(
陸
海
軍
ノ
学
生
生
徒
ヲ
含
ム
)
　
ト
為
り
'
戦
時
二
緊
切
ナ
ル

要
務
二
挺
身
シ
テ
死
亡
シ
若
ハ
傷
病
ヲ
受
ケ
又
ハ
戦
時
二
緊
要
ナ
ル
専
攻
学
科
ヲ
修
ム
ル
モ
ノ
ハ
文
部
大
臣
ノ
定
ム
ル
所
二
依
り
正
規
ノ
期
間
在
学
セ
ズ
又
ハ

正
規
ノ
試
験
ヲ
受
ケ
ザ
ル
場
合
ト
錐
モ
之
ヲ
卒
業
(
之
二
準
ス
ル
モ
ノ
ヲ
含
ム
)
　
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

第
六
条
　
本
令
中
文
部
大
臣
ト
ア
ル
バ
朝
鮮
二
在
リ
テ
ハ
朝
鮮
総
督
、
台
湾
二
在
リ
テ
ハ
台
湾
総
督
へ
関
東
洲
及
清
洲
国
二
在
リ
テ
ハ
滴
洲
国
駐
節
特
命
全
権
大

使
へ
　
南
洋
群
島
二
在
-
テ
ハ
南
洋
庁
長
官
ト
ス

1

2
.

5
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学
校
制
度
年
表
　
(
主
要
法
令
、
等
)

H
H

■ ■ i ■
明★★ 明0○★★★ 明★○★★ 明★★
槍X文 袷

「「
政政海 袷開

「
京政園 袷新政

4部部 3
年

(
rH
QO
t>
O
)

大
学
規
則
及
中
小
学

(京
都
府
下
中
学
校
)

府
、
東
京
府
下
に
小

府
、
東
京
府
下
に
中

外
留
学
生
規
則
を
定

2成中都府成 元政府
午省省 午所早府学 午

(
t-h
OO
CO
CO
)

府
、
京
都
に
学
習
院
の
復

、
幕
府
の
医
学
所
を
復
興

設
置

(7
月
1

、
府
県
の
学
校

(
rH
OO
tO
Ci)

、
外
国
人
教
師
に
よ
り

校
小
学
校
建
営
趣
意
」

上
京
第
二
十
七
番
組
小

昌
平
学
校
を
大
学
校
と

校
を
大
学
南
校
、
医
学

日
)

を
管
轄

規
則
」
(2
月
大
学
南
校
策
定
)

小
学
舎
普
通
科

.
中
学
五
科
」

学
六
校
の
開
設
を
布
達

〈6
月

学
校
開
設
を
布
告

(9
月
4
日

め
る

(12
月
22
日
)

下 授
(

学改校 輿
を
決
定

(後
の
漢
学
所
)
(3
月
12
日
)

(6
月
26
日
、
同
29
日
学
問
所
、
9
月
12
日

に
置

業
開

『
京

校
、

秤

(

を
大

く

(日
月

始

〈1
月

l
中
洛
北
山

●
新
政
府

開
業
式

(

7
月
8
日

学
東
校
と

25
日

17
日
)

荷
校
百
年
史
』
所

に
よ
る
府
県

へ
の

5
月
21
日
)

、
同
12
月
1
日
、

改
称
)) ●

「中
学

(12
月
3
日

8
日
)

)

校留 己
ノ小大

」守 学学
呼官 2校校 「開

成
秤逮 月mを
の) 5大
初 日奨学 所

」め )励 )
★
文
部
省
に
締
輯
寮
を
開
設
し
教
科
書
の
編
纂
に
あ
た
る

(9
月
18

日
)
↓
明
治
5
年
9
月
廃
止

●
大
学
の

r静
嚢
掛
」
「俗
灘
掛
」、
南
校

r翻
訳
局
」、
東
校

r医

【江
戸
時
代
の
儒
教
教
科
書
期
】
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治
6
年

(1
′00
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CO
)

師
範
学
校
に
附
属
小
学
校
設
置

(1
月
文
部
省
番
外
布
達
)

r外
国
教
師

ニ
テ
教
授
ス
ル
中
学
教
則
」
改
正

(1
月
8
日
文
部
省
布
達
第
二
号
}

●

「修
身
学
」
削
除

百
十
四
号
)

「学
制
」
(8
月
3
日
文
部
省
布
達
第
十
三
号
別
冊
)

●
日
本
近
代
教
育
制
度
の
創
始
(フ
ラ
ン
ス
流
画
ー
主
義
的
中
央
集
権
的
r学
制
」)

「外
国
教
師

ニ
テ
教
授
ス
ル
中
学
教
則
」
(8
月
17
日
文
部
省
布
達
番
外
)

↓
明
治
11
年
5
月
23
日
の
文
部
省
布
達
第
四
号
に
よ
㌣
廃
止

「小
学
教
則
」
(
9
月
8
日
文
部
省
布
達
番
外
)

●
小
学
校

.
中
学
校
(下
等

.
上
等
)

「中
学
教
則
略
し
〈9
月
8
日
文
部
省
布
達
番
外
)

↓
明
治
‖
年
5
月
23
日
の
文
部
省
布
達
夢
四
号
に
よ
勺
廃
止

(「小
学
教
則
」
「間
改

正
l
も
)

「小
学
教
則
概
表
」
(日
月
10
日
文
部
省
布
達
番
外
)

●
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
表

「外
国
教
師

ニ
テ
教
授
ス
ル
中
学
教
則
概
表
」
(日
月
10
日
文
部
省
布
達
番
外
)

治
5
年

(iH
00
t-
C<l)

文
部
省
、
官
立
東
京
女
学
校
を
細
粒

(2
月
)

↓
明
治
10
年

2
月
相
月
文
部
省
布
達
第

l
号
に
よ
り
、
廃
校

文
部
省

r小
学
校
教
師
教
導
場

(T師
表
学
校
」)
建
立
伺
」
〈4
月
22
日
)
↓

(東
京
)

師
範
学
校

r教
則
三
条
」
(4
月
28
日
太
政
官
布
告
)

文
部
省
、
東
京
に
師
範
学
校
を
設
立

(5
月
29
日
文
部
省
番
外
布
達
)

●
米
人
ス
コ
ツ
ト
、

T
斉
学
習
指
導
法
を
指
導

「学
事
奨
励
に
関
す
る
被
仰
出
事

〈「学
制
序
文
L
)」
(8
月
2
日
太
政
官
布
告
第
二

※★ ※
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部ダ部 月釈学部断月m部 初
省
、
師
範
学
校
編

『
小

t
』
翻
訳
)
等
、
刊
行

省
、

′「小
学
用
書
日
録
」

敬授省袷↓省 釈
福料敬6節明 掛

●

教
科
書

(市
販
書
籍
利
用
)
例
示
=
自
由
採
択
制

科
書
と
し
て
利
用
す
べ
き
既
存
書
籍
の
例
示

教
科
書
編
成
掛
を
置
き
、
編
輪
に
着
手

(10
月
17
日
)

年
3
月

「編
書
裸
」
に
改
称

範
学
校
に
編
輯
局
を
置
き
、
各
種
の
小
学
校
教
科
書
を

治
6
年
5
月
"
日
文
部
省
文
書
局
編
書
課
に
統
合

『単
語
篇
』
刊
行

(発
行
月
日
不
明
)

輝
諭
吉

『学
問
の

書
期
】

」
の
統
合

学
読
本

(3
月
)

を
布
達

す
ゝ
め
』』

(米
(4
月

初
編
、『

ウ
29
日 刊

イ
ル
ソ
ン
.
リ

) 行
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り
□只改刺敬上叩l日」

、
莱

5
)

ら
満

十
四
歳

ま

で
と
定

め

る

(
1
月

8
日
文

部
省

布
達
第

i
号

●
義
務

教
育
年

限
八

校
生

徒
入
学

心
得
」

(
3
月
24
日
文
部
省

布
達
第

五
号
)

学
校

生
徒

入
学
心
得
書

」

(
8
月

1 3
日
文
部

省
布

達
第
十

T
号
)

中
学

師
範
学

科
を
設

置

〈
8
月

1 3
日
文
部

省
布
達

第
十

二
号
)

●
大

学

の
中

等
教
員

養
成
機
能

の
低
下
、

無
関
心

化

の

生
徒

入
学

心
得
書

」

(
1 2
月
28
日
文
部

省
布
達
第

十
三
号

)

4
)

崎
、

新
潟

に
師
範
学

校
設
置

(
2
月

1 9
日
文
部
省

布
達
第

5
号

学
校

、
設
置

(
3
月

1 3
日
文
部
省

布
達
第

9
号
)

(
3
月
18
日
文
部

省
布
達

欝
三
十
号
)

(
4
月

1 7
日
文
部

省
布
達

第
五
十

i
号
)

改
正

(
4
月

23
日
文
部
省

布
達
番
外

)

加

〈商

業
学
校

、
等
〉

(
4
月

28
日
文
部
省

布
達
第

五

」
施

行
計
画

=

『
明
治

以
降
教
育

制
度
発
達
史

』
第

1

L

(
5
月

5
日
文
部
省
布

達
第
六

十
三
号
)

正

(5
月

1 9
日
文
部
省

布
達
第
七

十
六
号
)

」
改

正

(
6
月
)

授
」
、
中
学
教

員

は

「教
.諭

」
、

小
学
教

員
は

「訓

導
」

範
学

校
設
置

(8
月

18
日
文
部

省
布
達
第

百
十
号

)

「東

京
師
範

学
校
」

に
改
称

生
徒

派
出
規

則
」

(l 2
月

8
月
文
部
省

布
達

第

百
三
十

十
七

号
)

巻
、

三

と

す
る

八
号
)

)箇将 ) 四
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-
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管

.「
メ於 文

(
文 節統文

(
部

省
、
蔵

版
書

籍
全

部

の
翻
刻

発

布

達
第
九

号
)

日

下
良
書

ノ
乏

シ
キ
ヲ
病

ム
、

世

、
学

科
上

有
益

ノ
書

冊

ヲ
編
述

シ

テ
、
最

モ
嘱
望

ス

ル
所
」
{
文
部
省

部

省

to
月

部

省

範

学

舎

(

部

省

7
月

、

師

範
学

校
等

蔵
版

図
書

の
翻
刻

発
行

許
可

書

目
、
公

14
日
文
部
省

布
達
第

二
十

五
号
)

文
書

局
編
者

課
、
報
告

課

に
統
合

(
l e
月

)

校

の
小
学
教

科
書

編
纂

事
務

5
月

31
日
)

、

師
範

学
校

等
蔵

版
図

書

の

27
日
文
部
省

布
達
第

百
七

号
、行

を
許

可

(
6
月

1 9
日
文

ノ
操

触
着

意

ヲ
此

ノ
事

ニ

、
綿

々
刊

行

ヲ
謀

ル
ノ
挙

第

三
年
報

(明
治

八
年
度
)

を

文
部

省
文

書

局
締
着

課

翻

刻
発

行
許

可
書

目
、

公
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8
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布
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四
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部戟育
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報
中
文

制
度観

刻
許

布
達
第

s月
刻
許

7
日

告
に
よ
れ
ば
、
現
在
刊
行

部
省
刊
行
の
も
の
は
六
十

発
達
史
』
第
g]巻
、
七
〇
1

可
図
書

へ

】
号
)

可
図
書

へ

#
fs*
」

の
改
変
出

の

改
変
田

達
第
四
号
)版

、
全

版

に

の
教

種

で

二
頁
)

つ 料あ
面
禁
止

き
、
事

書
は
百

つ
た
」

(
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治公達文

「
●

「p<4.小文、′京、′学中 3立第部敬 天敬-●部
午学部学職学校学 午節六管育 皇育学杏省
〈
1
8
8

校
教
員
免

省
達
第
二

枚
教
則
綱

・
*
*

工
学
校
、

校
数
魚
心

教
員
品
行

校
教
則
大

(戟早也甘 の令刺府に
1学)方敬 敬」改県普
8
8

校
へ

学
務

正
」

●

「

●
各

膏

へ
の
干
渉
の
初
め
、
文
明
開
化

.
洋
学
尊

(9
月
29
日
太
政
官
布
骨
第
四
十
号
)

訂
、
ア
メ
リ
カ
流
自
由
主
義
的
地
方
分
権
的

に
公
立
師
範
学
校
の
設
置
を
勧
奨

(第
33
条

楽
取
詞
掛
、
設
置

(10
月
0
m
)

1
)

許
状
授
与
方
心
得
」
(1
月
31
日
文
部
省
連
第
六
号
↓
改
正
7
月
8

十
四
号
)

領
」
(5
月
4
日
文
部
省
達
第
十
二
号
)
初
等
中
等
高
等
、
八
年
制

「教
則

(教
育
課
程
)」
の
明
示
、
「修
身
」
重
視
、
日
本
史
に
限
定

設
置

(5
月
26
日
文
部
省
布
達
第
二
号
)
●
文
部
省
直
轄
職
工
学
校

得
」
(6
月
18
日
文
部
省
達
第
十
九
号
)

検
定
規
則
」
(7
月
21
日
文
部
省
達
第
二
十
六
号
)

綱
J
(7
月
29
日
文
部
省
達
第
二
十
八
号
)
初
等
四
年

.
高

二
年

0
)

の
補
助
金
交
付
、
明
治
14
年
6
月
を
以

局
に
教
則
取
調
掛
を
設
置

(3
月
9
日

(12
月
28
日
太
政
官
布
告
第
五
十
九
号
)

学
制
再
改
訂
」
(国
家
統
制
の
強
化
)
、

府
県
に
、
再
度
、
公
立
師
範
学
校
の
設

て
廃
止

)「修
身
」

匿
を
勧

重
教
育

r学
制

)

(
1
月
29
日
文
部
省

の
筆
頭
学
科
目
化

w

m

%
&
)

↓
儒
教
的
道
徳
教
育

j
ー
年
限
等
綬
和
)

★★ ↓★
文.文鶴 ォ9敬

「
餐勿9日●害右史

部部部刺 料月育学ヲ袷為
r

杏の』
省
蔵
版
翻
刻
許
可

一図
書
の
誤
刻
検
査
の
為
、
翻
刻
出
来

納
本
を
布
達

〈3
月
10
日
文
部
省
布
達
第

1
号
)

省
出
版
書
に
印
紙
貼
付
、
翻
刻
人
姓
名
住
所
等
を
義
務
づ

防
止
を
図
る

(5
月
14
日
文
部
省
達
号
外
〉

書
審
査
、
使
用
不
適
当

.
禁
止
教
科
書
の
通
達

(8
月

日
日
9
月
22
日
文
部
省
地
方
学
務
局
通
牒
)
↓

『
明
治

制
度
発
達
史
』
第
二
巻
、
四
九
四
～
四
九
七
頁

校
教
科
書
之
儀

ニ
付
テ
ハ
追
テ
示
達

ス
ル
儀
可
有
償
得

妨
害
シ
風
俗
ヲ
素
乱
ス
ル
カ
如
キ
事
項
ヲ
記
載
セ
ル
書

教
育
上
弊
害
ア
ル
書
籍
ハ
採
用
セ
サ
ル
様
予
テ
注
意
可

心
得
相
違
候
事
」
(12
月
文
部
省
達
第
二
十

一
号
)

蓋
し
当
時
極
端
な
る
自
由
民
権
説
な
ど
が
盛
に
行
は
れ

教
育
界
に
及
ぼ
す
虞
が
あ

っ
た
の
で
之
を
防
庄
す
る
こ

達
の
主
な
る
目
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
」
(前
記

『

第
二
巻
、
四
九
八
)

次
第

け
、

30
日

以
降

共
国

籍

ハ

致
此

て
弊

と
が

発
達

r

H

ト

H

5r
l
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袷
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文00w
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「
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京節 5東京幼 節部日

午学輿●袷輿
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↓↓省文一巾良京市.PPis 午節女学 範卿)
(校逮府00立管

「「
部&女範学 (戟早綱 学宿

T-ioo
co
co
)

通
刺
し
(4
月
11
日
文
部
省
達
第
五
号
)

●
初
の
実
業
学
校
規
定

挙
師
範
生
徒
募
集
規
則
」
(4
月
28
日
文
部
省
連
第
六
号
)

県
選
抜
、
公
費
支
給
教
育
、
東
京
師
範
学
校
入
学
、
該
府
県
教
育
従
事
制
度

年
10
月
15
日
文
部
省
布
達
第
十
号
に
よ
り
廃
止

師
範
学
校
通
則
」
(7
月
6
日
文
部
省
達
12
号
)

内
学
齢
人
員
千
人
乃
至
千
五
百
人
ニ
1
人
ノ
率
」
養
成
、
地
方
教
員
増
加
策

府
県
立
師
範
学
校
通
則
」
改
正

(12
月
5
日
文
部
省
達
第
二
十

T
号
)

師
範
学
校
生
徒
定
員
」
(明
治
30
年
10
月
9
日
勅
令
三
百
四
十
七
号
)

「教
員
講
習
所
」
設
置
、
r督
業
訓
導
」
配
置
の
計
画
立
案
を
要
請

(CQ
月

省
速
第
十
六
号
)

学
校

「小
学
師
範
学
科
規
則
及
附
属
小
学
校
規
則
」
改
正

(8
月
)

子
師
範
学
校
附
属
高
等
女
学
校
施
行
規
則
」
〈
8
月
文
部
卿
羅
可
)

学
校

「中
学
師
範
学
科
規
則
」
改
正

(9
月
)

●
東
京
師
範
学
校
の
主
体
、
小
学
師
範
学
科
か
ら
中
学
師
範
学
科
へ

校
卒
業
証
書
書
式
」
策
定

(11
月
15
日
文
部
省
達
第
二
十
号
)

iH
00
00
W
J

学
校
、
小
学
師
範
学
科
取
調
員
召
募
、
研
修

(4
月
)
●
教
授
抵
改
良
目
的

師
範
学
校
附
属
高
等
女
学
校

(修
業
年
限
五
年
)
創
立

(7
月
)

●

「高
等
女
学
校
」
名
称
の
初

要
』
(l2
月
)

枚
教
則
大
掬
J
(
8
月
19
日
文
部
省
達
第
二
十
九
号
)
●
修
身
学
科
目
首
位

岡
孝
弟
、
府
知
事
県
令
を
招
集
し
て
教
育
行
政
全
般
に
わ
た
る
訓
示

(2
月

●
改
正

「教
育
令
」
の
趣
旨
、
徹
底

○★ ★★ ↓
r也文布 文に上に・て 敬
小事都逮 部対弊注部訓 料
学」省

(
管し害普省示 書

校
並
県
立
中
学
校
師
範
学
校
等
普

(7
月
31
日
文
部
省
達
第
十
四
号
)

、
明
治
21
年
2
月
布
達
に
背
馳
せ

8
月
9
日
.
明
治
17
年
4
月
8
日

、
東
京
師
範
学
校

一
東
京
女
子
師
範
学
校

.
大
阪
中
学
校

、
「国
紀
ヲ
素
リ
風
俗
ヲ
壊
ル
′
嫌
ア
ル
者
ハ
勿
論
教
育

ヲ
生
ス
ル
ノ
恐
ア
ル
L
r学
校

「
備
置
ノ
図
書
」
の
観
覧

す
る
よ
う
勧
告

(5
月
12
日
)

、
府
県
学
務
吏
員
を
招
集
し
、
教
科
用
図
書
使
用
に
つ
い

(12
月
)

●
検
査
基
準
の
例
示

の
全
面
的
検
査
取
締
方
針
の
表
明

通
学
校
教
科
用
周
書
伺

●
教
科
書
線
可
制

る
図
書
の
弟
禁
命
令
、

.
同
4
月
10
日
)

t

.

1

一

′
0I
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児府0敬京府都輿日g
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文2政国 7南中中節
午徒立月学 午へ輿月育女輿省立文立郎月

‥
育家 午莱学学戟

(弟一巾lop02校 (の逮iy
.

令千立両日部学省・
蝣

f
f
i

至 (学校校学

f-t00
GO
tD
)

講
習
所

、
設

置

(
1
月
)

範
学
校

其
他

公
立
学

校

の
女

教
員

日
文
部

省
令

第

】
号

)
●
東

京
師

卒
業

生
服
務

情

況
を
師
範
学

校

に

^

X
00
IO
J

「府
県

選
挙
師
範

生
徒
募

集
規
則

抜
、
公
費
支

給

教
育

、

東
京
女

子

日
文
部
省

布
達

第
十
号

に
よ
り
廃

し
改

正

(8
月

1 2
日
太
政

官
布
告

●

r学

制
再

々
改
訂
」

～

師
範
学

校
、
東

京
師
範

学
校

へ
統

女

子
師

範
学
校

の
師
範

学
校

へ
の

「府

県
選
挙

師
範
生

徒
募
集
規

則
」

範
学
校

の
校

長

及
び
教

員
養
成

の

省
達
第

十

一
号
)

●

東
京

校

の
兵

式
体

操
及
び
醸

体
操

の
教

達
第
十

三
号

)
↓
前

記

『
発
達
史

郎
省
所

轄
体
操

伝
習

所
、
東
京
節

度
↓
内

閣
制
度

=
初

代
文
部
大

臣

上
主
義

的
教
育

観
↓

学
校
制
度

全

rH
CO
00
"sf
)

枚

通
則

し
(
1
月

日
日
文
部

省
達
第

ー
号
)

通
則
」

(
1
月

26
日
文
部

省
達
第

二
号
)

師

範
学
校

教
員
免

許
規

程
J

(
8
月

1 3
日
文
部

省
逮

第
八
号

)

校
教
則

大
綱
」

改
正

〈
11
月

2 4
日
文
部
省
達

第
十

三
号
)

養

成

の

範
学

校

報
告
せ

」

適
用

姉

範
学

止第

二
十

地
方
教

合

〈
8

統
合
布

廃

止

為
、
東

師
範

学

員
養
成

』
第

三

範
学
校

森
有

礼

般

の
改

為
、

東
京
師

範
学
校

、
生
徒
募
集

、
師
範

学
校

等
女
教

員
公
費
養
成

し
む

(
4
月

2
日
文
部
省
令
第

六

(

1
月

31
日

文
部

省
達
第
四

号
)

校

入
学
、
該

府

県
教

育
従
事

制
度

三
号
)

育

費
削
減

措
策

、
r
教
場

l
琵

可

月

27
日
文
部
省

告
示
第

三
号
)

逮

(
10
月

1
日
文
部
省
達

第
九
号

)

(
1 0
月

1 5
日
文
部
省
達
第

十
号
)

京
師
範

学
校
、

生
徒
募
集

(
1 0
月

校
、

師
範
学
校

教
員
、

公
費
養
成

に
関
す

る
方
針

、
布
達

(11
月

18

巻
四

八
九
～

九
五
東
森
有

礼
訓

示

附
属
と

な
る

革

↓
学

校
種

別

「学
校
令

」
制
定

【
検

定
教
科
書

期
】

号
)

o
 
r
師
範
学
校
令
」
　
(
4
月
1
 
0
日
勅
令
第
十
三
号
)
●
森
有
礼
の
師
範
教
育
構
想
の
具
現

1
高
等
師
範
学
校
(
文
部
大
臣
管
理
・
東
京
)
　
尋
常
師
範
学
校
(
府
県
各
一
校
)

O
 
r
小
学
校
令
」
(
第
一
.
次
)
(
4
月
1
 
0
日
勅
令
第
十
四
畳
　
　
　
　
　
尋
常
・
高
等

●
「
小
学
校
」
制
度
の
基
礎
確
立
へ
　
尋
常
小
学
校
-
義
務
教
育
年
限

O
「
中
学
校
令
」
　
(
4
月
1
 
0
日
勅
令
第
十
五
号
)

尋
常
中
学
校
・
高
等
中
学
校
分
割

●
　
「
中
学
校
」
　
制
度
の
確
立

O
「
諸
学
校
通
則
J
　
(
4
月
1
 
0
日
勅
令
第
十
六
号
)

★
官
立
東
京
師
範
学
校
'
高
等
師
範
学
校
と
な
る
(
4
月
2
9
日
-
五
月
一
日
官
報
)

1
体
操
伝
習
所
廃
止
も
　
高
等
師
範
学
校
体
操
専
修
科
に

●
中
等
学
校
教
員
養
成
専
門
学
校
の
初
め

O
「
小
学
校
ノ
学
科
及
異
種
度
し
(
5
月
2
5
日
文
部
省
令
第
八
号
)

0000000000

●
国
語
領
域
(
読
書
　
(
諦
方
・
作
文
)
・
習
字
1
読
書
・
作
文
・
習
字
)

r
尋
常
師
範
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
」
(
5
月
2
6
日
文
部
省
令
第
九
号
)

r
尋
常
師
範
学
校
生
徒
募
集
規
則
」
　
(
5
月
2
8
日
文
部
省
令
第
十
号
)

「
尋
常
師
範
学
校
卒
業
生
服
務
規
則
」
　
(
5
月
2
8
日
文
部
省
令
第
十
7
号
)

「
尋
常
師
範
学
校
男
生
徒
の
学
資
支
給
要
項
」
　
(
6
月
4
日
)

r
小
学
校
教
員
免
許
規
則
」
　
(
6
月
2
1
日
文
部
省
令
第
十
二
号
)

「
尋
常
中
学
校
ノ
学
科
及
鼻
程
度
」
　
(
6
月
2
2
日
文
部
省
令
第
十
四
号
)

●
尋
常
中
学
校
修
業
年
限
五
年

「
府
県
立
尋
常
中
学
校
体
操
中
兵
式
体
操
細
目
」
　
(
体
操
)
　
(
6
月
2
9
日
文
細
省
訓
令

第
六
号
)

「
高
等
中
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
」
　
(
7
月
1
日
文
部
書
令
第
十
六
号
)

「
高
等
師
範
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
」
　
(
I
 
o
月
1
4
日
文
部
省
令
第
十
七
音
)

「
高
等
師
範
学
校
生
徒
募
集
規
則
」
　
(
1
0
月
1
4
日
文
部
省
令
第
十
八
号
)

1
「
撰
用
」
図
書
書
目
公
示
　
(
7
月
7
日
1
文
部
省
訓
令
第
七
号
)

-
「
師
範
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
並
教
科
書
ハ
文
部
大
臣
ノ
定
ム

ル
所
二
依
ル
」

1
到
甜
葡
樹
剰
馴
圃
叫
山
曹
叫

1
叫
蝣
X
T
S
:
　
湖
適
所
鵬
-
:
?

0
 
r
教
科
用
図
書
検
定
条
例
」
　
(
5
月
1
 
0
日
文
部
省
令
第
七
号
)

1
師
範
学
校
教
科
書
も
検
定
制
を
規
定

○
尋
常
師
範
学
校
教
科
書
書
目
(
7
月
7
日
文
部
省
訓
令
第
七
号
)

1
『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
第
三
巻
、
六
九
八
～
七
〇
六

頁
※
文
部
省
編
時
局
r
読
書
入
門
」
　
(
8
月
3
0
日
編
纂
'
明
治
2
0
年
2

月
出
版
)

I8
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治
「

節
「

治文訓 「
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12尋戟尋 02部令 高尋二
午常学常 午省寡 等栄十
(市.PP校市â

.
(十 市.日柿I

ll範職節 1坐一 戟戟号
8学負学 8徒早 学

校
卒
業
生
服
務
規
則
」
(10
月
14
日
文
部
省
令
第
十
九
ロ

学
校
尋
常
中
学
校
及
高
等
師
範
学
校
免
許
規
則
」
(12

月

)
.、X校着校 8の)

8設良目HH
学 7学

)備
準
則

I
定
方

科
及
其

)力

.
人●

」程 物if
f(8
月
21
日
文
部
省
訓
4

通
達

(9
月
15
日
文
部

度
」
中
改
正

(10
月
3

に等
つ′
普学
尋」
常長

任
倭命
響
秤高

¶第省
訓

日
文

価等
を市.PP 】

号
)

令
第

部
省

宿戟
示学

●

職
員
数

二
号
)

令
第
五
号
)

(校
8人
月学 さ2rl6描 日
自薦 V

.
備
品

文に 部
部刺 省
管用 令

★※ ○★★○※% 立○↓○
地文 「ョ文「文●系pi 〟『「方部 『公令料逮部

(
」敬郎

「
を部 ●

口
語
体
、
片
仮
名
先
習
、
読
み
書
き
同
時
学
習
の
伝
統
確

教
科
用
図
書
供
給
方
法
規
程
〟

(12
月
9
日
、
同
10
日
官
報
)

.
●
教
科
用
図
書
の
検
定
方
針
の
公

明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
第
三
巻
、
七
〇
七
貢

図
書
編
纂
審
査
委
員
規
程
」
〈12
月
14
日
)

長
官

省

「

明
治

私
立

第
三

用
国

史
』

省
、

4
月

科
用

省

「

読
書

も
つ

省

「に
修
身
教
科
書
ヲ
採
定
せ
ざ
る
よ
う
通
牒

(5
月
)

高
等
小
学
読
本
」
(
1

～
七
)
刊
行
開
始

(5
月
2

以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
第
三
巻
、

小
学
校
教
科
用
図
書
採
定
方
法
」

早
)

書
審
査
委
員
構
成
等
の
規
定
↓

『

第
三
巻

(七
〇
九
～
七

一
l
真
)

歴
史
編
纂
旨
意
書
を
公
示
し
懸
賞

29
日
官
報
〉
↓
明
治
24
年
文
部
省

国
章
検
定
規
則
」
(5
月
7
日
文
部

尋
常
小
学
読
本
」
二

～
七
)
出
版

入
門
」
続
編
、
児
童
の
発
達
段
階

、
先
導
的
教
科
書

小
学
習
字
書
」
「幼
稚
園
唱
歌
」
ヲ

七

〇
八
東

(
3
月
25
日

明
拍
以
降
教

を
も
っ
て
縮

刊
行

r高
等

省
令
第
二
号

(4
月
29
日

を
顧
慮
し
た

出
版

(12
月

文育m、′)〉梶)
日
、

部刺を学慕
管皮寡磨体 示

9

_
l
t
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治

24
年

(
i-<
00
0
5
i-()

r小

学
校
設
備
準

則

」

(
4
月

8
日
文
部
省
令
第

二
号
)

●
第

二
粂

「枚
会

ニ

ハ
天
皇
陛

下
及
皇

后
陛

下
ノ
御

影
並
教

育

ニ
関

ス
ル
勅

語
ノ
謄
本

ヲ
奉

置

ス

ヘ
キ
場

所

ヲ

-
定

シ
産

ク

ヲ
要

ス
」

「
(
小
学

校
)

正
教

員

准
教

員

ノ
別

J

〈
5
月

8

日
文

部

省
令

第

三
号

)
↑

明
治

23
年

「
小
学

校
令

」
、
↓

改

正
、

明
治

2 4
年

11
月

1 7
日
文

部
省

令
第

二
十

三
号

(
『
明

治
以

降
教

育
制
度

発
達

史
』

第

三
巻

、
八

=

～
八

t
二
貢
)

r補

習
科

ノ
教
科

目

及
修
業
年

限
」

(
日
月

I7
日
文

部
省
令
第

八
号
)

「
小
学
校
令
中
専

修
科

徒
弟
学

校
及
実
業
補

習
学
校

ノ
教
科

目
修
業
年

限

ニ
関

ス
ル
件

」

(
日
月

l7
日
文
部

省
令

第
九
号

)

「随

意
科
目
等

ニ
関

ス

ル
規
則

」

〈
日
月
17
日
文
部

省
令
第

十
号
)

袷
「

2.
.
1

高拷
「『 治

「
キ

「「 32普月等十小●敬 22尋学尋尋
午過02節二学、′育 午常料常常
(学田戟早枚挙ニ (市一日及市白市蝣an

1校m学)令枚関 1戟其戟戟
oo
a
>
o
)

」

r教

員

」
意

味
敗
定

T

月

1 4
日
文
部
省

訓
令

第

t
号
)

↑

明
治

22
年

十

二
号

校
女

子
部
、

独
立

し
て
女
子
高
等

師
範
学
校

と
な

る

(
3
月

25
日
勅
令
第

」

(第

二
次

)

(
2

月

7

日
勅
令

第

二
百
十
五
号
)

教
育

の
基
本

目
的

(道

徳
教
育

.
国
民
教
育

.
知
識
技

能
教
育

)
、

明
示

ス
ル
勅

静
』

(
10
月

30
日
)

00
OO
O
l
)

学
校

学
科

及
其

程
度
」

中
改

正
、

「
尋
常

師
範
学

校

ノ
女
生
徒

ニ
裸

ス

ヘ

程
度

」

(
1 0
月

25
日
文
部
省
令

第
八
号
)

●
師
範

学
校
男

女
課
程
分

離

学
校
生

徒
募

集
規
則

」
中
改

正

(
相
月

25
日
文
部

省
令
第
九

号
)

学
校
卒

業
生

服
務
規

則
」
中
改

正

(
相
月

25
日
文
部
省

令
第

十
号
)

★★○0 ★↓
負

(
9

★
小部

h
小

、
局

「
部

「
示
)

・
蝣

図月小 第ォ
学辛メ学ノ管小 T

l
学 七

EL校工普校過学令学 省株令校 冊省
教

科

用
図
書

.
唱

歌

.
裁

示
第
九
号
)

「修

身

科
」

煤
)

校
教

科

用
図

第

十
四
号
)

校
修

身
教

科

育式第図 月

3
日
)

↓

出
版

に
及
ば
ず

0
*会冒着 月地
改社一& 002哩

正

0
編

に
賓

託

早
)

査
委

員

日
)

m
m

を
生

徒
用

.
教
師

用

の

二
種

と

縫

.
体

操

は
教
師

用

の
み
)

(

の
教
科

書
採

定
要
請

(
1 0
月

7

書
審

査

等

ニ
関

ス
ル
規
則

」

(

用
図

書
検

定

棟
準

し

(
1 2
月

1

●

「読

書
入
門

」
.「尋
常

小
学
読
本

」

旨

意
書

を

公
示

し
懸
賞

を
も

っ
て
編

輯

局
廃

止
、

図
書
観

設

置
0

日
明
治

二
十
七
年

末
ま

で

(

の
組
織

ヲ
規
定

す9日1日 田臥
る月普月p

t
版治

(9過7I-部 は32 統

編

纂

を
募

作目学自管 日午
#-x秩文公 本6

0
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「蝣c2小文女 52尋其尋尋尋尋尋 、学小、′御尋∫部中
午早艶千 午常程常常常常常 学級学学影常早大早
(」省就 (市自皮●両良TE蝣an巾CO節・an.

節.ロhP
校編校校並一巾-on校臥校

iニ普学 1
8

範
学

」
改

尋
常

範
学

範
学

範
学

範
学

範
学

敬刺ノ各勅戟敬大令
8於示並 7負響m」蘇学ー員木」
9チ第裁 9

2
校
ノ

正

(

師
範

校
生

校
生

校
卒

校
設

校
簡

大ニ過料磨校検南中
3祝≡縫 m関敬日本附定敬
)日号敬 〉学

科
及
其
程
度
」
「尋
常
師
範
学
校
ノ
女
生
徒
ニ
課

7
月
11
日
文
部
省
令
第
八
号
)

学
校
の
要
旨

l
学
科
巨
注
意
要
点
、
明
示
0
r倫
理
」

徒
ノ
定
員
」
改
正

〈7
月
日
日
文
部
省
令
第
九
号
}

徒
募
集
規
則
」
改
正

〈7
月
11
日
文
部
省
令
第
十
号

業
生
服
務
規
則
」
改
正

(7
月
日
日
文
部
省
令
第
十

傭
規
則
」
改
正

(7
月
日
日
文
部
省
令
第
十
二
号
)

易
科
規
程
」
(7
月
日
日
文
部
省
令
第
十
五
号
)

●
就
学
児
童
増
加
に
伴
う
教
員
供

」ス授毎M属等訓正
大
祭
日
ノ
儀
式
ヲ
行
フ
ノ
際
唱
歌
用
ニ
供
ス
ル
歌

)員
ニ
関
ス
ル
件
」
(7
月
22
日
文
部
省
訓
令
第
八
ロ

(
日
月
17
日
文
部
省
令
第
十
1
号
)

●
教
科
間
連
携
の
指
示
、
教
育
課
桂
の
管
理
組
織

ル
規
則
」
(11
月
17
日
文
部
省
令
第
十
二
号
)

時
間
ノ
制
限
」
(日
月
17
日
文
部
省
令
第
十
三
号
)

過
教
授
時
間
配
当

一
例
」
(日
月
17
日
普
通
学
務
局
長
通
牒
)

方
定
」
{文
部
省
訓
令
第
四
号
)

小
学
校
輝
程
」
(11
月
17
日
文
部
省
令
第
二
十
六
号
)

二
間
ス
ル
規
則
J
(3
月
17
日
文
部
省
令
第
十
九
号
)

令

(日
月
17
日
文
部
省
訓
令
第
五
号
)

(淵
月
14
日
勅
令
第
二
百
四
十
三
号
)

●

「高
等
女
学
校
」
の
名
称
↓
女
子
中
等
教
育
規
定
の
初

詞
並

M ス
ヘ

-
.
I

)】
号

給
不

楽 キ修)足
譜 単身対
」 料しm ヒ∫め

★ ○令○★

′ 「早及「修早
学 敬)戟敬身)
校 料刺料料
図 用●準用敬

書
審
査
委
員
編
成
、
改
正

(9
月
19
日
勅
令
第
百
四
号
〉

園
昔
検
定
規
則
」
中
改
正

(3
月

25
日
文
部
省
令
第
三

検
定
基
準
強
化
、
師
範
学
校
令

.
中
学
校
令

.
小
学
校

拠
‖
学
習
指
導
要
領
準
拠
の
初
め

図
書
検
定
規
則
」
中
改
正

(4
月
23
日
〉

●
検
定
本
に

「検
定
済
し
記
載

科
書
の
不
使
用
を
認
可

(8
月
23
日
文
部
省
訓
令
第
九

nHhHL

■ ■ ■
○明 明0★

一
明★〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

治 袷
「尚 袷高「「「r「「「rr「「「

ノ
「0ノ2

0
02高等 72等尋等高工尋高簡捷体尋女小令 実

午 午等節 午市.PP常々等*常等易弟育常子
i

学第 m

(
(女 (tRP

学早及局
1 1学学 1学早鶴範負学校学校学学等棉二 管
8 8校校 8校枚挙学秦校令校演校校価翠十 学
9 9規 9Aノ校校潤実」規程衛入鶴料六 校
6
)

5
)

程
」
(1
月
29
日
文
部
省
令
第

l
号
〉

●
学
科
目

.
修
業
年
限

(六
年
)
I
入
学
資
格
等
の
規
定

国
籍
漢
文
専
修
科
、
英
語
専
修
科
、
開
設

(4
月
)

●
中
等
教
員
欠
乏
対
策

4
)

学
資
格
、
改
正

(2
月
3
日
文
部
省
令
第
二
号
)

●
公
立
尋
常
中
学
校
卒
業
生
↓
高
等
師
範
学
校

学
科
及
其
程
度
」
改
正

(3
月
1
日
文
部
省
令
第
七

●
実
札
設
置
認
可
、
国
語

.
漢
文

規
程
」
(4
月
6
日
文
部
省
令
第
十

}
号
)

規
程
l
(4
月
6
日
文
部
省
令
第
十

t
号
)
●
文
科

.

規
程
」
(6
月
14
日
文
部
省
令
第
十
二
号
)

科
規
程
」
(6
月
15
日
文
部
省
令
第
十
三
号
)

(6
月
25
日
勅
令
第
七
十
五
号
〉

●
高
等
中
学
校
を

「高
等
学
校

程
し
(7
月
25
日
文
部
省
令
第
十
九
号
)

J
(
7
月
25
日
文
部
省
令
第
二
十
号
)

生
ニ
関
ス
ル
訓
令
」
〈体
育
〉
(9
月
1
日
文
部
省
訓

学
規
程
」
(S
R
文
部
省
令
第
二
十
四
号
)

学
校
規
程
」
(10
月
2
日
文
.部
省
令
第
二
十
五
号
)

徒
弟
学
校
実
業
補
習
学
校
ニ
体
育
ヲ
加
フ
ル
件
J
(

号
〉

規
程
」
(
目
方
22
日
文
部
省
令
第
十
六
号
)

●
小
学
校
課
程
未
履
修
者
、
実
業
従
事
児
童

コ
ー
ス
、
許
可

早
)

.
歴
史
の
重
視

理
科
編
成

へ

J
と
改
称
改
組

令
第
六
号
)

12
見
28
日
文
部

.ヘ
の
教
育
制
度

〇、★ ★○ ○
「早高 ォ

「
令 「02

敬)等 莱文m 、′日
料女 棉部二 学文

用
図
書
検
定
規
則
」
中
改
正

(5
月
22
日
文
部
省
令
第
三

●
検
定
済
教
科
書
に
検
定
年
月
日
等
記
載
義
務

学
校
教
科
書
の
検
定
化

(6
月
は
日
)

習
学
校
教
科
書

省
版
権
所
有
図

十
二
号
)

●

校
教
科
用
図
書
審
査
等
ニ
関
ス
ル
規
則
」
中
改

部
省
令
第
十
三
号
)

ノ

(普
通
教
科
目
)
の
検
定
化

(2

書
翻
刻
出
版
規
程
」

(8
月
‖

文
部
省
版
権
所
有
図
書
の
翻
刻

月
21

日
文

出
版

正

(日部許 9
〉管可 月

t
l
_

2



①
〇
m

1 蝣
○○明 明★〇〇〇★

一
〇〇〇〇〇〇★○

袷 治高
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早
「
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3 03等高高女等節節追i二両貞P

女女)女範十高 徒女
午

(

午前
T

一日等等千弔▼pP戟醍磨学十戟千千千単二等 弟千
(戟帝dCP

節高戟戟●学県級午学高高高校早市.PP
学蘇

1 1学範節等学育明校管児)校等等等戟 校等

8 8校学学前
T

一PP校令袷坐内童以ノ市・an節市l日男学 競市蝣ca
9 9に校校戟に」〈Uノ

荏学敬上学醇戟戟女校 程戟
8
)

7
)r国

語
漠
文
科
」、
開
設

(5
月
)

生
徒
募
集
規
則
」
中
改
定

7

月
21
日
文
部
省
令
第
十

卒
業
生
服
務
規
則
」
改
定

(.7
月
21
日
文
部
省
令
第
十

学
校
卒
業
生
服
務
規
則
」
改
定

(7
月
21
日
文
部
省
令

数
学
、
英
語
、
国
語
及
漢
文
の
各
専
修
科
、
開
設

(9

(10
月
9
日
勅
令
第
三
百
四
十
六
号
)

年

「飾
範
学
校
令
」
の
改
正
、
尋
常
師
範
学
校
、
師
範

定
員
」
(明
治
30
年
10
月
9
日
勅
令
三
百
四
十
七
号
)

齢
児
童
三
分
ノ
二

(就
学
見
込
数
)
に
対
し

1
学
級
七

)
を
以
て
算
出
す
る
全
学
級
数
の
三
+
分
の
t

(教
員

に
卒
業
生
を
出
す
に
足
る
生
徒
数
を
募
集

●
師
範
学
校
生
徒
定
員
算
出

科
及
其
程
度
」
中
改
正

(10
月
=
日
文
部
省
令
第
二
十

学
校
生
徒
募
集
規
則
」
(10
月
12
日
文
部
省
令
第
二
十
1

学
校
卒
業
生
服
務
規
則
」
中
改
正

(10
月
12
日
文
部
省

学
校
放
程
」
改
正

(10
月
12
日
文
部
省
令
第
二
十
四
号

n
*
;i

を
以
て
学
校
を
別
に
す
べ
き
こ
と
、
布
達

〈
12
月
17
日

●
女
子
師
範
学
校
、

規
程
」
中
改
正

(12
月
22
日
文
部
省
令
第
二
十
七
号
〉

j
中
改
正

. (2
月
26
日
文
部
省
令
第

1
号
〉

学
校
規
程
」
中
改
正

(6
月
1
日
文
部
省
令
第
八
号
)

●
専
修
科

早
)np

第
十

月
)

学
校

十
名

平
均

基
準

早
)

7号
)

令
第

)理
科

文
部

独
立●

設
置
、
課

)二との勤の二管設研
n!r改割務栄十腐訓m#

)称合午ョ三成令へ料 可

※※★★○ ★
文文貴決文

r
l.、ノ 貴4

部部族
(

部敬早 族日
省管院3省料) 院

、
小
学
校
修
身
教
科
書
の
国
費
編
纂
建
議
を
可
決

(2
月

)
『『月官用

北
海
着
用
尋
常
小
学
読
本
』
巻

1
,
刊
行

(2
月
)

沖
縄
県
用
尋
常
小
学
読
本
』
巻

t
、
刊
行

(3
月
)

小
学
校
修
身
及
び
読
本
教
科
書
の
国
費
編
纂
建
議
を
可

19
日
)

制
改
正
、
図
書
局
に
図
書
審
査
官
を
置
く

(相
月
9
日
)

図
書
検
定
規
則
」
中
改
畢

(10
月
11
日
文
部
省
令
第
十

●
教
科
書
の
修
正
禁
止
事
項
の
明
示

o
　
「
女
子
高
等
師
範
学
校
規
程
」
中
改
正
　
(
1
月
4
日
文
部
省
令
第
一
号
)
　
●
研
究
科

o
 
r
高
等
師
範
学
校
規
程
」
中
改
正
　
(
4
月
2
日
文
部
省
令
第
十
言
耳
)

●
文
科
(
教
育
学
部
・
国
語
湊
文
部
・
英
語
部
・
地
理
歴
史
部
)
　
理
科
(
理
化
数
学
部

・
博
物
学
部
)
　
編
成
へ

■
明
治
3
 
2
年
(
r
-
i
q
o
O
)
e
n
)

O
 
r
中
学
校
令
」
改
正
　
(
2
月
7
日
勅
令
第
二
十
八
号
)

修
業
年
限
五
年

●
尋
常
中
学
校
を
　
「
中
学
校
」
と
改
称

0
「
実
業
学
校
令
し
　
(
2
月
7
日
勅
令
第
二
十
九
号
)

●
実
業
教
育
全
般
に
通
ず
る
統
一
的
規
程
'
工
業
・
農
業
・
商
業
・
商
船
・
実
業
補
習

-
実
業
学
校
、
「
徒
弟
学
校
」
　
は
工
業
学
校
の
一
部

0
 
r
高
等
女
学
校
令
」
　
(
2
月
8
日
勅
令
第
三
十
t
号
)

●
　
「
中
学
校
令
」
　
と
の
分
離
、
1
良
妻
賢
母
主
義
」
　
の
捷
唱

O
「
高
等
女
学
校
編
制
及
設
備
規
則
」
　
(
2
月
9
日
文
部
省
令
第
五
号
)

O
　
「
女
子
高
等
師
範
学
校
規
程
」
中
改
正
　
(
2
月
1
 
5
日
文
部
省
令
第
六
号
)

●
技
芸
科
'
新
設

O
「
高
等
女
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
二
親
ス
ル
規
則
」
　
(
2
月
2
1
日
文
部
省
令
第
七
号
)

0
「
工
業
学
校
規
程
」
(
2
月
2
5
日
文
部
省
令
第
八
号
)

O
 
r
農
業
学
校
規
程
」
　
(
2
月
2
5
日
文
部
省
令
第
九
号
)

O
 
r
商
業
学
校
規
程
」
　
(
2
月
2
5
日
文
部
省
令
第
十
号
)

O
 
r
商
船
学
校
規
程
」
　
(
2
月
2
5
日
文
部
省
令
第
十
1
号
)

O
 
r
実
業
学
校
教
員
養
成
規
程
」
　
(
3
月
3
日
文
部
省
令
第
十
三
号
)

★
高
等
師
範
学
校
へ
手
芸
へ
体
操
、
物
理
学
・
化
学
'
動
物
学
・
植
物
学
、
農
学
の
五
専

修
科
へ
　
開
設
　
(
6
月
)

O
 
r
中
学
校
生
徒
入
退
学
及
表
簿
二
関
ス
ル
規
則
」
(
6
月
2
8
日
文
部
省
令
第
三
十
三
号
)

O
 
r
師
範
学
校
・
尋
常
中
学
校
・
高
等
女
学
校
教
科
用
風
音
検
定
調

査
標
準
」
　
(
相
月
7
日
文
部
省
公
示
第
五
十
九
号
)

1
　
「
自
今
以
後
其
図
書
ノ
組
織
程
度
分
量
記
事
ノ
性
質
誤
謬
ノ
多

少
等
ニ
ッ
キ
大
体
ノ
調
査
ヲ
為
ス
ニ
止
ム
ル
モ
ノ
ト
ス
」

0
 
r
検
定
出
願
教
科
用
国
書
文
字
印
刷
等
標
準
」
　
(
1
0
月
1
4
日
文
部

省
告
示
六
十
一
号
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
近
眼
予
防

★
衆
議
院
へ
　
小
学
校
修
身
教
科
書
の
政
府
編
纂
建
議
を
可
決
　
(
3
月

6

日

)

l*
r

1I



at;

■ ■ 義
明〇〇〇★★○ 明0〇〇 明○○★○○★
治
35
年

(r
t0
30
(M
)

「実
業
補
習
学
校
規
程
」
改
正

(1
月
15
日
文
部
省
令
第

】
号
、
文
部
省
訓
令

「中
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正

(2
月
6
日
文
部
省
令
第
二
号
)

r中
学
校
教
授
要
目
」
(2
月
6
日
文
部
省
訓
令
第
三
号
)

高
等
師
範
学
校
、
女
子
高
等
師
範
学
校
、
師
範
学
校

へ
の
入
学
制
限

(2
月

省
令
第
五
号
)

広
島
高
等
師
範
学
校
、
新
設

(
3
月
28
日
勅
令
第
九
十
八
号
)

●
高
等
師
範
学
校
、
r東
京
高
等
師
範
学
校
」

T臨
時
教
員
養
成
所
規
程
j
(3
月
29
日
文
部
省
令
第
八
号
)

治
「「「

治
「「

高
「「

●こ↓
43中高水 1J3高敬等、ー′、「

請の甲
午学等産 午等負市.PhH

学早施シ午種
(校女学 (市-nrr

負戟校校行方
1令学校 1戟許学令令規東市蝣cs. 9
0

施
行

校
令

規
程

9
0

学
校

令
」

校
、

」
改

施
行

則
J

仮
名

京
音

範
学

1
)

規
則
J
(3
月
5
日
文
部
省
令
第
三
号
)

施
行
規
則
」
(3
月
22
日
文
部
省
令
第
四
号
)

J
(
2
月
28
日
文
部
省
令
第
十
六
号
)

●

「農
業
学
校
規
程
」
か
ら
の

0
)

規
程
」
中
改
正

〈1
月
20
日
文
部
省
令
第

一
号
)

●
予
科

.
本
科

.
研
究

(3
月
31
日
勅
令
第
百
三
十
四
号
)

国
籍
漢
文
、
英
語
、
数
学
の
三
専
修
科
、
開
設

(6

正

(第
三
次
)
(
<=0
月
20
日
勅
令
第
三
百
四
十
四
号
)

●
授
業
料
の
原
則
廃
止
、
国
帯
関
連
教
科
の

「国

規
則
」
(8
月
21
日
文
部
省
令
第
十
四
号
)

制
定
方
式
の
開
始
、
「国
語
」
頒
城
川
読
ミ
方

.
香

字
体

.
字
音
仮
名
遭

.
漢
字
の
整
理
=
別
表
掲
示

楽
学
校
に
師
範
科

P(甲
種

‥
三
薗
年
、
乙
種

‥
T
箇

校

.
中
学
校

.
高
等
女
学
校
教
員
、
乙
種

‥
小
学
校

料月静キ午敬
へ)」方)負

第

t
号
)

24
日
文
部

に
改
称

m のへ
立
娩

再の級
編疏リ

穐 成合方

.i0★ 0★ ★★★
敬

「
敬 r衆 也律文回小る

料、′料 小m 方を部香学
〈香学者 早醍 長m省負校X

使校m 校 官
会
議
、
小
学
収
教
科
書
の
文
部
省

r採
定
」
、
全
国

1

顔

(4
月
24
日
)

内
に
修
身
教
科
書
調
査
委
員
会
を
設
置

(4
月
l6
日
第
1

会
)
↓
明
治
36
年
刊
行

「国
定
尋
常
高
等
小
学
修
身
書
」

教
科
用
図
書
を
児
童
用

.
教
員
用

.
教
授
用
の
三
種
と
す

月
25
日
文
部
省
告
示
第
百
八
十
二
号
)

用令獄 令小
の施事 施学
原行●件 行●校
刺規敬の● 演*用

レ山..ーl
刺料捕小 刺料敬

」奮発早 」#料
敬揺ムロ-cc

校 敬揺書
正釈ま敬 正択の
(不る料 (不国

c>正
(

香 1正費
月事2の 月事編
4件K国 2件*

日防7定 日防を
・也日ヒ′1 文止m
部の)

(
部のm

省た明 省た
(令め治 令め3

辛罰′hU3 第罰月
三刺午 二刺)
早負Tn) 早蝣&

.
Tn

)レb∫へ )レレイ

I5
H
H
U

'
一
,
_

■ ■ ■

↓
明 明〇〇〇〇 明〇〇〇〇〇〇〇〇0★
治 治I「ド「

袷
「「r「「「「「ど東

003 7つJ農顔徒小 ′ーU3高高専小、′小女、京 東
午 午m莱弟

、
学 午

.
等等門

、
学響学学千学a 京

(
(学学学 (学

1 1校校校令 1戟学校令令令令等令学 国
9 9規規規施 9学校令」施」施節施校 大
0 0程程程行 0校敬」f

l-
行中韓戟行に 学

.
第

1
～
三
高
等
学
校
、
東
京
外

●
師
範
学
校

.
中
学
校

.

5
)

4
}

」
中
改
正

(3
月
8
日
文
部
省
令

」
中
改
正

(3
月
8
日
文
部
省
令

」
中
改
正

(3
月
8
91文
部
省
令

規
則
」
中
改
正

(相
月
8
日
文
部

3
)

規
程
」
中
改
正
.(1
月
9
日
文
部

授
要
目
」
(3
月
9
日
文
部
省
訓
A

(3
月
27
日
勅
令
第
六
十

1
号
)

改
正

(3
月
27
日
勅
令
第
六
十
三

規
則
」
申
改
正

(3
月
31
月
文
部

改
正

(4
月
13
日
勅
令
第
七
十
四

規
則
」
中
改
正

〈4
月
29
日
文
部

学
校
規
程
」
中
改
正

{10
月
12
日

規
則
」
中
改
正

(日
月
6
日
文
部

教
員
練
習
科
を
設
置

第
五

第
六

第
八

省
令

省
令

下
第
一

早
)

省
令

早
)

省
令

文
部

省
令

国
語

高
等

早
)

早
)

早
)

第
十

第

7
1号
)

第
十

第
二

省
令

第
三

学
校

女
学

九 号1十第十● 内校
早 )早二≡四サ に等
) )早十早哩 &の

)二)戟 置敬
早育 負
)敬 不

●負 足
故* 対
組成 栄

★○ ★★ 【..I↓○★★
国「 国方文く 固執文

「
m中国ォ

定、メ 定辛部
(

定令部、∫二等定連
教
科
書
使
用
開
始

(4
月
、
算
数

.
図
画
)

学
校
数
租
界
図
書
翻
刻
発
行
規
則
J
新
制

●

第

-
次
国
定
読
本

(rイ
エ
ス
シ
読
本
」)

教
科
書
使
用
開
始

(4
月
、
修
身

.
国
籍
読
本

本

.
日
本
歴
史

.
地
理
)

省
官
制
改
正
、
国
定
教
科
書
編
修
の
た
め
専
任

5
月
21
日
)

教
科
書
期
】

第
七
十
g
E専
=
修
身

I
日
本
歴
史

I
地

省
令
第
二
十
二
号
村
+
国
許

〈審
キ
方

学
校
教
科
用
図
書
粗
刻
発
行
執
則
L

十
三
号
)

教
科
書
協
会
、
設
立

(7
月
3
日
)

教
科
書
の
翻
刻
発
行
許
可
業
者
名
↓

史
』
第
四
巻
、
七
二
l

～
七
二
拘
貴

哩〉
.

(
4

『
明

定

(

.
国
正

算
術

月
29

治
以

4
月
7

使

用
開
始

.
国
語
書
キ

編
修
官
を
置

,!
読
本

.
底
面

日
頚
部

降
教
育

日 管ォ
・M 令虜

′
0
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3守qH京臨春日告

午莱学学範商東学等m部 午敬外時敬示
〈学サ校早等m校女学省 (負国&負w

. 1校令令校普柿令学校.直 1*語負*
!

し,ノ
9卒i施演●過学」校戟轄 9成学*成十
0m

.
中行程義教校中令負実 0

6
所
、

校
内

成
所

所
、

三
尊7者敬規」務育図敬」mm

. )ノ
研
究
補
習
ニ
関
ス
ル
規
良
し
(1
月
14
日
文
部
省
令
第
二
号
)

正

(3
月
21
日
勅
令
第
五
十
二
号
)
尋
常
六
年

.
高
等
二
～
三

●
尋
常
小
学
校
修
業
年
限

(義
務
教
育
期
間
)
の
改

則
」
中
改
正

(3
月

1
25
日
文
部
省
令
第
六
号
)

(4
月
17
日
文
部
省
令
第
十
二
号
)

↓
地
方
欄
範
教
育
の
整
備

教
育
年
限
の
延
長
、
女
子
教
員
の
養
成
、
正
教
員
不
足
へ
の
対

(中
学
校

.
高
等
女
学
校
)rと
師
範
教
育
と
の
連
係
体
制
、
確

画
師
範
科
規
程
」
(6
月
5
日
文
部
省
令
第
十
八
号
)

正

(
7
月
1各
日
勅
令
第
二
百
八
十
号
)

中
改
正

(7
月
18
日
勅
令
二
百
八
十

1
号
)

成
規
程
」
中
改
正

(7
月
24
日
文
部
省
令
第
二
十
二
号
)

専
門
学
校
委
託
生
規
程
」
(7
月
25
日
文
部
省
令
第
二
十
三
号
)

)
7
部

(東
京
帝
国
大
学

〈国
語
及
漠
文
科
〉
.
第
三
高
等
学
校

)
廃
止

{
3
月
30
日
文
部
省
告
示
第
六
十
八
号
)

規
程
」
中
改
正

(4
月
2
日
文
部
省
令
第
三
号
)

東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
内
に
設
置

(英
語
科
、
4
月
2
日
文

)

午訂応立 部

0 ★ ★★
「1● 令育 部●所国共戟日
敬早、ノ 名円 省

告
翻
刻

所
在

定
教

同
販

科
書

文
部料)学 負)

用校 社に 示
第
六
十
八
号
)

発
行
期
間

(六
年
、
以
後
四
年

地
は
東
京
市

.
大
阪
市
に
限
定
、

科
書
翻
刻
発
行
許
可
業
者
十
名

宛
所
、
設
立

(5
月
20
日
)

検
定
の
際

「文
抵
上
許
容
ス
ヘ

省
告
示
第
百
五
十
八
号
)

園敬 国変
書
換
定
規
則
」

科
書
を
教
師
用

定
教
科
書
共
同

更

(8
月
20
日

改
正

.
児
童

販
売
所
、
株

〉

(10用
月の

一
ご
と
)
指
定
、

10
名
業
者

、
合
名
会
社
国

キ
事
項
」
例
示

4
日
文
部
省

一種
と
す
る

式
会
社

(資
令 本 工定

〈第
】

金
一

!サ
#

教
、、

2..
■二

十
ニ
十

務科
書

月
2

寡
明
治
4
 
1
年
(
t
-
1
0
5
O
O
d
)

O
「
中
学
校
令
施
行
規
則
」
改
正
(
1
月
1
7
日
文
部
省
令
第
二
号
)

●
実
業
学
科
目
を
随
意
科
目
と
し
て
認
可

O
「
女
子
高
等
師
範
学
校
規
程
」
中
改
正
　
(
3
月
1
3
日
文
部
省
令
第
五
号
)

O
 
r
小
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
　
(
3
月
1
7
日
文
部
省
令
第
八
号
)

★
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
へ
新
設
(
3
月
勅
令
第
六
十
八
号
)

★
臨
時
教
員
養
成
所
、
t
部
(
東
京
帝
大
学
・
第
t
高
等
学
校
内
)
廃
止
　
(
3
月
3
0
日
文

部
省
告
示
第
百
十
四
号
)

O
 
r
小
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
　
(
4
月
1
6
日
文
部
省
令
第
十
五
号
)

O
 
r
轟
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
　
(
5
月
1
3
日
文
部
省
令
第
二
十
号
)

O
 
r
小
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
　
(
9
月
7
日
文
部
省
令
第
二
十
六
号
)

●
昭
和
3
3
年
「
施
行
規
則
」
　
の
　
「
仮
名
及
其
字
体
へ
字
音
仮
名
遭
並
漢
字
二
関
ス
ル
規

程
」
、
削
除

O
　
「
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
　
中
改
正
　
(
t
1
月
6
日
文
部
省
令
第
三
十
一
号
)

O
　
「
臨
時
教
員
養
成
所
規
程
」
中
改
正
　
(
t
2
月
2
8
日
文
部
省
令
第
三
十
三
号
)

車
明
治
4
2
年
　
(
-
O
)
O
O
O

★
臨
時
教
員
養
成
所
、
東
京
女
子
校
師
範
学
校
内
英
語
科
廃
止
へ
家
事
科
設
置
(
2
月
2
5

日
文
部
省
告
示
第
四
十
号
)

O
　
「
師
範
学
校
規
程
」
　
中
改
正
　
(
2
月
1
8
日
文
部
省
令
第
六
号
)

O
 
r
女
子
高
等
師
範
学
校
規
程
」
中
改
正
　
(
3
月
4
日
文
部
省
令
第
七
号
)

●
学
科
目
「
倫
理
」
を
「
修
身
」
　
に
変
更

●
女
子
高
等
師
範
学
校
1
「
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
」
(
校
名
変
更
)

●
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
の
学
科
編
成
へ
修
業
年
限
規
程

★
東
京
盲
学
校
、
新
設
　
(
4
月
勅
令
第
八
十
六
号
)

O
 
r
師
範
学
校
規
程
」
中
改
正
　
(
9
月
2
1
日
文
部
省
令
第
二
十
7
号
)

O
「
逓
信
省
所
轄
商
船
学
校
規
則
」
　
(
1
2
月
1
3
日
逓
信
省
告
示
第
千
二
百
五
十
六
号
)

★
文
部
省
、
『
中
学
校
高
等
女
学
校
現
在
使
用
教
科
図
書
表
　
明
治

E
]
十
年
度
』
、
刊
行
　
(
7
月
)

★
文
部
省
に
教
科
用
図
書
調
査
委
員
会
へ
　
設
置
　
(
9
月
5
日
)

0
 
r
小
学
校
教
科
用
国
書
柑
刻
発
行
こ
関
ス
ル
親
層
」
(
1
 
0
月
2
日

文
部
省
告
示
第
二
百
五
十
四
号
)

●
個
人
の
翻
刻
発
行
禁
止
、
日
本
書
籍
・
東
京
書
籍
・
大
阪
書
籍

の
三
社
限
定
、
販
売
は
株
式
会
社
国
定
教
科
書
共
同
販
売
所
に
許

可

JHLHL
O
e



E
l
m

o
「
高
等
師
範
学
校
卒
業
生
服
務
規
程
」
改
正
(
1
 
2
月
2
0
日
文
部
省
令
第
二
十
五
条
)

o
「
高
等
師
範
学
校
規
程
」
中
改
正
　
c
a
月
2
0
日
文
部
省
令
第
二
十
六
号
)

o
「
女
子
高
等
師
範
学
校
卒
業
生
服
務
規
程
」
改
正
(
1
 
2
月
2
0
日
文
部
省
令
第
二
十
七
号
)

題
明
治
4
3
年
(
h
O
)
h
o
)

o
「
東
京
美
術
学
校
図
画
師
範
科
卒
業
生
服
務
規
則
」
　
(
3
月
1
0
日
文
部
省
令
第
二
号
)

o
「
東
京
音
楽
学
校
甲
種
師
範
科
卒
業
生
服
務
規
則
」
改
正
　
(
3
月
1
 
0
日
文
部
省
令
第
三

号
)

O
「
小
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
(
3
月
1
 
7
日
文
部
省
令
第
四
号
)

★
東
京
盲
唖
学
校
、
東
京
聾
唖
学
校
に
改
称
(
3
月
勅
令
第
六
十
六
号
)

o
「
師
範
学
校
教
授
要
目
J
(
5
月
3
 
1
日
文
部
省
訓
令
第
十
三
号
)
1
『
明
治
以
降
教
育

制
度
発
達
史
』
第
五
巻
'
五
八
八
～
六
九
「
頁

O
 
r
小
学
校
令
施
行
規
則
j
申
改
正
(
7
月
2
1
日
文
部
省
令
第
二
t
号
)

O
「
行
幸
啓
ノ
節
学
生
生
徒
ノ
敬
礼
方
」
　
(
8
月
2
6
日
文
部
省
訓
令
第
十
八
号
)
1
中
改

正
　
(
明
治
4
4
年
7
月
1
2
日
文
部
省
訓
令
第
十
l
号
)

o
「
師
範
学
校
教
授
要
目
J
中
改
正
　
(
1
0
月
2
5
日
文
部
省
訓
令
第
二
十
二
号
)

●
韓
国
併
合
に
伴
う
改
正

O
 
r
高
等
女
学
校
令
」
中
改
正
(
1
 
0
月
2
6
日
勅
令
第
四
百
二
十
四
号
)
　
●
実
科
へ
設
麿

o
「
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
J
中
改
正
(
1
0
月
2
7
日
文
部
省
令
第
二
十
三
号
)

o
 
r
高
等
師
範
学
校
規
程
」
中
改
正
　
(
1
 
0
月
2
8
日
文
部
省
令
第
二
十
四
号
)

●
学
科
目
　
「
倫
理
」
　
を
　
「
修
身
」
　
に
変
更

o
「
臨
時
教
員
養
成
所
規
程
」
中
改
正
(
王
0
月
2
8
日
文
部
省
令
第
二
十
五
号
)
　
●
同
右

o
「
女
子
高
等
師
範
学
校
規
程
」
中
改
正
(
日
月
1
 
1
日
文
部
省
令
第
二
十
八
号
)

●
学
科
編
成
'
改
編

★
新
訂
　
「
師
範
学
校
教
授
要
目
」
説
明
　
(
日
月
l
尽
日
文
部
省
)

1
『
明
治
似
降
教
育
制
度
発
達
史
』
第
五
巻
へ
六
九
四
～
七
二
頁

O
「
師
範
学
校
教
授
要
目
」
中
改
正
(
1
2
月
2
0
日
文
部
省
令
第
二
十
五
号
)

●
第
二
次
国
定
読
本
(
r
ハ
タ
タ
コ
読
本
J
-
r
黒
読
本
-
)
使
用

槻
始

★
小
学
校
「
理
科
」
　
の
国
定
教
科
書
化
(
7
月
2
 
1
日
文
部
省
令
第
二

十
一
号
へ
　
使
用
は
明
治
4
4
年
4
月
よ
り
)

1
　
「
理
科
」
国
定
教
科
書

0
ノ

1I

■ ■
○

「高

等

小
学

校
農

業
商

業

ニ
関

ス
ル
件

j

(
2

月

24
日
文
部

省
訓
令
第

二
十

六
号
)

明○ 明〇〇〇〇〇〇〇〇〇0〇〇★★★★
治

45
年

=
大

正
元
年

(
i-lQ
)
r-i
(M
)

r臨
時
教

員
養
成
所
規

程

」
中
改

正

(
3
月

9
日
文
部
省
令

第

四
号
)

治

4 4
年

(
H
O
i
r
tH
)

「師

範
学
校

教
授

要
目

」
中

改
正

(
3
月

1 4
日
文
部

省
訓
令

第

T
号
)

「高
等

師
範
学
校

規
程

J
中

改
正

(
4
月

7
日
文
部

省
令
第

十
九

号
)

「
高
等

女
撃
破

及
実
科
高

等
女
学

校
教
授

要
目
」
(
7
月

29
日
文

部
省

訓
令

第
十

二
号
)

「
中

学
校
令
施

行
規
則

中
改

正
し

(
7
月

31
日
文
部

省
令
第

二
十

六
号
)

●
履
修

科
目

に

「実
業
」

を
追
加

「
小
学
校
令

」
改
正

(
7
月

31
日
勅
令
第

二
百
十

六
号
)

●
高
等

小
学

校

の
農
業

ま
た

は
商

業

.
手
工

の

1
科

目

の
必
修
化
、
英

語
廃

止

r
小
学
校
令
施

行
規
則

し
中

改
正

(
7
月

31

日
文
部

省
令
第

二
十

四
号
)

「高

等
中
学
校

令
」

(
7
月

31
日
勅
令
第

二
百

十
七
号
)

r高

等
中
学
校
娩

程
」

〈
7
月

31
日
文
部

省
令
第

二
十

五
号
)

「中

学
校
令

施
行
規
則

」

中
改
正

(
7
月

31
日
文
部
省
令
第

二
十

六
号
)

「
中
学
校
教

授
要
目

j
改

正

(
7
月

31
日
文
部

省
訓
令
第

十
五
号

)

●
韓
国
併

合
、
南

朝
正
統

論

の
導

入

「
甲
種

程
度

ノ
実
業
学

校
修

身
教
授

要
目

」
制
定

(
8
月

l7
日
文
部
省
訓
令

第
十

六
号
)

「逓

信
省
所
轄
商

船
学

校
規

則
」

(
=

月

10
日
逓

信
省
令
第

四
十

号
)

小
学

校
就
学

率
上
昇

(明

治
25
年
五

五

二

四
%

↓

明
治

33
年
八

I

.
四

八
%

↓
明
治

35
年
九

T
.
五
七
%
、

以
後
九
〇
%

以
上
維
持

)

全

国
中
学
校

数

(明
治

1 2
年

七
八

四
校

↓
明
沿

13
年

l
八
七
校
↓

明
治

1 8
年

一
〇

六
校

↓

明
治

20
年

四
八
校
↓

明
治

45
年
三

T
四
校
)

全

国

高
等
女
学

校
数

(
明
治

45
年

二
〇
九
校

)
、
実

科
高
等

女
学

校
数

(明
治

45
年

九

〇
校

)

全

国
実
業

学
校
数

〈
明
治

45
年
、

甲
種

二
〇

四
校
、

乙
種

三

T
〇
校

)

○★
「2に文月↓頁

師

範
学
校

規
粒
∵

中
改

正

(
1
月

1 4
日
文
部

省
令
第

二
号
)

●
師

範
学

校
教

科
用
図

書
、
検

定
図
書

使
用
条

項

月

4
月
、

衆
醇
院

憩
会

に
て
藤

滞
幾
造
、

小
学
校

教
科

用
図

書

r南

北
朝

両
立
」
と
あ

る
点

に

つ
き
質
問
書

提
出

、
議
会
紛

糾
、

部

省
、
南

朝
を
正
統

と

し
国
定
歴
史

教
科
書

の
修

正
を
通
達

(
2

27
日
)

↓

3
月

1 4
日
文
部

省
訓
令
第

t
号

『
明
治

以
降
教
育

制
度

発
達

史
』

第

六
巻

、
六

八
八

～
七

〇
九

1

2_
l
_
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(
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操改」3敬
(
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就規寡

正

(

.
哩

3
月

限

T

改

正

改
正

rt甲3 ノ示2、ノ正d1T日正9 磨6キ刺負

改家月 儀節月体
(

改)
(

月 規月チ」規
2料02香

((
.正事32 式十72操3正713 刺...

2、ノ申
.

刺

月日延33 (料目 ヲ二日月
(

月日 」自体改」
23
日

特
科

文
部

長
許

月

20

月

31

3)
、

文 秤早文敬63一0文 (
3
月

1 8
日
文
部

省
A

文
部
省
令

第
十
五

号

換
中

ニ
撃

剣
及
柔
術

正

(
7
月

1 9
日
文
部

中
改

正

(
7
月
1 9
日

月

3
ォ

部
省

フ)部練日月日部
文
部

省
令
第

四
号

〈東

京
‖
体
育
科

、

省
令

第
五
号

)

可
、

女
生
徒

入
学

日
文

部
省
令
第

六

日
文
部
省
令

第
七

ノim及文6文省
日」令 際令遊部日部令

文

部

省
令

.
奈
良

の
1

第

七
号
)

唱
歌
用

ニ

第

二
号

)

戯

ト
シ
且

省
令

第
三

文

部
省
令

省
令
第

二

第

二
十

六
第

五
7校
、

供敬早第十早 F
第
八

号
)

)ヲ
加

フ

ル

省
令
第

十

文
部

省
令

)
広
島

=
教
育
科

〉

資
格

年
齢
繰

り
下

早
)

早

)

ス撹)四早)
早
)同

ル
歌

怯

ヲ

早
)

)

t
学
科
課

程

詞授 コ七第
並ク ト早十
楽へ ヲ)Jノ
鰭シ 符早

)げ 」」 j)

※

文
部

省

図
書

局

、
『
国
定

教

科
書

意

見
報

告
嚢

纂

』
第

1
韓

、

刊

行

(
3
月

15
日
}

★

「
小
学
校

教
科
用

図
書

翻

刻
発
行

ニ
関

ス
ル
規
程

」
改

正

(
3
月

31
日
文
部

省
告

示
第

六
十

二
号
)
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東
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8蝣f?庫臨 正臨貫 正
5
年

(
t-H
CTltH
CC

文
部
省
官
制

.
文
部

「実
業
学
校
卒
業
者

↓
大
正
10
年
3
月
柑

「工
業
学
校
規
程
」

「農
業
学
校
規
程
」

「水
産
学
校
規
程
」

r商
業
学
校
規
程
し

「商
船
学
校
規
程
」

「逓
借
省
所
轄
商
船

7寺tuH
H

五中早臨京逮時京島時 6寺月H 師
範学)

B書義
(育枚敬等P省育等育 (育 学

校
規
程
」
中
改
正

(10
月
30

1会二
〈

負節所会市dLP会 1会
CT
lrH
CO
)

議
、
「男
子
ノ
高
専
普
通
教
育
改
善
」
答
申

(1
月
17
日
)
↓

『発

二
l
～
二
三
三
せ只

師
範
学
校
)
物
理
及
化
学
生
徒
実
験
要
目
」
(2
月
5
日
文
部
筆

●
生
徒
の
実
験
学
習

養
成
所
規
程
」
中
改
正

(2
月
a0
日
文
部
省
令
第
二
号
)

範
学
校
、
専
攻
科
修
身
教
育
部
、
設
置

(4
月
、
同
12
日
官
報
)

轄
商
船
学
校
規
則
」
中
改
正

(4
月
5
日
逓
信
省
令
第
十
九
号
)

議
、
第
三
回
答
申

(5
月
1
日
)

↓

『
発
達
史
』
第
五
巻

=

六

範
学
校
、
徳
育
専
攻
科
、
設
置
∴
5
月
、
同
8
日
官
報
)

議
、
「師
範
教
育
ノ
改
善
し
答
申

(7
月
24
日
)
↓

『発
達
史
』
第

9
1
7

jr

m
)二

回
答
申

(

)省
分
錬
規
程

ノ
研
究
補
習

日
廃
止

(文

中
改
正

(10

中
改
正

(
2

中
改
正

(10

中
改
正

(10

中
改
正

(1

学
校
規
則
」
12
月

、
改

ニ
関

部
省

月
14

月
14

月
14

月
14

月
14

中
改
ハD 正ス令日日日日日正 日
日
)
↓

『発

(
6
月
15
日

ル
規
程
し
(18

第
十
九
号
)

文
部
省
令
第

文
部
省
令
第

文
部
省
令
第

文
部
省
令
第

文
部
省
令
第

(11
月
4
日

文
部
省
令
弟

達
史

)月
14

十
八

二
十

二
十

二
十

二
十

逓
信

十
五

』
第
五
巻
九
四
～

日
文
部
省
令
第
十

早
)

早
)

:
W
)

二
号
)

三
号
)

省
令
第
五
十
八
号

早
)

訓の五 1 七)
史令輿l巻 ○ 尊
』第励

、
一 三 )

● ↓
m始学 大
≡

(
m 臣

次
国

東
京

本
』

育
戻

定府修 に
読
本

(

及
び
広

正
本
使

図
書
課

「
ハ
ナ
ハ
ト
読

島
な
ど
7
県
、

用
)

設
置
、
図
書
事

本
」
刊

r

朝
鮮

.
A

務
官

.
図

自
読
本
」)
使
用
開

口
湾
は
旧

『
尋
常
小

書
監
査
官
を
置
く
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q
U

m校 9」」に学規施秤繰施規韓緒拷韓 五令m五s九
2軽令 1中軒

「
午程行ノ上行程学顔顔商 二」-̂*ノi

0」」 9改敬国齢」演ォ
!

}、放し校船船船 貢(l 2
月
8
日
勅
令
第
三
百
八
十
九
号
)

r女
子
教
育
ノ
改
善
」
答
申

(相
月
24
日
)

頁r実
業
教
育
ノ
改
善
」
答
申

(10
月
25
日
)

頁
)中

改
正

(5
月
17
日
文
部
省
令
第
十
四

申
改
正

(7
月
6
日
勅
令
第
百
九
十
九

)正

(2
月
7
日
勅
令
第
十
号
)

正

(2
月
7
日
勅
令
第
十

7
号
)

民
道
徳
ノ
育
成
」
付
加
日
国
家
主
義
的

制
限
撤
廃

中
改
正

(3
月
12
日
文
部
省
令
第
五
号

則
」
中
改
正

(3
月
29
日
文
部
省
令
第

養
」
の
為
日
本
歴
史

.
地
理
を
、
科
学

そ
れ
ぞ
れ
重
視

則
し
中
改
正

(3
月
29
日
文
部
省
令
第

●
科
学
教
育
改
善
の
為
に
理
科
を

(3
月
29
日
文
部
省
令
第
八
号
)

教
員
養
成
規
程
」
(5
月
29
日
文
部
省
A

●
原
内
閣
、
高
等
教
育
機
関
拡
張
計

学
校
規
則
」
中
改
正

(6
月
20
日
逓
信

学
校
規
則
J
中
改
正

(7
月
l5
日
逓
信

学
校
規
則
」
中
改
正

(日
月
21
日
逓
信

早
)

早
)

立
場

)六
号

教
育

七
号

重
視

下第
1

画
に

省
令

省
令

省
令

」

『

↓

『の
強

)改
層

)
(始

一十

1

伴
う

第
十

第
七

第
九

発
達

発
達

srの
為

期

ー
早
)

教
員

五
号

十

】

十
四

史
』

史
』

英に午秦)早早 罪第
才哩級成)) 五五
敬料上計 巻

、
巻
、育を∵画

●
目
的
条
項
に
　
r
国
民
道
徳
ノ
育
成
L
 
r
婦
徳
ノ
清
孝
」
付
加
=
国
家
主
義
的
立
場
の

強
調
へ
　
修
業
年
限
四
年
1
五
年
、
高
等
科
の
設
置

O
「
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
(
7
月
2
 
1
日
文
部
省
令
第
十
五
号
)

●
選
択
科
目
に
教
育
・
法
制
及
経
済
・
手
芸
又
は
実
業
、
そ
の
他

O
　
「
実
業
補
習
学
校
教
貞
養
成
所
令
」
　
(
1
0
月
3
0
日
勅
令
第
五
百
二
十
1
号
)

O
 
r
実
業
学
校
令
」
中
改
正
　
(
1
2
月
1
 
6
日
勅
令
第
五
百
六
十
四
号
)

●
目
的
条
項
に
　
「
徳
性
ノ
酒
養
」
　
付
加

O
「
実
業
補
習
学
校
規
程
」
改
正
　
(
1
2
月
t
 
7
日
文
部
省
令
第
三
二
号
)

1
昭
和
t
3
年
2
月
　
「
文
部
時
報
」
第
六
〇
九
号
'
「
社
会
教
育
局
解
説
　
(
青
年
学
校
制

度
制
定
経
緯
1
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
第
三
巻
へ
　
五
五
二
～
五
五
七
頁

O
　
「
実
業
補
習
学
校
教
員
養
成
所
令
施
行
規
則
」
　
(
1
2
月
1
 
8
日
文
部
省
令
第
三
十
三
号
)

車
大
正
1
0
年
(
i
H
C
S
(
M
i
-
i
)

0
「
工
業
学
校
規
程
」
改
正
　
(
1
月
1
2
日
文
部
省
令
第
二
号
)

1
「
徒
弟
学
校
規
程
」
　
廃
止

O
「
職
業
学
校
規
程
」
　
(
1
月
1
3
日
文
部
省
令
第
三
号
)

O
　
「
農
業
学
校
規
程
」
　
改
正
　
(
1
月
1
5
日
文
部
省
令
第
四
号
)

O
 
r
二
種
以
上
ノ
実
業
学
校
ノ
学
科
ヲ
置
ク
学
校
二
関
ス
ル
規
穣
」
　
(
1
月
1
8
日
文
部
省

令
第
五
号
)

●
徒
弟
学
校
廃
止
し
て
工
業
学
校
に
包
含

★
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
に
臨
時
教
員
養
成
所
理
科
家
事
科
、
設
置
(
3
月
は
.
日
文
部

省
告
示
第
百
四
十
二
号
)

O
　
「
商
業
学
校
規
程
」
　
改
正
　
(
3
月
1
8
日
文
部
省
令
第
十
七
号
)

O
 
r
臨
時
教
員
養
成
所
規
程
」
中
改
正
　
(
3
月
1
8
日
文
部
省
令
第
二
十
号
)

O
　
「
高
等
女
学
校
高
等
科
入
学
資
格
試
験
規
程
(
4
月
8
日
文
部
省
令
第
二
十
四
号
)

O
「
実
業
学
校
教
員
養
成
規
程
」
中
改
正
(
4
月
9
日
文
部
省
令
第
二
十
.
五
号
)

O
　
「
高
等
師
範
学
校
卒
業
者
服
務
規
則
」
　
(
4
月
2
6
日
文
部
省
令
第
二
十
九
号
)

★
小
学
校
教
科
用
図
書
翻
刻
発
行
販
売
四
社
独
占
へ
の
批
判
1
更
新

年
数
半
減
　
(
三
箇
年
)
　
措
置

42
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正文
「

十
「「

・文 正
「↓

臨二
「

近
「

*学↓に向
「 「

実
業

r女

子
一

「師
範

1政実五市d
P

高政顔 2顔衣寺日日国月 臨京校以各公
午審莱号蘇等審餐 午船産国)
、氏0 午時高内後也以氏
(m・m蝣*詛・

)学市蝣
O
Hmm (

1
9

学
校

規

学
校

規

諸
調
査

*
w

構

神
作

局
)

(敬等に帝下敬 学
校

教
員
養
成

規
程
」

中
改
正

(
5
月

31
日
文
部
省
令

第
三
十
号

)

商
等

師
範
学
校

生
徒
募
集

規
則
」
中
改
正

〈7
月

1 4
日
文
部
省
令

第
二

学

校
令
」
中

改
正

(
8
月

5
日
文
部
省
令
第

三
十
七
号

)

1会】習校$S全会 1負一的
1

蝣on.
臨血

T
国鰭育

9早令学に 9*範時等大記n
2

4
)

設

置

(
4
月

1 5
日
)

校

公
民
科
教

授

要
項
並

l

L
中

改
正

(
10
月

30
日
文

校

規
程
」

中
改

正

(
1 1
月

r師

範
教
育

改
善
」

帯
的

r師

範
教
育

ノ
改
革

充
実

ー

2程良会s
.

2成学敬学学査
3」」ニ

ワ
〟

所校負校略香
)改

正

改

正
常

凋
関

ス

)規
程

、
庫

養
成

教
員

高
等

員
会

(
3
月

31
日
文

(
4
月
4

日
文

漢

字

一
九

六
一】

ル
詔
書

」

(●

」

中
改

正

(
4

島

高
等
師

範
学

所
、

設
置

(
4

の
需
要
増
加

対

学
校

内
臨
時

教

規
程
」

(
1 2
月
文

-其

教
授
要
旨

j

(
2

部
省
令

第

二
十

五
号

22
日
文
部
省
令
第

一

(
1 2
月

2
日
文
部

省

′
関

ス
ル
件
」
答
申

部

省
令
第
十

三
号

部

省
令
第

十
五
号

1字

〈
5
月

9
日
)

r
公
民
科
」

ヲ
加

月

1 0
日
文
部
省
令

校
、
奈

良
女

子
高

月

1 0
日
文
部
省
告

策
と

し
て
、
高
等

員
養
成

所
設
置
、

部
省
訓
令
第

二

))エ
示

市一日昭
十

一月

9

日
文

部

●

r
公
民

)1十
八

号
)

諮
細

第
三
号

(
1 2
月

25
日
)

略
字「法

十
六

師
範

第
三

範
学

和
五

一号
)

1
五

四

制
及
掻

早
)

学
校
、

東
京
音

百
四
十

四
号

〉

校
設
置

の
か
わ

年
頃
よ

り
廃

止

●

公
民
科

へ

省料) 辛演 t十
那」 (」 囚
令要 伺.lHHH1

肖 早
第b

P
十除 楽=り傾 )

細
大
正
1
4
年
(
t
H
O
5
<
M
L
O
)

o
 
r
中
学
校
教
授
要
目
し
中
改
正
　
(
4
月
1
日
文
部
省
訓
令
第
三
号
)

O
　
「
師
範
学
校
令
」
中
改
正
　
(
4
月
1
日
文
部
省
令
第
八
号
)

●
「
予
備
科
及
本
科
」
1
「
本
科
及
専
攻
科
」
へ
　
予
備
科
廃
止
、
本
科
第
一
部
五
年
制

o
「
中
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
(
4
月
4
日
文
部
省
令
第
十
号
)
　
　
●
教
練
振
作

o
「
陸
軍
現
役
将
校
学
校
配
属
令
」
　
(
4
月
1
3
日
勅
令
第
百
三
十
五
号
)
●
教
練
へ
担
当

O
　
「
陸
軍
現
役
将
校
学
校
配
属
令
施
行
規
則
」
　
(
4
月
1
3
日
文
部
陸
軍
省
令
)

O
　
「
教
練
教
授
要
目
」
　
(
4
月
1
3
日
文
部
省
訓
令
第
六
号
)

O
　
「
師
範
学
校
教
授
要
目
」
改
正
　
(
4
月
t
8
日
文
部
省
訓
令
第
七
号
)

1
『
明
治
以
膝
教
育
制
度
発
達
史
』
第
七
巻
、
五
三
三
～
六
四
二
貰

o
「
臨
時
教
員
養
成
所
規
程
」
中
改
正
　
(
5
月
6
日
文
部
省
令
第
十
六
号
)

表
大
正
1
 
5
年
　
(
r
-
t
t
j
i
(
N
t
o
)

O
 
r
幼
稚
園
令
」
　
(
4
月
2
2
日
勅
令
第
七
十
四
号
)
　
　
　
　
　
●
初
の
独
立
幼
稚
園
令

O
「
幼
稚
園
令
施
行
規
則
」
　
(
4
月
2
2
日
文
部
省
令
第
十
七
号
)

O
「
小
学
校
令
」
中
改
正
　
(
4
月
2
2
日
勅
令
第
七
十
三
号
)

O
「
小
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
　
(
4
月
2
2
日
文
部
省
令
第
十
八
号
)

●
轟
等
小
学
校
の
実
務
教
育
搬
開
化
、
r
日
本
歴
史
」
を
r
国
史
」
と
改
称

O
　
「
師
範
学
校
規
程
」
中
改
正
　
(
4
月
2
2
日
文
部
省
令
第
十
九
号
)

●
　
「
体
操
」
中
「
教
練
及
遊
戯
」
　
1
　
「
教
練
、
遊
遊
戯
及
競
技
」
へ
　
「
撃
剣
及
柔
術
」

1
　
「
剣
道
及
柔
道
」

O
「
中
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
　
(
5
月
2
7
日
文
部
省
令
第
二
十
四
号
)

o
「
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
　
(
5
月
2
7
日
文
部
省
令
第
二
十
五
号
)

0
　
「
小
学
校
令
」
中
改
正
　
(
6
月
3
0
日
勅
令
第
二
百
四
十
二
号
)

0
「
小
学
校
令
施
行
親
則
」
中
改
畢
(
6
月
3
0
日
文
部
省
令
第
二
十
七
号
)

O
　
「
高
等
師
範
学
校
及
女
子
高
等
師
範
学
校
生
徒
募
集
規
程
」
　
(
8
月
2
7
日
文
部
省
令
第

二
十
八
号
)

★
国
定
算
術
教
科
書
'
尺
貫
牡
を
廃
し
メ
ー
ト
ル
法
を
使
用
(
4
月
)

1
昭
和
五
年
日
月
2
 
8
日
文
部
省
告
示
第
二
百
二
十
七
号

O
 
r
教
科
用
図
書
検
定
規
則
」
改
正
　
(
日
月
2
5
日
文
部
省
令
第
三
十

五
号
)

●
検
定
教
科
書
五
年
間
寒
行
義
務

l
一′

h
U

2
r
一
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r中
学
教
育
改
善
ニ
関
ス
ル
要
項
」
答
申

(6
月
20
日
)

月
10
日

r中
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正

員
養
成
規
程
」
中
改
正

(日
月
15
日
文
部
省
令
第
四
十

程
j
中
改
正

(11
月
15
日
文
部
省
令
第
四
十
二
号
)

程
」
中
改
正

(日
月
15
日
文
部
省
令
第
四
十
三
号
)

程
」
中
改
正

(日
月
15
日
文
部
省
令
第
四
十
四
号
〉

程
」
中
改
正

(日
月
15
日
文
部
省
令
第
四
十
六
号
)

程
」
中
改
正

(日
月
15
日
文
部
省
令
第
四
十
七
号
)

2
8
)

程
」
中
改
正

(4
月
12
日
文
部
省
令
第
六
号
)

「中
学
校
教
育
改
善
し
諮
鞠

(9
月
23
日
文
部
省
諮
蘭

学
奨
励
規
程
」、
(10
月
4
日
文
部
省
訓
令
第
十
八
号
)

2
7
)

行
規
則
」
中
改
正

(11
月
2
日
文
部
省
令
第
二
十
号
)

●

r祝
日
」
に

「明

行
規
則
」
中
改
正

(=
月
22
日
文
部
省
令
第
二
十
六
号
)

令
施
行
規
則
」
中
改
正

(日
月
22
日
文
部
省
令
第
二
十
七

験
制
度
改
正
ニ
関
ス
ル
件
」
(11
月
22
日
発
普
第
三
〇
四
ロ

個
性
尊
重
及
職
業
指
導
ニ
関
ス
ル
件
」
(日
月
25
日
文
部

行
規
則
」
中
改
正

(12
月
29
日
文
部
省
令
第
三
十
二
号
)

r
師
範
教
育
制
度
改
正
し
諮
鞠

(l2
月
4
日
文
部
省
絡
鞠

r師
範
教
育
制
度
改
正
ニ
関
ス
ル
件
」
答
申

(12
月
‖
旦

校
数

〈大
正
2
年
二

一
三
校
↓
昭
和
2
年
六
九
七
校
)、

年

二

七
校
↓
昭
和
2
年
二
〇
l
校
〉

九 辛
早 十 治

節
」

早
)

号
通
牒

省
訓
A

第m
) ニ 九

号
科
高Ip )P

) 追
加

第
二

)等
女

1
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午戟授範記学紘種)
'

レノ莱ォ学範 午時及業mm船産齢 等
(
r-IO
lCO
i-l)

学
校
規
程
」
中
改
正

(
1
月
10
日
文
部
省
令
第

1
号
)

内
容
改
正

(『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
第
七
巻
、
六
五

t
～
六
六
八
東
)

学
校
規
則
改
正
趣
旨
」
(1
月
20
日
文
部
省
訓
令
第

一
号
)

『発
達
史
』
第
七
巻
、
六
六
八
～
六
七
二
頁

●

r公
民
科
」
新
設
解
説

枚
令
施
行
規
則
」
改
正

(1
月
10
日
文
部
省
令
第
二
号
)

制
及
経
済
」
廃
止
、
r公
民
科
」
新
穀
、
柔

I
剣
道
の
必
須
化
、
上
級
学
年
を

(実
業

.
理
科
重
視
)
第
二
種

(上
級
学
校
進
学
者
コ
I
ス
日
外
国
語

.
数
学

「国
語
漢
文
」
の
要
旨
条
に

「国
民
性
ノ
滞
養
」
付
加
、
古
文
教
材
に

「帝

上
古
文
」
羅
容

学
校
規
程
」
中
改
正

(
1
月
1 0
日
文
部
省
令
第
三
号
)

学
校
公
民
科
教
授
蔓
目
し
(1
月
20
日
文
部
省
訓
令
第
三
号
)

校
教
授
要
目
」
改
正

(
2
月
7
日
文
部
省
訓
令
第
五
号
)

●

r国
語
漢
文
J
兵

に

r愛
国
的
滞
神
L
r国
籍
愛
護
ノ
精
神
」
の
誇
嚢
付
加

学
校
教
授
要
目
」
(3
月
日
日
文
部
省
訓
令
第
七
号
)

(
rH
O
lCO
O
)

教
員
養
成
所
規
程
」
中
改
正

(3
月
31
日
文
部
省
令
第
三
号
)

広
島
の
文
理
科
大
学
殴
貴
に
伴
い
両
高
等
師
範
学
校
専
攻
科
廃
止

(4
月
)

学
校
規
程
」
中
改
正

(4
月
8
日
文
部
省
令
第
五
号
)

●
高
等
小
学
校
卒
業
生
、
就
学
科
間
二
年
lt
産
業
社
会
化
対
応

(以
下
同
)

学
校
規
程
」
中
改
正

(
4
月
8
日
文
部
省
令
第
六
号
)

学
校
規
程
」
中
改
正

(4
月
8
日
文
部
省
令
第
七
号
)

学
校
規
程
」
中
改
正

(
4
月
8
日
文
部
省
令
第
八
号
)

学
校
規
程
」
中
改
正

(4
月
8.
日
文
部
省
令
第
九
号
)

児
童
就
学
奨
励
規
程
」
中
改
正

(11
月
27
日
文
部
省
訓
令
第
十
六
号
)

学
校
入
学
者
選
抜

ニ
関
ス
ル
件
」
(日
月
28
日
文
部
次
官
通
牒
発
普
二
三
四
号
)

0 ○0
= 「部↓七供

「
月r1 、∫十 、省翻十袷学002

学..l、ノ 学普刺五
(

坐日
校
数

早
)

校
教
科
用
図
書
翻
刻
発
行
規
程
J
中
改
正

(5
月
17
日
文

示
第
百
五
十
八
号
)
●
国
定
教
科
書
共
同
販
売
所
、
廃
止

発
行
会
社
供
給
区
域
指
定

(
6
月
30
日
文
部
省
告
示
第
百

号
〉
●
日
本
書
籍

.
東
京
書
籍

.
大
阪
書
籍
に
よ
る
直
接

6
月
30
日
)

生
徒
近
鴫
予
防
上
教
科
用
国
書
検
定
棟
準
」
中
改
正

(‖

文
部
省
告
示
第
二
百
二
十
七
号
)
↑
明
治
31
年
10
月

、

料
用
図
書
潤
」
m
翠
」
(2

月
0ノ

日
文
部
省
也口1不
m

l

t

一

0
0

2
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rr0政政育実育育育 9高 8蘇 7高高早寺田小児二 酪実小
午審審午m午午午 午等 午等 午等等)敬学童号 記葉学
(mm学学学学学 (市.PP (女 (女女良児坐) 『学校
1会餐校校校校校 1範 1学 1

9
学
校

学
校

養
成

童
酪

徒
ニ

発校令
9に令令敬規敬 9学 9校 逮$施
3
5
)

青
年
学
校
新
設
に
関
す
る
諮
薗

(1
月
19
日
諮
薗
第
十
四

「青
年
学
校
制
度
制
定
ニ
関
ス
ル
件
」
答
申

(1
月
21
日
)

」
(4
月
1
日
勅
令
第
四
十

一
号
)

l
中
改
正

(4
月
1
日
勅
令
第
四
十
三
号
)

員
養
成
所
令
」
(4
月
1
日
勅
令
第
四
十
七
号
)

●
実
業
補
習
学
校
教
員
養
成

程
」
(4
月
1
日
文
部
省
令
第
四
号
)

員
養
成
所
規
程
」
(4
月
1
日
文
部
省
令
第
六
号
)

3
4

校
卒

3
3

令
施

3
2

令
施

及
実

所
、

食
ニ

対
ス

史
』

身
敢

行
規

)莱 )行 )行料磨関レノ 第揺刺
者
服
務
規
則
」
中
改
正

(3
月
24

規
則
」
中
改
正

(12
月
16
日
文
部

規
則
J
中
改
正

〈2
月
19
日
文
部

●

「公
民
科
」
ヲ
加

高
等
女
学
校
教
授
要
目
l
中
改
正

止

(3
月
30
日
文
部
省
告
示
第
八

ス
ル
件
」
(9
月
7
日
文
部
省
訓
A

校
外
生
活
指
導
ニ
関
ス
ル
件
」
(

七
巻
、
六
七
三
～
七
五
六
貢

費
目
J
(4
月
23
日
文
部
省
訓
令
第
十
三
号
)

」
中
改
正

(9
月
10
日
文
部
省
令
第
二
十

1
号

日
文
部
省
令

省
令
第
十
九

省
令
第
五
号

エ

「法
制
及

(2
月
l 9
日

十
i
号
)

¶
第
十
八
号
)

12
月
l7
日
文

第
】

早
)

)経
済

文
部

部
省

)
早
)

所
令
、
廃

二
号
)

′

」

ヲ
削

P省
訓
令

訓
令
第

止 除if
f

二

★ ★ ○
国月 敬月 「早
定) 料0 戟)
敬 用日 料
料 図) 捕
書 ●m 園

『 の
尋 四検 検

常
小
学
算
術
』
{

次
国
定
読
本

(r

定
翻
査
標
準
並
び

定
規
則
」
改
正

●
実
業
学
校
普

緑
表
紙
本
)、
使
用
開
始

〈4

サ
ク
ラ
読
本
」)
使
用
開
始

に
不
検
定
図
書
を
定
め
る
(5

(11
月

25
日
文
部
省
令
第
十
八

通
学
科
目
教
科
書
の
検
定
化

l
一

〇
ノ

2I

■ ■
○★昭★〇00〇〇〇〇〇★ 昭★〇〇〇〇

ロ一方
1

臨
「「「十r「「「「「

初
r1「「「「

本 「↓敬
2時市JPhH

中高号実工農衣職w &E日′中義帝.ド敬 育『学
午敬範早等)mmw産*莱 午莱社学学響m育 午近刺
(料学校女学学学学学学 〈

iO
iCO
to
)

指
導
調
査
協
議
会
答
申

〈中
学
校

ニ
於
ケ
ル
職
業
指
導
施
設
要
項
〉
」
〈

会
教
育
局
)

校
令
施
行
規
則
」
中
改
正

〈体
操
〉
(6
月
3
日
文
部
省
令
第
五
号
)

校
令
施
行
規
則
」
中
改
正

〈体
操
〉
(6
月
3
日
文
部
省
令
第
六
号
)

女
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正

〈体
操
〉
(6
月
3
日
文
部
省
令
第
七
号
)

学
校
規
程
」
中
改
正

〈体
操
〉
(6
月
3
日
文
部
省
令
第
八
号
)

↓

『近

制
度
史
料
』
第
五
巻
、
五
四
〇
頁

学代節
1書校戟学校校校校校ョ 校自秤
9審敬授校敬規規規規3g 敬本議
3査撹●要及接種程程程規 練敬会
7会要修日

l
実要し」」」程 及育

)、
設
置

(2
月
23
日
、
昭
和
13
年
3
月
31
日
廃
止
)

目
」
中
改
正

(3
月
27
日
文
部
省
令
第
八
号
)

身
、
公
民
科
、
教
育
、
国
籍
漢
文
、
歴
史
及
地
理
、

」
中
改
正

(3
月
27
日
文
部
省
訓
令
第
九
号
)

●

「国
許
漢
文
」
に
国
家
中
心
思
想
鼓
吹
の
任

科
轟
等
女
学
校
教
授
要
目
」
中
改
正

(3
月
27
日
文

目
し
(3
月
27
日
文
部
省
訓
令
第
十

】
号
)

●
実
業
学
校

r公
民

中
改
正

(3
月
31
日
文
部
省
令
第
十
号
)

中
改
正

(3
月
31
日
文
部
省
令
第

二

早
)

中
改
正

(3
月
31
日
文
部
省
令
第

】
三
号
)

中
改
正

(3
月
31
日
文
部
省
令
第

7
町
号
)

中
改
正
及
実
業
学
校
教
授
要
目
制
定

ニ
関
ス
ル
件
」

訓
練
科
目
要
嘗
」
(

制
度
史
料
』
第
一二

設
置

〈文
政
審
歳
ム 8

月
21
日
文
部
省
訓
令
第
十
九
号
)

巻
、
二
三
〇
～
二
三
三
貫

耳、
廃
止
)
(=
月
18
日
)

要を部料
( n日課省」3

改す訓ノ月
正秦令磨3 5代

_-/
w止日 月日

★
国
体
明
徴
と
関
連
し
、
国
定
国
史
教
科
書
を
改
訂

〈11
月
)

0

つ
J

J
1



8
1
:
∽

発
実
三
二
号
)

0
 
r
師
範
学
校
t
中
学
校
、
高
等
女
学
校
教
授
要
目
改
正
二
間
ス
ル
件
し
　
(
3
月
3
 
1
日
発

普
五
十
一
号
)

●
「
愈
々
国
体
ノ
本
義
ヲ
明
徴
ニ
シ
1
層
国
民
精
神
ヲ
作
興
シ
兼
テ
時
代
ノ
進
運
二
伴

フ
教
授
内
容
ノ
刷
新
充
実
ヲ
期
ス
ル
ノ
趣
旨
二
基
ク
モ
ノ
」

O
「
東
京
農
業
教
育
専
門
学
校
規
粗
」
　
(
4
月
1
日
文
部
省
令
第
十
六
号
)

●
東
京
帝
国
大
学
農
学
部
附
属
農
業
教
員
養
成
所
1
東
京
農
業
教
育
専
門
学
校

O
「
中
等
学
校
改
正
教
授
要
目
ノ
趣
旨
」
　
(
5
月
文
部
省
解
説
)

o
「
女
子
高
等
師
範
学
校
規
程
」
中
改
正
　
(
5
月
1
9
日
文
部
省
令
第
二
十
三
号
)

●
体
育
科
へ
　
設
置

★
文
教
審
故
会
、
設
置
　
(
教
学
刷
新
評
散
会
、
廃
止
)
　
(
5
月
2
6
日
)

O
　
「
青
年
学
校
教
授
及
訓
練
要
目
」
　
(
5
月
2
9
日
文
部
省
訓
令
第
二
十
三
号
)
1
『
近
代

日
本
教
育
制
度
史
料
』
第
三
巻
'
二
三
五
～
二
九
七
頁
　
　
　
●
学
科
課
程
要
目
指
示

★
文
部
省
、
『
国
体
の
本
義
』
編
集
へ
　
発
行
　
(
5
月
3
 
1
日
)

★
　
「
臨
時
工
業
技
術
員
養
成
二
間
ス
ル
件
」
　
(
8
月
7
日
発
実
五
八
号
)

★
教
育
審
議
会
、
設
置
(
文
教
審
議
会
、
廃
止
)
　
(
2
月
_
 
0
日
)

意
昭
和
1
3
年
　
(
i
-
h
O
I
C
O
O
o
)

o
 
r
小
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
　
(
1
月
2
9
日
文
部
省
令
第
二
号
)

★
　
「
中
等
学
校
二
於
ケ
ル
　
「
グ
ラ
イ
ダ
ー
」
滑
空
練
習
二
関
ス
ル
件
」
　
(
2
月
t
2
月
文
部

次
官
発
着
t
〇
号
)

o
「
青
年
学
校
教
員
養
成
所
臨
時
養
成
科
並
其
ノ
修
了
者
ノ
青
年
学
校
教
員
資
格
二
関
ス

ル
件
」
　
(
5
月
3
日
)

o
「
青
年
学
校
ノ
普
通
学
科
及
教
練
科
要
目
」
　
(
8
月
6
日
文
部
省
訓
令
第
二
十
三
号
)

1
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
第
三
巻
へ
　
三
t
七
～
三
四
九
貢

★
　
「
小
学
校
卒
業
者
ノ
職
業
指
導
二
関
ス
ル
件
」
　
(
1
0
月
2
6
日
厚
生
省
文
部
省
訓
令
第
1

号
)

★
文
部
省
へ
　
師
範
学
校
用
標
準
教
科
書
『
師
範
修
身
書
』
編
集
、
刊

行
　
(
4
月
)

★
教
学
図
書
(
後
の
師
範
学
校
教
科
書
(
樵
)
)
、
設
立
(
6
月
1
 
0
日
)

★
文
部
省
、
『
東
北
読
本
』
上
巻
、
編
集
'
刊
行
　
(
7
月
)

rlHPHHH

3

★
r
中
等
学
校
ノ
英
語
科
教
授
二
於
ケ
ル
ロ
ー
マ
字
綴
方
ノ
敢
扱
二
関
ス
ル
件
」
(
日
月
】
5

日
図
書
局
長
地
図
一
四
四
号
)

o
「
青
年
学
校
教
授
及
訓
練
要
目
」
中
改
正
　
(
1
 
2
月
9
日
文
部
省
訓
令
第
二
十
七
号
)

1
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
第
三
巻
、
三
四
九
～
五
g
]
七
頁
●
　
「
職
業
科
」
追
加

曹
昭
和
1
 
4
年
　
(
H
O
i
n
o
s
)

O
「
中
学
校
教
授
要
目
J
中
改
正
(
2
月
9
日
文
部
省
訓
令
第
三
号
)

●
　
r
国
語
漢
文
ノ
要
目
第
五
項
中
「
詩
文
ヲ
加
フ
ベ
,
h
ヲ
　
r
詩
文
ヲ
加
へ
更
二
高
学

年
二
在
汀
テ
ハ
成
ル
ベ
ク
現
代
支
那
ノ
理
解
二
資
ス
べ
キ
適
正
ナ
ル
時
文
ヲ
加
フ
ベ

シ
」
ニ
改
ム
」

O
「
師
範
学
校
教
授
要
目
」
中
改
正
(
2
月
9
日
文
部
省
訓
令
第
二
号
)

★
　
「
小
学
校
卒
業
者
ノ
動
向
調
査
二
関
ス
ル
件
」
　
(
4
月
1
 
1
日
照
普
f
四
号
)

1
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
第
二
巻
二
〇
九
～
二
一
二
貫

o
「
実
業
学
校
教
授
要
目
」
中
改
正
　
(
2
月
9
日
文
部
省
訓
令
第
四
号
)

●
同
右

●
同
右

O
　
「
学
校
技
術
者
養
成
合
し
　
(
3
月
3
 
1
日
勅
令
第
百
三
十
号
)

O
 
r
青
年
学
校
令
」
改
正
　
(
4
月
2
6
日
勅
令
第
二
百
五
十
四
号
)

●
青
年
学
校
へ
義
務
化
(
E
!
-
-
~
2
3
歳
男
子
)

o
「
青
年
学
校
令
施
行
規
則
」
　
(
4
月
2
6
日
文
部
省
令
第
二
十
四
号
)

O
　
「
青
年
学
校
教
授
及
訓
練
科
目
要
旨
並
青
年
学
校
教
授
及
訓
練
要
目
」
中
改
正
　
(
5
月

日
日
文
部
省
訓
令
第
十
三
号
)

1
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
第
三
巻
、
五
八
一
～
五
八
六
頁

1
「
社
会
教
育
官
解
艶
」
　
(
『
文
部
時
報
』
第
六
七
〇
号
(
前
記
『
史
料
』
第
四
巻
'

二
一
～
三
三
頁
)

★
　
「
青
少
年
学
徒
二
賜
バ
リ
タ
ル
勅
語
」
　
(
5
月
2
2
日
)

O
　
「
小
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
　
(
5
月
2
9
日
文
部
省
令
第
四
十
五
号
)

0
　
「
小
学
校
武
道
指
導
要
目
」
　
(
5
月
2
9
日
文
部
省
訓
令
第
十
六
号
)

o
「
師
範
学
校
中
学
校
高
等
女
学
校
実
業
学
校
並
青
年
学
校
二
於
テ
唱
歌
用
二
供
ス
ル
歌

O
　
「
教
科
用
図
書
検
定
規
則
」
改
正
　
(
1
月
2
 
1
日
)

●
青
年
学
校
の
修
身
・
公
民
科
、
普
通
学
科
生
徒
用
教
科
書
の
検

定
化

★
大
学
予
科
、
高
等
学
校
教
科
書
の
詠
可
制
強
化
　
(
4
月
4
日
)

★
文
部
省
、
師
範
学
校
用
標
準
教
科
書
『
師
範
公
民
書
』
編
集
へ
刊

行
(
4
月
)
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T
..1のl南中節n*、.′ 15

年

〈
1

楽巾・OEL
ス

午学育l等学戟m午学 也%レノ
(全学学 ニ学

1令般敬【日学令育校校令 開校」
cLに料へ校」令令令施 T

j
ス

ル

中
学

(
84吹わ杏0令中」」」行 4

1
〉

正

〈
国
民
教
育
令

〉

(
3
月

1
日
勅

令
第

百
四
十
八

号
)

等

、-
六
年

.
高

た

っ
て

r
皇
国

ノ
遺
し
修
得

を
目
的

化
=
1趨
国

家
主
義

的

国
民
科

.
理
数
科

.
体
練

科

ニ

云
能

科
に
再
編

統
合
、

習

」
中
改

正

(
3
月

1
日
勅
令

第

百
五
十
号
)

●
国

民
学

改
正

(3
見

1
日
勅
令
第

百
五
十

1
号
)

●
国

民
学

中
改

正

(
3
月

1
日
勅
令

第
百

五
十
二
号
)

●
国
民

学

中
改

正

〈
3
月

1
日
勅
令

第
百

五
十
三
号
)

●
国

民
学

中
改

正

(
3
月

1
日
勅
令

第
百

五
十
五
号
)

●
国

民
学

規

則
」
改

正

〈国

民
学

校
令
施

行
規

則
〉

〈
3
月

1 4
日
文

0
)

件

」

(
8
月

24
日
文
部
省

令
第

四
十
九
号
)

校
高

等
女
学
校

実
業
学
校

漁
青
年

学
校

唱
歌

用
歌

詞
、
楽

月

29
日
文
部

次
官
発
図

百
四
三

号
)

響餐辛校校校枚校都 曲

輿揺令令令令各省 揺

二の芸対対対対対令 用
午磨舵応応応応蘇# ニ

★★★★ ★★○★★
l.↓国大国戟月実 敬文刊

「
月●種蝣3-

文を
坐氏目許料02莱 料部行昭2中を等部琵
敬早本等用日* 香管

{
和白等醍敬省可

●

第

五
次

国
定
読
本

〈
「
ア
サ

ヒ
読
本

」)

使
用

開
始

科
書

の
国
定

化

校

の
全
教
科
書
、

国
定

化

(
3
月

1
日
)

図
書

に
も

音
楽

.
裁
縫

.
農

業

.
商

業
、

加

設
科

目

(外

)

に
限
り
翻
刻

発
行

許
可

(
3
月

7
日
)

図
書

調
査
会

、
官
制

公
布

(教
科

書
調
査

会
、
廃

止
)

(
5

)科
書

(株
)
、

設
立

(
1 2
月

1 0
日
)

印
刷

用
紙
配
給
量

を
制
限

〈
3
月
)

、
青

年
学
校
用

国
定
教
科

書

『
青

年
修
身

公
民
書
』
編
集
、

5
月
)

十
六
年
度

中
等
学

校
等
教

科
書

ニ
関

ス

ル
件

」
、
通
運

(
q
)

〉諸
学
稜

.
小
学
校

〈
国

定

以
外

〉
検

定
教

科
書

各
教
科

五

定
し

て
用
紙
斡
旋

料
書
協

会
、
解
散

(
1 0
月

4
日
)

、
高

等
諸
学

校

二
荷
等

師
範

学
校

.
専
門

学

校

の
教

科
書

制
と

す
る

(
11
月

26
日
)

つ
J

3
4
H
U

四
号
)

●
r
国
民
科
国
帯
」
条
に
r
他
ノ
教
科
及
児
童
ノ
日
常
生
活
二
於
テ
モ
醇
正
ナ
ル
国
語

ヲ
使
用
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ニ
留
意
ス
べ
シ
」
　
r
我
ガ
国
語
ノ
特
質
ヲ
知
ラ
シ
メ
国
語
ヲ
尊

重
愛
護
ス
ル
ノ
念
二
培
ヒ
其
ノ
醇
化
t
l
カ
ム
ル
ノ
精
神
ヲ
養
フ
べ
シ
」

o
 
T
師
範
学
校
教
授
要
目
」
中
改
正
　
(
3
月
2
8
日
文
部
省
訓
令
第
八
号
)

●
国
民
学
校
令
対
応

O
　
「
高
等
師
範
学
校
規
程
」
中
改
正
　
(
東
京
高
等
師
範
学
校
特
科
に
芸
能
科
増
設
)
　
(
3

月
2
9
日
文
部
省
令
第
十
五
号
)

O
 
r
師
範
学
校
規
程
」
中
改
正
　
(
3
月
2
9
日
文
部
省
令
第
-
六
号
)
　
●
国
民
学
校
令
対
応

O
　
「
青
年
学
校
令
施
行
規
則
」
　
中
改
正
　
(
3
月
3
 
1
日
文
部
省
令
第
二
十
一
号
)

O
　
「
青
年
学
校
教
授
及
訓
練
科
目
要
旨
」
中
改
正
　
(
4
月
1
日
文
部
省
訓
令
第
十
二
号
)

●
　
「
教
練
科
」
改
正

o
「
青
年
学
校
教
授
及
訓
練
要
目
」
中
改
正
(
4
月
1
日
文
部
省
訓
令
第
十
三
号
)

●
「
教
練
科
」
要
目
改
正
=
陸
軍
所
定
の
典
令
範
中
よ
り
必
要
事
項
選
定

1
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
第
四
巻
へ
　
三
九
～
四
五
頁

0

0000000

「
工
業
学
校
規
程
」
　
中
改
正
　
(
4
月
2
2
日
文
部
省
令
第
四
十
一
号
)

「
農
業
学
校
規
程
」
中
改
正
　
(
4
月
2
2
日
文
部
省
令
第
四
十
二
号
)

「
商
業
学
校
規
程
」
　
中
改
正
　
(
4
月
2
2
日
文
部
省
令
第
四
十
三
号
)

「
水
産
学
校
規
程
J
中
改
正
　
(
4
月
2
2
日
文
部
省
令
第
四
十
六
号
)

r
職
業
学
校
規
程
」
　
中
改
正
　
(
4
月
2
2
日
文
部
省
令
第
四
十
七
号
)

●
国
民
学
校
対
応

●
国
民
学
校
対
応
.

●
国
民
学
校
対
応

●
国
民
学
校
対
応

●
国
民
学
校
対
応

「
中
学
校
令
施
行
規
則
J
中
改
正
　
(
5
月
2
t
日
文
部
省
令
第
六
十
四
号
)

●
国
民
学
校
令
対
応

「
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
　
(
5
月
2
1
日
文
部
省
令
第
六
十
五
号
)

●
国
民
学
校
令
対
応

「
高
等
師
範
学
校
及
女
子
高
等
師
範
学
校
生
徒
募
集
規
程
」
中
改
正
　
(
芸
能
科
増
設
)

(
5
月
2
2
日
文
部
省
令
第
六
十
六
号
)

"　HH
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育↓ 「早文

「「
二「3O中日 71両白P中高中中七学義早・t

f
早国国午

「
国)部学中五中

午等的 午戟学等学学早校等〉千)氏氏学・ 民*校等○等
(

1
学
校

条
項

(
1

学
校

校
数

女
学

校
高

S
ォ

)防
空

女
学

実
業

学
校

学
校

校
数

部
数

学
校
の
学
齢
簿
及
学
籍
簿
ノ
取
扱
方
ニ
関
ス
ル
件
」
(7
月
4
日
発
普
二

教
学
局

『
臣
民
の
道
』
編
集
、
刊
行

(7
月
21
日
)

報
国
団
体
制
確
立
方
」
(8
月
8
日
文
部
省
訓
令
第
二
十
七
号
)

学
校
最
高
学
年
在
学
者
ニ
対
ス
ル
臨
時
措
置
ニ
関
ス
ル
件
」
(10
月
8
日

早
)

●

「学
校
報
国
隊
ノ
隊
員
」
実
務

学
校
職
業
指
導

ニ
関
ス
ル
件
」
(11
月
13
日
発
普
二
六
七
号
)

cn
t̂
oj)

令
J
〈1
月
21
日
勅
令
第
三
十
六
号
)

叫
判
糾

「皇
国
ノ
道
」
「国
民
ノ
錬
成
」
付
加
、
中
学
校

.
高
等
女
学
校

.
実
業

0
5-sf
lM
)

制
度
改
善

ニ
関
ス
ル
件
」
(1
月
6
日
発
普
三
〇
〇
号
)

授
要
目
」
中
改
正

(3
月
LP
日
文
部
省
令
第
四
号
)
●
数
学

r
理
科

校
教
授
要
目
」
中
改
正

(3
月
5
日
文
部
省
訓
令
第
五
号
)
●
同
右

等
女
学
校
教
授
要
目
ニ
関
ス
ル
件
J
{3
月
9
日
発
普
四
二
号
〉

等
女
学
校
数
学
及
理
科
教
授
要
目
実
施
ニ
関
ス
ル
件
」
〈3
月
26
日

ノ
強
化
徹
底
ニ
関
ス
ル
件
」
(6
月
10
日
画
文
五
号
)

校

ニ
於
ケ
ル
学
科
目
ノ
臨
時
取
扱
ニ
関
ズ
ル
件
」
(7
月
8
日
発
普

学
校
ニ
於
ケ
ル
学
科
目
ノ
臨
時
取
扱

ニ
関
ス
ル
件
」
(7
月
8
日
発

体
錬
科
教
授
要
項
ニ
関
ス
ル
件
」
(9
月
29
日
発
体

1
七

1
号
〉

ニ
於
ケ
ル
職
業
指
導
ニ
関
ス
ル
件
」
(日
月
2
日
発
国

一
号
)

便
及
訓
練
ノ
強
化
徹
底

ニ
関
ス
ル
件
」
〈12
月
7
日
発
国
六
十
八
号
)

学
官
解
説
」
(昭
和
18
年
1
月

『
文
部
時
報
』
第
七
百
八
十
二
号
)

l=ロ伸発一実 ○罪励
新普五六 五普行

●↓
★★★
中育敬学

四敬 等午学芸
月料 学学園図

香 校校香書
中の 敬敬と
等
学

国
定

科
書

科
書

師
範

改
称

校

.
師
範
学
校
、
国
定
教
科
書

ヒ∫ (
秩
)I

(秩
)、

学
校
教

(3
月
) 創

立
創
立

科
書

〈
3〈7

(株
月
)

月
)

)
と

改
秤

書
使
用
開
始

(

月
002

日
)

↓

5

3_
一
-

学
校
=
「
中
等
学
校
」
　
日
終
業
年
限
一
年
短
縮
へ
実
科
高
等
女
学
校
廃
止
、
「
実
業
学

校
令
」
廃
止

★
　
「
国
民
学
校
職
業
指
導
教
科
章
二
関
ス
ル
件
」
　
(
1
月
2
3
日
発
国
二
七
号
)

O
「
中
学
校
規
程
」
　
(
3
月
2
日
文
部
省
令
第
二
号
)

●
第
l
種
・
第
二
種
区
分
廃
止
へ
　
全
教
科
を
国
民
科
・
理
数
科
・
体
練
科
・
芸
能
科
・

実
業
科
・
外
国
語
科
に
再
編
統
合
、
習
字
は
碁
能
化
の
1
科
目
へ

O
 
r
高
等
女
学
校
規
程
」
　
(
3
月
2
日
文
部
省
令
第
三
号
)

●
全
教
科
を
基
本
教
科
　
(
国
民
科
・
理
数
科
・
家
政
科
・
体
練
科
・
芸
能
科
)
へ
　
増
諌

科
目
　
(
家
政
科
・
実
業
科
・
外
国
語
科
)
　
に
再
編
統
合
'
「
国
民
科
国
籍
」
　
の
要
旨
条

に
　
「
国
体
ノ
本
義
」
　
「
国
民
精
神
」
　
「
皇
国
ノ
使
命
」
　
「
婦
徳
」
　
の
静
嚢
付
加
、
習
字
は

芸
能
化
の
1
科
目
へ

O
「
実
業
学
校
規
程
」
　
(
3
月
2
日
文
部
省
令
第
四
号
)

●
「
皇
国
ノ
東
亜
及
世
界
二
於
ケ
ル
使
命
ヲ
明
ニ
シ
皇
国
産
業
ノ
重
要
住
ヲ
自
覚
セ
シ

メ
職
分
ヲ
尽
シ
テ
皇
道
ヲ
扶
翼
,
i
奉
ル
ノ
信
念
ト
実
践
力
ト
ヲ
酒
養
ス
ベ
シ
l
 
r
皇
国

ノ
東
亜
及
世
界
二
於
ケ
ル
使
命
ヲ
明
ニ
シ
皇
国
産
業
ノ
重
要
住
ヲ
自
覚
セ
シ
メ
職
分
ヲ

尽
シ
テ
皇
運
ヲ
扶
翼
シ
奉
ル
ノ
信
念
ト
実
践
力
ト
ヲ
酒
養
ス
べ
シ
」
　
等

O
 
r
師
範
教
育
令
L
改
正
(
3
月
8
日
勅
令
第
百
九
号
)
　
　
●
官
立
専
門
学
校
に
昇
格

O
　
「
青
年
学
校
令
」
　
中
改
正
　
(
3
月
8
日
勅
令
第
百
十
号
)

O
　
「
師
範
学
稜
規
程
」
　
(
3
月
8
日
文
部
省
令
第
六
号
)

O
　
「
高
等
師
範
学
校
及
女
子
高
等
師
範
学
校
規
程
」
　
(
3
月
C
O
日
文
部
省
令
第
七
号
)

O
 
r
中
学
校
教
科
教
授
及
修
練
指
導
要
目
」
　
(
3
月
2
5
日
文
部
省
訓
令
第
二
号
)

●
r
国
民
科
国
許
」
条
に
T
国
民
科
国
醇
ハ
正
破
ナ
ル
国
語
ノ
理
会
ト
発
表
ト
ノ
能
力

ヲ
貴
フ
ト
共
二
古
典
ト
シ
テ
ノ
国
文
及
漢
文
ヲ
習
得
セ
シ
メ
国
民
的
思
考
感
動
ヲ
通
ジ

テ
国
民
精
神
ヲ
清
養
シ
我
ガ
国
文
化
ノ
創
造
発
展
二
培
フ
モ
ノ
ト
ス
」
へ
　
r
国
籍
尊
重

ノ
精
神
ヲ
淘
養
J
　
「
古
典
ト
シ
テ
ノ
国
文
ヲ
通
ジ
テ
皇
国
ノ
伝
統
ト
其
ノ
表
現
ト
ヲ
会

得
セ
シ
メ
国
民
生
活
ノ
魂
展
ト
皇
国
文
化
ノ
創
造
ト
ニ
培
フ
べ
シ
J
　
「
古
典
ト
シ
テ
ノ

1
教
科
書
国
定
化

0
「
教
科
用
園
書
検
定
規
則
j
　
(
4
月
1
日
文
部
省
令
第
三
十
八
号
)

●
中
等
諸
学
校
教
科
書
の
固
定
化
に
伴
い
旧
規
則
廃
止
へ
　
文
部
省

修
正
指
示
権
を
規
定

l′
8

3
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漢
文
ヲ
通
ジ
テ
皇
国
及
東
亜
ノ
思
想
、
文
化
ト
其
ノ
表
現
ト
ヲ
会
得
セ
シ
メ
国
民
精
神

ノ
酒
養
ェ
資
ス
べ
シ
L
t
 
r
講
読
」
教
材
-
r
皇
国
ノ
道
ノ
具
現
タ
ル
各
時
代
ノ
国
文

と
い
皇
国
ノ
発
展
二
寄
与
セ
ル
漢
文
」

O
 
r
高
等
女
学
校
教
科
教
授
及
修
練
指
導
要
目
」
(
3
月
2
5
日
文
部
省
訓
令
第
三
号
)

★
　
r
国
民
学
校
令
外
四
勅
令
」
中
改
正
　
(
3
月
2
7
日
勅
令
第
百
九
十
九
号
)
　
●
樺
太
'
内

地
編
入
、
対
応
措
置

O
　
「
青
年
学
校
教
員
養
成
所
規
程
し
中
改
正
　
(
3
月
3
 
1
日
文
部
省
令
第
三
十
号
)

O
　
「
青
年
学
校
教
員
養
成
所
臨
時
養
成
科
並
ェ
其
ノ
修
了
者
ノ
青
年
学
校
教
員
資
格
二
閑

ス
ル
件
」
　
中
改
正
　
(
3
月
3
 
1
日
文
部
省
令
第
三
十
一
号
)

★
「
樺
太
ノ
内
地
編
入
二
伴
フ
国
民
学
校
令
施
行
規
則
外
七
省
令
改
正
等
ノ
件
」
改
正
(
3

月
3
 
1
日
文
部
省
令
第
三
十
三
号
)

O
「
師
範
学
校
教
科
教
授
及
修
練
指
導
要
目
」
　
(
4
月
1
日
文
部
省
訓
令
第
六
号
)

O
 
r
師
範
学
校
体
錬
科
指
導
要
目
」
　
(
4
月
1
日
文
部
省
訓
令
第
七
号
)

★
　
「
師
範
教
育
令
改
正
二
際
シ
テ
ノ
訓
令
」
　
(
4
月
1
日
文
部
省
訓
令
第
九
・
十
号
)

O
「
国
民
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
　
(
6
月
2
日
文
部
省
令
第
六
十
六
号
)

O
　
「
国
民
学
校
令
」
　
中
改
正
　
(
8
月
2
日
勅
令
第
六
百
三
十
五
号
)

O
　
「
国
民
学
校
令
施
行
規
則
」
中
改
正
　
(
9
月
8
日
文
部
省
令
第
七
十
二
号
)

O
　
「
学
校
防
空
措
置
」
　
(
9
月
_
 
7
日
発
総
二
一
〇
号
)

★
　
「
教
育
二
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
方
策
」
　
(
l
e
月
_
 
2
日
閣
議
決
定
)

★
　
r
教
育
二
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
二
間
ス
ル
件
」
　
(
相
月
2
3
日
発
国
四
七
四
号
)

★
「
教
育
ュ
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
方
策
二
基
ク
学
校
整
備
要
領
」
(
1
 
0
月
文
部
省
公
表
)

★
　
「
青
年
学
校
二
於
ケ
ル
教
授
及
訓
練
ノ
臨
時
措
置
二
関
ス
ル
件
」
　
(
日
月
1
日
発
国
四

百
七
十
七
号
)
　
　
　
　
　
　
　
●
　
「
職
業
科
」
授
業
時
数
の
軍
需
施
設
勤
労
へ
の
代
替

★
　
r
国
民
学
校
二
於
ケ
ル
学
制
簿
編
製
二
関
ス
ル
件
」
　
(
1
2
月
9
日
発
国
五
四
六
号
)

★
「
国
民
学
校
体
錬
科
体
操
教
材
ノ
指
定
追
加
二
関
ス
ル
件
」
　
(
1
2
月
2
0
日
舞
体
八
二
号
)

★
　
「
教
育
二
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
方
策
二
基
ク
中
等
学
校
教
育
内
容
措
置
要
綱
二
関
ス

O
 
r
師
範
学
校
教
科
用
図
書
翻
刻
発
行
規
程
」
　
(
4
月
6
日
文
部
省

告
示
第
二
百
六
十
七
号
)

O
 
r
中
等
学
校
教
科
用
図
書
翻
刻
発
行
規
程
j
　
(
7
月
1
 
0
日
文
部
省

告
示
第
六
百
八
十
八
号
)

7

つ
J

r

l

H

は

H

u

ル
件
」
　
(
t
 
2
月
2
0
日
発
国
五
六
九
号
)

★
全
国
実
業
学
校
数
(
昭
和
1
 
8
年
一
九
九
1
校
)

細
昭
和
1
9
年
　
(
r
-
1
C
W
*
)

★
　
「
国
民
学
校
教
育
二
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
二
関
ス
ル
件
」
　
(
1
月
1
0
自
発
国
五
七
九

号
)

★
　
「
師
範
学
校
二
於
ケ
ル
戦
時
非
常
措
置
二
関
ス
ル
件
」
　
(
2
月
8
日
発
国
五
五
九
号
)

★
中
等
学
校
教
育
内
容
の
戦
時
非
常
措
置
へ
　
決
定
　
(
2
月
9
日
)

●
男
子
の
　
「
芸
能
科
」
　
を
廃
し
　
「
工
作
」
　
に
振
替
、
等

O
「
国
民
学
校
令
等
戦
時
特
例
」
　
(
2
月
1
6
日
勅
令
第
八
十
号
)

●
義
務
教
育
十
二
歳
ま
で
'
八
年
制
停
止

O
　
「
国
民
学
校
令
等
戦
時
特
例
施
行
規
則
」
　
(
2
月
1
8
日
文
部
省
令
第
五
号
)

O
 
r
師
範
教
育
令
」
中
改
正
　
(
2
月
1
7
日
勅
令
第
八
十
1
号
)
　
●
青
年
師
範
学
校
規
程

1
青
年
学
校
教
員
養
成
所
へ
　
廃
止
(
3
月
2
0
日
勅
令
第
百
三
十
二
号
)

O
　
「
中
等
学
校
体
錬
科
教
授
要
目
j
　
(
3
月
1
日
文
部
省
令
第
一
号
)

O
　
「
師
範
学
校
体
錬
科
指
導
要
目
」
　
中
改
正
　
(
3
月
1
日
文
部
省
訓
令
第
二
号
)

O
　
「
中
学
校
教
科
教
授
及
修
練
指
導
要
目
」
中
改
正
　
(
3
月
1
日
文
部
省
訓
令
第
三
号
)

O
　
「
高
等
女
学
校
教
科
教
授
及
修
練
指
導
要
目
」
中
改
正
　
(
3
月
1
日
文
部
省
訓
令
第
四

号
)

O
 
r
臨
時
教
員
養
成
所
規
程
」
　
改
正
　
(
3
月
1
0
日
文
部
省
令
第
八
号
)

1
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
第
六
巻
へ
八
九
～
九
1
頁

★
　
「
商
業
学
校
転
換
二
伴
フ
工
業
学
校
ノ
現
場
実
習
二
関
ス
ル
件
」
　
(
3
月
1
7
日
発
国
i

六
五
号
)
●
「
現
場
実
習
」
規
程

O
　
「
高
等
師
範
学
校
官
制
外
三
勅
令
」
中
改
正
　
(
3
月
2
0
日
勅
令
第
百
三
十
二
号
)

●
金
沢
高
等
師
範
学
校
へ
　
設
置
、
等

O
　
「
高
等
師
範
学
校
及
女
子
高
等
師
範
学
校
規
程
」
中
改
正
　
(
3
月
2
0
日
文
部
省
令
第
十

号
)

003

r
l
1
_



Z
Z
Z

0
 
r
青
年
師
範
学
校
規
程
j
　
(
3
月
2
3
日
文
部
省
令
第
十
1
号
)

★
　
「
決
戦
非
常
措
置
要
約
二
基
ク
中
等
学
校
教
育
内
容
二
関
ス
ル
措
置
要
綱
ノ
件
」
　
(
3

月
2
4
日
発
国
一
九
二
号
)
　
●
r
勤
労
動
員
」
規
程

O
　
「
青
年
師
範
学
校
制
度
実
施
二
関
ス
ル
訓
令
」
　
(
4
月
1
日
文
部
省
訓
令
第
六
・
七

3
9

0
　
「
青
年
師
範
学
校
教
授
要
目
」
　
(
4
月
1
日
文
部
省
訓
令
第
八
号
)

★
　
「
決
戦
非
常
措
置
要
綱
二
基
ク
高
等
学
校
教
育
内
容
二
関
ス
ル
措
置
要
綱
ノ
件
」
　
(
4

月
2
0
日
発
国
t
九
二
号
)
●
r
勤
労
動
員
」
規
程

O
 
r
青
年
学
校
令
施
行
規
則
J
申
改
正
　
(
4
月
2
6
日
文
部
省
令
第
三
十
1
号
)

★
　
「
「
決
戦
非
常
措
置
要
綱
二
基
ク
中
等
学
校
教
育
内
容
二
関
ス
ル
措
置
要
綱
実
施
基
準

並
生
徒
ノ
成
棟
評
定
基
準
二
関
ス
ル
件
」
　
(
5
月
3
日
発
国
二
七
九
号
)

★
　
r
師
範
学
校
及
青
年
師
範
学
校
二
於
ケ
ル
学
徒
勤
労
動
員
実
施
二
伴
フ
課
程
及
教
育
実

習
等
二
関
ス
ル
臨
時
特
例
」
　
(
5
月
3
 
1
日
文
部
省
令
第
三
十
五
号
)

★
r
青
年
学
校
令
施
行
規
則
第
三
十
二
条
の
規
定
に
依
る
食
糧
増
産
隊
施
設
認
定
二
朋
ス

ル
件
」
　
(
9
月
2
0
日
発
国
三
二
二
号
」

O
　
「
国
民
学
校
令
施
行
規
則
外
二
十
六
省
令
中
改
正
ノ
件
」
　
(
1
2
月
9
日
文
部
省
令
第
五

十
七
号
)

m
昭
和
2
0
年
(
r
t
o
i
・
*
W
)

★
　
「
決
戦
教
育
措
置
要
綱
」
　
(
3
月
1
 
8
日
閣
議
決
定
)

O
 
r
高
等
師
範
学
校
官
制
外
四
勅
令
」
中
改
正
　
(
3
月
2
8
日
勅
令
第
百
三
十
7
号
)

●
岡
崎
高
等
師
範
学
校
へ
広
島
女
子
高
等
師
範
学
校
、
設
置
t
等

O
　
「
高
等
師
範
学
校
及
女
子
高
等
師
範
学
校
規
程
l
中
改
正
　
(
4
月
2
1
日
文
部
省
令
第
七

号
)

O
　
「
戦
時
教
育
令
」
　
(
5
月
2
2
日
勅
令
第
三
百
二
十
号
)
　
●
学
校
教
育
の
実
質
的
停
止

O
 
r
戦
時
教
育
令
施
行
規
則
し
　
(
5
月
2
2
日
文
部
省
令
第
九
号
)

1
青
年
師
範
学
校
教
科
用
図
書
へ
　
固
定
化

1
青
年
学
校
教
科
用
図
書
へ
　
国
定
化

I
.
I

〇
ノ
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JL明治-昭和戦前期・法令各種r画詰科」関連記事年表(小学校)
■明治5年(1872) 【教科書自由採択期1

● 「学事奨励に関する被仰出書l (明治五年八月二日太政官布告第二百十四号)

人々自ら其身を立て共産を治め其貴を昌にして以て其生を遂るゆゑんのものは他な

し身を偉め智を開き才芸を長するによるなり而て其身を修め智を開き才芸を長ずる

は学にあらざれば能はず是れ学校の設あるゆゑんにして日用常行言語書算を初め士

官農商百工技芸及び法律政治天文医療等に至る迄凡人の営むところの事学あらさる

はなし(-ヰ略-)又士人以上の稀に学ふものも動もすれは国家の為にすと唱-身

を立るの基たるを知すして或は詞章記諭の未に趨り空理虚談乃遠に陥り其諭高尚に

似たりとい-ども之を身に行ひ事に施すこと能ざるもの少からず是すなはち沿襲の

習弊にして文明普ねからす才圭の長ぜすして貧乏破産喪家の徒多きゆゑんなり是故

人たるものは学はずんはあるべからす(下略)

● 「学制J (明治五年八月三日文部省布達第十三号別冊)

檎: 21条: 「小学校ハ教育ノ初級ニシテ人民一般必ス学ハスンハアルヘカラザルモノ

トス(下略)」

語科関連科目 綴字[読井盤上習字] ・習字[字形ヲ主トス] ・単語[読] ・会話

[読].読本[解意] ・奮腐[解意井盤上習字] ・文法[解意]

義 「小学教則1 (明治五年九月八日文部省布達番外) (- 「学制」)

・綴字(カナツカヒ) ; 「生徒残ラス順列二並ハセ知恵ノ糸口・うひまなび・絵入知

恵ノ環-ノ巻等ヲ以テ教師盤上二者シテ之ヲ授ク(下略)J

・習字(テナラヒ) : 「手習草紙・習字本・習字初歩等ヲ以テ平仮名片仮名ヲ教フ但

数字西洋数字ヲモ加-教フ-シ(下略)」 「漢字稗書」 「行書」一一「細字習字」 「細

字速写」

・単語読方(コトバノヨミカタ) : f童蒙必読単語篇等ヲ授ケ(下略)」 「地方往来・

農業往来・堆界商売往来等ヲ前級ノ如ク授クJ

・単落語諦(コトバノソラヨミ) : 「一人ツ→直立シ前日ヨリ学フ処ヲ藷諦(下略)i

・単奮書取: 「教師単静ヲロニ舗シテ生徒ヲシテ開音セシメ(下略)j

・会話読方(コトバツカヒヨミカタ)こ「会話篇ヲ以テ授クル事単語篇ノ法二同シ」

・会話諸諦‥ r衝二学フ所ヲ一人ツ、処ヲ変-テ語涌シ又ハ未夕畢ハサル所ヲ独見シ
来テ譜諦セシム」

・読本読方: 「西洋衣食住・学閥のすゝめ・啓蒙知恵ノ環等ヲ用テ一旬読ツヽ之ヲ授

ケ生徒一同之二準涌ス」 「前線ノ外西洋夜話・窮理問答・物理訓蒙・天変地異等ヲ

授ク」

・読本輪講:鳩二学ヒシ所ヲ語葡シ来り-人ツ、直立シ所ヲ変-テ其意義ヲ詳述ス」

「道理図解・西洋新書等ノ書ヲ授ケ詳述セシム」 「西洋事情等ノ類ヲ独見シ来テ輪

講講述セシム」

・文法: 「-ノ昏ヲ用テ詞ノ種類名詞(ナコトバ)ノ諸変化ヲ授ク尤語葡ヲ主トス」

・書憤-: 「啓蒙手習本(窮理/捷径)十二月帳ナトヲ用ヒ簡略ナル日用文ヲ盤上二記

I 1】

シテ詳解シ生徒ヲシテ写シ取ラシム」 「日用文諸証文等ヲ授ク」 r日轟類ヲ用ヰテ

公用文ヲ教フル事日用文ノ法ノ如シ」

・書旗作文: 「短簡ナル日用文ヲ作ラシム」 「公用文ヲ作ラシム」

1明治6年(1873)

● 「ノj、学教則改正l (明治六年五月十九日文部省布達第七十六号))

・国体学口授: 「国体訓蒙等ヲ以テ教師ロツカラ績々之ヲ説示ス」

℡明治12年(1879)

● 「教育令」_ (明治十二年九月二十九日太政官布告第四十号)
棉: 3条: 「小学校ハ普通ノ教育ヲ児童二授クル所ニシテ(下略)」

・陶話幽遠科目1読書(読方/作文) ・習字

雷明治14年(1881) 【教科書届出制期】

● 「小学校教則綱領1 (明治十四年五月四日文部省連第十二号)

・直垂　読書ヲ分テ読方及作文トス

初等科ノ選去ハ伊呂波、五十音、濁音、次清音、仮名ノ単語、短句等ヨリ始メテ仮

名交リ文ノ読本二入り兼テ読本中緊要ノ字句ヲ書取ラシメ詳二之ヲ理会セシムルコ

トヲ務ム-シ中等科二於テ-近易ノ漢文ノ読本若クハ稗高尚ノ仮名交リ文ノ読本ヲ

授ケ高等科二至テハ漢文ノ読本著クハ高尚ノ仮名交リ文ノ読本ヲ授ク-シ凡読本ハ

文体雅馴ニシテ学術上ノ益アル記事或ハ生徒ノ心意ヲ愉ハシム-キ文詞ヲ包有スル

モノヲ撰用ス-ク之ヲ授クルニ当テハ読法、字義、句意、章意、句ノ変化等ヲ理会

セシムルコトヲ旨トス-シ

初等科ノ鐙基ハ近易ノ庶物二就テ其性質等ヲ解セシメ之ヲ題トシ仮名ニテ単語、短

句等ヲ級ラシムルヲ初トシ稗進テハ近易ノ漢字ヲ交-次二簡短ノ仮名交リ文ヲ作ラ

シメ兼テ口上書類ヨリ日用書類二及フ-シ中等科及高等科二於テハ日用書類ヲ作ラ

シムルノ外既二学習セシ所ノ事実二就テ志伝等ヲ作ラシム-シ

・習字

初等科ノ温室ハ平仮名、片仮名ヨリ始メ行書、草書ヲ習ハシメ其手本ハ数字、十干、

十二支、苗字、著名ノ地名、日用庶物ノ名称、口上書類、日用書類等民間日用ノ文

字ヲ以テ之二充ツ-シ中等科及高等科二至テハ行書、草書ノ外櫓書ヲ習ハシム-シ

■明治18年(1885) I教科書許可制期(明治16年～)】

● 「教育令改正l (明治十八年八月十二日太政官布告第二十三号)

柿:第27条:凡学校二於テハ男女教室ヲ同クスルコネヲ得ス/但小学校及小学教場

二於テ-男女教室ヲ同クスルモ妨ケナシ」

棉:第28条: 「生徒試験ノトキハ父母或ハ後見人等来観スルコトヲ得-シJ

t明治19年(1886) 【検恵教科書開始】

● 「小学校ノ学科及其鑑度J (明治十九年五月二十五日文部省令第八号)

国語科関連科目 読書・作文・習字

・読書　尋常小学科二於テハ仮名仮名ノ単語短句簡易ナル漢字交リノ短句及地理歴史

理科ノ事項ヲ交-タル漢字交リ文高等小学科二於テハ稗之ヨリ高キ漢字交リ文

・作文　尋常小学科二於テハ仮名ノ単語短句鮪易ナル漢字交リノ短句漢字交リ文口上

書類及日用書類高等小学科二於テハ漢字交リ文及日用書類
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習字　尋常′ト学科二於テハ仮名日用文字口上書類及日用書類(行書)高等小学科二

於テハ日用文字及日用書類(樽書/行書/草書)

k明治23年(1890)

● 「小学校令I (明治二十三年十月七日勅令第二百十五号)

棉: 1条: r小学校ハ児童身体ノ発達二留意シテ道徳教育及国民教育ノ基礎並其生活

二必須ナル普通ノ知識技能ヲ_捜ウルヲ以テ旨トス」

柿: 24条: 「学齢児童ノ就学及家庭教育等二関スル規則-府県知事之ヲ定メ文部大臣

ノ許可ヲ受ク-シ」

棉: 63条: 「小学校長及教員ハ児童二体罰ヲ加フルコトヲ得スJ

細明治24年(1891)

e 「小学校教則大綱l (明治二十四年十一月十七日文部省令第十一号)

柿: 1条: r小学校二於テハ小学枚令辛一条ノ旨趣ヲ遵守シテ児童ヲ教育スヘシ

徳性ノ滴養ハ教育上最モ意ヲ用フヘキナリ故二何レノ教科目二於テモ道徳教育国民

教育二関連スル事項ハ殊二留意シテ教授センコトヲ要ス

知識技能ハ確実ニシテ実用二適センコトヲ要ス故=常二生活二必須ナル事項ヲ撰ヒ

テ之ヲ教授シ反覆練習シテ応用自在ナラシメンコトヲ務ムヘシ

各教科目ノ教授ハ黒目的及方法ヲ誤ルコトナク五二相連絡シテ補益センコトヲ要

スJ

L読書及作文ハ普通ノ言語地日常須知ノ文字、文句、文章ノ儲ミ方、綴り方及意義ヲ

知ラシメ適当ナル言辞及字句ヲ用ヒテ正確二思想ヲ表彰スルノ能ヲ養ヒ兼ネテ智徳

ヲ啓発スルヲ以テ要旨トス

尋常小学校二於テ-近易適切ナル事物二就キ平易二萩話シ其言辞ヲ練習シテ仮名ノ

読ミ方、書キ方,綴り方ヲ知ラシメ次二仮名ノ短文及近易ナル漢字交リノ短文ヲ授

ケ漸ク進ミテハ読書作文ノ教授時間ヲ別チ読書ハ仮名文及近易ナル漢字交リ文ヲ授

ケ作文ハ仮名文、近易ナル漢字交リ文、日用奮類等ヲ授ク-シ

高等小学校二於テハ直垂ハ普通ノ漢字交リ文ヲ授ケ作文ハ漢字交リ文及日用書類ヲ

授ク-シ

統書作文ヲ授クル際単軌短句、短文等ヲ書取ラシメ若クハ改作セシメテ仮名及語

句ノ用法二熟セシム-シ

読本ノ文章ハ平易ニシテ普通ノ国文ノ模範タル-キモノナルヲ要ス故二児童二理会

シ易クシテ其ノ心情ヲ快活純正ナラシムルモノナルヲ採ル-ク又其事項ハ修身、地

理、歴史、理科其他日常ノ生活=必須ニシテ教授ノ趣味ヲ添フルモノタル-シ

・盛基ハ読書又ハ其ノ他ノ教科目二於テ授ケタル事項、児童ノ日常見聞セル事項及処

世二必須ナル事項ヲ記述セシメ行文平易ニシテ旨趣明瞭ナラシメンコトヲ要ス

・言語ハ他ノ教科目ノ教授二於テモ常二注意シテ練習セシメンコトヲ要ス

・盟室ハ通常ノ文字ノ書キ方ヲ知ラシメ速筆二習熟セシムルヲ以テ要旨トス

尋常小学校二於テハ片仮名及平仮名、近易ナル漢字交リノ短句、通常ノ人名、苗字、

物名、地名等ノ日用文字及日用書類ヲ習ハシム-シ

高等小学校二於テハ前項ノ事項ヲ拡メ更二日常適切ノ文字ヲ増シ又日用書類ヲ習ハ

シムヘシ
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漢字ノ書体ハ尋常小学校二於テハ行書若クハ樽書トシ高等小学校二於テハ特番行書

草書トス

習字ヲ授クル際殊二姿勢ヲ整へ執筆及運筆ヲ正シクシ字行ハ整正ヲ尚ヒ運筆ハ務メ

テ速カナラシメンコトヲ要ス

他ノ教科目ノ教授二於テ文字ヲ書カシムルコトアルトキハ亦常二其字形及字行ヲ正

シクセシメンコトヲ要ス

捕: 21条: 「小学校二於テ児童ノ学業ヲ試験スルハ専ラ学業ノ進歩及習熟ノ度ヲ検定

シテ教授上ノ参考二供シ又卒業ヲ認定スルヲ以テ目的トス-シ」

m明治33年(1900)

● 「小学校令改正】 (明治三十三年八月二十日勅令第三百四十四号)

国語科醜連科目 国語(読ミ方・書キ方・綴り方・話シ方)

禰: 38粂: 「小学校長ハ伝染病二罷り若ハ其ノ虞アル児童又ハ性行不良ニシテ他ノ児

童ノ教育二妨アリト認メタル児童ノ小学校二出席スルヲ停止スルコトヲ得」

柿: 47条: r小学校長及教員ハ教育上必要ト瓢メタルトキノ、児童二懲戒ヲ加フルコト

ヲ得但シ体罰ヲ加フルコトヲ待ス」

● 「小学校令施行規則1 (明治三十三年八月二十一日文部省令第十四号)

棉: 1条: r小学校二於テハ小学校令第-条ノ旨趣ヲ遵守シテ児童ヲ教育スヘシ

道徳教育及国民教育二関聯セル事項ハ何レノ教科月二於テモ常二官憲シテ教捜セン

コトヲ要ス

知識技能ハ常二生活二必須ナル自己ヲ選ヒテ之ヲ教授ス反覆練習シテ応用自在ナラ

シメンコトヲ務ムヘシ

児童ノ身体ヲ健全二発達セシメンコトヲ期シ何レノ教科日工於テモ其ノ教授ハ児童

ノ心身発達ノ程度二副ハシメンコトヲ要ス

男女ノ特性及其ノ将来ノ生活二注意シテ各々適当ノ教育ヲ施サンコトヲ務ムヘシ

各教科日ノ教授ハ其目的及方法ヲ誤ルコトナク五二相聯絡シテ補益センコトヲ-要

スJ

・星置-普通ノ吾静、日常須知ノ文字及文章ヲ知ラシメ正確二思想ヲ表彰スルノ能ヲ

養ヒ兼テ智徳ヲ啓発スルヲ以テ要旨トス

尋常小学校二於テハ初ハ発音ヲ正シ仮名ノ訴ミ方、書キ方、綴り方ヲ知ヲシメ漸ク

進ミテハ日常須知ノ文字及近易ナル普通文二及ホシ又首静ヲ練習セシム-シ

高等小学校二於テハ精々進ミタル程度二於テ日常察知ノ文字及普通文ノ読ミ方、書

キ方、綴り方ヲ授ケ又言語ヲ練習セシム-シ

・読ミ方、~書キ方、綴り方ノ、各々其ノ主トスル所二依り教授時間ヲ区別スルコトヲ得

ルモ特二注意シテ相聯絡セシメンコトヲ要ス

遜杢ノ文章ハ平易ニシテ国語ノ模範ト為り且児童ノ心情ヲ快括純正ナラシムルモノ

ナルヲ要シ其ノ材料ハ修身、歴史、地理、理科其ノ他生括二必須ナル事項二放り趣

味二富ムモノタル-シ

女児ノ学級二用フル読本ニ-特二家事上ノ事項ヲ交フ-シ

ー　文章ノ綴り方ハ読ミ方又ハ他ノ教科目二於テ授ケタル事項児童ノ日常見聞セル事項

及処世二必要ナル事項ヲ記述セシメ其ノ行文ハ平易ニシテ旨趣明瞭ナランコトヲ要
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ス

童王立二用フル漢字ノ書体ハ櫓書行書ノー徒者ハ二種トス

・国語ヲ授クル際ニハ常二其ノ意義ヲ明瞭ニシ且既修ノ文字ヲ以テ通常ノ人名、地名

等二応用セシメ単語、短句、短文ヲ書取ラシメ若ハ改作セシメテ仮名及語句ノ用法

二習熟セシメンコトヲ務ムヘシ

他ノ教科目ヲ授クル際二於テヰ常二言静ノ練習二注意シ又文字ヲ書カシムルトキハ

其ノ字形及字行ヲ正シクセシメンコトヲ要ス

・小学校二於テ教授ご用フル仮名及其ノ字体ハ第一号表ニ、字音仮名達ハ第二号衰下

欄ニヨリ又漢字ハ成ル-ク其ノ数ヲ節減シテ応用広キモノヲ選フ-シ

尋常小学校二於テ教授二用フル漢字ハ成ル-ク第三号表二掲クル文字ノ範囲内二於

テ之ヲ選フ-シ

・第4号表(尋常小学校)

第l学年「茸音/仮名及近易ナル普通文ノ読ミ方、書草方、綴り方/話シ方」

第2-4学年「日常須知ノ文字及近易ナル普通文ノ誘ミ方、書キ方、綴り方/許シ

方J

・第5号表(高等小学校)

第1-3学年「日常須知ノ文字及普通文ノ琵ミ方、書キ方、綴り方」

棉: 23条: 「小学校二於テ各学年ノ課程ノ修了若ハ全教科ノ卒業ヲ認ムルニハ別二試

験ヲ用フルコトナク児童平素ノ成旗ヲ考査シテ之ヲ定ム-シJ

棉: 28粂: 「紀元節、天長節及一月一日二於テハ職員及児童、学校二参集シテ左ノ式

ヲ行フ-シ/一職員及児童r君力代Jヲ合唱ス　二職員及児童ハ/天皇陛下/皇后

陛下ノ御影二対シ奉り最敬礼ヲ行フ/三学校長ハ教育二関スル勅語ヲ奉読ス/均学

校長ハ教育二関スル勅語二基キ聖旨ノ在ル所ヲ敵告ス/五職員及児童ハ其ノ祝日二

相当スル唱歌ヲ合唱ス(下略)

※ r小車校設備準則」 (明治二十四年四月八日　　　　　) : 2条r校舎ニハ天

皇陛下及皇后陛下ノ御影並教育二関スル勅語ノ謄本ヲ奉置ス-キ場所ヲ一定シ置ク

ヲ要ス」

■呪治40年(1 907) 【国定教科書期(明治36年～)】

● r小学校令中改正」 (明治四十年三月二十一日勅令第五十二号)

棉: 18条: 「尋常小学校ノ修業年限ハ六箇年トス(下略)i

・第4号衷(尋常小学校)

第1学年「発音/仮名及近易ナル普通文ノ読ミ方、書キ方、綴り方/帯シ方j

L第2学年「仮名、日常須知ノ文字及近易ナル普通文ノ読ミ方、書キ方、綴り方/希

シ方」

第3-4学年「日常須知ノ文字及近易ナル普通文ノ読ミ方、書キ方、綴り方/話シ

方J

第5-6学年「日常須知ノ文字及普通文ノ読ミ方、書キ方、綴り方/話シ方」

・第5号衰(轟等小学校)

第1-2学年「日常須知ノ文字及普通文ノ読ミ方、書キ方、綴り方」
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車大正8年(1919)

● r小学校令施行規則中改正l (大正八年三月二十九日文部省令第六号)

・第4号表(尋常小学校)

第1学年「発音/仮名、日常須知ノ文字及近易ナル普通文ノ読ミ方、書キ方、綴り

方、話シ方」

第2学年「仮名、日常須知ノ文字及近易ナル普通文ノ読ミ方、書キ方、綴り方、許

シ方」

第3-6学年T日常須知ノ文字及近易ナル普通文ノ簡ミ方、書キ方、綴り方、話シ

方」

・第5号表(高等小学校)

第1-2学年「日常質知ノ文字及普通文ノ諦ミ方、書キ方、綴り方」

車昭和16-午(1941)

● 「小学校令改正(国民教育令) I (昭和十六年三月一日勅令第百四十八号)

棉: 1条: 「国民学校ハ皇国ノ道二則リテ初等普通教育ヲ施シ国民ノ基礎的錬成ヲ為

スヲ以テ白的トス」

補:2条: 「国民学校二初等科及高等科ヲ置ク(下略)」 -六年・二年

国語科関連科目 国民科国語・芸能科習字

●　r小学校令施行規則改正(国民学枚令施行規則) I (昭和十六年三月十四日文部省

令第四号)

棉: 1粂: 「国民学校二於テハ国民学校第一粂ノ旨趣二基キ前記事項二留意シテ兜章

ヲ教育スベシ

-　教育二関スル勅語ノ旨趣ヲ草体シテ教育ノ全般=亘り皇国ノ道ヲ修練セシメ特

二国体二対スル信念ヲ深カラシムベ~シ

ニ　国民生活二必頚ナル普通ノ知識技能ヲ体得セシメ情操ヲ醇化シ健全ナル心身ノ

育成二カムベシ

三　我ガ国文化ノ特質ヲ明ナラシムルト共二東亜及世界ノ大勢二付テ知ラシメ皇国

ノ地位ト使命トノ自覚二導キ大国民タルノ資質ヲ啓坤スルニカムベシ

由　心身ヲ一体トシテ教育シ教授、訓練、養護ノ分離ヲ避クぺシ

五　各教科並二科目ハ其ノ特色ヲ発揮セシムルト弗二相互ノ闇聯ヲ緊密ナラシメ之

ヲ国民錬成ノー途二帰セシムベシ

六　儀式、学校行事等ヲ重ンジ之ヲ教科ト併セ一体トシテ教育ノ実ヲ挙ゲルニカム

ベシ」

棉:2条: 「国民科ハ我ガ国ノ道徳、言語、歴史、国土国勢等二付テ習得セシメ特二

国体ノ精華ヲ呪ニシテ国民精神ヲ酒養シ皇国ノ使命ヲ自覚セレムルヲ以テ要旨トス

皇国二生レクル喜ヲ感ゼシメ敬神、奉公ノ真義ヲ体得セシムベシ

我ガ国ノ歴史、国土ガ優秀ナル国民性ヲ育成シタル所以ヲ知ラシムルト共二我ガ国

文化ノ特質ヲ明ニシテ其ノ創造発展二カムルノ精神ヲ養フベシ.

他教科ト相侯チテ政治、経済、国防、海洋等二関スル事項ノ教授二留意スベシ」

・国民科国語ハ日常ノ国静ヲ習得セシメ其ノ理会カト発表カトヲ養ヒ国民的思考感動

ヲ通ジテ国民精神ヲ潜幸スルモノトス
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国語二於テハ統ミ方綴り方書キ方語シ方ヲ裸スべシ

遼主去二於テハ正シク読ムカヲ養フト共二宮語ノ練習二留意シ且正確二書写スルコ

トヲ指導シ以テ読解力ト葬表カトヲ陶冶スベシ

寵ミ方ハ児童ノ生活二郎スル書籍ヨリ始メ日常ノ言辞ヲ基礎トスル口語文二進ミ更

二平易ナル文静文二及プベク児童生活ノ表現二出発シテ国民生活ノ諸相二展開セシ

ムルト共二国許ノ規準トナリ創造力ヲ養フニ足ルモノタルべシ高等科二於テハ著名

ナル作品ヲ加フベシ

塾且去二於テハ児童ノ生活ヲ中心トシテ事物現象ノ見方考-方二付適正ナル指導ヲ

為シ平明二表現スルノ能ヲ得シムルト共二創造力ヲ養フベシ

畳生麦二於テハ文字ヲ明確端正二者クカヲ養フベシ

登と左二於テハ児童ノ自由ナル発表ヨリ始メ次第二之ヲ醇正ナラシメ併セテ聴キ方

ノ練習ヲ為スベシ

話シ方ハ主トシテ読ミ方綴り方等二於テ之ヲ指導シ尚各教科緒行事等二現レル事項

ヲ静屠トシテ練習セシメ実際的効果ヲ挙グルニカムべシ

発音ヲ正シ抑揚二留意シ進ミテハ文章二郎シテ適宜静抵ノ初歩ヲ授ケ醇正ナル国語

ノ使用二習熟セシムべシ

他ノ教科及児童ノ日常生活二於テモ醇正ナル国醇ヲ使用セシムルコ-トニ留意スベシ

我ガ国語ノ特質ヲ知ラシメ国籍ヲ尊重愛護スルノ念二堵ヒ其ノ醇化二カムルノ精神

ヲ養フベシ

婁能科習字ハ文字書写ノ技能ヲ趣練ヤシメ鑑賞スルノ能力ヲ養ヒ国民的情操ヲ醇化

スルモノトス

初等科二於テハ　rカナ」、稗書及行書ノ書法ヲ授クベシ

高等科二於テハ其ノ程度ヲ進メ~更二草書ヲ加フベシ

国民科国静トノ関聯二留意シ生活ノ実際二適切ナルモノヲ選プベシ

( 71

車明治-昭和戦前期・法令各種「国語科J酪連記事年表(中学校)
書明治5年(1872)

● 「学制」 (明治五年八月三日文部省布達第十三号別冊)

国語学・習字・青首学

●　r中学教則略l (明治五年九月八日文部省布達番外)

国甫・国語[古書] ・習字[書頗/作文] ・習字

■明治14年(1881)

● 「中学校教則大綱」 (明治十四年七月二十九日文部省達第二十八号)

棉:2条:中等科ヲ分テ初等高等ノ二等トス

語科関連科目 和漢文・習字(初等ノミ)

L明治19年(1886) [検定教科書、開始-I

● 「中学校令」 (明治十九年四月十日勅令第十五号)

棉: 2条:中学校ヲ分チテ高等尋常ノ二等トス高等中学校ハ文部省ノ管理二属ス

柄: 3条:高等中学校ハ抵科医科工科文科理科農業商業等ノ分科ヲ設クルコトヲ得

捕: 8条:中学校ノ教科書ハ文部大臣ノ検定シタルモノニ限ルヘシ

● 「尋常中学校ノ学科及其程度」 (明治十九年六月二十二日文部省令第十四号)

国語及漢文・習字

輸明治24年(1891)

● 「中学校令中改正」 (明治二十四年十二月十四日勅令第二百四十三号)

棉: 13条:高等中学校及公立尋常中学校ハ相当ノ授業料等ヲ徴収ス-キモノトス但

奨励ノ為メ品行端正学業優秀ノ生徒二之ヲ減免スルハ此限二在ラス

■明治32年(1899)

● 「中学校令改正J (明治三十二年二月七日勅令第二十八号)

棉: 1条:中学校ハ男子二須要ナル高等普通教育ヲ為スヲ以テ目的トス

棉: 17条:本令ノ規定二依ラサル学校-中学校ト称スルコトヲ得ス

表明治34年(1901)

I r中学校令施行規則l (明治三十四年三月五日文部省令第三号)

国語科関連科目 国許及漢文

・国語及漢文ハ普通ノ言語文章ヲ了解シ正確且自由二思想ヲ表彰スルノ能ヲ得シメ文

学上ノ趣味ヲ養ヒ兼テ智徳ノ啓発二資スルヲ以テ要旨トス

国籍及漢文ハ現時ノ国文ヲ主トシテ講読セシメ堆ミテハ近古ノ国文二及ホシ又実用

簡易ナル文ヲ作ラシメ文法ノ大要、国文学史ノー鉦ヲ授ケ又平易ナル漢文ヲ講読セ

シメ且翌窒ヲ授ク-シ

車明治35年(1902)

● 「中学校教授要削(明治三十五年二月六日文部省訓令第三号)

・本要目実施上ノ注意

-　中学校二於ケル教授ハ常二訓育ト相待チテ高等普通教育ノ目的ヲ達センコトヲ

期ス-シ

二　教授ハ各学科目固有ノ目的ヲ失バサランコトニ留意シ相互ノ連絡ヲ保チテ全体
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ノ統一ヲ図ル-シ

三　教授ハ浸二繁多ノ事項二捗り又ハ形式二流ル→コトナク生徒ヲシテ正確二理解

シ応用自在ナラシメンコトヲ期ス-シ

四　学科目ノ性質上止ムヲ得サルモノヽ外ハ教科書ヲ用ヒテ之ヲ教授ス-シ

教科書ハ常二之ヲ活用センコトニ留意シ之力為二符束セラレサランコトヲカムへ

シ

教科書ハ其選択ヲ慎ミ濫二之ヲ変更スルコトアル-カラス

五　教授ハ学年ノ始二精クシテ其ノ終二租ナルカ如キ弊二陥ラサランコトヲ要ス

六　各学校二於ケル教授実施ノ日数ハ之ヲ一定シ難シト錐モ第-学期及第二学期ハ

各凡七十五日、第三学期ハ凡玉手五日二下ラサランコトヲ要ス

七　教授用備品ハ教授上差支ナキ膿必スモ正式精微ノモノタルコトヲ要セス成ル-

ク日用品ヲ利用シ又ハ教員自ラ製作シテ之ヲ充テンコトヲカムへシ

諸学科目二通スル備品-教授上差支ナキ限成ル-ク之ヲ兼用ス-シ必シモ各別二

之ヲ傭フルコトヲ要セス

八　学校所在地二図書館、博物館、工場、試験場等ノ設アルトキハ之ヲ利用スルコ

トヲ怠ル-カラス

・国語及漢文

OEM

読方

1年-国語ハ発音二注意シ特二方言的発音ヲ矯正センコトヲカム-シ漢文ハ成ル-

ク国静ノ絵則二従ヒ特二文字ノ用法顛樹等二注意セシムへシ

2年-前学年二同シ

3年-発音ノ外抑揚緩急二注意スヘシ

4年-新学年二同シ

5年-前学年二間シ

解釈

1年-成ル-ク口語ト密接シテ語義、文義ヲ正確二解釈セシムへシ

2年-前学年二同シ

3年-静義、文義ノ外文法上ノ句法二注意ス-シ

4年-国語ノ古文ハ口語ヲ以テ之ヲ解釈スルノミナラス又之ヲ今文二対照シ漢文ハ

之ヲ国文二対照シテ翫味セシメ修辞上ノ注意ヲ加フヘシ

5年-前学年二間シ

詩論

1年-読本中ノ佳句、格言、卸商ス-キ詩歌等ヲ誇諦セシム-シ

2年-前学年二同シ

3年-前学年二間シ

4年-前学年二同シ又時トシテ名家ノ文章ヲ藷諦セシムヘシ

5年-肺学年二同シ

▽諌読ノ材料

塑造
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I年-国語ハ小学校二於ケル同語トノ連絡ヲ図り今文ヲ用ヒテ修身、歴史、地理、

理科、実業等二関スル事項ヲ記シタル現代作家ノ平正ナル記事文、叙事文等ヲ採

ル-シ又普通今文ノ外正確ナル口語ノ標準ヲ示ス-キ演説、談話ノ学記並二現代

名家ノ書購文及新体詩ヲモ含マシメテ可ナリ其ノ程度-文部省編纂高等小学校用

読本ノ第六巻及第七巻二準ス-シ

2年-今　文　前学年二準ジ又現代作家ノ論説文ヲ加フ

近世文　今文二最モ近キモノ、例-ハ橘南彩ノ東西遊記、伴音蹟ノ近世崎人

伝、貝原益軒ノ訓誠書類、成島司直ノ徳川実記附録ノ類

3年-今　文　現代ノ思想及書実ヲ叙述論議スノレ今文

近世文　室鴻巣ノ駿台雑帯、安藤年山ノ年山紀聞、新井白石ノ読史余論、本

居宣長ノ玉勝間ノ類

近古文　鎌倉室町時代ノ文、例-ハ保元平治物訳、神皇正統記、十訓抄、樵

淡泊要ノ類

観　文　主トシテ今様歌

4年-今　文　前学年二準シ又詔勅、上書等ヲ加フ

近性文　新井白石ノ折焚柴の記、太宰春台ノ経済録ノ類、但稗史ノ類ト雌モ

教育上ノ目的二戻ラサル限ハ之ヲ採ルヲ可トス

近古文　源平盛衰記、太平記ノ類

歌　　　古今和歌集ノ類

5年-今　文・近堆文・近古文・歌　　　前学年二準ス

選塞

1年=漢文ハ初ヨリ文意完結セル全篇ヲ採ルコトヲ要セス第一学期二於テハ単静単

句ヲ挙ケテ共ノ組織ト同藷ノ組織トノ異同ヲ示シ第二学期以後二於テハ我間近催

作家ノ用語平易二構造簡易ナル短章二句読、返り点、送り仮名ヲ施シタルモノヲ

授ケ時々既二課シ了リタル同語ノー二飾ヲ漢訳シタルモノヲモ交-テ之ヲ対照セ

シムヘシ

2年-前学年二準シ又我国近健作家ノ帝易ナル叙事文或ハ伝記、紀行等ノ文意完結

セル短篇ヲ加フ、例-ハ頼山陽ノ日本外史、大槻磐渓ノ近古史淡、塩谷宕陰ノ宕

陰存稿、安井息軒ノ読書余滴ノ類

3年-前学年二準シ又我国作家ノ論説文ヲ加フ、例へ頼山陽ノ日本外史ノ叙論ノ類

4年-句読及返り点ヲ施シ送り仮名ヲ省キタルモノ

散　文　前学年二準シ又支那作家ノ鮪易ナル伝記、紀行等ノ文ヲ加ブ例-ハ

清初作家、唐宋八家ノ文、佐藤一斎、船崎煉堂ノ文ノ類

詩　　　唐詩選ノ類

5年-散文　前学年二準シ又史記、蒙求、論語ノ類ヲ加フ

詩　　前学年二準ス

国語漢文ヲ課スル比

1年-国語八、漢文二タル-シ

2年-国語七、漢文三ニシテ国語ハ今文ニ、近世文一ノ比ヲ以テ之ヲ錬ス-シ

3年-国許七、漢文三ニシテ国語ハ今文三、近世文二、近古文一ノ比、漢文ハ記章

蝣E打



文叙書文一、論説文-ノ比ヲ以テ之ヲ錬スヘシ

4年-国語六、湊文四ニシテ国醇ハ今文二、近世文一、近古文一ノ比、漢文ハ我国

作家ノ文一,支那作家ノ文一ノ比ヲ以テ之ヲ課シ詩歌ハ適宜之ヲ加へ授クへシ

5年-国静六、漢文四ニシテ国語ハ今文一、近性文一、近古文-ノ比、漢文ハ我国

作家ノ文一、支那作家ノ文三ノ比ヲ以テ之ヲ裸シ詩歌ハ適宜之ヲ加-授ク-シ

▽'文、去

1年-仮名遣附字音仮名遭ノ_大要　国語品詞ノ分別　漢文品詞ノ分別ノ大要

国語文法ハ言文ノ対鱒ヲ主トシ常二口語ト今文トヲ関聯セシメテ今文二必須ナル

法則ヲ示ス-シ漢文ノ語法ハ湊文ヲ理解シ易カラシムル程度二止ム-シ

2年-文法　品詞各論

3年-文章論ノ大要　係結ノ法則　文章ノ解剖

文法及作文ヲ授クル際便宜辞典、字書二就キ仮名引、画引、偏傍冠等ノ名称ヲ授

ケテ国語又ハ漢字ノ検索方ヲ知ラシム-シ

4年=前各学年中授ケタル事項ノ復習　近古以上ノ文二特有ナル法刺

5年-前各学年中授ケタル事項ノ復習　単語ノ構造

国語沿革ノ大要

'.作

1年-書取　仮名達ヲ正シ漢字ノ字画ヲ正確ナラシメ且速記ノ慣習ヲ養フ-シ

復文　口語ヲ今文二者ハ今文ヲロ藷二訳セシム-シ

作文　書翰文、今文体ノ記事文、但記事文ハ予メ其ノ構造ヲ示ス-シ

作文ノ即席ハ凡隔週一回、宿題ハ凡毎月一回之ヲ課ス-シ

2年-作文　書取　前学年二間シ複文　前学年二同シ作文　書取文、記事文、叙事

文、但叙事文ハ予メ其ノ構造ヲ示ス-シ

作文ノ即旗ハ凡毎週一回宿題ハ凡毎月一回之ヲ課ス-シ

3年-書取　文章ヲ朗読シテ其ノ大意ヲ記述セシム-シ

訳文　漢文ヲ訳セシメ又時トシテ外国文ヲ訳セシム-シ且簡単ナル国文ヲ漢

文二訳セシメテ用字ノ法ヲ知ラシムルモ可ナリ

作文　記事文、叙事文、伝記文、但伝記文ハ予メ其ノ構造ヲ示スへシ

作文ノ即題ハ凡隔週一回、宿橿ハ凡毎月一回之ヲ課ス-シ

文法及作文ヲ授クル際便宜辞典、字書二就キ仮名引、画引、偏傍冠等ノ名称

ヲ授ケテ国語又-漢字ノ検索方ヲ知ラシム-シ

4年-書取・訳文　前学年二間シ

作文　記事文、叙事文、伝記文、翰税文、但論説文ハ予メ其ノ構造ヲ示スヘ

シ

作文ハ、即嶺宿題トモ各凡毎月一回之ヲ課ス-シ

5年-書取・訳文・作文　前学年二間シ

望翌室

1年-樺書・行書　　清書ハ凡隔週一回之ヲ課ス-シ

2年-前学年二同シ

3年-行書・草書

I ll

▽国文学史

5年-主要ナル文学時代　顕著ナル文学者　顕著ナル著作物　各種ノ文体、歌体

国文学史ヲ授クルニハ我国ノ漢学ヲモ度外二置ク-カラス又上古文学ノー敢ヲモ

窺ハシム-シ

・各学年二於ケル講読ノ教授ハ国語、漢文ノ時間ヲ分タス之ご用フル読本ハ成ル-ク

国語ト漢文トヲ適当二交-テ組織シタルモノヲ採ル-シ

読本二於ケル今文ノ材料'ハ創作ノ必要少カラス又漢文、外国語ヲ今文二翻訳シタル

モノニシテ其ノ模範トナス-キモノハ之ヲ採ル-シ

口演ハ別二之ヲ挙ケスト雑モ常二生徒ヲシテ青筋態度二留意セシメ又時々生徒ノ学

習或ハ経験セル事項二就キテ談諦解説等ヲナサシメ正シキ国語ノ使用二慣レシムへ

シ

・教授上ノ注意

一　読本中ノ事項ハ単二其ノ意義ヲ解釈スルニ止メス之二関スル説明ヲ加-成ル-

ク地図、絵画、標本等二依り生徒ノ理会ヲ明確ナラシム-シ

ニ　故事古語等ハ之力解釈出処二関シテ徒二生徒ヲ苦マシムルコトナク初ヨリ其ノ

説明ヲ与フ-シ

三　国醇ノ文抵二於テ最モ誤り易キハ活用語ノ用法ナルヲ以テ教授ノ際特二之ヲ注

意シ常二其ノ練習ヲ怠ラサル-シ

四　作文ハ其ノ文体、教授牡等二関シ一定ノ標準ヲ定メ難シト雌モ迂遠二流レス難

渋二失セス簡易ニシテ実用二適切ナランコトヲ期ス-シ

五　漢字ノ字画ノ似タル爪、瓜、樽、博ノ類ハ供リ易キモノナレハ書取、作文ヲ授

タル際特二之二注意セシム-シ

車明治44年(1911)

● 「中学校令施行規則中改正」 (明治四十四年七月三十一日文部省令第二十六号)

・国語及漢文ハ普通ノ言語文章ヲ了解シ正確且自由二思想ヲ表彰スルノ能ヲ得シメ文

学上ノ趣味ヲ養ヒ兼テ智徳ノ啓発二資スルヲ以テ要旨トス

国語及漢文ハ現時ノ国文ヲ主トシテ講読セシメ進ミテハ近古ノ国文二及ホシ又平易

ナル漢文ヲ講読セシメ簡易ニシテ実用二適スル国文ヲ作ラシメ国語文法ノ大要及習

字ヲ授ク-シ

●　r中学校教授要目改正」 (明治四十四年七月三十一日文部省訓令第十五号)

・本要目実施上ノ注意

-　各学科目ヲ教授スルニハ其ノ固有ノ目的ヲ達スルコトヲカムルト共二五二聯絡

補益シテ統一ヲ保ランコトヲ要ス

二　本要目二掲ケタル事項及順序ハ掛酌ヲ加フルモ妨ナシ

三　教授ハ漫二繁多ノ事項ヲ注入シ又ハ形式二流ルヽコトナク生徒ヲシテ正確二理

会シ応用自在ナラシメンコトヲ期ス-シ

四　教授ハ学年ノ始二精クシテ其ノ終二粗ナルカ如キ弊二陥ラサランコトヲ要ス

五　教授用倶ハ教授上差支ナキ限り成ル-ク日用品ヲ利用シ又ハ教員自ラ製作シテ

之ヲ充テンコトヲカム-シ又諸学科目二通スル用具ハ成ル-ク之ヲ兼用ス-シ

・国語及漢文
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国誇及漢文ヲ国論講読・漢文講読・作文・文法及習字ノ五分科トス

・【教材1

国許講読ノ材料ハ普通文ヲ主トシ口語文・書膿文・韻文ヲ交フ

普通文ハ現代文ヲ主トシ近世文・近古文ヲ交フ何レモ平易ニシテ作文ノ模範トス-

キモノタル-シ

ロ醇文ハ簡明ニシテ方言ヲ雑フルコトナク口語ノ標準ヲ示スニ足91話方・作文ノ模

範トス-キモノタル-シ

書牌文ハ平易ニシテ繁鱒二失セス日用香焼文ノ模範トス-キモノタル-シ

親文-新体詩・短歌・今様・俳句等二亙リテ格調高雅ナルモノタル-シ

右諸種ノ文車ハ我国体及民族ノ美風ヲ記シ国民性ヲ発揮スルニ足ルモノ、健全ナル

思想ヲ述-道義的観念ヲ酒養スルニ足ルモノ、忠良賢哲ノ事蹟ヲ叙シ修養二資ス-

キモノ、文学的趣味二宮ミ心情ヲ高雅ナラシムルニ足ルモノ、又ハ日常ノ生活二稗

益常識ヲ養成スルニ足ルモノ等タル-シ

漢文講読ノ材料ハ平易雅馴ニシテ成ル-ク我国二慣用セラル→熟静・成句等ヲ包含

セルモノタル-シ

右材料ハ句読点・返点・送仮名ヲ施シタルモノタル-シ但シ送仮名ハ高学年二於テ

ハ便宜之ヲ省クコトヲ得

右材料ノ内容ノ標準ハ略々国畜講読ノ項二述-タル所二拠ル

塵基ハ現代文ヲ主トシ口許文及書牌文ヲ併せ課ス-シ

塞塗ハ主トシテ現代文二通有セル法則ヲ説明ス-シ

翌室ハ樺書・行書・草書ノ三体トシ大字及細字ヲ練習セシメ又仮名ヲ併せ艶ス-シ

_▽国藩講読

1年-国語講読　輩杢ハ尋常小学読本トノ聯絡ヲ図り現代文ヲ主トシ口語文・書

構文ヲ交-間々韻文ヲ加-テ組織セルモノタル-シ但シ現代文・口許文ノ種類ハ

記事文・叙事文トス

敵方及解釈　発音ヲ明確ニシ句薗ヲ正シクシ仮名達、漢字ノ字画・用法及語句・

文章ノ意義ヲ領得シテ全文ノ大意ヲ把握セシメ文意・文勢ヲ諦読ノ上二表サシメ

材料二意シテ文章ノ妙味ヲ玩味セシメ布置・結構ヲ説明シテ思想排列ノ抵ヲ知ラ

シムヘシ

道立　主トシテ読本所載ノ事啓二就キ談話ヲ練習セシム其ノ際発音二注意シ方言

・靴音ヲ矯正センコトヲカム-シ

蓮塾　随時適当ナル章句・文章及格言等ヲ譜諦セシム-シ

豊塾　読本若-読本以外ノ語句・文章ヲ筆記セシメ仮名達ヲ正シ漢字ノ字画・用

捺ヲ正確ニシ且速記ノ習慣ヲ養フ-シ

2年-読本ハ現代文ヲ主トシ近世文・口醇文ヲ交-間々書頗文・韻文ヲ加-テ組織

セルモノタルヘシ但シ現代文・近世文・口語文ノ種類ハ記事文・叙事文及論説文

トス

読方及解釈　話方　辞蘭　書取　前学年二準ス

3年-読本ハ現代文ヲ主トシ近性文ヲ交-口帝文・顔文ヲ加-テ組織セルモノタル

ヘシ但シ名家ノ平易ナル著者又ハ抄本ヲ併用スルモ妨ナシ

13】

読方及解釈　　話方　諸涌　書取　前学年二準ス

4年-読本ハ現代文・近世文ヲ主トシテ近古文ヲ交へ間々書憤文・韻文ヲ加-テ組

織セルモノタル-シ但シ名家ノ平易ナル著書又ハ其ノ抄本ヲ併用スルモ妨ナシ

読方及解釈　話方　諸蘭　書取　前学年二準ス

5年-前学年二準ス

▽漢文講読

1年-透杢ハ初二漢文ノ組織ト国語ノ組織トノ異同ヲ示セル簡単ナル句例ヲ挙ケ次

テ用醇平易ニシテ結構鮪易ナル短篇ヲ採録セルモノタルヘシ

親方及解釈　成ル-ク国語ノ法則二従ヒテ諦統セシメ文字ノ字画.用法二注意セ

シメ且口語-ト密接シテ語句・文章ノ意義ヲ領得セシムへシ

畳塾　随時熟語・成句等ヲ書取ラシメ字画・一用法ヲ正確ナラシムヘシ

2年-読本ハ主トシテ平易ナル記事文及叙事文ヲ採録セルモノタル-シ

読方及解釈　前学年二準シ又材料二応シテ文章ノ妙味ヲ玩味セシメ布置・結構ヲ

説明シテ思想排列ノ法ヲ知ラシム-シ

蓮遵　随時適当ナル章句・文章及格言等ヲ静涌セシムヘシ

書取　前学年二準ス

3年-読本ハ程度ノ精々進メル記事文・叙事文及簡易ナル論説文ヲ主トシテ組織セ

ルモノタル-シ但シ名家ノ平易ナル著書又ハ抄本ヲ併用スルモ妨ナシ

読方及解釈　詳蘭　書取　前学年二準ス

随時国語ノ簡単ナル章句ヲ漢文二駅セシメ措辞・用字ノ法ヲ会得セシム-シ

4年-読本ハ更二程度ノ進メル記事文・叙事文・論説文ヲ主トシテ組織セルモノタ

ル-シ但シ名家ノ著書又ハ其ノ抄本ヲ併用シ若ハ代用スルモ妨ナシ

読方及解釈　譜蘭　書取　前学年二準ス

5年-前学年二準ス

里庄塞

1年-主トシテ自作文ヲ課シ便宜生徒既習ノ事項二関聯シテ文語ヲ為シ又正誤法・

敷術法・短縮法・改作法(複文)等種々ノ練習ヲ行フ-シ

自作文ハ種順二就キテハ記事文・叙事文ヲ主トシ書頒文ヲ併せ課シ文体二就キテ

ハ文語文ヲ主トシ口語文ヲ併せ課ス-シ

2年-前学年二準ス

3年-前学年二準ス但シ自作文ハ其ノ種類二就キテハ記事文・叙事文・論説文ヲ主

トシ書牌文ヲ併せ諌ス-シ

4年-前学年二準ス但シ自作文ハ文体二就キテハ専ラ文語文ヲ用フ-シ

5年-前学年二準ス

望去造

3年-成ル-ク既修ノ材料二基キ主トシテ現代文二必須ナル法則ヲ示ス-シ

4年-前学年二準ス

旦翌室

1年-樽書・行書トシ大字・細字ヲ練習セシメ又仮名ヲ併せ課ス-シ

2年-行書ヲ主トシ椿書・草書ヲモ交へ以テ大字・細字ヲ練習セシメ又仮名ヲ併セ
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課スヘシ

3年-行書ヲ主トシ稗書・草書ヲ交-以テ細字ヲ練習セシメ又仮名ヲ併せ課ス-シ

・注意

-　各分科ノ教授ハ互二聯絡補益センコトヲカム-シ

二　講読ノ際ニハ常二他ノ学科目ト相侯チテ生徒ノ思憩・感情ヲ啓発陶冶センコト

ヲ期ス-シ

三　漢字ヲ教授スル際ニハ普通二行ハル→字音政俗字・和字・略字等ノ字体ヲ避ケ

ス実用二適センコトヲ主トシテ煩噴ナル考証二趨ヲサランコトヲ要ス

四　字画及辞意ノ異同ハ常二相対比シテ教授シ又其ノ語ヲ部分トセル普通ノ熟静ヲ

附帯シテ教授ス-シ

五　故事・古語等ハ大体ノ説明ヲ与フルニ止メ其ノ出典等二関シテ煩墳ナル穿聖二

趨ラサランコトヲ要ス

六　適当ノ時期二於テ字書ノ用法ヲ授ケ其ノ使用二慣レシム-シ

七　作文ノ教授ハ迂遠二流レス難渋二失セス簡明達意ノ文ヲ作ラシメンコトヲ期ス

ヘシ

八　作文ハ初ハ主トシテ即題ヲ課シ学年ノ進ムニ従ヒテ漸ク之ヲ減シ宿題ト相半ス

ルニ至ラシムヘシ

九　作文ハ添削ノ際批正ス-キ部分ニシテ生徒ノ自ラ訂正シ得-キモノハ符号ヲ付

シテ推敵ヲ促シ共通セル誤謬又ハ参考二資ス-キ事項ハ之ヲ一般二知ラシムル等

常二其ノ成績ヲ利用センコトヲカムへシ

十　文法ハ特二其ノ時間ヲ設ケサル学年二在リテモ便宜講読・作文等二附帯シテ之

ヲ教授シ又ハ練習セシム-シ

十一　文法ハ実例二就キテ帰納約二教授シ実用二適切ナラシメンコトヲ要ス

十二　習字ヲ教授スル際ニハ間架・結構ノ大要ヲ知ラシム-シ但シ専ラ実用二適切

ナラシメンコトヲ主トシ徒二繁雑ナル書諭二渉ルコトヲ避ク-シ

十三　習字ハ特二其ノ時間ヲ設ケサル学年二在リテモ作文・書取其ノ他ノ場合二於

テ常二書憲二練熟セシメンコトヲカム-シ

m大正8年(1919)

● r中学校令中改正J (大正八年二月七日勅令第十一号)

捕: 1条:中学校ハ男子二須要ナル高等等普通教育ヲ為スヲ以テ日的トシ特二国民道

徳ノ養成二カム-キモノトス

棉: 9粂:中学校ニハ特別ノ必要アル場合二於テ予科ヲ置クコトヲ得

● 「中学校令施行規則中改正」 (大正八年三月二十九日文部省令第七号)

棉: 1条ノ2t :中学校二於テハ中学校令第一義ノ旨趣二依り生徒ヲ教育シ殊二国民道

徳ノ養成二関聯セル事ハ何レノ学科目二於テモ常二留意シテ教授センコトヲ要ス

各学科目ノ教授ハ其ノ目的及方法ヲ誤ルコトナク五二相聯絡シテ補益センコトヲ要

ス

棉: 42条:左ノ各号ノーニ該当スル者ハ第「学年入学二関シ尋常小学校卒業者ト同

等以上ノ学力アル者ト瓢ム

ー　他ノ中学校又ハ高等学校ノ予科ヲ修了シタル者

151

二　国語、算術、日本歴史こ　地理、理科二就キ尋常小学校卒業軽度二依ル試験二合

格シタル者

前項ノ試験ヲ受クルコトヲ得ル者ハ年齢十二年以上、但シ尋常小学校第五学年ノ線

種ヲ修了シ学業優秀且身体ノ発育十分ニシテ中学校ノ裸程ヲ修ムルニ足ルコトヲ当

該学校長二於テ証明シタル者ハ此ノ限二在ラス

車昭和6年(1931)

● 「中学校令施行規則中改正」 (昭和六年一月十日文部省令第二号)

捕:第l条:中学校二於テハ*.学校令ノ旨趣二基キ小学校教育ノ基礎二拠り一層高等

ノ程度二於テ道徳教育及国民教育ヲ施シ生活上有用ナル普通ノ智能ヲ養ヒ且体育ヲ

行フヲ以テ旨トシ特二左ノ事項二留意シテ其ノ生徒ヲ教養スベシ

ー　教育二関スル勅語ノ旨趣二基キ学枚教育ノ全般ヨリ道徳教育ヲ行ハンコトヲ期

シ常二生徒ヲ実践身弓行二導キ殊二国民道徳ノ養成二者ヲ用ヒ我ガ建国ノ本義ト国

体ノ尊厳ナル所以トヲ会得セシメ忠孝ノ大義ヲ明ニシ其ノ信念ヲ撃固ナラシメン

コトヲ期スべシ

二　独立自主ノ精神ヲ養ヒ勤労ヲ愛好スルノ習慣ヲ育成シ且協同ヲ尚ビ責任ヲ重ン

ズルノ観念ヲ潜養センコトテカムベシ

三　尊ラ心力ノ啓弟ヲ旨トシ徒二専門的学術ノ体系二泥ムコトナク社会生活上適切

有用ナル智能ヲ養ハンコトヲ期スベシ

四　生徒ノ身体ヲ強健ナラシムルト共二精神ヲ鍛錬シ青年ノ関連ナル気風ヲ養ハン

コトヲ旨トスべシ

棉: 2条:第四学年以上二在リテハ第-種及第二種ノ錬程ヲ編制シ生徒ヲシテ其ノー

課程ヲ選修セシム(下略)

棉:4条:各学科目ノ教授-其ノ目的及方位ヲ誤ルコトナク五二相聯絡シテ補益セン

コトヲ要ス

語科関連科目 国語漢文

・国語漢文ハ普通ノ言語、文章ヲ了解シ正確且自由二思想ヲ発表シ文字ヲ端正二書写

スルノ能ヲ得シメ国民性ヲ清養シ文学上ノ趣味ヲ養ヒ知徳ノ啓発二資スルヲ以テ要

旨トス

,国語漢文ハ現時ノ国文ヲ主トシテ講読セシメ連ミテハ平易ナル近古文ヨリ簡易ナル

上古文二及ボシ又平易ナル漢文ヲ講読セシメ衛易ニシテ実用二適スル国文ヲ作ラシ

メ国語文法ノ大要及習字ヲ授クベシ

● 「中学校教授要目改正」 (昭和六年二月七日文部省訓令第五号)

・本要目実施上ノ注意

-　各学科目ヲ教授スルニハ其ノ固有ノ日的ヲ達スルコトニカムルト共二五二聯絡

補益シテ統一ヲ保タンコトヲ要ス

二　本要目二掲ゲクル事項及順序ハ掛酌ヲ加フルモ妨ナシ

三　教授用具ハ教授上差支ナキ限り成ルベク日用品ヲ利用シ又ハ教員自ラ製作シテ

之二充テンコトニカムベシ又諸学科目二通ズル用具ハ成ルべク之ヲ兼用スベシ

・国静漢文

国静漢文ハ国語拝読・湊文講薗・作文・文法及習字ヲ裸スルモノトス
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国許清輝ハ前方及解釈、話方・暗諦・書敢ヲ諌シ其ノ材料ハ総テ文章ノ模範タリ而

シテ国体ノ精華、民俗ノ美風、賢哲ノ言行等ヲ叙シ以テ健全ナル思想、醇美ナル国

民性ヲ酒養スルニ足ルモノ、文芸ノ趣味二者ミテ心情ヲ高雅ナラシムルモノ、日常

ノ生活二稗益稗益アリ常織ヲ考成スルニ足ルモノ等タルべシ

1年-漢文ノ入門二資スベキ材料ヲ加-漢文学習ノ基礎ヲ併せ養ハシムべシ

2年-塞本教材

3年-基本教材+増課教材(近世近古二於ケル名著)抄本類ヲ裸スベシ)

4年-基本教材+増課教材(前学年ノ材料二準ジ更二中古上古二於ケル文章ヲ速ビ

授グベシ)

5年-基本教材+増課教材(前学年二準ジ尚国文学ノ史的轟展ヲ略述シ国民性ノ由

来スル所ヲ知ラシムべシ)

準文薄圃ハ競方及解釈、暗簡ヲ課シ其ノ材料ハ国岳講読ノ場合二準ズ而シテ邦人ノ

著作二係ルモノヲ主トシ更二徳敬二関係深キ漢籍中ヨリ之ヲ選プベシ

2年-基本教材

3年-基本教材+増課教紡(主トシテ邦人ノ手ニナレル名著ノ抄本類ヲ課スべシ)

4年-基本教材+増諌教材(学年ノ材料二準ジ更二徳教二関係探キ漢籍ノ抄本類ヲ

授クベシ)

5年-基本教材+増諌教材(前学年二準ズ)

鍾茎ハ平明達意ニシテ実際二適スル文ヲ作ラシメ且生徒ノ作品二就キ添削批評ヲナ

スベシ尚特二作文ノ時間ヲ設ケザル学年二在リテモ少クトモ隔週一回国岳漢文ノ講

読ノ時間内二於テ之ヲ課スべシ

'1年-基本教材

2年-基本教材

豊艶ハ国文法ノ大要ヲ授ケテ国静ノ特色ヲ理解セシムベシ尚特二文拾ノ時間ヲ設ケ

ザル学年二在リテモ常=講読・作文等二附帯シ実例二就テ之ヲ教-正確ナル語法二

練熟セシムベシ

1年-品詞ノ大要ヲ授ケ口語、文藩ノ異同ヲ知ラシメ用言ノ活用二練熟セシムべシ

4年-増課教材(既習ノ全事項ヲ組織的二整理シ文ノ構成二対スルー般ノ知識ヲ授

」^サ:

5年-増課教材

一里室ノ`、樺書・行書及仮名ヲ裸シ開架結構ノ大要ヲ知ラシメ且実用二適切ナラシメン

コトヲ期スベシ尚特二習字ノ時間ヲ設ケザル学年二在リテモ作文・書取其ノ他ノ場

合二於テ常二正確ナル書方二注意セシムベシ

1年-基本教材

2年-基本教材

3-5年-増鞍教材

・注意

一　国静漢文ノ教授二際シテハ常二生徒ノ思想感情ヲ啓発陶冶シ之二由リテ高尚ナ

ル人格ヲ成シ特二愛国的精神ヲ養ハンコトヲ期スべシ

ニ　国籍漢文各分科ノ教授ハ互二聯絡補益センコトニカムべシ

MSB

三　増課教材ノ要目ハ適宜取抽シテ之ヲ課スべシ

四　文法ノ教授二於テハ国語ノ特色ヲ理解セシムルト共二国語愛護ノ精神ヲ着ハン

コトニ留意スべシ

尚第四学年又ハ第三学年ノ増課教材中二成ルべク文法ノ時間ヲ設ケテ之ヲ裸スべ

シ

車昭和12年(1937)

● 「中学校教授要目中改正」 (昭和十二年三月二十七日文部省訓令第九号)

・国語漢文二於テハ国醇ノ理会及応用ノ能ヲ得シメ漢文ノ読方及解釈ノカヲ養ヒ特二

我ガ国民性ノ特質ト国民文化ノ由来トヲ明ニスルコトニ注意シ国民精神ノ療養二資

スルコトヲ要ス

・国語二於テハ国語ノ構造・特質ヲ知ラシメ国語ノ正確ナル理会ト思想・体験ノ明確

自由ナル表現トニ就キテ指導シ国語ガ国民性ノ具現タルコト及国語ノ教養ガ国民ノ

自覚ヲ促シ品位ヲ高ムル所以ナルコトヲ会得セシメテ国語愛護ノ念ヲ培フト共昌美

的・道徳的情操ヲ陶冶スべシ又漢文二於テハ漢文ノ吾桑・構造等ノ特質二留意シテ

国語トノ関係ヲ明ニシ漢文ノ正確ナル理会二就キテ指導スルト共二其ノ我ガ精神生

活二対スル意義ヲ会得セシムベシ

・国語漢文ハ国語誇読・漢文講読・作文・文法及習字ヲ課スルモノトス

・国静講読-読方及解釈、話方・暗舗・書取ヲ課シ其ノ材料ハ総テ醇正ナル国語二採

り国体ノ精華、国民ノ美風、偉人ノ言行等ヲ叙シテ国民精神ヲ滞養スルニ足ルモノ、

世界ノ情勢ヲ知ラシメテ円満ナル国民的常識ヲ養成スルニ足ルモノ、文学趣味二宮

ミテ心情ヲ高雅ナラシムルモノ等タルベシ

1年-漢文二関スル初歩ノ材料ヲ加へ漢文学習ノ基礎ヲ併せ養ハシムペシ

2年-基本教材

3年-基本教材+増諌教材(近世以前二於ケル名著′抄本類ヲ錬スべシ)

4年-基本教材+増課教材(新学年二準ズ)

5年-基本教材+増課教材咽文学ノ史的発展ノ大要ヲ授ケ国民性ノ特質ト国民文

化ノ由来トラ知ラシムべシ)

漠文辞読ハ読方及解釈、暗葡ヲ課シ其ノ材料ハ邦人ノ著作及漢籍中ヨリ平易雅馴ナ

ルモノヲ選ビ我ガ国ノ徳教二関係アルモノヲ主トシ文学趣味ノ滴養二資スベキ静文

ヲ加フべシ尚教材ハ総テ返点・送仮名ヲ附スルコトヲ原則トスレドモ高学年二在リ

テハ適宜送仮名ヲ省クコトヲ得

2年-基本教材

3年-基本教材+増裸教材(名著ノ抄本類ヲ課スベシ)

4年-基本教材+増課教材(新学年二準ズ)

5年-基本教材+増課教材(前学年二準ズ)

企塞ハ正確自由ナル表現二就キテ指導シ平明遵音ニシテ実用二適スル各種ノ文ヲ作

ラシメ且其ノ添削批評ヲ為スベシ

1 -5年-基本教材

塞迭ハ国文抵ノ大要ヲ授ケテ国籍ノ構造.特質ヲ理会セシメ正確ナル語陰二練熟セ

シムベシ
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1年-主トシテロ静法ノ大要ヲ授クべシ

3年-既習ノ文法的事項ヲ整理シ文語法ノ大要ヲ授クベシ

4年-増課教材

5年-増諌教材(国語発達ノ大要ヲ授クべシ)

盟主ハ漢字及仮名ヲ裸シ開架結構ノ大要ヲ知ラシメ実用二適切ナル書写ノ能力ヲ得

シムルコトヲ期スベシ但シ漢字ノ書体ハ樽書・行書ヲ主トシ草書ヲ加フルコトヲ得

1年-基本教材

2年-基本教材

3- 5年-増裸教材

・注意

一　国静講読及漢文講読ノ教授二於テハ特二次ノ事項二留意スベシ

読方及解釈二在リテハ語句文章ト思想内容トヲ-体トシテ把捉セシメ適宜文章ノ

妙味ヲ鑑賞セシムベシ

話方ハ方言語ヲ矯正シ酵正明噺ナル国語ノ使用二習熟セシメ尚敬語ノ用法二就キ

テモ適当二指導スベシ

暗諦ハ著名ナル詩歌文章二就キテ随時之ヲ裸スベシ

書取ハ日用ノ文字・語句等ノ正確ナル書写二習熟セシムべシ

二　作文ハ特二時間ヲ設ケザル学年二在リテモ少クトモ隔週一回講読ノ時間内二於

テ之ヲ課スべシ

三　文法ハ平易ナル実例二就キテ之ヲ理会セシムベシ尚特二文法ノ時間ヲ設ケザル

学年二在リテモ常二拝辞'・作文等二附帯シテ之ヲ授ケ正確ナル語払二練熟セシム

ベシ

四　習字ハ特二時間ヲ設ケザル学年二在リテモ作文・書取其ノ他ノ場合二於テ常二

正確ナル書方二注意セシムベシ尚教材二就キテハ其ノ読方及解釈ヲモ授クべシ

五　増課教材ノ要目ハ適宜取捨シテ之ヲ裸スベシ

● 「師範学校、中学校、高等女学校教授要目改正二関スル件」 (昭和十二年三月三十

一日発普五十一号)

・今般文部省訓令第八号、第九号及第十号ヲ以テ師範学校、中学校及高等女学校教授

要目中改正相成タル処右ハ愈々国体ノ本義ヲ明徴ニシー層国民精神ヲ作興シ兼テ時

代ノ進運二伴フ教授内容ノ刷新充実ヲ期スルノ趣旨二基クモノナルヲ以テ各学校二

於テハ各学科目改正趣旨ノ達成二カムル様御配意相成度

尚今般改正セラレタル各学科目ノ教科書ハ左記二依り取扱ヒ旧教科書ヲ使用スル場

合二於テモ新教授要目ノ趣旨ヲ体シテ教授セシメ万遺漏ナキヲ期セシメラレ度此段

依命通牒ス

ー昭和十二年度二於テハ従来検定シタル教科書(以下旧教科書ト称ス)ヲ使用セシ

メ新要目ノ趣旨ヲ参酌シテ之ラ教授セシム

二昭和十三年度二於テハ第一学年生徒二対シテハ昭和十二年四月一日以後二検定シ

タル教科書(以下新教科書ト称ス)ヲ使用セシム(下略)

● 「中等学梗改正教授要目ノ趣凱(昭和十二年五月文部省解説)

・改正ノ方針
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今回の要目の改正が、国体の本義を一層明徴ならしむる旨趣に出たものであること

はいふまでもなく、各科ともこの同じ目的の下に改正に着手したのであるが、その

執る所の方針方法については、学科目の性質によって多少異ならざるを得ない。国

語漢文は国民精神の滴養上極めて重大な学科目であると共に、他の諸学科目と密接

な関係を有し、諸学科目の基礎をなすものであるから、比の際教授要目の全面的検

討を行ひ慎重審議して改正を行った。その改正の根本方針として挙ぐべきものは大

体次のようなものである。

-　祖先の精神的遺産たる国魚漢文の資料に拠って、我が国体の本義を一層明に会

得させること。

此の一項は、今回の改正に方って、特に重要視した点である。国語漢文に於ては、

祖先の適した音静・文章其のものを通して、感情的に端的に、真の皇国の姿を会得

させんとするものである。万葉集を播く時、そこに上代に於ける我が国の真の姿を

見、詐らざる国民の声を開く、 「去年の今夜」の詩を涌する時、誰か菅公の誠忠に

感激しないものがあらうかo千万言を費した知的の説明よりも、真心から辻り出る

かうした感情的の表現が、如何に人の心を打つものであるかに重点をおいたのであ

る。

二　我国民精神に立脚して、現下の世界に於ける我が国の地位を自覚させ、大国民

としての自己完成に向って志を立てしめること。

現下の重大なる性局に当り、将来の国家を担ふべき青少年に対して、 『日本国民た

る自覚を与-、寛宏にして他と協和し、質実にして実践力に富む大国民たるの資質

を酒養するのが最も緊要であって、よく他の長を採り、之を日本化し、醇化してゆ

く所に発展的な真の日本精神が存するのである。

三　国語愛護の熱意を喚起し、日常の言語及作文に於て明噺にして品位ある国籍の

使用を修練させること。

国語愛なくして国体観念の酒巻は望み難い。我が国醇は、国初以来一度も他国語に

犯される事なく、健全に弟達して今日に及んでゐる。祖先以来の精神感情は凡てこー

の中に融け込んでゐる.歩一度外国の地を踏んで、この国籍に接する時、祖先以来

の感情は蘇り、愛国的情緒が油然として湧く。国語が如何に愛国心と結び付き、国

民的団結を強めて居る事か。これを愛護する熱意を喚起することは、国民教育とし

て最も大切な事の一つであらねばならぬ。

四　国語漢文科に於て最も大切な形式内容不離一体の要旨を一層徹底せしめるこ

」

以前は字句の解釈にのみ捉はれて、内容其のものの指導が不十分であったが、近来

はその反動として、兎角形式を忽諸にする傾向が著しくなって来た。何れも偏った

考であって、形式内容不離-体に進むべきはいふまでもない。

五　儒教の我が国民精神に及した効果、漢文の我が国静に与-た影響について公正

な瓢織を特し、国語漢文が-科として我が国民の教養に鍵携する所以を徹底させる

ことO

高等学校に於ける学科目名は国語及漢文であるが、中等学校では国語漢文となって

ゐる。これは今日の情勢からみて、両者別々に取扱ふべきでなく、相連繋せる-料
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とすべLとの見地から来たのであって、比の点を更に徹底させる事が必要である。

以上の根本方針は、改正要目の全般を貫通するもので、其の或るものは、要目の上

に明記され、或るものは、明記されてゐないが、教授時数の配当、教材の指示等の

上にその意図が衰はれてゐる。

・改正の要点(略)

・取扱上の注意

国籍漢文は教材の内容が多方面に亘り、他学科目との関係が密接である為に、時に

本学科目独自の立場を忘れて内容教授に傾き、恰も他の学科目の補助学科目の如き

取扱に陥る弊がないでもない。本学科目の要旨に鑑み、読涌・理会・書写・記文等

について十分形式陶冶に力を注がなければならない。しかも、それが単なる器械的

作業に陥る事なく、是等の訓練を通して確実なる内容を把捉せしめ、又内容を通じ

て是等訓練を行ひ、両々相侯って生徒の心性の啓発に努むべきである。

国語漢文の他の学科目と異る特色は、文学趣味の清孝である。併しながら比の一面

を強調して文芸教育に候かしめるのは大なる誤といはねばならない。拝読、作文共

に此の点に十分留意して、各方面の心性陶冶と国語能力の達成とに努めなければな

らない。

講読に於て真の理会に到達させる為に、教材の批評鑑賞を為さしめる事を必要とす

るが、これも読請の結果自然に感得させる事に重点をおき、教授者自身の批評鑑賞

を強ひて、生徒の心を萎縮させるやうな事があってはならぬ。

作文の実習は改正要目に於て特に重きをおいた点であって第三学年以上に於ても必

ず之を顕し、題材も広く各方面から採って、国民教育上偏頗なからしめん事を期す

べきである。

■昭和14年(1939)

● 「中学校教授要目中改正」 (昭和十四年二月九日文部省訓令第三号)

・漢文講読ハ読方及解釈、暗涌ヲ裸シ其ノ材料ハ邦人ノ著作及漢籍中ヨリ平易雅馴ナ

ルモノヲ選ビ我ガ国ノ徳教二関係アルモノヲ主トシ文学趣味ノ滴養二資スベキ詩文

ヲ加へ更二高学年二在リテハ成ルベク現代支那ノ理解二資スべキ適正ナル時文ヲ加

フベシ尚教材ハ総テ返点・送仮名ヲ附スルコトヲ原則トスレドモ高学年二在リテハ

適宜送仮名ヲ省クコトヲ得

量昭和18年(1943) 【国定教科書、開始1

● 「中等学校令j (昭和十八年一月二十一日勅令第三十六号)

棉: 1条:中等学校ハ皇国ノ道二則リテ商等普通教育又ハ実業教育ヲ施シ国民ノ錬成

ヲ為スヲ以テ日的トス

棉: 2粂:中等学校ヲ分チテ中学校、高等女学校及実業学校トス

中学校二於テハ男子ニ、高等女学校二於テハ女子こ高等普通教育ヲ施シ実業学校二

於テハ実業教育ヲ施スモノトス

棉:7粂:中等学校ノ終業年限ハ四年トス(下略)

棉: 12条:中等学校二於テハ文部省二於テ著作権ヲ有スル教科用図書ヲ使用スベシ

但シ特別ノ必要アル場合二於テ文部大臣別段ノ定ヲ為シタルトキハ此ノ限二在ラズ

● 「中学校規程」 (昭和十八年三月二日文部省令第二号)
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語科関連科目 国民科国語・芸能科書道

棉: 1条:中学校二於テノ、教育二関スル勅許ノ旨趣ヲ奉戴シ中等学校令ノ本旨二基キ

左ノ事項二留意シテ生徒ヲ教育スべシ

ー　教育ノ全般二亙リテ皇国ノ道ヲ修練セシメ国体二対スル情念ヲ深メ至誠尽忠ノ

椅神二徹セシムべシ

二　皇国ノ東亜及世界二於ケル使命ヲ明ニシ皇国民タルノ責務ヲ自覚セシメ職分ヲ

尽シテ皇運ヲ扶翼シ奉ルノ信念ト実践力トヲ滞養スべシ

三　学行ヲ一体トシテ心身ヲ修練セシメ皇国民タルノ徳換識見ヲ陶冶シ創造活用ノ

能ヲ養ヒ堅忍不擦ノ体力気力ヲ錬磨スベシ

国　華校一体修文練武二カムルノ風ヲ振作シ質実剛健ヲ貴ビ協同ト勤労トヲ重ンズ

ルノ気風ヲ作興スべシ.

五　教育ヲシテ国民生活ノ実際二適切ナラシムルト共二実践体験二依ル学習ヲ基礎

トシテ自発研究ノ態度ヲ育成スべシ

六　教育内容ノ全体的統一二意ヲ用ヒ学校内外ノ生活ヲ挙ゲテ皇国民錬成ノー途二

帰セシムべシ

棉: 2条:中学校二於テハ教科及修練ヲ課スべシ

教科ハ国民科、理数科、鍛錬科、芸能科こ実業科及外国語科トス(下略)

柿: 3条:国民科ハ我ガ国ノ文化並二中外ノ歴史及地理二付テ習得セシメ国体ノ本義

ヲ開明シテ国民精神ヲ酒肴シ皇国ノ使命ヲ自覚セシメ実践二培フヲ以テ要旨トス

国民科ハ之ヲ分チテ修身、国籍、歴史及地理ノ科目トス

檎: 13条:中学校ノ教科用図書ハ文部省二於テ著作権ヲ有スルモノナキトキニ限り

文部大臣ノ検定ヲ経タルモノヲ使用スルコトヲ得

文部大臣ノ検定ヲ経タル教科用図書ヲ使用セントスルトキハ学校長二於テ地方長官

ノ認可ヲ受クべシ

捕: 15粂:歌詞楽醇ハ教科用図書中二掲グルモノノ外ハ文部大臣ノ撰定シタルモノ

若ハ其ノ図書二付検定シタルモノ又ハ当該学校二時二的係アルモノニシテ地方長官

二於テ文部大臣ノ許可ヲ受ケタルモノタルべシ

捕: 16粂:中学校二於テ使用スル映画及音盤ハ文部大臣ノ検定シタルモノタルベシ

棉: 17条:文部大臣ノ指定スル種目ノ放送ハ之ヲ授業ノ上二使用スルコトヲ得

棉: 20条:非常変災其ノ他急迫ノ事情アルトキハ学校長二於テ臨時授業ヲ行ハザル

コトヲ得此ノ場合二於テハ其ノ旨直二地方長官二報告スベシ

捕:21条:紀元節、天長節、明治節及一月一日二職員及生徒学校二参集シテ祝賀ノ

式ヲ行フべシ

● 「中学校教科教授及修練指導要目」 (昭和十八年三月二十五日文部省訓令第二号)

・本要目実施上ノ注意

一　中学校教育ノ方針ヲ体シ本要目ノ要旨・方針・要項等ヲ一体トシテ教科教授及

修練指導ノ真精神ヲ把握スベシ

特二教科ト修練トノー体的関聯二意ヲ用ヒ本要目ノー趣旨達成ヲ期スベシ

ー　授業ノ実際二当リテハ要目ノ精神ヲ徹底セシムルヲ旨トシ必要二依ジ教授事項

ノ分合ヲ為シ順序ノ変更ヲ為スモ妨ナシ
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特二国民学校トノ関聯二留意シテ教材ノ適切ナル取扱ヲ為シ授業ノ効果ヲ挙グル

ニカムベシ

ー　関係教科二於ケル教師相互ノ聯絡協調二意ヲ用ヒ教科統合ノ趣旨ヲ達成スベシ

ー　教材ヲ精選シ所定ノ授業時限内二其ノ要点ヲ徹底セシムべシ

ー　各学年二於ケル授業時数ハ最低ヲ示セルモノナルヲ以テ其ノ時数ヲ下ルヲ得ズ

ー　ー時限ヲ五十分トス但シ必要二依り二時限ヲー単元トシテ授業スルコトヲ得

夜間二於テ授業ヲ行フ学校二在リテ-ー時限ヲ四十五分トス但シ必要二依り四十

分トスルコトヲ得

・国民科教授要旨

国民科ハ我ガ国ノ文化並二中外ノ歴史及地理二付テ習得セシメ国体ノ本義ヲ開明シ

テ国民精神ヲ酒養シ皇国ノ使命ヲ自覚セシメ実践二培フヲ以テ要旨トス(中略)

国民科国語ハ正確ナル国語ノ理会ト発表トノ能力ヲ養フト共二古典トシテノ国文及

漢文ヲ習得セシメ国民的思考感動ヲ通ジテ国民精神ヲ酒巻シ我ガ国文化ノ創造発展

二培フモノトス

国民科国蘇ハ講読、文法、作文及話方ヲ課スべシ(下略)

・国民科教授方針

一　国体ノ本義ヲ闇明シ敬神奉公ノ真義二徹セシメ八紘為字ノ精神ヲ体得セシムベ

シ

ー　皇国ノ東亜及世界二於ケル使命ト国防ノ重要性トヲ自覚セシメ職分ヲ尽シテ皇

道ヲ扶翼シ奉ルノ信念ヲ酒養スベシ

ー　我ガ国文化ノ伝統ト発展トニ付テ知ラシメ皇国ヲ主体トセル文化ノ創造二カム

ルノ精神ヲ育成スベシ

ー　他教科及修練トノ関聯二留意スルト共二国民科各科目ノー体的関聯二意ヲ用ヒ

本教科ノ趣旨達成ヲ期スべシ

・国民科国簿教授方針

一国帯ガ国民的思考感動ノ具現ニシテ且之ヲ形成スルモノナル所以ヲ明ニシ国語ノ

正確ナル理会・発表ノ能力ヲ養ヒ国籍尊重ノ精神ヲ潜養スベシ

ー古典トシテノ国文ヲ通ジテ皇国ノ伝統ト其ノ表現トヲ会得セシメ国民生活ノ発展

ト皇国文化ノ創造トニ培フベシ

ー古典トシテノ漢文ヲ通ジテ皇国及東亜ノ思想、文化ト其ノ表現トヲ会得セシメ国

民精神ノ溶着二資スべシ

・国民科国語教授事項

第-・二学年-講醗(国文・漢文)、文法、作文・話方

第三・四学年-拝読(国文・漢文)、文法、作文

-　詰所ハ皇国ノ道ノ具現タル各時代ノ国文ト皇国ノ発展二寄与セル漢文トノ中ヨ

リ醇正ナルモノヲ選ビ之ガ正確ナル読葡ト解釈トヲ課シ教材ニ依リテハ暗涌・書

取ヲ諌スベシ

二　文法ハ口許法・文語法ノ大要ト国語二関スル基本的事項トヲ授ケテ国語ノ正確

ナル理会・発表ノ能力ヲ修練シ国語ノ構造及特質ヲ会得セシメ国語意識ノ確立二

資スベシ
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三　作文ハ書簡・日記・報告・記録・説明・感想及主張等各種ノ文ヲ綴ラシメ思想

・体験ノ正確自由ナル発表二付テ指導シ醇正ナル国語ノ表現力ヲ修練スベシ

文体ハ口語文ヲ主トシ文語文・候文ヲモ併せ裸スベシ

四　話方ハ各自ノ生活二即シテ思想・体験ノ正確ナル発表聴取ヲ訓練シ醇正ナル国

語ノ使用二習熟セシメ敬語ノ使用二慣レシムべシ

国民科国語教授上ノ注意

一　講読・文法・作文及話方ハ常二相互ノ関聯ヲ緊密ニシテ指導スべシ

ー　講読二於テハ読涌ヲ重ンジ反復練習二依り解釈ノ根基ヲ確立スルコトニカムべ

シ

ー　読諦二於テハ発音ヲ正シクシ句読及文脈ヲ明確二琵ミナラバシムルヤウ注意ス

べシ

ー　講読二於ケル解釈ハ読葡二依リテ得タル意味ノ把握ヲ中心トシテ語句・文章ノ

的確ナル理会二導キ表現二郎シテ国民精神ヲ漸養スルコトニ留意スべシ

支那ノ典籍二取材セル文章ハ民族ノ特性及歴史二照シテ理会セシメ国民精神トノ

関係ヲ明確ニスべシ

ー　文法二関スル事項ハ生活ノ実原二郎シテ之ヲ習得セシメ国籍ノ理会カト発表カ

トヲ的確ナラシムルト英二国語二対スル関心ヲ深カラシムべシ

ー　作文二於テハ情操ヲ滴養シ識見ヲ錬磨シ国民生活ノ発展ト国民的自覚ノ深化ト

ヲ期スベシ

ー　作文二於テハ推敵ノ必要ヲ自覚セシメ且之二習熟セシムベシ尚初学年二於テ正

確ナル表記陪ヲ習得セシムベシ

ー　話方ハ時・処・位二応ジテ適切ヲ期シ特二真実ヲ尊ビ言責ヲ重ンズルノ精神ヲ

ZM^B

-　話方二於テハ靴音・靴語ヲ矯正シテ醇正ナル発音・語嚢・醇怯二習熟セシムル

ト共二適正ナル話方・聴方ノ姿勢態度ヲ修練セシムベシ

ー　話方ハ特設セル時間二於テノミナラズ学校生活ノ全般二亙り之ガ修練二カムベ

シ

芸能科書道教授方針

一　書写ノ基礎的能力ヲ錬成シ国民生活ノ実際二活用セシムべシ

ー　書写ト相侯チテ鑑賞ノカヲ養ヒ我ガ国書道ノ理会二導クべシ

ー　心技ヲ一体トセル正シキ書写態度ヲ錬成シ人格ノ陶冶二資セシムべシ

芸能科書道教授事項

罪-学年-書写態度ノ錬成(姿勢・執筆・心構等)、用筆及結体ノ実習(1行書・

草書(大字)　2行書・草書(細字)及其ノ速写　3 「カナ」、 rカナ」ト漢字ト

ノ調和　硬筆書写ヲ加フルコトヲ得)、書式(書翰其ノ他)、書蹟ノ鑑賞

第二学年-用筆及結体ノ実習(1行書・草書(大字)　2行書・草書(細字)及其

ノ速写　3　rカナ」、 「カナ」ト漢字トノ調和　硬筆書写ヲ加フ)、書式(書翰其ノ

他)、書旗ノ鑑賞

第三学年-用筆及結体ノ実習(1樺書(大字) (古法帖二準拠スルコト)　2 「カ

ナJ　ノ基礎練習及連綿(古筆二準拠スルコト))、書式(色紙・短冊・条幅等)、春
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蹟ノ鑑賞

第四学年-用筆及結体ノ実習(1樽書・行書(大字)く古法帖二準拠スルコト)

2 「カナ」ノ連綿(古筆二準拠スルコト))、書式(色紙・短冊・粂幅・届額等)、

書蹟ノ鑑賞

芸能科書道教授上ノ注意

一　教材-国民精神ヲ酒養シ国民生活ノ充実二資スルモノタルベク書風ノ暢達・整

斉・雅健ナルモノヲ採り生徒ノ心理的発達及着払ノ発展段階ヲ考慮シテ之ヲ配列

スべシ

ー　用筆ハ毛筆ヲ本体トシ硬筆ヲモ加味シ生活ノ実際二応用セシムべシ

ー'用具及材科二関スル知識ヲ授ケ其ノ取扱二関スル族二意ヲ用フベシ

ー　常二姿勢・執筆・心構等二注意シ大字ハ懸腕、中字・細字ハ提腕又ハ枕腕二依

り特二呼吸ノ調整、運筆ノ速度二留意セシムベシ

ー　書法二関シテ-用筆法・結体法・省略法(崩シ方) ・章法(配字)等ヲ授ケ特

二運筆二当リテハ筆順・気脈・速度・墨継等二注意セシムべシ

ー　書写ノ修練二当リテ-臨書ヲ本体トシ革書・背臨ヲ加味シ自運ノカヲ育成スベ

シ

ー　授業二当リテハ基本・練習・応用等各自的二応ジテ教授ノ取扱二留意シ其ノ徹

底ヲ期スべシ

ー　鑑賞二当リテ-我ガ国二於ケル名蹟並二億人ノ書療ヲ尊重シテ国民精神ノ滞養

二カムルト共二代表的古法帖ノ正シキ鑑賞ヲ指導シ書道ノ東洋独特ノ芸能タル所

以ヲ知ラシムべシ

ー　自修ノ習慣ヲ養ヒ作文・日誌其ノ他ノ場合二於テモ端正ナル書写二慣レシムべ

シ

ー　学校行事及国民的行事二関聯シテ修練スルノ機会ヲ得シムベシ

車昭和20年(1 9 4 5)・丁戦時教育令」 (昭和二十年五月二十二日勅令第三百二十号)

● 「戦時教育令」 (昭和二十年五月二十二日勅令第三百二十号)

棉; 1粂:学徒ハ尽忠以テ国運ヲ双肩二担ヒ戦時二緊切ナル要務二挺身シ平素鍛錬セ

ル教育ノ成果ヲ遺憾ナク発揮スルト共二智能ノ錬磨二カムルヲ以テ本分トスべシ

檎: 2条:教職員ハ率先垂範学徒ト共二戦時二緊切ナル要務二挺身シ倶学倶進以テ学

徒ノ薫化啓導ノ任ヲ全クスべシ

檎: 3条:食糧増産、軍需生産、防空防衛、重要研究等戦時二緊切ナル要務二挺身セ

シムルト共二戦時二緊要ナル教育訓練ヲ行フ為学校毎二教職員及学徒ヲ以テ学徒隊

ヲ組織シ地域毎二学徒隊ヲ以テ其ノ連合隊ヲ組織スルモノトシ二以上ノ学徒隊ノー

部又ハ全部ガ同一ノ職場二於テ挺身スルトキハ文部大臣ノ定ムル場合ヲ除クノ外其

ノ職場毎二教職員及学徒ヲ以テ学徒隊ヲ組織シ又ハ学徒隊ヲ以テ其ノ連合体ヲ組織

スルモノトス　/　学徒隊及其ノ連合体ノ組級編制、教育訓練、指導監督其ノ他学

徒隊及其ノ連合体二関シ必要ナル事項ハ文部大臣之ヲ定ム

捕: 4条:戦局ノ推移二即応スル学校教育ノ運営ノ為特二必要アルトキハ文部大臣ハ
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其ノ定ムル所二依り教科目及授業時数二付特例ヲ設ケ其ノ他学校教育ノ実施二関シ

特別ノ措置ヲ為スコトヲ得

捕: 5条:戦時二際シ特二必要アルトキ-学徒ニシテ徴集、召集等ノ事由二田リ軍人

(陸海軍ノ学生生徒ヲ含ム)ト為リ、戦時二緊切ナル要務二挺身シテ死亡シ若ハ傷

病ヲ受ケ又ハ戦時二緊要ナル専攻学科ヲ修ムルモノハ文部大臣ノ定ムル所二依り正

規ノ期間在学セズ又ハ正規ノ試験ヲ受ケザル場合ト錐モ之ヲ卒業(之二準スルモノ

ヲ含ム)セシムルコトヲ得

捕: 6条:本令中文部大臣トアルハ朝鮮二在リテ-朝鮮総督、台湾二在リテ-台湾総

督、関東洲及清洲国二在リテハ満洲国駐節特命全権大使、南洋群島二在リテハ南洋

庁長官トス

■昭和22年(1947)

e 「学習指導要領　一般編〔試案〕J (昭和二十二年三月二十日文部省発行)

棉:序論:-　なぜこの書はつくられたか

いまわが国の教育はこれまでとちがった方向にむかつて進んでいる。この方向がどん

な方向をとり、どんなふうのあらわれを見せているかということは、もはやだれの胸

にもそれと感ぜられていることと思うO　このようなあらわれのうちでいちばんだいせ

つだと思われることは、これまでとかく上の方からきめて与えられたことを、どこま

でもそのとおりに実行するといった画一的な傾きがあったのが、こんどはむしろ下の

方からみんなの力で、いろいろと、作りあげて行くようになって来たということであ

る。 (中略)もちろん教育に一定の目標があることは事実である。また-つの骨組みに

従って行くことを要求されていることも事実である。しかしそういう目標に達するた

釧こは、その骨組みに従いながらも、その地域の社会の特性や、学校の施設の実情や、

さらに児童の特性に応じて、それぞれの現場でそれらの事情にぴったりした内容を考

え、その方法を工夫してこそよく行くのであって、ただあてがわれた型のとおりにや

るのでは、かえって目的を達するに遠くなるのである。またそういう工夫があってこ

そ、生きた教師の働きが求められるのであって、型のとおりにやるのなら教師は器械

にすぎない。そのために熱意が失われがちになるのは当然といわなければならない。

これからの教育が、ほんとうに民主的な国民を育てあげて行こうとするならば、まず

このような点から改められなくてはなるまい。このために、直接に児童に接してその

育成の任に当たる教師は、よくそれぞれの地域の社会の特性を見てとり、児童を知っ

て、たえず教育の内容についても、方法についても工夫をこらして、これを適切なも

のにして、教育の目的を達するように努めなくてはなるまい。いまこの祖国の新しい

出発に際して教育の負っている責任の重大であることは、いやしくも、教育者たるも

のの、だれもが痛感しているところである。われわれは児童を愛し、社会を愛し、国

を愛し、そしてりつばな国民をそだてあげて、世界の文化の蒐展につくそうとする望

みを胸において、あらんかぎりの努力をささげなくてはならない。そのた糾こまずわ

れわれの教壇生活をこのように充実し、われわれの力で日本の教育をりつばなものに

して行くことがなによりたいせつなのではないだろうか。 (下略)

語科関連科目
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● 「学校教育払j (昭和二十二年三月三十一日法律第二十六号)

柿: 17条:小学校は、心身の発達に応じて、初等普通教育を施すことを目的とする。

補: 18粂:ノ)、学校における教育については、前条の目的を実現するた糾こ、左の各

号に掲げる目標の達成に務めなければならない。

-　学校内外の社会生活の経験に基き、人間相互の関係について、正しい理解と協同、

自主及び自律の精神を養うこと。

二　郷土及び国家の現状と伝統について、正中、理解に導き、進んで国際協調の精神

を養うこと。

三　日常生活に必要な衣、食、住、産業等について,基礎的な理解と技能を養うこと。

四　日常生活に必要な国語を、正しく理解し、使用する能力を養うことO

五　日常生活に必要な数量的関係を、正しく理解し、処理する能力を養うこと。

六　日常生活における自然現象を科学的に観察し、処理する能力を養うこと。

七　健康、安全で幸福な生活のために必要な習慣を養い、心身の親和的発達を図るこ

と。

八　生活を明るく豊かにする音楽、美術、文芸等について、基礎的な理解と技能を養

うこと。

捕: 20粂:小学校の教科に関する事項は、第十七条及び第十八条の規定に従い、監

督庁が、これを定める。

棉:第35条:中学校は、小学校における教育の基礎の上に、心身の発達に応じて、

中等普通教育を施すことを目的とする。

棉:第36条:中学校における教育については、前条の目的を実現するために、左の

各号に掲げる目標の達成に努めなければならない。 _

一　小学校における教育の目標をなお充分に達成して、国家及び社会の形成者として

必要な資質を養うこと。

二　社会に必要な職業についての基礎的な知識と技能、勤労を重んずる態度及び個性

に応じて将来の進路を選択する能力を養うことO

三　学校内外における社会的活動を促進し、その感情を正しく導き、公正な判断力を

養うこと。

棉: 38条:中学校の教科に関する事項は、第三十五条及び第三十六条の規定に従い、

監督庁が、これを定める-0

棉:41条:高等学校は、中学校における教育の基礎の上に、心身の発達に応じて、

高等普通教育及び専門教育を施すことを目的とする。

棉:第36粂1.高等学校における教育については、前条の目的を実現するために、左

の各号に掲げる目標の達成に努めなければならない。

-　中学校における教育の成果をさらに発展拡充させて、国家及び社会の有為な形成

者として必要な資質を養うこと。

二　社会において果たさなければならない使命の自覚に基き、個性に応じて将来の進

路を決定させ、一般的な教養を高め、専門的な技能に習熟させること0

三　社会について、広く深い理解と健全な批判力を養い、個性の確立に努めること。

棉: 43条:高等学校の学科及び教科に関する事項は、前二条の規定に従い、監督庁
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が、これを定める。

棉:52粂:大学は、学術の中心として、広く知識を授けるとともに、深く専門の学

芸を教授研究し、知的、道徳的及び応用的能力を展開させることを目的とする。

棉:65条:大学院は、学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥を究めて、文化

の准展に寄与することを目的とする。

● 「学校教育法施行規則J (昭和二十二年五月二十三日文部省令第十一号)

・小学校の教科は、国語、社会、算数、理科、音楽、図画工作、家庭、体育及び自由

研究を基準とする。

・小学校の教科用薗勤ま、文部大臣の検定又は認可を経たもの若しくは文部大臣が著

作権を有するものを使用しなければならない。 (中学校、同)

・中学校の教科は、これを必修教科と選択教科に分けるO

必修科目は、国語、社会、数学、理科、音楽、図画工作、体育及び職業を基準とし、

選択教科は、外国語、習字、職業及び自由研究を基準とする。

・高等学校の教科に関する事項は、学習指導要傍の基準による。

・高等学校の教科用図書は、文部大臣の検定を経たもの又は文部大臣において著作権

を有するものを使用しなければならない。

前項に規定する教科用図書のない場合に使用すべき教科用図書は、校長が、これを定

める。

● 「学習指導要領　国語科編」 (昭和二十二年十二月二十日文部省発行)
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